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本 器 は 309% 一 100kec 聞 の 人 得 革 測 定 ,30 一 
300kc 問 の 電力, 電圧 レベ ル お よ び 雑 音 の 測 
定 に 使用 する 装置 で あり ます . 操作 は 全面 
的 押 ボ タン 切換 を 採用 し て お り , 歪 率 , レ 
ーー ベル, 性 音 : すべ て dB お よび 2% に よる 直読 方 
式 で あ J ed 


a 
1 規格 
es wy Ye: ン ピ ー ネト 4 
| A 6009 (平衡),10K9 (平衡 ) ,100K 2 (不平 衝 ) 
ee i ケン ス 
eee B=: °° | 才 率 油 定 基本 波 周 波数 30 益 100ke 連 終 可 変 
9 定 彼 囲 30%~-30ke の 間 30%~0.1% 
eneeee ’ 
ceeeeee $ ’ 30ke100ke の 間 30%~0.2% 
a レベ ル 油 定 0 dB~ー70dB 
礁 音 測定 0dB~ 一 70dB 


確 度 季 率 。 レベル, 雑音 と も に +5% 以 内 
i 516 ( 巾 ) X224 (高き さ ) X310 (奥行 )・19kg 


本 器 な NTSC 方 式 に お ける 複合 カラー 
信号 中 の 色 度 信号 を 測定 する た め に 設計 さき 
れ た も の で , カラ ー プ レク サ が 正しく 調 整 
SC る か 。 ま た は 完成 され た カカ ラー 
ーー 信号 を 取扱 っ て いる 伝送 機器 が 正常 る < 
和 粗 ・ 振 巾 関係 を た も っ て いる か どう か を 監 
視 し , また 敏速 な 測定 を 行う の に 非常 に 便 
刊 な 測定 器 で あり ます . 

な お 本 和 咽 は , 一 般 の オシ ロス コー ププ 装置 
で 観測 する 場合 と 同 dr 水平 掃引 厄 示 も 可 
能 で 主 か ら , 特に 正常 な 位相 の 測定 を 必要 
と する 場合 は 夫 調 整 法 に より 内 部 精密 位相 
器 で 測定 する こと が で きま す 。 これ に より 
微分 位相 , 微分 利得 の 測定 も 可能 で あり ま 
: 
規 格 
入 カカ 信号 NTSC 方 式 に よる 複合 カラ ラー 信号 (2 信号) 
映像 1 Vp-p 同期 0.4 Vp.p 759 不 平衡 


4 


外部 副 搬 送 波 RR ~~ 
579545Me 搬 送 波 2 Vpep 以 」 芝 電 株 式 ~~ 入 
位相 測定 範 時 0 ~200* 連続 可変 x に x 不 


位 相 確 度 ベク トル 表示 に お いて 2" 

水平 掃引 表示 ( 鶴 調 整 法 ) に お いて +1* 
仔 和 度 測 定 2 信号 比較 +3% 
表 基 方 式 ベク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 
較正 信号 3.59Mc 
電 源 AC100V 50 炎 また は 60% 約 350VA 
法 500( 巾 ) x250( 高 さ ) x470( 奥 行 ) 


芝 電 気 測 器 株 式 会 社 


本 社 ・ 営 業 所 。 東京 都 千 代田 区 内 幸 町 2 丁目 20 番地 

日 比 谷 会 館 ピ ビル 6 階 電 話 i 
八王子 工場 八王子 市 大 和田 町 1664 八 王子 (2) 6121 ( 代 表 ) 
営 業 所 大阪 営業 所 (36)1171( 代 表 ) 本 代打 14 )6731・0961 


一 2 i 
> 
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2500MC 盾 SSB-FM 方 式 


ME 一 4 形 無線 送信 機 


本 装置 は .S S 一 FM 方 式 を 


採用 し た 60 通 話 路 まで の 多 
重 電話 中 継 回線 を 構成 する 
の で CCITT 
の 規格 に 準拠 し た 高 性 能 多 
重 無 線 装置 で あり ます 。 


( 和 外 に 打 合 回 線 を 有する ) 
音声 有効 伝送 帯域 300 —~3400%/s 
基礎 前 群 周波 数 帯域 12—24kc 
基礎 群 周 波数 ^ 帯 域 60 — 108ke 


伝送 周波 数 帝 域 60—316kc 


また は 8-264kc 


送受 信 機 の 性 能 
) : 2,450 —2,700Mc 
FM( 周 波数 変調 ) 中 


MX 一 3 形 端 局 装置 


空中 線 の 性 能 


受信 機 ^ 帯 域 幅 
受信 機 雑音 指数 


進行 波 給 電 ス ロッ ト 付 鋼管 写真 は 弊社 平塚 電線 製造 所 構内 に 建設 きれ た 進行 波 給 
の デレ ビビ 放送 お よび FM 放 電 ス ロッ ト 付 鋼管 テレ ビ 放 送 ア ン テ ナ の スロ ッ ト 部 分 
送 ア ン テ ナ の 特徴 (F.R.P. カヴァ ー で お お われ て いる ) で あり ます 。 
。 簡単 且 頑丈 な 鋼管 構造 、 鋼 
管 の 側面 に 半 波 長 に 滴 た な 
い 長 きま の ス ロッ ト を 複数 切 
取っ た 構造 。 鋼管 の 直 
径 は スー パー ター ンス タイ 
ー ル アンテ ナ の 支柱 程度 。 
複数 の 給電 線 で テン テ ナ を 
励 振 せ ず 、 下 方 よ ょ 5 り 順 次 鋼管 
内 か ら 給 電 し 頂部 で 終る 。 
. 受信 電界 が 水平 伝播 距離 に 
応じ て 単調 に 弱く な る 
. 殆ど 完全 な 水平 無 指向 性 で 
ある 。 
. VS WR が 小さ きい 。 雪 の 附 
着 に よる 劣化 も 少 い 。 
. 一 本 の 給電 線 方 式 
. 風圧 荷重 が 少 い 
. 電力 利得 が 3 乃 主 20 倍 の 7 


ン テ ナ が 用 意 出 来る 


肖 電 業 姜 式 習 社 


社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 14 


新 和 i 束 芝 っ シン 7 ロス コ -Z 


535 トラ ンジ スタ シン クロ スコ ー プ 1031 ン タケ ロス コープ 1552: シ シン クロ 生 コー 


: aa 間 

使用 プラ ウン 管 3 BHP1 (75mm) 使用 プラ ウン 管 3BHP1l (75mm) 使用 プ ブラウン管 130AB1 (130 mm) 
周波 数 特性 0-5Mce 周波 数 特性 0~10Mc 周波 数 特性 0~15Mc 
偏 向 感 度 200 mm/V 偏 向 感度 AC,1,000mm/Vp.p 掃 引 時 間 6s~0.2gs/em 
立上り 特性 0.07gms DC 100 mm/ V pc プア ラグ 4 シュ ニー ニット 
掃 引 時 間 0.01s0.5gs/cm 立上り 特性 0.04s 広帯域 増幅 器 ・ 二 現象 切換 増幅 疾 
外形 寸法 重量 掃引 拡 大 5 倍 高利 得 増幅 器 

145( 幅 ) X210( 高 &)x400( 奥 行 )mm 較 正 電 圧 0.05~100Vr-»P 外形 寸法 重量 250( 幅 )X360( 高 る ) 
8.5 kg (AC 電 源 使用 の 場合 ) 外形 寸法 重量 210( 幅 )x280( 高 る ) X545( 軸 行 )mm・ 24kg 
10kg (電池 使用 の 場合 ) x475( 奥 行 )mm・13kg 


2D1 シン クロ スコ ー プ (2 要素 ) 10D1 シン クロ スコ ー プ ( 2 要素 ) 


使用 ブラウン管 。M-7150B1(130mm) 
周波 数 特性 0-2Mc 
& 偏向 感度 1,000mm/V 
立上り 特性 0.2 gs 
所 引 時 間 5s~—5gkgs/cm 
外形 寸法 重量 
290( 幅 ) メ 420( 高 き ) メ X530( 奥 行 ) mm 
25kg 


< る $8 


~*. $. | 


電源 部 


使用 プラ ウッ ン 管 _M-7150B2(130mm}》 
周波 数 特性 0 一 10Me 
掃 引 時 間 6s 一 0.2zs/cm 


※ お 問合せ は 、 通 信 機 事 業 部 (東京 都 千代 田 区 内 幸 町 1 の 1 ンプ ラグ ダイン ニュ ニット 


電話 東京 501) 5411) に お 願い し ます 。 ee 
超 体 500 幅 )X360( 商 る ) 
電源 部 500( 皿 <210G』 計る 
= = = へ 
東京 芝浦 電気 株 式 会 社 


x 290( 奥行 )mm ・20kg 


ーー 
味 


仁 友 電工 


MERIT DL 


特 性 


抵抗 : 10,000Mg /kml 以 上 . 
耐圧 :A・C .2,000V 
減 誤 量 :60dB/km 
(1.3Mc に お いて ) 
4. 特 竹 イン ピー ダン ス :75 士 1.5Q 
(1.3Mc に お いて ) 
5 。 パル ス 反 射 : 50d 己 以上 
: (パル ス 幅 0.05ks) 
6 . 漏 話 減衰 量 : 120d 己 /250m 以 上 
(60Kc に お いて ) 
7. 屈曲 特性 : きわ め て 良好 


es g ; 
re 特 徴 
。 ナー ルプ ラス チッ ク ケ ーー プル で ある 
2. 充実 型 で 機械 的 に 強い 
3. 軽量 且つ 可 焼 性 に 富み 、 接 続 工法 が 容易 
で ある 
4. 高度 の 伝送 特性 を 具備 し て いま す の で 
中 短 距 離 搬 送 ケ ー ブ ル に 
テレ ビ 中 継 回 線 に 
_ 電力 線 搬送 等 の 引込 線 等 に 
適し て お り ま す 。 


1. 到 線 
2. 絶 線 
3. 


— 


細則 同軸 コカ アー) 二 奴 中 数 


発泡 PE 総 絡 介 在 カ ッ ド 


中 心 導体 ( 1.2mm 軟 銅 繰 ) 


外部 導体 ( 型 付 軟 銅 テ ー プ ー 枚 縦 添 
庁 貢 用 鐘 銭 軟鉄 テー プ 二 枚 間 陸 療 
色 別 PVC テー プ 重 療 

発泡 PE 統 織 市 外 カ ッ ド 

抑 療 (ゴム テー プー 枚 縦 漆 ) 


喜 付 軟 ア ルミ テー プー 枚 縦 添 


0.65mm 60 対 8 心 細心 同軸 
複合 アル ペ ス え スケー プル 


> 
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DATA RECORDER Model! 


(携帯 型 計 測 用 磁気 記録 再生 機 ) 


ea RN 


PPW—22 


この 装 軍 は 、 セ ンマ イ 駅 動 に よる 機構 部 と トラ ンジ スタ 化 さ れ た パル ス 幅 変 ・ 復 調 部 を 自 歳 し た 小型 軽量 携帯 弄 
の 計測 用 記録 再生 機 で す 。 車 上 、 機 上 な ど 極 め て せま い 場 所 また 電源 の な い 所 で の ご 使用 に 便利 な よう に 設計 


きれ て いま す 。 和 電源 は 乾電池 箱 が 別に 付属 し て いま す 。 


電 池 
性 能 
2 ke プ 6 ミリ 幅 5 号 リ ー ル 出 力 600 0 負荷 時 上 エ 1 V 
テー ブ 宮 度 19cm/s (ピー ク 値 ) 不平 稀 
チャ ン ネ ル 数 2 周 波 数 特 性 0 100 c/s 土 1 dB 
変 調 議 方 本 式 パル ス 幅 変 柚 方 式 わ 率 3% 以下 
複 調 方 式 パ バルス 帆 複 机 方 式 S 比 1 チャ ン ネ ル 当 り 約 40dB 
入 カモ 1V (ピー ク 値 ) 電 源 D:C24V 乾電池 ( 平 角 3 号 ) 
入 カ インピーダンス 約 5KQ 不平 衡 


いみ = i 株 


会 = 仁 


東京 都 品川 区 北 品 川 6~3 51 TEL (442) 5111 


前 一 5 


72. 100V か ら 1,000V, 1.5A か ら 200A と 


| 


半導体 技術 の 先端 を ゆく 
レノ ト 日 ニッ ググ ス 部 品 


パパ ワー トラ ンジ スタ 


特 長 


1. 40V か ら 100V, 10A か ら 30A を 開閉 する こと の で きる PーNーP ゲル マニ ウム 合金 接合 形 , 超 
大 形 ペ ポ パ ワ ー ト ラン ジス タ で ある . 
2. 生 形 波 発 振 の 回 路 要 素 と し て 用 いい られ, AC 一 DC コン バー タ な どの 電力 変換 器 と し て 最適 で あ 
Ys 
. 電圧 制御 装置 , si 圧 装置 用 の 制御 要素 と し て 適し て いる 


低 周波 増 幅 
40V 40 80 80 100 100 40 40 80 80 100 
30V 30 60 60 75 75 30 30 60 60 75 
20A 30 20 30 20 30 20 30 20 30 20 
80W 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 

注 : 低速 スイ ッ チ ング 用 は 上 記 の ほか に スイ ッ チ ング 特性 を 規定 し て いる . 


に リコ ン 和 整流 素 子 「 


1. フィ ー ル ド ・ カ ッ ト 法 に より 逆 耐 電圧 
の 向上 及び 特性 の 改善 を は か っ た . 


多種 類 の 整流 素子 を 用 意 し て , あら ゆる 
直流 電源 に 利用 され て いる . 


oe |S2A|S5B|S8B|S16B 


100V, 200, 300, 400, 500, 
る の 4 1,000 


600, 800, 
出力 電流 200 
往 : S2A 以 外 の 電流 値 は 放熱 板付 , 風 准 5m/s の 値 . 


~~ * 4 
EE シリ コン 制御 整流 素子 
1. 独自 の 製造 方 法 に よる PーNーPーN 接 合 の シリ コン ・ コ ント ロー ルド ・ レ クチ ファ イア で ゲー 
ト に より 出力 を 制御 で きる 高 性 能 ・ 高 信頼 の 制御 整 流 素 子 で ある . 
24 P.I.V.400V 迄 に わ ゎ わた り 用 意 し た 素子 は 電圧 制御 , イン バー タ , 開閉 回 路 を は ヒ め , 広い 利用 
ーー 


了 d i 
25, 50, 100, 150 
人 較 陸 Ct 洋 
25, 50, 100, 15 
a | on | oav | mm 


新 電 元 株 式 次 坊 


新 社 東京 都 千 代田 区 大 手 町 新 大 手 町 ビル 電話 (211) 2571 代 表 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 角田 町 阪急 航空 ピル 電話 (36) 3294 代 表 
九州 出張 所 小倉 市 京町 281 五十鈴 ピル 電話 (5) 8431 代 表 


Tj max. 


I 


: 


東亜 電波 


の 計測 和 


ひずみ ぁ 字 


20C 型 


リッ ンジ カ 式 の 連 統 可変 型 ひ ずみ 率 計 て . 
と ょ と じ し て も 人 徒 用 そ で き に 生 % 0 
ひずみ 率 測 定 和 器 と し て 、' 

周波 数 囲 20 一 20kc 3 レン ジ 

測定 押 囲 0.1 2% 一 100 

(0 IMI030.1009% 

ズ カ イン ピー タン ス 6002 土 3 及び 10k2 土 202% 
レベ ル 測 定 器 と し て 、 

周波 数 押 囲 20% 一 100 kc 

測定 押 団 一 70dBmー 二 30dBm 
スカ イン ピー タダ ンス 60092 二 3 及び 10k9 二 20% 


6 レレ ンジ) 


PM 一 15 弄 


RGSS 


次 流 専 用 の 高 感度 広 測 定 範 囲 の 真空 管 電圧 計 
CC 微小 変 流 電 圧 の 測定 に 最適 で す 。 レベ ペ ベル 計 及 
びび 増幅 器 と し て も 使用 で きま す 。 

測定 財 20xVー300Vrms. ー80dBm 一 十 52 
dBm (6000 ) 
ラマ ラル スケ ー ル の 二 2 % ( 20%s —100 kc) 

+5% (10%~—4Moe) 
スカ イン ビー ダンス 直流 抵抗 約 10MQ , 並列 容 
量 30pF 以下 
ァ ゃ ポル 面 に 端子 を 有 ビ フッ ? ッ スネ スケー 
ル の 出 力 電 庄 0.15Vrms 以 上 , 
風 泡 抵抗 約 5092 
付属 プロ ー ブ プ ブ 交流 抵抗 約 10M 2 並列 容量 15pF 以下 
倍率 1/10 


模 度 


出 カカ 


本 社 ~ 東 京都 新宿 区 捧 訪 町 2 3 5 
出張 衝 了 市 東 区 湾 路 町 3 の 6 氏 場 ビビ ・(23)6547: 
CR 食 市 太 Le] LJ 82・(5 )5455 
ナー ピス ペ 福 軸 市 東江 町 88 一 2 日 筐 電気 商会 肉 ・(4)4910 
>, 名 古屋 市 中 区 朝日 町 2 の 5 朝日 テーク ト ョ ン 内 ・(97)5232 


re 


HERMETIC 


て NEC | 


a 
1 ®@ 環 ハー メチ ッ ケ 7 
SEALS © Ed 


半導体 壁 流 問 用 気密 硝子 端子 


低圧 より 高圧 まで 
検波 用 より 大 電力 用 まで 
許容 温度 転 囲 の 拡張 に 
漏 浪 に よる 機能 劣化 防止 に 使用 例 
半導体 整流 体 の 特性 を 生か す た め に 


半田 付 


る ハー メチ ッ ク シ ー ル は , 電気 機器 部 品 等 を 容 
器 の 中 に 密閉 する 場合 の 導入 端子 と し て 用 いら 
る の で あり ます 2%。 

@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は 外周 が 金属 で で き て い 上 箇 
て 半田 付 等 の 方 法 で 容易 に 容器 に 接続 する こと 
が で きる 様 に な っ て お り , 中 央 の リー ド と の 間 
は 特殊 ガラ ス で 完全 に 絶縁 され て お り ま す 。 


RR 
RNRN 


銅 ベ ー ス 


新 日 本 電 利 株 式 太 訪 


本 社 大 阪 市 北 区 梅田 2 番地 (第 一 生命 ビル ) 電話 (36) 3271 (代表 ) 
支社 東京 都 港 区 芝 西 応寺 町 55 番地 電話 (451) 9671 (代表 ) 
大 津 工場 大 津 市 栗 津 晴嵐 町 2 5 番地 電話 大 津 4681~6 
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レビ の 中 継 再 放送 に は ……… 


テレ ビシ ジ ション 
再 貸 再 放 送 方 


(VHF, UHF) 


この 中 継 装置 は テレ ビジ ョ ン 放 送電 波 を 受信 
し チャ ン ネ ル の み を 交換 し て 他 の 地域 に 再 
放送 が で きる 装置 で す その 中 継 数 が 10 中 継 
に 及 ん で も 家庭 用 受像 機 で 最良 の 状態 を 受信 


(特徴 ) 

e カ ラーTV の 伝送 も モノ クロ ー ム TV 同様 に で きる 

eVHF・UHF 和 下 の あら ゆる 周波 数 交換 が 可能 (V 
vy iv U・U—ーU UV) 

e Demodulator Unit 及び Modulator Unit を 付加 
する こと に より 中 継 る され る テレ ビ プ ログ ラム に 、 ワ ロワ 
ー カ ルプ ログ ラム を ミッ クス する こと が 可能 

e こ の 中 継 装置 は すべ て 無人 化 用 に 設 計 さ きれ て いま す 

商 NECB 本 電気 で は 10mw, 200mw 5W, 30W, 50W, 

275W, 100W, 250W, 300W, 1 kW の 中 継 装置 の 一 

切 の 機器 を 製作 し て いま す 


400MC 禄 超短波 無線 電話 装 寺 
業界 に 先駆 け て 完 不 ./ 
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概 要 


で 始め て 完成 し た この 無線 電話 装 赴 は 、 送 受信 部 、 電 源 部 、 制 御 部 
「 が 同一 筐 体 に 収納 きれ て お ぉ おり 、 そ の 上 受信 部 の 一 部 と 電源 部 が トラ ンジ スタ 々 化 さ きれ て 
いる た め に 、 小 型 軽量 で 、 消 電電 力も 非常 に 少な て すみ ます 


性 能 


て 
ME 


er 


A 
沿 
有 午 周 波数 360 420 MC 中 の 一 周波 数 

用 空中 線 出 力 5 W 

* 変調 方式 リア クタ ンス 管 位相 変調 方 式 (IDC 付 ) 

| 自 消 費 電 カ 受信 時 DC12V 2A 送信 時 DC12V' 6 


4 A ion 無 電 話 半 四 


お 問い 合わ せ は 


百 = 衝 者" 寺 相 時 委 記 66、 邊 電 
( 電 テテ 和信 欧 電 機 株 式 会 通 信 機 部 
(701) 1171 番 7 


TEL 潜 の 口 (048)( 代 表 )5111・ 代表 


: 衣 ; Es * 0 em err uaa en os ra 
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8 和 各種 遅延 線 


Tm 呈 像 機 用 遅延 素子 VDLS-0718B 


カラ ーTV 受 像 機 の 輝度 信号 遅延 用 
と し て 開発 され た 新 製品 で , 特殊 巻 
線 構造 (特許 申請 中 ) を 用 いる の で 
従来 の 同種 の も の に 比較 する と , 波 
形 歪 が 大 幅 に 減少 し て いま す 。 


遅延 ケー プル 
TV 関係 お よび 各種 の 電子 機器 に お 
ける 波形 遅 姓 に 広く 用 いら ちら れ て お り 
遅 夏 歪 が な く , 減衰 量 が 小さ い 上 に 
屈曲 に よる 特性 変化 が 僅少 な の で ; 
広帯域 お よび 高 忠 実 度 を 要求 され る 
波形 遅 古 用 と し て 好適 で す 。 


上 慎 和 ビ ピー スズ vvpLr 


党 社 で 製造 し て いる 遅延 ケー ブル を 
所 要 の 遅延 時 間 を 有する 長 さ に 切断 
1 端子 を モー ルド し た も の で , こ 
の まま 機器 に と りつ け て 使用 する こ 
いさ ます ずっ 


VDL-1416A 


| 1 


昭和 電線 雷 筑 株 式 音 社 


本 社 並 工場 川崎 市 東 渡 田 3ー1ー1 


電 (3 )} 2541( 大 代 ) 


東京 販売 店 丸の内 (東京 海上 ビル 新館 ) 電 (281)6451 ( 代 ) 
販 売 店 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 他 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 


相模 原 工場 相模 原市 清 兵 衛 新 田 28 電 (7) 3151 一 2 


NEW PRIMARY FREQUENCY & 


TIME STANDARD SYSTEM OFFERS 
YOU THE HIGHEST ACCURACY, 


RELIABILITY & SPECTRAL PURITY 


5 parts in 10!% day long term stability...1 part in 10™° typical short term 
stability under laboratory conditions*...10 microsecond system resolution... 
fail-safe operation despite power interruption...compact design (23" high), 
transistorized...simple operation... fp) quality, dependability and manufacturing 


know-how guarantee performance. * Averaged over 1 second intervals. 

This new ®$ Primary Frequency/Time Standard System is sturdy, reliable and precise. 
Featuring compact design and low power operation, it is specifically designed for shipboard, 
mobile and field as well as laboratory use. It is suitable. for satellite navigation systems, missile 
and satellite timing-tracking and single sideband communications. 

The System includes a Frequency Standard, Frequency Divider and Clock, and a Standby 
Power Supply, in addition to a comparison device and receiver (not pictured). The System 
makes HF time comparisons with a WWV receiver and an oscilloscope and VLF comparisons 
with a VLF receiver and ‘a frequency counter, ) 


P103AR 
FREQUENCY STANDARD 


® 724AR 


STANDBY POWER 
SUPPLY 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 関 商 事 株 式 会 社 


Palo Alto, California, U.S.A. 東京 都 下 代田 区 湯田 東 福 田 町 1 番地 
電話 東京 (866) 代表 313 6 番 
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UNIQUE NEW EIMAC 3CX10,000AS3 CERAMIC TRIODE 
OFFERS VHF POWER=UP TO 20 KW 


jmac expands its ceramic tube line with the introduction of 
fe 3CX10,000A3 — the only 10 kilowatt air-cooled ceramic 
jode in the field. This advanced power tube is intended for 
sejat maximum ratings through 110 megacycles. 


An outstanding feature of this-clean, efficient ceramic 
iode is the large reserve of grid dissipation assured by 
atinum-clad tungsten grid wires. Overload protection has 
s0 been built into the 3CX10,000A3 to make it ideal for 
je in industrial heating — dielectric¢ and induction. 


This newly developed triode is also well suited for such 
applications as broadcast, FM and single.sideband trans- 
mitters, ultrasonic generators and sonar pulse amplifiers. 
It can-also be used as a class-AB, or class-B linear amplifier 
in audio or r-f service. 


A companion air-system socket and chimney, as shown 
above, is available with the 3CX10,000A3 to meet your 
specific requirements. Watch for a low mu version of this 
high-power triode in the near future. 


NERAL CHARACTERISTICS Max. Frequency Max. 
5 Operating Filament Filament for Max. Plate-Diss. 
AAC 3CX10,000A3 Height Diameter Temp. Voltage Current Ratings Rating 
RAMIC TRIODE BB: 7.0" 250°G 7.5 102 amp. 110 Me. 10,000 watts 
日 本 総代 理 店 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


San Carlios, California 


関 商 事 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 東 福 田町 一 番地 
電 話 計 で 866 7 代表:3111376 


性 能 

〇 線 返 し 周波 数 内 部 同期 50kcー5 Me 
外部 同期 50kc 一 5 Mc 

Oo -* 0.05ks —1k's 

Oo 出 ‘ 正 お よび 負 

o 出 正 15V, 負 13V 


Oo 出 i 759 抵抗 減 次 器 に より : 
10dB step 4 段 
1 dB step 10 段 
立上り 時 間 20mks 以 下 
下り 時 聞 30mkzs 下 
< 0 < ; 4 ) ナグ ・ オ ォ オー パー シ ュー ト よ 5% 以 下 
| , ds : © 最大 デュ ー テ ー " 約 30% 


A TYPE- SPG-1I M 
99 © 繰返し 周波 数 10%ー1Mc 
: Oo ペル ス * 貼 0.1ks—100ks 
o 出 力 李 性 正 お よび 負 
o 出 力 電 庄 20V 
O 出 カカ インピーダンス 759 
Oo 出力 波形 立上り 時 間 20mks 以 下 
下り 時 間 20mksLT 下 
サ グ ・ オ ォ オーパ ーシュ ー ト よ +5% 以 下 
© 同期 出力 主 出 力 ペ ルス より 0.1Zs 先 行 
出力 トリ ダー 電圧 . 正 5V 上 +20% 
© 〇 © 最大 デュ ー テ ー 502% 


ー プ ログ ラム パル ス 発 生 器 一 


主 な 用 途 | ペル ルス 巾 | 立上り 時 間 | 下り 5 り 時間 
メ そ リー ミラ 1 ~—104s |0.1—1 zs 0.3 ~~ l/s 
テー 試験 用 (連続 可変 ) | (連続 可変 ) | (連続 可 変 ) 
| 暫 返 し 周 減 数 す ォ ーー シュ ー ト 


最大 1A1|2kcー20kc| よ +2% 以 下 
(連続 可変 ) | (連続 可 談 ) 


型式 | 主 な 用 途 | ペル ス 巾 | 立上り 時 間 | 下り 叶 間 
scpP-601 | コア マト リ | 3 こ 188 |0.1 ~~ 14e |0.2 ~ 14% 
クス 試験 用 | (連続 串 容 ) ( 運 続 可変 ) (連続 可変 ) 

ンー 人 ls - 


振 由 


最大 0.6 A | 1 kce-20ke i 
(連続 可 妥 ) | (連続 可変 ) | 二 3% 以 下 


ニ 和 田子 胃 作 所 


東京 都 北 多摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 水 1080 電話 国分 寺 597 


TYPE SCP-201 


前 一 14 
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RES TCOO! 


ue ペ mn 
ーー 7 ノン ス | 
が ホホ 役 は KN は る まで の トラ シシ ジス スタ 々 カー ジア トレーサ ーー に 此 
べべ て HH 定数 お よび Y 室 数 の 各 殴 目 が 簡単 な 操作 に よ ょ っ て 
醒 特 性 直視 装 直 


3 測定 で き る 。 
2) = と クタ 々 ター 測定 回 踏 に 過 電 流 リレー が 付い て いる た め 
測定 中 に トラ ンジ スタ を 破損 する こと か が な い 。 
3) パラ メー タ と な る ス え ステップ 電圧 が 非常 に 安定 し て いる 
の で , 正確 な 曲線 群 が 測 定 で きる 。 
4) ステ ッ プ 電圧 波形 が 直視 で きる 。 


性 態 
用" 測定 で きる 曲線 群 
PNP-NPN の Hz, Ha, Ha. Hz, Ya, Y= (2 も ツ ッ 
ター お お よび ペ ベ ペース 接地 可能 ) その 他 ダ イオ ォ オード , 放電 管 
等 の 特性 も 直視 で きる 。 
会 コレ と レク ター 関係 
コレ クタ ーー 掃引 電圧 0 一 3V(1A) 0 一 30V(1A ) 
0 一 300V (1A ) 連続 可 座 
パラ メー タス テッ プ 電 圧 01 一 }V/step 
7 点 切 換 
直 | 拭 抗 3002 一 1000KQD 8 点 切 換 
へ ふ ペー ス 関 係 
ペー ス 掃引 電 圧 0 一 3V(1A) 連続 可変 
パラ メー タス え ステップ 和 電流 1kZA 一 50mA/step 
15 点 切 換 
直 列 拭 抗 3 一 10009 6 点 切 換 
会 夫 直 軸 , 水平 軸 関係 
コレ ク 々 電圧 .01 一 20V/div 
コレ ク 々 電圧 .01 一 200mA/div 
ペー ス 和 電圧 .01 一 .5V/div 


ダブ プル パル ス ゼ ネ レ ー タ ー 


AT 

名 mp 
+10 一 
100 &s 


固定 2 Zs 
が 間隔 0 一 100k s 


固定 5xks 


{c/s 1Kn+389v 
—10ke/ s 7 5n る \ 


TI HE BI 


Model WMA—2 


Oo 精度 
= 土 .0001” 

OO ミン ジ ジン 
SS 
OoO ス ピン ドル 束 度 
最高 10, 000 rpm 
Oo スピ ンド ル 軸 直径 


5/8” 
Oo ハン ドル 目盛 
.0005” 
Oo テー ブル 操作 式 


O 所 要 ス ペー ス 
て 生 


詳 細 は - 下 記 へ 
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Beckman 人 jl 


erkeley Division 


TEPAHARE 


二 用 達 

. ・ 周 波数 測定 

・ 周 波数 比 測 定 

を A ンタ ーー バル の i 
・ 周 期 測定 : 


* 


速度 ・ 回 転 数 の 測定 
・ 弾 道 に 関す る 測定 


10cps—10Mc 
0.3ks—10° sec 
0—3Mcec 


水 卓 発振 器 精 度 
キ 1 カ ッ ウッ ント 


3 «x10"per week | 


< 


a を 
ww 7 


Lp 


et 
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‘2 


re 
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新 製品 105D 


数 字 表 示 トラ ンジ スタ ・ ・ カ ウン タ 完 成 


新 コ ー ド 変換 素子 の 開発 に より , 弊社 が 始め て カウ ンタ に 数 字 表 示 管 方 式 を 採用 
し て か 才 ジブ が 他 た “いて お り 
まし た が , 此 の 程 ト ラン ジス タ ・ カ ウン タ に 数 表示 管 を 使用 する こと に 成功 し ま 


で 

従来 か ら 知 られ て いた トラ ンジ スタ ・ カ ウン ター-TR- 105 に 比べ , その 表示 方 
l 式 が メー タ 方 式 か ら 数 字 表 示 管 を 使用 し て いる の み で な さく, 周波 数 測定 男 囲 も は る 

か に 高く な り , また 時 間々 隔 , 周期 測定 に お いて も わが 国 で は 最高 の 性 能 を 有する 
を 才 る も の で す 。 


見 や すく , 軽量 ・ 小 型 


計 数 桁 数 ・10 進 5 桁 

周波 数 測定 男 囲 ・200 KC 一 2.5 MC 
時 間 々 隔 ・3kS 一 105sec 
周 期 ・10-$ sec 一 10 KC 
プ ブ プリンター 接続 可 能 


a ee 


RA 
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多様 な 機種 


. =TR- 1115D 10 cps 一 220 MC に わた る 広範 囲 の 周波 数 ,0.3 kxS 
ー107S に わた る 時 間々 隔 測 定 , 0 一 10KC に わた る 周期 等 の 高 
精度 測定 の で きる 最高 級 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ウン ネタ 

. =TR- 110DD 10cps 一 2MC の 周波 数 測定 , 010KC の 周 
期 測定 , 3 xs 一 105$S の 時 間々 隔 測 定 等 , 1 台 で 6 つの 基本 的 機 
能 を も つ ュ ユニバ ー サ ルカ ウン ター で す 。 

.-TR- 109BD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 0ー10KC の 
周期 測定 , 30 rs 一 10*S の 時 間々 隔 測 定 が で きま す 。 

. -TR- 108DD 10cps 一 200KC の 周波 数 測定 , 100 kxS 103 
$ の 時 間々 隔 の 測定 が で きる 小型 高 性 能 の エレ クト ロニ ッ ク ・ カ 
3 


ee TR- 


隆 能 
ロケテ E 研 oo カロ コー" 


“TR- 278 Digital Printer 


-TR- 111D -TR- 110DD -TR- 109BD -TR- 108DD 


エレ クト ロニ クス 技術 者 
科 卒 業者 . 


機械 設計 技術 者 ディ ジタル 機器 の 筐 体 ; プリ ン 
ター, 自動 制御 機器 の 設計 製作 
給 3 一 5 万 詳細 は 本 社 総 務 部 え 


いずれ も 年 令 35 オ まで ; 


刀 和 テグ "理研 工業 株 式 会 社 


パル ス 機 器 の 設計 製作 大 学 理 工 


本 社 ・ 東 京都 練馬 区 婚 町 2 85 TEL (933)4111( 代 ) 
大 阪 営業 所 ・ 大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 71 TEL (312)0051~6 
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ャ ノシ ゲ ビ ル (312) 2695( 直 ) 


= STANDARD 


温度 特性 の 1 例 


SKY Ot 


| 最近 数 10 ナ イク グル の 有 カ 王 数 100 サ イク タル の 水島 Rs 
_ (ED . 周 波数 範囲 350%~2000% 
0 0 sawsms CR の 全 生 に 対し て エ 0.01 以 内 
社 に 於 きま し て 小型 の 形状 で 実用 可能 な 低 周 波 i ET 
c. 適用 温度 範囲 0 ご ーー 二 60C 


数 の 発振 子 款 きま し て 試験 研究 を 進め て お り ま し 
。 た が 今回 世界 で 最も 小型 の 350 サイ クル の 有紀 至 _d. 周波 数 温度 係数 3 x 10-$ 以 下 
1 OOFROS RET 

i . 


(Teut standard crystal unit 


me" 


周波 数 100KC・124KC・128KC 
温度 範囲 0 で 60C' 用 or 40 で ~~70C' 用 
温度 係数 土 1 X10-Xc 以下 


he 区 . 世 田谷 3 丁目 2136 番地 


' ~~ ~~ ry i 本 社 東 
株 式 | CA 0 421) 8106~9,3139 
会 社 主 HE 在 | プレ h 関西 x 都市 左 京 区 松ヶ崎 三 反 長町 5 番地 
0 電 話 紅 (7)E2.6931 
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超 高 感度 刀 フ ウン 管 


無色 、 高 解像力 、 小 消費 電力 、 安 価 の 為 


超 高 帯域 、 超 高速 度 、 ト ラン ジス タ 化 等 の 
オシ ロス コー プ に 最適 、 既 に 国内 各 メ ー カ ー 
研究 所 に 多数 採用 され て お り ま す 。 


CATHODE RAY TUBES 


※ 静 電 集 束 、 静 電 偏 向 観 測 用 ※ 
デラ ウン 管 使用 例 


SCLP3! 


Va 2(focus) 
Val 
Vg(cut-off) 


Deflection 
V/em 


Useful area 
(em) 


ETEL 社 は 他 に 10 数 種類 の プ ブラウン管 
和 る お りり ます 


* 詳細 カタ ログ 信 呈 * 


ELECTRONIC TUBES 2 箇 同 思 


HIGH WYCOMBE “BUCKS, ENGLND 


大 陽 商 事 株 式 会 社 


東京 都 港 区 芝 新 橋 5 の 16 電 話 (431) 5634 
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本 社 ・ 工 
東京 営 江 
大 阪 営 柴 
福岡 営業 


場 大 分 市 大 字 駄 原 2 899 番 地 
所 東京 都 日 本 橋 室 町 三井 ビル 内 
所 大 阪 市 北 区 中 之 島 三井 ビル 内 
所 福岡 市 天神 町 39 三井 銀行 ビル 内 


名 古屋 出張 所 名 古屋 市 広小路 西 通 三井 物産 ビル 内 
小倉 出張 所 小倉 市 京町 10 一 381 五十鈴 ビル 内 
札幌 出張 所 札幌 市 北 二条 西 3 丁 目 越山 ビル 内 


西日本 電線 秩 式 軟調 


電話 (2 )6141 
電話 (241)5084 
電話 (44)3731 

話 (4 )4084 
電話 (54)3171 
電話 2810 
電話 (2 )2056 


100c/s~100 kc 用 振動 子 を 数 分 で 測定 する 
振動 子 イ ン ピ ー ダ ンス 直視 義直 
DRZ-10 型 


秘 歪 振動 子 , チタ バリ 振動 子 や 受話 器 な どの 音響 関係 機器 の 測 
定 に 使用 され , 特に 共振 現象 の 微弱 な も の , 急 俊 な も の で も 共 振 
点 を 見 の が すこ と が あり ませ ん . 


磁 條 振動 子 共 振 周 波数 
27kc, 45 kc 


0~50 2, 0~500 2, 0~5,000 2 (3 段 切換 ) 
0+90° 


測 定 周 波 数 100 c/s~100 kc (5 バン ド 切 換 ) 
所 カ | 速 な 

較 正 自己 較正 可能 

天 さ 測定 部 320x500 x 400 mm 35 kg 


観測 部 270 x 186 x 380 mm 15 kg eo i 
、 磁 歪 振動 子 共 振 周 波数 
肉 蔵 する 掃引 発振 器 の 出力 を 測定 電源 と し , 残 光 性 オッ ジョ ス oa 
ュー プア で 検出 する も の で , 能率 良く 上 且つ 正確 に 共振 周波 数 , 共振 
の 鋭 抽 さ ,。 フ リー イン ピー ダン ス を 直視 出来 ます ・ 


42 ペレ お 汗 つ 窟 も 月 室 マイ ク ド 波 測定 問 
『 月 号 「 MMc 帯 制定 . 器 4 月 号 半導体 測定 吉 
の 月 抵 抗 減 衰 吉 5 月 号 パル ス ュ コープ, パル ズ 発 生 器 


Tel- (734) 1 1 6 1 四 se) 


10.7MC SERIES 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS :Fitep CuaNNEL Receivens «SPEcTRUM AULNZERS 


SYMMETRICAL BANDPASS 


BANDWIDTH: | :BANDWIDTH Sa LN SRR 
db 60 db 


PEDAN 


CASE SIZE 
NO NA A 
2, 500 80 x 24 x 30mm | . 


1,000 


VARIATION 
( MAX) ( MAX) 


6 db 3 db 


MODEL CENTER 

; 
10 M—A 10.7M c 30 Kc 60 Kc 
z 15 Ke 30 Ke 


10 M-E 2 6 KeS M15 Ke 2 2 db 500 
MM 5.5Ke - 1 10Kecco 上 |. を っ に < 0 
< eke Ke a ET 


117 x 24 x 30 


MI | 2 [30 Ke [KD] Bdb | 3db 
CRYSTAL DISCRIMINATOR 
MODEL No IMPEDANCE OFNS 


MODEL 10. MA MODEL 10M.DC 
ATTENUATON VS. FREQUENCY 10.7Mc DISCRIMINATOR 


HH 
同士 Ft 
に トト トト 


-0 


FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Mce FREQUENCY IN Ke FROM 10.7Me 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7Mc 系 例 既 設計 、 高 信 頼 性 の 高周波 水 唱 炉 波 器 を 御 推奨 いた し ます 。 
尚 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


< 東洋 環 俗 機 株 式 桶 訪 


本 社 及 工場 奈川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番地 電話 川崎 ( 2.)3771 3779, 2766 
東京 営業 所 東京 都 千 代田 区 霞ヶ関 3 丁目 3 番地 鋼 仮 ピル 内 電話 東京 (591) 1973, 1974 
大 阪 営業 所 大阪 市 西区 江戸 堀 上 通り 2 丁目 37 番地 (数 吉 ビ ルル) 電 話 土佐 堀 (44) 4332 ~6 
神 


2 
福岡 営業 所 福 岡市 天神 町 58 番地 天 ビル 電話 福岡 (75)6031, 6416 


~ 
" > 


紀 界 の トッ プレ ベル を 行 《 


に EAE 
= 


om \ 


の OVO 
定格 出力 の 0 一 100% 連続 可変 
出力 電流 安定 度 1 x10 / 有 H 
リッ プル LX 110 LR 


装置 の 標準 定格 
に 次 0 各 二 2000V 
入力 交流 電圧 変動 許容 範囲 キ 15% 
た 力 周 波 数 50 ま た は 60% 
最大 出力 直流 電圧 200 V 
中 力 電 流 可 変 範囲 0 か ら 100% 記 連続 可変 
出力 電流 変動 率 出力 電流 10% か ら 100% 迄 の 還 囲 で 
5 x10- / 時 間 以 下 
出力 電流 リッ プル 含有 率 10-6 
スイ ィ イー プ 巾 100,10,1,0.1% 切 替 
スイ ィ イー ププ 時間 15 分 


tL 
TIT Double yoke type—NMR 用 ・ESR 用 お よび 
Broad line type NMR と ESR 共用 信 % 石 
a) 本 体 磁極 直径 300, 210, 150, 100mm 各種 
磁極 間 障 70 一 20 mm ポー ルピー ス 叉 は スペ マー サー 交換 。 
磁場 強度 gap 60 mm で 5500 一 20000 ゲ ガウス 各種 。 
磁場 均一 度 最高 10? まで 
b) 付属 機構 Yoke 直立 型 ,45* 傾 斜 型 , 可 動 傾斜 型 (0 一 90*) 回 転 台 士 200° 
I Bitter type 一 Hall 係数 また は ESR 用 移動 台車 
磁極 直径 60, 80, 100, 120 mm% 各種 
磁極 間隙 0 一 60 mm 可変 
磁場 強度 磁極 間隙 40 mm で 30,000 ガ ウス まで 
WeiB type 一 教育 用 人 簡易 マグ ネッ ト 
Helmholtz type—Plasmaー サ イク ロト ロ ン 共 鳴 な ど 
パル スズ 磁場 と し て 50.000 ガ ウッ ウス 以 上 発生 きせ る 空 芯 マ グ ネ キット 
お よび パル サー も あり ます 。 


件 引合 は 第 二 事業 部 営業 嘆 へ 


ーー 十 気 r 主 
、 需 京 電 i 
(2 本 社 ・ 第 事業 部 i 計 051) 9186 代 表 (6291) 2096 
研 究 所 : エボ ポ ボンド EE: ル 東京 都 千代 田 区 神田 放電 町 2 の 2| 電 話 GN 4 4 1 4 


場 交 京 “ 立 川 薄 田 


EN 
ーー 江 | 


は 


FAR CHILD 


SEMICONDUCTOR CORPORATION 


1 KMC SILICON PLANAR TRANSISTOR 
NPN DOUBLE-DIFFUSED UHF TYPE 


ABSOLUTE MAXIMUM RATINGS (25°C) ey 
Maximum Temperatures “4 0 0M | 
Storage Temperature ー65°C to 十 300°C i 
Operating Junction Tmeperature 十 200°C Maximum E> a 
Maximum Power Dissipation 
Tatal Dissipation at Case Temperature 0.3Watt 0 <902 ola 
i 


; at Ambient Temperature 0.2 Watt 
Maximum Voltages 


Vcgo- Collector to Base Voltage : 30 Volts s 5A 
VcEo- Collector to Emitter Vltage 15 Volts : RR Couuecron _ 
VEpo- Emitter to Base Voltage 3.0Volts ペ < ; 


CASE 


ELECTRICAL CHARACTERISTICS (25°C unless otherwise noted) 


Characteristic Min. Typ. Max. Units Test Conditions 


hee DC Current Gain c=3. OmA Ver= 
DC Current Gain Ic= 10 A Ver= 
Base Saturation Voltage .87 Volts Ic=3.0mA I p= 
Collector Saturation Voltage 0.5 Volts Ic=3.0mA 2 . 
High Frequency Current Gain. 0 =4. VeEp 

f=100mc 

Maximum Frequency of Oscillation CE 
Output Capacitance 
Output Capacitance 
Emitter Transition Capacitance 
Collector Cutoff Current 
Collector Cutoff Current 


Collector to Emitter \ 
Sustaining Voltage (pulsed) 


a 


Available Power Gain . Ic=5.0mA = i 
(f=200 me) 


Power Output le=8. OmA 
(f==500 me) 


日 本 総代 理 店 秋 松 株 式 会 社 東 京 支 社 電 子 部 


東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 6 (東京 海上 ビル 新館 TEL (281 ) 6811 (大 代表 ) 


前 一 26 3 


(¢ 


拓 動 容量 型 電位 計 


直流 増幅 回 弄 
( 牙 電 池 人 電源 型 ) 


直流 増幅 器 弄 
(AC 人 電源 型 ) 


株 式 


ve | 
we | 
i 


WMA foneion al iolomv | oorg | 5 
MA omanA| tlonv | ono | 5 | 


a i 
nin rian mn 1 os 
a ha 


Ee er 10 sl 
MMAH-16P 型 パネ ル 型 に て 性 能 は MMAT 一 16 型 と 同じ 
SSVI-14 型 


| | 1 smv [omoro | 8 
SSVI-16M | |0.1~3000mV | 10!10Y9 以 上 no | 
WMAV- 10 [io° ~10-A| Smv | 5xi'2 
10* ~10-"A 5 X10° 9 


\ 


\\\ 


| 6 | sxwr"a] 
| |sxw"e] 


カタ ログ は 誌 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


a 入川 口 電機 製作 所 


誤 都 港 \ 区 - 折 ご 人 金 = 光 - 町 7 1 
TE し 白金 (441) $1 2 AA 


7 


aiko TAI-f ョ wy/) 


DCー—AC チ チョッパ 


チョ ッ パ は 直流 入力 を 交流 に 変換 し 、 あ る い は これ を 増 巾 後 出 力 を 
再び 直流 に 転換 する 機能 を 有する も の で 、 一 般 自動 制御 機器 を 始め と 
し て 直流 増 巾 器 、 ア ナ ロ グ 計 算 器 の 増 巾 器 、 自 己 平 衡 電 位 差 計 、 マ イィ 
クロ ボル トメ ー タ 等 記録 測定 関係 の 各 分 野 に 使用 きる きれ て いま す 。 弊社 
は 多年 チョ ッ パ の 研究 に 従事 し 、 構 造 、 振 動機 構 等 に 独自 の 改良 を 行 
い 特 に 雑音 防止 、 長 寿命 の 点 に 特色 を 有 し て いま す 。 


ENE 2 TCP—55B TCP—561A | TCP—561B | TCP—561C 
定格 駅 動 電圧 電流 ※1 |6.3V 70mA (50%)、65mA (603%) 6.3V 140 mA (50%). I130 mA (603%) 


50 t+ 5 % を た は 60 + 5 % 
4.5V ~~ 


D や DT 
入力 部 変換 回 路 "= RE ~~ $ 

入力 変 検 電 左 |1zVーLSV 
入力 究 換 電 ( 無 天 ) | mA | mA | A | A | mA 


庫 力 能 宴 給 加 欠 
口 カ 突 手 電圧 


負 力 実 換 電 壇 (最大 ) | OO A 
接点 問 馬 お よび 接点 
刻 体 間 総 緑 所 抗 


巻 線 詞 体 間 総 緑 据 抗 3 M9 1 上 
30* (503%)、 40* (603%) (入出 力 側 共 ) 


EE EE 3 REE 
EC EE 2a ENET 9 TS 
TTC TT NERO 1 2 Wi EN 
CE MD 35x 
MBB 55% 。 

EC WE 0 EE XIE TRE 
REE 3 GEGEN TJ 2 83 光 人 さい 
御 使 用 な きる 定 格 能 動 周波 数 を 衝 指 官 下 き い 。 


楽 1 
※ る 2 る 接触 束 は BBM ま た は MBB の 何れ か を 抑 指 定 下 さい, な お お 社 に 折 要 望 の ある 場合 は 15% 一 75 ぉ 
に て 特別 に 責 寂 も 致し ます 。 Po: ーー 


特殊 チョ ッ ペ パ 
TCP 一 57, TCP 一 58 チ ョ ッ パ は 接点 容量 が 大 きく 電源 用 と し て 使用 きれ る と 同時 に 、 


自動 制御 や 計器 用 と し て の 直流 増 巾 問 に も 使用 きれ ます 。 但 し 低 雑 音 を 必要 と する 処 に 
は 不向き で 、 此 の 用 衝 に は TCP 一 55A 双 は TCP 一 561A を 御 使用 願い ます 。 


定 属 50% 叉 は 60% 定格 400 補 


定格 A“C 17.5V 50% 定格 A“C 6.3V 400% 
(5.5~8YV) 


a 
a 


スス 扶 間 最小 200 MQ 


抗 
巻 線 人 筐 体 間 絶 織 擬 抗 戴 小 500 M9 


ま 式 会 大興 電機 製作 所 


。 本 社 ・ 東 京 工場 。 東京 都 品川 区 東 中 延 4 の 1402 電話 (781) 7155( 代 ) 7181( 代 ) 6411 
板 き 工 3: 場 ! 栃 二 木 "県 = 和 傘 ミ 訴 7 市 電話 ( 僚 呈 板 0 36 497・63 


(18~=30wV ) 


人 生 4" 


a a PN 


ee 


~~ 
> 


半導体 整流 器 界 の パイ オニ ア 
ォ リ ジン の 高 性 能 , 高 信頼 
シリ コン タイ オー ト 


タブ プ ブレット 形状 の ミニ チュ ア 寸 法 て 

ブリ ント 配線 に 適し た シン グル ・ エ ンド 有形 
完全 樹脂 封入 て 特性 不変 

漏洩 電流 極小 で 高 逆 耐 圧 , 高 信頼 性 

耐震 ・ 耐 衝撃 性 が 大 きい 


Origim 


SE-05 形 シ リコ ンダ イオ ー ド は , プリ ント 配線 に 適する タブ レッ ト 状 の シン グ ゲル エン ド 導 出 端 子 を そなえ 
た 完全 な 樹脂 封入 構造 で あり ます -・ 

樹脂 体内 部 に 封入 され て いる シリ コン P- ヵ zr ジャ ンク ショ ン は , 
熱 処 理 き れ て いる た め , 均一 な 品質 と 安定 し た 高 性 能 を そなえ , 
た が の け ま す * 

周囲 温度 100C まで , ラジ オ , テレ ビジ ョ ン , 通信 機器 な ど そ の 他 の 電子 装置 に 小 容量 直流 電 娠 また は 回 
路 素 子 よ と し て 優れ た 電気 的 特性 を 発揮 し ます -・. 

と えば 150°C に お ける 無 負 荷 放 置 , 65*C, 95~100 巡 耐 湿 試 験 , 一 55°C~+80°C の ヒー ト サ イ クル 試 
葵 , 耐震 お よび 請 衝撃 試験 な ど , 剛 重 な 性 能 試験 を 受け , その すばらし い 性 能 が 確認 され て いま す . 


る と より 拡散 法 で 造ら れ , 高温 度 の も と に 
長期 に と わたり 高い 信頼 性 を も っ て 御 使 用 い 


電気 的 デー タ 電圧 財 間 
SE-05 シリ コン ダイ オー ド の 定格 単 相 半 波 
- A V2=2.3 (E+ndv) 
ーー 型 | Ny 単 相 ブリ ッ ジ 
ee a SE-05 a | SE-05b | SE-05¢ | SE-05 d TS 
失 頭 逆 面 電圧 (V) PIV (~100°C) | 400 600 800 | 1,000 注 : V>… 交 流入 力 電圧 
最大 次 流入 力 電圧 CV)(Max RMS) 280* 420* 560* 700* 
i 
最大 出力 電流 (ugA) ( 単 相 半 波 ) 500 dei 
サー ジ 電 流 (A) (1 サイ クル ん ) 区 0 0 0 0 0 600 m0 3 
動 作 周 囲 湿度 で 〇 ー55~+100 下 法 出力 電圧 E (V) 
平均 正方 向 電圧 降下 (V)(500mA に て ) 1.1 以 F 注 電動 機 , 著 電 池 , 容量 性 負荷 の と き は 電流 を 202% 減 に し 
平均 逆 方 向 電 流 (zxA)(PIV25°C に て ) 10 以下 2 枚 以 上 直列 の と き は C, 選 を 挿入 し て 下さ い ・ 素子 の 絡 
ーー re ーー 緑 耐 力 は 1,500/min で すか ら 直 列 に する に は 冷却 板 の 絡 
* コン デン サ な どの 逆 起 電力 負荷 で は , この 値 の 50% に と る ろ 緑 が 必 要 に な り ま す ・ 
i る 
営 業 品 目 


シリ コン ・ ゲ ル マ ニ ウム ・ セ レン 整流 器 ・ 自 動 電 
圧 調 整 器 ・ 理 研 式 スポ ッ ト 溶 接 機 ・ 合 成樹 脂 疹 料 


Pk 


ーー 


ン ノ 時 


株 式 田 証 


本 社 ・ 工 場 東京 都 豊島 区 高田 南町 1-195 電話 東京 82)1161C 代 )3155 和 ) (83) 3261-5 トッ キョ ヨ ョ ツウ ツ カニ ツウ (22)468 


大 阪 営業 所 大阪 市 北 区 梅田 町 7 新 桜橋 ビル 
福 岡 市 下 


・ 福岡 出張 所 . 


電話 大 阪 


前 芝 29 


(34 う "2358( 代 )- オ ツウ サカ カニ ツ (38) 3 8 3 
錦町 10 電話 福岡 (2) 6883 


Model $$.20. Model S$-100, Model $$:500 


Sg0NIC MBRATION 
AND ULTRASONIC ANALYZERS 


MODEL 20 VS 


SPECIFICATIONS Model SS-20 Model SS-100 Model SS-500 


FREQUENCY RANGE 6 cycles to 23 kc 13.5 cycles to 110 kc 75 cycles to 600 kc 
SWEEP WIDTH 100 cycles to 6 kc 200 cycles to 20 kc 2 kc to 200 kc 


RESOLUTION 
(automatic optimum) 12 cycles to 100 cycles 27 cydes to 200 cycies 150 cydies to 2 kc 


VOLTAGE RANGE (full scale) 500 microvolts to S500 microvolts to 250 microvolts to 
500 volts 500 volts 250 voir 


VOLTAGE SCALE RMS and 40 DB flog RMS and 40 DB log RMS and 40 DB log 
DYNAMIC RANGE 60 D8 60 DB 60 DB 
VOLTAGE ACCURACY 103% lineor scole F109 linear scole 二 109% linear scole 
1 DB log scole 1 DB fog scole 1 D8 log scale 
INPUT IMPEDANCE 50K 50K 50K 
SCANNING RATE 2 seconds 1 second 0.33 second 
POWER SUPPLY 105 to 125 volts 105 to 125 volts 105 to 125 voits 
60 cycles 60 cycles 60 cycles 
CATHODE RAY TUBE SADP7 with edge lighting and comerc mount bezel 
ACCESSORIES: 
RANGE EXTENDER Model RE-4 Model RE-3 


SYNCHRONOUS SWEEP 
GENERATOR Model 20 Model 100 
SYNCHRONOUS SWEEP 


GENERATOR WITH VARIABLE 
RATE 


IKC CARRIER WITH 30 CYCLE SIDEBANDS " a Preqvency swerp 
Li widh 200 cyeles 


gn =e ms i ea 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 4( 三 和 銀 行 ビ ャ 7 階 ) 
電 話 東 京 241) 3861・5726・5727・4326 
大 孤 市 未 に 穫 EC の O42 
電話 北 療 EE(23)9'5:687i619053 

名 古屋 市 東 区 飯田 町 2 の 14 電話 名 古屋 (4 ) 8702 


No Ba A Gd et ta 


前 一 30 


505A 形 出力 を 完全 に 短 落し て も 121 形 505C 形 


( 全 ト ラン ジス タ 式 】 安心 で す 。( 特 許 出 願 中 ) (トラ ンジ スク タ 式 ) i 


0 


る も 
| 本 器 は 出力 電 下 100 一 500V ( 連 統 可変 ) で 300mA 
攻 本 は 才 二 友 0 こ 40V( 之 扶 可 変 ) で 6A (最大 ) (最大 ) の 電源 が 供給 で きる 高 電 圧 直流 安定 化 電源 


で あ り ま す 。 
の 電流 が 供給 で きる 直流 安定 化 電源 で ゎぁ り ます 。 
!. 安 定 化 直流 高圧 


es ; 出 カカ 100 一 500V 0 一 300mA 
出 カカ 電 庄 0 一 40V 連 統 可 変 ~~ 安室 度 二 0.05 以 内 ; 
貞 ヵ 電 流 6A リィ ッッ マゲ アッ レレ i1m.V 以下 


出力 電圧 安定 護 二 0 5 以内 本 装置 は 多種 類 の 安定 化 直 流 電 源 を 電 2・ 潤 打 用 直流 出力 
et } 子 計 工 機 用 また は 自動 制御 プラ ント 用 に 上 出 カカ 57ー6 9VDCTi0S 入 
り 9 ラプ ブル 含 有 量 2mV 以下 適する よう 総括 し 、 そ れ ら の 各回 路 の 保 安定 許 士 0.5% 以 内 
内 部 拭 抗 0 0 以下 3t43 つ ーー を まそ また リレー リッ プル 10m.V 以下 
: i = ] 御 運転 回 路 を 有する 総合 電源 3. 寺 林 用 交流 出力 (2 
入 カカ 電 源 AC100V 56 一 60% 半 置 で あり ます re et A 


単 相 (仕様 に より 各種 を 製作 し て で お り ま す 。 ) 出力 電流 3A 


消 費 電 力 最大 300VA 入力 電源 室 格 (I) AC200V3 相 50/60% 
定格 (TT) AC100 V、 単 相 電圧 変動 5% 以 内 


SS CS 


まほ に トロ イダ ルコ アー) の 品質 管理 お よび 研究 用 と し て の 決定 版 ./ 


本 器 は 後段 加速 形 5 イン チ プ ブラ ウン 管 を 有する シン クロ スコ ー プ 系 統 と 2 個 
の 直流 増 巾 器 を 有する 検出 系 統 を 結合 する こと に より 、 試料 4 個 を 接続 し 任意 
の 2 個 を 同時 に 比較 せよ び 定 量 測定 する こと が で きる よう に な っ て お り ま す の 
で 、 従 来 こ の 種 測 定 装 置 で は 非常 に 困難 で あっ た 比較 お ぉ よび 定量 測定 を パネ ル 
面 の ツマ ミ で 人 簡単 に 行なう こ と が で きま りす 

測定 項目 1. B 王 BB(t) 磁 東 密度 波 計 
2. H 三 H(t) 磁界 波形 
3. B=B (H) B—H カ ー プ 
4. B 三 婁 (t①) 巻 線 出 カカ 
測定 周波 数 50、60.350,420,1.000,1.200% 
感度 B 軸 10mV/cm 一 10V/cm 
‘ 日 軸 100mV/cm 一 10V/ cm 
位 相 姜 1% 一 100kc 士 5* 
使用 CRT 5ABP1 
入力 電源 90 一 110V、 50 一 60% 


" 量 カ カタ ログ 


東京 都 人 王子 市 元 本 郷 町 2 一 1 55 
TE 信和 王子 (026)2 局 2380・6748 一 9 


. tam 


1 SSB 送 受信 機 の 簡易 化 2 
中 心 周 波数 が 1005 kc で ある か ら 送 受信 機 は シン グル コン メ ポ 

ー ジ ョ ン で 構成 で きる 。 

2, EE oD 

出力 は 林立 が あお 0 プレス トー ク 式 の 場合 、! ケ で 送受 信 

に 共用 する こと を カ か が で さき る 

3. 和良 好 な 特性 ンー 

p  ! ヶ の 水上 酷 フ イレ ター で で 2.2 kc 以上 の 通過 帯域 特性 と 

90db /OCT の 減 豆 特 杜 座 得 られ る 。 

伝送 損失 が 少な い 。 7 8 

» 一 20°C 一 二 70°C の 広 源 8 
ーー 

Sr 


範 半 で 動作 安定 、 温 度 係数 は 極め 


小型 了 ま 二 で ある 。 
を 入出 力 共 、 平 衡 回 路 に も 不平 衡 回 路 で も 使用 で きる 。 
5. 高安 定性 

p 経年 変人 も は 極め て 少な く 、 有 叉 振動 、 衝 検 に 強く 高温 多湿 の 悪 
条件 で 劣化 する こと は な い 。 


» es 


ー20*C~ 二 70*C 
中 心 周 波数 1005 ke 

周波 数 特性 CR 表 

通過 帯域 特性 
3 db 帯域 巾 / 6 db 帯域 巾 0.8 以 上 
伝送 損失 4 db 以下 

スプ リア ス 特性 
土 10 kc の 範囲 に 於 いて 一 70db 以 下 
入出 力 イ ン ピ ビ ピー ダン ス 
浴 丈 Cc F1005 4.7Kn 
CF1005 A 75 NI 


oe 


結団 
7 0 2 
1005 kc 


尚 、 上 記 特 性 は 中 心 周波 数 1000 ke より 1500 kc まで 製作 で きま す 。 


日 本 電波 工業 株 式 会 社 


本 社 及 工 場 ・ 東京 都 渋谷 区 代々 木 新町 8 4 番地 
電 話 東京 (371) 2191 っ 2194 
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te 


VOLGCO 
新 製品 速 応 無 宰 自 動 電圧 調整 部 


VOLCO0O の 新 製品 FRW 型 速 応 無 歪 自動 電圧 調整 器 は 確実 ] テ i 
" が 記 無 歪 実 な 古典 的 回 路 方 式 に より 新しい 設計 技術 で 製 
た の で の で WE た まい 7e し っ てき トリ フト 0 
1 下 “上 只 . 写 "お N 1 
の 半 尊 体 等 を 全く 含ん で お り ま せん か ら 悪 い 使用 人 条件 で 乱 な 取扱 を 受け て も 故障 する 
高温 、 多湿 、 振 動 、 等 周囲 人 条件 が わる く 、 早 い は げ し い 電 圧 変動 の ある 実際 の 
: 多 、 等 - の 現場 で た 場合 に J に 
の どの 方 式 の も の より 安定 度 の 高い 、 信 頼 性 の ある 自動 電圧 調整 器 で あり ます 。. 多用 
構造 が 科 単 な の で 価格 も 低 褒 で す 。 
3 0 年 以来 の 専門 メー カーVOLCO の 製品 で すか ら 
その 他 の 性能 も 勿論 最高 で す 。 


に FC 
サー ビス 代行 店 和 
剖 東 甲信 趣 地 区 吉沢 精機 工 ” 貞 株 式 会 社 癌 正 地 区 株 式 会 社 三栄 商 会 
本 - 社 東京 都 文京 区 湯島 新 花 町 35 大 阪 市 北 区 東堀 川町 1 
Tel. 大 阪 ⑥ 2556 一 7 


Tel. (921)1042.7088.(929) 0289 


営業 所 長 野 市 横 町 2 0 中 国 ・ 下 国 ・ 九 独 地 区 新川 電機 株 式 会 社 
Tel. 長 野 4601 CE i I TE 

新潟 市 下 大 川 前 石油 企業 会 館内 el. 中 (2) 9147 一 9・9140 
Tell 新 : 旨 (3) 0603 支 店 高松 市 南 鍛 治 屋 町 4 一 18 

中 京 地 区 株 式 会 社 朝 日 商会 el 誠 計 松 2) 783.1433 
福 岡市 上 小山 町 3 一 4 


名 古屋 市 隆 種 区 覚王山 通 3 一 34 


Te (73) 8:1 477~ 9, 8140 TTel. 福 岡 (2) 0514 (3) 6344 


東京 都 野田 区 寺島 町 5-130 電話 (614) 2461・2971 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 一 7 電話 (94) 1140 
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a 


ンー sh さ A pe 
、 : 


米国 ノン ・ リ ニア 社 の 
高 精 密 デ ー タ ・ ロ ガー 装 赴 


安 価 / 
高 性能 / 
完全 目 動機 能 


MODEL RS 2 RECORDING DIGLTFAL. VOLTMETER 
SPECIFICATIONS 


Ranges: + 十 9. 999 /99. 99 /999.9 volts, automatically 
selected (For AC ranges use an-NLS 
Model 125^"B AC to DC Convdrter. For 
millivolt ranges, use NLS Model 140 Pre- re 電算 機 入 出力 装置 用 に 
amplifier). 

Accuracy: 士 0.01% of full scale on each range. 

Input Impedance: 101 mtd. た > RE a sz 3 = に 

Capacity: 20 double pole input channels. 半導体 試験 用 に 

Speed: 1 second per measurement, ‘ayverage, for 
visual readout. 2 seconds per measure- さ 
ment, average, for each data channel which 工業 フ ロ セ ス ・ モ ニ ター 用 に 
is scanned, measured and recorded. 

Visual Display: The voltage measurement (4 digits, polarity 
sign and decimal point locatian)is displayed > や ee 
on one digital readout, and input channel 誘導 飛 体 、 航空 機 、 レー ター 
numbers from 00 to 19 are displayed on an- 
other digital readout. The readouts are the 壮 の 電子 装置 試験 用 ke 
exclusive NLS, in-line, illuminated snap- 
out type. 


Printing Format: Printing format of the integral 8 column tere 品質 管理 、 検査 に 


printer is: 
YVAN 4 
YY represents input channel number "| > 
P represents polarity sign (a period 医療 電子 装置 に 

is printed for positve and a minus 
Sign for negative). 

XXXX represents the four digit 
voltage measuement. 

Z is a numeral that tells how many 
places to move the printed fixed 


decimal point to the left. 工場 に / 研究 所 に / 星 非 一 台 


Originator of the Digital Voltmeter nd 代 理 


non-linear systems, inc. 理 経 産業 株 式 会 社 


DEL MAR, CALIFORNIA 東京 都 港 区 芝田 村 町 2 12 小 里 会 館 ビ ル ) 
a 59913 信二 ち 2* お 
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ネオ プレ ン 尼 復 の り の ケー ブル は 


麻 人 触 や 茶 粧 に 耐え ます 


上 の 写真 の よう な 回 転 橋 が 、 最 も 進歩 し た アメ 
リカ の 鉄道 に 1 4 も 使用 され て いま す 。 水中 ケー 
プル に よっ て 電力 が 供給 され て いま す 。 従来 、 使 
用 さき され て ぃ た 金属 被 着 の ケー プル は 塩水 に よっ て 
腐 触 きれ 、 役 に 立た な . く な り ま し た 。 
デズ 更 ネ オ プレ ン レン で 被 秦 し じ た ケ ー 
が 球 設 きれ まし た 。 

この 新しい ケー プル は 直 ち に その 価値 が 証明 さ 
た た ネオ プレ シン 被覆 の ケー プル は 塩水 に よる 労 


A 


化 に 耐え る 、 き ら に ネオ プレ ン は 弾性 が ある の で 水 


中 に 浮遊 する 岩 選 か ら 起 る 損傷 か ら ケ ー プ ル が 保 
護 さ れ ま す 。 修 閣 及 び 取 換 費 は 根本 的 に 削減 きれ 、 
その 高い 信頼 性 に よ っ て 橋梁 操作 の 効率 は 改善 き 


NEOPRENE 


REG. U. 5. PAT, OFF. 
押立 1802 


化学 を 通じ …… より 良き 生活 の た め 、 よ り 良 き 製 品 を 


すそ で て で て. の He 


ER 、 鉄 道 当 局 は 、 

dN oR プル に 取 換 る は よ ワ ta 
瑞 F セ で まで お 。 “8 
水中 で ケー プル を 使用 する と ころ で は どこ で も き 
デ テ = ポン 志 ネ ポジ レン で 和 袖 相 じじ た 人 電線 攻 で び が 
ル に 指定 する こと に よっ て 、 和 電力 供給 個所 の 耐久 
力 や 長い 耐用 年 数 を 確信 する こと が で きま す 。 ネネ 
ォ デ プレ ン 被 覆 の 電線 及び ケー プル の 詳細 に つき ま 
し て は 販売 店 に お 問合せ 下 き い 。 な お 資料 に 関し 
まし て は 何 年 クー ポン を お 利用 下さ きい 。 


製造 元 EE.Ldu Pont de Nemours & Co., (Ine. ) 
Wilmington, Delaware: Urs A 


pu eonT 邊 本 総代 理 店 ) : 
ァ メ リカ ン ・ トレ ー デ イィ ング - カ ン パ バ ニー( ジ ャ パン ) リ ミ テ ッ 


東京 都度 区 光 人 癌 7 3 の 1 KEE 志 話 1 (43135140~9 
oe 次 拉 泊 りり 2 の 4 地 放 26)6593ー 


(啓明 部 所 ) 


( 卿 価 折 ) 


2 の 9” ーー ポ EMOL, 記 代 吉 店 免 大 送り まるい 科 を LE 
Jour, ns. ‘Elee. Com 6 ヾ 6 i % 


] つの ムー プ メ ント z2 っ 9 回 路 測 定 
複 動 メー ター 


この メー ター は を ムービング デニ イ ルル を 
2 回路 以上 有 し て お り ま す の で 同時 
に 二 つ 以 上 の 電流 、 電 庄 を 宣 固 有 は 
相 妥 し て 指示 す る こと が で き さ きす i。 


MODEL MD -—85 


真空 管 ・ ト ラン ジス タ の 差 動 に は 、 出 力 電流 
が 100% 指 示 で きる の で 高 能 率 を 発揮 し ます 。 


真空 管 電圧 計 回 路 の 場合 1 個 の 真空 和 と 攻 似 回 踏 の み で 回 鷺 が 成立 し プリ ッ ジ 回 路 の 不用 
な 場合 も あり ます 。 


2 つの コイ は 同等 か ある 比 を と っ た Amp/T の 異な る も の も 製作 し て お り ま す 。 


85 型 2 回 路 4 端子 
85 若 3 回 路 0 
65 呑 2 回 路 3 端子 


株 式 会 せ 証 EE 


東京 都 北 多 護 郡 国分 寺町 恋 ヶ . 深 1069 
TEL: (国分 寺 ) 219.494 .608 


~~ 
> 
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J1S 指 定 工場 i 
保 証 格 低 剛 


NDENSER 


日 質 


本 = 社 = 東京 都 千 太田 区 丸の内 ユー 渦 日 本 変 通 公社 ビル TERL G11) 1391 っ:4 


CONSOLIDATED 


TYPE 5-124 RECORDING OSCILLOGRAPH 
(CEC 社 5-124 形 記録 オシ ログ ラフ ) 


+ ts ED yy 
【 間 深 、 力 草 , 


押 ボ タン 伝達 栓 
モジ ュー ル 構 造 の 採用 
前 面 換 作 , ラッツ ク 取付 可能 
ーー ググ 誠 芝川 
5 完全 記録 
ャ ン ネ ル 雪 18 
L 録 速度 1/4~64 イィ ンチ / 秒 


カタ ログ 贈 旦 


Consolidated Electrodynamics Corp., 
日 本 総代 理 店 


コロ ン ビ ヤ 罰 易 株 式 会 社 


社 東京 都 港 区 芝田 村 町 1 丁目 川 手 ピ ビル TEL .(591) 7206~9・7200 
が 大 阪 市 北 区 宗 是 町 44 番 地 TEL (44)3 0 6 7~8 
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A i 
Ee > 


標準 


。 磁気 増幅 器 弄 
= 自動 電圧 


RE LL 
人 作 人 EL 


変動 男 閉 | 卸 


" 0.1~10kVA | ヌ は 
|170~230V 


。 35~115V | 


47~52% 
は 
57-62% 


85~115V 
15 ~~50kVA XX は 


47~52% 


0~20V } 


i 


作 % 作 容量 0O.1 0.2 0.3 0.5 1 2 HT 2 E40 


電圧 調整 器 専 門 メ ー カ 
en ~~ 
四 > 東京 理工 吉 


川戸 工場 埼玉 県 川戸 市 大 字 赤 井 台 512 
大阪 出張 所 大 阪 市 北 区 中 崎 町 59 TEL 


(37) 5422 


50kVA 


ーー 説明 書 ・ 標 準 仕様 書 / 仕 様 書 作成 参考 資料 御 入 用 の 方 は 下記 クー ポン 券 を 御 送 付 下 きい 。 


本 社 工場 東京 都 北 区 田端 新町 2 一 5 TEL (⑱07) 0171( 代 ) 


TEKTRONIX NEWS 


SWEEP DELAY 


Some sgnol dsployed simultoneousiy 


on slow sweep [upper beom) ond fost 
sweep (lower beom) thows both coorse 
ond fine structure of woveform 


| electron beams, each with its own X 
i ¥: P に = and Y deflection systems, help make possible 

a highky versatile dual-beam oscilloscope. 
Either of the two time-base generators in the Type 555 can deflect 
either beam for dual and single displays, and either can deflect both 
beams for 2 dual display on the same time base. Time-base units 
are the plug-in type to facilitate instrrument maintenance. 


With one time-base generator functioning as a delay generator, the 
start of any sueep generated by the other can be beld off for a selected 
time interval with a high degree of accuracy. Both the original display 
and the delayed display can be observed at the same time. The "trig- 
gered" feature can be used to obtain a jitter-free delayed display of 
signals uith inherent jitter. 


Signal-handling versatility is previded by nine available types of 
plug-in preamplifiers, any combination of which can be used in the 
two fast-rise vertical channels. In addition to the many application 
areas opened with Tektronix plug-in preamplifiers, a three-channel 
or four-channel display is available through use of the time-sharing 
characteristics of Type C-A Dual.Trace Units in one or borth channels. 


Characteristics HIGH WRITING RATE 


1O-KV Accelerating potential provides bright troces ot low repertior 


INDEPENDENT ELECTRON BEAMS 
Sepoarote vertical and horizontal deflection cf both beams. 
FAST-RISE MAIN VERTICAL AMPLIFIERS 
Passbands—dc-to-30 mc with Type K Units. 
Risetimes—12 mpsec with Type K Units. 
All Tektronix Plug-In Preamplifiers can be used in both vertical channels 
for signal-handling versatility, 
WIDE-RANGE TIME-BASE GENERATORS 
Either fime-base generator can be used to deflect either or both beams 
Sweep ranges—0.1 psec/cm to 12 sec/cm. 5 x magnifiers increose 
calibrated sweep rotes to 0.02 psec/ cm. 
SWEEP DELAY—Two modes of operation. 
Triggered—Deloyed sweep started ofter the delay period by the 
Signal under observation. 
Conventionol—Delayed sweep started ot the end of the delay period 
by the delayed tcigger. 
Delay range—0.5 psec to 50 sec in 24 calibrated steps, with continuous 
calibrated adjustment between steps. 


GENERAL RADIO COMPANY 
TEKTRONIX. INC. 


rates ond in one-shot applicotion 
REGULATED POWER SUPPLY 
AU dc voltages electronically regulated. 
Heater voltages also regulated 


PRICE, Type 555 without plug-in preomplifiers ..,.$2600 
Includes Indicator Unit, Power Supply Unit, 2 Time-Boase Units, 
4 Probes, Time-Base Extension 


Type 500A Scope-Mobile (as shown with Type 555) ....$100 
Type 500/53 Scope-Mobile 
(with supporting cradles for plug-in preomplifiers) , , , .,.$110 


Prices fo,.b factory 


屋 電 和 


東京 0 中 央 区 京橋 J 目 
電 話 (561) 9256 ( 代 ) 5848 輸入 


日 本 総代 理 店 
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音響 ・ 振 動 ・ 電 気 の 標 準 測定 器 
必 周 流 ト ラン ス 総合 特価 rR ま 置 552-T 
920%¢¢4 ~~20Kc 


最少 読み 取り 0.1 db ラル レス ーーDROdb 


0~ 59.9 db 
の y フ " 


Re 


Y て 軸 二 ち bb 
区 電 20 シ ーー20kc (036・ 12r.p. m) 
トレ ー サ エリ ア 8 cm X 12cm 


日 本 測 器 株 式 会 社 


% まま 杜 : 素 京都 こ に 江 ご 区 こっ 攻 一 一 科 一 局 二 2 と ーー 

8 TEL (591) 1034-3864 

横浜 工場 横 記 市 保全 セン と - 谷 区 西久保 町 313 
a (433029 tb 


0 r d 6 
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る モリ オー ム ム NN 
RR 二 甚 折 抵 撫 


ステ アタ イト ボビン 分 割 無 誘導 巻 


本 


Nr, 
SS SS SS SS SLL LLLSSS SS LLL LSS SSL SL LA LA 


STL SLLSSSSS LLLS LSS LS 


M55 


法 7 史 X12"m 
抗 値 や 
差 +1%~0.1% 
温度 係数 A 
の 他 13 種 
0.1 W~2 W 
0.1 9~6MN 


* 殺 品 応寺 


TRI HOE HE HE NU | HU UN 
ol lhl2lol2la alg lolol2 2j 2ls 


| : 画 生 信 A 式 会 社 東京 x 都 欧 川 区 日 募 里 町 3 丁目 6 0 6 番地 
モリ | 戸 < 電話 荒川 (891)5 214 ( 代 ) 5428 


RR RR 


世 界 の 最 高 水 準 を 行 < く 


佐 雑 音 ・ 超 漠 一重 接 角 子 チョ ツン ツ パ 


ーー 衣 党 0 ョ ッ プ の 改良 研究 に 従事 し 、 構 造 、 振 動機 構 、 接 触 機構 等 に 独自 の 改良 を 行い 、 特 に 双子 接点 を 
了 因 し て 寿命 、 信 頼 性 、 雑 音 の 点 に 特色 性 能 


scp S EGR GIH ScCPETPISCPETTI 
A 導電 言 電流 ※ 志 235m A (50%) 20mA (86803 
人 k 50+ 5 3% た は 5 % 
) 較 四 0 Ve 8 ys 
天 ] r i RL 天 栖 “っ 
1 2 Tf " 3 os “a a 
T 5 本 1 の 


iC0*n LE 


100 MO 1 


30* 
_. 


護 | 0g ーー RP tse 
| § 3 % 以内 ea 
ln VTF 2004 V LLTF ] 
ms 


TV 
| 負 革 括 抗 1009 | 負 某 抵抗 LoOoMn | | 負荷 拭 抗 100Q 
ーー 


SCP-61 事 t =: -— < ‘i BB M 45% ーー RE TE ER ht 
ここ 民 上 晶 軸 さ - | [ eo ] 3 20G 1J EF ーー 
| 寺 | 大 命 | 20.000 時 性 
超 小 裂 カ レン トチ テ チョ ッッ ン パ ーー ーー ニート ーー ーー 
| 頼 小 型 有 極 継 電器 ・ 小 裂 継 電 各 | Lf 法 208 x 48mm 
| 客 種 継電器 ・ 配 電 妖 制御 | 称 装 仁 " a EE 
用 な る る 容 格 馬上 i 室 下 きい 
ee その 他 吉 種 有 無線 ] * : 由 以 族 を 多才 家 きい 。 


接 放 事 は BBM ま た は M BB の 何れ か を 9 指定 下る い 。 な お 、 特 に 箇 要 望 の ある 場合 は 15% 一 75 
賢 な ら びら 部 品 % の 乱 囲 に て 特別 に 瑞 乏 も 致し ます 。 


電機 株 式 会 社 


横浜 市 秦 見 区 北 寺 尾 町 161 番地 電 話 (49) 7830 
取締 役 社 長 細 川 昭 
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目盛 幅 


(営業 品目 ) 
静 電 容 量 計 ・ 周 波 計 ・ セ ル メ ー タ ー・ 電 子 管 式 記 録 計 
テレ メー ター 装置 ・ 各 種 工業 用 計器 
米 読 名 記入 申込 に カタ ログ 進呈 
Swartwout 社 


と 大 倉 雷 気 株 式 登 齋 


本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 話 (398) 5111 (代表 ) 
大 阪 出張 所 大阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 36 5791 一 5, 5891 一 5 (交換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 番 地 富士 ビル 44 号 室 電 話 小倉 (5)8 6 2 


一 営業 品目 一 
パル ス 応 用 各種 測定 器 ・ 多 現象 オシ ロス コー プ ・ 高 
周波 電源 装置 ・ 半 導体 関係 測定 器 ・ パ ラメ トワ ロ > ン 関 
係 測定 器 ・ 標 準 時 間 発 振 器 ・ 微 少 時 間 統計 機 ・ 医用 
電子 管 測定 器 ・ 其 の 他 超 広 帝 域 増 巾 器 関係 


STANDARD PULSE 


GENERATOR 


用 和 途 オシ ロス コー プ の 掃引 時 間 の 較正 、 
信号 流下 の 比較 な ど に 使用 し ます 。 
性 能 
CE a hai as ik 
ウー ペー イジ ター 0 1gs, 0357s 
lgs, 5ks, 10ks, 50Aks, 100gs, 500&kts, 
lms, 5ms, 10ms, 50ms, 100ms, 500ms 
ls 10s 
2・a*・ 2 確度 "0.1% 以下 (水晶) 
Se TE i AE 
の NE TR 
可能 
に ) が 一 出 罰 
2・b・1 周波 数 1Me/s 100kc/s 
10ke/fse lkictiss 100¢/8 Ic/ sea 
Se 2 C25V Gopi UKE 
dE 天 
電 源 AC95V 一 105V 50c/s 一 60c/s 
消費 電力 450VA 
寸 法 約 540x370x300 
凍 量 約 40kg 


港 通信 機 衝 式 貧 訪 
世 0 0 


新 日 本 窒素 肥料 株 式 会 社 


\ 


[] 
| 
a 


25$ 


i 


x 良 じ た も の で あり は ます 


最高 品質 くる / 最大 ぁ 生 産 
超 高 純度 ( キ き 人 を 用 ニン ‘ プ sz ンー チッ 


Lr の 内 (東京 ビル ) 
シリ コン 部 0 


(231) 4 5 7 1 (大 代表 ) 


① 絶 旨 物 ⑨ 締 使 具 
② 当 人 金 ⑩ n ツク タナ 
③ 紋 組 巻 付 巻 ⑪ 本 体 Rk 
④ ゴ コム バ パッキング ⑫ 中 心 導体 ) 
⑧⑤⑧ ゴム 止め の リング ⑬ 袋 ナッ ト 
⑧⑥ ゴム バ パッキング  ⑪⑭ 止め り リング ,「 
⑦ コム 止め リン グ . 


⑧ コー ド 押 え 例 具 


本 品 は 日 本 電信 電話 公社 仕様 の S 形 同軸 コネ クタ ター ( 仕 2063 号 ) の 防水 性 と コー ド 接続 部 の 機械 的 強度 を 増す 


に 従来 , この 種 の 接 モ セン は 同 由 コー ド 側 の 防水 構造 が 不 完全 の た め , 屋外 の 使用 に お いて 風 等 に より コー ド が 振 
有 有 動 す る と き に 間隙 が で き , 雨水 が 侵入 し て 絶縁 低 下 等 の 事故 が 生じ や ゃ すか っ た の で あり ます が , 本 品 は 編 組 クラ 
ンプ 部 の 改良 , 二 重 が スケ ッ ト の 使用 に より 防水 効果 を 増し , 更に コー ド の P VC 被覆 を 十分 に クラ ンプ し て 振 


動 も 硬 え うる よう 工夫 し た も の で あり ます 。 


; 
な お 本 品 は 日 本 電信 電話 公社 仕様 仕 2063 号  S 形 同軸 ュ ネ クタ ー に 失 合 し , 電気 的 性 能 は 同等 で あり ます 。 
K 


日 本 電 業 工作 株 


3 
1 
” 社 : 東 京都 千代 田 区 神田 損 田 町 2 一 19 TEL 
th 4 場 : 東 京都 練 呈 区 旭 町 3 4 9 TEL 
) 大 阪 出 張 所 : 大 阪 市 北 区 堂島 上 1 一 2 新山 本 ピル 内 TEL 
福岡 出張 所 : 福岡 市 福岡 県 服 町 37 赤坂 門 ビ ルル 内 TEL 
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式 会 社 


251) 7381( 代 )~ 4 
(933 ) 4171( 代 ) 一 4 
G12) 1961 
(4) 8198 


(4 


a a 


i 


ret A ot 


| 


ト 型 軽便 な 


本 器 は 筐 形 波 及び 三角 波 パ ルス 発生 喘 で 、 種 
々 その 波形 を 変 える こと が 出来 る 様 に 設計 
れ て いま す 

に 、 音声 源 ・ ピッ チ 聴 覚 用 テス ト 、 牙 は 、 
波形 の 談 換 用 と し て 一 般 の パル ス 発 生 器 と 
に きも. 使 表 紅玉 さく すす 


① 繰 返し 周波 数 50% 一 5000% 

(3 段 切換 連続 可変 ) 
(2927 ル シス 中 50z8 ラ 一 15m 5S 

(4 段 切換 連続 可変 ) 
③) 標 性 正 双 は 負 

(アデ アース 基 人 
③④ 出力 と レ と ベル 最大 15V (負荷 6002 の 時 ) 

(出力 調整 付 ) 


6000 1 


) 


⑤ 内 部 イン ピー 


生計 
⑧ 外 部 同期 2V 以 上 で 騙 動 正弦 波 P.P. 
@ の 電 源 AC 100V 土 10V の 変動 に 


対し て 安定 に 動作 する 


武蔵 電子 工業 株 式 会 社 


が 多 記 訂 ぎ 者 の て 紹 デ 江 ?- 困 ) 和 泉 こ 1 ら 50 
PE ed dd ! 


上 二流 全量 125・250V. 10A. A. C. 


世界 に 癌 然 た り …… 


ニー 
0 


NZ SE7 
RS 


Ny, 


習合 と 性 前 

この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
到 本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 門 功 の 理由 は 本 器 が 遍 差 の 動 ま (M.D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動き が 大 きい こ 
と 、 ご これ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い でも 将 及 され な い 理 由 の 
ー つ と 考え られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 符 命 
新 分 野 へ の 素 明 ど ま で 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 は 次 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 外 十 、 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 間 
(2 ) 機械 的 敗 命 は 50 万 回 以上 , 接点 間隔 。 絶縁 抵抗 500V. 1000MN 以上 


は 従来 の 単 季 品 より 広い . 動作 に 必要 な カカ (0. F.) 300450g 
(3) 動作 力 , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き  (P. T.) 0.5MAX. 
(4) 単 季 品 を 2 ヶ 並 ペ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動 き * (0. T.) 0.13MIN. 

い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 路 同 時 。 戻り の カ (R. F:) UgMIN. 日 本 病 閉 器 工 業 株 式 会 社 
(5) 規 格 応 差 の 動き (M. D.) 0.01~0.35 


東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 6 4 4 
TEL 東京 (772) 代 表 3181 一 5 


アメ リカ 無線 界 で は パイ レッ クス を ' 
日 本 で は ボン レッ クス の 御 使 用 を { , \ 
ポン レッ クス の 用 途 8 RN } 
無線 有線 電気 通信 機器 用 , 超短波 医療 機器 用 , ラ ジオ, 放送 機 ¢ i 
並 記 テレ ビジ ョ ン , 船舶 及び 汽車 , 電車 , 理化 学 , 火薬 容器 Rl a _ 
ゥ ウェル ダー 機器 用 〇 © 原子 力 平和 利用 ・ 各 機器 玩 子 a se t 
〇 中 社 御 考案 の 別 形 製作 の 場合 は 詳細 御 一 報 次 第 参上 御 説 明 申 上 ます ; : 
株 式 “< 休 子 製作 gp _ 
会 社 ホ , 所 あぁ る 全国 無線 部 品 店 じ あ り 

4 る 4 

東京 都 千代田 区 神田 松永 町 1 9 番地 ER CE i 

松 水 ビル EI C51)1848 £094 番 本 誌 名 記入 の 上 抽 申 込み 下さ い 。 ) 

_ 
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‘e 


EE A 


ACV: 0:1% 土 3 DIGITS 
30c03 >10kc VOLTMETER 


as 


AC/DC DIGITAL 


a~ Ovson oOo= 


Conu 


ELECGTHAON CS NC 


ee 


Important Specification 
Display: Six window, 5 digits plus polaority, projection system, 
single plane wide ‘ongle readout 
Automatic DC Range: 0.0001 to 1.9999; 02.000 to 19.999; 
020,00 to 199.99; 0200,0 to 1000.0 negative or positive volts 
EX 
Automatic AC Range: 0.001 to 9.999; 10.00 to 99.99; 100.0 to 
999.9 volts AC, RMS, 30 to 10,000 cps 
(Manual, Remote AC Range: 00.000 to 1000.0 volts 3 range. ) 
Accuracy: 0.01% 士 | digit for DC; 0.1% 土 3 digits for AC. 
Input Impedance: 10 megohms for DC; 1 megohm and 200 pF 
¢ for AC 
MOODEL 5018 DC ONLY Reference Voltage: Ghopper stabilized, referenced to oninter- 


ts : Mi, は ーー nol Cadmium stoandard cell 
8 @ ’ Floating Input Operation: With input ungrounded, all specitication 
¢ Ta RO Sn 2 寺 opply with voltmeter input floaoted up to++300 volts DC with re- 
‘ ty - spect to chassis; flooted up to 赴 500 volts DC with loss of oc- 


MODEL 4528 AC CONYVERTER cu racy not exceeding ! digit. 


‘ Printer Drive: Built.tn for parallel input printers Automaotic or 
Added to the basic S01IB DC dig:tal volrmeter {These : 5 1 : 


tr vee か 


Remote 
+tVounits pius 0 Modei 452B AC Converterform a Modei PowerRequirements: 100 VA(approx) from 115V 60cps, single phase 
5028 AC DC Digiral Volrmerer), the 452B permit s5-digit Tre 
medgsurements of 0.000 to 1000.0 RMS volts AC. Ronging ‘ Dimention & Net Weights: Control Unit: 5K'H19"W18"D, 461bs. 
is Manual, Remore ond Avutomotic from 30:010,000 cps. Readout unit, 3 "HH 19W 9°"D, 10 1bs. 
Accurocy tis 0.1%of full scole. AC Converter; 3 "HH 19 °°W 9"D, 151bs. 


日 本 -. 款 ) 條 。 理 。 才 答 0f 間 合せ は … $3 発売 


さあ に td 杯 式 次 訪 区 


東京 都 千 代田 区 丸ノ内 一 丁目 (東京 海上 ビル 新 態 ) 電 話 (281 6811( 大 代 詩 ) 


東京 都 太田 区 時 込 町 西 4 一 67 電話 \771 


RC 


= i TP 0 本 も 
3“ 広 帯域 オシ ロス コー プ で 乗 直 3 cps 一 5Mc。 水 平 1.5cps 
ーー 500K c の プッシュ プル 増 巾 口 を も ち , 垂直 軸 太 度 切換 シマ ミ で 
2 種 の 波高 直 校 正 電圧 を 選択 で き , 観 測 波 形 の 電圧 測定 が 可能 で す 。 
時 間 四 掃引 は 10 cps 一 100Kce お よび TT V 信号 観測 用 の TV・H( 
5.7 5/2KC) を を そ な ょ ぇ , 内 部 お よび 外部 同期 が 可能 で す 。 ま た ライ 


“ 


} で じじ は 0* 一 135* ま で 連続 に 調整 で oe em csoaesoine cccstenssstenis oatsctsasin 
| A プ が 使用 で き 必 要 に 応じ 位相 A ea 回 路 基 板 用 コ ネー みき 
電 ey 100V 50/60cps 約 80VA 構成 
寸 庶 ・ 重 量 ( 最 大 部 )…1 8 0x 245 メ x40 0%" 約 8 kg 接触 端子 
プラ ウ ン 和 客 Sosaese ees escoseese cess NN DServe gsr 1 $ 良質 な バネ 材 と し て 知ら れ て いる ペリ リウ ム 銅 を 使用 し 、 接 触 面 
箇 直 四 に 切 溝 を 設け て 接 触 部 の 接触 圧力 を 均等 化し た 独特 な 構造 で , 銀 
偏向 感 庶 … Nobusssueeseee somoe esos oeesees 3 tt メッ キ お よび 金メッキ を ほど こし て あり 、 長 年 月 の 使用 に 充分 耐 
周波 数 特性 ーー gersese 3cps — c +1.—3 ° ] と hnh ま すす 。 (実用 新案 申請 中 ) 
大 カイン ピー ダン スー 各 レ ンジ 共 ……1MO、22pF キ 1pF 層 ジー 
oats 0 高 分 子 合 牙 樹脂 に て 成型 し 、 電気 的 ・ 機 械 的 に 充分 考慮 が 払わ れ 
周波 数 特性 で 1.5cps—500Kc¢ +1ー34dB 以内 $ se 
入力 イィ A I NN Soni ome Mego 1MQ 2 0pF 1Y 下 3 科 置 め ボ ス * 引 院 軸 
掃引 周 渡 数 = 10 cps 一 100Kc お よ び TV.H G5.75Ke/2)5 レ ンジ デリ ント 板 挿 入 時 の 誤 接 続 を 防止 する た め 、 位 置 決め ポス ト 
国 期 Nr gee 内 部 ( 正 ), 内 部 ( 負 ), 電源 お よび 外部 意 る れ て お り 、 人 簡単 に 挿入 接着 し て 用 いる こと が で きま す 。 
校正 電圧 ーー………… ee 1 Vp お よび 0.2Vpp 二 10% 以内 電気 的 性 能 お . よ び 補 造 


接触 抵抗 0.0049 以 下 

絶 緑 耐 力 DC 1000V・1000M2 以上 
面 電 圧 AC 1000V・1 分 間 
挿入 ・ 抜 去 カ 300 g 以下 / 1 端子 


主要 営 上 筐 品目 miityyttvtytotimtnutvtnttutttietttt 
真 空 管 電圧 計 ・ オ シロ スコ ー プ 


低 周 波 発 振 器 ・ 短 形 波 発 生 角 系 列 。 14 端子 , 16 端 子 ,18 端 子 ,、22 敵 子 
定 電 庄 電源 ・ プ リン ト 配 線 基 板 8 間隔 4.0 mm, 3.5 mm 


ご 指定 に より 両面 別 端 子 方 式 も 製作 いた し ます 。 


電話 (047) 8171 (代表 ) 


(771) 9191 (代表 ) 玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 一 1175 
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本 密 外野 に 氷 け 2 パイ オニ アァ アノ 


e 精度 , 材 質 ( ス テン レス 鋼 ) Se th 
共に 世界 の トッ プク ラス を 生生 08 詳 半 格 
行く 超 精 密 級 M PB 社 の 小 EN ' 


穫 リ ベア リ 0 才 , \ 
Ec 
A に 3 NV 
. に ; « 


PRECISION BEARINGS. INC., 
日 本 結 代 理 店 


っ > 日 本 ミネ アベ 7 リ ング 販 喜 家 式 合 
ぁ = か ノブ ノ ュ A / イト テ TL 
東 京都 中 央 区 日 本 橋 喝 町 1 の 4 電話 (671) 1203-5 
去 NMB (ミネ ベ ペア) 製品 は MPB 社 を 通じ 欧米 へ 輸出 され て お り ま す 。 


\ MINIATURE 


日 | 四 画 ク 電 
本 | mm 解 
中 ケ J ルコ 
箇 O77 ジ 
バル 直 テテ 
ES = 。 
= こ 3 

mm ササ 
デ 

品 ン _ 
~ mp 1 
を 
株 、 チ 
提 に 時 
m | 暗 デ プ 
五 雪 0 
4 社 a 


NIPPON 
CHEMI-CON 
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(e 


TPM 025 一 03 弄 


乱 名 貞 カ 電圧 範囲 | 最大 負 共 電 流 
TPM 025—03 | 0 rt 300 mA 


+ + 


TPM 030—05 | 0 —30VDC 500 mA 
TP 025〒 3 | 0 ー25VDC | _ 5 A 


TP 030—10 | 0 —30VDC 10 A 
a 


- 


{ 


測定 器 , 制御 機 和 用 


パネ ル 型 摺 動 変圧 窪 


測定 器 , 制御 機器 等 の 電源 電圧 調整 に パネ ル 型 招 動 変圧 器 の 使用 を お 美 め し ます 。 
立 社 は 小 は 一 次 30V, 一 次 0~30V 1A 程度 の も の か ら , 大 は 一 次 100YV, = 
0~130V 40A, 次 200V 一 次 0~260V 30A 等 の 大 容量 の も の まで 種々 製作 し 
て お り ま す 。 

写真 上 は 一 次 100V, 一 次 0~130V 1A の 標準 品 , 下 は 一 次 100 や, 一 次 80~ 
120V 30A の 特殊 品 で す 。 

一 個 又は 三 個 を 同一 軸 で 毛 動 させ る 三 相 用 , 二 個 の 招 動 変圧 器 と 補助 変圧 器 を 組合 
また 和 欲 細 調整 型 (定格 例 , 一 次 100V, 二 次 0~130 V+ 上 5 V, 104A) 一 次 三次 巻 
株 を 別々 に 巻い た 絶 緑 型 等 の 特殊 品 も 製作 し , 各 方 面 に 広い 利用 が 考え ら ちら れ ま す 。 
シャ フト の 回 転 ト ルク は 100 V 5A の 標準 品 で 0.3 kg-cm 程度 で 小 容 量 の モー タ 
一 駆 動 に より 自動 調整 に 使用 する こと が 出来 ます 。 

誠 た マイ クロ スイッチ を 数 個 と (つけ た ジャ ワウ ト b に つけ た カム に より これ を 作 馬 
させ , 任意 の 電圧 値 で 任意 の 回 路 の 断続 を させ る こと る も 出来 ます 。 

各 10 万 回 程度 の 使用 に 耐え , 定期 的 に 手 入 を 行え 層 , 十 数 年 の 長期 使用 も 可能 で す 。 
油 定 , 検査 等 に 計器 類 と 組合 わせ , 叉 電源 電圧 降下 の 昇圧 用 に 単 相 , 三 相 の 単 測 令 
用 型 も 製作 し て お り ま す 。 型 録 , 寸法 図 を 準備 し て お り ま す 。 

特殊 品 に 関す る お 問合せ を 歓迎 致し ます 。 
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発 社 製 品 の 種類 
き ル ( 
. Headers) 


La se 5) 


K 
(K 
(K 


E Terminals) 
E 
E 


由 種 ケ ー ス 


t [ J を 自信 を 以 


hs 


ロー ニー! コー 


直流 機器 の 心臓 部 に は 、 最 高 の 設 計 技 術 で 完 ペ き 
の 性 能 を 誇 る ぁ る スタンレー 整流器 を ご 用 命 下 さい 。 
アフ ター サー ビス も 満点 で すか ら 安 心して ご 使用 
願え ます 。 


HI 


特 長 ⑧ 品質 が 均一 て ある こと 。 
@⑧ 効率 が きわ め て 高い こと 。 
@ 性 能 が 安定 し 寿人 沼 が 長い こと 。 
@⑧ 取扱 い ・ 保 守 が 簡便 で ある こ 
@⑧ 価格 が 経済 的 で ある こと 。 


} MIANEY カタ ログ 時 東京 都 目 黒 区 中 目黒 2 一 605 スタ ン レ ー 電 気 K.K. 宣伝 課 275 係 あて 
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肖 注 先 

大 津 局 
津山 局 
あな 
鹿屋 己 
小 欄 局 
宮古 局 
NHK 北 見 局 
し 帳 テ レビ 小 様 
NHK 人 和信 吉 局 
NHK 竹原 局 
NHK 和 宇和 島 局 
CcC BC 高崎 
東海 テレビ 


ZZ2Z ま 2Z2Z 
TE 
RP 


エエ 2 下 


= = = = 


1 

< 

2 人 台 方 式 送受 非 分 離 
1 台 方 式 送受 分 離 
1 台 方 式 送受 非 分 離 
1 
1 
1 
a 
1 


いい 
合 方 式 送受 非 分 兄 $s 
8 


台 方 式 送受 非 分 離 


e60909?7 
る 


合 方 式 送受 分 離  @ 
台 方 式 送受 非 分 離 。 @ 
台 方 式 送受 非 分 離 。 
台 方 式 送受 非 分 見 @ 
OF @ 
FF 2 


直幸 季 記 光代 が 浅 


亜 酸化 銅 整流 
サー ミズ ダー ・ 温 " 度 
サー ミス ター 温度 調節 器 


が = 風 に 束 


⑪ 整 芝浦 電子 製作 所 


本 。 社 東京 都 板橋 区 前 野 町 1ー3 電話 (961)5328( 代 ) 
川 品 工場 埼玉 所 川 口 市 飯塚 町 346 電話 川口 32 5 3 


御 要 望 に より 如何 様 に も 製作 致し ます 


2 FAs+48 = 

池上 通信 機 炎 式 軟 社 
本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 川崎 市 元 木町 2 1 番地 
池上 工場 東京 都 大 田 区 堤 方 町 6 6 6 番地 
藤沢 工場 藤沢 市 小塚 字 前 河内 4 0 0 番地 
東京 営業 所 東京 都 港 区 芝 西 久保 巴 町 49 番 地 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 松 町 3 56 西 満 大 ビル 
川崎 ② 7315 ③⑧ 0376 


徳 ! 希 望 の 方 は 本 庄 名 記入 の 上 
PR 課 ま で 申込 み 下 さい 。 


TI ミツ ミ 電機 株 式 会 社 


es ST ED 
lt 7 東京 都 北 多摩 郡 洛 江 町 小 足 立 1056 


TEL (416) 2219・2619・2692 


し い 遡 信和 思 の 租 計 j 


©⑨ プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下さ い 。 
大 配線 図 や 簡単 な 図 か ら で も 、 す で プリ ント 化 致 し ます 。 


太 設計 か ら 製 造 ま で 一 紀 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 き され た 設備 か ら 
b 生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


銘 光 工 穫 株 式 会 社 


東京 都 世田谷 区 祖師 ヶ 谷 2~696 TEL (416) 3177 (代表 ) 


EEE 


OT I EN NH 


| 
3 
( 


i 


ーー 


革 \ ル = 


HF 管 発 振 増 幅 試 験 器 
ラー 映像 管 特 性 試験 器 
積 管 特 性 試験 装置 
放 和英 電 流 測 定 装 四 
MT. RE ニー ング a 
エー ンジ シグ デス ティ インク nN 
静 特 性 測定 撰 別 ユン ペア テ 
トラ ンジ スタ HF 利得 測定 器 
ダイ オォ ー ド SHF 特 性 測定 装 民 
半導体 スイ ッ チ 特 性 測定 装置 
その 他 各 種 設計 ・ 製 作 


る 


白 本 高周波 村 式 人 准 届 


本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 中 山 町 1119 電 . 話 川 和 15 撫 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 釘 1 一 55 和田 ビル 電話 501) 9588・2662 
東京 研究 所 = 東京 部 文京 区 菊 坂 3 電 話 921) 71970 


スイ ッ チ 特性 自記 装置 


ME EE EE TR 


£££ 
最小 良 ヵ 大 さき さ と 憲 量 て a Af MM 
) 


g 名 と る を 
最大 乳 の 許 能 を 議 る TT 


ーー 和 吉 用 二 春 
本 和 用 昭和 


100 一 8 型 


ジン トト 数 六 一 (68 12 各種 
BB 型 一 4, 6, 各種 

印画 紙 巾 88, 125mm 長 25m 

記録 速 慶 1,3, 10, 30, 100cm / sec. 


効 時 1 2/50 叉 は 1/100sec. . 

電 源 A.C. 90 一 100V D.C. 12V 両用 

三栄 測 器 南 行 株 式 会 社 - 

に - 入 人 口 東京 都 新 宿 区 柏木 1 一 95 Tel, (371) 7117—8 8114 ~ 5 


a 株式 会 社 
Et 


4 竹 直 流 増 幅 品 各種 理 記 録 増幅 器 如 造 


94 月 1 日 より 従来 の 三栄 測 器 株 式 会 社 は 右 の 通り 記 i 器 三栄 レコ ー ダー 製造 株 式 会 社 


の 業務 分 担 に より 新 発 足 い た すこ と と な けり まし た 。 製 造 
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誤 信 邊 は 綴 稼 形 肥 i ル 傘 
7 0°C 部 品 の 完成 


MIL-LINE 
形状 は 小さ い 


安定 性 が 高い 


信頼 度 が 大 きい 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板 橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


MA2P 型 (①①C 用) 
定格 電圧 6,12,24,48,100VDC 
動作 電力 最 少 0.4 W 

CR 2.5 W 
接点 組合 2 回 路 切 換 
電流 容量 2A (100 VDC) 
無 誘 導 負 花 
取 侍 ニ プ ラベ 8 
(オク タル ソケット ) 
二 } 法 51x35x35mm 


(取付 「 面 ) 


ひ Jy 震 高 見 湿 電 机 作 思 


東京 都 品 川 区 西 大 崎 3 一 515 
TEL. 大 崎 (491) 代表 2136 
工 場 東京 ・ 信 州 第 一 信州 第 三 


a 
関西 地区 代理 店 関西 制 伯 機 器 株 式 会 社 。 大阪 市 大 淀 区 本 庄川 崎 町 3 一 26 TEL (37) 9859 
OC SRE heat he odie TR 
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日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 ・ ス イス 特許 


TGH 世界 最高 水準 品 が ます 
PRECISION 大 河内 記 含 賞 受賞 
PATENTED J. MICRO MOTOR fee 


ーー 


高 信 頼 度 高 追 従 性 安定 性 衣 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 


マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損失 直流 電動 機 で , 短 起動 
時 定 救 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いう 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 

特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 清 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か つ 安定 で ある . 

社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


結 徴 
(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) 50°C~100°C で 作動 
(2) 直径 18mm 軍 量 43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,060、 
(3) 高 能率 0.5W 型 52 2W 型 73% 5,000 r.p.m. 

(連続 定格 出力 時 ) (8) 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2.000 時 間 以 上 (9) Hg 10-*mm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特 性 一 至 (10) 短 起 動 時 定数 0.02 秒 以 下 

製 造 品 目 
微小 形 低 損 失 直 流 電 動機 微小 形 速 度 計 発電 機 付 直流 電動 機 
竹 小 形 低 損失 直流 発電 機 信 号 用 直 流 電 動 検 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ ク ロモ ー タ ー, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 


複 列 左 よ り EL っ A モヤ ド マ イ クロ モー ター,:CL-4B マイ クロ モー ター,; CLS-3E 
Cpe 3 RCLS-2 A CLS-2A (ガバ ナー 付 )| マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目 愚 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 


米国 


i 


5 RG i ths 
3 店 


東洋 プリ ト 配 線 株 式 会 社 


菜 所 東京 都 千代 田 区 神田 小川 町 2 一 3( 新 小川 町 ビ て 


TEL (291) 3381~ 5 」 内 線 28~30 

本 社 ・ 工 場 東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 小平 学園 東 区 37 ~ 
TE 国人 か 寺 。 記 906 演 Np0 7 

技術 本 部 東京 都 北 多 座 郡 小平 町 小 平 学園 東 区 51~ 31 
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a 


BVー502 
広 帯 域 高 』 


AG-201 短 形 波 正弦 波 発 : 皇 


fa 。V.C.F タ イプ ・ プ ロー プ ブ 入 力 方 式 
ーー\) 生 に よる 高 感 度 、 広 帯域 V.T. V. M. 


. 買 な 20ー1M% まで の 短 形 
SV—508 A 穫 A 波 と 正弦 波 が 別々 の 出力 端子 か 

ら 同 時 に 取り だ せま す 。 
2 段 に わた る 革 積 回 路 に よ 
り 0.0001V 一 1000V まで 
の パル ス 電 圧 測 定 


が 可能 で す 。 


SV—508 

実用 周波 数 人 囲 10%% 一 150KC 

測 定 電 圧 0.0001V 一 
1000V (PーP) 6 ヒレ ンチ デ , 最 
低 レ ピン デ 0.01 V 

入 カ インピーダンス 2MQ 8PEF 

寮 用 最小 立 上 時 間 1k sec 


AG—20 1 

周波 数 範囲 20%ー1M% 

千 形 流 

出力 電圧 0 一 10V (PP 一 P) 
立上り 時 間 約 0.1ksec 
周波 数 精度 2 % 


S02 


洒 定 電圧 3,10,30,100,300mV1,3 10 ,30 
100.300V フ スケール ( 但 し 3V 


以上 は 倍率 器 に よる ) 
周 拉 数 特性 10% 一 10M% 土 1dB 
RE Mk 上 キ 1 3 
Ss VYVー501 筐 
3% 


ララ 。 3 、 
入 カ イン ピ 30M9 以上 並列 8 PF 以内 , 10 実用 最少 パル ス 巾 3ksec 


ー ダ ンス MN 並列 3 PF 以内 (3V 以 上 ) 正 弦 波 誤 
使用 真空 管 6R 一 HH1, 6EJ7X6, 土 5 %( バ パル 
6CA4, 6RA2.,6AU6, 出力 電圧 0~10VR'M・S え ) 士 3% (サイ シン ) 。 

0A2, 1N2CX2 s zp 
‘6R— HH1, 6EJ?7X3, 補 率 1% 以 下 使 用 真 空 守 
(8Eaai Az. oa72x2) 使用 真空 管 6 AH6,6 AW8, 6 AUCX 4 6°AL 5 X25 
SV 一 501 型 6C 16 x2 12AU7x2, 6X4, 0A3, 
外形 寸法 205x290x325% 12AT7 電 源 所 


85—105 V,50~-605% 
外 形 寸 法 335 x180 ※x 150 


(en 290x 305%a 
SV 501 天 


外形 寸法 380Xx300X245% 


= 東京 都 北 多 席 郡 国分 寺町 恋 ヶ 容 

a 和 zi て ルウ ドイ へ f vu ム 521 番 地 電話 (国分 寺 )496 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 ユー1 電話 東京 (231) 0621, 3906 

画 カタ ログ 御 希 望 の 方 は 〒18 円 同封 の 上 御 申込 下さ い 田 


SANWA 
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125 LITERS/SECOND 


nd M 3! 
and Mag 


40 LITERS/SECOND 


11404 Pump and Magnet 


: eS 


8.LITERS/ SECOND 詩 記 ば 、 8 7 / sec 容量 の 超 高 真空 イオ ン ボ ンプ が 、 電 子 管 排気 装置 に 使用 され て い 3 ヨ 


V—11402 A Pump 
V—11403 Magnet 


次 利 傍 真 和 度 10 “mmHg 以 上 
次 生 作 真空 庶 筋 囲 2 X10 mmH g-10“°mmH g 以 上. 
六 500*C の 庫 温 度 知 本 人 作 さ せ 得 る 。 
次 設置 に 際 し 、 取 付 位置 、 取 付 方 向 、 振 動 、 加 速度 等 
に よる 稲 | 限 が な い 。 
ww < 婦 和合 cd あ る o° 
ーー 
1 LITER/SECOND 排気 速度 : 1f//sec 8{/sec 40¢/sec 125¢ /sec 
V11411 Pump 400f / sec 1000¢ / se 3000 ぞ 
V11412 Magnet 
© NEC イオ ォ ン ポン プ 全 国 一 手 販売 特約 店 
0 線 丸文 株 式 会 社 
日 本 電気 株 式 責 方 エ 
人 HH 本 店 東京 都 中 央 区 日 本 橋 大 伝馬 町 2 の 1 電話 (661) 2286 ( 代 ) 
京都 港 区 芝 三 田 四 団 町 一 番地 支 店 大 阪 市 西区 衝 下 町 1 の 38 電 話 (44) 5478 
神戸 市 生田 区 河岸 通 2 の 26 電 話 (3) 4266 
人 沢 "」 泌 ご ド ご 松 富 大 守 穫 OE 
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各 種 製 品 特 性 図表 


2 古 北 属 隔 


” 高 透 悟 率 金属 融 性 材料 の 代表 的 下 化 曲 夫 8 科 
シン Se 


Wa 
集 
泊 
林 
0001 ooz oo0é 0pos oi oos ot ooe i a En eK 4 (1 s 1 
営 業 品 目 
純 鉄製 品 純 鉄 振動 板 造 磁石 (TMK) 
1% ヶ イ 4 素 鉄 合 金 (LSS) セ メ ン ジ ュー ル 特殊 鋼 
純 ニ = ニッ ケル 製品 ( 鉄 ・ ュ バル ト 合 金 )(SME) モン Na 
セン パー マッ クス (TMH) セン パー シル (SPS ) TM ダス トコ ュ コア 
セン デル タ (Ms。) アル フェ ル ( 磁 符合 金 板 ) (AF) (モリ プ ブテン パー マロ イ 圧 粉 磁石 ) 
了 NM 合 全 (Fe 一 Nj ペパー マロ 4 イ ) 、 パ バネ 用 ステ ン レ ス 和 朱 カー ボ ニ ル コア 
ボビン コア 鍛造 成型 磁石 及び 磁石 鋼 々 材 ポリ アイ アン 
@ 用 種 技術 特性 カタ ログ 御 請求 次 第 お 送り いた 性 基 衝 ss 


理 経 産業 株 式 会 社 


797 0, 


= 


東京 都 港 医 芝田 村 町 2 の 10 電 話 (591) 


フェ フト コア 

(フェ リブ ロッ クス )(FBK) 
フェ リオ ネッ ト 

チタ ン 酸 パリ ウム 磁 旨 
フェ ラ ツ イト 磁 答 振 動 板 
(ヴァ イブ ロッ クス )(VBX) 
磁気 録音 テー 


@ 各種 在庫 販売 


東北 金属 工業 株 式 会 社 特約 店 


国 内 


PK EY a 


TG—27E 型 映像 掃引 信号 発生 句 


100KC 一 2MC 一 15MC 連 続 可 談 
最大 1.6 V(p 一 p) 以上 
10dBx5 1dBx10 
100KC—15MC +0.5dB 以 下 
200KC 一 10MC 士 0.2dB 以 下 
7529+3% 

内 部 (電源 周波 数 ) 

外部 (509& 及 は 60S& ) 

可 層 0 一 15MC 連続 

固 走 1.・2、4.5.,7.10,、15MC (水晶) 
350x 220 x 245%. 13kg 


揚 引 周 波 数 
撮 引 出 カ レベ マル 
出 力 滅 衰 器 
掃引 出力 偏 栖 


出力 インピーダンス 
揚 引 周 渡 数 


マー カー 周波 数 


EE TG—27E す 波及 「 宣 舞 


= TG 一 670 明 形 短 形 波 信 号 発生 器 

< 

- 発 振 周 波 数 60%&, 1KC,15KC 及 び 250KC キ 35% 
4 出 カ イン ビー ダン ス 759 

Em ルル 759 負荷 に 於 て 最大 1V(p 一 p) 以 上 
2 出力 渋 衰 器 10dBx 3 及び 0 一 10dB (連続 可 談 ) 
。 2 放 滞 形 7 ひび ひ ず み サ グ 1 2 以下 オォ オー ィ *ー シ ウト 
1%TF 

短 上 3 り 時 半 0.02ksec (0.03 gsec, 0.05 psec 

、 切換 可能 ) 

夫 問 了 』 効 出力 電圧 2-4YV(p 一 p) 外部 同期 可能 

Ne 佐 号 対 雑 音 比 30dB 以 上 (出力 1Vp 一 p に 於 て ) 

. 寸 法 及 重 量 178x 228x260%: 6 kg TG-6708 


TGー660A 型 VHF 提 引 信号 発生 器 


TG-660A 


責 栗 笑 信和 補 竹 式 次 坊 


= 田 工 場 東京 


近 引 周波 数 男 置 
掃 引 帯 域 巾 


近 引出 力 偏 療 
所 引出 カレ ベル 
所 引 周 渡 数 
出 力 減 論 句 


マー カー 周 渡 数 


信 号 対 雑音 比 
すす 及 電 量 


8 3 804S 4.28 


東京 出張 所 及 
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100KC 一 220MC (6 ペン ド ) 
50MC 以 上 は 中心 周波 数 キ 15MC 以 上 
50MC 以 下 は 中 心 周 波数 キ +30% 以上 
全 帯 城 に 於 て 0.5dBB 以 内 

0.7V (rms) 以上 50n 負 荷 に 於 て 

12 ~—~609%% 

固定 20dBx2、10dBx1,6dB※x1. 


3dBx1 連続 可変 0 一 64dB 
500KC 一 250MC (10 ペ ンド ) 
(水上 晶 発 振 器 較正 可能 ) 

40dB 上 


408x 228 x 260"%a 15kg 


座 取 


(451)1544 1・94 


MSG-261 


号 発 生 器 で , TV 生産 工場 に お いて 受 
ょ び 研 究 ・ 調 整 に 適し 、 映 像 お よび 音声 搬送 波 の 周波 数 
確度 は 各 0.002% 以 内 で 、 映 像 搬送 波 は ビデ オォ オ 周 波数 芝 


標準 T V 信号 発生 稀 
本 器 は 本 V 受 像 機 試験 法 の 規格 に 準じ て 製作 され た 信 


に 像 機 の 総 台 


に て 85% の 変調 が 可能 で ある 。 


性 能 
1) 映像 搬送 波 信 号 発 生 部 
搬送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ィ ャ ン ネル 中 の 
連続 3 る チャ ィ ン ネ ノル 
チャ ィ ャ ン ネ ルル 1 91.25Mc チェ ィ ェ ン ネル 4 171.25Mc 
2 97.25M ce 5 177.25Mc 
3 103.25Mcec 6 183.25Mc 
チェン シン ネル 7 189.25Mc チャ シン ネ ル 10 205.25Mc 
8 193.25Mc 11 211.25Mc 
9 199.25Mc 12 217.25Mc 
周波 数 確度 + 0.002% 以 内 
出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB_ 
出力 電圧 確度 キ 1dB 以内 
出 カ ィ インピーダンス 759 VSWR I. 2 以下 
変調 方 式 振 巾 負 変 調 内 部 , 外部 
0 —85% 
内 部 変調 周波 数 400 %, キキ 5% 以内 
外部 変調 周波 数 特性 基 洋 変 調 特性 に 対し 
0.1Mc +t+1dB, 
1Mc + 1dB, —1.5dB 
4Mc +1dB, — 3 dB 
波 形 答 60% 短 形 波 に 対し サ グ 
5%T ド 
非 直 線 歪 85% 変 調 に て 
5% 和 A 
] 外部 変調 入力 レベ ル 75Q 1.4Vp-p 以下 で 
85% 誠 調 可 能 
> 和志 50% 変 調 に て 
50dB 以上 
(3) 電 源 入 カカ 100V 50/60% 3A 


i 


目 村 協 渡 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁 目 一 


合 試 験 お 


(2) 交 声 搬送 波 信号 発生 部 
搬 送 波 周 波数 


チャ ィ ャ ン ネ ルル 1 95 
2 2401 
2107 
チャ ン ネ ルル 7 193 
放し y4 
9 203 


周波 数 確度 

出力 電圧 範囲 

出力 電圧 確度 
イン ビー 
談 調 方 式 

内 部 変調 周波 数 
外部 変調 特性 

外部 変調 入力 レベ ル 
変 調 歪 


SN 比 


同 才 株 式 代入 


五 人 番地 電話 (712)-1166 ( 代 ) 一 9・1160 
本 地区 理 店 塩見 電気 株 式 会 社 大 匠 下北 区 富田 W34 電 褒 G4)7 5 51 6 
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.75Mc 
.75Mc 5 
.75Mc 6 


.75Mc 
.75M c 11 
.75Mc 12 


第 1 一 第 12 チ ィ ン ネ ル 中 の 
連続 3 る チャン ネ ル 


175.75Mc 
181.75Mc 
187.75Mc 


209.75Mc 
215.75Mc 
221.75Mc 


チャ ィ ャ ン ネ ル 4 


チャ ィ ャ ン ネ ル 10 


土 0.002%% 

開放 端 に て 114dB 一 0dB 
土 1 dB 以内 

75Nn VSWR E12 
FM (内 外 ), AM (内 9) 
単独 お よび 同時 変調 , 
75ks 0 放つ ー 
FM 400%s 士 5% 以 内 
A M1000%s 土 5% 以 内 
FM 25ke (100%) 

AM 30% 

F M30% —15ke, 
以内 

6002 5V 以 下 に て 
FM 100% 変 調 可 能 
FM 100% 変 調 に て 
2%T 

AM 30% 変 調 に て 
5%AT ド 

FM 100% 変 調 に て 
50dB 以上 

AM 30% 変 調 に て 
50dB 以上 


土 1 dB 


国 志 ェ ビ ス え 駅 
より 東 人 犯さ *) 
に 


大 央 電気 の 測定 突 


AM・FM 標 準 信号 発生 器 (FM ラジ オォ 受信 機 , 試 験 用 , 周 波数 更正 装置 付 ) 
DS—3 | 8 型 周 波 数 純 囲 57-130MC,10.7MC+700KC・2 パン ド 


周 波 数 更 正 5MC,10.7MC 水 上 庫 , 更 正装 置 付 

出 カカ 電 圧 一 10~+106dB 

A 。 カ ご 失 ~ 状 EB 天 ま 

出力 イン ピー ダン ス 75 不平 竹 , (3009 不平 竹 パ ッ ト 付 ) 

変調 周波 数 内 部 400 炎 , 外部 30%~15KC 

変 調 度 AM0-~-60%, FM0~100KC 

S/N 此 AM30% に て 一 40dB 以 上 ,FM25KC に て 一 50dB 以 上 


(ラジ オ 受 信 機 量産 試 験 用 マー カー は 水晶 に より 3 周波 同時 表示 す ) M106 型 
掃引 周波 数 範囲 520-1660KC,3.8 一 12.5MC,5.5 一 18.5MC,3 ペ パン ド 
周波 数 表示 方 法 水晶 制御 ピッ プ マ ー カ ー 同 時 3 周波 表示 方 式 
周波 数 表示 誤差 +0.01% 以 下 
出 カカ 電 圧 0~100dB, 120 4dB 
出力 イン ピー ダン ス 759 (0~ー~100dB) 1759 (120dB) 
出力 周波 数 特性 偏差 キ 1dB 以下 
標示 周波 数 ( 例 ) $30,1100,1650KC)(4,8,12MC)(6,12,18MC ) 
水平 同期 周波 数 10 只 
不平 同期 出力 電圧 5 VP.P 以 上 < 
DD 一 10O|「 型 ( 現 率 ,。 S/N 比 、 レ ベル , 抵 周 波 電 圧 測定 ) 
堤 率 測定 方 法 ウィ イィ ー ン プリ ッ ヂ 基本 波 除 去 方 法 
周 波 数 純 囲 答 率 50-15KC,S/N 比 、 と レ べ ヶ を , 電 圧 20%~50KC 
測 定 純 囲 季 率 0.1-30%, S/N 比 一 70ー-10dB 
レベ ルー50ー+20dB, 電 圧 一 735ー+20dB 
誤 差 定格 値 の 土 5 % 以 下 
入力 イン ピー ダン ス 6007 ,10KN 平 新 及 不 平 新 ,100KNn 不 平 衝 , 
測定 入力 電圧 答 率 の S/N 比 一 5~ー+30dB 


トラ ンジ スタ ー 測 定 器 
DT 一 3 型 


( 抵 周 波 h 定 数 , 静 特 性 ,。 Teo,Io 直 読 測定 ) 

測 定 方 式 エミ ッ タ ー 接 地 , 定数 直読 式 

測定 箇 囲 (hn=Z;) 0~-20KQ,(h。」 =8)0 ~200. 
(1/hzz= Z。 ) 0 200KN, (h」 2) 計 測 値 も り 
より 算出 可能 
V,. 0 ~32V,Ic0~21 mA,ITe0 ~2lmA, 
Ib0~—50kA, Ieo0~100kA, Io0~25 mA, 


訴 差 h 定 数 目盛 長 の +3% 以 下 
‘ 電圧 , 電流 定 属 値 の + 3 % 以 下 


" トラ ンジ スタ 式 電 庄 抵抗 計 
DVー7 型 


(次 直流 電圧 及 抵 抗 測定 感度 更正 装置 付 、 携帯 用 ) 
測 定 較 囲 DC,AC 電圧 0~-1500V 7 レン ジ 
HF 電圧 0.1 15 V 3 レン ジ 
抵 抗 0 一 100MN 7 レン ッ ンジ 
周 濾 数 頃 囲 AC30%~100KC,HF20KC~-300MC 
入力 イン ピー ダン ス ぇ DC15VIJTF500Kn/N,15 VU 上 25 MN 


: AC, HF 151) F235KN/N,15 VJ ET MN 

区 並列 容量 , AC 15 PFLJ 下 , HF1.8 PF 以下 

、 誤 開 DC,AC、HF 電圧 , 定格 値 の も 3% 以 下 

a : 抵抗 目 臣 藤 の キ +3% 以 下 

3 電 源 乾電池 1.5V2 ヶ , 6 V1 ヶ ,22.5V1 ヶ 

t 

営 柴 上 品 目 

A M、 FM 標 愉 信 殆 生 疾 各 竹 掃引 信号 多 生 器 
a a 際 来 ・ レ ベル 測定 其 

2! や 圧計 ラジ オォ オ ・ テ レビ ピ 用 測 2 

由 半 大 央 電気 株 式 会社 議 抽 ttGbie 

晶 x 

‘9 A 三 許 市 <E 電 従 , 754 妊 地 

電話 武蔵 野 022 (3 局 ) 4107 代 表 カタ ログ 送 旦 
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と PE 


Nt "_ 紀 
yy Vy ーー RR て に す 末 
YY ogsy ヒマ デミ 店 材 マ 事 3 
情 情 コ 周 る 応 こ ニニ 新 ユネ アテ イド や 接 c は 7 葛 ク 
報 [ «“ 投 用 に 図 { ~“ “ J ] 和 務 -— 
向 幸 ん 波 は 親 に | 書 ジ ンジ チリ け 剛 に 窟 タ 胃 > 
数 5 る 生業 マ ル タ イ E5 昌 計 マッ 
ri 解 て て 6 科 合 a ン 人 き 計 J ルビ 送る る 妥 逢 の ウ ワ 
Ofice and Industrial Automation yf = 析 a る と 通 選 算 著 きる て 算 人 算 イ | 
i < ペ ッ y に 3 細 っ の ひい 合 sa | 定 機 計 ・ た 仕 い 機 明 ス 
情報 処理 を 核心 と し た オー トメ ーション 時 野 マ わ の 図 の ロ | 高 ら 事 る を 機 0 
技術 機器 の 普及 と 臨 蒙 の た め の 技 術 誌 。 編 人 れ ハ 地 寄 記 ダ 科 さく 書 実 算 后 だ を を 人事 。 
デン る ね る A を ~~, : し - 
< 5 月 号 一 電子 計算 機 の 新 機種 を みる 夫 ミ 問 ル 今 子 ユ 用 覧 人 て ま 7 守 つの 笠 
.[NEAC-2205®HITAC-102©FACOM i * と 日 a 訳 の いた 1 用 rp . 
-222 © MADIC-2 © OKITAC-5090 « 員 CE AMES Ni た て 計 タ ま 高 
UNIVAC-1107 ©IBM-7070⑳ バ ロー ス 衣 ド 内 術 て コ 六 の め 算 処 で 口 格 
B5000] を $ ひ と こと と ( 安 峰 略 ) 熱 間 圧 途 。 幼 雑 に 胞 : 7 チ 考 ぶ 室 の 紹 機 理 茂 
Sins プ 自 動 制 御 ( 尾山 純一 ・ ソ ビュ ブ プ 当 音 独 光 = ェ 書 / 暴 書 介 の の YE 監 
ト の 電子 計算 機 ⑧ (山形 直 ) ・ 計 算 機 の 訳 自 自 を ニ = | J 算 で 記 応 間 訳 
生産 技術 へ の 応用 ⑤⑧ (中 西 昌 ト 郎 ) ・ ア J) の の あ ヶ ケ i あぁ 事 用 題 ププ 
営 機 化 の 例 ( 向 尾 四 良 ) 方 び が | ン 著 方 る を と に 人 \ 
a 6 て * 斜 非 応 、 ゞ 走 
ク 0o 答 いい m 関 47 の の a 
i 地球 
人 価 。 中 
PA 人 予 A し の 学 価 関 価 下 ) s 
- 引 鞭 こ 定 ーー 定 新 科 8 Pb 
ーー 休 な [ : 判 し 生 情 4 る pe 5 
東京 都 台東 区 仲 御 徒 町 3-20( 池 内 ビル) Ed 論理 ご 四 GO - EC 
電話 (⑭⑬1) 6464・5094 振替 東京 34089 五 三 下 ニニ o © = > 2 Mh 
9 旬 8O 円 円 円 円 0 衣 


光 斑 書院 


本 革 の 二 大 綱 欲 


| i を 維持 し , 業界 の 発展 に 寄与 
る 
電子 技術 者 の 要望 と と た え 業 界 の 指針 た らん と する 


P.C.M. 装置 の 最近 の 研究 情況 | 特集 / プ CdS の 応用 
情報 処理 と し て の 音声 の 研究 ナ ト セ ル の 製 送 と その 特性 ノ 真 空 管 類似 デバ 
0 郵政 省 電波 研 愉 末 誠 史 ィ ス と し て の 応用 ズ 硫 化 カ ドミ ウム の 回 路 素 
自動 列車 制御 装置 ………= 北岡 攻 子 と し て の 応用 
連載 グ サ イ バ ネ ティク ス 入 門 第 3 回 
E22 ロペ コー プ 東工 大 池原 止 藤田 
岩崎 通信 機内 上 / ズ 技術 英文 の 書き 方 
ゲル マニ ウム の リボ ン 状 結 卓 写 き ラス 
東芝 Tr 工場 4 


ッ 連 の 測定 器 ・ 電 子 管 式 ミ リセ カン ド 
精密 クロ ョ ノ グラ ム 


小峰 電子 工業 


株 式 会 社 
確実 入手 に は 直接 購読 を 
; 特許 紹介 ・ 内 外 新 製品 紹介 ・ 電 子 工 業 半年 分 900 円 5 分 引 D 
| { i ・ 技 術 者 の 横顔 ・ 潮 流 ・ 新 ら 1 年 分 1,710 円 1 割引 ) 
| し い 技 術 者 ・ 読 者 の ペー ジ 定価 150 円 120 買 


ナン シン ロロ ズ スズ スズ コープ 


本 器 は いわ ゆる シン クロ スニ コープ フ プ と いわ れ て いる も 
の で 130mm の プラ ウン 管 を 使用 し , 垂直 増幅 DC 一 2 
Mc, 2 mV/em 一 20V/em の 高 感 席 汎 用 オ え オシロスコープ 
で あり ます 。 

本 問 は 従来 この 種 の 製品 に あり が ちな 取扱 い の 複雑 
きる や, 不安 定 き を 取 除 き , 簡単 に 操作 で きる よう 留意 
し て 設計 きれ て お むり ます =。 

用 途 

一 般 正 弦 波 波形 , パ ルス 渡 形 , リ レー や スイ ッ チ 等 の 
重り 作 波 天 な ど を 各々 繰返し 現象 , は 1 回 限り の 現 
象 に つい て 定量 的 観測 な ら び に 写真 撮 明 が で きま す の 
で 直流 か ら 2Mc の 和牛 域 に わた る 諸 種 の 調整 , 試験 , 
i 則 定 に 好適 で す 。 

特 長 
掃引 方 式 は 1 つの ダイ アテ アル で 選択 で き , 極め て 安 
定 で す 。 
高 感度 , 高安 定 で す 。 
平衡 入力 可能 。 
優れ た 直線 性 。 
零 レ ベル を チ テ チェック する こと か が で きま す 。 
輝 点 が 明る い 。 
定量 的 測 穴 器 で す 。 
表面 パネ ルル は 操作 が 容易 な ょ うに 設計 きれ て いま 
の 
格 
垂直 : 軸 回 | 路 
民度 : 2mV/cm20V/cem 13 と ンジ (2mVV/cm 
ー50m V /cm で 平衡 入力 可能 ) 
確 庶 は 全 レ ンジ 士 3% 以 肉 
周波 数 特性 : 感度 2 m V/cm 一 10m V/cm で は 
DC1.5Mece 一 3dB 以 内 。 
感 席 20mV/cem 以 上 の 全 レ ンジ で は 
DC 一 2Mec 以内 
直線 性 : プラ ウゥ ン 管 上 士 5cm の と ころ で 3% 以 下 
の 詩 姜 
水平 軸 回 踏 
掃引 方 式 : 
トリ ガ が 提 引 。 単 掃引 , 自動 自 励 畠 引か が 単 一 ネス イッ 
チ に て 切換 可能 。 但 し 自動 自 励 掃引 で は トリ ガレ 
ベル 寺 に 固定 。 トリ ダ す る 信号 は 25% 以 上 。 
掃引 速 魔 : 
2S/cem 一 1zS/cm 20 レ ンジ 確 魔 士 3% 以 内 。 
トリ ダグ 周 硫 数 範囲 : DCー2Mec 以上 
プラ ウン 秒 回 路 
プラ ウゥ ン 管 :130 HB1 A 加 宮 電 圧 約 2.6kV 
直接 偏向 感 席 : 垂直 軸 約 10V/cm 
水平 直 約 16V/em 
4. 電 源 :AC 100V 士 10V 50/609 約 200VA 


| 


st 帆 泊 電 剛 製 作 有 所 


電話 東京 (391) 代 表 1901・ 武 蔵 野 局 (022-2 ) 代 表 3701 支店: 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 小 倉 出張所: 新潟 ・ 広 島 


電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
° 昭和 36 年 7 月 開催 通知 


究 発 表 希 望 


| | 本 会 員 は で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で き , 研究 発表 も で きま す 。 研 : 
3 
層 者 は 。 委員 会 名 を 指定 し て 前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 且 申込み 下 さい 。 
| 1 オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 天山 長 高橋 秀 
“8 時 て 月 113 日 ( 木 )14 時 17 時 
; 場 所 東京 大 学 理学 部 会 議 室 ( 叉 京 区 本 富士 町 ) 
B  - 葵 和 題 N 変 数 の 多数 決 論理 看 数 の 数 に つい て 後藤: 英 
2. 信頼 性 と 品質 管理 研究 専門 委員 会 表 員 長 共 野 
 - 上 日 時 7 月 17 日 (月 )14 時 へ ~17 時 
Y 場 - 所 電気 通信 学会 会 立 密 ( 和 代 田 区 記 士 見 思 2 の 8, 国電 飲 田橋 台 。 水 首 衝 守り 改 枯 下車 )D て 
議 題 自動 交換 機 の 品質 改良 た つい て 唐 当 一 君 松下 通信 工業 ) 2 2 
3 通信 方 式 研究 専門 委員 会 要員 長 染谷 3 
時 7 月 18 日 ( 火 )14 時 17 時 re 
場 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1, 国電 再 比 寿 駅 下車) Cc: 
議 和 題 (1①) TV 信号 の PCM 大 島 信 太郎 君 ・ 榎 本 . 監 君 ・ 天野 橋 太 郎 君 (国際 電 々 研究 所 ) Rk: 
a : - (2) PCM に よ ょ る 電話 ケー プル の ビデ オォ オ 伝 送 ( 文 献 紹 介 けり 安東 平 一 郎 大 (NELK 技 5 | 
4 マイ ク ョ 波 伝 送 研 究 専 門 奏 員 会 。 表 員 長 具 片 秀 尋 
ER 時 7 月 20 日 ( 木 ) 14 時 ~17 時 a 
場 所 早稲 田 大 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸 巡 町) に 
議 題 (1①) 1961 年 の IRE 年 次 大 会 其他 に 関す る 見 聞 (マル まき 波 師 関連 て 


田中 。 局 三 君 ( 東 
ジン スン 必中 を 租 < る プライ よ の デン ジル 肖 記 幸 独走 
小 侍 原 直幸 君 (都立 大 )・ 久 崎 。 力 寿都 立 大 ( 現 日 電 う 〕・ ・ 志 方 秦 君 る 

を き 田 将 を 


a 条 7 放 2 日 () 14 時 > 17 時 
i 半 同 際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1, 国電 貞 比 才 上 下車 ) 
お 天 (i) UHF 表 乱 波 の フェ ジン ダグ 特性 。 西田 昌弘 君 ・ 石 川 恭久 君 CEA 
; 2 血 折 網 を 用 いた 山 策 回 折 伝 播 特性 鵜 急 重夫 君 ・ 仲 原 茂 男 君 青 正 三 君 ( 通 
8) EE PTR 青木 和 男 妊 ( 科 島 
RR oS 委員 長 賠 田 実 Ed 
時 7 月 24 日 (月 14 時 へ 16 時 30 分 。 A A 
"東京 大 学 航 空 研究 所 (目黒 区 駒場 856。 14 号 館 図 書 室 ) CU 


 (D ドブ ラ レーダ に 使用 され る ボク ス カ ー ー 復 調 器 の 一 老 欠 - 
松田 秀 参 君 (宮戸 工 業 > 


クタ mn rT NS 
の 松 皿 秀 導 寺 (WR エ ER 


7. トランジスタ 研究 専門 委員 会 
7 邊 時 て 月 25 ER 
場 所 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 輪講 室 ( 談 京 区 本 富士 町 ) 
議題 (i) 位相 面 に と に よる エサ キ ・ ダ イオ ー ド 単 安定 回 路 の 解析 (続報) 
初 井 初 昭君 ・ 池 田 秀 也 君 ( ッ = つつ) 
(9 シリ コン 合金 ダイ オー ド の 低温 酸化 
三輪 。 潔 君 ・ 松 岡 信 窒 君 ・ : 西沢 潤一 君 (東北 大) 
13) エ ザ キ ・ デ ダイ オー ド と ケー プル に よる ペル ヌス 発 生 回 路 と その 高速 度 符 号 回 路 
え の 応 用 山田 茂 ” 春 君 ・ 山 中 富 君 ( 通 。 研 ) 
8 超人 波 研 究 専 門 委 員 会 , 委員 長 能 本 乙 雇 
が 昌 時 -7 月 27 日 ( 木 )14 時 へ 時 a 
' 場 所 東京 大 学 講義 室 (No62 講義 室 精 研 3 階 ) (目黒 区 大 岡山 , 目 蒲 線 大 岡 由 駅 下車) 
議 題 () 直 六 面体 水槽 内 の 基準 振動 森 栄 司 君 ・ 伊 藤 勝 旋 君 (東工 
(2) Sing around 法 に ょ る 音速 の 測定 根 肖 勝雄 君 (小林 理研 ) 
3) 確 下 材料 の デル タ 効果 と 電気 機 結 合 系 数 の 関係 
OK , 4 | 
9 イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 大 泉 充 朗 4 
計 0 利 時 て - 丹 2 日 イ 金 ) 1 時 < こ 記 た 生 | 
場所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1, 国電 恵比寿 宮 下 車 う 
。 講 題 (① 雰 交叉 波 の 短 時 間 相関 関数 重 水 実 衝 (山森 大 ) 
RE | 統計 的 通信 理論 を 応用 し た 新 通信 方 式 
及 野 豊治 君 ・ 新 保 。 人 柳 君 ・ 菜 王 伝 裕 君 GR 電 
CE RE RT i 
10. 回路 網 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 川 凸 『 正 光 
時 時 7 月 8 日 ( 土 ) 9 時 30 分 ~17 時 
場所 北海 道 大 学 応用 電気 研究 所 図書 室 (札幌 市 北 12 条 西 6 丁目 ) 
題 題 (1) 非線形 回 路 の 変 周 解 析 方 法 秋 山守 君 (工学 院 大 ) 
CERT rs 7 
夫 鐘 Xe 


| 
! 
| 


" 
4 「 務 " 


0.1 負 性 抵抗 ダイ オー ド 発 振 増 巾 の 解析 織 
天 0 (1①).2 複合 非線形 回 路 の 解析 方 法 古 

oc (9) 損失 ある 指数 線路 の 等 価 回 路 に よる 解析 片 沿革 て > 
(3) 導 波 管用 薄 肛 減 座 盟 の 改良 落 介 考 で 0t 二 
> 4) 帯 城 ろ 波 器 の 位相 直線 化 松本 秋 男 君 ( 北 大)・ 井 上 道子 君 | 
(5 多 線 条 系 を 用 いた 回 路 綱 松本 秋 男 妊 ・ 羽 鳥 孝 三 君 E 大 | 
Sd ' 城 谷 明子 君 (東洋 通信 機 ) 


和尚 個 軍 
江 也 妥 暴 


(6⑯ 反 操 等 価 器 の 構成 に つい て 家 所 徳 上 き 君 ・ ・ 藤 本 和弘 君 .( 昌 人 電 う 
( 伝 関 係 に お よ ょ ぼ す 素子 偏 訟 の 影 才 に つい て (1 部 .2 部 ) が 
a ty 黒沢,” 昇 須 ・ 田 中 僚 男 周 ・ ・ 武 部 則 妊 ( 表 mp NB 
は く Nt i 0 OC 
eid a 小池 貞二 民 | 


日 時 如 挟 20 日 ( 木 )13 時 >17 時 KR 
os 所 中 央 電気 タラ ブ .203 号室 Citi tix ibis TH CEN > "和幸 


生 天 (1) 電子 ビー ム の ラミ テナー 性 
藻 田 栄治 君 ・ 寺 田 正 純 ・ 裏 克巳 君 ・ 石田 裕和 男 君 ( 阪 夫 エ ) 和 

(2) UHF 帯 大 電力 進行 波 管 の 試作 落 田 栄治 君 ・ 松 尾 幸 人 君 ・ 

寺田 正純 君 ・ 裏 克巳 君 ( 阪 大 エ ) 八 十 田 箇 治 君 ・ 戸 田 哲雄 君 ・ 
岡田 武夫 君 ・ 建 石 昌 導 君 ・ 橋 本 勉 君 (三菱 電機 ) 
3) 大 阪 管 の 実験 に つい て 村井 昭君 ・ 三 戸 左 内 君 (大阪 市 大 ) 
(4) 進行 波 型 多重 反射 クラ イス ト r ン , 第 2 報 

小野 昭一 君 ・ 功 力 皿 男 君 ・ 柴 田 幸男 君 ・ 小 池 勇 二郎 君 ( 東 北 大 2 
"a 計 回 , (5) 板 極 管 大 振幅 動作 の 実験 的 解析 三 杉 隆 迅 君 (神戸 工業 う 


※ 7 月 休会 の 委員 会 「 非 直 秩 理論 」 「 磁 性 材料 」「 ア シテ ナ 』」 医 用 電子 装置 」 & 電気 音 級 」「 電 子 計算 機 ] 


会 費 滞 納 に よる 雑誌 発送 停止 者 cs (36. 6. 10 現在 ) _ E 


て ーー 秋山 玄 座 (枚方 市 中 宮古 ノ 町 う . 安部 城 一 (横浜 市 中 区 間 内 町 ) 訪 井 健二 郎 
(世田谷 区 合 町 ). 有田 慎 ( 鎌 倉 市 こ 階 堂 ) 安藤 針 男 (世田谷 区 玉川 等 々 力 町 ( イ ) 石 恒 大 三郎 (板橋 区 板橋 上 
町 う 。 井上 正伸 (四国 電気 通信 局 ). 岩見 隆 臣 ( 新 日 本 電気 ).( ウ 植田 父 ( 杉 並 区 成 宗 う - 昨 井 映 央 大垣 市 南 i 
秒 森 町 ). 内 山 由 吾 (居所 不明 )- 浦山 隆 保 (電源 開発 中 央 通信 部 ). ( オ ) 大 石 多喜 維 (静岡 県 浜名 牝 積 忘 村 う . 
大 鳥 良 三 ( 穫 面 市 桜井 う . 小野 和美 (福岡 市 舌 崎 ). て カ ヵ ) 絢 原 人 情 ( 呉 羽 市 小竹 ) 金田 治 ( 大 田 区 山王 う . 加納 実 eg 
( 高 飾 区 本 田 立石 町 ). 神 癌 昭 (読売 テレ ビ う . 河 井 武彦 (名 古屋 市 中 区 導 松 町 >. 川西 導 紅 (練馬 区 東大 上 )- ーー 
川野 啓治 (横浜 市 南 区 大 岡町 ).( キ ) 木村 兵 二 ( 新 三菱 重工 )-( ク 久米 稿 (松下 電器 ( コ ) 古賀 憲 治 ( 信 幡 「 
市 大 字 引 野 ). 小 串 続 て ラジ ォ 熊 本 う . 小 関 務 ( 岩 手 県 電力 局 う 小林 国 治 (浜町 分 局 う . hepa 
( す ) 相楽 和男 (三菱 造船) 佐藤 真 < 叉 京 区 丸山 町 ).( シ ) 島田 富男 (練馬 区 南町 >. て ス ) 祐 宗 五 男 (区 木 」 
市 田中 ) 鈴木 高 郎 (世田谷 区 祖師 ヶ 谷 町 う 須田 員 (世田谷 区 祖師 ヶ 谷 町 ). 和 須藤 勝 幸 中 央 区 新 価 島 東町 
(高橋 修 (明石 製作 所 ). 高 橋 静 男 (電源 開発) 高橋 新 三 ( 山 民 秦 業 竹内 康太 郎 (東京 高周波 電気 旋 )。 
田中 葉 和 ( 京 大 工学 部 ). 田中 和義 三 (箕面 市 西 小路 )。 て ツ ) 娠 田 正治 (中 部 電力 う . 配 植 葉 二 ( 品 ) 川 区 大 井 元 芝 
思う .( ト ) 徳永 次 男 (福岡 中 統制 電話 中 継 所 )- 戸 田 和 大 (名 吉屋 市 昭和 区 楽園 町 ).( ヌ ) 沼田 誠 作 ( 艇 並 区 
放 西高 井戸 ).( ナ ) 中 村 豆 平 (調布 市 入間 町 < ハ ) 橋 本 保 (松山 市 新 王 困 う . 馬場 照明 横江 市 戸上 区 戸 辺 町 ) ys 
有 | 策 場 和 入 (神戸 市 兵庫 区 本 通 ). 原田 一 安 ( 儲 人 放送 所 ). ( ヒ ) 比 誰 勝 美 (沖縄 石川 市 東 尻 ). 直 田 A 
| 野市 北条 m). 靖 坂 租 正 ( 横 碧 賀 市 上 町 ). 平松 画 一 (札幌 市 南大 条 ) ( フ ) 藤田 正明 大 う .( ホ ) 錠 原 田 
| ( 福 同 中 電話 中 継 所 ). 本 田 丈 朗 (松下 木材 '( マ ) 前 田 監 一 (大阪 市 則 区 伊藤 中 倶楽部 う . 松 井 徳 凛 (品川 
| 通信 工業 ). 松岡 葉 島松 下 電子 工業). 板 田 一 雑 (三鷹 市 上 運 第 ) . 和 松原 忠勝 (国鉄 四条 中 変 電 所 う . C3 RA 
】 三沢 人 (栃木 県 塩谷 郡 矢板 町 ). 三野 昇 (武蔵 野市 吉 梓 寺 ).( ふ ) 武藤 孝行 (大 田 市 字 田 陣 ) 村上 誠人 向 ー < 
| < 名瀬 地 区 電報 電話 局 ) 村田 光史 (新宿 区 戸 辺 町 > (る ) 所 月 徹 英 (岡山 県 和 気 郡 日 生 町 )- 竜 雄 ( 箇 細 
陣 製 作 所 ). 森沢 一 司 (松下 電子 工業 ). 森 義 彰 (須崎 市 中 町 う . ( ゃ ) 山口 健 之 (大 阪 市 東住吉 区 平野 新 四 ) Cn 
百 二 (奈良 市 芝 証 西町 ): 山田 静夫 (NHK 甲府 故 局 ). 由 田 千 (NHK 清明 寮 ). 山名 照雄 (横浜 市 北 。ー 
窟 原 町 )・( ヨ ) 吉沢 二郎 ( 西 官 市 松山 町 ). 吉田 仁 (横浜 市 港北 区 穴 原 町 > (ロロ ) 六 島 人 WC 大阪 市 束 世 区 Y 
今時 町 > (9) 渡辺 高 之 ( 江 戸川 区 小松 川 )。 ( 特 ) 海上 電機 研究 所 . 河 培 抽 作 所 . = 3 
東京 セレ ン エ 系 東京 電波 工業 ラジ オ 山 口 技術 部 。 (以上 88 名) 


疹 木 座 男 ( 咽 生地 子 》. 秋山 階 之 助 (大 田 区 県 方 町 ): 有 同 瑞 来 (世田谷 区 喜多 見 困 〉 ( イ ) 仮 田 勝 ニ C 

: 田 本 町 う . 池 川 落 ( 電 々 公社 小石 川 宿 和 > 便 藤 一 男 ( 愛 知 県 中 島 郡 平 和 町 ). 井藤 平 人 郎 (大 日 本 印刷 施 i 
代 係 林 誠 元夫 ( 較 齋 志和 能 科 部 和 過 ) ( ウ ) 上 田 武 浴 (稚内 放送 局 ). ( エ ) 校 広 符 介 

中 學 人 (名 古屋 大 学 工 学部 ). 小田 富士 天 (ネン シア ツア = ヤ 大 学 ). 鬼 沢 基 夫 (大 田 区 

毅 (大 阪 府 幅 中 市 本 町 > 河村 芳 久 (中野 区 上 高田 う . 川本 裕司 (電源 開発 電気 部 通信 0 
込 東 ) て キ ) 城 可 三 夫 (大 阪 市 但 区 大 宮 町 > ( コ ) 河野 常 生 (関東 電気 通信 局 保全 部 ) 

: CD” kai RS 実 CRNA RAE 2 
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0 


Ny 
a 


Ca 


・ 川 県 足柄 下 郡 司 田 彼 ). C コ ) 小 床 旋 導 at lo 小山 障る (局所 不明 >、 ca "3 


佐 立 秀夫 ( 央 概 無 線 宿 合 )、 佐藤 仁彦 (福岡 電話 局 )、( シ ) 科 宮 部 男 (調布 市 深大寺 町 ). 白石 純一 (神戸 工業 ). 
( ス ) 菅 京 窒 之 (名 古屋 市 千種 区 小松 町 >。 (タタ) 高菜 新平 (名 古屋 市 菩 穂 区 用 溢 町 ). 高 田 泰男 (武蔵 野市 吉 
祥 寺 う . 高橋 。 徹 ( 京 都市 左京 区 田中 桶 の 口 町 ). 高山 清 策 (浜松 市 松 城 町 竹中 正雄 て 川 符 市 小田 町 う . 
て ツ ) 角 田 邦 夫 ( 八 欧 電機 2.C ト ) 土井 隆三 洋 電 機 ). 戸 嶋 芳郎 ( 幻 島 区 栄 喉 ). 土肥 正博 (品川 区 意 町 ). 
て =) 西田 和 苺 (西田 通信 機 製作 所 )。 西松 武 一 ( 幅 中 市 民 町 >. ( ノ ) 野 料 淳 皿 (東芝 小 向 アベ ペー ト う .(? う 
深沢 齋 思 て 武蔵 野市 西 規 ). 古 皿 。 忠 (東京 電気 通信 局 ).( ホ ) 負 正光 (市 川 市 新 田 う . 掘 木 欧 一 郎 (大 田 区 新 
井 宿 )。 ( マ ) 松屋 五郎 ( 日 放送 ). 松 田 議 二 (人 欧 電 機 研究 所 ). 松本 一 夫 ( 艇 並 区 久我 下町 )。 松 本 誤 十 郎 
(名 古屋 市 千種 区 大 島町 丸岡 洋二 ( 近 電 気 通信 局 ). ( き ) 三 宣 野 博 司 ( 皿 島 区 高田 本 町 ). 三宅 通 義 
(京都 市 上 京 区 小山 東 廊 以 町 ). 南 宗 宏 (川崎 市 東 占 市 場 東 因 察 ) 宮崎 . 湾 【 坂 本 研究 所 宮森 ' 意 ( 違 棋 
区 板橋 町 )。 ( ム ) 村越 和 手 (千葉 県 流山 町 〈 モ ) 森川 修一 ( 績 浜 市 神奈 用 区 松ケ丘 う 。( ヤ 山下 坦 
(大 田 区 入 新井 町 ) て ユ ) 豊 義 静 (練馬 区 中 和 桂 南 町 ) ( ヨ ) 杏 田 稔 ( 富 士 電機 ) 吉村 信 三 (杉並 区 井 欧 ). 
米山 喜 殿 (三原 電報 電話 局 ).( ワ 。 和田 美 員 (人 王子 市 小宮 町 ). 渡辺 信 倫 (日 本 ビタ ター う ). (以上 62 名 ) 


正中 ( ア ) 青山 池 久 (中野 区 江古田 2 の 88 時 風 攻 内 ). 浅見 秀司 (波谷 区 長谷 戸町 22). 有馬 央 材 (八代 市 豊 
。 丸 下 原 電 々 社宅 ). 有賀 幸信 (世田谷 区 玉川 中 町 + の 56〕 う . C イ ) 伊佐 国 一 (渋谷 区 代々 木 富 ヶ ケ 谷 1429 代 々 木 富 


ケ 谷 寮 ). 磯野 実 ( 高 崎 市 和 艇 町 41 う . て ウ ) 宇 価 美 幸 座 (渋谷 区 千 ヶ 谷 5 の 902 日 立 ハ ヘッ ウス). 宇野 人 ( 錠 


_ ケ 崎 市 小和田 4538). (オオ) 大 角 春 夫 (東陽 工業 ). 莉 福 (石川 トレ ー デ イン グ ヵ r ン ペニー)。 大 幽 


(金石 舎 研 究 所 )- 大 矢 隆 (名 古屋 市 中 村 区 中 村 町 + の 101 う . 音 居 久 引 (大 日 電線 ). ( カ ) 片岡 碁 ( 杉 並 区 
方 南町 29 小林 方 う . 河井 淳二 不明). 河野 幸雄 て 徳島 電話 局 う . ( キ )〕 木村 俊男 (名 古屋 市 千種 区 田代 町 字 注 
入 1 の 1) ( ク ) 久保 雄一 郎 ( 電 々 公社 ). 倉地 久 馬 ( 習 志 守 市 谷津 町 >. 栗原 汰 夫 (三井 繁 山 三池 工業 所 ). 
( コ ) 小竹 兵 次 郎 (市 川 市 真 問 119). 木 功 (鹿児島 電話 馬 >。 小林 登 (次 京 区 大 門 町 26 う . 
て サ ) 桜木 俊彦 (新潟 電気 牟 信 部 施設 課 ). "(< シ )〉 柴田 充 生 (箕面 市 桜町 68 う . 菜 山 誤 明 (鎌倉 市 岡本 472. 
島田 武治 て 入 島 送 信 所 う . て ソ ) 曽我 政弘 (豊中 市 刀 雪 山 ] のど 16 の 1 黒木 方 う : ( タ ) う 高橋 怠 (松下 電器 
直 易 輸入 部 ). 高 本 保夫 (長崎 電話 局 ). ( ツ )〉 塚本 和孝 ( 電 々 江古田 寮 )。 (すう) 下野 道夫 ( 妻 電 社 ). 
責 保 雅 ( 橋 広 無線 中 継 所 ). ( ハ ) 浜 頭 久 平 (釧路 市 夫 ヶ 億 1 の 3 う . 直 義弘 (松下 電器 東京 特販 営業 
所 )・ て ( マ ) 松浦 必 行 ( 誌 阜 県 押圧 郡 春日 村 用 合う C ヤ ) 山田 治郎 (関東 世 警 察 局 山 梨 通 信 出 帳 所 ). 
山本 利信 (浜松 放送 局 ). て ヨ ) 吉岡 哲夫 (品川 区 豊 町 5 の 105). 


准 買 て イ ) 伊 立 間 二 (名 古屋 市 中 区 新 半 町 6 の 25 ). 全 苗 之 ( 名 古 軒 市 中 区 南 和 外需 下 2 の 4).( ウ ) 字 出 登 
(大阪 市 住吉 区 粉 浜 東 之 町 1 の 23 久保 田 鉄 工 帝 控 山 察 - (4) 大 宏治 (品川 区 西 中 秋 2 の 233). 大 和 真 浴 
(品川 区 飲用 248 東 容 )。 て カ ) 加世田 一 三 (文京 区 宮坂 本 2 の 4 柄本 訪 う . ( キ う 痢 地 電 (仙台 市 角地 郎 


本 30》 木島 貞 朗 (練馬 区 小竹 町 2386 江 内 方 )、( ク ) グ ナ テ イラ カ ( 艇 並 区 西 次 規 3 の 127).( コ 小坂 晃 装 


(横浜 市 港北 区 新吉 田町 1525 の 27 ). 興 石 陽 く 世 男 谷 区 世田谷 5 の 3156). 小 田部 宗 倫 "て 不明). 小林 整 功 


(北海 首 電 力 ). 古 村 光 (青森 県 北上 郡 十 和田 町 大 字 奥 入 瀬 字 意 国有 林 122 東 北 電力 十和田 発電 2. ( サ ) 佐 藤 隆史 


(日 立 市 成沢 町 1751 日 専 究 ). 佐藤 寛大 阪 市 旭 区 大 宮 町 5 の 30》. 里見 議 康 (日 本 無線 て タ ) 高橋 正美 


。 (本 市 立 還 合 86). 田 中 乙 次 (品川 区 豊 困 2 の 1356- 居 田方 )。( ト ) 戸田 久良 (名 古屋 市 千種 区 大 島町 2 の 


30 大 橋 方 )。 (= こ ) 西 績 守 (神戸 市 生田 区 栄町 通 5 丁目 富士 交易 ). ( ノ ) > 野本 吉 二 大田 区 


員 布 染 町 2 の 7 笠原 方 2。 ( ハ ) 春 増 紀 lI 崎 航 空 機 ). ( ヤ ) 山田 競 明 ( 三 湖 電 虚 う 。 (以上 4 名 


下 嗣 ( ア ) 秋山 故 ( 日 本 通信 半 設 ). 浅野 廣太郎 (電波 牙 理 還 う 雨宮 (川崎 税関 畜 暫 鑑査 課 ). ( イ 〕 う 
石上 刷 ( 大 尼 工 業 高等 常 稀 石川 免 夫 (日 本 電気 ) 石川 基 意 (三菱 電 掲 )。 伊藤 清 券 (愛知 県 知多 郡 大 府 
打 蝶 内 伊 導 交 雄 ( 逢 剛 放 送 局 ). 伊原 監 興 て 大 防 統制 無 販 中 継 所 ). 岩 下 光 男 (東海 大 学 工 学部 ). ( エ ) 
江戸 代 圭 (居所 直紀 >.C4) 大 島 安 夫 C 川 崎 角 機 ). 大 和田 貞 護 (武蔵 府中 電報 電話 局 ). 小関 信行 (居所 不明 ) 


超 品 夫 < 届 所 不明 )。 て カ ) 提 京 静 一 ( 王 訂 瑞 定 計 器 製 作 所 )、 有 片山 昇 治 (名 古屋 統制 無線 嘘 所)。 


加藤 画 夫 (東京 息 気 通信 局 う . く キ ) 金 期 竹治 (松下 電器 産 業 ). (2 ク 〉 久 必 忍 (局所 不明 う . 上 谷 宜 夫 (神奈 


ES ; Pe 9 3 Eg 
, ° 


4 」 て すう 坂本 正 一 久留米 電 話 中 継 所 ). ( シ ) 品川 淳 (東芝 ) う . 篠田 茂 (居所 不明 ). 銘 原 寿人 (東京 電 
| 気 通信 局 ). ( ス ) 杉田 静夫 ( 電 々 公社 ). ( セ ) 関 秀作 (NHK). 千賀 英作 (東京 電気 通信 局 う . 
(2) 秋 谷 晴男 アポ ョ エエ 業 ). (< タ ) 高野 進一 (富山 無線 中 継 所 ). 高橋 展 夫 (豊中 統制 電話 中 継 所 う . 
高橋 糞 世 (板橋 区 稲荷 台 ). 高橋 博 (名 古屋 才 送 通信 部 う . 田中 利 政 (名 古屋 市 瑞 彼 区 師長 町 ). 丹 宗 違 一 

’ ( 佐 損 工業 高校 ). で ツ ) 津 曲 私 (NHK). ( ト ) 堂 井 弘司 (金沢 市 電信 施設 所 う . 銅 玄 弘 康 (居所 不明 う . 

( チ ) 長尾 安 隆 (福岡 電気 通信 部 う . 中 村 研 一 ( 電 々 公社 う . ( ハ ) 芳賀 淳一 (居所 不明 ). 長谷 川 信 一 ( れ 州 

電力 う . 浜島 徳 議 (国際 電気 う . 早川 恵三 ( 好 摩 無線 中 継 所 ). 林 正夫 (富山 放送 局 う . 春田 和男 (東京 電 

気 通信 局 ).( ヒ ) 平沢 洪 (居所 不明 う : ( ホ ) 本 田 皿 深 (長崎 電気 通信 部 ). ( マ ) 増田 重男 (日 本 通信 建 

設 ). 町 田 一 夫 (宇和 鳥 市 北町 う . 松村 邦夫 (東京 電信 施設 所 う . 松本 清隆 (警察 通信 学校 ). 松本 吾 一 ( 居 


| る 5). (A) 村上 間 (黒井 E 機 >. 村上 実 ( 握 所 不明 ). 村田 治 礁 (中 部 管区 哲 穴 局 )。 て モ ) 百瀬 
( 品 析 中 .( ャ ) 矢田 明 (気象 矢作 至 ( 新 日 本 放送 )- 山県 武夫 ( 電 々 公社 山崎 勝 (東京 
放 通 訪 施設 所 山本 勇 (神戸 工業 . 山本 等 ( 選 所 不明 )。 ( ヨ ) 世 永 均 (札幌 テレ ビ 放 送 う . 


( ワ ) 渡辺 勝 (釧路 無線 中 継 所 2. 


放 Cm ( ア ) 理 木 正寛 (関西 電力 )、 秋山 鎮 男 (三洋 電機 大 宮 工 場 ). 上 揚 弘 太郎 (日 本 ナシ ョ ナル 金 鐘 全 
: 需 )。 て イ ) 池田 輝 失 (居所 不明 ). 井沢 章 (日 本 ビク ター 石井 孝 (居所 不明 ). 石垣 良夫 (東北 大 ) 
放 kam < ソニー) 税 王 次 虚 (福光 商会 、 井上 誠 (富士 見 中 作 所 ). 光 有 刀 臣 (日 本 テレ ビ 放 送 細 ) 
有利 京 広一 ( 正 立 想 作 所 岩間 一 郎 (舞岡 統制 無線 中 弧 所 ). て ウ ) 宇川 並 容 (局所 不明 ) 梅本 特 明 (読売 
テレ ビ 放 送 )。 ( オ ) 長田 喝 往 (中 野 区 上 町 め . 大 思 傘 夫 ( 国 洋 電 機工 業 )。 小笠 原 栄 五郎 (東北 放送 う : 
胃 本 寺 叶 (居所 不明 ). 区 野 弧 一 (大 興 昌 機 ). 小野 田地 (名 古屋 市 千種 区 四ツ谷 通 ). ( カ ) 梶川 秀 二 
< 天 折 規 気 通信 工事 々 務 所 )、 札 谷 勝一 (居所 不明 ). 村 村 賢 (水戸 統制 電話 中 継 所 ). 片岡 三 (松下 電 
了 )。 加 蘭 曲 司 (日 本 数 育 テ レビ )、 金子 己 ( 揮 立 製作 所 )- 金崎 栃 治 NLK う 兼平 和郎 (局所 不明 ). 
計 各 性 装 ( 京 芝 )、( キ ) 区 入 二郎 (日 本 航 下 電 子 工業 ). 幸信 (居所 不明 ): 省 田 呈 美 沖 電 気 ). 賠 田 設 男 
< 玉 一 家電 機 )。 宮寺 次 正男 ( ビ 洋 工業 ).、 ( コ ) 大 崎 銀 情 居所 不明 う . 小関 隆 山 ( 司 所 不明 小柴 源 司 
くべ 区 電 機 )、 小 林 久 人 (局所 不明 )、 五味 一 志 (松田 電器 )。 ( サ ) 酒井 繁男 て 昌 製 密 業 2 て シ ) 品田 知 
( 宙 坦 電力 > 柴田 降 世 ( 浪 市 西 同 消 町 ). 下村 洋 ( 山 陽 放送 ). 下 河 斉 久 箇 (東海 大 学 う . 海 谷 正美 (日本 
テラ リー る 狼 登 祭 機 )。、 清水 甘 三 大平 電 抹 ). ( ス ) 杉野 有 壱 (フジ テレ ビ う . て タ ) 大 福 微 ( 中 国電 江 
攻 環 局 )、 高司 和男 (上 洋 工 業 )。 田川 考 生 (神戸 工業 ) C ト ) 徳田 道 一 (居所 不明 ). 准 島 療 隆 (ソラ ー). 
(すう 水井 箇 夫 (中 央 鉄道 才 習 所 ). 中 尾 赦 (居所 不明 ): 中 川 邦夫 (日本 無線 > 長島 宏 員 (フォ オス 
| ン 王 二 各 中 記 笠 二 ( 侍 日 放 層 ). て ハ ) 橋本 新治 (日 本 海 放電 線 う . 林 武男 (居所 不明 う . 原 田澤 三洋 
計 . 計 四 k ( 旬 9 導 )) て E) 東伯 疹 (局所 不明 )- 広 沢 従兄 (本田 技術 工業 >- ( フ ) 狼 合 際 二 
| (< 生 定 区 早 隊 田 匂 巻 町 う . 藤田 克 太 (居所 不明 う . 立 本 治男 (防衛 庁 技 術 研 究 所 ). 古 戸 義雄 (古河 電気 工業 ). 
し 吾 大 光 (日 迷 補 ). 押上 中 一 三 対 (世田谷 区 下馬 本) 細川 婦 (東京 テレ ビ 音 折 ) 所 口 明 ( 講 売 
請う と ss) (=) 水野 光紀 (日立 相 作 DD・ 官 川 隆 GZ 五 電 棋 . 宮 倉 倫 行 (居所 不明 う . (を) 出 内 信夫 
M0). 有 詞 思 生 阪田 ). て ヨ ) 吉川 正 浴 (大 阪 褒 立 大 学 大 学院 )- て ワ ) 護 巡 大 一 (内 府 市 江 区 
tam. utu を (本 個 紅 辺 5 大 ( 詞 所 本 昌 ) (E148 各 ) 


ら 5 停止 者 


tT ee る 7 ¢ 

iid GD iatiC aig) 大 WK( 計 二 二 信 析 遇 千 KK). 本 部 吉 (阪和 C 

oii Ct rthNID. 克夫 中 栓 DD 弟 本 正大 孤 市 立 大学 エ 学 ーー 

台 内 弘 ( 台 東 区 江 草 区 屋 橋 > 井出 崎 議 て 中国 電力 鳥取 六 店 > 例 基 司 太 (調布 市 金子 )- 伊 共 員 大 ( 枯 市 

の . 押 議 間 一 上 ( 折 了 二 区 三 奉 全休 議 昌信 外苑 ( 選 所 昌和 
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3 (9) 生地 下 一 ( 記 還 下 史 > 二ノ 原 道人 (外国 (=)- 基 名 稼 子 (人 1 各市 太 才 
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遠藤 正 (日 本 電 々 公社 ). 円 間 一 (福井 無線 中 継 所 ) ( オ ) 大 北 喜 治 (練馬 区 関 困 ): 大 沖 哲 弥 (仙台 市 
東 人 番 町 大 久保 一 雄 (日 立 中 央 研究 所 ). 大 性 寛 (武蔵 野市 関 前 ). 太 田 直 上 態 (者 日 原 特別 無線 中 継 所 3). 
太田 謙三 (日 本 飛行 機 厚木 工場 )。 大 町 高 画 (大 阪 無線 通信 部 う . 及川 幹郎 (富士 通信 機 製造 式 式 う . 岡本 正 洪 
(貴島 地区 電話 局 ). 小川 短 夫 (四日市 電話 局 ). 小川 達雄 (高知 放送 局 ). ( カ ) 甲斐 。 格 て 松山 市 道後 御幸 町 う : 
河 向 衣 平 (横浜 市 港北 区 長津 田町 ). 梶 原 容 (通信 補給 所 ). 片山 光正 (松下 電子 工業 KK)! 加藤 針 男 ( 四 
黒 区 芳 容 町 )、 加 藤 与 吉 ( 和 静 岡 放送 局 ). 加 藤宮 方 (名 古屋 中 央 放送 局 ). 加 藤 知 己 (札幌 市 豊平 町 ). 兼松 「 太 
(大 阪 市 立 大 学 工学 部 ). 鎌田 良一 (東北 電気 通信 局 )。 上村 佐 利 (福井 無線 中 継 所 ). 軽部 真道 富士通 纏 横 
製造 KK)。 有 川島 清明 (国際 電 々 KK). 川瀬 豊北 見 放送 局 )- 川田 率 三 (仙台 電話 局 ). 《 キ う 》 北野 半 其 
(名 古屋 中 央 放送 局 ). 北 畑 力 ( 肝 政 省 電 波 監 理 局 ). 北山 吉 正 (金沢 市 中 本 田町 ). 喜納 私 ( 港 区 芝 白 
金 猿 町 )。 木 村 寛治 (中 国電 力 鳥取 支店 )。 桐井 仔 次 (福音 電機 ). ( ク ) 和 双 原 静馬 (門司 市 葛葉 鉄道 宿 告 9 
C コ ) 小池 康 (富士 通信 製造 機 KK). 小嶋 国 雄 (日 本 電 々 公社 ). 小島 久 郎 < 港 区 芝 白 金 猿 町 ). 後藤 千 二 
(名 古屋 市 東 区 小川 町 ). 後藤 康裕 杉並 区 井 区 町. 小林 昭典 (福井 無線 中 継 所 . 小牧 審 夫 (所 田谷 区 玉川 
等 々 力 町 小松 原 寿 一 (酒田 無線 中 継 所 ). 今野 値 一 仙台 放送 局 ). 近藤 。 正 (日 本 電 々 公社 )、 近 立 球 隆 (福井 
無線 中 継 所 )。( サ ) 斉藤 租 夫 (川崎 市 小 向 西 町 )。 坂田 盤 範 (高松 市 国鉄 四国 支社 ). 桜 井 徳王 (品川 区 大 成澤 
調 工業 ). 楼 井 義郎 (長野 電気 通信 部 ). 佐 々 木 仁 (渋谷 区 恵比寿 ). 佐 薩 辻 既 (鈴鹿 電気 通信 学園 ): 佐 秀 生 
(信越 電波 監理 同 ). 佐 東 昇 (目黒 区 碑 次 谷 ).( シ ) 塩谷 光 (日 本 電気 研究 所 ). 繁 野上 真彦 (奈良 市 三 礁 町 ). 

篠原 義 次 (岩崎 通信 機 ). 江 水 正 能 (鈴鹿 電気 通信 学園 )。 下 田 裕 久 (横浜 市 磯子 町 ). 白石 宮 士 男 (名 古屋 中 央 
電話 局 ). 白 方 五郎 (松山 市 道後 湯 之 町 >- ( ス ) 菅沼 政 峰 (名 古屋 中 央 放送 局 ). 菅 谷 蓄 (兵庫 県 芦屋 市 ). 

杉浦 六 雄 (北海 道 帯 広 市 ). 杉 浦 環 ( 日 電 玉 ). 杉 原 康正 (大 田 区 寺谷 ), 杉 由 昭平 (日 本 飛行 機 厚木 区 場 ). 

助川 茂 ( 宮 士 通信 機 製造 KK う . て セ ) 瀬野 健治 次 京 隊 江 戸川 町 )-( ソ ) 本 河 清真 (居所 不明 ).( タ ) 高 埼 重 
(日 本 電子 工業 振興 協会 ). 高野 勝 次 木 市 松 映 寮 ). 田内 徳 藻 ( 宮 知 放送 過 ). 田中 利 二 (大 田 区 舞美 苦 )- | 
田辺 光 堆 (福井 無線 中 継 所 う . 丹野 友 光 (日 本 飛行 機 厚木 工場 ). ( チ う 児 野 文彦 ( 総 本 放送 局 ). 陳 短 根 
( 番 港 )- で ツ ) 党 明日 立 電話 局 ). 辻 孝之 中 国電 波 監 理 局 ). 津 田野 宏 ( 目 黒 区 柿 2 木坂 ). ( テ ) 出口 富 義 ーー 
(大 分 統制 無線 中 継 所 ) 寺島 功 ( 杉 並 区 中 通り ). C ト ) 徳永 雅 (居所 不明 ). 杜 幸 傑 (新宿 セー ラジ シド 電 
機 区 K). ( ナ ) 内藤 雑 二郎 (板橋 区 板橋 町 >. 中 表 田 俊 春 (居所 不明 )、 中 村 幸 平 (東北 大 学 ). 中 村 暫 旗 


・ (横浜 長浜 療 棒 所 う . (ニニ ) 西沢 大 明 (京都 市 上 京 区 う . 西沢 利幸 (日 本 飛行 機 信 木 工場 ). 西 見 二 昭 小金 井 市 


前 原町 ).。 て ノ ) 野 明治 雄 (電気 通信 研究 所 ). 野口 穴 ( 北 海道 放送 ). 野原 真一 (居所 不明 )、( ハ ) 横 兵 寺 
(板橋 区 長後 町 ). 橋 本 一 郎 (東海 電気 通信 局 ). 橋 本 広 記 (長崎 電話 局 ). 長谷 川 術 (紀田 ヶ 谷 区 松原 町 ). 
馬場 幸三 郎 (大 阪 市 立 大学 う 。 C ヒ ) 森 日 良 山 (浦和 市 下 木 崎 ). 平 野次 一 (科学 技術 庁 ). 平山 卓治 (波谷 区 
代々 木 西原 町 ) (2) 立 井 消 一 郎 (福井 無線 中 継 所 ). 藤井 寿 崇 (居所 不明 う . 療 尾 交 三 (新興 製作 5):! 
藤田 三 夫 (北見 電気 通信 部 ). ( ホ ) 本 間 震 夫 (山陽 放送 )、 ( ゃ ) 松井 宏 (中 国電 気 通信 局 ). 松 筒 堪 
(調布 市 上 布田 町 ). 松本 啓二 郎 市 川 市 市 川町 ). 松本 優 志 (長野 放送 局 )。 松本 勝 光 Ull 崎 航空 機 ) 
て ミ う ) 美咲 隆 喜 防衛 大 学校 ). 水 沢 慶太 郎 (日 本 電 々 公社 ). 溝 口実 (長崎 統制 無線 中 所 ). 光岡 博 て 広島 
無線 通信 部 ) 南光 (金沢 無線 中 継 所 ). 三宅 展 克 ( 三 准 電機 KKK). 三宅 守 (信越 電波 監理 伺 )、 宮 島 次 郎 
(日 電 玉 川 )。 三戸 左 内 (大 阪 市 立 大 学 ). 道 田邊 雄 仙台 中 央 放送 局 )。 水野 光 (名 古屋 中 央 電話 局 )。 
(A) 村井 昭 (大 阪 市 立 大 学 ). 村 井 男 夫 (世田谷 区 成城 町 ). 村瀬 守 治 (名 古屋 中 電話 局 ).( モ ) 持田 邦夫 

中 国電 力 湖 発 電 所 う . 森 正 一 (名 古屋 中 電話 局 ). 森 中 明 普 (奈良 市 春日 野 町 >. ( ヤ ) 矢野 人 ( 目 黒 区 有 信 
寮 う . 山 肖 敬 一 (長野 放 局 う . 山 各 徹 (居所 不明 う . 山口 飲 一 (広島 鉄道 管理 局 ). 山崎 洪 一 (大 田 区 久 到 原 )、 
山本 周三 (日 本 電 々 公社 ). 山 本 孝 ( 甲 府 市 塩 部 町 ). 山本 豊 (中 国電 力 鳥取 支店 )。( ヨ ) 吉田 三 樽 (日 本 
放送 協会 2。 吉田 稔 (日 本 飛行 機 厚木 工場 )。、 吉 村 栄 二 (富山 県 信 尾 町 ). (ワウ ) 若 生 医術 (日 本 電 々 公社 
着 本 孝 座 (福井 市 毛 拓 町 渡辺 和 界 (品川 区 南 品 川 ). 度 辺 次 郎 (福井 無線 中 継 所 ). 渡辺 稔 (福井 無線 中 継 所 ). 


浴 具 て ア ) 相原 三郎 『( 社 戸 市 生 上 EM). 売 谷 旗 電 て 広 委 上 市 析 原町 夫 光 ( 穴 良 市 訓 う . 天 野 i 
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bi § 


除 人 か 
に cE GHEY. 石村 和 清 (日 本 楽器 工場 碑 部 ( 選 所 不明 石田 者 失 (日 本 飛行 棋 厚 木工 場 ). 
(+) 大 池 宏 治 ( 東 洋 特 殊 電 器 式 K). 太田 悩 生 ( 世 田 ヶ 谷 区 赤 電 町 大塚 敬三 郎 (新宿 区 柏木 )。 大原 高 男 
Ct 区 深野 川 ). 小川 孝治 C 日 本 飛行 機 厚木 工場 ). 織田 博 靖 (三菱 電機 ). 岡本 正 ( 居 所 不明 う 。 川島 法王 郎 
| (目黒 区 緑ケ丘 う . 河原 正夫 (大 田 区 田園 調布). 菊 地 裕 宜 (NHK 職 中 養成 所 ). 操 野 直 弘 小金 井 市 足 井 北 ) 
有 っ) 小柳 博之 .( 横 河 電 機 製作 所 )。、 小 林 典 義 (日 本 飛行 機 厚木 工場 ). 後藤 勝彦 (世田谷 区 玉川 野毛 町 ). 
] ( す サ ) 斉藤 率 和 之 C 北 見 放送 局 ). 坂井 洋品 (神戸 市 東 湊 区 本 庄 町 ). 酒井 時 彦 UI 崎 市 二子 償 紡 玉川 寮 ). 笹井 三 放 
; (居所 不明 ). 佐々 木 実 (青森 市 東北 電力 自治 寮 )、 佐 藤 勝 春 ( 川 崎 市 下 沼部 日 新 寮 )- < シ )〕 下村 臣 哉 (大 阪 府 。 
池田 市 )、( え ) 鈴木 牙 錠 (渋谷 区 代々 森 寮 < タ ) 高橋 員 堆 日電 玉川 ). 田 原口 博久 (大 阪 市 南 区 高津 )。 
段 村 次 昭 (世田谷 区 代田 2 で ツ ) 塚本 善夫 (品川 区 在原 町 ): 堤 。 守 正 (居所 不明 う . ( ナ ) 中 村 彰 ( 杉 並 区 区 
空 )、 中 村 修 神戸 市 洪 区 ). 中 田 隆 (大 和製 術 KK). (=) 西山 。 悪 (日 本 飛行 機 厚木 工場 )。 CE) 久 門人 彦 
(電源 開発 KK) 平野 一 時 (日 立 キ ミン ジニ = ミヤ ャ リシン グ KK) う . ( マ ) 牧山 武 一 ( 港 区 赤坂 青山 南町 ). 松崎 情 
(杉並 区 同 佐 ヶ 谷 ). 松尾 導 松 (日 本 飛行 機 厚木 工場 )。( ミ ) 宮川 威 司 (立石 電機 KKK う . 宮越 英 (大 阪 市 
阿部 野 区 若葉 寮 )、 宮武 直結 I 崎 市 木 月 ). て ム ) 宗 広 宮司 大阪 府 松 健 寮 )。 C ヤ ) 和信 木 哲也 ( 族 京 区 莉 - 
荷 谷町. 山田 義幸 北海 道 札幌 市 )。 山田 重信 (日 本 飛行 機 厚木 工場 )。( ョ ヨ ) 吉 対 雅 礁 て 世田谷 区 世 田 
。 谷 ). (ワウ) 到 清 三 (品川 騙 大 崎 明 工 寮 ). 辺 佳 和 (大 田 区 安 方 町 >. RO 
有 特 丈 員 沖 ビ ジネス マシ ン 了 販売 KK ( 港 区 芝 新 橋 622). 倉敷 工業 高等 学校 (倉敷 市 老松 町 ). 国際 電 業 株 
式 会 社 (大 田 区 仲 浦田 ). 新 音 電 機 株 式 会 社 (大 阪 市 天王 寺 区 万 体 町 >. 北陸 通信 工業 KK (金沢 市 十 三 間 
町 ). 三菱 造船 技術 部 (千代 田 区 丸の内 三菱 本 館 ). て 以上 230 名 う ) a 、 
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(7) 相沢 一 光 ( 光 半 電器 )、 相沢 識 次 (大 阪 府 王 島町 千里 丘 5 の 4 や よい 荘 ). 明 石 再 ( 穫 田 谷 区 斑 川 等 々 
力 末 1 の の. ( イ ) 石井 孝 (名 古屋 市 千種 区 小松 町 1 の 7 小松 寮 )- 伊沢 圧 平 (広島 市 大 手 困 8 の 28 の 83) i 
名 王 真 ( 朋 知 県 受 知 部 海 町 字 宿 地 43 三井 化学 鳴 導 究 )- て エ ) 江戸 信幸 川崎 市 二子 字 講 秒 閑 地 687 a 
年 ) (4) 長田 更 疾 (中野 区 上 町 40 園 本 万. て カ ) 川野 故 治 (横浜 市 南 区 大 岡町 715). 金子 邦男 ( 提 析 原 
。 市 相模 大 野 公 団 83 の 205). 川島 淳 三 郎 (目黒 区 緑ケ丘 3070). ( キ ) 菊池 重彦 (新宿 区 上 落合 2 の 8104 水 明 

| EU 呈 室 ). (2) 黄 内 富夫 て 調布 下 石原 ?553 必 科 方 ). 久 保 忍 ( 福 岡市 横 平 宇 坂 本 691 井尻 寮 ) ・ . 篤 田 キー 
CL 癌 全 修 板 市 西 氷 生 困 63 寺内 方 ).( コ ) 香 崎 銀 晴 ( 阪 大 工学 部 ).( サ ) 斉藤 清高 (新宿 区 戸 辺 町 3 の _ 
罰 14s). em (楽市 作 町 2 の 4).( シ ) 下野 恵 章 (大阪 市 信吉 区 今 林 町 504. て 類 川 喜 ( 電 々 
有 社 人 を 局 電 信 内 起 課 ) 湊 崎 広 素 (新宿 区 信 濾 町 23 の 7 実 川 方 - て ソ ) 柴本 清真 人 
軍 1324), ( テ ) 仁田 和 利 (熊本 県 芦北 郡 北 町 佐敷 電話 中 継 所 社宅 ). て ト ) 戸川 香 人 (新宿 区 上 落合 
導 (2) 田 注 必 ( 調 向 市 入間 町 1 の 512).( ナ ) 中 村 宛 巴 ( 練 馬 区 中 村 南 町 2 の 7 公 革 中 肘 南 穴 ) 申 川 半 
(tM 儲 市 北 目 町 75). 示 山 感 数 ( 民 崎 市 本 河内 町 1 の 2700). て ノ う 野原 真一 (仙台 市 保 春 院 前 3 の 13 ! 
本 ) . 野本 和 勉 ( 貸 許 市 金沢 区 浦 町 3332 角井 訪 ).( ハ ) 長谷 川 利治 CC/O Tnstitute of International 
Education Dept of or U.S. Ertehange Relations I East Str. New York21 N.Y. U.S. A.). 服部 健雄 が K 
東工 大 大 学院 )。 春田 和男 (名 古屋 市 西区 天辺 思 の 35). 馬 場 照明 ( 措 潜 市 ) (2 藤井 一 明 (練馬 区 中 
持 南 町 2 の 7 公社 中 肝 南 寮 )。 古田 。 患 ( 公 社 建設 局 建設 )。 嘩 井土 涯 Gil 崎 市 東 古 市 場 23, 東芝 青 圭 察 )。 
に CA) 村上 実 (宮山 県 幼 負 部 生 合 思 布 月 電流 所 容 ). (CE) 森田 哲 (北海 道 加東 郡上 士 閲 町 黒 平 昌 

| 02 C9 大 村 幸 > 戸 地 宗 下 (本 談 較 放 送 の て や) 販 晃 (世田谷 区 東川 町 78 鈴 林 方) 山田 美 護 
6 市 由 長 欄 町 65 う 。 田 光 刻 名 (中 部 管区 藤 富 三 琶 県 箇 信 出 棋 所 > 山 滞 湯 ( 港 区 味 市 収 下 四 19 う 。 
培 る 茸 (甲府 市 部 町 ) 山本 等 ( 桶 活 間 放 遂 所 山田 普 (大 阪 府 守 市 京 孤 本 通 2 の 18 三洋 電 議 内 

々 公社 拉 長 宏 )ー ( ユ ) 豊 誤 秀 (調布 市 入間 町 中 電気 肖 信 学 較 > €a) 寺 還 ま 
・ 吉沢 二郎 (西宮 市 松山 町 45 国鉄 ア ペ ー ト B41 号 ). 


守正 ( 起 エ ) 岡本 震 暗 (9 立た ) 旨 (大 ) 上 聞 政 ー 
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生 療術 ( 電 


ーー 一 昭和 36 年 度 電気 通信 学会 全国 犬 会 


一 般 講 演 お よび シン ポ マ ジャ ゥ パム 講演 募集 

昭和 36 年 度 本 会 全国 大 会 を 下記 に ょ り 開 催し ます 。 つ いて は , 一 般 講 演 お よび シン ポジ ャ ゥ 講演 を 募 
集 し ます か ら , 下記 要綱 御 参 照 の 上 , 鶴 つ て 応募 され る よう 希望 し ます 。 

期 日 昭和 236 年 11 月 11 日 ( 土 ) 一 13 日 (月 ) 

会 場 東京 電機 大 学 (東京 都 千 代田 区 宣 田 錦町 9 


一 般 講 演 ・ シ ン ポ ジッ ム ふ ム 講演 募 集 要 網 

応募 音 の 盗 搭 本 会 会 員 ( 准 員 , 学生 員 を 含む ) た 限る 。 た だ し , 連名 の 場合 , 会 員 以 外 の も の を 合 だ 
で も よい が , 論文 発表 者 は , 会 員 ror = 生 員 を 信 む ) で な けれ ば な ら な い 。 

講演 西 容 最近 行なっ た 研究 お ょ び 調 査 の 報告 , また は 成果 を あげ た 新しい 企画 ' ぉ よび 試験 結果 
の 報告 , 新 製 品 の 紹介 等 で , i tts 未 発 麦 の も の た に 限る ろ 。 た だ し , 内 容 が 
不適 当 で ある と 認め た も の は 採択 し な い 。 

応募 上 の 制限 講演 は 1 人 1 件 (A また は B の いずれ か 1 件 ) に 限る 。 (同一 人 が 数 件 の 応募 論 交 に 共 “ 


著者 と し て 参加 する の は さ し つ か を な い が , 内 容 が きわ め て 丈 似 し た も の を 数 件 に わな だ た 
っ て 発表 する こと は 認め な い ) RT POL Te Oe 


発 表 形 式 次 の いずれ か に よる 。 (A) 一 般 庄 演 (B) シン ポジ ャ ぁ ム 講演 (下記 課 古 の いずれ か に 


該当 する 内 容 の も の で ある こと ) 内 容 審 査 の 結果 (A うか ら (B) へ , また は (て (BB) か ら 
CA う へ 変更 する こと と が ある 。 C こ の 場合 原稿 の 書き 替え お ょ び 参 加 費 の 変更 は 行わ な い » 


部 門 ふ | A EE 題 ) 
理 論 | て 8 一) パター ン 認 識 の 計画 題 て S 一 2) 高 信頼 度 化 の 諸 問 是 
半導体 ・ ト ラン ジス タ | (8-3) 高 出力 トラ ンジ メタ と トラ ンジ スタ の 許容 電力 損失 
注 (1 上 記 以 外 の 課題 は 未定 , 7 月 峡 に た あらため て 発表 し ます 。 
(2) (S 一 3) は , 9 月 予定 の トラ ンジ スタ 研究 専 問 委 員 会 シン ボ ポジ みよ ム を 振り 
替え あちら た め て 全国 大 会 シン ポジ ウム と し て 募集 いた し ます 。 
発表 形式 (A) の も の は 1 件 10 分 以内 、 (CB か ら A に 変更 の も の を 含む )〉 (B) の も の は 
1 件 20 分 以内 。 オフ セッ ト 印 刷 に よ ょ り 講 演 論 文集 を 出版 する 。「 (A う は イイ 頁 
(B) は 2 頁 ]」 オフ セッ ト 印 刷 は , 講演 者 の 提出 され た 原稿 その まま を 印刷 の 原版 と す 
る も の で ある か ら , 原稿 は 「 原 稿 の 書き 方 」 に よ ょ り 所 定 の 原稿 用 紙 に 記載 する と と 。 原 
稿 の 書き 方 が 不適 当 で 印刷 に 支障 ある 場合 は 不 採択 と な る こと が ちる 。 
講演 者 参加 紅 発表 形式 (A) は 400 円 , (B) は 500 円 , 大 会 次 第 書 , 参加 章 , 別 訓 50 部 を 進呈 す 
る 。 た だ し 講演 不 採択 の 場合 は 。 参加 費 を 返却 する 。 
申込 お よび (a)「 講 演 申 込 用 紙 」「 原 稿 用 紙 」「 原 稿 の 書き 方 」 は 申し 出 に より 交付 する 。 (申し 
原生 提出 乱 限 。 由 の 際 に 発表 形式 (A), (BB) の 区 別 を 明記 する こと ) 。 完 送 を 要する 場合 は , 返信 料 


と し て , 1 組 の 場合 は 郵便 切手 20 円 , (2 組 以 上 の 場合 は 1 組 増 す 毎 に 10 円 増 ) 隊 付 
= 
の と と 。 (bP) 講演 申込 用 紙 に 必要 事項 を 記入 し , 講演 者 参加 費 お よび 原稿 を 添え , 


8 月 21 日 午後 5 時 まで に 申込 むせ むこ と ? (この 時 刻 後に 到着 し た も の は 受理 し な い 。) 
東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 電気 通信 学会 


J 

振替 東京 35300 番 電話 (331) 7348 知 ・ (301) 3231 >5 秋 
rr (a&) 諭 交 集 は , 予約 申し 込み に より 一 般 に 吾 布 する 。 詳細 は j 道 つ て 会 告 す る 。 
Cb) 別刷 は , 論文 発表 者 に 50 部 を 進呈 する が , 50 部 以上 入 用 の 場合 は , 下記 実費 で 注 
駐 に 応ずる か ら , 希望 の 方 は 論文 発表 申 し 込み の 際 。, で 


問 嘆 
束 恒 
襲 避 


~ 発表 形式 (A) 1C0 部 1,000 円 200 部 1,100 円 


同 (CB) 100 部 1,200 円 200 部 1300 円 


電気 通信 学会 全 大全 家中 会 - 
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@ 自動 化 る れ た 工 EC a ンカ メラ 


AR A 


KOWA AUTO-EYE AE-ID 


画 自 動 化 る され た 全 ト ラン ジス タ 式 ビデ 
ィ コ ンカ メラ で 、 広 範囲 な 用 途 を 持 
まず 。 

画 極 め て 小型 軽量 で AC で も 携帯 用 バ 
ッ テ リ ーー で も 動作 し ます 。 

画 250 : 1 以上 明暗 変化 に 追随 する 完全 
自動 感度 調整 装置 が 付い て いま す 。 
画 穴 庭 用 テレ ビビ でも, 有線 モニ ター で 

も , そ の まま 接続 し て 使用 出来 ます 。 

琴 通 常 下 1.4,25mm の レン Cg 
り 高 感度 の 座 , 室 内 撮 明 ] も 可能 

に EE 
ズ が 自由 に 取付 けち られ ます 。 

な お , 三 本 タ ー レ ッ ト 用 レヒ レンズ や ズ 
ー ム ピン ズ は 」 当社 製 プ ロミ ナー が む 
用 意 さ され て お か ます 。 

机 士 法 巾 68X 高 150x 奥行 205 況 

重量 2.45kg 


張 時 9 株 直 偏 詩 
電機 光 学 部 


ra ( 共 伸 ビ か ) 
電 “ 話 * 東 : 京 (291)8 004229 


件 会 の 節 は 御手 
致 で も 掲載 誌 名 な 
ど 御 報 ら せ 下 さい 。 
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表紙 写真 説明 
一 周波 高速 夏 心 記憶 マト 


リク スプ レー ン と それ を 使 
用 し た 2048 話 回 路 仙 い 
記憶 装置 

パラ メト ロン KK 直結 で き 


る 二 周 波高 速 磁 心 記憶 六軒 
の 発明 は , パラ メト ロン を 
完全 な 論理 回 路 素子 と し て 


"写真 は 二 周 波 記 憶 貢 置 に 
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エレ クト ロニ クス ダイ ジ エ ス ト PR シリ ー ズ No. 36-1951 


読 (¥..2450 


ェ z ェ ス 下載 - 好 評 の トレ ー ニ ング ・ コ ー ス その 他 


第 31 集 最近 の 部 品 の 選択 と 測定 


“% I ‘> 下 品 a の 選択 と 測定 の 意味 eta ts a ei 04 V0 oF ooo ed de ( 東 京 大 ーー 尾 佐竹 竹 『 
1 ン > トラ ンジ スタ の 選択 と 測定 ere (日 立 製 作 所 ) 0 晴 “< 
a * に 7 
> 半導体 各 品 の 選択 と 測定 cases rsamey dosesss ees so a RR (日 本 < 電 気 ) ~~ 芝 打 郎 
IV > 磁性 材料 和 元 品 の 選択 と 測定 errrerrrereeereeereeeerereeeereee (人 富士 通信 機 ) 中 島 友 円 
: V > LCR 殖 品 の 選択 と 測定 as Soin 00 0 0 te CE a 導 ( 東芝 小 \ 向 工 場 ) 森 脇 奈 
そる 目 で 見 る 現場 < トレー ニン グ ・ コ ー ズ を を 
ワイ ヤ ・ ス プリ ング 継電器 の 製造 に つい て 電子 装置 の 信頼 性 -……………… (電電 公社 ) 唐津 = 一 
EE (日 本 電気 ) 細川 悦 利 , 須田 義光 環境 試験 装置 の 諸 問 題 ……… (三菱 電機 ) 木下 親 郎 
店 和議 チエ ッ ク 回 路 の 諸 問 題 …… (富士 通信 機 ) 特 事 間 
マイ クロ 波 真 空 管 の 動向 箇 状 持 緒 氏 プ ロ セ スジ を 2 林 
2 (東芝 マツダ 研究 所 ) 上 崎 賢治 IRE (東京 大 学 ) 人 寺村 
そる 連 載 TOP News 飛 し ょ う 体 用 計算 機 の 小形 化 
レー ダ ダ 講座 (防衛 庁 陸 幕 ) 松原 茂 ee (三菱 電機 ) 小田 達 太 郎 
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長 五 す 本 た 役 諸 れ 等 い 基 迷 ・ 諸 な を 線 に わ 
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殿 米 気 ミ は 果 委 た な た 究 イ 面 機 も し 界 き 才 
通 箇 極 さ 員 関 役 ・ な ス 燥 の 対 て に れ 育 
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= り 著 ど さ 会 て 本 分 病 の 観 写 成 頁 研 て 
功 な 電 れ ・ 本 会 野 ご 観測 真 果 献 究 多 
滋 績 も 気 ~ 日 学 瑞 に の 測 法 電 を を 者 く 
人 賞 の 通園 本 会 会 大 成 へ の 送 ぁ さき さと の 
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金原 淳 者 は 大 正 14 年 東京 帝国 大 学 工学 部 電気 工学 
笠 を 卒業 後 運 信 省 工務 局 に 入ら れ 無 線 通信 の 調査 研究 
記 従事 され まし た . 昭和 3 年 わが 図 と し て は じ め て 空 
電 の 問題 を と りあ げ , 方 位 の 同時 測定 に より 雷雨 ・ 台 


風 ・ ・ 前 線 に 空 電源 の 分 布 す る こと お よび ア ジア ・ ・ 大 平 


洋 の 空 電源 分 布 を 明らか に され まし た . 昭和 8 年 よ 
ls . 台北 , 対 欧 無線 写真 電送 の 試験 研究 を 行 な 
0 計 ペ ルリ シオ リンピック 英国 戴 守 式 な どの 電送 に 
成功 し 昭和 15 年 の 業務 開始 に 導 か れ ま し た ・ 昭和 12 
年 に は 放送 規 画 を 定め NHK・ 東 京 芝浦 電気 と 協力 し 


て 東京 大 電力 放送 局 Q50kW) の 性 能 を 欧米 の レベ 
際 て まで 送 せ を しめ られ て で て おり ます と れ ら は わが 国 の 
有 | 49am 人 A326 必 の 民 史 上 板 め て 宣 要 な 段 茶 を 面 し た 


も の と いえ ます - な お 本 務 の か だ わら 大 正 15 年 より 
年 まで 早 家田 大 学 。 東京 商 和 学 税 の 癌 
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了 あ 界 的 術 の 術 れ 指 確 1 開 に 射 に 研 し 重 俊 あ 

生ま | 

, 議 eo ・ 大 ご の 涼 、 ま 

社 三 品 て す ぼ 軍 な に 会 た と ど ス 超 吸 用 の あく 述 指 は 

田 団子 いこ ・ き さ 要 と どっ つっ 会 * に ` 短 収 い 暫 た か を 近 多 | 

| 法 大 た こ れ な の く 長 さよ 卓 電 波 壁 た 献 ち ら な 次 年 

る 人 年 し に た 役 諸 さ 等 ら っ 越 力 に の 無 を れ 禁 さ 成 に 

長 五 ま 本 功 割 役 れ の に て し 等 お 研 給 な 超 い に わ | 

電 月 す 会 導 を 職 ま 主 本 た の け 究 電 さ わ 短 まつ た 

清 米 気 王 介 は 果 委 た 要 会 多 識 測 る ^ マ い が 波 し くり | 

2 ニ 村 本 さ 員 半 な 貞 の 見 電 邊 生生 

殿 ! 信 程 られ を 吉 役 会 責 と 7 直 ィ 人 穫 

学 に 頭 な 任 学 と な 動 の 定 ロ 波 * の て マ ら ま と 」 

0 著 と さ 会 し 電 業 力 開 数 波 中 な 分 イ に た し | 

ES り な 電 れ ヽ て 気 績 な 発電 継 か 野 ク 研い て 

功 れ 気 へ 日 本 通 を ら お イ 子 な で の ロロ 究 く 多 | 

頂 の 通 国 本 学 信 残 び よ ン 管 ら も 完 波 者 た く 

滋 賞 が 信 際 学会 技 さ に び ぴ ビ の び 反 展 の と 紀 の | 

当 早 の 療 
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eesoehr eh om a 


手段 を 見 出さ れ , また ア ジア ・ ィ ン ド ネ シ ヤ ・ 太 平 洋 


rE GS 
の 教育 ・ 指 導 に 当たら れ ま し た: 

昭和 15* 年 名 古 。 員 党 国 大 学 理工 学部 人 設 に 当たっ 
eh FA 
て 研究 と と も に 後進 の 育成 に 尽き され て お り ま す -。 同 君 
の 章 工 し た 識見 と 国際 的 視 野 よ り の 指導 に より 多 の 「 
技術 者 が 薄 了 を 受け 電気 通信 界 で 活躍 し て お り ま す 

と と に 特 策 すべ きこ と と と し て 昭和 24 年 名 古屋 大 
付属 の 空 電 研 究 所 を 創立 され , 所 長 と し て 同 君 の 量 生 
の お 仕事 と も いう べき 空 電 研究 を 多 方 面 に 中 進 させ ら " 
れ た こと と を あげ な けれ ば な り ま せん . 空 電 の 強度 ・ プ 


うぅ 雨 ・ 台 風 ・ 前 線 ・ ジット ス トリ ニム な ど に 分 布 9 
る 空 電 を 詳らか に し , 気象 構造 の 研究 に 極め て 有用 


の 空 電 大 分 布 と その 弄 由 を 明らか に され まし た 。 0 
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3 ” 
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空 電 に より 雷 放 電 の 機構 を 解明 する 途 を 拓 か れ , 太陽 
】」 糞 発 ・ 校 燥 発 の 探知 に も 成功 され て お り ま す . 昭和 29 
有 】 年 ホイ ィ ス ラー を 従来 不可 能 と され て いた 豊川 ・ 稚 内 の 
よう な 低 線 度 で 観測 する こと に 成功 し , し か も それ が 
鮭 明 な 純 音 に な る と と を 朋 ら か に され た こと と は 世界 の 
年 目 や を あ が て いま す . と の と と は 宇宙 通信 計画 の 基礎 
計 財 と な る べき も の で , 宇宙 空間 の 性 質 を 明らか に す 
る 足がかり と な り ま し ょ う . 

| 同 君 は 本 会 の 副 会 長 , 東海 支部 長 の ほか 電気 学会 , 
ee hi tiaft 


ED nS 
の こと と は 国外 に る 及び 4 回 の 海外 渡航 に 際 し て 
RC EE TR.SIL I.U.GG RAG 


¢ ER of Atmospheric Electricity の 諸国 際 会 


し て 本 年 3 月 定年 退 宮 され る まで 36 年 の 
こり 研究 な ら び に 後進 の 育成 に 尽力 せら れ ま 
君 の 優れ た 識見 と 高潔 な 人 格 と に より 薫 了 候 を 
く の 技 術 者 が 今日 わが 国 の 電気 通信 な ら び に 


と れ を 応用 し て 東京 工業 大 学 と 筑波 山 と 最も ふさ わし い 方 で あぁ る と 信じ ます 。 
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極 超短波 に よる 通話 実験 を 行ない , っ つい で 波長 Sem 


の 電波 を 用 いた 今日 の レー ダ と 同様 な 海上 障害 物 探知 
装置 を 研究 され る な ど 今 日 の マイ クワ ョ ロ 波 時 代 の 先駆 と 
な る 業績 を あげ られ まし た . 
また 測定 方 面 に も 研究 を 進展 せら れ , 超短波 に お け 
る 旅 電 体 定数 お よび イン ピー ダン ス の 新しい 測定 方 法 : 
を 確立 され まし た が , 戦後 は 超短波 測定 研究 専門 答 員 
会 を 組織 し て わが 国 の と の 分 野 の 発展 を 促進 され る と 
と も tC; 同 君 自ら も 電力 計 に つい て すぐ れ た 成果 を あ 
げ ら れ ま じ た . 
一 方 , 同 君 は 戦前 か ら 電 磁 波 の 放射 や 回 折 , 反射 の 
研究 を 進め られ , 特に 放 物 面 ア ン テ ナ の 研究 で 成果 を 
あぁ あげ られ まし た . 戦後 は 反射 板 に よる 無給 電 中 継 の 研 - 
究 に 力 を 注 が れ , 実用 化 の 先 ベ ん を つけ られ まし た . 
また 電磁 波 の 研究 に 対し て 早く か ら 電 波 吸 収 壁 の 必要 
を 説 か め れ , その 研究 に よっ て 優れ た 性 能 を も つ 吸 収 溢 
を 完成 し , これ を 用 いて 東京 工業 大 学内 に わが 国 最 初 : 
の 電波 暗室 を 建設 され まし た . _ r 
さら に 戦後 の マイ クワ ョ ロ 波 電子 管 の 開発 に つい て は 極 
超短波 研究 委員 会 を 組織 し , わが 国 の マイ クコ ェ ョ 液 電子 - 
管 の 開発 実用 化 に 多大 の 力 を 尽 さ れ , また 最近 は 後進 
を 指導 し , ミリ 波 の 磁 電 管 , 進行 波 管 な どの 開発 に 貢 : 
献 せ られ まし た . 
教育 方 面 に お いて は 大 学 電気 教官 協議 会 , 電気 学会 
教育 専門 委員 会 な どの 活動 を 通じ て で わが国 の 工業 教育 
の 改善 に 尽 さ れ , また 東京 工業 大 学 の 電子 工学 研究 所 - 
(現在 は 精密 工学 研究 所 に 統合 ) の 設立 , 電子 工学 科 - 
の 創設 に 尽力 され る な ど 多 く の 業 績 を 残さ れ ま し た . 
さら に 同 君 は “超短波”, “電気 磁気 学 演習 ”, “ 高 周 
波 工 学 ” 等 の 著述 を な され , また “実用 マイ クロ 流 護 : 
座 ” を 監修 され る 等 後進 の 勉学 に 多大 の 便益 を 与え ら . 
れ ま し た . , 
同 君 は 電気 通信 学会 の 主要 な 役員 ゃ 歴任 され , 本 会 
の 発展 に 尽 さ れ ま し た が , また 各種 委員 会 の 委員 長 と 
し て 電気 通信 な ら び に 電子 技術 の 振興 に 尽 さ れ た 功績 
も また まこ と と に 大 きい も の が あり ます . | 
以上 は 同 妊 が 電気 通信 お よび 電子 技術 方 面 の 学術 な 
ら び に 事業 に 買 献 され まし た 業績 の 大 要 で あり まし 
て , その 功績 は ま と と に 大 きく , 本 会 功績 賞 を 贈る に 


仙 文 賞 お よび 著 
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, シル バー ボン ド ・ ダ イオ ー ド の 
非 直線 性 障壁 容量 に つい て 
喜田 昭一 君 杉山 耕一 莉 
(本 会 誌 34 年 12 月 号 掲載 ) 


移 渦 コ 幹 一 > 君 
本 論文 は マイ クロ 波 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 用 シル パ バ 


喜田 照 一 君 


ポンド ・ ダ イオ ォ オード の 設計 , 構造 , 製作 法 を 述べ , さ 
ら ぁ に , その 非 直 線 性 障壁 容量 の 特性 の 測定 お よび 解析 
を 行ない , 従来 の ダイ オー ド と の 比較 を 行なっ て , そ 
の 優秀 性 を 示し た も の で ある . 

著者 あら は , さき に 半導体 ダイ オード に よる マイ クワ ロ 
| 流 の 発振 増本 を 行なっ て マイ クロ 波 パ ラメ トリ ッ ク 増 
凡 器 研究 に 先 ベ ん を つけ , 続い て と の 増幅 器 に 適し た 
新しい 構造 の ダイ オー ド , すなわち シル バボ ンド ・ ダ 
ォ ォ ー ド の 発明 実用 化 を 行なっ た 。 と の ダイ オー ド は 
放 従来 の も の に 比 し て 障壁 容量 が は る か に 小さ ぐ , し ゃ 
析 同 波数 が 高く , その 特性 の 優秀 さ は 広く 海外 に も 知 
られ 米国 に も 技術 輸出 され た . 

】 以上 の ょ うに 本 論文 は マイ クロ 波 パ ラメ トリ ッ ク 増 
選 器 の 開発 促進 に 貢献 する と ころ 極 め て 大 きい も の 


褒 衣 と きえ られる. 
ろ 波 器 の チェ ビシ ェ フ 近似 理論 


た 


i 陸 て 補 林寺 
(本 会 誌 35 年 3 月 号 掲 載 ) 
本 論文 は 与え られ た 周波 数 令 


で 一 定 値 に 対し チェ ビシ ェ フ 
』 す る る ろ 波 器 の 設計 論 を 統一 
ones A 


和 君 
A ERNE 


textE 渡 部 


和 の 坦 骨 利得 。 間 和 柏 を 衝 化 せしめ る て と が 知 


述 賞 贈 > 


び が 複 通過 域 ろ 波 喘 に つい て 一 般 諭 を 適用 し て その 設計 = 
諭 を 詳細 に 記述 し て いる . 

と の よ ょ うに, 本 論文 は 従来 知ら れ て いな た 設計 法 を 含 
と共に, 未 解 決 だ っ た 多く の 新しい ろ 波 器 の 設計 を 
可能 と する 統一 的 理論 を 導い た も の で , と れ に ょ り 非 
対称 筐 域 通過 (阻止 ), 軍記 
忠 お よび 線 輸 個数 を 最少 と する 帯域 る ろ 波 器 の 近似 論 が 
a 
する 通信 方 式 の 開発 に 寄与 する と と ろ が 極め て 大 きい 
も の と 思わ れる . - 

逆 根 軌跡 法 に よる トラ ンジ スタ eg 
帰還 増幅 器 の 設計 y 
藤 村 安志 者 
(本 会 誌 35 年 5 月 号 掲載 ) A 
本 論文 は S 平 面 逆 根 和 軌跡 に よ 
る 帰還 増幅 器 の 合成 法 を 導き 前 
トラ ンジ スタ 増幅 器 へ の 応用 を 「 
明らか に し た も の で を る 本 
自動 制御 の 分 野 で 展開 し た ST 
平面 の 根 軌 跡 に 注目 する 方 3 
著者 独自 の 観点 か ら 広 帯域 増幅 
器 に 適用 する と と に 着目 し て 5 
極め て 簡明 な 設計 方 式 を 導き , まな た 従来 の Bode 線 図 
に よる 方 法 と の 関連 と お いて 問題 点 を 明らか に し た .。 
また 既に 発表 し た (本 会 誌 昭 和 33 年 10 月 号 ) トラ 
Sr 増 局 器 の 単 一 極 関数 近似 理論 を 結び が つけ て で > 
任 吉 放 。 任意 償 特 仔 の 方 形 トラ ンジ スタ 
を 実現 し 得る と こと を 示し た -. 

tu 衝 才 の み で な く , 一 剛性 利 折 系 の 
計画 論 開 発 と と も IC, トラ ンジ スタ 増加 器 の 実用 化 
上 寄与 する と と が 極め て 大 きい と 思わ れる . 
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藤 村 安 志 君 


が 
人 行 波形 パラ メト リッ ク 増 幅 吾 に 
5 る 高 瑞 波 大 分 の 影 才 に つい て 
ーー パラ メト リッ ク 回 路 の 分 布 結合 理論 


放散 成 大 
(本 会 誌 35 年 6 月 号 掲 載 ) a , 
小形 パラ メト リッ ク 増 皿 器 で は 増 弓 に 必要 な 信 
生 攻 と アイ ドラ 流 の 外 に 多く の 高 主流 が 発生 し 


3 本 前 文 は これ ら の 点 に つい て 書 油 的 に 考 


890 岡 部 記 
行なっ だ る も ので, ます パラ メト 
リッ ク 分 布 結合 の 一 般 式 が 信号 
波 と 共に 移動 する 系 に 変換 する 
と と に より 従来 の 分 布 結 合 の 式 
と 全く 等 価 に な る と と を 見 出し 
一 般 解 を 求め 高調 波 成 分 の 能 扶 
を 論じ て いる 。 また, その 実例 
と し て 縦 形 電子 ビー ム を 用 いた 
パラ メト リッ ク 協 幅 器 に つい て 数 値 計算 を 行ない , 高 
調 波 成 分 が 増幅 器 の 動作 特性 に 大 き な 影 響 を 及ぼ すこ 
と を 示し て お り , とこ の 方 面 の 分 野 の 理論 ある い は 実際 
の 設計 の 上 に お いて 寄与 する 所 が 極め て 大 きい . 
時 
補 保 夫 苫 
(昭和 35 年 8 月 , 共立 出版 発行 ) 
本 書 は 電気 通信 工学 並び に 電子 工学 の 基礎 と な る 伝 
送 回 路 の 基礎 理論 に つい て 解説 し た も る の で ある . 


有 従来 この 方 面 に は 平易 な 入門 書か , ある い は 高級 な 
参考 書 は 数 多く 出版 され て いる が , 本 書 は 大 学 の 学生 
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: 岩崎 人 ) 一 : 書 
| 品 大 は 呆 和 24 年 3 月 東北 大 


| 義 株 式 会 社 に 入社 し , 同 26 年 
及 東北 大 学 電気 通信 研究 所 助手 と 
放 な り . 同 33 年 助教 授 に 進み , 
許 現在 と いた っ て いる . 軌 和 34 
年 に は 磁 気 録音 に 関す る 研究 に 
よっ て 工学 培 士 の 学位 を 得 , 同 
計 30 年 に は 磁気 録音 方 式 たよ る 直線 ひずみ の 検討 に 対 
放し て で 電気 学会 諭 文 賞 を , 同 30 年 に は 磁気 テー プ の 磁 
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岩崎 俊一 君 


られ た . 

同 君 の 研究 は 終始 一 費 し て 磁気 録音 に 関す る 研究 で 
放 あっ て , 本 会 誌 , 電気 学会 誌 , 並び に 音響 学会 誌 に 多 
族 発表 され て いる . 初期 の 研究 は 磁気 録音 の 直線 回 路 
、 記 * 資料 番号 5141 


程度 を 対象 と にし て 比較 的 高度 の 
問題 に 至る 事柄 まで を 平易 に 解 
説 し て , 将来 さら に 高級 な 理論 
に 進む な た め の 足 が か り を 提供 し 
て いる 。 
最初 の 3 章 は 回 路 網 の 解析 法 , 
四 端 子 網 理論 を 説明 し , つき に 
複素 関数 と し て の ィ ン ピ ー ダ ン 
ス 関 数 と その 性 質 を 論じ 回 路 の 合成 に 及 ん で いる . さ 
ら に ろ 波 器 の 影像 パラ メー タ 理 論 か ら 進 ん で 動作 特性 
理論 の 初歩 を 紹介 し て ある . 第 8 章 は 信号 伝送 の 立場 
か ら 信 号 波 お よび 回 路 の 取扱 い を 述べ , また 策 9 章 は 
確率 過程 と 題し て 雑音 その 他 確 率 的 に 小波 形 の 取扱 い 
方 を 説明 し , 予測 ろ 波 器 等 の 紹介 が 行なわ れ て いる . 
以上 の 通り , 本 書 は 伝送 回 路 と それ に 関連 し た 事項 
を , 比較 的 導 新 な 形 に よく 繧 め られ て お り , また その 
説 月 は 懇切 平易 で 理解 じ 易 い 。 し た が っ て 通信 工学 , 
電子 工学 を 学ぶ 学生 の 教科 書 , 参考 書 と し て 勝 れ て い 
る ば か り で な く , また 一 般 技術 者 の 参考 と も な り 拍 界 
に 貢献 する と と ろ 少 な く な いと 思わ れる . 


溢 保 夫君 


岡部 記念 研究 奨励 金 贈呈 


納 と し て の 性 質 を 検討 し 録音 再生 の 波形 ひずみ の 問 
題 , ある い は その 改 癌 方 法 の 研究 を 行なっ た .。 つい で 
履歴 作用 を 有する 非 直線 回 路 と し て の 磁気 録音 , ある 
い は その 内 部 磁化 機構 に つい て 研究 を 行なっ た 、 特 に 
今 ま で 明らか に され て いな か っ た 交流 パイ アス 方 式 の 
磁化 機構 を 履歴 曲線 の 示す 実験 法則 上 か ら 明 ら か に し 
た .、 阿 和 32 年 以降 は 記録 用 磁性 材料 の 製造 に 関す る 
研究 を 行なっ て いる .。 と れ ま で の 研究 C に よって, 磁気 
録音 の 性 能 を 高め る た め に は 記録 材料 の 開発 が 軍 要 で 
ある と の 結論 を 得 た の で , 現用 の へ マタ イト 材料 に 比 
泡 し て より 高 性 能 な 鉄 , コバ ベルト, ニッ ケル 系 の 合金 
粉末 村 料 に よる 磁気 テー プ の 試作 研究 を 行なっ て い 
る て これら は 特に 短い 波長 の 録音 再生 に 高 性 能 を 発揮 
する 本 

現在 は 合金 粉末 , 電気 メッ キ , 真空 燕 着 等 た によって 
新しい 記録 用 磁性 体 を 開発 し , と これ を 用 いて 磁気 記録 
分 解 能 を 向上 せしめ , 短波 長 の 録音 を 容易 に する 研究 
を 行なっ て いる . 以上 の 研究 を 通 じ て 特 許 数 件 を ゃ も っ 
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て いる . 上 述 の 研究 経過 考慮 し て , 同 君 の 現在 まで 
の 成果 と 将来 の 発展 を 予想 し て , と こと に 岡部 記念 研究 
姜 励 金 を 贈呈 する と と と な っ だ た 次 第 で ある . 


中 原 恒 - 奴 者 


同 君 は 昭和 28 年 3 月 東京 大 
学 工 学部 を 卒業 後 , た だ ち に 住 
電 気 工業 株 式 会 社 に 入社 , 技 
術 部 第 三 技術 課 を 経て , 研究 部 
弱電 課 に 勤務 し 今日 と いた っ て 
. "いる. 
; 住友 電気 工業 株 式 会 社 に 入社 
2 後 375 形 円 軸 ケ ー ブ ル 国産 品 の 
前 発 ,。 テ レビ ジョ ン 放 送 用 アン テ ナ お よび 給電 系 統 の 
| 開発, ミリ り 波 伝送 用 円 形 導 波 管 の 開発 , 表面 波線 路 の 
研究 等 に 従事 し , 成果 を 挙げ て 来 た . な お 昭和 36 年 
光 ウ 月 より 同年 8 月 まで ブル ッ ク リ ン 工 科大 学 マ イク ワ ロ 
3 廊 研 究 所 に 研究 員 と し て 招 騰 され, 伝送 線路 に 関す る 
研究 を 行なっ て いる . 
同 君 の 研究 の うち で 特に 注目 され る の は , 〇 O ガ イド 


中 原 恒雄 言 
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ガイド と 称せ られ る 落 膜 誘電 体 表 面 波 線路 の 研究 で 
あぁ あり, と の 研究 に 対し 昭和 34 年 電気 通信 学会 まり, 
稲田 記念 学術 奨励 金 を 受け た . 

表面 波線 路 と し て は すでに , G-Goubou によって 
提案 され た G ラ イン が テレ ビジ ョ ン 共 同 受信 等 で 実用 
に 供 さ れ て いる が , G ラ イン は 導体 を 用 いて いる た め 
に 周波 数 が 高く な る と 伝送 損失 が 増加 し , 実用 性 だ 限 
界 が ある . と れ に 対し て 薄い 誘電 体 膜 で 構成 され た 表 
面 波線 路 で 低 損 失 伝 送 が 可能 で ある と と に 着目 し , そ 
の 実用 形式 で ある 〇 ガイ ド , ガイ ド お よび その 1 レ 
ゃ へ い 形 を 提案 し , それ ら の 姿態 , 伝送 特性 の 解析 を 
行ない , その 実用 性 を 証明 し , また 独自 に 設計 し た 表 
面 波線 路 測定 装置 に より , 実験 的 な 裏付け を 行なっ て 7 
来 た . : 
最近 は と れ ら 薄膜 誘電 体 表面 波線 路 の マイ ク = 波 7 
ミリ 波 帯 で の 実用 線路 の 開発 と 共に , 表面 波線 路 の 特 . 
徴 を 生か し て 鉄道 用 通信 線路 へ の 応用 を 試み て いる . 
以上 の 研究 経過 を 考慮 し て , 同 君 の 現在 まで の 独創 
的 な 研究 成果 と , 今後 の 発展 を 予想 し て , と と に 岡部 芝 
記念 研究 奨励 金 を 贈呈 する と と に な っ だ た 次 第 で ある 2 
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長 就任 あさ いさ 


全 ・ 左 広幅 抽選 次 二話 区 


私 が 今回 多数 の 会 員 の 御 推 演 に よっ て 会 長 の 椅子 を 
けが すこ と と な り ま し た 広田 で ど ざ いま す . みな さん 
御 承 知 の こと と と 存じ し ます が , 私 は 性 来 和 鈍 の 上 に , は 
な は だ 世 け も の で ど ご ざい まし て , お よそ 会 長 た る に ふ 
さわ し く な いも る の で ど ご ざい ます が か が, そし て また 電気 通 
信 学 会 と いう 光 煙 あぁ り 伝 統 の ある 会 の 名 准 を そこ と な う 
で と が あり は し まい か と お それ る も の で ど ざ いま す 
が どう か 会 員 み な さん の 御 指 導 と 御 べ ん た つと に よ 
ラ て 何と か こと の 一 年 の 任期 を 通じ て 責務 を 果して 行き 
だ いと 考え て お り ま す . どう か くれ ぐれ 御 協 力 を ゃ お 願 


語 必 貼 叶 げ ます . 


電気 通信 , その 基礎 と な る 技術 , 昔 風 に 申し ます と 
弦 電 , 反対 に も っ と 広く 新しい 言葉 で 申し ます れ ば ェ エ 
レク トロ ニク ス , と これ ら の 進歩 発達 は 近 時 まこ と こと に め 
店 まし じい る もの が ご ざい ます . 近年 と いっ て は まだ る こと 
し い 感 じ が いた し ます . どう し て も 近 時 と いわ ざる を 
得 ま せん . 工業 技術 の 他 の 方 面 に つい て も 同様 か と 思 


| いま す が , われ われ の 関与 する 分 野 に お いて 特に 著 し 


い 変 角 を と げ つ つ あ ぁ ある こと と は , 皆さん の 等 し く お み と 


の に な っ て いる と こと ころ と 存じ ます . 昨日 の 知識 が 今日 


LEU. 


は も う 古 いと 考え られ る 位 の も の で あみ あります. と うい 
う 5 時代 に , 前 会 長 に 比べ て お そら く 十 年 以上 年 長 の 
私 の で ごとき も の が 会 長 に な っ た と いう と と は 正 に 時 代 


A 逆行 の 観 が あり ます . 進歩 の は げ し い 分 野 を 担当 する 
放 学会 で ある だ け に 私 は ひそ か に その 感 を 深く し て お り 


ます 。 

火 間 の 性 格 に は いろ いろ な 差異 が だ ざ で ざ いま す が , 平 
| 生 通 信 関 係 に 耳目 を さら し て いる 人 た ちの 間 に は お の 
| すか ら 共 通 の 傾向 が で きる で し よう . そう いっ た 専門 
の 方 た ち が 集 まっ て で き て いる 学会 で すか ら , 同じ 工 
学 関係 と 申し まし て も , 他 の 学会 と は ちがっ た 特色 の 


放出 て 来る こと も 当然 か と 思わ れ ま す . 従来 と か く 本 学 
衣 会 の 術 誌 に 掲載 され て いる 論文 に つい て , あま り に K 理 


諭 的 な も の が 多い と か , ちょ っ と 専門 の ちがっ た も の 


で は まる て 理解 で き な い , 興味 が も て な い , と か いう 
放 批判 が あっ た と と を 承知 し て お り ま す . 


有 稚 の うろ お ば ええ で は あり ます が , な か し 電気 学会 に 


相当 する Institute of Electrical Engineers を 日 本 


| 語 に 訳し まし た と き に , 電気 工 師 会 と いっ た 時 代 が あぁ 


"| 
4 っ た か に 承知 し て お り ま す . 私 は その と き Engineers 
請 と ある こと と に いさ さか 庁 異 の 念 を も ち , また , は な は 


he 
*New President’s Address. By ToMOYOSHI HIROTA, 
[論文 番号 3353] 

| * 昭 和 36 年 5 月 13 日 の 本 会 通常 総会 に お ける 講演 . 


こ お ど ろか され た の で あり ます . 当時 私 の 印象 に あっ 

た 学会 は 学問 の た め の も の で あぁ り , 人 は むし ろ 第 三 義 
的 の も の で し た . で すか ら こ と を そ , 英文 の 中 に 人 と いう 
と と が まず うた われ て いる こと と に 人 換 か され た 訳 だ っ た 
の で あり ます . 私 の 英語 解釈 は 出 鮨 目 か も 知れ ませ ん 
が , 益 来 私 の 考え は 学会 と いえ ども 学問 だ け で あっ て 
は な ら な い , 人 間 味 の あぁ る も の で な けれ ば な ら な い の 
だ , と いう ふう に K 疾 り 固 まっ て し まい まし た . 

ふた た び 雑 誌 の 話 に 戻り まし ょ う . 学問 技術 の 内 容 
が そう いう も の な の だ , と いえ ば こと これ も ま た , それ ま 
で の 話 で あっ て , 現実 の 問題 と し て その まま 受け 取る 
以外 に 無い と 思い ます . も ちろ ん 本 学会 に は 編集 に 対 
する 強力 な スタ ッ フ が 常置 され て いて , 会 員 の 声 を 淀 
日 順 も っ と も 重要 な 課題 と し て 考 究 され て いる と と で 
すか ら , 放任 され て いる と いう 意味 で は 絶対 に ど ざ い 
ます まい . た だ 時 代 が 変わ り ま し て も 大 多数 の 会 員 と 
本 会 と の つなが り は 一 に か か っ て 雑 誌 に ある と と で す 
か ら , 雑誌 の 編集 と いう 点 に ついては, と これ で 充分 だ 
と いう 努力 の 限界 は 無い も の な の だ と 思い ます . 

か つて の 海外 版 は 今 で は 必要 と され な いか る も 知れ ま 
せん . 論文 集 を 従来 の 雑誌 の 外 た に 作っ た ら と いう 考え 
に 対し て も , 紙 成 も 反対 も ある と こと と 思い ます . 会 員 
相互 の つなが り を Beer Party な ど と いう 形式 だ け に 
求め よう な ど と は 決し て 考え て いま せん が , 会 員 名 簿 
こけ が 人 間 稀 を も っ て いる と いう の で は 江 し 過ぎ る よ 
hc 
一 般 会 員 相互 間 の 交渉 を 円 滑 に する と と , そこ と に 本 
会 の 最大 の 責務 が ある , と あら た め て 考え ます . 本 会 
が 会 員 ゃ 引張 る の で は 絶対 に な いと 思い ます . 

と うい う 意 味 か ら 申 し ます と , 本 会 の いろ いろ な 催 
し ゃ で きる だ け オ ォ オープ ン に する と と が 大 切 で は あり ま 
すま いか . 本 会 に は 従前 か ら 技 術 委 員 会 その 他 が 設置 
され て いて , 広い 分 野 に わた っ て 毎月 の よう に 会 合 が 
開か れ て お り ま す . と の 会 合 が 特別 な 限ら れ た 委員 会 
組織 で は な く (それ も ある の か も 知れ ませ ん が ) 会 員 
の どなた に で る も 自由 に 参加 し て いた だ ける よう に た 仕組 
まれ て いる こと と は ,。 私 な どか ね が ね , 本 会 の 最も 誇る 
べき 事業 だ と 心得 て お り ま し た 、 こ と こう いう 機能 は さら 
に さら に 拡充 し て 行き た いも の で あり ます 、 た と えば 
会 員 の 20 必 以上 の も の が , な ん ら か の 形 で 本 会 の 事 
業 な り 催 し な り に 参画 で きれ ば , それ が 単なる 雑務 と 
見 られ る よう な も の で あっ て も , 関心 を 深め る 動機 と 
も な り , 受益 する 機会 の 多く な る と と で し ょ う . 担当 
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者 が 2, 3 年 ど と に 交替 し て 行く と と も 接触 面 を 広く 
する 意味 で 望ま し いと こと で は あり ます まい か . 

令 , 私 が 申し まし た の は , 主として 電気 通信 学会 
の も の に つい て で あり ます . 私 共 が 現に 人 逢 着 し て いる 
研究 課題 に は どん な も る の が ある か . 何 が も っ と も 重要 
な 題目 で ある か . その よう な 大 それ た こと と は 私 が と ここ 
で 申し 上 げ る まで も な く , 皆さん 既に 良く 御 承 知 の と 
と で し ょ う . 御 承 知 と は いい まし て も それ ぞ れ ウェ イ 
ド の 置き 方 に ちがい が ある と と は 当然 で す . 強い て 最 
も 大 事 な こ と と いえ ば ぼや けた 話 に な り ま す . あ ち こ と 
ち 見 まわ し て いれ ば 総 花 に な る 以外 に あり ませ ん . 対 
人 象 が 細か く 分 化 さ れる に し た が い , 方 面 が ちがう と ど 
ぅ も る わからない, と 嘆 息 する 場合 で も 学会 誌 に は 周到 
な 解説 が し ば し ば 載せ られ て お り ま す . 親しま れる 雑 
誌 に なれ ば それ で 良い の で は あり ます まい か . 

近い , また は 遠い , 将来 の 夢 を 語る こと も 私 の 柄 で 
は あり ませ ん 、 他 に より 適当 な 方 も お いで で すか ら 。, 
私 と し て は 言及 を 遠慮 させ て いた だ きま す -. 

私 は 日 頃 技術 者 の 教育 養成 と いう 方 面 に 関与 し て お 
り ま す の で , と と で , ちょ っ と 時 間 を いた だ いて , そ 
うい っ た 面 に ふれ させ て いた だ きま す -. 

と いい ます の は 私 , 近頃 と くに , 技術 者 教育 と いう 
問題 に か らん で , 専門 の 方 は 申す まで も な く , 非 専門 
の 方 々 か らい ろ い ろ な 意見 を きか され て いる か ら で あ 
hp ます. それ ぞ れ の 方 た ちの 立ち 場 に よっ て 多少 の 相 
異 は あり ます が , 大 きく わけ て 見 ます と , 基礎 を し っ 
か り 身 に つけ た も の で あっ て 欲し いと いう 意見 と , 特 
殊 な 技術 を 習得 し た 者 で あっ て 欲し いと いう 意見 と に 
わか れる と 思い ます . むろ ん と う は っ きり 分 け て し ま 
ぅ と と は 不可 能 で も あり , いわ ば どちら を 重点 的 に 視 
る か と いう と と に な り ま し ょ う . ど と か ら を 特殊 と 見 
る か に も 気持 の ちがい が あり ます . こう いう 意見 の わ 
か れ 方 は 音 か ら あ り ま し た .・ 電気 工学 に 限っ て 見 て 
も, た と えば 数 学 と 物理 と 電気 磁気 と 。 それ に 語学 を 
索 分 や っ て お いて 和 欲しい. ほか の と と は 事業 体 に 入っ 
て か ら 伺 と で も な る , と いっ た 風 な 言葉 は 20 年 も 前 
か ら 耳 に し て お り ま し た . し か し 戦後 , 特に こと 数 年 
es 事 あ た ら A また は 新しい 基盤 の 上 に 立っ て , 
と の 問題 が 論議 され る よう に な り ま し た . 

周 じ 問題 で あり まし て で も, 技術 者 を 教育 する 側 と , 
需要 の 側 と で は 主張 の 内 容 を 異 に し て いる とこ と も あり 
ます . 何 が な ん で も 人 が 欲し い ・ 人 きえ あれ は ば 仕事 は 
いく ら で る も 拡張 で きる , と いっ た 乱 里 な 表現 すら 時 折 
用 いら れ て お り ま す . だ か ら と いっ て 機械 だ か 電気 だ 
か わか ら な い 技 術 者 を 作る わけ に は 到底 まい り ま せ 
ん , と あっ て 現に いく つか の 大 学 で は 昔 の 電気 工学 科 
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入っ て 観察 し て 見 る と , 両者 それ ぞ れ 裏 の 理由 が あっ 
て か く か く の 主 張 を し て いる の だ , と いう うがっ だ 
風評 も あります. そう だ と し て 見 る と 両方 の 言い 分 7 
け を きい て , まとも な 教育 問題 と 受取 る 方 が 馬鹿 気 で 
9 の よら で を あります. 

し か し 動機 が どこ と に あろ る うと, 機構 が 変化 すれ ば ぱそ 
れ に 対処 する に は 真 側 な 態度 を や も っ て し な けれ ば な ら 
ず , また 動機 の 如何 に か か わら ず , と れ は 重大 な と き 
の 問題 で ある と 思い ます . 

ある 園 立 大 学 の 学長 が , 電子 工学 科 な ど と いう 狭い 
潤 科 を 作っ た けれ ど , 個人 と し て は ああ いう 傾向 に は 
自分 は 大 反対 で す , と 語っ て いた の を 思い 出し ます : 
その と き あ る 長 考 は 直ちに こと これ を 反 ば くし まし た . 現 
在 の 大 学 で は 専門 教育 に は 2 年 また は 2 年 半 の 時 間 し 
か か けら れ な い . 一 方 工学 の 専門 は 分 化 に 分 化 を 重ね 
て 行っ て いる で は な いか . 教育 を 狭く 深く し な けれ ば 
な ら な いと と は 自明 の と と で は な いか , と . た だ し 前 
の 学長 の 意見 に は つぎ の よう な 条件 が つい て いま す . 
細分 され た 分 野 は 大 学院 で 取り あげ よ , と い う の で 
す . 大 学 ま で を 考え る か , 大 学院 まで を 考え る か で 
と に も 大 きい 問題 が あり ます . 

近頃 の 新聞 に は 業界 の 声 と し て 工 高 あ る い は 工 高 と 
大 学 と の 中 間 程 度 に 対す る 要望 が 強く 伝え られ て お り 
ます . 業界 と いっ て も る おのずから 大 中 小 の 別 が あり ま 
す . どれ が どこ と の 要望 で , 教育 機関 は その 中 の どこ と の 
要望 を 満た し た ら 良 い の か , 教育 機関 は また それ な り 
に 進路 を は か ら な けれ ば な り ま せん . 

概して いっ て 大 事業 体 と 中 , 小 と の 間 に は 言い 分 に 
か な り の へ だ た り が ある よう に 見 受け られ ます ・ 3 月; 
半年 の 養成 期間 を お いて 家 風 に 馴れ て も ら お うと いう 
ょ うな ゆとり の ある 事業 体 の 声 ば か り が 教育 に 反映 し 
た の で は , 中 , 小 が 困る と と は いわ ゆる 火 を みる より 
も 明らか で す . まし て 数 少な い 大 学院 卒業 生 な ど 採 用 
し た く な い 業 界 が 沢山 ある . に も か か わら ず 基 礎 だ け 
身 に つけ た 大 学生 の み を 教育 し て いて 良い 竹 は あり ま 


A 
も う 一 つ 別 の 見 方 も あぁ あります. それ は 現在 の 技術 は 


総合 技術 で ある . 単なる 通信 と か 電子 と か の 細分 され 
た 知識 を も っ て し て は どう し て も と れ に 対処 し て 行く 
と と は で き な い , と いう の で す . た し か に そ うぅ いう 仕 
重 が 非常 に 多く な っ て いる と と は 事実 で す . 通信 や 電 
子 に た ず さ わ る 人 達 の 間 に , 仕事 や 知識 が 比較 的 特殊 
で あぁ ある た め に , 他 の 分 野 の 消息 に うと い 人 が 多い らし 
いと と は 特に 注意 し な けれ ば な ら な い 事 実 で し ょ う ・ 
し か し と と で は 人 間 の 協力 と いう と と が 全然 訪れ られ 
て いま す . 折角 人 間 に 岩 与 さ れ た 協力 と いう 性 質 を 無 
視 し て は 片手 落 の 議論 と いう 外 あ り ま せん . 

どり と め の な いこ と を 申 上 げ ま し た が , いろ いろ 人 
立ち 場 の いろ いろ な 方 々 の 御 意見 を 期待 し て や み ま せ 
ん 以上 を も っ て 私 の ご ど あ いさ つ に か を た させ て いた だ 
きま 
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通信 技術 の 現状 と 将来 


正 員 米 沢 滋 
(日 本 電信 電話 公社 ) 
っ て は いな い . し か し な が ら , 2 次 5 カ か 年 計画 設定 時 
1. 電信 電話 事業 の 拡張 計画 


戦後 日 本 経済 の 立ち 直り と 共に 通信 事業 も 復調 の き 
ざし を みせ , 電電 公社 の 発足 以来 急激 な 発展 を 遂げ て 
今日 に 至っ て いる . 了 困 和 28 年 に 始め られ た 第 1 次 5 
か 年 計画 は 順調 に その 幕 を 閉じ , 昭和 33 年 か ら 引 続 
き 第 2 次 5 か 年 計画 に C 入 っ た が , 電話 に 対す る 加入 需 
要 な ら び に K 市 外 電 話 は ます ます 増加 の 一 途 を た どり , 
既定 計画 加入 者 増設 135 万 名 , 市 外 回 線 増設 430 万 
キロ , 所 要 資 金 4,077 億 円 を も っ て し て は 所 期 の 目 
標 を 達成 する と と が 不可 能 と な り , 大 幅 な 改訂 (183 
万 名 , 570 万 キロ , 6,230 億 円 ) が 加え られ た ・ こ とこ とれ 
は 第 1 次 5 か 年 計画 (109 万 名 , 215 万 キロ , 3,085 億 
円 うに 比べ れ ば , 2 倍 に 達する 規模 で あぁ る. し か し な 
が ら 最 近 の 好景気 の 持続 に より 幸 要 数 の 伸長 が 著しい 
た め , 36 年 度 計画 は さら に 規模 を 拡大 し , 加入 者 増設 
| 7 万 名 を 追加 し , 年 間 の 加入 電話 数 50 万 と いう 政府 
予算 の 原案 が 決定 され , 通常 国会 で 議決 され た . 

第 2 次 5 か 年 計画 は 37 年 度 に 終了 する が , 38 年 度 
| より 引続き 第 3 次 5 か 年 計画 を 実施 する 予定 で あり , 
目下 この た め の 作 業 が 行なわ れ て いる . 最近 の 雌 な 
| 電話 病 要 は , 経済 界 の 好況 と 政府 の 所 得 倍増 計画 に よ 
| る 古 極 的 経済 施策 の も と に 今後 も 続く も の と 考え られ 
有る 2 から , 第 3 次 5 か 年 計画 の 規模 は 改訂 第 2 次 5 か 年 
計画 を 上 回 り , さら に 大 規模 な も の と な る で ある ろう . 
| 規模 の みな ら ず , その 計画 内 容 を 前 2 期 の 5 か 年 計 
| 画 に 比較 すれ ば 質 的 に も 格段 と 異な り , 47 年 度 末 に 
有 有 | は ほぼ ば 全国 加入 者 ダイ ィ ヤル の 実施 と いう 通信 サー ビス 
放 の 理想 に 大 きく 近づく と と に な る で あろ う . つま り 公 
| 社 の 拡張 計画 は 第 3 次 5 か 年 計画 より 新しい 段階 に 入 
る わけ で ある . その 内 容 は まだ 公表 し うる ほど に 固 ま 
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に すでに 発表 せら れ て お る 予測 等 を 概説 し て , 電信 電 
話 事業 の 期待 する 新 技 術 を 説明 する と こと と し た い . 


2. 電話 料金 体系 の 改正 案 


先般 , 電信 電話 料金 調査 会 が , 電信 電話 の 料金 合理 
化 に つい て 報告 書 を 発表 し た . 政府 は この 答申 に 基 づ 
いて , 現 国 会 に 公衆 電気 通信 法 の 改正 案 を 提出 し て い 
る . と これ は また 国会 で 審議 され る 段階 に は な っ て いな 
い が , 今後 の 技術 の 発展 と 制度 と の 関連 を 見 る 上 に , 
その 内 容 に つい て 要点 を 引用 し た いと 思う . 

(1) まず , 料金 水準 を 変え な いとこ と . な し ろ 多 少 
の 減収 を 覚 全 し な けれ ば ば ならない. 

(2) 自動 即時 に つい て , 距離 別 時 間 差 法 を 採用 し 
て いる と こと と. すなわち 現在 の 度数 計 を 使っ て , イン パ 
ルス に よっ て こと これ を 動作 させ る の で あぁ る が 。 距離 が 長 
い 場 合 に は イィ ン ペ ルス の 間隔 を 短く し , 距離 の 短い と 
と ろ は イィ イン パル ス の 間隔 を 長く する と と に よっ て 料金 
を 自動 的 に 計算 する 方 法 で ある . 

た と えば 東京 一 一 大 阪 に つい て 言う な ら ば , 将来 両 
地点 が 自動 即時 に よっ た 場合 に は , 4 秒 7 円 , 東京 
ーー 一 横浜 に つい て は 38 秒 7 円 と いう と と で ある 』 法 
案 が 決定 され た 場合 に は , 現在 の ZZZ 方 法 よ りこ の 
距離 別 時 間 差 法 に 切り 替え る 時 期 は , 来年 9 月 末 を 一 
応 予定 し て いる . 

(C3) 従来 電話 局 間 の 通話 と し て 市 外 通 話 を 考え る 
場合 に , 点 か ら 点 へ の 接続 を 考え て きた の で ある が , 
将来 設備 の 拡張 を 経済 的 に 実施 する た め に は 栓 域 。 す 
な わ ち ゾー ン を 基 と し て 考え る 必要 が ある と と . と この 
料金 改正 法 は , 制度 的 に と の 帯域 制 を 支持 する も の で 
ある . 

(4) 待 時 区 間 に 対 し て は ,』 3 分 ・1 分 制 を 採用 す 
る と と . と れ は 岬 離別 時 間 差 法 に 対応 し て , 自動 区 問 
と 手動 区 間 と の 均衡 を 考え た た めで あり , 諸 外 国 で 
こと の 方 式 を 採用 し て いる . 

(5) 単位 料金 区 域内 に お いて 即時 区 間 相互 の 間 に 
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人 汰 市 内 通話 方 法 を 採用 する と こと. と これ は 60 秒 7 円 で 
ある . 

(6) 離 の 算定 に つい て は , 従来 郵便 線路 図 に よ 
っ た の で ある が , それ を 2 キワ ロ 方形 に 区 切っ て , 単位 
料金 区 域内 の 基 算 点 相互 間 で , 直線 距離 に よっ て 距離 
を 測定 する と こと と. と これ に よっ て 距離 算定 上 の 不 合理 を 
RR で さき さる, 

まだ こと の ほか いろ いろ 細部 に わた っ て 問題 点 も ある 
けれ ども , と これ は 省略 し た い . 


3. 市 内 電話 拡張 計画 


まず 市 内 電話 に つい て 述べ る . 国民 所 得 倍増 計画 に 
お いて は , 昭和 45 年 度 末 の 電話 需要 数 は 1500 万 に 
達する も の と 見 込ま れ て いる . 

加入 雷 要 充足 計画 は , 上 記 の 需要 数 を も っ て すれ ば 
37 年 度 以降 45 年 末 ま で の 9 か 年 間 に 900 万 名 以上 
の 対象 需要 数 を 有する と と と な る . 先 に 第 2 次 5 か 年 
計画 を 定め る 場合 に は , 反 年度 末 の 充足 率 を 100 必 
と 予測 し て いる . 今後 第 3 次 5 か 年 計画 を 定め る と さき 
に , と これ を いか に 定め る か が 問題 で ある . 自動 改 式 計 
画 の 進捗 に 伴い , 自動 加入 数 は 急速 に 増加 し て お り , 
第 1 次 5 か 年 計画 当初 (27 年 度 末 ) は , 自動 化 率 42 あ 
に 過ぎ な か っ た が , . 第 2 次 5 か 年 計画 終了 時 (37 年 度 
末 ) に は 78%, 47 年 度 末 に は 95 以下 な る で あ 
る ろう. その 結果 共 電 式 加入 数 は , 32 年 度 を 山 と し て す 
で に 海 減 し て お り , 磁石 式 加 入 数 も 38 年 度 末 より 導 
減 す る こと と な る . 


4. 市 外 電 話 拡充 計画 


(1) サー ビス 計画 第 2 次 5 か 年 計画 まで は 
全国 即時 化 の 終局 目標 を 達成 する た め の 基 本 体制 の 
確立 に 費 さ れ た ・ と の た め 長 距離 サー ビス に お いて 
は 県 序 所在 地 級 の 緊密 度 の 高い 都市 相互 間 の 手動 即 
時 化 が 行なわ れ , 総括 局 に LTS( 長 距離 自動 中 継 交 
換 機 - 四 線 式 ) を 導入 し て 申 心 局 相 互 の 手動 即時 を 実 

施し , 短 距 離 サ ービス に お いて は 全国 に 25 の 即時 
綱 地 帯 を 形成 し , その 地域 内 の 即時 化 を 産業 経済 の 
要請 に 合わ せ て 実施 し , 一 部 加入 者 ダイ ヤル に よる 
自動 即時 を 開始 し た ・ 

第 3 次 に お いて は 以上 の 即時 網 を さら に 広げ る た 


あめ , LTS, TS を 大 部 分 の 中 心 局 , 集中 司 に 設置 し 。 
】 ほとん どの 集中 局 区 域 相互 間 の 手動 即時 化 を 完成 す 
る と と も に , 経済 圏 , 湘南 地区 , 中 京 東南 部 地区 。 


中 京 西北 部 地区 , 伊勢 地区 , 北九州 地区 , お よび 総 

括 局 発信 は 新 課金 機器 を 導入 する とこ と に より 長 距離 

自動 即時 を 開始 する と こと と な ろう . また 集中 局 は 改 

式 す る と こと と な る が , と の 区 域内 の 端 局 を 逐次 自動 

化し , 集中 局 区 域内 端 局 相互 を 即時 化し , 市 外 サ ー 

ビス 計画 は 集中 局 区 域 を 一 単位 と し て 計画 する と と 

に な ろ . 

( 折 ) 回線 網 計画 現在 全国 に は 約 7,000 に お な 
よぶ 電話 局 が ある が , と これら 各局 相互 間 の 即時 化 を 
経済 的 に 実施 する た め 市 外 通 話 帯域 制 を 採用 する ・. 
と れ に 基づく 星 形 の 基幹 回 線 網 に よる タン デム 中 継 
と 近道 回 線 の 設定 に よる 回 線 網 の 単純 化 , 回 線 使用 
効率 の 向上 , 通話 損 の 合理 的 配分 が 行なわ れる 市 
外 帯 域 制 の 確立 に より , と これ を 結ぶ 帯域 回 線 に より 
全国 電話 局 相互 間 の 通話 接続 が 確保 され る が , と これ 
に 伴い 

(a) 自動 中 継 に よる 交換 技術 の 改善 

(b) 番号 計画 

(ce) 伝送 路 経済 化 の た め の 坪 回 中 継 方 式 の 確 逆 

(d) 伝送 品質 確保 の た め の 四 線 式 交換 機 の 導入 
等 今後 の 技術 の 進歩 改善 と 導入 方 法 の 適正 化 が 要 
され る ・. 

国際 通信 に 対し て も 所 得 倍増 計画 は つき ぎの ど と き 
予測 を 行なっ て いる ・ すなわち 昭和 37 年 度 実 績 億 
に 対す る 45 年 度 の 通信 量 は , 電報 が 1.3 倍 (434 
万 通 ) , 加入 電信 が 1.8 倍 121 万 度 ), 電話 が 2:3 
倍 (35 万 度 )〉 に 達する も の と し て いる ・ し た が っ 
て 国際 通信 網 も これ を 上 回 る 規模 で 設定 され ね ば な 
らち な い . - 
な お , わが 国 の 通信 事業 の 拡張 ぶり を 主要 国 と 比較 

する た め 図 1, 2, 3 に 電話 機 数 , 電話 普及 率 , 自動 
化 率 の 過去 10 年 の 変遷 を 国 別 に 示す ・ ' 

1960 年 1 月 現在 で みる と , アメ リカ が 約 7080 万 , 
ィ ギ リス が 約 785 万 。 カナ ダ が 540 万 , 西ドイツ が 
550 万 , 日 本 が 486 万 で ある . すなわち 電話 機 の 絶対 
数 で いう な ら ば , 日 本 は 世界 で 5 番目 で ある 。 と の 堪 
加 曲 線 を 見 る な ら ば , 年 々 の 増加 率 は 日 本 が 最高 で あ 
っ て 1959 年 は 12.2p 以上 に 達し て いる . 

図 2 る は, 人口 100 人 に 対す る 電話 機 数 で あみ っ て , 昌 
本 は と れ ら の 先進 工業 国 に 比べ て きわ め て 低く , 世界 
で 22 番目 に と な っ て いる . 1960 年 1 月 現在 で 5、21 
で ある . Fs 
図 3 は 電話 機 数 対す る 自動 化 率 を 示し て いる が , 
と れる も や は り 日 本 が 非常 に 低い , 1960 年 1 月 現在 で 
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eC 
3. 電話 機 数 に 対す る 自動 化 率 を 
図 1 主要 各国 開発 通電 話 機 数 図 2 主要 各国 電話 普及 率 示す ・. 
(1950~1959) (1950~1959) 


EY 
; 


69.6 攻 で ある . 今後 この 自動 化 率 は , さき ほど 述べ 
胃 た よう に 著しく 増加 する も の と 考え て いる . 


5. 日 本 通信 技術 の 現状 と 今後 の 課題 


: 通信 事業 の 発展 を さ ゝ える も の は 技術 で ある か ら 前 
月 第 た 述べ た 計画 を 遂行 する た め に は , 多岐 に わた る 高 
度 の 技術 に 期待 を か け な け れ ば な ら な い . その 内 容 を 
革 説明 する に 先立っ て , と ゝ 数 年 の 間 に 生 み だ さ れ た 通 
有 信 分 野 の 注目 すべ き 成 果 に よっ て 日 本 の 技術 水準 を 示 
し , 質 的 に どの 程度 の 期待 が か け う る か を 説明 する た 
め の 参 考 と し た い . 

最近 まで 日 本 の 技術 は 先進 国 の 模 伯 に よる も の が 多 
く , 独自 の も の は 少な いと 一 般 に いわ れ て 来 た が , パ 
ラ ヲ ラメ トロ ン , エサ キダ イオ ー ド 等 が 出現 する に 及 ん で 
日 本 の 技術 力も 急 に 注目 を あび る に 至っ た ・ し か し 過 
いて も 八木 テン テ ナ , フェ ライ ト 等 の ど ご とく , 
日 本 人 の 創意 に よる も の が な か っ た わけ で は な く , む 
し ろ 日 本 の 実用 化 庵 勢 に 問題 が あっ て その 成果 を 拡大 
する に 至ら な か っ た も の と み ら れ る . 
3 日 本 人 の 優秀 性 は ェ レ クト ロニ クス の 発 遅 と と も に 
急激 に 高く 評価 され る に 至っ た が , と れ 経費 の か ゝ 
| ら 研 究 成果 に みる べき も の が 多く , 大 規模 の 成果 の 
| 出現 は 源 く その 緒 に つい た 程度 で ある . と れ ら の 事例 
有 有 を あげ る と と は , 評価 の 安定 し た も の が 少な いた め に 
有 仲 々 困難 で ある が , 若干 の 例 を 表 1 に 示す . 
5 こと の 表 に 関連 し て , 小 局 クゥ スパ バー に つい て は , 日 
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図 3 主要 各国 自動 化 率 
(1950~1959) 

本 は 昨年 の 8 月 に , ATT に 属す る カナ ダ ・ べ ベル 会 社 
に その 技術 を 輸出 し た . と これ は 回 路 図 と 装置 図 (フィ 
ャ リン グ ) お よび その 仕様 書 で ある . 
額 は 3 万 ドル で あっ て , と の 実用 化 に は 製造 会 社 る 
協力 され た の で , 公社 は その 半分 を 製造 会 社 3 社 に お 
分 けし じ た :. 
つぎ は に 海底 ケー ブル 埋設 機 に つい て は , 現在 ATT 
に その 機器 を 輸出 する 運び た な っ て いる . 先方 の 依頼 
に よっ て 電電 公社 か ら も 1 名 な いし 2 名 の 専門 家 を 派 
但 す る と と に 話し 合い を し て いる . 
また , パラ メト ロン 増幅 器 に 関し て は , 世界 的 な オ 
リ ジ ナ リティ が 通 研 に し ある も の と 考え て いる が , シル 
パー ボン ド ダ イオ ー ド に つい て は ,. 外国 か ら も 製品 の 
引合 が ある . 
か く の ど と く 日 本 の 技術 水準 は 近 時 向上 の 一 途 を た 
どっ て いる が 先進 国 の 水準 に 近付い た と し て 楽観 する 
わけ に は ゆか な い ・ 日 本 の 諸 外 国 に 払う ぅ 特許 料 が 年 額 
200 億 円 以上 で あぁ る の に 比 し て , 日 本 の 特許 収入 は わ 
ず か に 2 億 円 程度 で ある . つ まり 日 本 の 技術 は いま だ 
に 外国 の 創意 に 多く を 依存 し , 日 本 の 創意 が 外国 で 生 
か され る 程度 は わずか で ある 、 今後 , ウェスタン, ジ 
ー メ ンス 間 の 協定 の ご とく, 欧米 の 有力 な 国々 と 特許 
の 交換 を 行なえ る 段階 に まで も っ て ゆく 必要 が ある . 
日 本 の 実用 化 態勢 も 公社 の 通信 研究 所 を 一 例 と し 
て , 大 規模 の 方 式 を まとめ 得る 能力 を 次 第 に 身 に つけ 
て いる が , 通信 に つい て る も 公社 だ け で すべ て の 問題 を 
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解決 する と こと は 不可 能 で あり , 大 学 , その 他 の 研究 機 


関 , メー ヵ 等 と の 協力 を 一 層 強 固 に し な けれ ば な ら な 
い ・ 従来 や ゃ や も す れ ば 大 学 そ の 他 の 研究 機関 の 研究 成 
果 が 事業 体 や 産業 に 生か され る と こと の 少な か っ た いき 
さっ つ に に かんがみ, 実用 化 態 勢 と の 結び つき に よる これ 
ら の 成果 の 育成 に は 特に 留意 する 必要 が ある . また 中 
小 企業 の 技術 力 を 向上 させ , と これ を 活用 する と こと は 中 
小 企業 の 多い 日 本 の 姿 か ら み て 緊要 な こと で ある が , 
と の 指導 力 を どこ と に 求め る か が 問題 で ある . 大 学 , 研 
究 所 も 大 企業 と の 結び つき に 終わ ら ず 中 小 企業 を る も 育 
成 し て いく と と が 急務 で ある ろう. 

と の 外 , 技術 者 が 海外 に 流出 する と と を 防ぎ , 国内 
角 勢 を 固め る た め に は 技術 者 の 処遇 の 向上 が まず 必要 
で あり , 一 刻 も 早く 国策 と し て 真剣 に この 問題 を 取 上 
げ な けれ ば な ら な い ・. 

表 1 

| 内 容 
AEN で 約 10 dB の 性 能 が 向上 し た 他 , 
アテ セン プリ は 無 調 整 で すみ , 工数 。 材料 費 
を 下げ た 電話 機 . 
溶剤 に と と か し た ポリ エチ レン を 心 線 に 塗装 
法 し 。 加熱 間 操 の 過程 に お いて 発泡 せしめ , 
0.32 mm 以下 の 細心 ケー プル に 適用 され 
る . 
ポン プ に より 噴出 せしめ た 水 で 海底 に ケー 
プル 埋設 溝 を くっ さく し , ケー プル 右 設 後 
飛散 し た 砂 土 の 沈下 に より 埋 戻 し を 行なう 
海底 ケー ブル 埋設 機 . 


EA TE LE 
表皮 作用 を 低減 し 実効 抵抗 を 減少 きせ る た 
4 め 。 外層 ほど 大 きい 的 り を 与え た 互い K 絶 
緑 さ れ た 何 層 か の うす い 導 体 で 中 心 同体 を 
構成 する 同軸 ケー ブル. 


12 Mc 同軸 方 式 | 超 広 薄 域 で 2700 ch を 伝送 し うる 同軸 ケ 
ー プ ル 方 式 . 

回 埋 ビデ オ 伝 誠 広帯域 変成 器 Ct ラン サー) の 発明 を 利用 

太 式 し 。 同軸 ケー ブル の 外部 導体 を 地 気 が ら 絶 
縁 デ る と な に まり テレ ビ 端 末 リ ンク の 標 
準 ・ 経 済 化 を は か っ た 方 式 . 


Eo Cag i i 

0 形 ど な スス 終局 容量 1000 加入 の 加入 者 用 クロ スパ バー 
機 交換機 で 2 段 フレ ー ム 構成 。 共通 制御 方 

を 採用 し , プ の の ブ ED 

低 価 格 で ある ・. 

周期 磁界 形 進行 永久 磁石 に よる 集束 装置 が 内 蔵 さ れ て い 

波 管 の で 小形 で 取扱 が 簡便 で ある ・ 

共振 形 ラ メト ドン 増幅 器 に 適当 な 負 性 サ 


ャ ブタ ンス を 付加 する と と に より 非常 に 広 


「 


帯域 の 増幅 器 の 実現 が 可能 と な っ た . ま た , 
と れ に 用 いる ダイ オー ド で , NN 形 ゲ ル マ ニ = 
ウム に Ag-Ga 線 を 接触 し て フォ ー ミ ング 
を 加え た シル バー ボン ド ダ イオ ー ド が 実用 
| 化 さ れ , 4 Gc, 6 Ge, 11 Gc 等 で 優れ た 性 
能 が 確認 < さ され で い る . 


電電 公 \ 社 ed eS 11 Ge, 国鉄 7.5 Gc 
送受 信 装 置 そ の 他 に 使用 . 


周波 青 変 調 方 式 の 受信 可能 な 最小 電力 ・ い 
わ ゆ る スレ シホ ルド ・ レ ベル を 改善 する 新 
礼 式 < 


RA ダー 形 | 樹 形 を ダブ プ ブル に し た 遅延 回 路 を 有 し 数 百 

進行 波 管 mW の 出力 が 期待 され る ミリ 波 用 進行 波 
生 

ネフ ェ ラ イト | 高 性 能 の フェ ライ ト で る ろ 波 器 等 の 小形 , 高 


性 能 化 に 著しい 貢献 を し た . 


超 高 速 論理 演算 | 並列 加算 の 桁 上 げ 伝 ぽん 機能 を 刻 時 パル ス 
回 路 に より 1 ステ ッ プ で 遂行 し うる よう に し , 
高速 桁 移動 検出 回 路 を つく っ た . 

純粋 な 不 活発 生気 体 の 中 で 材料 の 処理 が で 
きる ダ プ ルプ ラズ マジ ェ ッ ト . 


rr 
ト 


マイ クロ 波 遅 廷 |4000 Mc 中 継 機 の 送受 信用 周波 数 差 が 一 
ひずみ 測定 器 | 二 で ある と と を 利用 し て , 受信 入力 か ら 送 
| 放出 力 ま で の 遅延 ひずみ を 簡単 な 方 法 で 直 
視 測定 で きる . 


導 波 管 系 の 反射 係数 の 大 き さ お よび 位相 を 


イン ピー ダン ス 


直視 装置 プラ ウン 管 上 と スミス チャ ー ト と し て 直視 
する も の で , 新しく 考案 し た 位相 方 向 性 結 
合 器 を 用 いて いる . 

パラ メト ロン 電 


6. 旦 本 の 電気 通信 技術 史 


昨年 は , 日 本 で 電信 事業 が 開設 され て 90 年 , 電話 
事業 が 創設 され て 70 年 と な っ て いる . わが 国 の 電信 
電話 事業 の 発達 の 歴史 を 見 る 場合 に 。 私 は その 区 切り " 
と し て 従来 3 つの 区 切り を 考え て きた . 

第 1 の 区 切り は , 大 正 12,3 年 , すなわち 関東 大 震 
炎 の と き で ある . と の 頃 は 東京 一 一 岡山 間 に お いて 装 
荷 ケ テー ブル (ロー ド ケ ー ブ ル ) を 敷 設 す る 計画 が 実現 
し , また 東京 一 一 横浜 等 の 大 都市 が 圭 災 で 被害 を 受け 


て , と れ ら の 共 電 式 交換 機 を や め て 自動 電 話 方 式 を 採 


用 する 計画 が た て られ た . 
すなわち 従来 の 裸 線 , また は 共 電 式 を 中 心 に する 通 
2 新しく ケー ブル 通信 する 方 式 並 びに 自動 方 
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式 に 切り 替え る と いう 技術 の 近代 化 の 第 1 歩 が 進め ら 
れ た 時 期 で ある .。 も ちろ ん こと この と き は , 外国 か ら ケ ー 
ブル 並び に 機 器 を 輸入 する と 共に , また 技術 者 を 招 へ 
いし て その 指導 を 受け た の で ある . 
その 後 こ れ ら の 機器 並び た ケー ブル を 国内 に お いて 
生産 する と いう と こと に な り , 特許 並び と た ノー ハウ は 
外国 の も の を 使用 し , また 材料 の 一 部 は これ を 輸入 し 
た けれ ども , 次 第 に 国産 化 が 進め られ て いっ た . 
昭和 7,8 年 順に な っ て , 従来 の 外国 技術 の 模 位 を や 
め て , 日 本 人 の 頭脳 に よっ て 新しい 技術 を 生み 出す と 
いう 運動 が 起こ っ た . すなわち 松前 , 篠原 両 博士 の 提 
有 幅 す る 無 装 荷 ケ ー ブ ル 通信 方 式 が 生ま れ た の で ある . 
と の 方 式 は , 最初 は 装荷 回 線 に よる 電話 の 品質 が 人 達 距 
離 に な る と 劣化 する と いう と と を 救済 する と と を 目的 
と し た の で ある が , ケー ブル に 搬送 あか けら れる こと と 
を 見 出し た の で あぁ ある. その 後 , 搬送 多重 方 式 が 生ま れ 
て 市 外 回 線 の 建設 が 画 期 的 に 経済 化 さ れる とこ と に な 
a 
引続き , 海外 と の 国際 電話 や , また 超短波 に よる 搬 
| 送 式 多重 電話 , ある い は 6 単位 の 印刷 電信 機 等 が 生ま 
有 れ た の で ある ろ . 
その 後日 本 は 戦争 に 穴 入 し て 戦 炎 を 受け , また 技術 
の 進 沙 は 停止 する と いう 状態 に と な っ た の で , 第 3 の 区 
切り が , この 終戦 の 昭和 20 年 頃 に な る . すなわち 昭 
和 20 年 頃 は , 電信 電話 施設 は 非常 に 痛み , 東京 一 - 
札幌 の 問 で 印刷 電信 回 線 が 形成 され る と と る も 困難 な 状 
況 で あり , また 戦前 108 万 あっ た 電話 は 戦災 で 50 万 
『 に な 1 り , また 大 都市 に と お いて は , 一 度 雨 が 降れ ば , 多 
| 数 の 回 線 が 不通 に と な る と いう 状況 に な っ て いた . 
し か し , その 後 国力 が 立直 る と 共に 電信 電話 技術 も 
| 回 件 に 向かい , と の 間 , 同 由 ケー ブル の 製造 機械 を 輸 
訳し た り , ある い は プラ スチ ッ ク ケ ー ブ ル 等 の 技術 首 
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有 あぁ るい は 電報 中 継 機械 化 方 式 の 実用 化 が 日 本 で 行なわ 
4 る で と に な っ た 。. 
私 は 従来 と の 3 っ の 区 切り を し て 来 た の で ある が , 
| で の 昭和 36 年 ある い は 37 年 は , ある い は 第 4 の 区 切 
5 と な る の で は な いか と 考え て いる . すなわち 従来 , 
| 和 年 の 電話 架設 数 が 20 万 な いし 30 万 程度 で あっ た 
| $ の が , 50 万 に 増加 し た と と . 第 2 は , 技術 革新 が 
有 と うと うと 進ん で , 全国 自動 即時 化 へ の 前 進 が , 技術 


有 本 に ちい て も 考え られ て きた と いう と と で ある . 


7. 通信 事業 の 期待 する 新 技術 


通信 事業 の 計画 規模 の 拡大 は さき に 示す 通り で ある 
が , その 目標 が 大 別して 加入 者 充足 と 全国 自動 即時 化 
に ある と と を 考え る と , 自ら 通信 事業 の 期待 する 新 技 
術 の あり 方 も あき ら か と な る . 

公社 の 限ら れ た 資金 計画 の 中 で 加入 者 を 増加 する た 
め に は 。, 加入 者 当り の 設備 資金 を 節減 する と こと が 必要 
で ある . また , と この 施設 を 維持 運営 する 年 経費 に つい 
て も 充分 検討 せ ね ば ぱ ば ならない . 加入 者 を 増加 せしめ る 
た め た は 市 内 電話 施設 と 市 外 電 話 施設 の 両者 を 拡大 し 
な けれ ば ぱ ば ならない . し か し 後者 が 多数 の 加入 者 に 共 軍 
の 施設 で ある た め , 新 技術 に よっ て 経費 の 節減 を は か 
る と と が 比較 的 容易 で ある の に 比 し て , 前 者 は 各 加 入 
者 に 直接 対応 する 割合 が 多く , 経費 の 節減 が 特に 要請 
せら れる に も か か わら ず , 新 技 術 の 活用 は か な り 困 難 
で , 大 いた に 創意 工夫 を 講じ な けれ ば な らち ない. 

全国 自動 即時 化 は 公社 の 掲げ る サー ビス 面 に お ける 
当面 の 大 目標 で ある と と も に , 年 経費 の 節減 に より 事 
業 の 合理 化 に も 貢献 する . 世界 の 主要 国 も 大体 同 じ 目 
標 を 掲げ ィ イギリス, 西ドイツ の ご ど とき もそ の, 三 
の 例 で 着 々 実現 に 向かっ て 歩 を 進め つ ゝ あぁ る. とれ に 
必要 な 新 技術 は 市 外交 換 機 , 課金 機器 , 付帯 サー ビ 
ス , 市 外 回 線 の 超 多 生化 等 に 具現 きれ る . 

と れ ら の 二 大 目標 と さき に 示し た 日 本 の 技術 水準 と 
を 考慮 すれ ば , 新 技 術 へ の 期待 が いか に 大 きい か は 征 
ら あ きら か で あろ う . 

市 内 電話 施設 の 中 , 加入 者 線 に 対し て は 電話 機 の 感 
度 の 向上 と 併行 し て ケー ブル の 細心 化 が 進め られ , プ 
ラス チッ ク ケ ー ブ ル の 利用 に よる 合理 的 な 配線 法 も 確 
立 さ れ よ うと し て いる ・ 市 内 中 継 線 に 対し て も 高 抵抗 
に た える 直流 信号 方 式 が 実用 化 さ れる と ケー ブル の 細 
心 化 が 可能 に な り 今後 の 努力 の 結果 , ク ロス パー 交換 
機 を 導入 し て 交換 ・ 伝 送 両 系 を 通し た 市 内 綱 の 経済 的 
な 構成 を は か る と と が 複 局 地 に つい て も 可能 に な っ た 
後に は , 土木 工事 費 の 節減 に 新 技術 を いか に 生か すか 
と いう 問題 が 残さ れる ・ た と えば 管 箇 に PVC 管 を 用 
いた り , プラ スチ ッ ク ケ ー ブ ル を 直 埋 に し て 管 路 を や 
め る こと と 等 が 考え られ る ・ ま た 近 い 和 将来 に 予想 され る 
管 路 の 行 詰り に 対し て は , パル ス 符 号 変 調 方 式 て よ ょ る 
中 継 線 の 多重 化 が 期待 され て いる . 

市 外 電 話 施設 に は , 幹線 に 対し て 12 Me 同軸 ケー 
ブル 方 式 , 6,000 Mc 直接 中 継 方 式 等 , 在 来 の 回 線 数 
を 2~3 倍 程度 に 多 軍 化し 得 て 格段 に 経費 の 縮減 を は 
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か りう る 方 式 の 実用 化 が 進め あら れ て お り , 中 心 局 以下 
に は 細心 同軸 ヶ ケー ブル 方 式 , 11,000 方 式 が 経済 的 な 
伝送 路 を 提供 する 予定 で ある 当分 は と これ ら の 方 式 で 
市 外 回 線 の 増設 に 不都合 を 来たす と と は な い が , 回 線 
の 所 要 量 が 著しく 増加 する 将来 に 備え て 導 波 管 を 用 い 
た ミリ 波 伝 送 の 研究 も 進め られ て いる ・. 

交換 施設 は むし ろ 全 国 自 動 即 時 化 に 対処 する と いう 
見 地 か ら 検討 され て いる が , LTS は 廷 回 中 継 機能 の 
導入 に より 伝送 路 や 含め た 市 外 電 話 施設 の 経済 化 と い 
う 点 か ら も 期待 され て いる .・ 

ェ レ クト ロニ クス の 発達 に つれ て 交換 機 も 電子 化 の 
方 向 に 進み , 半 電 子 交換 機 ま た は 全 電 子 交換 機 の 研究 
が 行なわ れ て お り , 本 年 度 中 に 半 電 子 交 換 機 の 段階 を 
ふむ な べき か どう か の 結論 を うる 予定 で ある が , 導入 の 
前 提 と な る と れ ら の 経済 性 は 動作 の 高速 性 , 局 舎 スペ 
ー ス , 電力 容量 , 細心 ケー ブル の 利用 , 宅内 機器 等 と 
あぁ わせ て 検討 され る 。 な お , 上 記 ク ロス パ 交 換 機 は 電 
子 交換 機 と の 相互 接続 が 番号 の 蓄積 変換 機能 を も つた 
め に SxS 交換 機 よ り 有 利 で ある . また トラ ンジ スタ 
は その 高周波 用 , 高 出力 用 等 の 実用 化 が 進む な に つれ て 
可 及 的 に 広く 通信 機器 に 導入 され る 予定 で , 実装 , 電 
力 容 量 等 の 合理 化 た 極め て 有力 な 手段 を 提供 する ・ 

課金 方 式 は 料金 制度 の 改訂 と 併行 し て 討議 が 進め ら 
れ , 末 定 的 に は ZK (ZZZ と 距離 別 時 間 差 方 式 と に 使 
用 し うる 度数 計 に よる 課金 ) 方 式 を , 将来 は 集中 情報 
処理 (に < と えば CAMA の ど と き ) 方 式 が 導入 され る 
の で , と れ ら の 機器 の 実用 化 が 進め られ て いる ・ 

自 即 サー ビス の 範囲 を 拡大 する に 当っ て は , 全国 番 
号 計 画 と , 合理 的 な 料金 制度 の 確立 を 必要 と し , 長 距 
離 伝送 路 の みな ら ず 集中 局内 の 伝送 路 の 多重 化 も 行 な 
われ な けれ ば な ら な い ・ と の た め 伝 送 路 経 費 を 下げ る 
と と が 短 距 離 に お いて も 要請 され , 搬送 方 式 の 経済 化 


' は 特に 緊急 な 問題 で , トラ ンジ スタ を は じ め 各 種 回 路 


部 品 の 一 層 の 経済 面 と お ける 進歩 が 期待 され る ・. 
農山 , 漁村 等 の 稀 藻 地帯 に 対す る 電話 の 普及 も 当 
面 の 問題 の 一 つ で ある が , 新 技術 の 利用 は 比較 的 困難 
で ある ・. し か し 伝送 路 の 経費 を 下げ る た め に 架空 線路 
構造 を 再 検討 し , 容量 の 小さ い 経 済 的 な 交換 機 の 実用 
化 を は か る 外 , 多数 共同 方 式 , 電源 等 に 対す る 特殊 な 


要求 を 解決 せん と し て いる .・. 


電話 事業 の 華 か な 共に か くれ て 目立た な い 存 在 で は 


| ちる が 電信 事業 も 電報 中 継 の 機 上 化 に より 合理 化 が 


推進 され , 最近 は 各種 企業 に お ける 電子 計算 機 を 利用 
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伝送 方 式 て つい て も 検討 が すゝ め ら れ て いる ・ 集 中 資 
料 処 理 に 必要 な 技術 よ と し て 無 誤 字 伝 送 方 式 の 確立 が あ 
る が , それ 以前 に 伝送 路 の 瞬 断 を へ らし , 安定 度 を ま 
す と と が 必要 で , 自 即 サ ービス の 要請 する タン デ ぷ 申 
継 時 の 伝送 特性 の 改善 と と も に 当面 の 伝送 技術 者 の 解 
決 す べ き 問 題 の ーー つと い を よう ・. 

国際 通信 の 分 野 に お いて は 今後 ます ます 海 座 同 輸 ケ 
ー ブ ル の 発展 を みる と と と 思わ れる が , 通話 路 当 り の 
経費 の 侵 減 に つい て は , TASI の 使用 等 帯域 の 有効 利 
用 に つい て 一 層 の 研究 が 進め られ な けれ ば ば ならない. 
宇宙 通信 も 人工 衛星 の 利用 に より 非常 に 将来 性 の ある 
分 野 で ある が , 有限 の 無線 周波 数 帯域 を 既 技術 に よる 
通信 と いか に 分 担 す る か が 問題 で ある . し か し 宇宙 通 
信 に よれ ば 比較 的 容易 に テレ ビジ ョ ン の 国際 中 継が 可 
能 に な る で あろ うと いう 期待 が ある . 

将来 の 国際 通信 網 は 非常 に 複雑 な 構成 を と る こと が 
予想 され る の で , お そら く 宇 宙 通 信 と 海底 同軸 ケー ブ 
ル の 両者 の 特徴 を 生か す と と に よっ て は し じ め て 確立 し 
うる も の と 思わ れる ろ る. 

以上 日 本 国内 の 全国 即時 化 , 特に 自動 即時 化 太 つ い 
て 述べ た が , 最近 は 世界 の 電話 を , ダイ ャ ル で 接続 すず 
る と いう 問題 が , 研究 課題 と し て 取り 上 げ ら れ て 来 で 
いる . 

昨年 の 10 月 , ATT の 副 技 師長 メー プス 氏 (Mapes) 
ヵ 光 ム の と と ころ に 寄っ て , と の 問題 に つい て 議論 し て 行 
か れ た が , 本 年 に な っ て , CCITT の 連合 分 科 会 と し 
て こと れ を と りあ げ , 世界 各国 の 交換 , 伝送 技術 者 を 進 
め て , と の 問題 に つい て の 討議 が ジュ ネー ブ で 行なわ 
れる と と に な っ た . 公社 と し て も すでに 2 人 の 技術 者 
を 派遣 し て いる . と の 場合 に は 国際 通信 網 を 形成 する 
た め の 技 術 水準 は きわ め て 高度 な も の と な っ て くる . 


8. 通信 方 式 の 検討 


と れ ま で 個々 の 技術 の 問題 に つい て 述べ た が , も ち 
ろ ん わ れ わ れ は , と れ ら の 技術 が 総合 きれ て , 通信 事 
業 と に いか に 反映 する か と いう と と を , 絶え ず 反 省 せ ね 
ば ば ならない. すなわち 技術 革新 が 行なわ れ , と これら の 
新 技術 が 採用 され る 場合 に 電話 の 建設 費 が いか に 下 が 
る か と いう 検討 が 行なわ な れ け れ ば な ら な いと 思う . 

と の 場合 われ われ は , 年 経費 の 節減 と いう と と が 問 
題 な の で ある . また 電話 事業 に 携わる 要員 の 問題 も 重 
要 で ある が , 建設 費 が 年 経費 中 に 占め る 割合 が 大 きい 
の で , われ われ は と の 新 技術 と 建設 費 と の 関係 を 絶え " 
ず 頭 に 置い て 進め みな けれ ば な ら な い . すなわち , 個々 
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の 技術 が どう で ある と いう こと と の ほか に , シス テム と 
し て どの よう な ふう に 影響 する か と いう こと と を 検討 し 
な けれ ば ば ならない. 
技師 長 室 の 調査 部 門 は シス テム ・ エ ンジ ニヤ ャ リン 
ゲ を 主管 する と と ころ で ある が , 私 は 昨年 来 こ の 調査 部 
門 に , 新 技術 と 建設 費 が いか に 連繋 し て いる か を 調べ 
させ た . と これ は 多く の 仮定 を 含ん で いる の で , と と で 
発表 する と こと と は で き な い が , とこ の 青 写真 を 一 応 描 いて 
進 が させ て いる . とこ の 青 写真 は , また 3 年 先 に な っ て 
改訂 すれ ば いい の で ある . た と えば クロ スパ ー 導 入 の 
衝 問題 , 特に 今後 大 都市 に クロ スバ パー を いか は に 採用 する 
か と いう 問題 . ある い は 20 キョ 以下 の 近 距 離 に つい 
て , 今後 搬送 方 式 や いか に すべ きか と いう よう な 問題 
等 は と この 例 で ある . 
と れ ま で 電信 電話 の 拡張 計画 と の 関連 に つい て 主 と 
じ て 述 べた の で あぁ る が , 昨年 9 月 に , 科学 技術 庁 に 設 
置 さ れ て いる 電子 技術 審議 会 は 「 電 子 技術 振興 長期 計 
画 じ つい て 」 と いう 答申 を 出し た .. 私 は と の 長期 計画 
| 部 会 の 通信 分 科 会 の 主査 を 兼ね て いた が , その 中 に は 
電信 電話 の ほか に , 放送 , 航空 , 保安 通信 等 が 含ま れ 
E て いる . と の 答申 は , 長期 的 に 見 た , わが 国 の と これら 
の 部 門 の 技術 振興 に つい て 述べ て いる が , その 内 容 に 
つい で は 答申 を 見 て いた だ く と こと に し て , と と で は 和 省 
較 陵 計 路 し た い : 
友和 人 と し て は 特に テレ ビ , ラジ オォ 放 送 等 が , 大 都 
市 は か り で は な く , 農山 漁村 の 伴 遠 の 地 へ 普及 する と 
こと が 政策 的 に 特に 大 事 で あり , と の 裏 付 と な る 経済 
的 な 技術 を 確立 する と と を 重視 し て いる の で ある . 


9. 結 言 


有 中 和 *35 年 9 月 より 約 1 か 月 間 欧州 一 ー ィ ギリ 

詳 ズ 話 オ ラン ダ , フラ ンス , 西ドイツ ッ を 回 る 機会 を 得 
| 有 | た. と これら の いずれ の 国々 の 電気 通信 関係 首脳 者 , 
技術 革 条 の 時 代 を 深く 認識 し , 将来 の 電気 通信 事業 発 
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展 の 動向 を 的 確 に 把握 する と 共に , 電子 交換 方 式 を は 
じ し め と する 新しい 技術 研究 を それ ぞ れ の 国情 に 応じ で 
強力 に 推進 レ し つつ ある . 今後 日 本 と し て は 各 方 面 の 協 
力 の 度合 を 高め , 日 本 技術 の 育成 を は か り , 欧米 の 先 
進 工業 国 と 対等 の 形 で 技術 提携 が で きる よう , 推進 し 
な けれ ば な ら な い . 

ァ メ リカ に お いて は , ATT の 中 に 電話 運営 会 社 , 
製造 会 社 お よび ベル 研究 所 が 一 体 に な っ て いる の で , 
と の 間 の 連繋 は よく と れ て いる . 

ョ ー ロ ッ パ を 見 た 場合 に と これ ら の 運営 形態 は 国営 
で ある が , 製造 関係 と は 緊密 な 連絡 が と れ て いた . た 
と えば 英国 の GPO は 電子 交換 機 の , 特に 全 電 子 の 電 
子 交 換 機 の 研究 に つい て , 製造 業者 と 密接 な 連 柚 を 保 
っ て いた . 

また 西独 に お いて は , ボン の 運 信 省 は , ジー メン ス 
と 半 電 子 の 実用 化 に つい て や は り 協 力 し て いた し , ま 
た フラ ンス で は , フ ラン ス の 中 央 研究 所 で (CNET) は, 
CIT と , 海底 同軸 方 式 み るい は マイ クワ コロ 多重 の 方 式 
の 面 に つい て も , 共同 で 研究 を 進め て いた . すなわち 
国営 の 国 で も な お 製造 会 社 と 密接 な 連繋 を 保っ て , 技 
術 の 推進 を は か っ て いる の で ある . 

私 は さき た に 約 1 年 半 の 通信 研究 所 長 在職 中 に , 研究 
所 長 連絡 会 と いう も の を 提唱 し て , 各所 長 の 御 了 解 を 
得 た .、 と これ は 電気 試験 所 , 電波 研究 所 , NHK 研究 
所 , 国際 電電 会 社 の 研究 所 と 通 研 と の 間 で , 研究 所 長 
が 集まっ て , お 互い に 施設 を 見 た り , 研究 計画 を 聞い 
た りす る 会 で ある . と これ ら の 研究 所 は それ ぞ れ 公共 的 
性 格 が 強い 上 に 、 ま た 経費 お よ ょ び 要 員 の 点 で 実力 を 備 
えて いる の で ある . 今後 も これ ら の 連絡 会 が 強力 に 連 
繋 を 高め て ゆく と と を 希望 し た い . 

電気 通信 技術 の 現状 と 将来 と 題し て は , 将来 の 夢 物 
語 を 述べ る と いう 方 法 も あっ た の で ある が , 私 は 特に 
拡張 計画 と の 関連 に お いて , と の 課題 を と りあ げた の 
で あっ た た . 
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導 波 管 の 固有 波動 定数 の 新 し い 計 算法 " 


正 員 天 


浦 亀 之 動 


(九州 大 学 工学 部 ) 


要約 これ まで 導 波 管内 の 波 が ー つ の スカ ラ 波 動 関数 か ら 導 か れる と き , 摂動 法 や また は 積分 方 程 式 に よ る 計算 法 が い 
ろう いる ろ 行 な われ て きた の ⑦~⑭, と と で は 導 波 管 断面 で の 固有 関数 展開 と か また は グリ ー ン 関数 を 用 いた 積分 方 程 式 の 方 法 
を 全く は な れ て , 断面 の 周 上 の 波動 関数 お よび その 法 線 方 向 微 係数 に の み 落 目 し , 新 し ‘完全 波動 関数 系 の 概念 を 導入 す 
る と と に より と れ ま で より 便利 な 摂動 法 お よび , 正則 核 を も つ 第 1 種 フ レッ ド フ ォ ル ム 積 分 方 程 式 を みち びき , それ に よ 


る 近似 法 を 提案 し た . 


きき 、 


いま 図 1 の よう な 完全 導体 壁 を も つ 半 径 1 の 円 形 導 
波 管 内 の TE 波 を 考え 
よう . 導 波 管 の 中 心 を 2 
原点 と する 円 筒 座標 を 
(p,0,z) お よび 直交 直 
線 座標 を (zy, る と す 
る . と の と き 磁 界 の を 
茂 分 戸 。 の 管 壁 上 の 値 
巨 。1,0) が わか れ は ば 内 
部 の 互 ,( ゥ ,0) は 決定 図 1 円 形 導 波 管 断面 


し , し た が っ て 互 波 Fig. 1 一 Cross sectional view of 
* circular waveguide. 


nN ed Yo i 


の すべ て の 成分 は 計算 
で きる . 刀 。 は 円 の 内 部 で 
AH,+k#H,=0 和夫 
89° 9° 
i Mi で) 


を 満足 する 。 さら に 互 1, の ) を 管 枝 上 で フー リエ テ 級 
. 数 に 展開 すれ ば 
H(A,0= 3 a (3 


n=-o 


と な る . そ と で 関数 系 
ET DE 1. (4 pe C4 ) 
を 考え る . と と で 力 a(kp) は ベッ セル 関数 を 表わす -・ 
CRE 
CD 0a kp (5) 


 * New Approximate Methode of Eigenvalues for 

Waveguide. By KAMENOSUKE YASUURA, Member 

(Faculty of Engineering, Kyushu University, 
Fukuoka). [論文 番号 3355] 


と お け ば pw は や は り 

Apt ken=0 (6) 
を 満足 する . 円 周 上 の 点 2 の 座標 は 1, の で ある 
か ら グ リー ン の 第 二 定 理 か ら 円 周 上 の 線 積分 に 対し て 


p(k, 1, 
[Hdsg=0, m=0, EL, £2 
5 8 Ne 


CD 
が な り た つ . さて (3) お よび ⑮⑤) を (6⑥) に 代入 じ て 
bal (py =O m=0 天 0 
を うる . ある 宮 を 固定 すれ ば を が 
Dem = 0 (8) 
の 根 を zm に 等 し いと きのみ 
an* キ 0 
で ある よう な 恒 等 和 的 に 零 で な い 電 磁界 が 存在 する . こ 
の と き 7 土 m で ある よう な 零 で な い az が ある と す 
れ ば と れ は (を man,650) と (⑰⑦) の 関係 式 を 満足 する 
か ら 
a (knn) =0 
すなわち 
TFT; Cknai) =0, 7 キキ 土 が (9) 
と な る . し か し ベッ セル 関数 の 性 質 か ら ⑧ と (9⑨ は 
両立 し な い . その た め 
=0 キキ ギ ギ か 
と が な る で の a と an ね よび Rn に 対応 する 電 
磁界 は よく し られ て いる Emn 波 で ある . し た が っ 
て (⑰ は 円 形 導 波 管 の TE 波 に 対す る 必要 十分 条件 
で ある . 以上 の と と は 周知 の と と を 立場 を 変え て 導 び 
いた に すぎ な いよ うに み を たる. し か し な が ら OME 
般 の 断面 が 単 連 結 な 完全 導体 壁 の 導 波 管 の 7E 波 に 
対す る 必要 十分 条件 で ある と と が 証明 で きる . と の 
(⑦ の 形 の 関係 式 を 一 般 化す れ ば 従来 と 異な っ た 立場 


(C15) 


1 a a 
た NN A “ FC A ; 
902 。 ' RN 波 管 の BR 有 


, 4 ~~ 2 t y . : a 。 wn < 
で 導 波 管 の 諸 量 の 計算 法 を 作る と こと が で きる .。 と こと で es 
。 は べ ベク トル 場 の 理論 は 述べ ず に , 導 波 管内 の 電磁 波 が (= ) i 4 
 。」 一 つの スカ ヵ ラ 関数 か ら 導 か れる 場合 に つい て の 近似 法 a to 
: cos( 9) evn-()" 12, 
2 模 界 条件 と 積分 関係 基 が 完全 系 で ある と と が 導 か れる ・ も っ と も (16) で cos 3 


WW の 式 (の の 一 般 化 は っ つぎ の よう に 述べ る と と が = を sin に 置き か えた も の も 完全 系 で ある . 
cs る . ある 単 連結 な 有 界 領域 G 内 の 点 P で 波動 方 さて 上 の 境界 条件 は 一 般 に 
“前 方 MboD = QL aD 

dpilk,P) +F onlk,P)=0, PeG (0) 9 ng . 

を 消 足 する 波動 関 迷 i a 
ee tn} : mCP), 2.CP),: aD oC = の, QeL 18 

ii また GK 含 まれ ー つ の 閉 曲 線 を 周 と する oe. て RR PN 3 
ms 結 領 域 ぶ を 考え る . ぷぷ ぢ は 導 波 管 の 断面 で その 周 i . 二 | 
エ は 管 酸 を 表わす . MW=Ialh Dr) 9 
WS いま と の よう な 任意 の gS に 対し て その 周 上 で 1 


お よび . > 

Fe, r ‘0p Ck, QO) 3 " i ; 
| ne Pi rR Ro = FHC OD (= ) (20) 
で t m=1,2;:* (12 i=0 2) 

; : 立 す る と き に は , xk( 〇 ②) お よび (②) は 必ず ぷ ぶ 内 


で 与え られ る . と て で 9/8sg は し に そっ た 切 線 方 向 ー 
の 微分 を 表わし , (を ,②, 入 (Q&,Q) は ょ の 解析 関数 
と する . し た が っ て i 
gn Ck, QO) oT 
叫 す る の (P) の L 上 の 値 と OT NN 寺 egmk, ODMR I OCQDdso=0 

m=1,2, 221 


| 4-0, Qc (4 よび 


> = - 六 
= と 5 ED Rb path, | 芝 0 

m=l, を (22) 2 
は それ ぞ れ (17) お よび (18) を 満足 する 流動 数 の 


の LL 上 の 値 0(Q) また は 90/8 ng の 商 呈 す さす が 寺 
十分 条件 で ある . 


3 拍 て 動 た で 療 、 * 
前 節 の (21) お よび (22) を 利用 し て 従来 と は 異な ー “ 
っ た 摂動 法 を 作る とこ と が で きる . 完 全 波 動 関数 系 fem} 
は 導 波 管 の 断面 で は 一 般 に 完全 系 を 作る と は 限ら な い 


が , と の fea} より で に まれ る 作 棋 の 明和 夫々 を 定 ん 
め れ ば その 上 で 完全 な 関数 系 を 作る と と が で き る ー 


2 波 管 断面 と 完全 系 を 


LG を 定義 する 短 形 個 護 た が っ て , それ を 基 に し て 摂動 を 行なう と , その 第 一 こ 
も 完全 波動 関 Fig, TI ia of wave- 近似 を 求め る と さき は 従来 の 方 法 と 同 じ で あぁ る が "第 
まで rn 次 近 選 区 P や は 入 来 も 5 は rr 

の + ょ 5 Gtietn plete wave function set きる . 

is defined. 


c coast owto Tet NH 
ue a og i i 4o4 


* 


y rc 
4 
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管 の 断面 の 微少 変化 や 管 壁 の 損失 の 影響 に つい て の 摂 
動 を 述べ る . ii 
る = 

さて G に 属す る 単 連結 領域 S。 内 で 波動 方 程 式 


ADNCP) + ENDN CP) =0, PeS, (23) 


を 満足 し , ぶ 。 の 周 L。 で 条件 
0) 
GS =0,. QL, (24) 


ゃ を みたす 流動 関数 の ⑦(P) か ら の 摂動 を 考え よう . い 
ま kk 亡 対 し て ょ 個 の 独立 な 固有 関数 だ が ある と し て , 
それ を DN DN DN a と この と き 
| DN (PO, CP)dSy=0, nr キ m (25) 
で ある よう に {の 4?} を 選ぶ と と が で きる . と この と き 
の ,⑰(P) の L。 上 の 値 1 の 0? の, QeL} も また RE 
の ょ 個 の 独立 な 関数 で ある (必ず し も L。 上 で 直交 し 
な い ). そこ と で 8S。 内 の 点 を 考え 
PR ES QEL, (26) 
と する ・ ま た Ho の (kn を kr の 第 2 種 ハ ン ケ ル 関 数 
生 R 
x ER 
ok PF i (Ddso 
(2d 
を 作れ ば の 4(&, PP) は 
AD; Ck, PP) +kD, (kh) =0, S28 
を 満足 する 8S。 内 の 波動 関数 で みり , か つ z=0 を 除 
いて k の 解析 関数 で あみ る. そこ で 


[RP 0m Pp), PeS, 
9 k ke hk) 


と か け ば , の 4 の"(P) は ⑫②8) か ら 


OCP) RDP) = 2 0 NCP) 
(30) 


を 満足 する . し た が っ て グリ ー ン の 定理 か ら 
| DRORIDON (P)dsS; 
So 
0)7 4 
| 0 gw (OD の ds 0 (31) 
ORG 


と な る . その た め (25) お よび (31) か ら 


0 ey 
x: 9 70 の (Q)dsg= Om kp (32) 
と な る よう (Cf04} を 正規 化す る と と が で きる ・ 


そこ と で 完全 波動 関数 系 fpm} に 4 個 の 関数 を 追加 し 


番号 を つけ か た て 初め の + 個 を 


p(k, PI DCPIN 
paCk, P) OP | 
piCk, P)=, (CP) 

と すれ ば , と の よう に し て 得 ら れ た {gp, は 少な さと 

も 8S。 を 定義 域 と する 完全 波動 関数 系 で ある . し か も 

k=k" 


(33) 


< 


pn kN, O) 
9079 


で あり また 
2k QO) う 
| 8 ng D,, (QO)dsg=0, 
…*), の (53 


=0j OeL,, m=t,2 =; OC 


m=1,2, 
で ある っ で 


rin kn, QO) 
() Ng 


と お き 


CO QeL,, n=1l,2,. 


| Dn Ddso= dn (36) 


と な る よう に {grane の ,@②} を 正規 直交 化す る こ 
の と どき "G5P& と て (36)> お よび (ome, の の} が 完全 流 
動 関数 系 で ある と と か ら L。 上 の 任意 の 関数 の? の ( 〇 ⑲) は 


oO = Va, (OQ) + balQ) GD 


と 展開 で きる . た だ し 
1 の 4 の } は (25) また は 
(32) で 正規 直交 化 さ れ 
て UY る の で DRE 
ず し も 直交 し て いる と 
は 限ら な い . 

いま 原点 0 か ら Z。 
上 の 点 2Q の 位置 ベク 
トル を ヶ ヵ ⑪ と すれ ば L。 の 方 程 式 は 

I ES DR OA SY (38) 


図 3 導 波 管 断 面 の 摂動 
Fig. 3—Peiturbation of cross 
section of waveguids. 


と か か れる . と と で s は L。 上 の ある 定点 より 2 まま 


で の L。 に そっ た 弧 の 長 さ を 表わす . いま 8S。 に 含ま 
れ .8s . よ り 少 し 異な っ た 領域 … を 考え その 周 LL の 訪 
程 式 を 
L:r=r®(s) +8 9) (39) 
と か き LL。 上 の s の 関数 と みな す . 
ec ol Oma TOs ERE 


MellACO) = QL (40) 
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記 与 えら れる と じ よ うら その と きき S97 より の 
?( 〇 ⑳), 80/8 ng お よび Re(&) は すべ て 有 。 上 の 弧 の 
0 kine SS 
. また 求め る 波動 定数 々 は 非 摂動 の 波動 定数 が? と 
k= (1+o0) (41) 
で 結ば れ て いる と する . 有 上 で 境界 条件 (40) を も つ 
波動 関数 の の 満足 すべ き 積分 関係 式 


gmk, OQ) | 
| st 8 70 epmlk, DM ) 


‘OD(O)dso=0, m=1,2, (42) 
の 左辺 を 


D(Cg, 8, a-| (tt 
£ 


dg 
spn Ck, DN CR) Jo(Qdso (43) 


と か け ば の @, は 9,8,s を パラ メー タ と し 。 で 定義 
され た 演算 子 と みる と こと が で きる . し た が っ て 89, 
96) を gq,0 お よび «< に 関し て ティ ラ 展 開 す れ ば 


当 Di(0;0,6) = DO + D+ D+ OD 
; + DO +2 0 D+ (44) 
だ の で で 

3 DO)=D,;(0,0, 0 

K + 

: Dr -| っ 9g Da | $=0, se=0 

= 2) 

3 DF Da 5 | 

頑 と 96 to s) a=0, d=0, c=0 


a a FD, 0 | 


a そう すれ ば (34), (35) お よび (36) より 


a=l, da0, «m0 


D,,(0) =0, m=1,2,:,# (45) 
詳 和 の 70。 C0) の. の =0, クー トク (46) 
半 (0)2。 = の 247) 
DON mn 2 8) 


恋 千林 0 箇 の 革 と 06404 お と が すのこ 次 LE の 


Fnt GD, he D0 a=0; 


m=1,2,…,t (49) 
なる. と れ を ょ 個 の 未知 数 am( ヵ =1,2,…, カ の 方 
及 理 式 と みれ ば その 固有 値 7 が 求まる . その 一 つ を qa の 


4 


と し それ に 対応 する dn を an (n=1,2,…ー, わ と J る 
いま 簡単 の た め 9 や は 単 根 と し , その 9? に お ける 
(49) の 随伴 一 次 方 程 式 の 解 を dN (n=1,2, ま 
ER ET on 

DN = » hats 


nel 


(50) 


と お き (42) の 残り の 式 か ら (37) の xa の 係数 6: の 
第 一 次 近似 4? は 


b= — Dro ,8,e) 0M (S51 
で 求め られ る . いま 
z= yh 
nl 
と か き , i 
$n = テテ る ND 0) = 2 (52) 
n=1l 
z= の j=1,2, cy (53) 


nel 
と か き a の 6 の は 8 お よび <= の 了 次 の 微小 量 と 
する . その と きき 求める ⑦ お よび 9 の 第 ヵ 々 次 近似 値 を 


” n 
DNDN 6 の + x 
j=1 j=1 


(54) 


0 » 6) 
j=1l 


と か く と と に する .。 と と で + の は や は りり? お よび 2 
に 関す る jj 次 の 微小 量 で ある . 

さて 再び (42) の は じ め の さ 個 の 式 よ りお よび = 
の 三次 以上 の 項 を 無視 し て 


(55) 


t 
SB CNG t GD te DD ON Ya 


nal 
= DN, 8, ON DN, 5, DN 
m=1,2,…,t (56) 
と な る . (56) が 零 で な い 解 dqn ( ヵ =1, 2…, わ を も 
つた め に は 


» [dn Da HOR 


+d Dn, 8; x N]=0 
で な けれ ば な ら な い . と れ は また 9) « の 三次 以上 を 


無視 すれ ば , 


Ed) NW - 交 mr 4.) 
(om+xmy FT GD 


(と な り が の 2 が 定まる ビビ た さも し 右 錠 94 お よび の 


三次 以上 の 項 を 無視 する 、*⑳ が 求 ま れ ば (56) より 
n(n=1,2,… 5 が 定まる 。 そ と で (54) お よび (55) 
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より ? の 第 一 次 近似 
DN DN EG yD 
お よび gq の 第 三次 近似 0⑳ が 定まる . と これ を 用 い (42) 
六 の 残り の 式 よ り 
b= Dtlon,8,8)0MN (58) 
が 計算 きれ xz② が 決定 する . 同様 の こと を 繰返し て 一 
般 に 高 次 の 近似 解 や うる と こと が で きる . 
M 波 た 対し て も , 全く 並行 摂動 を する こと が で 
に を < 
例 と し て 完全 導体 の 円 形 導 波 管 で 断面 の 周 民 が 
| p=a(l—8 sin’9) 
で 表わさ れる と き の TE。」 波 お よび TE 波 の 摂動 を 
波動 定数 お よび 固有 関数 の 周 上 の 値 を それ ぞ れ 9 の 二 
| 次 の 項 ま で 正確 に 求め て みよ う ・ 


図 4 円形 導 波 管 の 摂動 例 
Fig. 4—Perturbation of circular waveguide by 
boundary shape of p=@ (1—8 sin?9). 


まず Ey 波 の と き は 
v= ka=3:832, J Cvs) =0 


a ; TEN, 0) 
0 Ee OE = の 。(k 0 2 7 Ve TJ,“ (vo,) 


か ら の 折 動 を 考え る 。 完全 液 動 関数 系 は 
て CR 


の 


zr ーー | Did o Mo に Ur (v,) < | 
J。 (vn) v2 (Cv) 
= —0.2i7 8° 


まな る を を のだめ 
ka=3.832(1+ 56-0.217 ”) 


な な 
つき に 7 波 に 対し て は 
v= kg=1.841, J,' (Cv) =0 
と し 二 つ の 波動 関数 
CO 
uP) 0 PT 
の 一 次 結合 か ら の 援 動 を 考え る . と の と き は 完全 系 は 
prilk, P)= D11(k, 9 
URIP) 
Pn lk, I i 
m= 0, 土 2」 土 3,… 


e-m® 


’ 


と すれ ば 
5 1 て |] I 
(= ーー — ーー = 
¢ 1 ェ の 9 0.0415 
; 1 
OE py 
a; +das 73 


0 m3 


0 
CE 0 r 
の ’ = 二 4 み Do (v,) KR (vo 
OT JT,lvo,)]=0:0273 
A ( 0.266 8 
—0.194 8* 


た 。 そ こと で ょ の 第 二 次 近似 と し て 
Ng=1.841(1+0.959 8+0.266 6) 
Dg=1.841(1+0.041 8—0.194 8 


を うる . 


ーー ーー と の 例 で も わか る よう 従来 の 方 法 で は プア momD 7 


ニ =0 の すべ て の 根 ums に つい て 計算 する 手数 が カ 


(k⑳,p) に つい て の 計算 に 簡略 化 さ れる .・ 柳 面 損失 に 
っ いて は 固有 波動 定数 の 。 の 一 次 の 項 は 従来 の も の と 
一 致し , 一 次 以上 で は むし ろ ペ ベク トル 場 の 理論 か ら 計 「 
算 す る 方 が 簡略 で ある と と が 多い と 考え られ る の で , 


と 2 


:④ の 表現 式 は 複雑 と な る の で 数 値 だ け 書 い 


0 


ーー 


I g 
"A 


: a 。 
ei RE 
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る た め エ ルミ ツ ト 形 式 を 考え よう 。、 こ と こと で は 導 波 管 断 
面 ぶ の 境界 は 解析 閉 曲 線 で ある と する (そう で な 
いと き は 以下 の 議論 は 多少 の 変更 を 必要 と する . し 
か し 大 筋 は 変化 し な い 〕). L 上 で の ? が 境界 条件 (17) 
を 満足 する 場合 を 取扱 えば (18) の と き は 全く 並行 し 
て 論 ぜ られ る の で まず 前 者 の み を 述べ る . この と き ム 
上 の 値 が 満足 する 必要 十分 条件 は {pm (を &,P)} を S を 
含む 領域 を 定義 域 と する 完全 波動 関係 系 と し て 


p(k, O) = 
| yk, DMob Jo(Dadso=0 


(59) 
で ある ろ る: そ と で (59) の 絶対 値 の 平方 を と れ ば 


| FR PME BP)dsp 


(2) 
p(k, O) 肖 
| (etD DMoCR )0(Q)dso=0 
m=1,2,… (60) 


本 る そそ と で (60) に 


4 


> 


' A, (k= キ 0 
で ある よう な 正 の 実数 を か け て 加え あわ せる と と を 考 
えよ うと の と さき 
p=Plk; P, OO = 3 Apnk, Pplk, O) 


(61) 
| が 一 様 収 豆 し , さら に その PP お よび 〇 @ に 関す る 法 線 
微分 
p(k, P,QO) glk,P, QO) 
dnp v dnpd Ng ' 


『 等 が 項 別 微分 可能 で し か も 一 様 収 束 で ある と し ょ よう. 
そう すれ ば 


i wp x ‘0p 
Ee DP) EM 
RP HE-D + MBP 

Mob CQ ldsedso=0 


(62) 


放 は $9) と 同等 で ある . 上 式 の 左辺 は な を パラ メー タ 


どす る の に 関す る エル ミッ ト 形 式 で ある . そ と で 


| を あら た め て xz, の を x と お き , の ⑦ お よび は (7) 
」 の 境界 条件 を 満足 する 波動 関数 と その 固有 波動 定数 に 
| 限る も の と する .。 と の と き 


a || [gto) 


LO) 9| 
XP (Odspdso (63) 


を 考え よう た だ し じ 
gq 2 £ 
Rote = I OD (FH) ile,P) G0 


と する . そう すれ ば L が 解析 閉 曲 線 で ある の で 2(, 
の ) か ら 部 分 積分 を 用 いて (62) の 左辺 を 導く こと が で 
きる . 

Cg 


aor [ [8--m) 


(Mel )ete,P, の | 


3 ng 
‘xDdsg (65) 
と お け ば (62) すなわち 
Nk, OD) =0 (66) 
は RC の =0 (67) 


と 同等 で ある .……・ すなわち (67) は 17) を 満足 する の 
の LZ 上 の 値 お よび その 固有 波動 定数 だ みた すべ ベ べき 必 
要 十 分 条件 で ある 。 そ うす れ ば 

QC = (ZR = (RI) (68) 
と か か れる 。 と と でる. (x・* 旬 (⑤⑦x) は L 上 の 内 積 


GR | RE ds 


を 意味 する . (68) の 最後 の 関係 は 介 が 対称 核 を も つ 
積分 演算 子 で ある と と か ら 直 ち に 導 か れる . (68) は 負 
に な る と と は な いか ら 江 は 非負 値 対称 演算 子 で あぁ る. 
さて (63) は 
k= Kk, 二 kj 

と お き A(z, の) の x に 関す る 微分 を 

ol OQ: OE 

2 一 一 = ー? 

dk dk, Ok; 
aN i aQ rt 0 
OE es Ok; 
と すれ ば (66) を 満足 する z=k, x= の に 対し て 


GD | 0 (69) 


と な る . さら に その よう な た の ⑦ に 対し て @ に 関す 
る 変 分 を と れ ば 
60Q(k, 0D) = (80 RAD) + (RR DID) =0 
(C70) 


を ゃ うる 、 ま た 逆 に (70) が な り た て ば 

Ro=0 
すなわち (66) を うる 、 と の と と は ょ * が (17) を 満足 
する 流動 関数 の で ぁ が その 固有 波動 定数 を で あれ ば 
その と き に 限り AC,x) は 零 と な り , し か も そ と で を k 
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お よび . の? に 関し て 停留 的 で ある . 
(18) の 境界 条件 を 満足 する も の に 対し て は , 引 (x) を 


Rr- | [ro 1) 


Pa) 
? (er C(x) Fe 1 lg CpaP, o| 
Q 
‘xX(Q)dsg (71) 
と すれ ば メ x=9 の 9 の /0mng は 
lt)) 
ACA) i =0 Ci2) 


を 満足 し , エル ミッ ト 和 形式 等 すべ て (17) と 同様 に 論 
し られ る . 
以上 の 議論 で は A し た が っ て 2 の 選び か た に つ 


} の で は ふれ な か っ た が , つぎ に その 一 例 を 示す . 完全 
素 (p 記 を (5) の よう に と り , 8S を 含む 半径 RR の 円 
\ を 考え 

A = HR FE +H CR C73) 


と 選 誠 . と の よう に 4 を 選ん だ 理由 は 紙 数 の 関係 上 
と と で は の べ な い . 特 に 太 が 無限 大 の と き は 4( ぬ の 
対す べ て 等 し いと 考え て よい か ら 

A の =1 


乏 す る と 
0 0) (74) 
と な る . と れ を 完全 導体 の 場合 に つい て 考え れ ば 7E 


波 に 対し て は 
97,(kr) 2 
0 dso=0 CB) 
| て M 波 た 対し て は 
pSE b (kr) = dso=0 (16) 
8 Ng 


ンー 

分 方 程 式 は 従来 の 無限 領域 の ゲリー ン 関 数 か ら 得 らち れ 

- も の と くら ち べ る と 核 が 正則 で ある 点 に 重要 な 特長 を 

0 。 
また 直交 直線 座標 に お け る 完全 系 16) に 関し て も 

才 A を 与え る と と が で きる が , と れ は 相当 の 準備 を 必 
「 要 と する の で と と で は 述べ な い . 


5. 最 急 降下 法 


RE 前 節 の 結果 を 利用 し て 3 に の べた な た 援 動 法 よ り も さき 
| らち に 一 般 的 な 近似 法 を 考え よう (65) お よび 7) で 

定義 し た 演算 子 @ は 非負 値 対 称 演 算 子 で , 2 も 非負 
。 値 エ ルミ ッ ト 形 式 で ある . そこ と で ⑪ の お よび 8) を 


A 


2 i a L es の : 
GG 21 


線 方 向 微 係数 9 の 7/9 zg を x。 と か き そ の 固有 波動 定数 
ぁゃ を kk と すれ ば , x。 お よび k は 積分 方 程 式 
RR ro=0 “TN 
を 満足 する . いま ょ お よび x を を それぞれ k お よび 
近い と 2 で 
r=k(1+0) (78) 
メ xx。 二 で | 々 1 (79) 
な だ な, 
lg = 0) 
Ere) =0 
と る だ 0 の と る 
(2 = Cte oC CE 
XR) 
と な る で て で 0 は | の 三次 以 謀 の 項 で ある < き 
を 示す . いま 
Q(tr, x) 
x2 
で 肥 (co,&) な る に 関す る エル ミッ ト 和 形式 を 定義 す 
る .。 すなわち 


と する 


= EIR (80) 


ha 
lo;E) = lz Et 2 los 


0 ーー 
I |zel 


(RR ro E+ CE RE BD 
に a 


90k, 0) = [gg Ol 3 


Wr= FF ゃ | 


の 0p は さま よび 79 の 三次 以上 の 項 で あぁ る と と 
を 示す . さて 友 は c=0, f=0 の 近傍 で その 点 を 除い 
て は 零 と なら な いと すれ ば , 2 の 正 値 性 か ら 世 も 正 


値 エ ルミ ッ ト 形 式 で ある .・ すなわち I 導 は (2 4 


の 近傍 で O。 の 項 を 無視 すれ ば , @ お よび & に 関す る 


非負 値 エ ルミ ッ ト 形 式 7 に 一 致す る . いま よう 
導 か れる 線形 同 次 式 を 考え る と 
a Ey 
ml (RR) XE) 
Tt OE 


ET ” 
お よび 2 の * に 関す る 変 分 が (&,z) で 零 で ある と 


と を 考慮 すれ ば (78) お よび (79) より 
k l 


Tt RE = RO,=0 
(83) 
で 82)» と (8 ED 
Cs, 2) =0 (84) 
lz 8 

1 
RC x=0 (85) 

4 


を 解く と と を 考え れ ば よい . て の 解法 は いろ いろ ある 
が ここ と で は 最 急 降下 法 に よる 計算 を 与え て お く . 

一 般 に 所 を 有 界 な 非負 値 の エル ミッ ト 演 算 子 と し , 
% を 一 つの ベク トル と し 

放っ 4) (86) 
を 解く と と を 考え る .。 そ の 第 ヵ ぇ 近似 解 を wm と すれ 
ば 第 (n+1) 近似 を 与え る 一 つの 最 和 急降下 法 ゆ は 
ID ie 

護 生 科 らち られる. と こと で (x の Mem の) お よび (xm. 
(の ) は それ ぞ れ ベク トル w の と ep の お よび 
の と x の スカ ラ 積 を 表わす . そ と で cg お よ 
び で で を 独立 変数 と し て (86) の w に 対応 させ , (8 
と ど 85) が (86) に 対応 する と みな せ ば O, 以上 を 無 
視 し て 


(87) 


NC, 9) 
Pw 
A) LE 
ER 4 lz 
較 詳 選対 応 が つく し た が っ て (87) より 


ED = pM = em 1 


(x A x) => 


0Q 


(XN x) 3 人 


QD (My MY 
(88) 
(89) 


gM 


&、 ‘ hi) A) | zm RD ym 
a Ou 0 / [cgm gee) zm)» 


(yD [gD 


QD gy) 
(90) 


で 9 ちょ よび zt が 与え られ る . 

| 多 と し て 完全 導体 の 円 形 導 波 管 の 一 部 が 直線 で 切り 
有 有 | と られ た 場合 の 基本 モー ド の 固有 波動 定数 と 固有 関数 
に っ つい て 考え て みよ う . 導 波 管 の 周 し は 図 5 の よう 
用 に 直線 ん , と 円 弧 と 。 か ら な っ て いる . 直線 有 , が 円 
放 の 中 心 に は る 中 心 角 を 20 と する . そ と で ぁ と し て 


(22 ) 


ee 


we 


安浦 亀之助 : 導 波 管 の 固有 波動 定数 の 新しい 計算 法 


図 5 円 形 導 波 管 の 変形 例 
Fig. 5—Perturbation of circulat waveguide by 
cutting by straight line AB. 


(7 を と り 第 0 近似 と し て 


4°(Q) =T, (kN p)sin O (91) 
a=1l,841 (92) 
と すれ ば 
£4 . a9 
ki 9 (93) 


と な る , ? ゃ =k を 加法 定理 で 

Jinr= 3 TK DT Hk I ED 
と か き m=0, キ 1,+2,…, 
まで 第 一 近似 を 計算 する と 


+5 まで と り '@⑯ の 5 次 の 項 


Ek 0°[0.073 + 0:023 0—0.21516* 


0.061 +0:299 06+030283 0] 
(C0.371 +0.236 @—0.520 6° —0.378 O° 


+0.259 6@*+0.308 6'], 0<@<0.6 
を うる . 


6. 結 言 


と の 論文 で は 導 波 管内 の 波 だ が 一 つの スカ ヵ ラ 場 の 問 芽 
に 帰着 で きる 場合 に つい て 論じ て きた が , と の 方 法 は 
その まま 埼 座 標 系 お よび 三次 元 空 間 の 有 界 領域 内 の べ ベ 
クト ル 場 の 理論 に 一 般 化 され る 、 ま た 固有 値 問 題 だ け 
で な くい ろ い ろ の 素子 イン ピー ダン ス の 計算 ; 外部 領 
域 に お ける 回 折 問 題 に も 適用 され る と 考え られ る が そ 
れ は また 別 の 機会 に ゆず る . 
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帰還 電子 に よる 陰極 の 電子 放射 制御 に つい て " 


正 員 | 晃 
(松下 電子 工業 株 式 会 社 研究 所 ) 


要約 多重 反射 マイ クセ 波 発 振 管 な ど で み られ る よう に , 陰 李 前 面 に 帰還 する 電子 が 空間 電荷 制限 で 動作 し て いる 陰極 

0 の 電子 放射 を 制御 する 模様 を 解析 する . 帰還 電子 が 途中 で 速度 変調 を うけ て いる と , この 変調 電圧 の 大 き さ に より それ が 

陰 板 に 引き 返す 位置 が 変化 する か ら , 陰極 前 面 の 空間 電荷 の 分 布 も と これ に 応じ て 変化 し , その 結果 陰極 の 電子 放射 量 が 制 

4 御 さ れる と と I に な る 。 こ と の 場合 電子 の 連 度 分 布 を 無視 する と , 速度 交 調 電圧 と 陰 李 電流 の 相互 コン ダク タン スズ は , 度 寺 
調 電圧 が 雲 に 近い と き 無 限 大 と な る と と が 証明 で きる 一 方 電子 の 速度 分 布 を 考慮 し て ゃ も 陽極 付近 で 電位 が 放物線 状 に な 
っ て お れ ば , と の 相互 コン ダク タン ス は 通常 の 反射 形 ク ライ スト ド ン の それ に 比べ は る か に 大 きく な る こと と も 示さ れる . 
と の 現象 は 簡単 な 実験 で 定性 的 に 確か め あら れ た . と の 効果 を 利用 する と 高周波 損失 の 大 き な 場 合 に も 発振 の 容 克 な マイ グ 
R 波 発振 管 が 考え られ る の . 


の 速度 分 布 を 無視 し た 計算 に よれ ば , 電子 放射 制御 に 
よっ て 取り 出さ れる 電流 は 速度 変調 電圧 の 4 分 の 3 械 


大 阪 管 , BK 管 な ど 多重 反射 形 マ イク ロ 流 発振 管 の 
陰極 前 面 に は 反射 電極 で 反射 され て 帰 本 し た 電子 群 が 
存在 し , その 位置 で の 空間 電荷 と し て 作用 し て いる . 
その た る め 陰 極 が 空間 電荷 制限 で 動作 し て いる と , これ 
ら 帰 還 電 子 は 陰極 の 電子 放射 に 影響 を 与え る と 考え ら 
れる . も し 帰還 電子 が 途中 で 速度 変調 そ ゃ うけ て いた と 
する と , 速度 変調 電圧 が 陰極 の 電子 放射 を 制御 する と 
と に な る . と の よう な 作用 を とこ こと で 帰還 電子 に よる 電 
子 放射 制御 と 呼ん で いる . 0 

通常 発振 状態 で は 電子 の 走行 時 間 と 高周波 電圧 の 周 
期 は 同期 し て いる か ら , 帰還 電子 は それ が 空 胴 を 通過 
し た と き , 高周波 電圧 が 減速 的 と な っ て いる か 加速 的 
に な っ て いる か に より , 陰極 前 面 で 引き 返し た り , 険 
極 内 に 入り 込ん だ りす る . いま 速度 変調 電圧 が 客 で あ 
れ ば その と き 空 胴 を 通過 し た 帰還 電子 は 陰極 面 上 まで 
達し , その た めそ こと の 空間 電荷 は 非常 に 大 きく な り 電 
子 放射 量 は 通常 の 場合 の 数 分 の 一 に 抑え らち れる. つき 
に と の 変調 電圧 が や ゝ 減速 的 に 立 上 が っ た と き を 考え 
る と 帰還 電子 は 陰極 面 まで 到達 で き な く な り , 陰極 前 
面 の 空間 電荷 は 乱 減 し , それ に 伴う 陰極 電流 の 増加 の 


| sia は 非常 に 大 きく な る も の と 想像 され る ・ 事実 電子 
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* Electron Emission Control of Cathode by Return- 
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sh 
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の 項 を 含み , 相互 コン ダク タン ス は 変調 電圧 が 鶴 に 近 
づく と 無限 大 と な る とこ と が 証 有明 で きる . 

し か し , と うい っ な た 電 子 放射 の 問題 を 取り 扱う に は 
電子 の 速度 分 布 を 無視 する と と は で き な い . その た め 
実際 に どの 程度 の 変調 電圧 立 上 が り 時 相互 コン ダク タ 
ンス が 得 ら れる か を 知る た め , 続い て 速度 分 布 を 考慮 
し て 計算 じ た が , 陰極 前 面 以外 の 場所 で 放物線 電位 分 
布 を 仮定 する と , 相互 コン ダク タン ス は 通常 の 反射 形 
タラ イス トロ ン の 数 百 な いし 数 千 倍 と な る と と が 示さ 
れる 

と の 制御 作用 を マイ クロ コロ 波 で の 実験 で 確か め る の は 
困難 で ある か ら , 他 か ら 陰 極 前 面 に 種々 の 速度 の 電子 
送り 込み , と これ に よる 陰極 電流 の 変化 の 様子 を 測定 


する 記法 に より 定性 的 な 実験 を 行なっ た ・ そ の 結果 平 
板 陰極 を 用 いる と 電子 集束 用 の 磁界 を 加え て , また 収 


れん 形 陰 極 を 用 いる と 磁界 な し で , 変調 電圧 が 零 の 近 
く で 陰極 電流 の 和 急増 が 認め られ た . 
従来 大 阪 管 の 動作 の 解析 は 空間 電荷 を 無視 し て 行 な 


われ て いた が ④, と の 論文 は 空間 電荷 を 考慮 に 入れ た 
解析 の 一 手段 と る 考え て いる . 


2. 帰 選 電子 を 考え た 場合 の 平板 陰極 
か ら 放 射 され る 電流 密度 


。 まず, すべ て の 電子 が 陰極 か ら 堆 初度 で 放射 され ー 


Ne 


a 7 


| て いる 場合 を 考え る . 


| 図 1 示す よう に 空 胴 、 
kK 9I2 な る 高周波 電圧 re 
|」 が 減速 方 向 に か か っ て | 時光 ニー ニー 7 
) いる 位相 の と き に , そ | 
て を 通過 し た 電子 が 険 Vr0 
) 李 前 面 に 帰 選 し た と i 
pr "それ に よっ て 変調 生 」 陰極 前 面 に お ける 放射 
きれ る 陰極 電 流 秒 度 7 電子 流 と 速度 変調 を う 


Fig. 1—Attitude of emitted 
current and reflected 
current which is 
velocity modulated 


て 変調 され た 電子 が in front of cathode. 

衣笠 全 ち 林 と な っ て いい 8 と 
が 売 分 小さ いと し て こと の 電子 群 の みた 着目 し た 準 定常 

態 を 仮定 し て 計算 する . と の 場合 陰極 前 面 の 空間 を 


RMN GM 
相 の 速度 変調 電圧 に よ 


ら ゃ 人 V の 二 っ に 分 け て 考え る . (多重 反射 を 考 
える と さら に 2g 交 V3 2, 3 gp 用 V 有 4p…… と 分 け 
な けれ ば な ら な い が , 部 定 党 状 態 の 仮定 を し て いる た 
| め と れ 以 上 の 分 割 は あま り 意 味 が な い ).・ 

[あの 領域 に 対し 陰極 に 垂直 方 向 の 座標 を z と す 
Berry Om 
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na eu 6 が は 各々 自由 空間 

[ 率 。 電子 の 電荷 」 電子 の 質量 を 表わす . 

る 』 は 角 密 に は 7 の 関数 と な る が , 漠然 と 放射 
<: 流 の 中 1 何 制 が 帰 思 する か を 溢 わ すず 一 定量 と し て 取 
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; < ム メニ 1, <1, x>1 の 各 場 合 に 対し 


長谷 川 晃 : ‘ans cr omaon pmne oe 


¢ 
. し た が て ? に よ る 索 の 変化 人 # は 20 


C24 ) 


u=l; 
y-X 7 
CN 
re: ny 
a<l; 
VXIX= 3 2 (vr 4 
re + 3/4 a 
+ーU “)- vo/ | Ct 
vt 1—e* 1 
EE {r(o, 方 ) (5) 
A i bi ] 
> i 


YTx g(r 
£ Es) et hg A 
0 


k NC 4 
a Obs a 
と な る て で に E 3 


ee A A 4 ‘i < 


= — i = の a ER 
vyU-hu, v= 8 + bh 


&” 3 
0 1-yg 
A Li i+ ye 


Tk / 1 

と の 場合 興味 の ある の は 電流 密度 7 が 速度 変調 電圧 
? に 対し どの よう に 変化 する か で ある . と の 変化 の 住 
方 は 々 に よっ て も 変わ る が 簡単 の た め め 々 =1, す な わ 」 
ち 放 射 電子 電流 の 中 。 半分 が 帰 思 する 場合 を 考え る .。、 
a On EC 
7 を 求め る と 、 < 
, 2 Vw a n 
ts xXx: RE 


EE 
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図 2 変調 電圧 ? と 電子 放射 制御 に よっ て 得 ら れる 電流 
密度 7 の 関係 
Fig. 2—Relation between modulating voltage ¢ and 
current density which is attained by 
electron emission control, 


波 電 圧 に よる 変調 電流 で , 一 種 の 集 群 電流 と も 考え ら 
れる . 

7 文 り 2 と g/V の 関係 は 図 2 に 示す よう に な り , 
了 の 中 に は 〆 バ * の 項 が 含ま れ て いる か ら 当 然 p っ 0 
で , と う 配 は 無限 大 と な る . 


a 相 王 ペタ ダク タン ンス 


前 章 で 電子 流 の 帰還 率 々 が 1 の 場合 に , 速度 変調 電 
正 ゥ と それ に よっ て 変調 され た 陰極 電流 の 間 の 相互 
ュ コ ュ ン ダク タン ス が , 変調 電圧 が 零 で 無限 大 に な る こと と 
を 人 述べ た . し か し 一 般 に 々 が と の 相互 コン ダク タン ス 
に どの よう に 影響 する か を 調べ る と こと は 興味 が ある . 
と と で は ゅ っ 0 に 相当 する 相互 コン ダク タン ス を 求 
め , 最も 望ま し い 々 の 値 を 計算 する . 
| 相互 コン ダク タン ス は 陰極 面積 を ある た 24 

と し て 求め らち られる. 式 ⑤) か ら こ と の 値 を 計算 し 0) 
と し た と き の 支 配 頂 を と り 出し , と これ を 9me と する 
と , w>0 に 相当 する 相互 コン ダク タン ス 9 は 々 =1, 
ご 1, gz>1 の 各 場 合 に 対し 
0 

EM 
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# | 
LCD LI 
と な 

と れ ら の 式 か ら 々 = で あれ ば 必ず gmoccp "TE 
な り p>0- で 相互 コン ダク タン ス は 無限 大 と な る . で 
ヽ で gz>2 の 場合 を 考え る と と は 無 意 味 の よ う で ある 
が , ? ゅ っ 0 で あれ ば 多重 反射 々 する 電子 を 全部 考え る 
と z が 充分 大 きい 場合 も あり 得る と 思わ れる . 

ぁ バ の 係数 は 式 (6) か ら 4 の 関数 と な り , ある 
zr に 対し 最大 値 を も つ . いま Gm。o= gmoX*/a VEN 
と お き Gm。 を x に 対し て 画 く と 図 3 の よう に な り , 
と れ か ら gz が 1.7 付近 で Gm。, すなわち 電子 放射 制 
御 の 効果 が 最大 と な る と と が 分 か る . 


8 01 030510 305010 3050100 200 
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3 。 電子 流 の 帰還 率 々 と 相互 コン ダク タン ス Gm 
の 関係 

Fig. 3—Relation between returning ratio & of electron 
current and mutual conductance Gmo.: 


4. 電子 の 速度 分 布 を 考慮 し た 場合 


いま まで の 解析 で は 電子 の 単 速 度 性 を 仮定 し て 計算 
を 行なっ た が , と の よう に 陰極 か ら 放 射 さ れる 電流 自 
身 を 制御 する 場合 に は 陰極 を 出る 電子 の 熱 速 度 分 布 が 
大 きく 影響 する と 思わ れる と ゝ で は こと の 電子 の 熱 速 "7 
摩 分 布 を 考慮 し た 電子 放射 制御 を つぎ の 仮定 の も と に 
解析 する ・ 

] 論 村 前 男 以 外 の 空間 は を 方 向 に 対し 放物線 電信 


分 布 を し て いる . 2 反射 電極 は すべ て の 速度 の 電子 : 間 


を 反射 する と と が で きる . 3 陰極 付近 で は 準 定常 状 
態 と 考え られ , 陰極 電流 は お も に ?/2 な る 変調 電圧 で 
減速 され た 帰 本 電子 に より 制御 され て いる ・. 


1) の 仮定 は 通常 の 多重 反射 形 クラ イス ト ョ ロン で 成 


し 。 また の の 仮定 は 二分 布 を 無 提 し た 解 折 で の 


て 25 ) 
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仮定 と 同じ で あぁ る が , 2) の 仮定 を も うけ る に は 反射 
電極 を あぁ る 程度 負 電 位 に 保っ て いる 場合 か , 別に 険 極 
を 反射 電極 の 代わ り に お いた 管 ウ や ゃ 考え る と 電子 の 速 
度 カ が Maxwell 分 布 や し て お れ ば ほぼ ば 成立 する と 思わ 
れる . 

4.1 電子 の 空間 密度 

電子 の 速度 分 布 を 考慮 し た 平行 平板 間 の 電位 分 布 は 
Langmuir や Kleynen ら に より くわ し く 求 め ら れ て 
いる 5 また と きゃ で 解析 し よう と し て いる 問題 と 比較 
的 類似 し た も の と し て 平板 陰極 を 二 つ 向 い 合 わせ て お 
いた 場合 の 電位 分 布 の 計算 は Lindsay や ら に より 成 さ 
れ で お り ;, てこ ゝ で も こと これら の 方 法 に 基づい て 計算 を 行 
な うこ と と に する . - 
電子 の 初速 度 分 布 を 考え る と 陰極 前 面 に は 電位 最小 
点 が 存在 し , 大 体 図 4 に 示す よう な 電位 分 布 と な っ て 
いる も の と 考え られ る . 


0 Xm レイ z 
4 電子 の 速度 分 布 お よび 帰 四 電子 の 
影響 を 考え た 電位 分 布 


Fig. 4—Expected potential distribution in which the 
velocity distribution of electrons and the effect 
of returning electrons are taken into account. 


電位 が ヶ 方 向 に の み 変 化し て いる と する と 陰極 か ら 
の 距離 を z, その 点 の 電子 の 速度 を 々 w と し た (z, wu) 
】 点 の 放射 電子 の 位相 空間 密度 が (z, uw) は 


; 3 7 w) る nT 
exp(n—nc)exp( - が w) 
CO 
1= Ft ビー Vi) 


0) (- 記 ) 


) で 与え られ る . 
と ゝ で Va は 最小 電位 を 表わし , た は プラ ンク の 定 


iC 


NY 
。 一 方 帰 層 電子 は ぁ ? だ け 減 速 さ れ て いる か ら 陰 極 付近 


~ 


で の 任意 点 の 速度 uw は 陰極 を 出 た と き の 速 度 を zxc, 
陰極 電位 を Vc と し て 


wu + CV- Ve-?) 


で 与え られる. 帰還 電子 の 分 布 は , それ が 放射 され た 
と き 電 位 最小 点 を 通過 で きる 速度 を 陰極 上 で も っ て い 
た 電子 に つい て の み 考 えら れる . し た が っ て ( ヶ ,) 点 
で の 帰還 電子 の 位相 空間 密度 nz (z, u) は 


が ニー (yーY) の 場合 
1/2 
nN, (Z, u) =2 0 


expGr—ne- Wexp(- i w) (9) 
ーー (ygーY) の 場合 
n;(Z; U)=0 


どど te =F® 


で 与え られ る . 

と ゝ で 放射 電子 の 数 に 対す る 帰還 電子 の 数 の 比 を 2 
で 表わす と , 放射 電子 , 帰還 電子 を あぁ わせ た 位相 空間 
密度 x(z, u) は 

n(Z, u) =n, (CZ, u)+2n;(Z, uu) (10) 


と な る . と の は 放射 され た 電子 が 反射 電極 , 空 胴 な 
ど に 捕え られ る 効果 を 表わす 量 で 厳密 に は その 捕え 方 
に よっ て , 々 が 電流 密度 の 関数 と な る の と 同様 z, 
の 関数 で ある が , x 々 と 同様 の 考え 方 で 一 定 と し て 取扱 
う ・2 と x の 間 に は 後に 示す 関係 が ある 、 式 10) を 
xu に つい て 積分 する と x 点 で の 空間 密度 (x) が 求 
め ら れる が , と の 場合 領域 エ (陰極 か ら 電 位 最 小 点 ま 
で ) は 今 の 場合 直接 関係 な い の で , 領域 (電位 最小 
加 か ら そ の 点 の 電位 より % だ け 電 位 の 高い 点 ま で ) 
領域 臣 (電位 最小 点 か ら の 電位 が % より 高く な る 筋 
囲 に つい て 考え る . 
領域 (tnaz<z,), 


nl =ns expta—m0)27 expC—uDdu 


+ exp(7—7c— YW)2 x 7° 


exp(—)du+ erp (Te) 
| expC—wdu | 
0 
=?n。 exp(7—7c) [1—erf v7) 
+lexp(—y) (+erf/ 22] AD 


C26 ) 


a FF | 
“0 s EE 
1 


| 
F 


‘ 
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領域 MT (zg きき?), 
と の 領 域 で は 帰還 電子 の 中 , 速度 が 零 に な る 電子 は 


な く , 最小 2 と ーー%) の 速 度 を も っ て いる か ら 


n(Z)=7n, exp(7—7c)2 | oept —u’) du 
7 


- Yn 


+ exp(7—7c—Y)2 7 "| 
xexp(—w’)du+n, exp(7—7c—Y) 
2 2 8 expC—u?)du | 
a 、 
=?。 exp(7—7c)[(1—erf\ 7 )+ ス 2 


exp(—y) (1+erfy7—2erfv/ 7 —yY)] 
(12) 


i・・] 


4.2 電位 分 布 

ヵ ?(z) か ら 電 子 の 空間 電荷 密度 を 求め ポア ソン の 式 
< 代入 する と 電位 分 布 が 求め られ る . ヶ 点 で の 電荷 密 
概 (x) は 


Cao) 13) 
と 書け る か ら ヵ 7 を 用 いて ポア ソ ン の 式 を 表わす と 
- re (Zz) 14) 


いま 
_é={2en, exp(—7c)/RT es} Cz — Tm) (15) 
と お き 式 14 を 積分 する と 


‘4D)- -ーー と | ト da 16 
( 妥 ew perma n(z)d7 (6) 
式 (16) は 領域 ど と に 計算 し な けれ ば な ら な い . 


領域 工 
2) RGR eb NEG, UD 


dté 
し た が っ て 
7 dn 
i EIR CE 
a > (CC 
h_(7) =exp rl1-2/ texp nerty 7 
(OD 
D2 ep Tat 7 
| (20) 
叙 域 相 
の dn a jj- 
鐘 Ww が +lexp(= PD 


] 9 の ty-2y | 
’ i 


=| 0 
vB) 4A exp ot yl CR 


YP) ef y~2V7— Yr] 
+ fs=*p (22) 
と 
x rt LS) 9 wy 
rs | 0 Vp) + lexp(- 4 nD 
4.3 電流 密度 
電流 密 歴 7 は 


T=e | un@)du 
で 与え られ る . 式 (10) を 代入 し て 計算 す る と 
Rd 
T=ens( ==—) exp(—7c) [1—2exp(—%)] 
(23) 
4:4 相互 コッ ダク タン ズ ス 
相互 コン ダク タン ス を 求め る に は 電流 密度 /, 電圧 
V お よび 速度 変調 電圧 ? の 同 の 開 休 る 
な らら な い 『 式 15), まめ 
の 
(Ey [1-A2exp(— 91 (24) 
€e (z= ra) 
と の さ & に は 式 (22) を 用 に な けれ ば ば ならない. 式 ②), 


(23) で g=0 と し 比較 する と 々 と 1 の 間 に は 
A 1+k 
々 
すなわち A= Pr) (25) 


の 関係 が ある . ゅ >0 に 相当 する 相互 コン ダク タン ス 
gm。 の 算出 は 式 (2 の に 陰極 面積 «a を か け ぁ で 微分 


し て ぁ g っ >0 と すれ ば よい が , 一 般 の 場合 の 計算 は 困難 
で ある か らき すなわち %==m の 場合 に つい て 計 ) 


人 算 する と 


0 
mo=2a Fo 


4er 3 
= 全 0ー 


e (CE ER 


PN 


7 dn 
CA 0 
ァ 7>8 の 場合 に は 


4 


Ts A '6889 77* 0.51…) 7 


SS i 


2 EAR CC 3 : 


*: 


NE 


CE K 


第 1 項 だ け を と り 式 (26) に 代入 する と 

a (VV 
RE 6 1 

一 方 速度 変調 電圧 が 零 の と き の 反 射 形 クラ イス トロ 
)」 ン の 相互 コン ダク タン ス gm ょ は 走行 角 9=11/2・ ヶ と 
じじ ビ で 


gms=3.58 x 10*—— (27) 


ーー PS 1 a 
: 9g k 4 WW 


Rw で 与え られ る か ら 式 (27) と 比較 する と 
my=2.4x 10° gm 


+ | となり =1O 得度 で ある か ら , と の 場合 の 相互 コン 

|「 ダク タン ス は 電子 の 速度 分 布 を 考慮 し て る 通常 の クラ 
3 st スト ロン の 相互 コン ダク タン ス の 数 百 な いし 数 千 倍 
K 有 | の 値 と な る と 考え られ る . 


) 5. 電子 放射 制御 の 定性 的 実験 


| 原理 的 に は 電子 放射 制御 は 帰還 電子 に よら な く て も 
| 他 の 源 か ら 放射 され た 電子 に よっ て も 行なわ れる は ず 
「 で ある . 陰極 を ニ つ 板 状 有 孔 陽極 の 両側 に 向かい 合わ 
0, と れ ら 二 陰 極 間 に 電圧 を 印加 する と , た と 
を ば と の 電圧 の 高い 方 の 陰極 か ら ら 出 た 電子 は 他 の 陰極 
の の: I 面 で それ か ら み た 空間 電位 が とこ の 電位 差 に 等 し い 
県 で 引き 返す か ら , と れ ら の 電子 は 低い 電圧 の 陰極 の 
電子 放射 を 制御 する と 考え られ る . し た が 。 っ て 険 極 の 
電流 変化 を と の 電位 差 に 対し て 測定 すれ ば , 電子 放射 
| 知 御 Kc よ っ て 得 ら れる 人 電流 が 観 和 さ れる と と に な る 、 

| 以上 の 見 地 か ら 図 5 に 示す 
] よう な 回 路 を 用 い , 速度 変調 
押圧 ゃ に 相当 する ニ 陰極 間 の 
電位 V と 陰極 電流 7 の 関 
を オシ ロス コー プ に 画 か せ 
る こ , 実験 管 と し て は 2 種類 の 
も の を 抽 作 し た . 第 一 種 の 実 
は 円 形 平板 険 極 を 用 い 電 
東 は 磁界 に よる も の , 
が 種 の 実 論 管 は ピア ァ ス 形 収 
が 検知 を 用 い 毅 電 的 に 電子 
| る 集束 する も の で , 陰極 と し て は 直 第 3.2mm の 円 形 
物陰 極 を 用 い , 陽極 は モリ ブ デ ン 板 に 険 極 径 と 同 
大 の 孔 を あけ た も の を 用 いた . 第 一 の 実験 筐 で で 磁界 の 
大 き さ を 変化 する と 理論 計算 で の x (また は カ が 変 
| 6 す 2c と kn, 事実 完全 に 電子 を 集束 し た 場合 

FERRARI NRK NR 


筑 禁 ト 訂 地 


(600 ~1200 cps) 
図 5 実験 回 路 図 


Fig. 5—Experimental 
circuit, 


で 
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(28 ) 


4 が % " i a i 
A EEN 


1 
re 2 
Ww 念 SC 


ー> 電圧 V 
(a) 磁界 集束 の 場合 


i 


ー> 電 古 V 
(b) 静 電 集 束 の 場 合 
図 6 電子 放射 制御 に よる 電圧 電流 特性 
Fig. 6—Voltage to current characteristic on 
electron emission control. 


な り 何 ら 電 子 放射 制御 の 効果 は 認め られ な か っ た が , 
適当 に 磁界 を 調節 する と 図 6 (⑦ に 示す よう な 陰極 
間 電 圧 , 陰極 電流 特性 が 得 ら れ 図 2 に 示す 特性 と ほ ば 
= た < 

し か し 磁界 を 用 いる と 寄生 発振 な ど が 起こ りや すい 
難点 が あっ た の で , これら 平板 陰 李 を 収れん 形 陰極 で 
置き 換え た 第 二 種 の 実験 深 を 作り , 磁界 を 用 い ず に 同 
様 の 測定 を 行なっ て みた 、 そ の 結果 比較 的 容易 に 図 6 
(b) に 示す よう な 特性 が 得 ら れ , 図 6 (@ の 特性 が " 
磁界 の 影響 に よる も の で な く 本 質 的 な も の で ある こと 
も 分 か っ た また この 実験 か ら 磁 界 を 用 いな い 多 重 反 
射 形 ク ライ スト ロン が 考え られ る と 思わ れる . 


6. 結 言 


速度 変調 や うけ て 険 極 前 面 に 帰 思 す る 電子 に よる 険 
極 の 電子 放射 制御 の 模様 を 解析 し た . その 結果 速度 変 
調 電 圧 が 零 に 近い と, と この 電子 放射 制御 に よっ て 得 ら 
れる 相互 コン ダク タン ス は , 非常 に 大 きく な る こと と が 
理論 的 に 示さ れ た . と この 効果 を 利用 する と 損失 の 大 き ・ 
い 場 合 に も 比較 的 発振 の 容易 な 管 が 作ら れる と 考え て 
US 
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(東京 大 学生 産 技術 研究 所 ) 


(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


要約 サイク r ト ドン 波 を 用 いた 電子 ビー ム 形 パラ メト リッ ク 増 幅 管 に つい て は Adler に よ ょ り 時 間 的 旋回 電界 を 用 い 
た も の が , また 最近 Gordon に より 直流 励 振 し にょ る 空間 的 旋回 電界 を 用 いた も の が 開発 され て いる . 本 論文 に だ お いて は 
と の 両者 を 併用 し た 一 般 的 な 場合 に つい て 統一 的 解析 を 行なう と 共に , サイ クロ トド ン 波 の 増 罰 機 構 の 解明 を 行なっ て 


いる . 


1. 序 言 


電子 ピー ム の サイ クロ トロ ン 波 を 用 いた パラ メト リ 
ッ ク 増 幅 管 に つい て は Adler が 高周波 ポン プ 電 界 を 
用 いた いわ ゆる Adler 管 を 開発 し て 以来 い , その 低 
雑 斉 特性 の 優れ て いる 点 か ら 各 方 面 の 注目 を 浴び て い 
る . その 後 各 方 面 で この 種 増 幅 器 の 研究 が 行なわ れ て 
来 た が , 最近 ベル 研究 所 の Gordon が 高周波 電界 を 用 
いな い 直 流 励 振 形 の も の を 開発 し や?, その 将来 性 の 大 
有 きい こと を 示 吹 し て いる . 筆者 ら も 数 年 来 こ の 方 面 の 
研究 を 行なっ て 来 た が , と この 際 痛感 し た と と は サイ ク 
ロト ロン 波 の 物理 的 イメ ー ジ を 得る と と の 困難 さと , 
| その 統一 的 理論 解析 が 従来 の 縦 形 電子 ビー ム 管 に 比 し 
て 著しく 遅れ て いる た め , その 理論 的 予測 並び に 検討 


* Analysis on Parametric Amplification of Cyclotron 
Waves in Time-and Space-Periodic Fields. By 
SHIGEBUMI SAITO, (Institute of Industrial Science, 
University of Tokyo, Tokyo) and MASAMICHI 
KENMOKU, Members (Nippon Electric Co., Ltd., 
Tokyo). [論文 番号 3357] 


\ 


が 容易 で な いと と で あっ た . サイ クロ トロ ン 流 増幅 に 
関す る 理論 的 解析 は 上 記 Adler 並び に Wade», 筆 
者 の 一 人 斎藤 や に より 行なわ れ た が , 最 近 Johnson, 
Siegman* に より より 詳細 に 論じ られ て いる . し か る 
に と れ ら は , いずれ も 高周波 励 振 に ょ る Adler 管 また 
は その 類似 の も の に 関す る も の で , 空間 的 旋回 電界 に 
よる も の , お よび その 両者 を 併用 し た 場合 に つい て の 
解析 は 行なわ れ て いな い **。, i 

本 論文 は 時 間 的 並び に 空間 的 旋回 電界 に よる サイ ク 
ロト ロン 波 の 増幅 理論 を 統一 的 に 行ない , その 特殊 例 
が 上 述 の Adler 管 ま た は Gordon 管 で ある と こと を 示す 
と 共に , サイ クロ トワ ロン 波 の fast wave 並び に slow 「 
wave の 結合 の 物理 的 意義 を 明らか に し て いる . その 
取扱 い は 従来 の パラ メト リッ ク 増 幅 器 の それ と 極め て 
類似 し て いる が , 旋回 電子 か ら 見 た 見 掛 上 の ポン プ 
波 , 見 掛 上 の 上 下 側 帯 波 な る 概念 を 導入 する と と に よ 


** 倒 者 ちら に より 直流 励 振 の 場合 の 解析 が 昭 35 信 学 全 大 に 発 
表 さ れ て いる が , 予 季 に は 誤記 が あり , 本 論文 に よっ て 
訂正 させ て いた だ ぐ ざ 次 第 で ある . 
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ちり 極め て 理解 し 易い 形 に な る と こと を 示し た . 

な お , 横形 電子 ビー ム に は サイ クロ トロ ン 波 の 外 に 
Siegman や や に よる いわ ゆる Syncronous wave が 存在 
する が か が , と の 波 は パラ メト リッ ク 増 幅 の 場合 は 何ら の 
作用 を 及ぼ さ な い の で すべ て 省略 し て ある . 


2. 理 論 


図 1 と 示す ど ご と くき を 方向 に 々 xo な る ドリ フト 速度 を 
も っ た 電子 ビー ム に 万 。 な る 直流 磁界 を < 方 向 に 加え 
る と ど , 図示 す ど と く 各 電子 は 時 計 方 向 に %&%。 な る サ 
クロ トロ 
ン 角 周波 数 
で 回 転 す る 
と と は 衆 知 
の 通り で あ 
る 2 きま 図 
記 示 す ど と 
く 空 間 的 に 
を 方 向 に 旋 
血 す る 双 曲 面 状 電極 を 配置 し , これ に 図 の ご ど と き 極 性 
を もつ 高 周波 電圧 を 印加 する と , この 高周波 電圧 に よ 
る 旋回 電界 と 空間 的 旋回 作用 と が 相 和 (また は 減 ) し , 
その 総合 電界 に より 電子 の サイ クロ トワ ロン 運動 が 増大 
ん し て , と > に サイ クロ トロ ン 波 の 増幅 が 行なわ れる . 
いま <=0 を 基準 面 
4 こと り 。 ある < を 点 に お 
ける 双 曲 面 電極 が 図 2 
En 9 A GD 
了 デ け 回 転 し た 場合 を 考 
えよ う . この と き の 電 
位 分 布 を V=k(y”ー /; ) 
? と 仮定 する と , と 回 2 双 曲 面 状 電界 の 座標 
WIE, VY 面 上 の 電界 は Fig. 2—Co-ordinates of quadru- 
pole electric field. 

次 式 で 与え られ る *. 

E,=2k[zcos29+ysin20] Nk (C1) 


Ey=2klzsin20—ycos20] 
k= ky COS (OL 穫 e+ ) | 


Uhneenrtn hte ton] | 


図 1 時 間 的 並び に 空間 的 旋回 電界 


Fig. 1—Time-and spatially-winding fields. 


で で に た は 


2 


i の 6p は それ ぞ れ 励 振 (ポン プ ) 角 周 波数 お 
0  ・ 旋 圧電 佑 の 放 回 度 が 大 きい 場合 に は 厳密 な 意味 で 本 式 は 


成立 し な い が , 実用 上 充分 な SE と と が 松岡 氏 
hd に より 確か め ら れ て い る 
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よび その 波 の 線路 上 の 伝 ば ん 定数 で , E 下 符号 は それ 
ぞ れ 前 進 波 , 後進 波 の 場合 で ちあ る. さて 式 ① の ? は 
旋回 電極 の ピッ チ で あぁ あり, < に 比例 する の で 
20 = 3D 

と ゝ に お いて サイ クロ トワ ロン 回 転じ で る 
電子 か ら 見 た 旋回 電界 の 見 掛 上 の 励 振 周波 数 の 概念 を 
導入 する . すなわち , 一 個 一 個 の 電子 に 注目 する と き 
を = の 関係 が ある の で 


eae) 


@, =BpuUs } 

と お くく とき, @』'′ は 旋回 電極 配置 に よる 見 掛 上 の 励 振 
周波 数 (< 方 向 に 右 巻 の と き 正 よ す る ), @z” は 高周波 
励 振 波 の 位相 速度 に よっ て 生じ る 見 掛け の 励 振 周波 数 
と 解釈 する と と が で きる . さて と れ ら を 式 (① に 代入 
すろ る に際し て , つぎ の ど ご とく 考え る 時刻 が 全力 に < 
=0 か ら 始 まる 旋回 電界 部 に 流入 する 1 個 の 電子 を 考 
え , 流入 後 (=tー4) の 時 刻 C と と の 電子 に 加わ る 電界 
を 求め る . この 際 に は 々 r= を な る 関係 が ある の で 式 
(1) は 


と 


(A) 


EC = [ehn' elo tk 


Ne TO p+T ) 

- i eloptt — Ry te pr) ] 

十 テ fot ky € 0 pT) | 
SG (5) 
EE [zh eno—k,, te pT) 


Es= 
+ Ry op ky te pT)] 
2 
+ yh el pT he 0p™)] 

と な る と ゝ に の p+> @p- は 
Opj+ = OFF Op ) + Op } 

Op-= Op — (Op FO) 
で 与え られ る. すなわち oj+ は 高周波 励 振 電 界 の うち 
方 向 に 対し て 時 計 方 向 に 回 転 す る 成分 を と っ た 場合 , 
本 放 林間 を を 
総合 励 振 周波 数 を あら わし て いる . また た 7' は z= な 
時 刻 て お ける 財 閣 大池 財 の 人 全う を 含め た 大 き さ を 
示し 次 式 で 与え そえ られる. 
; Ro Felont: 73 

さき さて z=4 に K 誠 振 部 に 流入 し た 一 個 の 電子 の 流入 後 

+ 時 刻 に お ける 運動 方 程 式 は zy 方 向 の chu の kic 


G6 


a RS) 


4 sy 7 
A a に « 
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netic 電圧 U ょ 。, U, を 用 いて つぎ の ど と く 与 えら れる 
(文献 ③ 参照 ). 

rr 
RZ | 


cr ft 
ty +0U, | 
参考 の た め に 励 振 電界 の な い 場 合 (だ 。=E,=0) に は 
上 式 より 容易 に 
U,= (Ue iBe-89* | 
+ U_e-ife+ io?)eiot + (c.c. 
e )e tCED) 


(8) 


= —;(U eBe-80z 
—U_e-i(Aet+8o?) eiot + (cc.) 
を 得 ダ こと ゝ に り U;, U_ は それ ぞ れ サイ クロ トロ ン 液 
の fast wave, slow wave 成分 を 示し , また 86。=@/t。, 
Pp。=oc/luk。 で ある ろ る. 式 (9) より fast wave は z,y 面 
内 で ゥ ゅ な る 角 周 波 で 時 計 方 向 に 回 転 し , slow wave は 
反 時 計 方 向 に 回 転 す る と こと を 知る . 

励 振 電界 の 存在 する 場合 の 解 を 求め る に 際 し て ,- パ 
ラメ トリ ッ ク 増 則 は @ の pr また は op- が 26。 に 近い 
場合 に の み 生 じ る (以下 の 解析 結果 を 参照 ) の で , と 
の 両者 が 充分 異な る と し て 別々 に 解析 を 行なっ て 見 よ 
う -. も ちろ ん 一 般 に は 両者 を 同時 に 考慮 する 必要 が あ 
る が , サイ クロ トロ ン 波 の 増幅 機構 を 理解 する 上 に 容 
易 で あぁ る の で こと の 方 法 を と る . 特に 直流 励 振 (oy=@』* 
三 0) の 場合 は @ の p+= の »;- と な る の で 後 節 に お いて 別 
に 考察 する . 

2.1 oj: ぞ 2@。 の 場合 
6 式 ⑥⑧ の E:@), E,( で ) に は 式 (5) の 内 @p+ を 含 
む 項 の み を と り , Uy, U, の 周波 数 成分 と し て は 信号 
液 @, 見 掛 上 の 下 側 棋 波 @”, 上 側帯 波 @;’ 
に } 0) 

@; = Ojp+ + の 
少 考 た つき の ど ご とく おく 
Us;= Useiotieeior + Ueto ts ejor't 
+ U4,ei0s'h «eios't + (c.c.) 
= Us,'eior + Ug, ‘eisr't + Ueius't 
(3) 
A rT, yD) 
7, U4 等 は z= 時 刻 に お ける ペク トル で あり , 
Ui 符 よ び が i が て に 対し て t。 な る 形 
「 を と る と 仮定 する . 式 ⑤) , (11) を 式 ® に 代入 すず 
の 


(11) 


で +7 の) Ut oT,, = 
a i (Ut m5U, ) 


Rn 
Ss Fr Cs’ + )| 


(T—jo,) i 


RE 
2B, T+jo FT Un Un 
CP A @, ) UL, + oy, = 


CE 
or io 


©。 Ut 


ーー (CU, 7U,) 
, (12》 
& a @) Ue ER 


トト 、 
2 Fe CY a 3 ) 


= * 


a 0+] 


CF 示 で @, ) EF て oUt 


On 
スス T+jo 


©@。 


EE 9 ) 


(Pio Us 


0 

TE + の 
を 得る . 式 ⑨) より サイ クロ トワ ロン 波 の fast wave 応 。 
分 に つい て は U,= ー7 リ 。, slow wave で は U;=i5U, 
の 関係 が ある と と を 考え る と き , 式 12) より bio の 
fast wave と o,′ の fast wave が 結合 し , ew の slow 
wave が @,′ の fast wave と 互い に 結合 し 合う と と な が 
判る . 式 12) より 未知 数 7 を 解く に は 各 係 数 を 成 
分 と する 行列 式 を 雰 と お く 通 常 の 方 法 に よっ て 求め らち 
れ 次 式 を 得る . 

[Tj(o' ta] T+! to] 


、 | 1 


CF 二 2 夫 ) 


-( A MM ets 
CUETO 
{ir til@ todIT + eg] 


rs} 0 
(13) 
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儲 1 項 は @2′ 波 の slow wave, 第 2 項 は @;” 波 の slow 
wave が 何ら 相互 作用 な し に 励 振 部 を 通過 する と と を 
示し ( 高 次 の 高調 波 を 省略 し た た めで ある ), 第 3 項 
は る o,o,′ の fast wave 間 の 結合 こと よる 増大 波 の 生じ 
る と と を , また 第 4 項 は @ ゅ の slow wave と @:” の 
fast wave の 結合 作用 を 示し て いる . 第 3, 第 4 項 の 
増大 波 は @z+=2%@。 の と き に 最大 増幅 度 を 示し (この 
と き @ の の c= の 。 一 の の, の @ 十 @。 三 の 'ー@。 と な る ), 式 が 
人 簡単 に な る の で 以下 この 場合 に つい て 考え よう . 一 般 


の 場合 は 付録 エ た に 示 した. こと の と き 『 了 は 以下 の 6 つ 
の 値 を と る .… 
ek 
k= B, I@—0。 
| | 14 


gr FA to, | 
lo! +e), —3(@;!' +a) J 
と れ ら の 値 を 式 (12) に 代入 する と と に より , 初期 条件 
i と よっ て 定まる 定数 4,B,… 下 を 用 いて 次 式 を 得る . 


放 m 
C0 


ml 

i = LAR BE 
nl Rr 

ET EE ND Bk. EO dT 

J, =ーLAe m i 了 r]e- oogr 


: + De Hotrodr 


| 

+jLCe B- 

2 生 る ll _ 

ES 2 i Ae 


|# 
Be i ]eilo'—-@2r 


十 Eei (02° +00)T 
Mk | 


i EA B, ‘—Be- ei(@s'—00t 
— jEeitor” 和沙 
; 2 3 
I RN a 天 4 CC r— De 
+ Fe Go EN 
bg, ’ 
民 記 
+jFe- To +00)T 


が で 


PE jo —00)T 


[Ce De Ee 00T 


の 


(15) 
初期 条件 と し て z=0 の と き に 
Us (r=0) = Use e+ Useioh 
Ey Me OY a) Us 16) 
UU; =U = Uy =0 | 


4 RD ENE て tg 0 t=0 に お け 
} る 入力 信号 波 の fast wave お よび slow wave 成分 で 


あぁ ある. 式 16) を 式 15) に 代入 し て 式 QD) よ ) Us, 


AGRA th nT IT Fs 


電圧 で は な く , 電子 群 の いわ ゆる ビー で ・ パ ター シシ 
(beam pattern) を 得る た め に ェ r=, =or の 関 
係 を 用 いて ね , て を 消去 し て 4 <z の 関数 と し て 表 わ 
す . と の 方 法 に より 結局 次 式 を 得る . 

U;= [Use ie-802 + Us,08 (het+ hs] 


LA 


0 
導 『 蘭 a | : 
a の sinh ——— < ei(Bez—Ro)z 
8 吉 Bu, 
EI02t 圭 (e, Cc ) 


a | sinh ーー ja cee hes—Boz 


Ry 0 
«ei%t + (c.C.) 
U,= CU a he — Uoe TBet iOe] 


“cosh | | zemt+ (cic.) 
or™0 
お 
ーー mM eReoa—Bo)z 
Us TC sinh 3 eel(he 
«eit + (C.C.) 
k | 
we ns abea-89z 
UT 1 sinh €-1(hes 
«ei0t + (C.C.) 
(17) 


Co 
Og= Op OO, Oj= Ojp+O } (8 
Boa= OlUs; Bis=©;/Us, Be= o/s 
で , o;, @。 は それ ぞ れ 信号 波 @ の 恩 振 波 op に 対す 
る 真 の 下 側帯 波 お よび 上 側帯 波 で ある . 式 (1 の ば ぱ ば 


ィ イク ロト ロン 波 の パラ メト リッ ク 増 編 に 関し て 極め で 


示唆 に 富む も の で 以下 の 事柄 を 知る こと が で きる . 

i) 入力 信号 w の slow wave は 真 の 上 側帯 波 @: 
の fast wave と 結合 し , と れ と の ェ ネ ル ギ の 受 授 に 
よっ て 増幅 が 行なわ れる . 

jj 入力 信号 w の fast wave は o>0 生 3 が ね 
ポン プ 周 波 op が 入力 信号 周波 % より 大 きい 場合 に は 
真 の 下 側 整流 o。 の fast wave と の 間 で 結合 を 生じ 増 
幅 す る ・ 

抽 ) 一 方 ポン プ 周 波 wp が 入力 周波 w より 低い 場 
容 信 式 " て 18)7 の 0 は 錦 と な る の で 式 (18)? の e382 
項 は eRealt8cz。eleakt と な り |oz| 周波 の slow wave 
と な る て (と この と き は の = の jl@z| と な りゃ る が @。 の 
上 側帯 波 と な る )。 す な ね わ ち , と の 際 に は 入力 波 @ の 
fast wave が |o2| 波 の slow wave と 結合 し 増幅 す 
る . i : 

な お 特に Adler 管 の 場合 は 旋回 電極 構造 を 用 いて い 


ts Et (33 ) 
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な いか ら oj'=0 で 本 節 の 解析 が その まき ゝ 適用 され る 
(op。-<0 と な る の で 次 節 の 場合 は 存在 し な いと と に 注 
意 ). 
2233 の 訪 =20%2 の 場合 
式 (8) の E:), 巨 , で ) た は 式 (5) の 内 oj- を 含 
きき 項 の み を と り , U,, びり , の 周波 数 成分 と し て 信号 波 
@, 見 掛け 上 の 下 側帯 波 @,"。 上 側帯 波 @;’ 
0) 
WO = Op- + の | 
を 考 た て 2.1 と 全く 同様 な 方 法 を た どる と 式 12), 
3) , 4 お よび (15) に 相当 する 式 を 得る . と これ ら 
の 式 は それ ぞ れ 2.1 の 対応 する 式 に お いて た 7 を 
だ 計 和 が さ を 逆 に た た) と お いた る の で あぁ る. し た が 
っ て で の 値 を 与え る 式 (14) は | た を と っ て いる 
の で 全く 同一 で ある . さて 初期 条件 と し て 式 16) の 
場合 を 考え る と 式 (17) に 対応 する も の と し て , つぎ 
の ど で と きど ビー ム ・ パ ター ン を 示す 式 が 得 ら れる . 
Us= (Use Be-80z + U,, 0e (Be+Bo)z) 
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(20) 
| 式 (0) より っ つき の こと と を 知る 
良 i) 入力 信号 波 w の fast wave は 真 の 上 側帯 波 @。 
^ C=0, + の slow wave と 結合 し て 増幅 する . 
, Mt 1) 入力 信号 波 %w の slow wave は @:(=@』ー の ) 
放 >0, すなわち ポン プ 周 波 op が 入力 信号 周波 % より 
| 大 きい 場合 に は , この 真 の 下 仙 棋 波 w。 の slow wave 
有 有 と の 問 に 結合 を 生じ て その 結果 両者 が 増大 する . 
1 一 方 ポン プ 周 波 が 入力 周波 w より 低い 場合 に 
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よる サイ ク ョ ト ョ ン 波 の パラ ネト +’ > ク 直 


は 式 (20) の o@。 は 負 と な り , と これ を 含む 項 は fast 
wave と な る .。 し た が っ て こと の 場合 は Je:=「 の 上 側帯 波 : 
で ある wo の slow wave が lo;| 波 の fast wave と 続 
合 す る . 

以上 2.1 お よび 2.2 の 場合 に つい て 解析 を 行なっ 
た 結果 を 総合 し て 考察 し て 見 よう . 見 掛け の 励 振 角 訂 
波数 @'。 @』^ を 用 いる と その 注目 する 回 転 方 向 に よ 
り 和 また は 差 の 関係 に ある が , 総合 励 振 角 周 液 数 w= 
が サイ クロ トロ ン 角 周波 oe。 の 2 倍 
に 近接 し た 場合 に 電子 ビー ム 記 対す る 励 振 電 界 の 結合 
が 有効 に 働き , こ ゝ に 増幅 作用 が 行なわ れる . と の 際 に 


=op Ep tO” 
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生じ る 周波 数 は 入力 信号 周波 % の 他 に 真 の ポン プ 周 波 


の o の _』 に 対す る 真 の 上 下 側帯 波 キ ゥ キ +m ら oj (mm は 高調 法 
次 数 で ある) で ある . また 上 上 側帯 波 と の 結合 の 場合 は 
fast wave と slow wave の 間 , すなわち , 暴 符号 の . 
ェ エネルギ を 運ぶ 波 の 間 で 結合 が 行なわ れ 増 幅 作 用 を 早 : 
する . と これ に 対し て 下 側帯 波 と の 結合 の 場合 は fast 
wave と fast wave また は slow wave と slow wave 
の ご ど とく 同一 符号 の ェ ネ ル ギ を る つ 波 の 間 で 結合 , 堪 
幅 が 行なわ れる . と この 内 後者 の 場合 は , 電子 ビー ム を 
用 いな い 通 常 の パッ シブ 回 路 に パラ メト リッ ク 素 子 を 
用 いた パラ メト リッ ク 増 幅 器 の 場合 と 全く 同様 で ある 
が , 前 者 は 通常 の も の で は 増幅 が 行なわ れ な いい わ ゆ 
る Up-Converter の 特性 を 示す 場合 で ある . サイ クロ 
ト ョ ン 波 を 用 いる 場合 に 何故 上 側帯 波 と の 間 で も 増幅 
現象 が 生じ る か と いう 疑問 が 生じ し る. と の 解釈 と し て 
は 種々 の 見 方 が ある が , つき ぎの ど と く 考 える と こと も で 
きる . いま 信号 波 % と その 下 個 帯 波 @:=opー@ の 間 
で , 両者 の fast wave 間 ま た は slow wave 間 で パラ 
メト リッ ク 増 幅 が 行なわ れ て いる と する 。 こ の 状態 で 
ポン プ 周 波 wp を 下げ て 行く と @。 は や が て 負 に な り , 

その 絶対 値 lo。| を と る と 信号 波 は lw。| の 上 側 帯 波 と 
な る 。 し か し サイ クロ トロ ン 波 の と き は -ー|@:| に 相当 
する fast wave (また は slow wave) 異 符号 の ェ ネ ル 
ギ を も つ lo,。l 周波 の slow wave (また は fast wave》 


と 見 な され ( 衣 式 的 に は 下 側帯 波 一 lea| の 共 や く 値 な 7 
。 そ の ます lezl の 興 符 号 波 の 値 と な る や , 結局 異 符号 エー 


ネル ギ を も つ 波 と の 増幅 が 上 個 帯 波 と の 間 で 行なわ れ 
る . と れ に 対し て 通常 の 電子 ビー ム を 用 いな い パ ラメ 
トリ ッ ク 増 幅 回 路 で は le:| と lel 周波 回 路 に お い 
て リア クタ ンス 分 は 互い た に 共 や く 関 係 に ある が , 負 の 
抵抗 分 を も つ ( 電 子 ビー ム の 場合 は slow wave が 負 の . 


ーー 
* el(hes+Be)s «eiuat > e-KlBeel - Be)e« ejlaalt と な る こと と か ら 
明らか で ある 


(34) . 
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抵抗 分 や る も る つ ) も の が な い の で エネ ル ギ を 放出 する こと 
と が で きず , と こく ゝ に 増幅 現象 を 生 し な く , 上 側帯 波 と の 
間 で は 互い に 結合 が 行なわ れ て も 周期 的 の 蓄積 エネ ル 
ギ の 交換 が 行なわ れる に 過ぎ な い 。 な お サイ クロ トロ 
ン 波 に お いて も op まや o。 の 場合 に は syncronous 波 と 
の 間 に こ と の 種 の 蓄積 エネ ル ギ の 周期 的 交換 が 行なわ れ 
る が , てこ ゝ で は 本 論文 外 の こと で ある の で 省略 する . 


3. 直流 励 振 に よる サイ クロ トロ ン 波 増幅 


前 節 に お いて 時 間 的 並び に 空間 的 に 旋回 電界 を 与え 
た 場合 の サイ クロ トロ ョ ロン 波 増 幅 に つい て 一 般 的 解析 を 
行ない , 時 間 的 旋回 電界 の み を 用 いた Adler 管 は その 
特例 と し て @'=0 と し た の p+(= の pF の gp ) が 20%。 
肝 近 に な っ た 場合 に 相当 する と と を 知っ た . これ に 対 
し て も う 一 つの 特例 で ある 直流 励 振 (D.C. pumping) 
Ee の 0j 王 の =0 と で と なり の pr=0p=(=@p) と 
な る の で 少し く 異 な っ た 取扱 い を 要する . すなわち 式 
(5) で op+ と oj- を 含む 項 が 全く 同一 と な り ;, 前 第 
2.1 また は 2.2 で 取扱 っ た 電子 に 有効 に 働く 電界 の 2 
税 の 電界 が 電子 に 作用 する . この と と を 考慮 し て 前 節 
と 全く 同様 な 順序 を ち た どる と 式 12) , (13) , 14 お よ 
び 15) に 対応 する 式 を 得る . た ゞ 異な る 点 は 電界 が 
2 倍 と な る た め , と れ ら の 式 で ん 一 た ん ※ を 2k と 置 
換え た も の で ある . し た が っ て o@/'=2@。 の 完全 同期 , 
最大 増幅 条件 の と き の 『 の 値 は 式 (14 に 相当 し て 

- キ FO | 
+ jC@+o.) | RN 
ja +s, Ko Fw ) 
を 得る . 式 16) と 同一 の 初期 条件 の も と に ピー ム ・ 
ペタ ー ン を 表わす 式 を 求め る と 式 Q の に 相当 し て 次 


Sh s が i 

eS | rocosh re Osinh Fs| ] 

eBe— hoz eiot + (C.C.) | 

Dk 0 衝 | 

+| 0 cosh e+ jsinh | | 

ehet+hez eiot + (CC) f 

(22) 
「 とこ と れ か ら 入 力 信 号 波 ゅ w の fast wave は 同一 周波 の 
dlew wave と 結合 し , 入力 波 w の slow wave は 同 
一 波 の fast wave と 結合 し 合っ て 互い に 増 弓 を する て と 


と を 知る i 


の 場合 は ポン プ 周 波数 wy』 が 存在 せ ず , た ゞ 双 曲 面 状 
電極 に は 正負 の 電圧 が 印加 され て いる の み で 直流 電 涙 
と 電子 ビー ム と の 間 に は エネ ル ギ の 交換 は な い . し 7 
が っ て 電子 ビー ム の サイ クロ トロ コロン 波 が 増大 する た め 
に は 電子 ビー ム 内 で ェ ネ ル ギ の 受 授 が 行なわ れる わけ 
で , と この た め に 正 の エネ ル ギ を も つ fast wave が 負 
の ェ ネ ル ギ を る も る つ slow wave に 漂っ て 増大 する エネ 
ル ギ の 補給 を うけ つ * ゝ 増幅 され る の で ある . これ を よ 
h 物理 的 に 言う と slow wave が 負 の ェ ネ ル ギ を も つ 
と いう こと と は 付録 芽 た 示す ど と く 横 方 向 (z,» 方 向 9 
に は 正 の 運動 エネ ル ギ を も っ て いる が , 終 方 向 (< 方 
向 ) の 減速 電界 の た め に 運動 の ェ エネルギ を 失い (ポテ 
ェ ネ ル ギ を 得る ), その 結果 と し て 全体 と 
し て 外部 に エネ ル ギ を 補給 し 得る 状態 に ある と と を 表 
わし て いる. すなわち 上 述 の すべ て の 解析 で は 終 方 向 
の 諸 量 ) た と えば < を 方 向 の 電界 や kinetic 電圧 U。 な 
どす べ て 表 に は あらわれ て いな い が , エネ ル ギ の 受 授 
の 点 で は 縦 方 向 の 電界 が 大 き な 作 用 を し て いる . この 
slow wave の 終 方 向 に 減速 され る と こと に より 放出 さ 
れ た エネルギ に よっ て , slow wave の 横 方 向 の ェ ネ 
ル ギ , fast wave の 終 お よび 横 方 向 の エネ ル ギ が 補給 
され て こと ゝ に 両者 の 増幅 が 行なわ れる (付録 工 参 照 ). 
換言 すれ ば 直流 旋回 電界 は 電子 ビー ム の も つ 終 方 向 の 
ェ ネ ル ギ を 横 方 向 に 変換 する 役目 を な し て いる と も 言 
る - 


ン シ ジャル ・ 


4. 低 雑 音 増幅 管 に 対す る 条件 


前 節 ま で に サイ クロ トロ ン 波 増幅 管 に 関す る 解析 を 
行なっ て 来 た が , その 結果 を 用 いて 低 雑 音 増幅 管 , す 
な わ ち 陰極 か ら 放射 され た 電子 ビー ム の も つ ビ ー ム 雑 
音 に 直接 影響 され な い , また は こと れ が 低減 され 得る 増 
幅 管 を 得る た め の 条 件 を 求め る こと が で きる . サイ ク 
ロト ロン 液 増幅 管 で 上 述 の 解析 より その fast wave で 
る slow "wave で も , また と の 両者 の 結合 を 用 いて も 
増 編 が 行なわ れる と と を 知っ た が , 負 の ェ エネルギ を も 
つっ slow wave を 用 いる 限り , 特殊 な 方 法 を と ら 婦 上 限 
り その 雑音 指数 は 電子 ビー ム の 雑音 に より 抑え られ 
る ②⑬, と の 特殊 な 方 法 と は パラ メト リッ ク 結 合 部 に ポ 
ンプ 波 を 加え る と と に より slow wave と 正 の エネ ル 
ギ を も つ fast wave また は 外部 回 路 波 と の 間 に 周 期 的 
EN ル ギ 交 換 を 行なわ し め , ビ ー ム 雑音 の slow wave 
成分 を 正 エ ネル ギ 成 分 に 変換 し て 外部 に 取り 出す , 
わ ゆ る 雑音 変換 器 (Noise-exchanger)⑪ を 用 いる 場 


合 で ある が , 本 論文 に お いて は 一 応 と これ を 考え な いと 
(35) 


Nt (2) E.I. Gordon : 
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と と する (て この よう な 方 法 を 用 いれ ば slow wave を 
用 いな た 従来 の 増幅 管 で も , サイ クロ トワ ロン 液 増幅 器 の 
いか な る 種類 で も 上 述 の 意味 に お ける 低 雑 音 増幅 管 と 
な り 得 る ). 

さて 上 述 の 特例 を 除く と , 正 の ェ ネ ル ギ を も つ fast 
wave の み を 利用 し た 場合 に の み 低 雑音 増幅 管 が 得 ら 
れる こと と は 軍 知 の 通り で ある ふ . fast wave の み を 用 
いる と いう こと は 信号 入力 波 ゥ の みな ら ず , その 真 の 
上 下 側 帯 波 の slow wave 成分 が 増幅 部 に お いて 信号 
周波 vw の fast wave に 変換 され な いと と を 意味 し て 
いる . それ は も し こと これら の slow wave が @ の fast 
wave 成分 に 変換 され る な ら ば , と れ ら slow wave 
の 内 に 含ま れ て いる 通常 の パッ シブ 回 路 で は 除去 で き 
な い 電 子 ビ ー ム 雑音 が その ま へ ゝ 増幅 管 出力 に 現われ る 
か ら で あ る . 8 | 
の 結果 か ら 5 選ぶ と 

>) (23) 

と な る . すなわち 真 の ポン プ 周 波 ow が 入力 信号 周波 


の ゐ の まり 大 きい と いう パラ メト リッ ク 増 幅 器 と し て 見 た 
と き に 極め て 常識 的 な 結果 と な る . 


5. 結 。 言 


以上 , サイ クロ トロ ン 波 を 用 いた 電子 ビー ム 形 パラ 
メト リッ ク 増 幅 管 に 関す る 一 般 的 な 解析 を 行ない , 通 
常 の パラ メト リッ ク 増 幅 器 と その 取扱 い 方 , その 特性 
の あぁ る も の が 極め て 類似 し て いる に か か わら ず , その 


増幅 範囲 等 が 著しく 異な る と と を 示す と 共に , その 物 
| 理 的 原因 な どの 考察 を 行なっ た . 


終わ り に K 筐 者 の 一 人 
斎 藤 が 諸 々 の デス カッ ショ ン を いた だ いた 電子 ビー ム 


| 彼 談 会 の 各位 に 御礼 申 上 げ る 、 
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る サイ クト ビン 波 の パラ メト リッ ク 増 幅 


付 録 
[CI] Cr+io—o)]T (Go!—o.)] 


| a : 
ot 


の p+ ぞ 2。 の 場合 の 本 文 式 (13) の 解 の 一 例 と し て 
同 式 の 第 3 目 の 項 の 解 を 求め て 見 よう . 了 の 実数 部 
(= 夫 「) が oe ic 比 し て 充分 小さ いと する と 注目 す 
べき 上 式 の 解 は =(@-@c) と な る の で 

PS (A-1) 
と お き , ま た の p+ が 20。 と わずか に ずれ て いる と し て 
EG (A-2) 
と する とれ ら と 式 (10) を も と の 式 に 代入 する と 求 
め る す を 与え る 式 と し て 


3G-=( FF (A-3) 
を 得る 。、 と これ より 
i os 
を 得 , 結合 波 の 増幅 が 行なわ れる 範囲 は 
bl=loy: 20.| (A-5) 
な る こと と を 知る . いま 9 の 実数 部 を ¢« と する と 


rta-j| Go-e)-3| (A-6) 


と な り 。, 6=0 の と き は 式 1 わ の の 第 1 の 式 と 一 致す る .・ 
[1I] サイ クロ トロ ン 波 の も つ ェ ネル ギ に つい て 
サイ クロ トロ ン 波 の も つ 横 方 向 の 運動 エネ ル ギ を 考 

える と 電子 は すべ て 回 転 運動 を し て いる の で ぇ ヶ 方向 の 

直流 電流 を 7。 と する と き , fast wave また は slow 

wave の 横 エ ネル ギ は 


{ ut 2 A 
Pi=s mon em— lo G=f.9 
(A-7D 


と な る . とれ を kinetic 電圧 の 形 で 書き 表わす と 
i ey 2 、 
Pi Ol が GG=f,S) 
(A-8) 
と な る 。 と くに V。 は ドリ フト 速度 "wo に 対応 する 加 
速 電位 で ある .. これ より kinetic 電圧 が 等 し い 場合 に 


は fast wave も slow wave も その 横 方 向 に 関し て は 
相 等 し い 正 の ェ ネ ル ギ を も つこ と と を 知る 。 つ き ざ に 終 方 
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向 の ェ ネ ル ギ に 関し て は 文献 (4) に よっ て slow wave 
に 関し て は 


PE -+ 2 )P:. (A-9) 
また fast wave に 関し て は 
ye (2 1) Py (A-10) 


の 関係 が ある と と が 知ら れ て いる . 式 (A-9) の 負 符 
号 は 本 文 で 述べ た 終 方 向 の 減速 電界 に よっ て 生じ る も 


の で ある . し た が っ て 終 横 合せ た 全 エ ネル ギ は slow 
wave, fast wave に 対し て それ ぞ れ 
0 
= ge @ = a 2 - 
" es 4 Ws ©。 Mo (A 11) 
®@ VO : 
= “ Pf Ee Uz! (A-12) 
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で 与え られ , slow wave は 負 の ェ エネルギ を もつ . 
つき ざさ に, いま fast wave と slow wave の 励 振 が 人 等 
し く 1U び z=| Uz/| の 場合 を 考え る と Ps=PyC=P, 
とる) 正人 々 の で sj 
2 


Pe -(1+ 


と な る . まな た slow wave の 横 方 向 お よび fast wave 
の 全 ェ ネル ギ は 共に 正 で ある の で , その 和 を 求め る と 


@ 
) 
W。 


と な り (A-9) と 符号 反対 で 等 し い 、 すなわち "slow 
wave の 終 方 向 の 負 の エネ ル ギ が , slow wave の 横 方 
向 お よび fast wave の 全 ェ ネル ギ を 補償 し て いる こと 
を 示す . 


CR 


PF G + (A-13) 
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電波 自動 監視 記録 装置 お よび 記録 結果 に つい て "* 


正 員 二条 弱 基 正 員 道 正喜 一 


正 員 丸山 弘行 


正 員 清水 富 次 


(郵政 省 , 電波 監理 局 ) 


要約 電波 を 自動 的 に 監視 する 装置 が , 世界 的 に 要望 され て いる が , わが 国 に お いて る も 数 年 前 か ら そ の 研究 試作 が つ 
づけ られ , 受信 機 と その 出力 を 同期 的 回転 する 記録 針 に より 記録 紙 に 記録 する 方 式 の 電波 自動 監視 記録 装置 が 完成 し 
た . また , この 装置 に よっ て いく つか の 記録 デー タ を 得 た が , それ ら は 種々 興味 ある 新しい 結果 を 示し た . 本 文 は それ 


に つい て 記述 し た も の で あぁ ある: 


1 序 言 


容 間 に 発射 され て いる 電波 の 周波 数 別 分 布 お よび そ 
の 時 間 的 分 布 を 把握 する こと は 国際 的 に 割当 て られ る 
周波 数 の 管理 と 電波 の 能率 的 な 利用 の た め に は 極め て 
二 要 な こと で あぁ ある. し か し な が ら と の こと と を 人 手 に よ 
っ で 行なう こと は 不可 能 に 近い とこ と で ある た め に , と 
れ を 自動 化す る 研究 が 行なわ れ て いた . 

すなわち , 周波 数 スペ クト ラム の 自動 監視 方 法 お よ 
びそ の 装置 の 開発 と について, C.C.I.R. (国際 無線 通 
信 放 問 奏 員 会 ) 第 7 回 総会 (1953 年 ロンドン) は こと 
れ を 研究 問題 と し て 採択 し た . 以来 関係 各国 が 研究 調 
査 を 進め て いる が , わが 国 に お いて も と これ 以 前 か ら そ 
の 必要 性 を 痛感 し , 種々 研究 を 続け て 来 た . 今回 われ 
われ は 所 期 の 目的 に 沿う 装置 を 完成 し た . 

われ われ は , この 装置 を 長期 間 に わ た っ て 動作 させ 
各種 の 記録 を 意 集 し た . その 結果 種々 興味 ある 記録 結 
果 を 得 た の で , と こと ゝ に こと の 装置 の 概要 を 紹介 し , 二 , 
二 の 記 録 結果 に つい て 解析 を 行なっ て みる . 


2. 動作 の 概要 


本 装置 は 別に 設け られ た 広和 帯域 無 指向 性 アン テ ナ よ 
り 入 力 を 得 て , 受信 部 の 同調 ダ ィ アル を 一 定 速度 で 回 
転 せ し め 周 波数 掃引 を 行ない , その 中 間 周 波数 出力 を 
記録 部 に 加え , 放電 破壊 に より 記録 する . と の 場合 
録 針 の 掃引 と 受信 部 の 周波 数 掃引 を 完全 に 同期 させ る 
と と に より 受信 波 の 時 間 的 変化 の 模様 を 一 連 の 線 ( 記 
録 線 と いう ) と し て 周波 数 順に 順序 よく 記録 紙上 に 記 
線 する こと が で きる . 
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3: 装 蛋 の : 概 ! 要 
と の 装置 は 540 kc~30:5 Mc の 電波 (雑音 を 含む .) 


広 各 堪 保 指 向 尾 
空中 好 


図 1 - プ ロッ クダ イヤ グラ ム 
Fig. 1—Block diagram. 
の 内 , 任意 の 一 定 周波 " 
数 帯域 。 すなわち 500 
kc 幅 ま た は 100 kc 幅 
(掃引 記録 幅 ) の 内 に 
あぁ る 人 入 感電 波 の 周波 数 
スペ クト ラム の 分 布 状 
況 を , 縦 軸 ゃ 時 間 , 横 
軸 ゃ 周波 数 に 対応 させ 
た 記録 紙上 に 自動 的 に 
記録 する も の で あり , 
必要 あれ ば 記録 結果 か 

ら も 決定 で きる . 
装置 は 受信 部 , 掃引 
機構 部 , 記録 部 か ら 成 . 


り 図 1 は その 構成 を , 
図 2 電波 自動 監視 記録 装置 
Fig. 2 —Automatic radio 2 は そ の 外観 を 示す 
monitoring equipment, も の で ある . 


3.1 受信 部 
(1) 受信 周波 数 範囲 540 kc~30.5Mc で , 1Mc 
で ど さ の 0 の 30 RR 5 


< - »% も 
ee 


状況 を 直接 監視 する と 
と が で きる . 


幅 200mm, 継 の 記 
。 録 紙 の 操 出 し 速度 320 
ーー mm/24 時. WW 
(2) 疑 の 記録 線 の 
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(2) 同調 ダイ ィ ア ル の 回 転 角 に 対す る 周波 数 変化 が 
全 周 波数 に わた り 一 定 で ある . 

(3) 第 1 (可変 ) 中 間 周 波数 2.5~3.5 Mc また 
は 2.5~1.5 Mc, 第 2 中 間 周 波数 500 kc 
(4) 最低 記録 可能 電界 10dB 以上 1zV/m= 

0 dB) 
(5) 減衰 器 6dBx10=60 dB 


(6) 周波 数 安定 度 表 ユ 1 の と お り で ある . 

(7) 周波 数 読み と り 精 鹿 全 周 波数 と わた り 0.5 
kc 以下 
表 1 電源 電圧 100V 二 52% の 変化 に 対す る 

周波 数 特性 
第 一 局部 発振 器 (水晶 ) cr A 
第 二 局 部 発振 器 (可変 ) 50 c/s 
BF OO. 2 kc) 20 cjs 


3.2 掃引 機構 部 

と の 部 分 は 受信 機 部 の 同調 ダイ ヤル と 記録 部 の 記録 
針 の 横 軸 方 向 の 移動 と を 完全 に 同期 させ る よう な ギヤ 
機構 を モー タ に より 駅 動 し て お り , 図 1 に 示し た よう 
な 機構 と な っ て いる 記録 線 の 太 さ , 約 0.17 mm で あ 
る か ら , 記録 紙上 の 記録 線 の 分 解 能 を あげ る た め , 所 
引 の ハン チン グ , 走査 間隔 の ば ら つ き は 0.1 mm 以 


内 に 保 ぅ て ある ・ (掃引 記録 ベル ト は 鋼 製 リボ ン を 1 
か 所 で 継ぎ 合わ せ て 。 エ ンド レス 状 と し , これ に 等 間 
隔 に 3 個 の 記録 針 保持 器 を 固定 し , 記録 針 は ベル 下面 


平行 進行 方 向 と 直角 に 装着 し て ある .) また 各 記 


録 針 の それ ぞ れ の 間隔 は 0.03 mm 以内 の 精度 を 有 
し , 駆動 用 パー フォ レー ショ ン の 精度 は +0.02 mm 
以内 で ある . 

3.3 記録 部 お よび 記録 増幅 部 

記録 は 放電 破壊 方 式 で 模写 記録 機構 を 改良 し , 記録 
か 
また 動作 中 に も 記録 の ' 
模様 を 見 る こと が で さき 
る の で 随時 入 感 電波 の 


(1) 横 の 有効 記録 


拓 引 時 間 1 分: nC 
図 3 掃引 記録 門 100kc- 

Fig. 3—Swept freqguency range 100 kc, sweeping period 1 min. 

bandwidth of er : 20:cls, “Sept. 8, 1960. 


€393 


buen 
周波 数 に 


換 算 し て 


85 c/s (100 kc (掃引 記録 幅 ) 
425 c/s (500 kc (掃引 記 ei 
(3) 周波 数 目盛 100kc お よび 10 kc (水晶 発振 
器 ) の 等 間隔 で , か つ 標 準 電波 と 較正 可能 で ある . 
(4) 掃引 速度 記録 紙上 1 回 の 掃引 に 対し て , エ 
分 間 で ある . 
(5) フィ ル タ の 通過 帯域 幅 20 c/s 
(6) 周波 数 の 分 解 能 200 c/s (100 kc 
幅 の 場合 ) 


掃引 記 鐘 


1kc (500 kc 掃引 記録 幅 の 「 


場合 ) 


(7) 時 間 目 盛 標準 時 刻 か ら 4 時間 ど ご と に 記録 さき 


れる . 


4. 測定 結果 の 概要 


と の 装置 に よる 記録 結果 の 一 例 を 示す と , 図 3;6, 
7 の と お り で ある . と れ は 東京 都井 の 頭 と 三浦 市 初 声 
町 で 延べ 2 か 月 余 24 時 間 連 続 記 録 を 行なっ た も の の 
中 か ら 選 ん だ る の で ある . 

と ゝ に 例示 され て いる 周波 数 スペ クト ラム の 記録 は 
すべ て , 横 軸 は 周波 数 で 各 記 録 の 上 部 に 10 kc の 等 間 
際 の 周波 数 マー カ が 入っ て いる . また 縦 軸 は 時 間 で 4 
時 間 ご と に 時 刻 目 盛 が 記録 され て いる . 


と れ ら の 記録 結果 に 現われ る 統 の 記録 線 は 電波 が 大 ; 


感 し て いる と と を 示し , その 縦 軸 の 長 さ , その 太 き , 
濃 さ , お よび 形状 等 は お の お の 入 感 波 の 運用 時 間 お よ 


び 時 刻 , 占有 短 域 幅 , 電界 強度 お よび 電波 形式 等 を 表 


わす る の で あり , と これ ら を 詳細 に 解析 する と こと に よっ 
て 非常 に 沢山 の 情報 を 得る こと が で きる . な 
に つい て 説明 する . 

4.1 記録 結果 か ら 電 界 強 度 を 決定 する 方 法 

前 記 の 記録 結果 だ け で も それ ぞ れ の 人 入 感 波 の 強度 に 
っ ついて, その 記録 の 濃 さ に より 大 略 の 値 を 推定 する と 


a 
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周波 政 {Mc/s) 
図 5 周波 数 に 対す る 受信 機 利得 特性 
y 本 A 8 (記録 可能 な 最低 電 四 ) 
" - Fig. 5—Sensitivity of receiving apparatus.(the lowest 
周 所 宮 (Mc/8) field strength available to be recorded) 
‘ 穴 a Re td と が で きる が , さ きら に 正確 な 値 を 必要 と する と さき は 減 
: es と 
と に 自動 的 に 6dB ステ ッ 
Bl oT 
する と , 記録 は 2 掃引 ご と に 
順次 薄く な り 遂 に は 完全 に 消 


減 す る . その 消滅 し た と き の 
減衰 量 ( 減 次 器 の 挿入 され た 
段数 ) は , 電界 強度 と 一 定 の 
関係 に ある . し た が っ て 適当 
な 1 な いし 2 波 に つい て , 別 
の 電界 強度 測定 器 で 測定 すれ 
ば 電界 強度 と 減衰 量 の 関係 を 
求め る と と が で さき , 同一 掃引 
記録 幅 内 の 電界 強度 を 決定 す 
る と と が で きる . 
減衰 器 部 を 動作 させ た 記録 
の 一 例 を 示す と , 図 3 の 中 央 
部 の と お り と な り , 図 中 ① こ 
38 dB, (2) 43 dB, (3) 35 dB, 


き , 才 v 
Yh 4 


iss, 


3 と 記入 し て ある の ほ は 前 記 の 電 
4 界 強度 測定 器 に より 測定 し た 
8 値 で ある る. と の 敷 値 と 前 記 の 
| | 記録 線 が 洒 減 し た と き の 値 と 
3 | か ら 各 電波 の 電界 強度 を 求め 
Ld る と と が で きる . ・ 
つき ざ に た にゃ た で の まう RUTRE 
め ら れ た 電界 の 強度 の 誤差 に こ 


か て 析 了 も 本 陸 0 
EE, 0 下 


ie 4 3 
Te 4 * 


_ 図 6 提 引 記 多 500 ke, 5 1 分 ルル の ペン ド 幅 20 cfs, に 対す る 受信 機 利得 特性 図 - 
1959.3.15., 於 東京 井 ノ 豆 


< Fig. 6—Swept frequency range 500 kc, sweeping period 1 min., bandmdth 3 © 減衰 器 の 確度 P dB 
“3 of filter 20 c/s, Mar. 15, 1959, Inokashira, Tokyo. , J ステ ッ さま dB 以内 う , x 
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(d 読み と り 精 度 ( 約 3dB 以内 ) 等 を 考慮 し な け 
れ ば な ら な いこ とれ ら の 内 (@), (b) お よび (c) に 
つい て は それ ぞ れ あら か し じ る め ゅ 最大 誤差 を 1dB 以内 
に た 較正 し て お くど ご と が で きる が ,「(d) に つい て は 上 
3dB 以下 に する と と は 困難 と 思わ れる . し た が っ て , 
と れ ら の 各 誤 差 の 昧 積 を 考え て , 電界 強度 を 記録 か ら 
決定 で きる 確度 は それぞれ の 電波 に 対し て , 約 上 6 
dB 以内 で ある と いえ る .、 

た だ し , 上 記 (@ (b) (ce) の 誤差 を 補正 すれ ば , 最 
終 的 な 電界 強度 決定 確度 は , 約 +3dB 以内 を 期待 す 
の で で が で きる 

4.2 電波 の 識別 

各種 発射 電波 の 電波 形式 に よっ て , それ ぞ れ 占有 周 
波数 帯 幅 ま た は , 発射 の スペ クト ラム 分 布 が 異な る の 
で 記録 紙上 の 記録 線 の 太 さ , 形態 等 か ら 電 波形 式 の 識 
別 が 容易 に で きる . すなわち , 図 6 お よび 図 7 の 記録 
結果 に より 各種 形式 た に つい て 検討 する と つき ぎの と お り 
で ある . 

(1) の ①~@ は ,.4, 電波 の 手 送 り 通 信 で ある : そ 
の 占有 帯域 幅 は , 50~100 c/s で ある . とこ れ を - 100 
kc 所 引 記録 幅 と し た 場合 , 記録 線 の 幅 に 換算 する と ・ 

占有 周波 数 帯域 幅 85 c/s ( 手 送り 4 電波 ) 以下 


占有 周波 数 帯域 幅 200 c/s ( 手 送り 4 最大 通信 速 


A ks 8 a 1 min. panawiath 
. i A dN Ps : ss i 


で 生 衝 


度 ) の も の 0 約 0.4 mm 
また 500 kc 掃引 記録 幅 と し た 場合 を 換算 する と 。, 
占有 周波 数 帯域 幅 425 c/s 以下 の も の ……'0.17 mm 
占有 周波 数 帯域 幅 1kc (自動 通信 最大 通信 速度 ) 

の も の ……… 約 0.4mm 
また 自動 通信 の 場合 に は , 100 kc 掃引 記録 幅 に する 
と 0.4mm 以上 , 500 kc 掃引 記録 幅 に する と 0.2 mm 


以上 の 記録 幅 と な る . し た が っ て 記録 線 の 幅 か ら 手 送 


りか , 自動 か の 識別 も で きる . 

(2) ⑤~⑧ お よび ⑳~⑫ は , FS 通信 の 地上 上 液 
(時 刻 に 関係 な くく 強度 が ほとん ど 一 定 で あぁ ある.) で あ 
る 、 わ が 国 の FS は , 一 般 に 偏 移 約 400~800 c/s "の 
も の が 多く 用 いら れ て いる の で , と これ を 100 kc の 所 
引 記 録 幅 と すれ ば , その 記録 線 は ⑳⑮~⑳) 完全 に 2 
本 の 縦 の 平行 線 に 分 解 し て 記録 され る . ⑳⑯ の 2 本 の 記 
録 線 の 間隔 は , 約 1.6 mm で ある の で , その 偏 位 周 
波数 は 約 800 c/s で ある . また ⑳⑬ に つい て は その 同 
隔 は 約 0.8mm で あぁ る の で , その 偏 位 周波 数 は 約 
400 c/s で あぁ ある. また は 2 チャ ネル の _FS 通信 で 
ある と と が 推定 され る . 

500 kc 掃引 記録 幅 の 場合 は , その 分 解 能 が Fkca 
ある た め , 縦 の 記録 線 は 1 本 に な っ て いる が ⑧ の 場 
合 , 0.5~0.6 mm で ある . し た が っ て 1 チャ ネル の 
通信 で ある と と に な る : 

(3) ⑨~⑳⑯ は 4。 お 
ょ び 4。。 電波 (多重 通信 ; 
その 他 の 通信 方 式 ) で 地上 
波 で ある . また ⑰~⑬⑫⑬ お 
よび ⑫ は , 前 記 同 様 の 電 
波 で あぁ る が , 電離 層 伝 ば ん 
| 波 (記録 され た 電波 の 強度 

「。 » ヵ 湯 変 化 し て いる の で ちあ 

る と と が わか る . 一 例 ざ し レ 
て ⑲ の 記録 幅 は , 2.5 mm 
で 占有 周波 数 に 帯域 幅 に 換 

貸す る と 約 5kc 相当 す 
2: また ⑭ は 100kc 掃引 
記録 幅 と し た の で , その 詞 
録 は 14mm で 占有 周波 
。 数 帯域 に 換算 する と , 約 7 
ke 占有 し て いる と と に な 
る 、 そ の スペ ク ド トド ラム は そ 
れ ぞ れ 分 解 し て お り , 多数 
"の 通信 チャ ネル が 含ま れ て 


a 
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いる こと が わか る . 

(4) ⑬ は 4。 電波 で あり, 記録 線 は 搬送 波 を 中 
心 に 両側 に 不 規則 に 変化 し て いる の で , 識別 は 容易 で 
ある . 

(5) ⑮~⑯ は , 4, 電波 (振幅 変調 の ファ クシ ミ 
ル ) で あぁ る. 記録 線 の 幅 は 搬送 波 を 中 心 に 不 規則 で は 
ある が , その 形態 は A。 電波 と 異な る の で 判別 は 容易 
六 光 る 

(6) ⑲ は , F4 電波 (写真 伝送 の ファ クシ ミル ) 
で ある . この 場合 の 搬送 波 は 同期 と 白 信号 で ある . し 
た が っ て , その 記録 線 は 終 の 1 本 の 直線 と な っ て いる 
が と れ に 対し , 黒 の 信号 波 は 同期 信号 波 よ り (-) 側 
偏 位 し て 記録 され て いる の で , と の 特徴 に よっ て 議 
別 は 容易 で ある . 

7)) 以上 述べ た 以外 の 電波 形式 る も,。 それぞれ の 特 
有 徴 を 把握 し て 記録 を 精査 する と こと に よっ て , 大 部 分 の 

電波 形 式 の 識別 が 可能 で あら う . 


5. 結 言 


電波 自動 監視 記録 装置 に つい て , その 構造 の 概要 と 
| 記録 結果 の 一 例 , 電界 強度 の 決定 法 , 電波 形式 の 識別 


と と が で きた . 
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エサ キダ イオ ー ド は 本 来 N 字 形 の 電圧 電流 特性 を も 
| 有 | 2 て いる の で , と これ を スィ イッ チ 素 子 と し て 利用 する と 
と は その 誕生 当初 より 考え られ て いた . その 後 双 安 定 
有 | 回路, 単 安定 回路 , 対 回 路 等 が 生ま れ , 実験 結果 も 発 
有 胡 きれ る に 至っ た . その 多く は エサ キダ イオ ー ド の 高 
有吉 任 に 着目 し , これ に 期待 を か け て いる が , 果して ど 
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法 等 に つい て 説 朋 し た . 

筆者 5 は 電波 監視 と いう 面 か ら 本 装置 の 研究 調査 を 
行なっ て いる の で ある が , この よう な 装置 が , 今後 電 
波 監 視 以外 の いろ いろ な 面 に 応用 され る で あろ うこ と と 
が 予想 され る . こと れ ら の 利用 法 に つい て は , 別 の 機 
会 に 譲る こと と する が , 本 装置 は 現在 既に 実用 機 と し 
て , 電波 監理 上 必要 な 電波 の 利用 状況 , 混信 の 状況 , 
不明 波 の 発射 状況 海外 放送 に 対す る 妨害 の 状況 。 ま 
た 送信 機 以 外 の テレ ビ 受 像 器 , 高周波 利用 設備 等 か ら 
の 不用 電波 の 発射 の 実態 等 を 把握 する た め に 活躍 し て 
いろ . 

と の 装置 の 設計 お よび 調査 は , 電波 監理 局 監 視 技術 
課 を 中 心 行 な っ た が , 特に 御 指導 並び に 御 協力 を 得 
た . 志田 林太郎 , 楠 正 輸 の 両氏 並び に 関東 電波 監理 局 
監視 部 の 各位 に 深く 感謝 の 意 を 表す る と と も に , と の 
装置 の 製作 に あたっ な た, 東京 航空 計器 株 式 会 社 の 御 協 
力 に 対し 厚く 御礼 申 上 げ る . 
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エサ キダ イオ ー ド 双 安 定 回 路 の スイ ッ チ 特性 * 


正 員 福 井 初 昭 准 員 池 田 秀 也 
( ッ =ー 株 式 会 社 ) 


要約 本 文 で は ェ サ キダ イオ ー ド の 電圧 電流 特性 を 直線 で 近似 させ , 適当 な 仮定 を 設け る と こと に より , イン ダク タン 
ス を 含ま ぬ 双 宏 定 スイ ッ チ 回 路 に お ける トリ ガ の 問題 を 解析 し た . と の 解析 を 高 性 能 の ゲル マニ ウム ・ エ サキ ダイ オー 
ド に 適用 し て 数 値 計算 し た 結果 は , サン プリ ング ・ オ ショ ロ スコープ に よる 実験 結果 と よい 一 致 を 示し た . 
サキ ダイ オー ド を 使用 し た 双 安 定 回 路 の スイ ッ チ 動作 が 明らか に な り , 使用 上 どの よう な 点 に 注意 すれ ば よい か を 知る 


こと これ に より ニテ 


まで 科 ん る 
持 前 の 最高 機能 を 発揮 させ る こと が で きる で ある ろう 
か , と いう よう な 点 に 関し て は , まだ 検討 が 不 充 分 な 
よう に 思わ れる . この 点 に か ん が み 代 者 の 1 人 は さき 
に エサ キダ イオ ー ド の 過 動 電圧 を 変化 し た 場合 の 過渡 
特性 を 取上げ , 理論 的 並び に 実験 的 な 究明 を 行ない , 

問題 点 を 明らか に し た の. 筆者 あ ば , さら に 一 歩 進 ん 
で , イン ダク タン ス を 含ま ぬ 双 安定 スイ ッ チ 回 路 に お 
ける トリ ガ が の 問題 を 取扱 い エ サキ ダイ ィ イィ オード の 基本 
的 特性 の 一 端 を 明らか に する と 同時 に た, 上 手 な 使用 法 
に 関し て な ん ら か の 手がかり を つか みた いと 思い , 理 
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論 的 な 解析 と 実験 的 な 検証 を 行なっ た の で , こ ゝ に 御 
報告 申 上 げ る 次 第 で ある . 

2. 双 安定 回 路 の スイ ッ チ 特性 に 関す る 
解析 


双 安 定 回 路 に は 2 つの 安定 点 が あり , 定常 状態 で 
は 必ず どちら か 一 方 の 安定 点 に 位置 し て いる も の を , 
トリ が ガ ・ パ ルス に より 他方 の 安定 点 に と ば すわ け で あぁ あ 
る . とこ ゝ で は まず , と この スイ ッ チ 動作 に お ける 過 濾 現 
人 象 , すなわち 出力 電圧 の 立 上 が りお よび 下降 特性 を 解 
析 す る ついで, スイ マッチ 動作 に 必要 な トリ ガ が ガ ・ 
ス の 性 質 に つい て 考 て みよ う . 今後 便宜 上 , 低 電圧 
側 の 安定 点 よ り 高 電圧 側 の 安定 点 に スイ ッ チ する こと と 
を セッ ト , 再び も と の 安定 点 に 戻す こと を リセ ッ ト と 
呼ぶ こと に する . 

2.1 近似 と 仮定 

ェ サ キダ イオ ー ド 双 安 定 回 路 の スイ ッ チ 特性 を 解析 
する に は , まず 電圧 電流 特性 を 適当 な 関係 式 で 表示 し 
な けれ ば ば ならない . その 1 つと し て 多項式 を 用 いる 方 
法 が ある が , 正確 な 表現 を うる た め に は 少な く と も 5 
次 の 項 ま で と ら ね ば な ら ず , 計算 が 大 層 面 倒 に な る . 
その た めこ と ゝ で は , 電圧 電流 特性 を いく つか の 領域 に 
分 割 し , それ ぞ れ の 領域 に お いて 直線 で 近似 させ , そ 


パル 


れ を 接ぎ 合わ せる と と に する . 
さら に 計算 を 容易 に する た め , つぎ の 仮定 を 設け る 
と 4C す る i 
Ga ネオ ーー ポポ の 
電圧 電流 特性 を 図 1 に 示す ど 
と く , 7 つの 領域 に 分 か れ た 
直線 で 近似 する . 
Gh が a サキ 芝 條 オー ボド の 
直列 抵抗 と 直列 イン ダク タン Ss a に 
ス を 無視 する ・ er 
eo 全 令 域 に お いで 図 20 Fle. Linear approxl- 
"に K 示 す ど と く 等価 回 路 を 設定 mation of voltage- 


current character- 


する . と > に 太 』 は 各 直 線 の 
傾斜 に 相当 する 抵抗 , V: は 
図 1 と 示す ど と く , と の 直線 
が 電圧 軸 を よぎる 点 の 電圧 , 
じ C は 端子 間 の 全 等価 容 量 で あ : 。 
BCG=Ll;2,.-7) 図 2 エサ キダ イオ ー ド 
(d3 ペペ 名 ス 電 圧 に Fig. 0 circuit 
無関係 に 一 定 の 値 を る も つも の of Esaki-diode. 
と 仮定 する ・ 


istics. 


信 
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2.2 過渡 特性 の 解析 
エサ キダ イオ ー ド 双 安 定 ス イッ チ 動 作 に は 通常 図 3 
(a) の よう な 回 路 が 用 いら れる . この 回 路 の 等 価 回 路 


図 3 エサ キダ イオ ー ド 双 宏 定 回 路 と その 等 価 回 路 
Fig. 3—Esaki-diode bistable circuit and 
its equivalent circuit. 


は 図 3 (5b) の よう に な り , 各 直 線 領 域 ど と に R; と Vi; 
の 値 を 異 に する . また 図 3 (も 上) において, V。 は 直流 
電源 電圧 , R。 は と の 電源 の 内 部 抵抗 , Rrz は 負荷 抵 
抗 。 V, は トリ ガ が 電圧 , RR, は 入力 結合 抵抗 で ある . こ 
の 等 価 回 路 に つい て , ダイ オー ド 両 端 の 電圧 v 
する 微分 方 程 式 を た て る と 


> 
(~ 


dv vV fP 
RI a 
EE GS 
て 
RR RR ERASRS 
VE 
RR ES 


で ある . つぎ に z=0 に お いて v=v。 な る 初期 条件 
を 入れ て 式 (1 う を 解く と , 


v=V,+(lvy— V,)e- CR &®) 
を 得る .。 と > ゝ に, : 
OR NR 2 
Rs 
Vs=RI= 2 
R, Rs RI 
で ある . 


図 3 (a) の 回 路 に お いて , 入力 端子 か ら 正 の トリ ガ が 
パル スカ ロ えら れ た 場合 は , 図 3 (b) の 等 価 回 路 に お 
いて スイ ッ チ が (1) の 位置 に お か れ た 場合 に 相当 すず 7 
る つき ぎ に ト リガ が ガ , パル ス が な く な っ た 場合 は , 図 3 
(b) に お いて スイ ッ チ が (2) に 切換 えら れ た と 考 
れ ば な くに 上 式 に お いて は V,=0 - ど すれ ば 補い 縛 は 
た リセット ・ パ ルス が 加 た られ た 場合 は スイッチ を 
(3) に 切換 え , V, と し て 負 値 を と れ ば よい ・: 

図 4 と は 前 記 諸 量 間 の 関係 が 図示 され て い る . い , 
は 着目 し て いる 領域 の 直線 抵抗 R と 全 負 荷 抵抗 R。 
と の 交点 に 相当 する 電圧 で あみ る. トリ が ガ ・ パ ルス が 加 
われ ば , その 極性 の 正負 に 応じ て 負荷 線 が 平行 に 移動 
天 る で ラ : 
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の i 
0 0 


4 双 誠 定 ス イッ チ 動 作 に お け る 詳 量 間 の 相関 
ig. 4—Esaki-diode bistable switching operation. 
< っ yk 1 つの 領域 内 で ダイ オー ド 両 端 間 の 電圧 v 
8 ts より v=v。 に いた る 時 間 な 。 は 
: VU, 

Pe (3) 


ks ] 
1 ば to 必修 の vy の 変化 は 式 2) に より 


fs 0 
Rf. 
{ 


v=V,+4vee- (4) 
i ,。 は 領域 世 に お ける As な 


で は 太 <0 で ある か ら , - で p>0 と な 


i 
大 する すなわち, トリ ガ ・ パ ルス が な く な っ た と 
燈 て が Vo より 高かっ た か , ある い は 低かっ た か 

に よっ て v は < 点 ま た は @ 点 区 向っ て 進行 し , と れ 
の 点 で 安定 する .。 し た が っ て た と えば , 4@ 点 か ら <c 
k イッチ きせ た いと き , て が V,。 を と えな いう 


。 と な る ・ と ゝ に K 浅 字 ( 了 T), ( 了 E) は それ ぞ れ の 拡 に 


ご i UT 


ち に トリ が, る < 点 へ は と 
ふた ゝ び a 点 に 逆戻り する と と に な る も ちろ ん < 点 、 
か ら a 点 に 対し て も 同様 の と と が 起 と り 得 る . 

と の と と は トリ ガ が ・ パ ルス の 幅 7 が せま い 場 合 ) 
トリ ガ ,。 パル ス の 高き V, が 低く 立 上 が り に た に 時間 が か 
ゝ る 場合 , 外部 並列 容量 が 大 きく スィ ッ チ 時 間 が 長く a i 
な る 場合 , 等 に 問題 に と な っ て くる 。 特 に リセ ッ ト の 場 
合 に は 。 一 般 に Cc 点 と V。 点 と の 聞 が ひろ い の で , 「 
パル ス の 幅 を ひろ くし た り 高 さ を 高 くじ た り し な けれ 
ば , リセ ッ ト で き な い と と が し ば し ば 起こ ろ . 従来 は 
と か く ト リガ , パル ス に より 山 あ る い は 谷 を と させ さ 
えす れ ば , それ で スイ ッ チ で きる よう に 考え られ 勝 で 
あっ た が , パル ス 幅 が 有限 の 場合 に は これ は 大 き な 誤 
り で ある . 非 安定 点 を こさ せな けれ ば セッ ト あ る い は [ 
リセ ッ ト で き な い こと と を て こく ^ 記 強調 し た い . 、 

つき にし か ら ば スイ ッ チ 動作 に 必要 な 最小 トリ が ・ 
パル ス 幅 人 7m 宮 は どう な る で あろ うか 。 それ は トリ が ガ 
・ パ ルス の 高き に よっ て 異な り , 素子 の 特性 と 回 路 定 
数 値 が 与え られ ゝ ば 容易 に 計算 で きる . た と えば 普 
通 , a 点 は 領域 赴 に , また ら め 点 は 領域 四 に お か れ て い 
る か ら , セッ ト に 必要 な Tm は , 領域 と 本 の 境界 
電圧 を V» と する と , tr 


Vm— Vc : 
T= CRn) ln vw 
D2 (T) Vinp-V, i 


Vam)— V, 
ポ CRan V,am)— 7 Ga 
属す る 値 で ある と と を 意味 する ・ Vzcm) が V』 に 近 3 
づく と , Tm は 急激 に 大 きく な り , トリ が ・ パルス 
より 負荷 線 が V; Ce 
セッ ト に 無限 時 間 幅 の パル ス を 必要 と する . 9 セッ ト 
必要 な トリ ガ ・ パ ルス 幅 に つい て も 全く 同様 の と と こ 際 
が 言え る ・ の 
3、 到 . 筑 こ 計 笑っ 

と ゝ で は ひと まず 太 を 一 定 に し た まく ゝ 7 を 変え た 
6G GO) CR 
みよ う . 図 5 に お いて 鎖線 で 示さ れ た 電圧 電流 特性 曲 に 
線 は 後 の 実験 に 使用 し た ゲル マニ ウム ・ 二 サ 素 区 証 志 a 
ー ド の 特性 曲線 で ある が , と れ を 図 た 示す よ うに 直線 ) 時 
で 近似 し ル で と し じ て は 6pF を 用 いた . 図 3 の 回 路 に こ 
お いて パイ アァ ス に 定 電流 源 を 使用 し た 場合 a Vy 

R。 の 代わ り に 定 電 放 パイ アス を 用 いれ ば よい の で , 
Tu=1.82mA と し た . その 他 の 回 路 定 数 と し し て は 7 0 
=lkQ, Ri=3309. を 用 いた 。 Ot 3 


Ft 


i A A a NC 
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か くし て 求め た トリ ガ が 電圧 と セッ ト の 時 の 立 上 が り 
特性 お よび リセ ッ ト 時 の 下降 特性 と の 関係 を 図 6 に 示 
す 。 この 場合 トリ ガ ペ パル ス 幅 は 7ns で ある . 
図 6 よ り ト リガ が 電圧 の 大 きい ほど 立 上 が り 時 間 を お 
ょ よび 下降 時 間 な が 短く な り , トリ ガ が 電圧 が 小さ いと 
山 ま た は 谷 を 通過 する と こと ころ で 時 間 を 多く 費 す こと が 
わか る . 

SE 


ト U) が J 


パル ス の 幅 7 を 変え た 場合 の 出 


2.0 


0.4 


0 0 02 0.3 0.4 0.5 
V (V) 


図 5 計算 に 使用 し た 電圧 電流 特性 
Fig. 5—Voltage-current characteristics used 
in numerical calculations. 


yy (WV) 


Is=1.82mA, RL=3308 
Rr=1kS ; T= 7n5 


0.3 
= Vi = 1.255V/1alls=5 
a き Viz =-0.836* 3 
0.2 Veg =-0.627* 2 
t3 
Nr08 
0.1 


は : 
0 2 “ a i 

(b) リセ ッ ト 
図 6 トリ が 時 の 出力 波形 


Fig. 6—Waveforms of output voltage"as 4 function 
of trigger pulse voltage. 。 
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Vi =0.510V 


(C12fn =0.1) 


8 
t (n5) 


=-0.627V レ 
(Iyfla=2) 


0 2 4 6 8 10 12 
(b) リセ ッ ト t (n9) 
図 7 パル ス 幅 を 変え た 場合 の 出力 波形 


Fig. 7—Waveforms of output voltage as a function 
of trigger pulse width. (a) set. (b) reset. 


8 ト 
1 征 算 値 一 一 Is=1:82mA 
RL=3308 
実 詞 値 o tr Rt=1K®R 
る “ it 4 
S ド Xx Tm 
ゃ \ 
* 
4 | 
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0 
0.4 05 08 0.7 0.9 1.0 
vy (VV) 
(a) セッ ト 
5 , 
{ 
6 | 革 算 憶 a js=1.82mA 
© 0 誠 寺下 
i * いい Re =1KS 
nm 
4 I 
f | 


a a.4 ~.§ 


0 2 
0 1.9 Ve (y) 


tby J リセット 
図 8= トリ ガ 電 圧 と スイ ッ チ 時 間 の 関係 
Fig. 8—Switching times versus trigger voltage, 
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力 波 形 を 図 7 に 示す . これ より パル ス 幅 が せま すぎ る 
と 所 要 の スイ ッ チ 動作 を 行ない えな いと こと が わか る . 

以上 の 結果 を 整理 し , トリ が ガ が 電圧 に 対す る 立 上 が り 
時 間 (また は 下降 時 間 ), 遅 延 時 間 如 , お よび 必要 最 
小 ト リガ が ・ パ ルス 幅 の 関係 を 求め た の が 図 8 で ある . 
と の 場合 セッ ト に は 立 上 が り は じ め の と こと ころ で 時 間 を 
費 し , スイ ッ チ 時 間 と し て 立 上 が り 時 間 を と る だ け で 
は 不 充 分 に な る の で 遅 古 時 間 % あわ せ 考 慮 し て ある . 

4. 実 験 結 果 

前 述 の 計算 結果 を た し か め る た め , つぎ の よう な : 
験 を 行なっ た . 図 9 に 実験 装置 を 示す . サン プリ ンク 
・ オ シロ スコープ は 繰り 返し 現象 し か 観測 で き な い か 
ら ; トリガ 用 パル ス 発 生 器 を 2 台 用 意 し , 正 , 負 の パ 


ト と リセ ッ ト を 交互 に 行なわ せ 
図 9 と お いて 。 パル ス 発 生 器 #2 と 


#3 は い ず 


Rea-58W 


(b) 別 定 回 臣 


オシ ロス コー プ : LUMATRON MILLIMICROSECOND 
SAMPLING OSCILLOSCOPE, MODEL 112, 

パル ス 発 生 器 #1: GR UNIT PULSER, TYPE 1217 A. 

パル スズ 人 生 回 #2 お よび #3: LUMATRON 
MILLI MICROSECOND MERCURY PULSE 
GENERATOR, MODEL 303. 

バル スズ ス 増 幅 器 : GR UNIT PULSE AMPLIFIER, 
TYPE 1219 A. 

トリ ガ 増 幅 器 : LUMATRON TRIGGER PULSE 
AMPLIFIER, MODEL 620. 

7 分 岐 : GR-874 T. 

湊 誤 器 #1: GR-874 G 3. 

汰 座 器 #2 : GR-874G 10x2+GR-874 G 6. 

湊 論 器 #3 : GR-874G 20+G 10. 

ブロ ー プ : LUMATRON CATHODE FOLLOWER 
PROBE, MODEL 610. 

無 反 射 終 端 : GR-874. WM 

図 9 実験 装 詩 
Fig. 9 Measuring apparatus for switching character- 
istics of Esaki-diode bistable circuits, 
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れ も パ ルス 発生 器 #1 から の 出力 ペル ス に より 同時 に 
トリ が され て いる が , #2 と # ま 3 と で は 内 蔵 す る 水銀 
スイ ッ チ の 機械 的 動作 開始 時 間 が 若干 異な る の で 同期 
は と れ て いな い . と の 実験 装置 に お いて , 図 4 に お け 
る a 点 か ら c 点 へ の スイ ッ チ 特性 を みる と き は , パル 
ス 発 生 器 #2 で 負極 性 の パル ス , #3 で 正極 性 の パル 
ス を 発生 させ , <c 点 か らち ら g@ 点 へ の スイ ッ チ 特 人 性 を みる 
と は の 必 BK その 理由 は オシ ロス コー プ カ パ 
ルス 発生 器 #3 に 同期 され て いて , #3 に よる 出力 の 
変化 の み が み られ る よう に な っ て いる か ら で あ る . ダ 
1 ィ オー ド の 出力 波形 は 高 イ ン ピ ー ダ ンス ・ プ ロー プ を 
介し て 観測 し た 。、 ま た , トリ ガ ・ パ ルス の 波形 は つぎ 
D よ うに し て 観測 し た . すなわち , オシ ロロ ズ コ ー プ ブ の 
入力 インピーダンス が 50 2 で ある の で , 図 9 の aa? 
端子 に お ける 502 の 終端 抵抗 を 外し , その 代わ り に 
と の 端子 を オシ ロス コー プ の 入力 端子 に 接続 し た ・ こ 
れ で 動作 状態 その ま ゝ の パル ス 波 形 を 観測 する こと が 
で きた わけ で ある . 実験 装置 で は 不用 の 反射 を さけ る 
要 所 に 固定 減衰 器 を 挿入 し 波形 の くず れる の を 
防い だ . また , 導線 の 長 さ を な る べく 短く する 目的 
で , ダイ オー ド を 直接 プロ ー ブ 上 に と りつ けた 、 使 用 
し た 各種 測定 器 の 立 上 が り 時 間 は 大 よそ つき ぎの と お り 
で あぁ る; パル ス 発 生 器 #2 お よび #3:0.2~0.3 ns 
: 0.42ns, プロ ー ブ : 約 0.35ns. ま 
た , 下降 時 間 は パル ス 発 生 器 , プロ ー ブ お よび オシ ョ ロ 
スコ ー プ i 0.8ns 程度 で ある . 


オシ ロス コー プ 


な お ね で の 
窒 測 目的 に 対 
し て は , 必ず 

し も 2 台 の ト 
リガ 用 パル ス 
発生 器 を 必要 
EE 
台 で も 運 延 線 
店 と 短絡 反射 
を 利用 し て , 
適当 な 時 刻 に 
逆 極 性 の パル 
ス が 戻っ て く 
る よう Cts 
も と の パル ス 
と 合わ せ て 使 
用 すれ ば 充分 
目的 を 達成 す 


(b) 0.1ns/cm 


図 10 トリ ガ パ ペル ス 波 形 
Fig. 10 Waveforms of trigger pulse. 
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と で 
つき 


で きる . と この こと と は 実験 的 に も 確か め ら れ た 、 
と 観測 結果 を 示す . まず 図 10 は トリ が ガ が ・ パ ル 
ス 波 形 で ある 、 と こと ゝ で は オシ ロス コー プ の 立 上 が り a 
間 お よび 下降 時 間 の た め , 見 か け 上 パル ス の 立 上 が 
お よび 下降 時 間 が 長く な っ て いる が , 正味 の 時 間 
052~013ns と 推定 され る 。 し た が っ て , スイ 洲 
作 に 与え そる トリ ガ , パル ス の 立 上 が り 時 間 の 影響 は ほ 


と ん ど 無 視 し て も よい と 思わ れる . 


(a) Vs=0.928 V (c) 


(b) Vs=0.557 V 
CT 


Fig. 11—Output waveforms. 


波 形 


(b) T=5ns, 0 530 V 


(d) T=5ns, Vs=—0.795 V 


図 11 は トリ ガ が 電圧 を 変え た 
セッ ト 時 の 出力 波形 で ある . 
波形 非 


常に 
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図 12 は 図 7 の 計算 


トリ ガ ・ パ ルス の 幅 を 変え る か わり に 


\ > 
ささ を 変 え 


ば スイ 
図 11 お よび 


(d) Vy=-—0.627V 
(5 ns/cm) 


図 12 トリ ガ 限 界 点 付 近 に お ける 出力 波形 (2 ns/cm) 


Fig. 12—Output waveforms near threshold triggering. 
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場合 の セッ 8 
と れ は 図 6 の 計算 結果 と 


ト く 似 て し \ る ee da カカ > わか 7 る ¢ 


結果 に 等 価 な 観測 波形 で ある 
トリ ガ 電 圧 の 大 
要する に 非 安定 点 を こえ させ ね 
と を 示し て いる . 
計算 の 結果 と その 傾向 が 
非常 に よく 似 て いる こと が 否 
証 さ れ た . し か し , まだ 直 接 
に 定量 的 な 比較 を する こと は 
団 さ れれ な いで れ を 行 和 SE 
は , まず 観測 され た スイ ッ チ 
時 間 よ り 測 定 器 の 立 上 が り 時 
間 に よ る 分 を 補正 し , つき で 
ダイ オー ド に 並列 に 入る 回 路 
容量 C。 の 影響 を 除 か ね ば な 
の 
正 値 に C/(C ギ CC) を か けれ 
ま * よ ょ よい. と の 実験 で は , 供 試 
ダイ オー ド の 容量 は 谷 の パイ 
ァ ス 点 じ お いて "6 pF あり 5 
ダイ オー ド を 取外し た 後 の 全 
並列 容量 と し て は ;, プロ コー フ 
の 入力 容量 (一 4pF) も 含め 
て 8pF あっ 7 で の 5 
補正 を 行なっ て は し じ め て さき さき 
の 計算 値 と 比較 の で きる 実測 
値 が 求まる .。 この よう な 実測 
値 を さき の 計算 値 と 比較 し た 
と と ろ , 図 8 よ り わ か る ど と 
く 非 常に よい 一 致 が みち られ 
た . と これ よ り 始 め の 近 似 と 仮 
定 は 妥当 で ある と 判断 し て も 
よい と 選 わ れる . 

以上 の 結果 より 負荷 線 が 山 
と 谷 の な る べく 近傍 を 通る よ 
うに 回 路 定 数 を 選定 し , な る 
べく 大 き な ト リガ ・ パ ルス を 
加 を る よう に すれ ば , スイ リッ 
チ 時 間 を 短縮 で きる とこ と が ね わ 
か る . し か し 論理 回 路 , 記憶 
回 路 等 に お いて , 能動 素子 を 
CA ド で 構 


ら 5 な 
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成す る 場合 に は , 必然 的 に 出力 電圧 の 大 き さ が きま っ 
て し まう の で , 次 段 へ の 入力 パル ス の 大 き さ る も 制約 を 
うけ , な か な か 人 簡単 に は 処理 で き な い . 一 般 と に と リセ ッ 
ト は セッ ト に 比べ て 大 き な ト リガ 電圧 を 必要 と し , と 
れ を 減ら そう と すれ ば 負荷 線 を 立て ざる を えな い . し 
か し そ うす れ は 今度 は 出力 電圧 が 低下 し て 工 合 が 悪く 
な る .。 とこ の よう に セッ ト と リセ ッ ト の 両方 を 前 段 の ェ 
サキ ダイ オー ド か ら 伝 達 さ れる トリ が ガ が ・ パ ルス で 行 な 
わせ る こと は 非常 に と な ず か し い の で , リセ ッ ト に は 他 
の 専用 パル ス を 使用 する か , ある い は パイ アス 電源 を 
断続 させ る と こと に より 自然 と り リセット の 機能 を 行なわ 
せる 方 式 の 方 が や り 易 い の で は な いか と 思わ れる . 
回 路 の 漂 遊 容量 は ダイ オー ド の 容量 と 全く 同等 の 重 
み を ゃ もち, スイッチ 時 間 に 正 比例 する . し た が っ て 実 
験 に 使用 し た よう な 接合 容量 が 数 pF の ダイ オー ド に 
対し て は , 回 路 容 量 を 極力 小さ くす る よう に 注 意 し な 
けれ ば , 折角 の ェ サ キダ イオ ー ド の 特徴 も 充分 に 生か 
し きれ な くす な る . また , ダイ オー ド 自 体 と し て も 性 能 
を 改善 し 1pF で も 小さ すく な る よう に 努め る と と は 極 
め て 大 切な と と で ある . 

最後 じ に 」 こ と の よう な 回 路 に イン ダク タン ス を 含ま ぬ 


| 双 安 定 ス イッ チ 動 作 で は , どの 程度 の 速 さ に まで 応答 


で きる も の か 検討 し て みよ う . と こと ゝ で は 実験 に 使用 し 


| た |CR;lmia 一 0.5ns 程度 の ダイ オー ド を 対象 に し て 


a 


考 有 る . 回 路 条 件 に よっ て 一 概 に は 言え な い が , 大 雑 
ば な 見 当 を つけ て みる と と に する . まず , 将棋 倒し 方 


式 で は 立 上 が り 時 間 の み を 考慮 すれ ば よく , 伝達 時 問 
を ゃ 一段 あ た り 5ns 程度 に は な し うる で あぁ ろう. つぎ 
に , クロ ッ ク ・ パ ルス 方 式 で は 単 相 の 場合 150 Mc; 三 
相 の 場合 50 Mc 程度 に な る の で は な か ろう か . 
以上 の 解析 並び に 実験 は , 双 安 定 回 路 と し て 最も 単 
純 な 回 路 に つい て 行なっ た わけ で あっ て , 回 路 に は 一 
切 イ ンダ クタ ンス を 含ん で いな い . 回 路 の 要 所 , た と 
えば R。 に 直列 に イン ダク タン ス を 挿入 する と こと に よ 
り , トリ が ガ が 電圧 の 低減 , 動作 速度 の 向上 , 等 が 期待 さ 
れる が , これら の 点 じ つい て は 稿 を 改め て 述べ る 予定 
で ある . 


CR ts OE 


本 文 で は ェ サ キダ イオ ー ド の 電圧 電流 特性 を 直線 で 
近似 し , 適当 な 仮定 を 設け る と こと に より , イン ダク タ 
ンス を 含ま ぬ 双 安定 スイ ッ チ 動作 に お ける トリ ガ の 脱 
題 を 解析 し た . と この 解析 を 高 性 能 の ゲル マニ ウム ・ エ 
サキ ダイ オー ド に 適用 し て 数 値 計算 し た 結果 は , サン 
プリ ング , オシ ロス コー プ に よる 実験 結果 と よい 一 致 
を 示し た . と これ に より ェ エサ キダ イオ ー ド を 使用 し た 双 
安定 回 路 の スイ ッ チ 動作 が 明らか に な り , 使用 上 どの 
よう な 点 に 注意 すれ ば よい か を 知る と こと が で きた .: 
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3 段 時 分 割 交換 線 群 の 呼損率 お よび ジャ ンク タ 容 量 * 
kc 正 員 猪瀬 博 
(東京 大 学 工学 部 ) 
潤 要約 時 分 割 集 線 装置 群 よ り 成 る 交換 局 に よっ て 構成 され る 変換 系 に だ おい て, 時 分 割 集 線 装 置 間 は 局 間 時 分 割 ジ ャ ン 
Wt クタ 群 ま た は 局内 時 分 割 ジ プ ャ ンク タ 閣 に より 接続 され る も の と する .、 すなわち 接続 は 時 分 割 集 線 置 一 一 時 分 制 ジ ャ ン 
に クタ ー 一 時 分 制 集 線 装 置 の 経路 を へ て 行なわ れる も の と し , と の よう な 3 段 時 分 割 次 換 線 固 の 呼損率 を あら わす 式 を 近 
請 人 狼 計 算 に よっ て も と め , を その 敷 値 計算 結果 を 掲げ 、 与え られ た サー ビス の 基準 を 満足 する に 必要 な 時 分 割 ジ ャ ンク タタ 数 
を 検討 し て ある . 近似 計算 に あたっ て は , 各 時 分 割 交 換 線 詳 に お いて 呼 の 到来 は ポア ソン 分 布 と したがい, か つ 呼 の 占 
e 有 は 相互 に 独立 で ある と の 仮定 を 設け た . と の 仮定 は と も に 容 全 側 の 結果 を 与え る . 
き 1. 序 、 言 に お いて , 各 交 換 局 は 図 1 (a) に 示す よう に M 個 の 
: 巡 : 時 分 割 集 線 装置 より 成り , 同一 局内 の 時 分 割 集 線 装 置 
所 遇 人 は , 局内 時 分 割 ラ ジャ ンク タ に より 接続 され , 他 局 に 属 
Cn nD unctor apaci 1 
“ 0 Time-Division GY ete する 時 分 制 集 線 装置 と の 問 の 接続 は 出 中 継 時 分 割 ジ ャ 
IROSHI INOSE, Member (Facul f Engi- 、 VY We 
" : a University of tr rts [論文 季 号 ンク タタ お よび 入 中 弧 時 分 割 ウラ ャ ンク タ に ょ よ り 行 な われ 
2 3360] る も の と し , と の よう な 3 段 時 分 割 交 換 線 和 群 の 呼損率 
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Fig. 1—Arrangement of the three-stage 
。 time-division switching networks. 


を 近似 的 に 計算 し , 与え られ た サー ビス の 基準 を 満足 
する た め に 必要 な ジャ ンク タ の 数 を も と め て みる . 

と の 交換 系 に お いて , 時 分 割 チ キャ ネル の 入替 は 行 な 
わな いと する と , 両 時 分 割 集 線 装 置 お よび 時 分 割 ジ ャ 
ンク タ に 共通 に 空い て いる 時 分 割 チ キャ ネル を 使用 せ ざ 
る を 得 な い の で , 空間 分 割 リ ンク 接続 回 路 の リン ク 閉 
塞 率 と 相似 の 時 分 割 チャ ネル の ミス マッ チ 閉 案 率 , す 
な わ ち 両 時 分 割 集 線 装置 お よび 時 分 割 ラ ャ ンク タ に お 
いて , 補い た 時 分 割 チ ャ ネル が ある に も か か ね わ ら 5 す , 
共通 の 位相 で な いた め に 接続 不 能 と な っ て 生ずる 閉 案 
率 を 避け る と と は で き な い . 

図 1 (b) に お いて , M 個 の 時 分 割 集 線 装置 は , そ 
れ ぞ れ NN 個 の 加入 者 線 ま た は 音声 周波 中 継 線 を 収容 
し て いる も の と し , また 出 中 継 お よび 入 中 継 時 分 割 ジ 
ャ ンク タタ は 対向 局 間 ど と に それ ぞ れ ょ 個 , 局内 時 分 
| 所 シ ラ ャ ンク タ は ど 個 ある も の と する . また 時 分 割 集 

や 線 装 置 お よび 時 分 割 ラ ジャ ンク タ は , いずれ も ゃ ヵ 々 個 の 時 
分割 チャ ネル を 有 し , 交点 に ある 時 分 割 ゲ ー ト を へ て 
相互 に 接続 され る も の と する . 呼 は 時 分 割 集 線 装 置 一 
有 | i 分 制 ッ ャ ンク ター 時 分 割 集 線 装置 の 3 段 の 時 分 割 交 


換 線 群 を 通過 する こと と に な り , と これ ら の 時 分 割 交換 線 
刑 あ た り の 呼 量 あ を あ それぞれ a, az, a erlang と する . 

すでに 空間 分 割 リ マク 接続 回 路 で 知ら うれ て いる まう 
に た に ②⑦,。 と の よう な 交換 系 の 呼損率 を 厳密 に 計算 する 
と は ほとん ど 不 可能 で ある か ら , 近似 計算 を 行なう 
と と し つき の 仮定 を お く ・. 

(1) 各 時 分 割 交 換 線 群 で は , 呼 は ポア ソン 分 布 だ 
し た が っ て 到来 する も の と する . 換言 すれ ば 各 時 分 割 
交換 線 攻 の 同時 接続 の 確率 は Erlang の 式 で あら わ さ 
れる も の と する . と の 仮定 は 時 分 割 交 換 線 群 あたり の 
入線 数 が 無限 大 で ある 場合 に 厳密 に 成立 する が , 本 交 
換 系 で は 時 分 割 集 線 装置 の 入線 数 は 有限 で ある た め 呼 
の 分 布 の 平滑 化 が 行なわ れ て お り , 時 分 割 ラ ャ ンク タ 
へ は すでに 時 分 割 集 線 装置 で 平滑 化 さ れ た 呼 が 加わ っ 
て いる か ら ; こと の 仮定 に も と づい て 得 ら れ た 呼損率 は 
若干 過大 と な り , し た が っ て 安全 側 の 結果 を 与え る . 

(2) 特定 の 二 つ の 時 分 割 集 線 装置 間 の 接続 を 要求 
する 呼 が 生起 し た と き , 同じ 時 分 割 集 線 装 置 間 に す で 
に 接続 し て いる 呼 に 出会う 確率 は 無視 で きる も の と す 
る 換言 すれ ば , 各 時 分 割 交 換 線 衝 に お ける 呼 の 右 有 
は 相互 に 独立 で ある も の と する . と の 仮定 は 時 分 割 交 
換 線 衝 の 数 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 現実 に 近 ず く ・「 答 
時 分 割 交換 線 群 に お ける 呼 の 占有 が 独立 で な けれ ば , 
時 分 割 チ ャ ネル の ミス マッ チ は 少な く な る か ら , と の 
仮定 も 過大 な 呼損率 を もたらし, し た が っ て 安全 側 の 
結果 を 与え る. 


2. 呼損率 の 式 


以上 の 仮定 を 設け る と , 第 一 の 時 分 割 集 線 装 置 に 
個 , 番目 , 2 番目 ) …… , 番目 の 時 分 割 ジ ャ ンク 
タタ (局内 時 分 割 ラ ャ ンク タ の 場合 は が 番目 ) に それ 
RT a" , 個 , 第 二 の 時 分 割 集 線 装 置 に を 
個 の 呼 が 同時 接続 の 確率 を る, 刻み 7 
で あぁ あらわ せ ば , と これ は 


GID Fc 3 k) 
a ajh that a;k 
Cr TR A 
て 2 i k! (WY 


== n 2 3 2 ) 
3 3 2 
で 与 2 え られ る: 


閉塞 を 生ずる の は 第 1 お よび 第 2 の 時 分 割 集 線 装 置 
で 共通 に 空い て いる 時 分 割 チ ャ ネ ル が , いずれ の 時 分 
割 ラ マラ ャ ンク タ に お いて も 占有 され て いる 場合 で ある ・ 
図 2 は と の 状況 を 図解 し に た も の で ある . 第 1 の 時 分 割 - 
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図 2 呼 の 占有 状態 


‘The occupation of calls in time-division stages. 


と 第 2 の 時 分 割 集 線 装 置 の いずれ か 一 方 また 


で あっ た も の と すれ ば , 欧 り の Gum) 個 の 時 
チャ ネル が いずれ の 時 分 割 ジ ャ ンク タ で も 占有 さ 
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NR) 


・ 一 方 7 個 の 時 分 割 チャ ネル が , 第 
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% え られる. と と は , 0 な いし ゃ の 任意 の 値 
得る か ら , 呼損率 万 は 次 式 で 与え られ る と と に 
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式 (1) を 式 (2) に 代入 すれ ば , 呼損率 は 
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で あら わ さ れ る . 

各 時 分 割 交換 線 群 の 時 分 割 チ ャ ネル 数 。 すなわち 出 
線 数 は 等 し いか ら , 系 統 の 構成 に 留意 し て , 各 時 分 皇 こ 
交換 線 評 あ た り の 呼 量 を 等 し くす る と と が , 通常 の 場 
合 望 まし い . と の よう な 場合 。 すなわち 
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Molina の 表 を 使う パウ な と の 式 を つっ ぎの ok 
うに 書き 直し た 方 が 便利 で ある . 
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タ を 占有 する 呼 の 分 布 は 呼損率 に 影響 々 与え な いよ う MM//' は , 系 の 集中 度 を 示し て お り , 与え られ た サ 3 


に な る . 各局 で 時 分 割 集 線 装 置 と 同数 の 時 分 割 ジ ャ ン ービス の 基準 を 満足 する よう に 選ば な けれ ば な ちら ちな 


示 クタ が 局内 お よび 局 間 に あれ ば , 呼損率 は 両 時 分 割 集 い 、 こ と の 場合 の 呼損率 を BB。 と すれ ば , と これ は 式 で C3) 
主 線 装 置 に ち おけ る 呼 の 分 布 の みた に より 決ま る . 換言 すれ に お いて =ds, 7= ど と お け ば よく , 次 式 で 与え らち 
ば , ヵ 々 個 の 時 分 割 チ キャ ネル が 第 1 の 時 分 割 集 線 装 置 の れる . ” 
7 個 の 呼 と 第 二 の 時 分 割 集 線 装 置 の を 個 の 呼 の いずれ i NO 
放 か 一 方 また は 両方 た より 占有 され て いれ ば 閉塞 を 生 ず SC “nl \ (ie) . 培 
有る - し た が っ て と の 場合 の 呼 損 素 B' は 次 式 で 与え ら TE EN 3 3 
0 る re jm0 7! 7 ーー 
’ ET i 
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図 3 は 時 分 割 交換 線 詳 あたり の 呼 量 =a2=a=2 
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= が 10 erlang な いし 11.5erlang, 時 分 割 チ キャ ネル 数 


(Fe v=0 
雷 or が 23 の 場合 に つい て , 時 分 割 チ ャ ネル の ミス マッ 
て とれ は すでに 知ら れ て いる 式 で ある . テ 閉 窪 の ある 場合 の 3 段 時 分 割 交換 線 詳 の 呼損率 [ 式 ; 


また , その 方 法 に つい て は 別に 発表 する が , 時 分 割 。 (5) の B] を 時 分 割 ラ ャ ンク タ 数 が 1,2。, 3 
議 9 Rk* ka の 場合 に つい て 数 値 計算 を 行ない , また ミ を 
有 堅 お よび 時 分 割 ラ ャ ンク タ に お いて 位相 の 異な る 時 分 定 の ある 2 段 時 分 割 交 換 線 若 の 呼損率 [ 式 (6 ) 
| 捉 テ チャ ネル を 使用 し 得る よう に すれ ば , 空間 分 割 リ ン 5], ミ スマ ッッ チ 隔 楽 の な い 揚 合 の 2 段 時 分 割 変換 線 群 
有 有 mBwic ね ける リン クタ 時 窪 率 に 相羽 な 時 分 割 チ の 呼損率 【 式 (8) の 選 ] お よび ミス マッ i 
< EN と と で さき 呼 損 な い 場 合 の 3 段 時 分 割 交換 線 若 の 時 分 割 ジ ャ N 
| 有 本 は 式 (5 う お ょ び 式 (6) に 対応 する も の と し て を ょ 1,2,3,4 に 対す る 呼 損 素 [ 式 (7) の Bu] 
較 れれ ぞ れ 式 , (7 うお よび 式 (8) で 与え られ る . Ph | + 
RS 。 算 し て 比較 し た も の で ある . の 


Hn 1 - - 
a a 8, By i 


A i - 
た 8 に. B,2 の 相 異 が 時 分 割 チャ ネル の ミス . 
6 る も の で カテ 
と 単 一 の 交換 局 で , 出 中 継 お よび 入 中 継 の 局 間 = oo 
p 無 い 場合 に つい て 近似 的 考察 進め て み aooos} 
り 時 分 割 集 線 装置 1 個 あ た り の 呼 量 は @ み 1 
< momor 22 10m oe 
。 で 互い に 相 等 し いも の と 仮定 す OE oi 


ra 


陸 分 割 集 線 装置 と おけ 。。ー©«©©ー©«©«©«©ー 

回 3 時 分 制 チャ ネル 数 23 の 場合 の 呼損率 
: Fig, 3—The blocking probability of the system _ 
1 ss with 23 time-division channels. J は 
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“ 表 1 時 分 割 チ ャ ネル 数 23, 呼損率 0.01 に お いて 

加え うる 呼 量 お よび 時 分 制 チ ャ ネル の ミス マ 
ッ チ に よる 能率 の 低下 


3 段 
t= |: tm2 bahay =4 


a 


2 生 撤 


9.13 | 10.48 ne [us [2 
12.89 | 13.39 


13.39 [19.9 [13.9% 


a まま 2 時 分 割 チ ャ ネル 数 23, 呼損率 0.005 に お いて 
pr 加え うる 呼 量 お よび 時 分 割 チ ャ ネル の ミス マ 
) ッ チ に よる 能率 の 低下 


る mA 衝 る トラ と ッ タク の MM , すなわち 能率 の 低 
じ た の が , それ ぞ れ 表 1 お よび 表 2 で ある . ミ 
に の ある 場合 合 : も し 時 分 割 ラ ャ ンク タタ の 数 が 


Ok る 能率 の 低下 は 約 15 必 で あ 2c し , 
ジャ ンク タ が 1 個 の み で ある と 能率 の 低下 は 約 
農 す る と こと, し か し な が ら 時 分 割 ウ ジャ ンク RN 
設け れ ば 充分 で ある と と が と の 表 か ら 知 れる . 

: マ ッ チ の な い 場 合 は 。 時 分 割 ラ ャ ンク Nr 
| は いて zt も わか る 

計 図 5, 図 6 は, EO 
チャ ネル 数 だ それぞれ , 15, 10, 5 の 場合 の 呼 
( 値 計算 し て 得 た 結果 を 示す . 表 3, 表 4, 表 
- れ ら の 図 か ら 呼 損 素 が 0. 01 の 場合 , 加え 得 
と 時 分 枯 デ ャ ネル の ミス マッ テ K よ る 他 補 の 


の で ある と れ ら の 溢 じ よる と ミス マッ チ の 
A 時 分 割 チャ ネル 数 が 15 お よび 10 で は 。 時 


0 A 


ee 
猪 癌 博 : spy MeAiaNFom tr? 0 寄 


5 * 
「 率 の 低下 は ほ は 20 まだ た 時 分 割 チャ ネル 数 が 5 の 場 
合 は 時 分 割ら ャ ンク タ 々 を き 杭 到 け る と Rn 
に よる 能率 の 低下 は ほぼ 28 必 で ある と と が わか る .! 

図 7 は , 時 分 割 ラ マラ ャ ンク タ の 数 を パラ メー タ と し 
て , ミス マッ チ の ある 場合 に つい て , 時 分 割 チ ャ ネル 
数 々 と , 呼損率 0.01 に お ける ミス マッ チ に よる 能率 
の 低下 と の 関係 を 示し た も の で あぁ る. 図 8 は 時 分 割 ジ 
ャ ンク タ の 数 が 充分 ある 場合 , すなわち 2 段 時 分 割 交 


0aERLANS) 
半分 天 次 黄 窪 ふた り の 呼 本 


図 4 時 分 割 チ キャ ネル 数 15 の 場合 の 呼損率 ド 9 
Fig. 4—The blocking probability of the system b 
with 15 time-division channels. 8 


30 3.5 . 40a(ERL 
時 分 割 交換 療 詳 ち た DT 呼 呈 
図 5 時 分 制 チャ ネル 数 10 の 場合 の 呼損率 ー 
Fig. 5—The blocking probability of the system = 
with 10 .time-division channels. wv x 
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換 線 天 と みな し うる 場合 に つい て , 呼損率 0.01 と お 
: 聞 格 いて , 時 分 割 チ ャ ネル 数 々 と , ミス マッ チ に よる 能率 
A の 低下 と の 関係 を 示 じ た も の で ある . チャ ネル 数 を 増 1 
s* し 天下 は 他 湊 は “ 


で も 10% 以上 の 能率 低下 の あぁ る と こと が わか る 
3 | i 図 9 は , 局 間 時 分 割 ラ ジャ ンク を 有 し な い 単 の 交 
; A te 換 局 の 場合 の 呼損率 を 。 時 分 割 チャ ネル 数 10。 分 拓 
集 線 装置 あたり の 呼 量 2.5 erlang, 局内 時 分 割 ジ ャ ン 
クタ 数 ど =2, 4, 6 8 の 場合 に つき 式 0) そよ っ て 
計算 し た も の で ある ・ が を パラ メー タ と し 横 軸 に az/ 0 
=M/// を ゃ とり, 終 軸 に 呼損率 を 示す . 時 分 割 チ ャ Tn 


0.001 
_ ; 06 08 1.0 12 a(ERLANG) トル 数 23 合 ち 回 圭 行ない , < 
. 時 分 割 換 媒 群 ち た り の 呼 量 < OR | いい CS e 
- この > b ら }; ° 3 \ \ 1 
2 図 6 時 分 割 チ ャ ネル 数 5 の 場合 の 呼損率 の Rs 3 3 
4 F Fig. 6—The blocking probability of the system 分 割 ジャ ンク クタ 数 # ゃ 時 分 割 集 線 装 置 数 M に 対し > « 
with 5 time-division channels. で 示す る と , それ ぞ れ 図 10 お よ び 図 1 の さま う に な る rd 


表 3 時 分 割 チ ャ ネル 数 15, 呼損率 0.01 に お いて 加 
うる 呼 量 お よび 時 分 割 チ ャ ネル の ミス マッ 
チ に よる 能率 の 低下 


スマ ッ チ に よる 能率 の 低下 


表 4 弦 分 但 ま ャ ネ ル 数 10, 呼損率 0.01 に お いて 加 時 信 割 チャ ネル 数 
| え う る 野生 お よび 時 分 割 チ ャ ネル の ミ 半 Sis 2 Bt ORRIN ON TR ' 
= ad の ミス マッ チ に よる 能率 の 低下 

Fig. 7—The rate of decrease of applicable traffic_ i i 
' 3-stage and 2-stage time-division switching networks 
Ff | due to the mismatch of time-division channels. 
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チャ ーー 5, 寿 損 率 0 :.01 に お いて 加 0 
TT ミズ スマ ッ 
チチ に よる 能率 の の 低下 
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スマ ッ チ に 


100 _ 
店 補 条 を 層 衣 


図 8 2 段 時 分 割 交 換 次 換 線 詳 の 時 分 割 チ ャ ネル の NE 
2 ミス マッ チ に よる 能率 の 低下 a a 
Fig. 8—The. rate of decrease of applicable traffic i in' 
the two-stage time-division switching network 
ON the mismatch of time-division cha 


「 絡 直 博 : 3 段 時 分 割 交 換 線 詳 の 沖 員 率 お よび ジャ ンタ グ ク 容 量 


局内 時 分 割 ジ ピ ャ ン クタ 数 が =2,4,6,8 
時 分 割 ジ ャ ンク タ の 呼 量 2 
時 分 割 集 線 装置 の 呼 量 a 

時 分 割 チ ャ ネル 数 ヵ =10 


9 局 間 時 分 制 ジ ャ ンク タ の な い 単 一 の 
3 段 時 分 割 交換 局 の 呼損率 
Fig. 9-—The blocking probability of the closed-universe 
3-stage time-division module. 


の 図 か ら み る と , 時 分 割 チ ャ ネル 数 は 少な い 方 が , 


3 時 分 割 ジ ャ マク タタ 数 は 少な く て すむ こと こと, また M/¢* 


に 


| クタ が あれ ば よい . 


を 集中 度 と 考え る と , 時 分 割 数 を 一定 と する と , 時 分 
割 集 線 装置 数 を ます ほど 集中 度 は 高く で きる と と が わ 
か る . た と えば , 時 分 割 集 線 装置 の 数 を 20 と する と , 
チャ ネル 数 10 の 場合 は 約 5 個 の 時 分 割 ジャ ンク タ を 
要 し , チャ ネル 数 23 の 場合 は 約 8 個 の 時 分 割 ピ ャ ン 
また チャ ネル 数 10 の 場合 に つい 
て 7 時 分 割 集 線 装置 の 数 が 10 で あぁ る と 集中 度 M// は 


有 | > で ある が 。 時 分 旬 稚 半生 の 認 が 40 と な る と 中 


| 度 は 5 に な る とこ と が わか る . 
4. 結 言 


以上 , 時 分 割 集 線 装置 一 時 分 割 ラ ジャ ンク ター 時 分 割 


| 集 線 装置 の 3 段 構成 か ら 成 る 々 時 分 割 交換 線 療 の 呼損率 
| の 近似 計算 法 に つき の べ , 数 値 計算 結果 を 掲げ , 与え 


られ た サー ビス の 基 准 を 満足 する に 必要 な 時 分 割 ジ ャ 


次 秒 を 記 の る 目安 を 示し た 。 


数 億 計算 は 野口 澄子 の 御 尽 力 と に よる と と ころ が 多大 


も 


| で あっ て , と こと に 記し て 深 基 な る 謝意 を 表す る . 


0 10 20 30 40 
時 食害 業 線 王 軒 数 M 
図 10 局 間 時 分 割 プ ジャ ンク タ の な い 音 一 の 3 段 時 分 割 
変換 局 に お いて 呼損率 を 0.01 と する に 必要 な 
時 分 割 ジ ャ ンク タ 数 
Fig. 10—The number of time divisjon junctors of the closed 
universe-3-stage time-division module to give the 
blocking probability of 0.01. 


時 分 割 ジ ャ ノン クタ 表 + 
ト の oo 


] 


30 
時 分 誤 生 装置 数 M 


11 局 間 時 分 割 プ ジャ ンタ ク タ の な い 昔 一 の 3 段 時 分 割 
交換 局 に お いて 呼損率 を 0.005 と する に 必要 な 
時 分 割 ジ ャ ンジ クタ 数 
Fig. 11—The number of time-division junctors of the closed 
-universe 3-stage time-division module to give the 
blocking probability of 0.005. 


本 報告 に つい て は , 阪本 , 尾 佐竹 両 教授 は じ め 本 学 
高周波 研究 室 の 各位 か ら 有 益 な 御 討論 を いた だ いた . 
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し か る に 
付録 i と 
A AE 
式 (4) より 式 (5) を 導く に は i) の k ) 
” NN A ed で あぁ ある か ら の 上 式 は 
i=0k=m-{ GF mm—i カーk 役 2 ヵ rmー» キ 1 
2nr 一 ーッ » 二 1 vt a | ( mmー—» ) 
0 ->( a 才 y! 2 * 0 
半 を 証明 すれ ば よい . 本 稿 作成 後 , 最近 次 の 論文 が 発表 され て いる と と を 知っ た ¢ 
. 辿 - H.H. Adelaar & D.G.N. Hunter : “Use of “Stantec 
に k—m= 3 
a i ka 計 人 革 は 0 Zebra’’ to calculate a traffic table for a threeJink 
カーz \/ ヵ 7 一 メ 二 2 8 
左辺 = > | < ( 7 NC ' ) time-division-multiplex telephone exchange”, i "a 
Re OG Ts Comm., 36, 3,p 189, (1960). a 
下 m 和 誠 移す 桂 は 3 段 時 分 割 交換 線 智 に お いて , ジャ ンク タ の 才 て 
a’ {(n—1i \/n—mー—ーv 二 ? 。 
oT a Re ) っ いて 類似 の 方 法 で 呼損率 の 式 を 導き , ER 
ym0tmy V 人 き > 
と と で ミー ッ =4 と お け ば a ns et rr 
$y a 0 SH 6 年 1 月 14 日 受付 う 3 
A カー メ ー ス \ A ’ 0 
0 
の ; UDC 6215372497° 621:37509 ; 
4 ~ ~ = a 
そそ ェ エサ キ ・ ダ イオ ー ド を 用 いた 可変 コン タク タン ス 増 幅 器 * 
"0 O00 Or 
\ (日 本 放送 協会 技術 研究 所 ) $$ "て "Se 
・ , E - 。 i 
- 科 要約 テキ サ ・ ゲイ オー ド を 用 いて # 間 の ある 且 了 居 夫 を 簡 氷 し うる こと か ら ら 考 える と , ペラ メト リ ッ ク 増 幅 器 - 


と 同じ 動作 原理 に 基づい て , 可変 コン ノダ クタ ンス 増幅 器 を 構成 する こと が で き 一 般 じ に エサ キ ・ ダイ オー ド の 呈す る ed 
非 直線 抵抗 の み を 考慮 し て 可変 コン ダク タ ンス 増幅 器 に つい て ree trg うと , 得 ら れる 回 路 特性 は , 万 振 周 波 


数 また は アイ ドラ 周波 政 に 全く 無関係 で ある が 。 非 直 絞 失 人 の みな ら ず 大 直 村人 生 ( 連 誤 容 量 ) が 選 拓 源 に よっ て 同時 
に 時 間 的 変化 を ぅ うぅ うけ て いる も の と し て 解析 を 行なう と こと に よ り 。 可変 コン ダク タン ス 増 幅 器 の 動作 特性 を 明確 に する と _ Cag 
~ _ と が で きる . な お , と の 種 の 増幅 器 は 一 般 に で る Sa ER 検討 を 加え : 
' 2 a 6 
¢ 5 
ーー : 験 研究 が いろ いろ 検討 きれ て いる ・ と と る が 0 
he ta 3 直接 載 直 素子 と し て 応用 する 他 に , そ サ キ 
2 イード (ドジ ネル ・ ダ オー ド ). は ・ ォ オード を 用 いて 利得 の ある 周波 数 変換 器 の を 村 
a ナ ト ョ ン 形 の 電流 電圧 特性 を 示す か ら , その 箇 燈 。- こる と と か ら 考 えれ ば , エサ キ ・ が ド に 直流 i 
特 幅 を 利用 し て で, そ サ キー ・ ダ イオ ォ ー ド を 能動 素子 ンス 電圧 を 与え, ある 適当 な 大 きき の 励 振 電圧 を 印 放 
雷 回, 周波 数 変換 時 先 折 昌 検波 器 , スイ し で, 机 変 リプ クタ ンス 増 剛 踊 と 同じ ょ うな 機 橋 に よ 」 
に で に 積極 的 応用 し よう と する 開発 研 = っ て 載 骨 回 路 を 構成 する と と が で きる と 思わ れる ・ レ し 
て いる 。 と れ ら の 多く の 研究 の 3 か も , トン ネル 現象 を あら わす 領域 内 で は エサ キ 
適 適当 な 直流 パイ ァ ス 電圧 を ダイ オー ド 自 体 は , 比較 的 低 雑音 性 の 半導体 
て 位置 する よ うに し , 。 る か ら , どれ を 用 いて , 低 雑 音 , 高利 得 の 可変 
と し て 動作 させ る 実 _ > タ ンス 増 弓 器 の を 開発 する ‘a と が 可能 で あろ 
sing Esaki Diode。 と の 論文 で は エサ キ ・ ダ イオ ー ド の 応用 電気 | 
。 関す る いろ いる の 研究 の うち , 可変 コン ダク タン ス 
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ee 


Ci 1 


EY 


| 」 論じ て ある 一般に エサ キ ・ ダ イオ ー ド が 量 す る 非 直 
線 抵抗 の み を 考慮 し て 小 信号 解析 を 行なう と , 得 ら れ 

) . る 回 路 特性 は , 励 振 周波 数 また は アイ ドラ 周波 数 に 全 

さく 無 関係 で ある. し か し 非 直線 抵抗 の みな ら ず , 非 直 
| 線 容量 (障壁 容量 ) が 励 振 源 に よっ て 同時 に 時 間 的 変 
】 化 を うけ て いる も の と し て 解析 を 行なう と と に より , 
| その 動作 機構 を さら に 明らか に する と と が で きる . な 
お , と の 種 の 増幅 器 は 再生 動作 を 行なわ させ る の で あ 
| る か ら , 一 般 に 泊 帯 域 で ある が , これ を 広帯域 化す る 
且 近 と し て , 7 イド ラ 回 族 が 電 左 結合 回 路 か ら 成っ 
" て いる 場合 を 例 に と っ て 定量 的 に 解析 し て ある 、 と の 

“kts y+ ・ ダイオード を 用 いた 可変 コン ダク タン 
「 っ 回 路 に か ぎら ず , パラ メト リッ ク 増 幅 器 に 対し て も 
有 で きる . 


2. 小 信号 解析 


サキ ・ ダイ オー ド の 電流 電圧 特性 は , 図 1 に 示し 
て あぁ る ょ 3k, N 字 形 の 負 性 抵抗 特性 を あら わし , ヒ 


逆 夫 線 一 一 測定 値 
ーー 太 破 療 ーーー 五 次 式 に よる 近 収 遇 線 ( 電 子 計 算 許 に よる ) 
思 克 株 ーー 三次 式 = ? (〔 + EE 
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電 
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! #o =008086 
: A1 =63.658 
' fz2 =-783.79 
; fs=3723.2' 
{Ka=-79244 
’ As =6328.9 


隊 次 曲線 (3% nV) 
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4 Ty バイ アス 電圧 (ボル ト ) 
生 を mi エサ キダ イオ ー ド の 電流 電圧 特性 
Eg. Erte. -voltage characteristics of an 
_Esaki diode. 
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圧 特 性 曲線 対し て , 図 1 中 の 5 次 式 の 近似 卓 
用 する 、 動 作 パ イア ス 点 の 定め 方 は 全く 任意 で 
エサ キ ・ ダ イオ ー ド を な 開い た ダウ ン ・ コ ン パ バ 


a i の 
党 CR A Oe Re つら > 1 es 
家 入 騰 吾 : = サキ ・ 6 


0 
動作 ペイ アァ ス 点 が V, Re 
ィ オ ォ オー ド に , 内 部 コン ダク タン ズ ス G ょ 。 角 周波 数 op 
な る 励 振 電 圧 Vycoso## を 印加 する と , 等 価 可変 コー 
ンダ クタ ンス は 
dftV) の : 

A Soe A 誠人 
で 与え られ る . 他方 , ダイ オー ド 容 量 (エサ キ ・ ダ イィ イ 」 
ォ ー ド 自体 の 漂 遊 容量 と 障壁 容量 の 和 ) は , 図 2 に 示 f 
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6e. E.D. 1T1103 (300%) 


(pF) 庫 絆 デー ユキ へ 


バイ アズ 電圧 (ボル ト ) i 0 
2 ダイ オー ド 容 量 の 依存 性 

Fig. 2—Variation of diode capacitance by biasing 
voltage at various frequencies. 


pdm ois die 
振 を 加え る と , 非 直線 抵抗 の みな ら ず 非 直 線 容量 に よ 
る 影響 も 同時 に あら われ て くる と 考え られ る 。 す な わ 
ち , ふ Ce7*»f な る 形 で あら わ さ れ る 等 価 可変 容量 に 
よる 影響 が あら われ て くる で あろ う . 2 
いま 励 振 角 周 波数 wp の 他 に , op と 相 異 な る @ な 
る 角 周 波数 の 微小 信号 電圧 Vcos w,t を ダイ オー kie 
加え る と , 一 般 に mt tn (= Op m, rz は 整 
数 ) な る 種々 の 角 周 波数 成分 が 発生 する 、@, と @。 な wg 
る 二 つ の 角 周 波数 成分 に の み 着 目 し , V»>V RE 24 
ば パラ メー タ 励 振 を うけ て いる エサ キ ・ ダ イオ ー ド に 
る 革 全 生 村 で 枯 の う 0 


A - や 

等 価 可変 コン ダク タン ス =go+291cosogt 

符 価 可 夜 容 基 =Co+2C pcos @ pt i 
図 3 盛 枯 され て いる ェ サ キ ・ iF 

。 等 価 回 路 . 

Fig, 3—Equivalent circuit of Esaki pts kt Ps 

_by the iit source: Ct 


その 入出 力 の 電流 ・ 電 圧 の 問 に は 周知 の よう に , つぎ 
の 関係 式 が 成立 する ・ 


. ; [|- た NI OC; V, 

? LN Eas WC びー i | 

に | LD 

(* 印 は 複素 共 や く 量 を あぁ あらわす) 

図 3 の 入出 力 端 子 に , 図 4 に 示し て ある よう な 同調 

放 路 , 内 部 コン ダク タン ズ G。 な る 電流 源 , お よび 負 
荷 Gz が 接続 され て いる 回 路 構成 を 考え る と , 励 振 源 
を 陽 に 含ん で いな い 図 4 の 等 価 回 路 に 対す る 基礎 方 程 


共振 回 路 #2 


2 ERE, 


Wp=Wit U2 


3 エ nr= 共 振 回 路 # 々 の イン ダク タン ス 
~ Cr'= ヶ ヶ 容量 
: Gs に を > に コング ク タッ ス 
に (n=1, 2) 
っ Gg= 電 流 源 7g の 内 部 コン タダ クタ ンス 
ut Gz 一 負 落 コン ダク タン ズ ス 
6 < o-| 了 プ |-o= 理 想 的 な B.P F. 
3 9z= 共 振 角 周波 数 
図 4 可変 コン ダク タン ス 増 幅 器 に 対す る 等 価 回 路 
Pr Fig. 4—Equivalent circuit of variable conductance 
2 « (and variable capacitance) amplifier. 


2 


aia, atOk 3k bsh2: た だ し , と の 種 の 
坦 器 で は , 入出 力 信 号 を 分 離す る た め に 実際 に は 適 
: a Usain る が , を は 無 


tenemcame rea て ne Cn 
[Gr tiB: Rm i | V, 1 
ET 0 Ry Gr =jB; Va 

Es 、 (2 ) 


Q,0; 
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(@,—0,) gC 
Gr, 
A,-09g.C, 0 
Gr; ~ i 3 
式 (2) か ら 入 力 ア ドミ タン ス 方 (2 1 を 求め る 


»* 


B,” Gz,8= 


と , 次 式 を うる . a 
ini a Gi;(Z) RTL CD) 4 3 
Sx +r+8 Zz < 
~Grll 1+z* | 
: e+n + ES 
+ | C3) a 
a が i @ O02Cp ONG 
GriGr2 "GriGrs Gr,Gr, We 


式 (3) に て Gz』 は エサ キ ・ ダ イオ ー ド を パラ メ 
ー 々 を 励 振 す る と こと に よっ て 生ずる 負 性 コン ダク クタ 2 0 
に 相当 する も の で あり , 7 Gz は 可変 容量 に K よ う て 国 
路 に 導入 され る 負 性 コン ダク タン ス を あら わす . rR 
は 可変 コン ダク タン ス g, と 可変 容量 C» と の 
作用 に よっ て 生ずる 影響 を 与え る パラ メー っ タダ で ある 

z=0, すなわち 共 胡 内 に お ける 入力 アド ミタ ンス は 

V0 GC UCR x 


\ 

0 
で 与え られ る . し た が っ て 考え て いる 系 が 安定 に 動作 s 
する た め に は , 1>¢+ ィ >0 が 要求 され , a+r<l 0 0 
場合 に は その 系 は 不安 定 に な る . な お , 中 km 衣 容 4 


量 に よる 寄与 が な い 場 合 , すなわち パ = =0 の と き の 
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ーー 


5 en 3 と の 関係 G0 
Fg. Gnl zx) and Bin(x) as function of % for varic 
ラ values of & and C when A=0. Ns 

ca Lr ポ 
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w ¢ いる 放 nt 
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家 入 騰 百 : エナ サキ ・ ダ イオ ー ド を 用 いた 可変 ョ ンダ クタ ン 
: 1 ee gr C.F ーー es oy 2 


NR 


Gy/Gr:, お よび 玉 ;』/Gzr: と z の 関係 を , 2X を パラ メ 
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放 一 ヶ に し て 示し て ぁ る ろ . EG 
共振 時 に お ける 電力 利得 P。 は , EV か の 座 失 

の i 上 雑音 お よび トン ネ 電 

人 usnl NN 流 に 関連 の ある 散 射 雑音 。 

0 の み が 主 要 な 雑音 源 で あ 

3 ‘ < り , か つ 各 雑音 源 が 互い i 

| で 生え られ る 、Py/4a Ss 計る < 独立 で あっ て 雑 韻 の 相生 

| と (GgG+7) と の 関係 3 < 関 が な いも の と する と , | 

有 及 を 図 6 に 画 い て あぁ 2 NN 励 振 電 圧 に よっ て ダイ オォ 1 

、 ・ と れ か ら , (z+ へ ーー ド 容 量 が 変化 し な い 場 


Dm の 場合 に は , [ さ 合 , お よび 変化 する 場合 

| 思 議 する < け 大 きい 。 に つい て , それ ぞ れ 次 式 

| 和 科 を うる と と が 4 の ょ うに あら わき れる 箇 
3 (ただし, 負 共 コ ン 


有 能 で ぁ る と と が わか 


る : a 釣人 ビ Gr か ら の 
& ‘#4=0 の 場合 に は 導い s 8 10 図 7 F(z,2,a) と zx と の 雑音 出力 は , 考慮 に 入れ 
電力 利得 PC 々 =0) A a 関係 て いな い .) 
C. 図 6 Po/4a と («++7) と の 関係 . 7—Curves of F(x,2,@) 
Fig. so gain ーー resonance gs da of Se C i) ダイ オー ド 容 量 
as a function of (@+7). various values of C. が 一 定 の 場合 4 
D a が * 
re- DS i &) (5) 0 (creeE) 
1+2 i Sk 
= > i 5 oy i+ RY を | (9) 
, ET G, Gr, Gr., 寺 
( 財 ) ダイ オー ド 容 量 が 変化 する 場合 
TR fe G, :( @, 0) 
| CT ET Z + 語 こ の N.F.= =1+ デ G < 0 Gh ‘Gy, 
(6) +t £( @ )-  . 
# GAG,)-2K&- &| - 
ら わ さき れる - Cz,2,d) は 電力 利得 の 周波 数 依存 Gn Gt 
る 量 で あり , 図 7 メ を パラ メー タ に し て _ 0- 
95, 0.90, 0.85 の と き の 下 ( ヶ ,2,@) と を の 関係 た だ し , i 
ある . : Ga kL 0 3 
lown 帯域 幅 は (d+7) を 1 の 場合 , すなわち "2kT,' で で 
力 利得 が 大 きい 場合 に は , gー 電 気 素 景 。 = k= ポル ツマ ン 定 数 」 
0 1-(c+p) I= +2 Lcos @pt +2 acos 2 @ gt ee っ 
Tieerses (C7) ; し 
YY(1+* + . 7= ダ イオ ー ド 電 流 ) a 
1 MMCk め ち れ る 、 式 (7) は 文 南 , b) の ム = ダ イオ ー ド 電流 の 直流 分 4 : 織 
と 同形 で ある . 。 = ダイ オー ド 電 流 の 基本 波 成 分 。 ーー 
で 7) の 両 式 か ら 利 得 帯 域 幅 積 は , 次 式 の T。, = 入力 側 , お よび 押 叶 の 絶 午 度 CR) で 
A 9 aC “ 
ら 4 G=ー, Gj Cd VS 
; ; 避 ro 4 
テ ペ 0 G お よび G。』 は Gz を 考慮 に と 入れ な いと き の < a 
7 Gzs に それ ぞ れ 相 等 し い 。 i 
式 0 KT Sa Ne 
. 58 は “ 3 Nh nd " 
: ” > 2 4 ”) と 
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| 4 衛 折尾 は 明らか に 本 変容 景 を 考慮 し な いと き の 表 示 
式 で 9) と 一 致す る . 一 般 と に エサ キ ・ ダ イオ ー ド を 用 
いて 可変 コン ダク タン ス 増幅器 を 構成 する 場合 , 非 直 
線 抵抗 の みな ら ず 非 直 線 容量 に よる 寄与 を も あわ せ て 
考え て みて , は じ め て 雑音 指数 の 点 か ら 励 振 周波 数 ま 
た は アイ ドラ 周波 数 を 入力 信号 周波 数 より も 十分 に 高 
く えら さぶ 方 が , 動作 上 , 有利 で ある と いう と こと が で さき 
る . も ちろ ん , 電力 利得 は 帯域 幅 を 別に すれ ば , 前 に 
放 述べ た よう に 所 望 す る だ け 取 得 で きる . 

し か し , エサ キ ・ ダ イオ ー ド を 用 いる 可変 コン ダク 
| | タン ス 増 幅 器 の 雑音 指数 ( 式 U0)) と 可変 容量 を 利用 
すろ る パラ メトリック 増幅 器 の 雑音 指数 と を 比較 する 
】 と 容易 に わか る よう に , 前 者 は 後者 より も た し か に 劣 
計っ て いる . も ちろ ん , 音 特性 が 両者 の 優劣 を 決定 す 

る 唯一 の 因子 で は な い が , 直列 抵抗 の 小さ いす ぐれ た 

パラ メト リッ ク ・ ダ イオ ー ド が 開発 され て いる 今日 , 
) エサ キ ・ ダ イオ ー ド を 利用 し て 高利 得 の 可変 コン ダク 

) タン ス 増 幅 器 を 構成 し うる 可能 性 が あっ て も , パラ メ 
| トリ ッ ク 増 幅 器 に 比較 し て 雑音 指数 の 点 で 劣る か ら , 
朋 ら か に 不利 で ある . 低 雑音 人 性 を ね らい と する な ら ば 
| “た し か に 不利 で ある . 入出 力 周波 数 の 相 等 し い 増幅 器 
| と し て 動作 させ る 場合 て に は, この よう な 動作 を させ ず 
有 に , 高周波 励 振 を 加え る 必要 が な い 直 接 増 幅 素 子 と し 
| て の 実用 性 が 期待 され る な ら ば , むし ろ そ の 方 を 開発 

すべ き で あろ うと 思わ れる . 


i る 3. 広帯域 化 の 一 方 法 

es Rk に を 用 いて 可変 コン ダク タン ス 増 
Et? Se その 動作 は 再生 増幅 と みな され る 
> ら 5, 一 般 に 狭 帯域 で ある . そこ と で, と の 種 の 増幅 器 
を いく くら か で も 広帯域 化 し , 利得 帯域 幅 積 を 大 きく す 
ES Oh Ts EE, 7 


志 
3 回 路 か ら 成 っ て いる 場合 を 例 に と で 


が 回 路 で 構成 きれ て いる 場合 に も 同じ ょ うに し て 
は うと と が で きる 。 な お お, その 方 法 は パラ メト リッ 
と 対し て も 適用 し うる ・ と 

jic べ て ある よう I に, 一例 と し て 電 結 
, し か も 簡単 の た め に 結合 合 回 路 の 一 次 側 


Q が, high-Q, equal-Q で ある よ _ 


” “ 
‘4 


と の 方 法 は アイ ドラ 回 路 が 前 電 結 合 回 路 。 また は Gi;i(2) 


T 析 を 行なっ て いる に すぎ i 


a 0, ね よび 電力 利得 ) は , それぞれ 次 式 0 
i 


Lz デ = インダクタンス (n=1,2,3) 
Gz ニコ ンダ クタ ンス 
Cn= 客 二 (n=1,2,3), Cp=Cn' +Cg (Mh=1;2) 
図 8 等 価 路 


Fig. 8—Equivalent circuit. 
まず , 図 8 と よっ て ダイ オー ド 容 量 が 忠 振 電圧 に よぅ っ 
て 変化 し な いも の と し て 解析 を 行ない , つき た と ダイオ 
ー ド 容量 の 時 間 的 変化 を も あわ せ て 老 穴 する と と に し 
の 

図 8 の 和 休 回 内 に対する 其 方 衝 式 は 。 つぎ の よう 
に 書き あら わ さ れ る .: 0 


he 
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式 1) の 基礎 方 程 式 か ら 入 力 ア ドミ タン ス Yia(2 
は , 次 式 で 与え られ る . 
YCZ) = Gin(Z) +7Bin(Z) 
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EE 2 DR 
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ik rs Gr,G, ee 
挫折 時 , すなわち z=0 の と き の 入力 ア ドミ 
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Pi 0 EC 
係 を 直し て ある . 


1 hl dB- -G own 補 需 旨 は コー 


Ez [le 4 
¥,1(0) = Gri (1 ), 
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kt GGr 
Or 
P。//4a と «と の 関 


2 ds 
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図 9 Po/4a と < の 関係 
a st Fig. 9—Power gain as a function of @ 
と with various values of 8S. 


きき 写 1 の 場合 に は 近似 的 に 
[4 
his 
% 
eA Ee 
ポ られ る. 電力 利得 が 大 きい と き の 利 得 帯 域 幅 

12) と (13) の 両 式 か ら , つぎ の よう に あら 


(13) 


2 dw 
Le 
(14 
i Ut s=0, s=2 の と き 
積 と Q, の 関係 を 画 い た も の で ある . 
てこ て C»=0 (8= ァ =0) と お いた 結果 と 式 
c 式 (8) に て Cy»=0 と お いて 得 ら れる 利 
と 式 (1 め と を それ ぞ れ 比較 する と , ご , 
が 両者 に て と も に 相 等 し い 場合 に は , アイ ドラ 
8 に 示し て ある よう な 結合 回 鷺 を 用 いる 方 が 確 
利 で ある と と が うか が た える . な お , 利得 帯域 幅 
いて は , 図 10 お よび 図 11 か ら 明 ら か に すぐ れ 
5 こと が わか る . 


利得 帯 筐 幅 柄 


図 10 利得 帯域 幅 積 と ② の 関係 
Fig. 10—Gain-bandwidth products vs. circuit Q; 
for various values of 2. で 


に 間 


1 ッ と ょ と の 還 孫 ( >= き GQ) 
た だ し 8=0 
Fig. 11—The ratio of voltage gain- 
bandwidth products. 


と の 系 の 雑音 指数 は 。 各 雑音 源 の 間 に 相 関 が な いも 
の と し て MMM と 同じ よう な 取 株 い 方 を すれ ば 。 次 式 の 
よう に あら わ さ れ る や. oe 
Ne i fer Car 0 
測 こ ciee) A 


4 1 Tw 
< 


式 (9) と 式 5) kia 9。 が 小さ x 
か つ s が 大 きい 場合 に は , 雑音 指数 は 8 ドラ 側 に a 
結合 回 路 (フィ ル タ ) を 用 いて も か わら な い 。 0 邊 < 
が 十分 に 大 きけ れ ば , むし ろ 後 者 の 方 が すぐ れ て い 3 
る し か し , s の 値 に よる 効果 を 実際 面 か らし ら べ る 
に 


は 割 要 する . Sr Sw PF Ns te 


rE . 
ia tL が i 
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いま まで は , ダイ オー ド 容 量 が 励 振 電圧 に よっ て 変 
化し な いも の と し て 動作 特性 を 解析 し た 結果 で ある 
が , ダイ オー ド 容 量 の 電圧 依存 性 を も 考慮 に 入れ て 回 
路 解 析 を 行なう と , 共振 時 に お ける 入力 アド ミ タン ス 
(0) , 電力 利得 P。, お よび 3 dB-down 帯域 幅 , 高 
利得 の 動作 時 に お ける 利得 帯域 幅 積 , 0 
な ど に つい て ,。 それ ぞ れ つき の 関係 式 を 3 


yy , 洋 4 て 
mC0) = Gr (1 a6) 
4a 
TY (17) 
1+s* 
i sans 
} = 1+s (8) 
て, 1 #2 に = s° 2 コ 1/2 
i eG | 
_ 共 4 
 ) 
: Rr を 
。 2 ti) + | 
3 G19) 
2 > A 
1 也 尼 ーー eR 1 GG (+ GE. 
G, 
WO; 
(i Ts 
i cre) 
rt 
(r+) 
お (20) 


式 QU の ~(20) は , それ ぞ れ 前 節 の 式 (4 う , (72, 

(8)』 10) に 対応 する 関係 式 で ある . 式 (8 と 式 
19) の 利得 帯域 幅 積 を 比べ れ ば 容易 に わか る よう 
に , Q,) 2 な ど が それ ぞ れ 相 等 し い 場合 に は , s が 大 
きけ れ ば 確か た 図 8 の 回 路 方 式 の 方 が 有利 で ある こい 
いう る . 特 に s=1 の 場合 に は 式 U9 か らち 利得 帯域 
替 己 積 は ,Q, の み に 関 係 し て いる と こと が わか る . 


9 半 革 


イオ オード を 用 いた 可変 コンダクタンス 増 
。 柱 器 の 可能 性 に つい て 理論 的 に 簡単 な 検討 を 加え て みみ 
ea ド 容 量 が 励 振 電 圧 に よっ て 変化 し て いる 


場合 ゃ も 考慮 に 入れ , 励 振 電 圧 を 陽 に 含ん で いな い 回 
路 網 の 基礎 方 程 式 か ら , 入力 アド ミタ ンス , 電力 利 
得 , 帯域 幅 , 利得 帯域 幅 積 音 指数 な どの 回 路 特性 

RD 
に 高い 周波 数 の 励 振 源 に よっ て ェ サ キ ・ ダ イオ ー ド を 
パラ メー タ 励 振 す る と と に より , 高利 得 の 増幅 器 の 実 
現 が 可能 で ある と いう 見 通し を うる と こと が で きだ た ・ 
た , と の 種 の 増幅 器 の 利得 帯域 幅 積 を 大 きく する 一 方 

に つい て 解析 を 行なっ て みた 。、 し か し , エサ キ ・ 用 
イィ オー ド を 用 いた 可変 コン ダク タン ス 増 幅 器 は , 雑 彰 
指数 の 点 に お いて , 可変 容量 を 利用 する パラ メト リッ 
クタ 増幅 器 よ り も 劣る か ら , 低 雑 音 性 ゃ 要求 する 分 野 へ 
の 応用 と し て は , 今後 それ を 打開 する 研究 , 開発 に よ 
らち な けれ ば , いま の と こと ろ 実 用 性 は うす いと 選 わ れ 
る . な お , と の 増幅 器 の 安定 度 , お よび 雑音 指数 に つ 
いて , さら に 詳細 な 議論 を 行なわ な けれ ば な ら な い の 
で ある が , と と で は 割愛 し , つぎ の 機会 に 論ずる と と 
に する . 本 論文 は 極め て 簡単 な 内 容 の も の で ある が , 
と の 方 面 の 研究 に 幾 分 で も 資す る と こ ろ が あれ ば 幸い 
で ある . 

終 5 に 本 研究 を 進め る に さい し 終始 御 指導 を 賜 わ っ 
た NHK 技術 研究 所 , お よび ソニ = ニー 株式 会 社 の 関係 各 
位 の 方 々 た 深く 謝意 を 表す る と と も に , 図面 作成 た 御 
協力 を 賜 わ っ た NHK 技研 根本, 望月 両 君 に 感謝 
の 
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(日 本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


要約 TV の 駒 取 り 放 送 で は 従来 フィ ルム 録画 を 応用 し た 方 式 , ある い は 著 積 管 を 利用 する 方 式 な ど が 使用 され で い 
る が , と これら は 画質 な ら び に 運用 上 に 色々 制約 が ある の で , と これ に 代わ る 磁気 ドラ ム 記 億 方 式 を 新しく 考案 し 装置 を 試 
作 実 験 し た . 本 文 は この 装置 の 原理 , 設計 試作 上 の 問題 点 , 試験 結果 の 概要 を 述べ , か つ 考 察 を 加え て あり , 結論 と し て 
従来 の フィ ルム ある い は 薩 積 管 の いずれ の 方 式 に 比べ て も 色 の な い 駒 取り 方 式 で あり , また TV の 狭 帯 域 伝送 へ の 応 


用 も 可能 性 を みとめ て いる . 


1. は し が きま 


テレ ビ 放 送 で は , 従来 フィ ルム 録画 技術 を 応用 し た 
駒 ど り 装 置 に より, 相撲 な どの スポ ー ツ 競技 の 重要 な 
場面 を 連続 分 解 写真 と し て 再現 し , 放送 上 の 効果 を 高 
め て いる こと と は 周知 の と お り で ある . また 国際 的 な = 
ョ ミース 速報 で は , 英国 BBC の 海底 ケー ブル に よる 大 
西洋 横断 中 継 , ある い は NHK の 短波 に よる ロー マ 
オォ リンピック 中 継 の よう に , 標準 方 式 テ レビ 信号 か ら 
ニュ ー ス 価値 の 高い 場面 を 選別 ( 駒 ど り ) 録画 し て , 
と れ を 写真 電送 と 同様 の 方 法 で 一 駒 あ て 低速 走査 し , 
所 要 伝 送 時 間 を 大 きく する と と に より 信号 を 狭 帯域 化 
放し , 中 弥 に 成功 し て いる . し か し とれ ら の 方 式 で は , 
| っ ィ ル を 使用 する 関係 上 , 当然 現像 定着 な どの 処理 
が 必要 で あぁ り , また 画質 と くに 階 調 の 再現 性 , SN 比 
庄 放 | な どの 点 で 問題 が すく な く な いよ うに 思わ れる . 穫 者 
| ら は フィ ルム 方 式 に 代わ る 磁気 テー プ 録 画 技 術 を 応用 
じ た 駒 どり 方 式 に つい て 種々 検討 し た 結果 , 新しい テ 
有 】 レビ 用 磁気 ドラ ム 記 憶 技 置 を 考案 , 設計 試作 し て 従来 

の 方 式 と 比較 する 様 会 を 得 た の で , その 概要 を 報告 し 
有 御 参考 に 供する 次 第 で ある . 

1 16 mm 撮影 械 


ゃ て 2 4 


ブラ ウフ 管 自動 幻 庁 機 
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図 1 フイ ルム 駒 ど り 方 式 の 構成 
Fig. 1—Basic process of animated kinescope 
recording system. 


* A New Magnetic Drum Type Memory Device for 
Television Signals. By ETSURO KIMURA and KA- 
TSUYA YOKOYAMA, Members (Technical Research 
Laboratory, Japar Broadcasting Corporation, 
Tokyo). [論文 番号 3362] 


ビン コノ ・ カ メラ 


2. 従来 の フィ ルム 駒 ど り 方 式 ” 


図 1 は フィ ルム 録画 を 応用 し た 駒 ど り 録 画 再 生 の 大 
略 の 過程 を 示し て いる . テレ ビ 信 号 の 毎秒 像 数 は 30 
枚 で ある が , 動き の 早い 被写体 で は ブレ が 大 きく な る 
た め , 駒 ど り 方 式 で は 飛越 走査 の 1 フィール ド 画 面 
1/60 秒 , 走査 線 数 は 完全 な 画面 の 1/2) を フィ ルム 上 
の 1 駒 に 撮影 する . この 撮影 機 は 駒 送 り 速 度 が 可変 と 
な っ て お り , 最高 毎秒 12 駒 (テレ ビ 信 号 の 5 駒 に 1 
駒の 割合 ) か ら 停 止ま で 任意 の 速 さ で 駒 ど り 撮 影 な が で 
きる . 撮影 し た フィ ルム は 約 20 秒間 で 現像 定着 等 の 
処理 を 行ない 再生 機 に 装填 され る . "再生 機 は 16 mm 
用 自動 幻 灯 機 で , フィ ルム 上 の 画像 を ビジ コン カメ ラ 
の 光電 面 に 投射 し , 駒 ど り テ レビ 信号 を 再生 する . 

図 2 は 以上 の 駒 ど り 動 作 の 図解 で , (a) に 示す テレ 


AAAAAAA A A A A FE 人 
oy " の 画面 系 和 
0 
(b) 了 交 ど り 録画 
EE 
上 の 画面 貰 打 
CO) 呈 生 杉 出 力 
A AAA LA A EUVE 
Ch ょ ーー。 情 基 の 系 列 
60 


図 2 フイ ルム 駒 ど り 方 式 に お ける 時 間 関 係 
Fig. 2—Timing diagram of animated 
kinescope recording system., 


ビ 信 号 の 時 間 系 列 か ら , 4, B,C…… 等 の 画像 の み を 
(b) の よう に フィ ルム 上 に 記録 し , 再生 時 た に は (ce) に 
示す よう に , 駒 ど り し た 画像 の み を 繰返し 連続 的 に 再 
生 す る と と に より , 分 解 写真 的 効果 が 得 ら れる わけ で 
ある . 

一 方 = ニュー ス 速 報 等 の 目的 で テレ ビ 信 号 を 狭 帯 域 化 
し て 伝送 する 場合 や は , 上 述 の 駒 ど り 方 式 を 応用 し て 
まず テレ ビ 信 号 の 駒 数 (毎秒 像 数 ) を 画像 と お ける 運 
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動 の 再現 性 が 余り そこ とこ な われ な い 程 度 (大 体 8~10 史 
/ 秒 ) に 減ら し , と この 駒 ど り フ ィ ル ム を 1 駒 あ て 写真 
電送 と 同様 の 方 法 で 低速 度 走査 し て 狭 帯 域 信 峡 と し , 
と れ を 海底 ゲー ブル ある い は 短波 回 線 等 に よっ て 伺 送 
する . 受信 側 は こと これ と 逆 の 操作 で も と の 駒 取 5 フィ ル 
ム を 得 , 再生 機 に か け て 駒 ど り テ レビ 信号 と し て 再生 
する じじ たがっ て この 場合 に は 送受 で それ ぞ それ フィ ル 
ム 録 画 再 生 を 行なう 関係 上 , 画質 を 安定 させ る た め に 
は 化学 処理 等 を 含む 動作 条件 に 充分 注意 する 心 杉 が あ 
り , 運用 操作 は 必ず し も る 簡単 で は な い 上 , 装置 も 大 規 
に な る 傾向 が ある ・. 


3. テレ ビ 用 磁気 ドラ ム 記 憶 方 式 の 
原理 と 構成 の 


上 述 の よう に , フィ ルム 駒 ど り 方 式 で は 電気 信 王 を 
一 旦 光学 像 に 変換 する と と に 起因 する 種々 の 問題 が あ 
り , まな た 一 方 最近 著 積 管 て に よる 駒 ど り 方 式 の も 実用 さ 
れ て いる が , と の 方 式 の 致命 的 な 欠点 は 蓄積 し うる 画 
億 数 が 著しく 制約 され る と と で , 一 本 の 共 積 管 で は 高 
x 数 駒 程度 で あり, また 数 本 の 蓄積 管 を 並列 に する 場 
合 各 管 の 特性 の 不 均一 が 相当 問題 に な る る の と 思わ れ 
る . と これ に 対し 磁気 テー プ 録 画 技術 を 応用 すれ ば 以上 
の 問題 点 を か な り 改 善 で きる と と は , 誰 し も 予想 する 
と と ろ で ある が , 駒 ど り 方 式 で は 図る か ら も わか る よ 
うぅ に , 一 種 の 間 歌 的 な 記録 再生 動作 が 必要 と な る た 
め , と これ まで テー プ 録 画 を 応用 し た 駒 ど り 方 式 は , わ 
が 国 は も ちろ ん 諸 外 国 で も 全く 発表 され て いな か っ 
i 

穫 者 ら は 磁気 テー プ 駒 どり 方 式 に つい て 種々 検討 し 
た 結果 , 画像 数 十 駒 な いし 百 駒 程度 の 記憶 容量 で , 狼 
帯域 伝送 を も 合わ せ て 考慮 する 場合 は 磁気 ドラ ム 形 
式 が 構造 上 比較 的 簡単 有利 で ある と 判断 し た .。 この テ 
レビ 用 磁気 ドラ ム は , テレ ビ 信 号 の 各 直 周波 数 と 同期 
し て 高速 度 で 回 転 し (わが 国 の 標準 方 式 で は 3;600 


rpm), その 1 周 に 垂直 同期 信号 に 始ま る 正確 に ユフィ 


ー ル ド 期 間 1/60 秒 ) の 映像 信号 を 記録 する . 磁気 ド 
ラム の トラ ッ ク 数 は と の 場合 駒 ど り 記 録 し 得る 画像 数 
に 相当 し , 後述 する 試作 機 で は 44 で ある . 磁気 ドラ 
ム 装 置 で は と の 各 ト ラッ ク ど と に 信号 記録 再生 用 ヘッ 
ド を 設け る の が 普通 で ある が , テレ ビ 用 と し て は , 箕 
な る トラ ッ ク を 同時 に 記録 ある い は 再生 する 必要 は な 
+ 本 文 投稿 後に 和 菩 Philips 社 よ り テ レビ 信号 の 1 駒 な い 


し 敷 史 を 記録 する 装置 が 発表 され て いる と と が わか っ 
た . 文献 ⑤ 参照 . 


い の で , 1 本 の トラ ッ ク を 記録 (再生) し 終る で と に 
順次 ヘッ ド を 隣接 トラ ッ ク に 移動 し て 記録 (再生 ) 動 
作 を 結 返す よう に し , た だ ヘッ ド の 移動 中 再生 信二 
が 中 断 す る と と を 防ぐ た め , 2 個 の ヘッ ド に より 
記 の 動作 を 交互 に 多少 時 間 を 重複 させ て 行なわ せる 方 
法 を 用 いた . 

図 3 (a) は と これら へ ヘッド に よる 記録 動作 の 時 間 関 係 
を 示し , 記録 すべ さき テレ ビ 信 号 の 中 か ら , ヘッ ド No. 


1 で は 画面 4, C, 下 …… を , また 同 No. 2 で は 画面 


(a) 


' No.1. 
AAA MA EE 
(bB) 1 MAAAAA AAAA Ny 


二 


| AAAAAAAAAAAAAAA 合成 交 ど り 


テレ ビ 倍 久 


60 
図 3 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム に お ける ヘッ ド 動 作 の 時 間 関 係 


Fig. 3—Timing diagram of two head action of animated 
magnetic drum memory device. 


B, D, 下 … を 別個 の トラ ッ ク 順 次 に 駒 ど り 記 録 する . 
同 図 (b) は 再生 動作 の 時 間 関 係 を 示し , 各 ヘ ッ ド で 販 
どり し た 画面 を 繰返し 再生 し , 重複 期間 中 に 切換 合成 
すれ ば 連続 的 な 駒 ど り テ レビ 信号 が 得 ら れる . 


一 方 , と の 磁気 ドラ ム に 記録 し た テ レビ 画像 を 狭 帯 
城 伝 送 す る 場合 は , 伝送 路 の 帯域 幅 に 応じ て ドラ ム の 
同 転 数 を 低下 し て 再生 すれ ば , 直ちに 狭 帯 域 信 峡 が 再 
生 で きる た め , 装置 操作 と も 比較 的 簡単 に な る 利点 が 


2 二 ; 


2. 高速 駆動 用 電動 農 
3. 低速 動 部 。 4。 ヘッ ド 送 り 和 機構 
5. ヘッ ド 送 り 電 動機 
図 4 テレビ 用 磁気 ドラ ム 記 憶 装 置 の 機構 部 
Fig. 4—Magnetic dium memory device for recording 
video signals. 
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EN 
. の 
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電気 回 路 部 


の 
| 2 8 


A 


。] 図 5 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム 記 俺 装 置 の 回 路 系 統 図 

$ デ な a device for recording video signals. 

|| る る - 受信 介 で は 同様 の 気 ドラ ム に 受信 信号 (次 

| 天 ) を 低速 度 で 記録 し た に のち, 高速 度 で 再生 すれ ば も 

有 この 陶 取り テレ ビ 信 号 が 得 ら れる . 

| 図 4 は 本 磁気 ドラ ム 記 憶 装 置 機構 部 の 外観 を 示し , 

a に 図 5 は 回 路 系 統 図 ( 狭 帯 域 伝 送 部 を 除く ) う で あぁ る. 

4- テレ ビ 用 磁気 ドラ ム 記 憶 装 置 
設計 上 の 諸 問 題 

肖 i ed 、 

4.1 磁気 ドド ラム 

磁気 ドラ ム を 製作 する 場合 一 般 に と , 機械 的 に は ドラ 

材質 , 強度 。 動 釣 合 , 偏心 軸受, 駅 動 方 式 等 , 


\ 


媒体 の 種類 記録 信号 の 特性 ヘッド と 記録 
磁気 的 な 結合 状態 等 に つい て 考慮 する 必要 が あ 
の 中 と くに 問題 に た な る の は , 磁気 ヘッ ド と ドラ 
と の 間隔 で , 高密 度 記録 を 行なう た め に は , へ ヘッ 
ドラ ム の 間隔 を で きる だ け 挟 くす る と と が 必要 で 
る テレビ 用 磁気 ドラ ム の 回 転 数 は , 前 節 で 述べ た 
1C』 テレ ビ 信 過 の 各 直 周波 数 に よっ て 定まっ て お 
と の 条件 下 で は ヘッ ド と ドラ ム の 間 隅 に より 再生 
信 同 が と うむ る 損失 選 は 
な 
0 
で 与え られ る . と てこ で 了 げ : 信 号 周 波数 (Mc), d: 間隔 
『 ド フラ 半径 (cm) で ある .(d/7) を パラ メー 
て 周波 数 と 間隔 損失 の 関係 を 示せ ば 図 6 の よう 
), た と えば 周波 数 5 Mc で 間隔 損失 を 10 dB 以 
押え る た め に は dr=0.15 以下 , すなわち 半径 


m の ドラ ム で は ヘッ ド と ドラ ム の 間隔 を 1.54 以 


下 に 保つ 必要 が ある . 磁気 テー プ 録 画 で は 一 般 に 映像 
と 旧 録 せ ず , 一 旦 周波 数 5~6 Mc の 搬送 波 


\ 


ZZ= 14.5-2 aB) 


CP 


木村 悦郎 横山 攻 喜 ・ テレ ビ 用 新 酸 気 ドラ ム 


Fig. 5—Circuit block diagram of the magnetic drum memory 


記録 の 見 地 か ら は , 使用 する 磁気 ヘッ ド の 特 


( 64 ) s - a EE Es . ty 


tr’ 


: 
“ 
x 


周 決 数 F (Mcis) 
図 6 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム に お ける 
周波 数 と 間隔 損失 の 関係 
Fig. 6—Relation between frequency and 
spacing loss of magnetic drum 
memory device for recording 
video signals. 


に の せ FM 記録 する た め , 高周波 に お ける 損失 は 直 : 
接 SN 比 に 影 細 し 極め て 重要 で ある が , 普通 の 磁気 ド 
ラム で は 、, 偏心 , 熱 膨 張 等 の 点 か らち も, ヘッ ド と の 肘 7 
隔 を 上 記 の よう な 小さ い 値 に 保つ と と は か な り 困 難 と 
見 られ る . : 
と の た め 試 作 装置 で は , 図 7 の よう に ドラ ょ の 表面: 
に 記録 トラ ッ ク 数 だ け 細 溝 を 設け て , この 上 に 録画 且 


1. 細 溝 の 配列 2.。 テー プ を 張っ た 状態 a 
S$.。 テー プ ズ 固 定 部 分 | 4 
図 7 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム rE 
Fig. 7—New magnetic drum for recording 
video signals,. | , e 


2 インチ 幅 磁気 チー プ を 強く 張る 特殊 な ドラ ム 構 造 を 。 
採用 し た と の 方 式 て に よれ ば , テープ の 弾性 を 利用 し 。。 
て ヘッ ド を 直接 圧着 で きる 上 図 8 の よう に 細 潜 が 逃げ 」 
に な っ て いる た め , ド ラム 自体 に 多少 偏心 等 が あっ で 

も ヘッ > ドド と デニ ヴ の o 


て i 
し 、・ テー プ 接触 状態 に 直接 影響 す 。 
| る と と が 無く , 104 竹 


度 の 偏心 は 充分 許容 で 
CR ~ の 
畑 潤 (断面 ) ドラム 氷 休 Fw 3 
図 8 ドラ ム 細 潮 の 断面 較 oy: や 3 
Fig. 8—Cross section of drum T ei 2 et 
surface slot, A め , テ ー プ は 摩 新 を 免 。 » 


さ 


昭和 236 年 6 月 電気 通 


れ な い . と れ は 計算 機 用 等 の 目的 で は 極め て 不都合 で 
ある が , テレ ビ 用 と し て は , 左 ほ ど 支 障 は な い . 
図 9 は 同一 記録 トラ ッ ク の み を 連続 し て 再生 し た 場 
合 の 画 生 画像 
の 一 例 で ある 
が , 約 15 秒 
経過 後 も あま 
り 顕著 な 画質 
の 劣化 は み と 
め ら れ な い . 
連続 分 解 写真 
と し て は 各々 
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求 を 回 避 し , 安定 な テレ ビ 信 号 の 記録 再生 が 行なえ る 
特長 が ある が , 一 方 テー プ の 摩 示 に よって, 記録 の 保 
存 性 が そこ な われ る 点 に 問題 が あり, 一 般 の 計算 機 等 
の 記憶 装置 と し て より る も, テレ ビ 信 号 の 駒 ど り , 狭 帯 
城 伝 送 , 高速 過渡 現象 の 記録 分 析 等 に 適し て いる よう 
に 思わ れる . 試作 ドラ ム の 各部 寸法 等 は 表 エ の と お り 


で ある . 


表 1 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム の 諸 元 


の 記録 トラ ッ 

ク の 再生 時 間 

は 普通 1 秒 程 

度 で ある か 

の テー 

は 

数 回 は 駒 ど り 

記録 再生 に 堪 A 

える わけ で あ (5) 15 秒 後 

に 図 9 EE 
4 厨 端 は 図 10 Frig. tr et stored on 

の ょ よ 3 に 細 げ new magnetic drum system. 


図 10 テー ブ 固 定 部 分 
Fig. 10—Tape setting mechanism (part of drum) 
き を 通し て ドラ ム の 内 側 に 引込 み 固定 し て お り , テー 
プ が 摩 状 し た 場合 は 簡単 に 取 換 えら れる . 
以上 の よう に テレ ビ 用 磁気 ドラ ム で は , ドラ ム の 1 
周 に テレ ビ 信 号 の 1 フィード 画像 を 記録 する 条件 が あ 
る 2 ため, 再生 時 の 間隔 損失 を すく な くす る に は ドラ ム 
と へ ヘッド の 間隔 を 極度 に 狂 く する 必要 が あり , と の 点 
が ーー 般 の 磁気 ドラ ム な いし テー プ ド ラム 記憶 装置 が と 
中 べ る と 技術 的 に とむ ず か し い 理由 の 一 つと な っ て い 
Pe る 筆者 ら の 考案 し た 方 法 は テープ の 弾性 を 利用 し 
; 。 て , ドラ ム 本 体 に 課せ られ る 高度 の 機械 的 精度 上 の 要 


(0 ドラ タタ 々 次 篤 253 mm 
w 高 さ 134 mm 
(2) 転 数 3,600 rpm (高速 時 ) 
1.2rpm (低速 時 
(3) へ ヘッ ド 個 数 2 
(4)- 記 独 トラ ッ ク 数 44 (=22x2) 
” 幅 0.5 mm 
(5) 細 溝 幅 lmm 
ァ ビッ チ 2 mm 
(6⑥) 周辺 速度 47.7 m/s (高速 時 ) 
1.59 cm/s (低速 時 ) 
(7) 磁性 塗布 層 録画 用 2 イン チ 幅 磁気 テー プ 
(塗布 厚 約 9 


4.2 ヘッ ド 送 り 機 構 

3. に 述べ た よう に と の 磁気 ドラ ム 装 置 で は 2 個 の 磁 
気 ヘ ッ ド を 交互 に 動作 させ て 順次 各 記 録 ト ラッ ク に 記 
録 再生 を 行なう 方 法 を と っ て お り , 図 11 は その 機構 
の 概略 の 動作 系 統 を 示し で 
いる . 送り 電動 機 の 出力 を 
通 降 ギャ (1/25Y を 径 で 一 方 
の カ ヵ み ム 7 に 伝 誠 っ や ポポ パ バ ズ 
トッ プ GG を 介 で 送 り 
ネジ 下 , を 間欠 的 に 回 転 
し > で れ と 結合 必 だ か > 
3 保持 株 万 , を ドラ ム に 治っ 
て 間欠 的 に 移動 する . 歯車 
1 は カム 7 と 同じ 軸 に 固定 
し て あり , と れ と 咽 合 う 和 歯 
車 2, 3 お よび 4, 5 を 経 
て , も う 3 一 方 の カム 9 と 同じ 軸 に 固定 し た 歯車 6 に 同 


02 


6 


ギャ (1/25) 
へ ハッ ド 送 り 電 動機 
図 11 ヘッ ド 送 り 機 構 
Fig. 11—Magnetic head 
drive mechanism, 


ー 一 の 回 転 を 伝達 する ・. 


カム 9 の 位相 は カム 7 と 逆 向 き と な っ て お り , し た 
が っ ら で ゼネ パス トッ プ GG,, 送り ネジ 玉 。 の 運動 は ; 
G,, 束 - と 正反対 と な り , と れ に よっ て 2 個 の ヘッ ド 
は 交互 に 動作 する 
図 12 は カ 穴 と ゼネ パス トッ プ の 構造 また 図 13 は 
送り ネジ と ヘッ ド 保 持 梗 を 組合 わせ た 部 分 を 示す 。 へ 


(65) 


952 木村 悦郎 横山 誤 : 
ッ ド 送り ( 駒 ど 
り ) 速度 は 送り 
電動 機 の 回 転 数 


> 


より , 最大 毎秒 


NN 


8 駒 以 下 停止 ま 
で 任意 に 調整 で カム (一 終 回 転 ) ゼネ パ ( 向 欠 回 岐 ) 
は 図 12 ゼネ バズ ス トップ 機 村 


ドラ ム に 設け た Fig. 12—Geneva-stop mechanism. 


図 13 送り ネジ と ヘッ ド 保 持 枠 
Fig. 13—Feed-screw and head holder of magnetic 
head drive mechanism. 


細 溝 に 対す る 位置 ど と に 正確 に 停止 する 必要 が ある 
が , こと の 機構 で は 送り ネジ だ と ヘッド 保持 枠 戸 の 経 
合わ せ の 遊び な どの た る め +0.1 mm 程度 の 誤差 が あ 
る ご で ご れ は ドラ ム に 対す る 記録 トラ ッ ク 密 度 を 大 きく 

る 場合 に は 問題 と な る が , 現在 の 装置 は , ドラ ム の 
細 溝 幅 lmm に 対し ヘッ ド 幅 は 0.5 mm で ある た め 。, 
記録 再生 動作 に は 余り 影響 し な い . 

4.3 ドラ ム 駆 動機 構 , その 他 

テト レビ 信号 用 磁気 ドラ ム と し て は , 一 般 に 回 転 む ら 
ジッ タ が 問題 で ある が , 高速 回 転 時 に は ドラム の 慣性 
が 大 きい の で ほとん どこ と の 種 の 問題 は 起こ ら な い . と 
れ に 対し て 鉄 帯域 伝送 の 場 iin i gi 
回 転 と な る た だ ため, 回 転 む か ら を 少な くす る と と は か 
困難 と な る . また 低 
速 駆 動 方 式 と 
は , 送受 信 両 端 局 の 
磁気 ドラ ム の 回 転 の 
同期 を 確実 に 保持 で 
きる こと と が 必要 で あ 
る . 図 14 は 低速 駅 
動 部 分 の 構成 で , 8 


械 紙 う 波 叶 


極 同 期 電動 機 の 回 転 同期 電動 械 (750 rpm) 
を 二 段 ウォ ー ム で 1/ 図 14 低速 駆動 機構 
" _ Fig. 14—Low speed drum drive 
625 に 落し , 高 速 回 転 mechanism, 


テレ ビ 用 新 磁 気 ド ラム 記憶 紋 軒 
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(2 極 同期 電動 機 に と に よる) に 対し て , 同 一 電源 を 使用 する 
場合 , 1/2 500 の 回 転 数 を 得 て い る . この 方 式 で は 回 
転 む ら の 原因 は 主として ウオ ォ オーム ホィール の 噛合 い 部 
ドラ ム と の 間 に 機 械 ろ 波 器 を 挿入 
側 に 伝達 され な いよ うに する 


分 で 発生 する の で , 
し て 不要 な 振動 が ドラ ム 


と と も に , ドラ ム 側 に は 低速 回 転 時 の み 余 分 に フラ イ 
RE 回 転 む ら の 低減 を 図っ て いる . その 
I ほか , と の 装置 に 使用 


する 磁気 ヘッ ド は , 一 
般 の VTR 用 と ほぼ ば 同 
ーー 形式 や で あぁ る が 。, 低 
速 狭 帯域 伝送 に も 共用 
する 必要 上 , トラ ッ ク 
幅 , コイ ル 巻 数 な ど 細 
か い 点 が 多少 異な っ て 
いる , その お も な 諸 元 


> ~~ 


1. フェラ イト 磯 心 
2. アル バー ムチ ッ プ 


3. コイ ィ ル 端子 を 表 2 に 示し た 。 ま た 

図 15- 録画 用 磁気 ヘッ ド R11E > < 

Fig. 15—Magnetic head for 図 15 は と この ヘッ ド 単 
recording video signal. 体 の 外観 で ある . 


表 2 録画 用 磁気 ヘッ ド の 謀 元 
1) 磁 心 複合 形 
フェ ライ S 社 $503, TT 社 Q: 材 等 
FI ER TK 社 0.5 mm 厚 圧 克 材 
(2) 空 げ き 幅 2~2.5 ge 
スペ ー サ ベリ リウ ム 銅 秒 


(3) コイ ル 巻数 
イン ダク タン ス 


70TT(0.078 ホル マル 鋼 線 ) 
110 eH (3 Me) 
240 eH ke) 


Q 3~5 (3 Me) 


5. 試作 磁気 ドラ ム 装 置 の 性 能 


5.1 磁気 ドラ ム の 周波 数 特性 
ドラ ム を 高速 回 転 3,600 rpm) し , 掃引 発生 器 に 
より , 記録 再生 増幅 器 を 含め た 映像 周波 数 帯 の 振幅 特 


性 を 測定 し た 結 

果 の 一 例 は 図 16 

の よう で ある . 

特性 の 上 限 は も 

っ ぱら 使用 へ ッ 

ド の イィ インダクタ 

| ンス と 回 路 の 源 

図 16 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム の 遊 容量 の 共振 に 
Fig. 16— et oi of よっ て 定 ま ) 1 
magnetic drum. (high speed) と ここ と で 使用 し た 


ess ee pe 


me ss mas ee 


Es ed En 
る _ 昭和 36 年 6 月 電 気 通信 学会 雑話 第 44 券 6 号 953 
r て NC Ro 
_ 科 に = と を 読取 る と と が で きる . 

- 衝 § と れ ら の 結果 か ら ヘ ッ ド 送り 機構 に と よ 
" s る 欧 ど り 動 作 が ほぼ 正常 か や つ 安 定 と 行 な 
き 上 われ て いる こと が わか る . 
< 5.3 録画 再生 特性 
£ モノ スコ ー プ パタ ー ン を 録画 再生 し た 
結果 は 図 20 の よう で あぁ る. 録画 は 一 般 
kk (Mc/s) いい 錠 RO ガ 匠 電 周波 迷信 
et 図 18 再生 速度 に よる 周波 数 (波長 ) 培 符 林 穫 拓 ドラ の 同店 夫 時 信和 
Fig. a aati emote a A ES EE 計 i es lial 
ER pi a a hptodtalg 合 » 0 は 克 気 ドラ ム を 通し て 録画 再生 
dy し た 場合 を 示し て いる . 一 方 こと の 映像 信 
t へ ヘッ ド で は 約 4.5Mc で ある . 喘 を 低速 度 で 再生 し て 狭 帯 域 伝送 路 を 通 
' 一 方 低速 回 転 1.2 rpm) 時 の 周波 数 特性 は 図 17 の し , 再び 磁気 ドラ ム に 低速 記録 し , これ を 高速 度 で 再 
よう に な り , 記録 電流 値 に より か な り 変 化 が あり , ま 
た 特定 の 周波 数 に つい て いえ ば 最適 の 記録 電流 が ある 
方 こと が わか る .・ 
まな た 高速 記録 し た 信号 を 低速 度 で 再生 し た 場合 は , 
放 史 18 の ょ うに 同じ 信号 を 直接 高速 度 で 再生 し た 場合 
調 ] の 出力 電圧 に < 対し , 速度 比率 (て この 場合 1/2500) を 人 


し た 値 よ り も , ヘッ ド の 磁 心 損失 分 だ け 大 きく な る ろ ・ 
5.2 駒 ど り 動 作 特性 

ドラ ム を 高速 回 転 し (3,000 rpm) ヘッ ド 送 り 機 構 

に よっ て 自動 的 に ヘッ ド を 送 給 し て 記録 再生 を 行なっ 
た と き の 再 生 信 号 の 包絡 線 は 図 139 の よ うに な る . へ 
。 ド の 送り 速度 は 毎秒 2 トラック ( 駒 ) で , ヘッ ド と 
ドラ ム の 接 
触 期間 は 約 
0:3 秒 で あ 
19 
(b) の 拡大 
写真 で は ドー 
ラム 1 周 に 
お ける 出力 
の わずか な 

。 変動 に よる 
包絡 線 の 規 
_ 則 的 な 変化 
計 誠 から, LR 
。 下 の 接触 中 


計 お が ラ な が 較 19 記 気 ドラ ム に よる 胸 ど り 
に 2 1 ’ VF hE a 
14~15 回 転 再生 信号 の 包絡 線 
GE Fig. 19=Envelope of ed Ane ds 


—* 


図 20 テレ ビ 用 磁気 ドラ ム に よる 再生 画像 
Fig. 20—Picture of a monoscope pattern 
stored on a magnetic drum. 
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生 し た 場 合 は 同 図 
の よう に な る て て で 
狭 帯 域 伝送 路 と し て は 
回 転 む ら の 充分 小さ い 
(02621 テレ ピ 信 きた ょ る 
ー プ 録音 機 を 利用 し 周波 数 偏 移 

た . Fig. 21—Frequency deviation 

by video signal. 

5.4 回 転 む ら の 測定 

高速 回 転 中 は 回 転 む ら は 比較 的 小さ い の で , まず 磁 
気 ド ラム ト を 高速 度 で 回 転 し て 一 定 周波 数 を 記録 し , と 
の 信号 を 低速 度 で 再生 し て , その 周波 数 変化 を 簡単 な 
ワウ メー タ を 使用 し 
て 測定 し た 、 図 22 
は 周波 数 弁別 器 出 力 
波形 で (a) は ドラ ム 
側 に フラ イ ホ ィ ー ル 
を 付加 し な い 場 合 , 
同 b) は 付加 し た 場 
合 で 多少 の 効果 が あ 
: で どど 3 示し て い 
る 。 こ の 回 転 む ら の 
基本 波 成分 は 12.5 
c/s で , ! 低速 駆動 部 
分 ( 図 1 め の 8 極 同 
期 電動 機 の 回 転 ヒ 一 
致し て お り , 回 転 む ひらの 原因 が 同 電 動機 と よっ て 駅 動 
され る ウオ ォ オーム ホィール の 部 分 と に ある と と を 明らか に 
し て いる . 


(b) フラ イ ホ イー ル 付 加 し た 場合 
図 22 回転 むら の 波形 (較正 値 は 
0.52 失 頭 値 を 示す ) 

Fig. 22—Flutter waveforms of 
magnetic drum with and 

without the flywheel. 


6. 試験 成績 に 対す る 考 究 
と の 磁気 ドラ ム 記 憶 技 置 で は , ドラ ム の 1 周 に 1 フ 
ィ ー ル ド (1/60 秒 ) の 画面 を 記録 し て お り , し た が っ 
て 再生 画像 で は 走査 線 数 が 1/2 と な る 関係 上 , 和 夫 直 解 


| 像 度 が 低下 し , 図 20 (b) の よう に パタ ー ン の 横 の ク 
サビ に 偽 信 峡 が 発生 する .、 そ の ほか の 点 で は 磁気 ドラ 


ム を 通し た と と に よる 画質 の 劣化 は 余り 見 立た ず , 階 


1 調 , SN 比 と も に 良好 で , フィ ルム 方 式 と 大 きい 相違 


は な いよ うに 思わ れる . 一 方 狭 尋 域 伝送 時 に は , 回 転 
なら に よる 画像 の 輪 か く の 乱れ (ギザ ギザ ) お よび 
SN 比 の 低下 が 明り ょ うに みとめ られ る . 

映像 信号 に よる FM の 変調 度 (=4 了 /f。) は 高々 30 
導 程 度 で ある が , 回 転 む ら は 実測 結果 に よれ ば 送受 合 
わせ れ ば 約 1 必 た 達し , これ は FM 検波 後に 一 種 の 雑 


有 | 音 に 変換 され て 映像 信号 に 重ね 合わ せる . と の 種 の 雑 
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音 の 視覚 上 の 寄与 度合 は 検討 を 要する 問題 で ある が , 
回 転 む ら の 測定 結果 で は , その 勢力 分 布 は 比較 的 低 周 
波 (数 c/s な いし 数 十 c/s 程度 〉 で 大 きい か ら , 再生 
画像 で は 水平 走査 線 程度 の 粗い 不 規則 な 明暗 の 変化 と 
な り , か な り 妨 害 度 が 大 きい . とこ の 対策 と し て は で き 
る だ け FM の 変調 度 を 大 きく する と と が 有効 で あぁ る. 
一 方 画像 の 輪 か く の 乱 れ に た に ついては, 回転 むら が 一 
定 周波 数 成分 > の みか ら 成 る も る の と すれ ば , これ に 
よる 瞬時 位相 角 の 誤差 が は 
4 sin' Gz FD) 
と こと で 8,: 了 > に よる 周波 数 偏 移 

いま 低速 変換 後 の 水 平 同 期 周 波数 を 太一 走査 線 
上 の 絵 素 数 を NW 個 と する と , 回 転 む か ちら に よる 絵 素 の 
変位 の 最大 値 smax は 


a 6 f > 
ーー—, C= ¢ 
xzf» 回 転 む か ら 


と な る . いま 回 転 む や ら d=1 必 , N=500, チ '=5、25 
c/s, ププ»=12.5 c/s と すれ ば scmax 王 0.67 絵 素 と な り 
実際 の 画面 で も 平均 は と この 程度 に 収まっ て いる が , 部 
分 的 に は これ を は る か に 上 回 る と と が あり , 実用 上 な 
お 検討 すべ き 問 題 で ある . 


も ます 


以上 新しい 磁気 ドラ ム 記 憶 方 式 て に よる テ レビ 用 駒 ど 
り 装置 に つい て , 設計 試作 の 大 要 ゃ 述べ た が , 従来 の 
フィ ルム ある い は 革 積 管 方 式 に 比べ て , 画質 の 点 で 堪 
色 な く , 階 調 の 再現 性 , SN 比 等 で は な し ろ 優 れ た 結 
果 る も 期待 で きる と こと が 明らか に な っ た まな た 収容 し う 
る 画像 数 は フィ ルム 方 式 に は 及ば な い が , 著 積 管 方 式 
より は は る か に 多く , 取扱 い 操作 は フィ ルム 方 式 よ り 
は 簡単 で ある か ら , 種々 な 応用 の 途 が 考え られ よう . 

低速 度 鉄 帯域 伝送 方 式 と し て は , 回 転 む ら に 起因 す 
る 画像 の 輪 か く の 乱 れ お よ び SN 比 の 低下 が あり , ま 
ご 完全 で は な い が , 用 途 次 第 で は と この 程度 の 画質 で 
分 な 場合 も あり , また 回 転 む ら 自 体 は 駆動 機構 の 改良 
お よび 電気 的 補正 方 式 な どの 併用 に より 軽減 し うる も 
の と 思わ れる か ら , と の 種 の 深 帯 域 伝送 方 式 と し て 
も , 将来 実用 され る 可能 性 が ある . 

本 磁気 ドラ ム 記 憶 方 式 の 特徴 で ある テー プ ド ラム 
は , 本 文 で も 述べ た よう に ドラ ム と へ ヘッド の 間隔 を 極 
度 に 狭く , 実際 上 圧着 する と こと に より 高密 度 広 堆 域 の 
記録 再生 を 可能 と し て いる が , 同時 に テー プ の 摩 和 は 
避け られ な いか ら , 記録 の 保存 性 を 長 時 間 に わ た っ て 
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要約 Rohe が 提唱 し た 「 導 波 管 に 対す る 伝送 方 程 式 と は , 与え られ た 瑞 波 管 に 対し て マク ス ッ ツテ エル の 吉 
2 式 ポ ぶり 導 か れる も の で ある が , 有線 通信 の 二 線 式 伝送 線 間 の 結合 の 方 程 式 と 同様 な も の で ある . 導 波 管 の 曲がり , . 断 面 測 
ーー の 変化 , 非 等 質 媒 質 , 不 完全 導体 壁 は この 結合 の 要因 と な る が , と れ ら の 要因 が 同時 に 共存 し た 場合 の 伝送 方 種 式 を 導 「 
いた も の で ある . (と これ ら の 要因 の 中 , 曲がり と 断面 の 変化 と は 伝送 方 程 式 を 導く まで は 大 きく て も よい が , 伝送 方 程 計る 
を 近似 的 に 解 く 場 合 に 小 で ある 必要 が ある .) . の 
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0W RA NS 
衣 江 天 a と の 方 法 は 1 つの 立体 回 路 の 入口 に TE 波 が 入射 し 
た と さき 出 口 で ど どれ だ け そ の 純 称 度 が 失わ れる か と 言う _ 
RR Ph 


core te 
<、 丁度 そ の 頃 Schelkunoff に よっ て 提唱 さき れこ 
対す る 伝送 方 和 式 」 な る 解 方 法 の は , 
g : 重 容態 導 波 管 の 取扱 いと 適切 で あっ た . 
i は 友部 の 電 穫 界 を その 部 分 と 等 し い 
面 を 有する 直線 導管 の 正規 姿態 の 和 で 表わし て 処 | 


あぁ る に 1 っ の 姿態 を 入 
re 
0 衣 3 A AE 


- 


波 TE 


_ Equations for - rr 電 演 質 質 , 下 SE 
ee dd て , と の 伝送 方 程 式 を , その 係数 を も 含め て 求め 1 
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E33 
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ある . 
】 いま まで は , これ ら の 要因 の 各々 が 別々 に 存在 し て 
| いる 場合 の 伝送 方 程 式 が 求 ま っ て いた が , 本 論文 は , 
| これ ら の 要因 が 同時 に 存在 し て いる 場合 の 伝 方 程 式 
| を , マク スウ ェ ル の 方 程 式 か ら , 直線 的 に 平易 に 導い 
た も の で あぁ る. と の 伝送 方 程 式 を 導い て お け ば , 個々 
' の 問題 を 解く 場合 , 始発 所 の マク スウ エル の 方 程 式 よ 
始め ず に , 途中 駅 の 伝送 方 程 式 より 始め れ ば よい 
| そし て , と れ ら の 回 因 が 同時 に 式 存 し て いる 問題 も 解 
| く と と が で き , いま まで の 理論 を 統一 的 に 概観 する こ 
と も で きる 訳 で ある 、 


志 j, 王 。 道 波 管 断面 に 垂直 な 電磁 界 ( 一 次 元 ベ クト ル ) 
導 波 管 断面 の 境界 線 に 垂直 お よび 平行 の 単位 


ペペ シト ル 


NS ~ 
a m 
2 る > こ < Rk 
NN pe 
z 4 
: 
0 
A 手 
Me 0 
潤 2)( 管 弧 に お リサ る 曲率 半 相 ) pe' 
の と ころ に 
率 の 中 心 この 吸 の 位置 より 見 
“3 刀 ば 図 2 の よう に な る 


。 図 1 直 変 曲線 座標 

hatetd curvilinear coordinate. 

Tk “ れ ぞ れ る を, を 四方 向 の 単位 ベク i 
8 を の 測度 係数 


ーー 補 が 
電界, 磁界 の 姿態 関 数 

| TM, TE を 表わす 
: 横 電 界 , 磁界 の 振幅 を 表わす 


pei 方 向 の 壁面 イン ピー ダン ス 
i 誘電 率 , ex は 等 質 , e は 不 等 質 
7 次 地 の 電 流 イ ン ピ ー ダ ンス 
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飯 ロ 真一 : 潤 波 管 に 対す る 一 骨 的 な 伝 寺 カ 竹 式 ーー 


管 断面 の 境界 線 (@) 方 向 の 壁面 イン ピー ; 


8 3 | 
i ED geED|=joBtD 
9 ; Ct = 
公 w- え 9y CE = jeB, 
1f 2 0 。 

。 ts Ce,H Fi HjoD: | rE En 
1 2 wl 
人 ien}-jeD | (3 NS 

革 |-jeD,} “0 
(1) の 第 1, 2, 3 CC ei, et, ek ふ 

を か け て 加え る と 次 式 を 得る . N 

0E, 8E, 

eR ED ia 2 

Es,0E て 、 
+ a eR i 


だ 
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図 1 の 管 軸 の 求め 方 rf 
④ 1 つの 断面 群 を 選ぶ :. その 断面 評 と は 。 その 各々 
の 断面 は 単 一 連結 で あっ て , その 断面 と 同じ 形 を 有 す 
る 一 様 な 直線 導 波 管 の 正規 姿態 が 解析 的 に 求め られ る 
よう な る も の で ある . 
② 選ば れ た こと これら の 断面 群 を 垂 面 に つら ちぬ ぬく 一 本 の 
曲線 を 引く . と この 曲線 が 一 平面 内 に 存在 する と きのみ _ 
本 方 法 は 適用 可能 で あっ て , と れ を 管 軸 と 名 づけ る . 
[補足 ] ① の よう な 断面 群 , ② の よう な 曲線 が 求め 
られ ぬ と き , お よび 図 3 の よ ょ うに た に, 導 波 管 の 内 部 で 断 
面 が 交わ る と き は , 本 方 法 は 適用 不能 で ある : 


と (壁面 に 垂直 ) 


図 3 断面 が 管内 で 交わ る 場合 

Fig. 3—In the case when the 
Cross-sections intersect 
with one another, 


2 壁面 に だ ける 単位 
ベク トル 
Fig. 2—Unit vectors on 
wall surface. 


2. 座標 系 お よび マク スウ エル 方 程 式 
図 1 ユ の ど と きき 直交 曲 線 座標 z,y, を を 用 いる と , つ 「 
GE tt 


8 i 3 
ED rE =oB| 


と の 式 の 左辺 の 第 1, 2, 3 HERRERO RR. 
Lt i 


a 


Ld 


EN NO 


殿 


会 雑誌 
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昭和 36 年 6 月 電 気 通 信 
EePXE,+PxX(e,E,)+kXx ti =—j0oeiB 
9 
+ 


e635, e: げ , esk を か け て 加え る と , 8 


OH; 
8e =j0e,D (4) 


esF Xx: 


横 電 , 磁界 な る 二 次 元 ベ クト ル 戸 ;, 妨 , は 正規 姿態 
e,, hz を 用 いて 次 式 の よう に 展開 可能 で ある . 
二 き Ve + る Vemeum= = 交 2 Ma €,, | 

9 いい (5) 
の | 
n) Cn n 
また 終電 界 ス カラ 関数 。 は , 次 式 の よう に 展開 可能 
で ある . 
Ee= 2 Fen Ten @ BR) 


と と こと に) の は , 到 。 を 集合 Tow で 展開 し た 級数 
の 展開 係数 で あぁ あり, cp は つき ぎの 波動 方 程 式 と 境界 
条件 と を みた す 関 数 で ある . 

pC r=, Tw le=0 (7 
また , 縦 磁 界 ス カラ 関数 瓦 。 は , 次 式 の よう に 展開 可 
能 で ある . 
Hs= 2 Gn Ton eh, 

と と に , Gr は 刀 。 を 集合 7tmw で 展開 し た 級数 
の 展開 係数 で あぁ あり, ru は つぎ の 波動 方 程 式 と 境界 
条件 と を みた す 関 数 で ある . 

Tm + Ln Frias=0,.0 Tt,a/0 ns=0 (9) 

また , e, 九 , 了 7 の 間 に は つぎ の 関係 が ある . 


0) =grad i Rn fux Top 
en = fux Ti Mii = grad tT (10) 
kxe,;=h;, [nxe,;],=0 


3. 伝送 方 程 式 の 誘導 


3.1 dV on/dz の 誘導 
(3) の 両辺 と , him を カフ 的 に 掛け て , 導 波 管 の 
断面 に こわ た っ て 面積 分 を 行なう . 


9E 
上 am FX (esE,)ds+ 上 L (mm) * kx ds 


= ) of [eBhands 
左辺 第 1 項 
-||r 和 hads+ | |e EX hpds 


-| eshim s Ln ベ E,1d om’ | [aE: Tomds 


= v.| e, tan Ye,, “ep d 0 
n 


gq 


+37| €; sec y 2 hihind o— Fm 
n g 


um 2 Fa | [Te ds ( 付 銀 ⑧ 参 昭 ) 


と と で 記 は vv と rn と の な す 角 半 まだ 人 E88 
と の な す 角 で ある . 
左辺 第 2 項 


dE, 
-| 9s emds 


_ dVom CR 17 | en ds 


レノ 


その 結果 , 次 式 を 得る ・ 
om +3V, | 


を 


CS 
98% 
+ | e, tan Y eeumd 8 

+57,| e,sec YZ hihimd 0 

"ee Fm ーー Xom "Fin [eT I (dD 
= —7 a [eBihinds (一 般 ) 
= z| | RE EN 

n 


OE ouST, | hhonds 
(等 方 等 質 ) 


2 dl spdz の 誘導 
(4) の 両辺 に ew) を スカ ラ 的 に か け て , 必 波 管 の 
断面 に と わた っ て 面積 分 を 行なう と, (1) と 同様 に つぎ 


の 結果 を うる . 
dh, 
my 1 howds 
=7 a [eDreams (一 般 ) 

} 
=7 ox ve € €,,€ (om ds (等 方 ) ( ) 
jo Viw ti eT Va| heseunds 

(等 方 等 質 ) 


3.3 Tom と Fom と を 含む 式 の 誘導 


(4④ の 両辺 C es kT om を スカ ラ 的 に か け て 断面 に 


Tl) 


| わた っ て 面積 分 を 行なう と 同様 に つぎ の 結果 を 得る ・ 


EN | [pTomas 


“2: 


(一 般 ) 


= oa Sr Tw Toimds \ (13) 


本 竹 (等 訪 ) 
i フー ( 寺 方 等 損 ) 
a dVenldz の 誘導 


ee の 両辺 に cn を スカ ラ 的 に か け て , 断面 に わた 
WY っ て 硬 居 を 行 な 5 うと , 同様 に , つぎ の 結果 得る. 


a 3V.| e, tan ve Ed 


ドク sr | e, sec YZ hihisd 0 
0 7 

2 ft jo [eBrhends 

| * i a 

eZ [ueshahinsds FP 


2) 


RN a oud, | hhhcids 
(等 方 等 質 ) 


rae の 誘導 
i i 両辺 に eum) を スカ ラ 的 に か け て , 断面 に わ 
硬 i と 同様 に , つぎ の 結果 を 得る . 


re 


mnie: ERT RR ER 


2 Th Tumds RR ar i 
hf 


イブ on [sheshon ds で secY Zo hinhimd o 
“ w : 1 


bs 


A 
a 


a ) | [esDrecmds 

=j or Va | | ceserecnsds (等 方 a N 

= 0 Vion t+ or Va | [uesecnds ew ee 
n 


(等 方 等 質 ) リー 
3.6 こ Vu と で ga: ちな を 合 む 式 の 詩 送 3 A 
(3) の 両辺 に erca を スカ ラ 的 に か け て , 断面 

に わた っ て 面積 分 を 行なう と , 同様 に , つき の 結果 を 

得る ・. 


Keg +XGen| secy Z, Te Timdo \ "3h ? 
CnJ q § 
=—j | [BTemas (一 般 ) 
CI 
san 1 ox SG [a Tn Tends (等 方 
—j ou ; a 


en (等 方 等 質 ) 


4  E 


と と こと に, | sect 2Z, TimTim do の secd は , Z,; 


2。 が 共に 小 な る と き は 。 そ の 積分 が 近似 術 [sece 
tmTumde に な り , また , の.2。 が 小 な る と き は 」 
(Z。 が 大 で あっ て も ) その 積分 が 近似 的 に , [ZT 3 
Tne t に な る と と を 意味 する 、( 付 録 2.@, ERD っ 


PT - が わずか に 非 等 抽 な 伝送 方 穫 」 \ 


前 節 00 へ 08I< お いて 々 は 等 方 筆 質 , & rE 
ず か に 非 等 買 と する と , つ ぎの 伝送 方 程 式 を うる . と a 
CK e=ate と し , は 等 質 , FIRE ROS 


oN 
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Lamin=7 on [hhinhinds fe sec Y Zshinhond り 


0 ep 
CS (nm) =|| 8 eumds+ |e, tan Y € (7 E€ Gm d g 
a 


2) CE 
LC [rn] -|| 8 ewds+ |e, tan Ee cm d り 
7 


Yeomium = 0 dom cn +7 oc | [hewmends IE ep ends 
Yomimn= ] oe | [hewmenas 7 OE Ete um ds 


hi, 8 
i (mn -| つつ himds a hr hnds 


Zimin=1 OL mn + on | ohnhens ds+ |e secY Zhinhcmnd 0 


Zim = on hhh ds+ BR sec ひ Zh himd g 


de; ] 
Td -|| a ein As+ |e, tan Y evaecmd 0 
G 


9 em 
| rs er AS+ |e; tan Y ev ernd 0 
a 


。 に 必 Te ml 
_ Yin m= gp mtn er i secy Z, Teint tmd sl 


+ の és | [evsernsds 4 ) of etmnecmds 
Ym (Cn) =7 oe | [seas ends + sf: ep ermds 


2) 0) 
a [n] = | hr hm ds 放 放 褒 (7) -| hm hnds 


EE Ep EE 


; | 5.1 進行 波 に 関す る 方 程 克 へ の 変換 
作詩 計 の 灯 深 | GD の 中 の 姿態 電圧 電流 Va, 77 を 前 進 波 , 後 
前 節 の 伝送 方 程 式 (17) を 求め る と と に より 目的 を | 波 am, bm で 表わす -. 
芝 応 果 し た 訳 で ある が , この節 で は 伝送 方 程 式 を 求め | ヤニ J/K; (a + l= 
た 後 の 取扱 い を 簡単 に 述べ る ・ | 


1 
vK, 
(22) を 17) に 代入 し て 整理 する と , 


ES a + Ch bin + Ci i + Camim bun | 
Cp aim + Camim bow + Cem An + Camm bn | 


Ce a Tt Ci bp + Cuacm tn + Critm Vem 


0 次 


| Cond ain + Ce Dun + Cemad ti + Cemocm be | 


« 73 ) 


| Tn Timds 


(9) 


(19) 


(20》 


(21) 


(Ca, 二 の 0) (22) 


(23) 


Ya 


結 = ラ | = A 


ーー 


計っ | VK,, 3 Tg KX. 
| つき の 理由 と より , (23) は (17) より 便利 で ある 
| @ の lan, 16mP が 電力 を 表わす 
有 | ⑧ (23) の 方 が 階数 の 低い 微分 方 程 式 で 処理 し うる 
RC (23) の 方 が , 端 条 件 の 入れ 方 が 簡潔 で ある . 
©@ 前進 波 と 後退 波 と の 結合 は 一 般 に 小さ い の で , こと 
れ を 省略 する 近似 解法 を 使用 する と と が で きる . 
mime F 波 方 程 式 (23) の 解法 の 説明 を 
千 な な う が 実際 の 計算 に あたっ て は , (1 へ ~(2) の 
: 々 の 2 を 計 箋 し な 生れ どど を (24)? 
R の Cn を 求め て お く と と は も ちろ ん で 


a 2 入行 波 誤 式 の 簡 的 角 


有 端 条件 を 加え て (23) を 解く 訳 で ある が , 厳密 に は 


一 様 で な い 導 波 管 の 簡略 解法 発生 姿態 が 
と 比べ て か な り 小 な る 場合 で , 後退 主 姿態 お よ 
後退 他 姿 態 は 前 進 主 姿態 に よっ て の み 生 ずる 
る と , (23) は つぎ の よう に 簡単 と な る . ( ヵ 》 は 
E 相 態 , s は 他 談 態 を 示す ) 


(25) 


に eC- 
ス : 0 


i 
# え る . すなわち 

2 00) *1; 5b2CL) =0 
(0) 20 た) =0 }% 
の と き , 入口 に お ける 後退 主 姿態 , 後退 他 姿 態 お 


1 LE kid | 
= mn Te Re LS 


BT BT 


A dK | 4 . NN 
RE dx cos ! < } 
よび 出口 と お ける 前 進 他 姿態 は つぎ の よう に な る . 
b,(0) = -| OE de 


= 


| 


Ee セ Ciie- fot gg (27) 
0 


I Ee 
aLD) A CiteJs Gr gg 
0 


(⑧) 一 様 導 波 管 の 簡略 解法 。、 この 場合 (23) は 定 
係数 の 無限 連立 微分 方 程 式 に な り , 摂動 法 に よら ね ば 
な ら ぬ が , つぎ の 簡略 解法 は 一 次 近似 の オー ダ で は , _ 
ほとん ど 同 じ 結 果 を 与え る . その 簡略 解法 と は , 前 進 
主 姿態 と 前 進 他 姿態 の 2 つの み を 考え て , その 解 を 求 
め る . と これ を 各々 の 他 姿 態 ご と に 行なう の で あぁ ある. 2 」 
姿態 の み を 考え る と (23) は つぎ の よう に 簡単 に な る . 


da 
3 £ = 7 TT Cas 


(28) 


と と で Ct Ci cii=Cii=a *- 
C と お いた 。、 
敵 条 件 と し て , 入口 で 前 進 主 座 態 の み に 1 の 大 いき 
を 与え る 。、 す な わら ち , 、 
apsl0)=1, a;(0) =0 (29) 
その と さき , 出口 C お ける 前 導 二 座 介 。 他 杉 は つき 
の よう に な る . 


a (art 


4 ed ee ket 
a 


t 
= 


Ki 
て 
諾 で 
~~ 


f 


i Ty ue 
と 和枝 2 Ye Cr 1 RS 
3 tu 
ke 5(GotrD +R) v の E 
a 
5.3 伝送 方 程 式 を 解く と き の 制 限 誠 


a Z) «が 3 っ と も 零 で ある と き , マク スウェ ルー 
の 方 程 式 より 伝送 方 得 式 を 導く 場合 に は , 円 形 導 波 管 。 F 
の 場合 に は , 人 : R が 管 の 内 毎 る に 近い 天 電 


気 
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3 
ろ が ある 位 , 断面 が 充分 変化 し て いて も よい . し か し G⑪① いま まで に な い 例 | 
(17) な る 無限 連立 微分 方 程 式 の 近似 解法 が 可能 で みあ 。 @⑦ 断面 の 形 が 場所 に よっ て 変わ っ て いる 曲り 少 流 泡 
る た め に は , 主 姿態 ? と 縮退 し て いな い 他 姿態 s に た ②⑨ ティ パ 導 波 管 の 管 軸 が 直線 か ら 外 れ て いる 場合 
関し て で て) 1C。2/(7。- ァ の | が 1 より か な り 小 で あぁ る 必要 ⑧「 不 完 全 導 体 双 の ティ パ 導 波 管 
が ある ・ 小口 氏 に よれ ば ⑦,『E。」 を 伝送 すべ き 導 波 上 述 ④⑧ の 具体 例 と し て , 不 完全 導体 壁 の 円 形 テ ポ パ 
管 の 曲がり で は , a/4=4, RR/a=100 の 場合 , 1Cuinatoj/ 中 の TE,, TM, 波 の 結合 伝送 方 程 式 を 求め た . (と 


(rrin—Tln) |=0.206, | Ctiaiton/ Ctr | =0.278 
で あぁ あり, 精度 よく 計算 で きる の は , と の 程度 が 限度 で あ 
る 1 これ は a=25.5 mm と する と , 宏 間 波長 =6.375 
mm, R=2.55 m に 相当 する ・. 


れ は , 完全 導体 盛 の も の に つい て も , - ま だ 求め られ で 
いな いよ う で ある ろ る.) 伝送 方 程 式 の 形 は 7) で ,; そ の 
と き の 18)~(21) は それ ぞ れ , つぎ の ③) ご (3 
だ 


* | 
5 実 例 Tv i Simin 1 tt) て 2 sec D4 2 
h 
6.1 伝送 方 程 式 の 使用 法 Pd 
1 次 小節 で あげ る 具体 例 を 解く 場合 。 つ ぎの よう に 行 Zw m=28e が 2 
4 な う ・. vm 1 da 1 
較 請 7G) G18) へ GD の Zn) Yn mn の 中 の 種々 の 記号 tm tn = Fg Om 0 3 
, hs, 2, e, Z,, Za 等 に 具体 例 に 特有 な 値 を 代入 する こと Yo © OR 
: と に よっ て , Gd7) な る 伝送 方 程 式 を 具体 的 に 求め る ・ de KR RE 
F G) 7) か ら 進 行 波 方 程 式 23) を 求め , 2) を y 1 da 2» 
解く (mn) Cn] — ww RT の Ra? ER 
: と れ に より , ある 立体 回 路 の 入口 に た 1 つの 姿態 を 人 RE 
3 れ た と き , 入口 お よび 出口 と 現われ る 種々 の 姿態 の 大 De thi 
放 いさ を 知り うる 訳 で ある . i 1 da ; 
< 6.2 具 体 例 [ (0m) (7) — tt 0 ep (nm) (32) i 
G⑪) いま まで に ある 例 … 円 形 曲がり 導 波 管 の , 放電 | 1 da 2kw* ” 
体 入 り 曲 が り 導 波 管 の , ら 線 曲がり 導 波 管 り , ティ パ 0 PC Rl cl 、 
導 波 管 ウ や ⑦⑪, 不 完 全 導体 壁 導 波 管 "等 で ある . A 2 
3 
” 1 * 
Zimitm =F OnOrmitmt 2 00 Zo TE hg 3 
且 9 8” な A ュ ユ | 
TE CO 
vr 生計 際 ッ vy” 5 : da 区 放 (Cy km ) 1 = Me 
Le i Pi PT eigo i PE rr EE er PT PC : 
VT w=Or 
TE Ee Xe” TR の 
ETE TT ml TT a kn kn 0 
Yomow=0 
7 1 da y” 5 A EC ET Cimatn (34) 
Cm tn] 2 de 7 3 [m1] [nl Ee 2 の に ーー お EE m][ ゃ 
、 94 2» 
” ーー pn 


と と に , a は ティ パ の ある 断面 の 半径 で , ぇ の 関数 . 


* sec y= v1+ , alde)* . ena= 1— dma: 


' 
[ 
gS 
H 


G18)~(21) を 計算 し て , (31) へ (34) を 求め る と き , 


| 異な る 姿態 0, 々 間 の 結合 量 を 示す Zn> Ym Tn 


C75 BP) 


4 A 


Fa 0 の 


ロー savenre-emiers Ee % sr 


等 は 円 周 方 向 の 波数 の 異な る 次 能 間 で は 零 に な る と 
有 | と が 分 か る 。 さらに , » ャ =0 の と き は (3D~(34) に K よ 
Pb, 7E と TM と の 結合 量 を 示す Za Yonny Tn 
RTNTFEL る と と が 分 か る . 
故に , TE, 波 (*0) を 入射 する と , TE,, TM, 波 
の み を 発生 する 。 ま た, TE。 波 を 入射 する と TE。 流 
| の み を 発生 し , 了 M。 波 を 入射 する と , 思 M。 波 の み を 
発生 する ・ 
| = つき に , »=0 の 場合 の 進行 波 方 程 式 を 導き , と れ 
(3 より 入口 に Eo。 波 を 入れ た と さき 出口 に 現 われ る 
Eg 小 の 大 いき を 求め た . (33), (34) を (24) に 代 
AU て TC を ポ %, と の C を (27) の 第 3 式 た 代入 す 


CO 
EE 
VK, | 
|-|, fi (Bp— Bs + Kk 
i PER 


(35) 


る の で ある . いま まで ある 完全 導体 の も の 


この 式 で Z。=0 と し た も の で あぁ る. 故に , 前 者 
と は , Z; の 含ま れ て いる 項 の 分 だ け 異 な っ て 


言 


衣 化 し た 伝送 方 程 式 を 求め , と の 伝送 方 程 
則 の 拉 明 を 行なっ た 。 っ き ぎ に , 求め られ た 一 
TO Pe 


の 8a 7 た Eu。 の 発生 量 を 求め た 。 と 
きら I に 。 新しい 間 是 対し て 利用 され る 


a 


放 下 さ る 梨 谷 次 胡 , 三 輸 室長 , 小口 調査 役 


作 


3) 


0 | | eh [nx E.]do 


ht 


= 


p 784, Guy 1952). & | 
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1. 母線 (9) 方 向 に お ける 壁面 イン ピー ダン ス 9 


に よる 境界 条件 
£; 

庫 た 
E,=E,cosY+E,,sin 
a 

CCE, En=nE,; Hr=0H:; 
⑨ を ① に 代入 すれ ば , 
E,=—tanY E,,—secd ZH 
nxE,=nx(kE,)=—oE, 
⑧, @ ょ より 
RXE,=nxk (— tan 0 En) asec8 Zr ® 
⑤ を 用 いれ は ば, 


i 


| en: Cnxk(tan 9 En)]d 0 
+ | hro nee ZH de : 
— | tan 2 Brends s 
+ | aseen 2 KS 
-2V, e, tan Ye, eid 0 ; 
Bt asec zh 0 


も 


0 いい 
の 条 :38 年 .6 月 電 気 通信 学会 雑誌 第 44 券 6 号 9 09 
a rR 
| 2. 断面 の 周辺 (&) 方 向 に お ける 壁面 イン ピー , 
| ダンス Z。 に よる 境界 条件 - Gn| sec9 ZTunTends @ 
a Te ® (5) が が 小 で ; か っ る が ポ な る と きき =(27 は 犬 で 凍 
HA, RY bis 
a Te E,= Es ®⑧ ®, ©®, D ょ DD, sy 
HH,=H,cosd+H,,sinY OQ) Es= Z(H,cosY+H,, sin %) 
rie et Eis=o Es;, H, =nH, ( 8* 3 J 
: n =Z, 旭 ーー+ “+ZH (0-F “) oe 
⑧ 壁面 イン ピー ダン ス (Z。,2Z。) が 小 な る と さき 2 ; 6 _ a 


2,, % の 二 次 以 上 の 量 を 無視 すれ ば , Er 全 2ZH。 


| この と き は , 式 ⑥ の 右辺 第 2 項 の Hix (C Hz tanY ココ 
を 代入 する と と が 許さ れる . | ca 

ec れ よ D, | kT Chx Ed i 
@, @, ®@ ょ D, ‘ tm" L 411d 0 ; 計 
E,;.= sec Zs; ) 宮 席 UW) ZG Ld g ⑫ a 

| Cn dG a 
4 | kTim tmx EAd @⑧,⑬ を 比較 する と , sec@ だ け 違 う が , sec¢=1 エ 7 
店 | + 填 … で あり , 2 が 小 な る と き は , sec ひ 全 1 で あ P. 
3 i る . と の 2 つの 場合 を 合 め て 記号 と し て , アン ダ ・ ラ 
8 . ィ ン を 付 し た sec% を 用 いる と と に する 0 
2 = | sees a I CA 8 め (昭和 35 年 7 月 4 日 受付 , 36 年 2 月 8 日 再 受付 ) 選 - 
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宮上 導 波 管 回 路 に お ける 双極 子 の 作用 に つい て 

正 * 員 ぎ ぎ 中 屋 て ・ 正 次 a 

> : (電気 通信 研究 所 ) ne 

を 、 3 

2 イィ インビ ー ダ ンス 直視 装置 の 実用 化 は , 和 名 方 面 か ら の 強い 要望 に も か か わら 


要約 マイ ク r 波 帯 に お ける 導 波 管 回 路 用 の 
| 子 , 従来 完全 に は 解決 され て いな か っ た . 筆者 
】 結果 , 導 波 管 回 路 に お ける 双極 子 の 作用 に つい て , 
有 | お ょ び 位相 不 秦 の 原理 "と 名 付け て みた . そし て と の 原理 に 基づい て , 
。 向 性 結合 器 ” 等 を 定義 し , と れ ら の 新 回 路 素子 を 用 いる と と に よっ て , 初 
Cr や 従来 非常 に 困難 と され て いた 広帯域 イン ビー ダン スス 直視 装置 , 微少 反射 係数 直視 装 s 

; 理 の 誘導 と 新 回 路 素子 の 定義 の 


置 お よび 肖 過 係数 直視 装置 等 を 実現 する と と が で きた わけ で ある . 本 報告 は , この 新原 の 
E ; 11 Ge 間 で の 実験 に より 理論 的 結論 の 正しい と と を 確認 し た こと に つい て 述べ て いる 7 


も また と の 種 測定 装置 の 実用 化 を 目的 と し て 研究 を 行ない , 種々 検討 の くい 
深 来 知ら れ て お ら な か っ た 新しい 原理 を 発見 し , これ を “位相 回 転 ) 
新 回 路 素子 と し て “反射 形 移 相 器 "お よび "位相 方 
期 の 目的 を 完全 に 達する と と が で きた . す な わ 」 
置 , 双方 向 イ ノン ビー ダン スズ 直視 装 


理論 的 根拠 と , 6 Gc 帯 お よび 

ンー 婁 する に 本 研究 に よっ て 得 ら れ た 果 は , マイ クセ 波 測 定 技 術 の 分 野 に 新しい 手段 を 提供 る も の で ある .。 
a kk * 、 る 
RE es ’ = " 
ER  - 7 ーー 研究 を 行ない , 種々 検討 の 結果 , 広帯域 性 , 高 


条件 を 同時 に 満足 し た 複素 回 路 常 数 直視 装置 の 解決 の 
絶 は , 広帯域 に 使用 で き , か つ 高 速度 に マイ クロ 波 の 
議 相 を 変化 で きる マイ クロ 洲 移 相 品 を 実現 で きる 
か に あり と 結論 し た ・ そして, と の よう な 見 地 に 立 - 
で 」 Pp もう一度 これ まで 発表 に よっ た 各種 の 方 式 
し た 結果 , 中 野 の , 押 本 の ⑦, お よび S.B. Cobn 
諸氏 の 固 転 形 定 在 波 計 の 原理 に 着目 し , この 原理 
。 いて, さら に と れ を 広帯域 化す る と こと が で きれ 
記 の 理想 の 移 相 摘 に 近い も の が 得 ら れる と 思い 実験, 


1 千 柱 。 お よび 装置 の 簡易 柏 ( 強 栓 ) と いう 実用 化 の 3 


“ 


考察 を 行なっ た . 

か くし て , 一 般 的 に 必 波 管内 の 円 偏 波 磁 界 の 中 心 に 
磁気 双極 子 を 挿入 し た 場合 お よび 2 つの 導 波 管 を Slot 
形 双極 子 に よっ て 結合 し た 場合 の 分 配 係数 の 値 (反射 
係数 お よび 透過 係数 ) を 電磁 理論 の 準 静 的 取扱 いよ 
る 近似 解 折 に よっ て 求め , と の 2 つの 場合 を それ ぞ れ 
2 開口 お よび 4 開口 回 路 綱 と し て 8S- 行 列 で 表示 する 
と と に より , その 動作 を 完全 に 明確 に する と と が で さき 
た と 同時 に , いま まで 知ら うれ て いな か っ た 新原 理 を 発 
が で きた だ た ゆ 、 

と の 原理 は 3 に お いて 詳細 に 論じ られ て いる ご ど と 
く , 位相 回 転 お よび 位相 不変 の 原理 ” と 仮称 する も 
の で , 2 開口 回 路 の 場合 は 伝 ば ん 姿態 が TE 波 で あ 
れ ば , 導 波 管 断面 の 形状 に か か わら ず 成 立 し , また 4 
開口 回 路 の 場合 は , 伝 ば ん 姿態 が 7E 波 で , か つ 導 
波 管 壁 に お いて , 伝 ば ん 方 向 に 直角 な 接線 磁界 成分 を 
有する 姿態 で あれ ば , 導 波 管 断面 の 形状 お ちょび 2 っ つの 
導 波 管 の 交叉 角 の いか ん に か か わら ず 成 立 す る も の で 
ある . し か し て と の 原理 か ら , 従来 の 通過 形 移 相 器 に 
対し て , 上 記 2 開口 の 場合 を ゃ “反射 形 移 相 器 ” と 定義 


| し, また , 従来 の 方 向 性 結合 映 が 振幅 に 関し て 方 向 性 


a 


” 
KG 
* 
3 
A 
| 
% 


を 有する も の で あぁ る の に 対し て , 上 記 4 開口 の 場合 を 
位相 方 向 性 結合 器 ” と 定義 し た . 

と れ ら の 新 回 路 素 子 は 著 し い 特徴 を 有する も の な の 
で , 色々 な 応用 面 が 考え られ る が や ~⑮⑰ , 特に 位相 方 


有 | 操 性 結合 器 は 前 述 の 理想 的 マイ クロ 波 移 相 器 の 条件 を 


完全 に 満足 する の で , と これ に より 初期 の 目的 で ある 広 
帯域 イン ピー ダン ス 直視 装置 の 実用 化 が 可能 と な っ 


た M0), 


と れ ら 成果 の 概要 は , 既に 発表 し た ど ごとく で ある の 


で P~ や , 本 論文 に お いて は , 上 述 の 導 波 管 回 路 に お 


ける 双極 子 の 作用 に 関す る 新原 理 の 誘導 と , それ に 基 


|| づく 新 回 路 素 子 の 定義 の 理論 的 根拠 を 明らか に する と 


K 
> 


ee 
‘ 


共に, 新 素子 の 近似 的 な 等 価 回 路 を 示し , その 理解 に 


有 便 な らし じ め た . さら に 実験 に より 理論 的 結論 の 正しい 


t 


こと を 確認 し た と と に つい て 述べ る . 


2. 管内 電磁 界 お よび 管内 放射 の 一 般 式 


2.1 管内 電磁 界 

一 般 に 任意 均一 断面 の 完全 導体 導 波 管 の 中 を 自由 伝 
ば だ する 波 の 界 成分 お よび 電力 は 周知 の ど と く 次 式 で 
写 宛 らち られる, 


7E 波 の 場合 : 


sw 
« 


=H,,exp (jotTjhaz) 


Hs:= a "| 
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E,= —jEasexp (jotTjhas) Ear=@MW:PaXts | 
H,= FH exp (jotTFjBae) Her=BaPrda 
C9 
了 M 波 の 場合 : 
E,= Eas,exp (jot+j8az) 
= FIEas exp (jthax) 
H,= —jHat exp (jot FjRax) 
Hs= oenha tt, XTi8a 


(2) 


Ea = OLKa Ba Ba 
Ea =oOuW 2a 


通過 電力 は P= 上 5S。= 上 | | PR 
> 放 断面 


し た が っ て 7E 波 の 場合 "S。 は 
Se=oube | [reg Pit 


と な る .。 た だ し 伝 ば ん 方 向 を < 軸 と し , RHE. は 
軸 方 向 成分 一 次 元 ベ ク トル ), 戸 ,。 妨 , は < 軸 に 垂直 
な 断面 内 の 成分 (一 次元 ベタ トル ), Has, Eaz, Hor) 
Es は すべ て 実数 , 々 。 は 位相 定数 , ゅ は 角 周 波数 , 
4 々 2 は 磁気 的 お よび 電気 的 誘導 容量 , 4: は < 四方 向 単 
位 ベ クト ル , 単位 は MKS 有理 単位 系 で ある . a4, $2 
お よび x ヶ 。 は 断面 の 形状 に より 定まる 固有 関数 お よび 
固有 値 で , スカラ 波動 関数 を マヤ =? み 。( ま た は 42) exp 
(jot 一 28az) と し た と き , 波動 方 程 式 : 7 +o*sez ず = 


0 お よび 境界 条件 : を を =0 また は 8a=0 を 満足 す 


る よう は に 決め らち られる. し た が っ て xr。 の 値 は (z+ 
ka)%a (また は 82)=0 より kx 々 =o の ekー パ a* と な る 、 
な お 上 式 の 復 過 は < の 正 お よび 負 の 方 向 に 侯 ば ん する 
波 に 対応 し , Sufix a は 伝 ば ん 姿態 を 表わす mz の 
値 で ある . 

いま , 7E 波 の み 考 え , < の 正 お よび 負 の 方 向 に 伝 
ば ん する 波 を 式 (1) に 常 数 4, 万 (複素 数 ) を 乗じ し 
て 表 わ せ ば , と これ ら が 同時 に 存在 する 場合 の 界 成分 は 
つき ぎの ど と く な る : 


H,= tA exp(L=s Bax) 
+Bexp(j Bex) }exp(j w 0 
E, = —JjEa{A exp(—j Bex) 
+Bexp(j Aax)}exp(j ot 
H,= —jHatA exp(—j Bax) 
Bexp( Bas) Jexp (jo0) 
な お A, 亡 を それ ぞ れ 進行 波 お よび 反射 波 に 対応 させ 
れ ば , 電圧 反射 係数 太 は 


(5) 


C78 ) 


_ 売 分 小さ な 双極 子 が あ 


TO 
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RCRD CSN CC。 A, —70 
= rN i 2 三 | R | exp <) 7 i ) Bz) B, } a 2 I [mz Hc Tm He ーー カカ ; | 


GG 


みな と と で 特に 実 
放 上 最も 多く 用 いら れ 
る 短 形 導 波 管 で Ei。 波 


る rt Fi 
ER CATE 
Et は を 求め る と き と シ ア ー プ 
計 知 の で と く 次 式 を 得 ンク そる 

se / 
、 1 1 大 昭 
る . ( 図 1 参 照 ) i 


Fig. 1—Rectangular wave guide. 


C7 9 


2a, 2a, 
T ee Nn * 
P= On RCE,H, Eytiz , 
dzdy 


Pin OL ab,( 2 ) 
NR 


な お 互 。, 刀 ,, 戸 』 の 値 は , 係数 exp (jot 生 61o<) を 
: 省 略し た ・ 

2.2 管内 放射 

道 波 管 内 の 管 璧 近く に 挿入 され た 双極 子 に よっ て , 
管内 に 放射 され る 波 の 強 さ を 示す 式 は , これ まで ご 。, 
三 求 め あら れ て 来 た が 0 ヵ ⑪, と れ を 一 般 的 に 表わす と 
つき の よう に な る . すなわち , 7 正 波 を 対象 と し て , 
倒 2 の ど と く , 管 壁 上 の 1 点 じ お いて 境界 接線 方 向 を 
ィ ェ , 法 線 方 向 を » と し 
と の 点 に て それぞれ の 方 
血 の 双 極子 能率 が Mz, 
m2 で ある 長 さ の 


る 場合 これ に より < を 
の 正 お よび 負 の 方 向 に 
放射 され る 液 の 強 さ を 
4。, B。 と すれ ば , て こと 
れ ら は 次 式 で 与え られ 


2 


図 % 導 波 管 玄 上 の 双極 子 
Fig. 2—Dipoles on wave 
guide wall. 


(8) 
た だ し 82 は 式 :(4) で 与え られ 
玉 ,。c) は 双極 子 中 心 に お ける 基準 mode の を , r, 攻 訪 
向 界 成分 の 最大 値 で ある . 双極 子 能率 如 ,% が , 管 忌 
に 設け た 細 げ きま た は 管内 に 挿入 し た 導体 片 と 一 次 電 
磁界 が 作用 し て 生ずる 場合 は , 双極 子 の 磁気 お よび 電 
気 偏 極 率 を M,P と し , その 方 向 の 一 次 界 成 分 を , 
戸 と すれ ば , 双極 子 の 長 さ が 充分 小さ いと し て , 
細 げ き の 場 合 : m= Fk 々 MH, p= 二 s PE } (9) 
導体 上 刻 の 場合 :m=ーkMH, p= + PE 
と な る . た だ し 人 復 母 は 一 次 界 の 作用 し た 側 に 対し て は 
下 の 符 号 を , 反対 側 に 対し て は 上 の 符号 を 用 いる . 
と と で 式 (⑧) , (9) を 求め た 際 の 仮定 に つい て 一 言 
ふれ る と , 
(i) 導 波 管 は 完全 導体 と し , 双極 子 自 身 は 電力 を 
消費 し な いと する . 
() 双極 子 の 長 さ は 波長 に 比 し て 充分 小さ くど 
れ に 誘起 され る 双極 子 能率 の 値 は , 双極 子 が な 
い 場 合 の その 中 心 と お ける 一 次 電磁 界 の 値 と 同 
じ 静 電磁 界 が 双極 子 に 作用 し た と き に 誘起 され 
る 双極 子 能 率 の 値 に 等 し いと する . 
③ の 仮定 は , 無 損失 条件 で 実用 上 充分 満た され , 
Gi) の 仮定 は いわ ゆる , 準 静 的 取扱 い の た め の 条 件 
で , と この よう kK 仮定 する と と に よっ て 取扱 い が 容 易 と 
な り , か つ 双 極子 の 長き ⑦ が 2。/4 以下 で あれ ば , 
計算 結果 と 実測 値 と 良く 合う の で , 7Z<2。/4 の 範囲 で 
と の 仮定 は , 実用 上 充分 満た され て いる も の こと 見 な し 
A 
2.3 偏 極 率 M,P の 値 
双極 子 の 形状 と 偏 極 率 M,P の 値 の 関係 は と これ まで 
理論 式 お よび 実験 曲線 が 発表 され て いる の で , と これ を 
い れ ば 良い の で ある が , 種々 の 形状 の 中 で 亜 鈴 形 が 
本 論文 の 目的 に 最も 良く あう の で , と これ に つい て 特に 
述べ る と こと に する . と の 形 を 特に 採用 し た 理由 は , ま 
ず , G) 本 文 の 目的 に 合う 双極 子 と し て は , 一 方 向 の 
MM の ぁみ 存在 し て その 他 の 方 向 の M お よび 有 ア の 値 が 
0 で ある と と が 必要 で , と の 条件 に 最も 近い も の は 亜 
鈴 形 で ある Gi) 前 節 の 仮定 GG に 述べ た ど と く , 
双極 子 の 長 さ (7) は で きる だ け 小 さい と と が 望ま し 


く , と の 点 亜 鈴 形 は 同じ M の 値 に 対し て 他 の いか な 


る 形 よ り も 7 を 小さ く で きる か ら で あ る . 
さて , 亜 鈴 形 Slot の M,P の 値 を 理論 的 に 求め る 


G99 


A 


i a 


GY Nit, 2 


A _ 


Yr 


と と は 困難 で ある が , 幸 に S.B. Cohn 氏 が 実験 曲線 
| を 発表 し て お り ?, と れ が 筆者 の 実験 結果 と も 良く 合 
請う の で こと れ を 用 いて いる 同氏 に よれ ば 

<“ Ms=gpud, P=ojl (10) 

有 | と な り , pm, ep は d@。/Z の 関数 で 図 3 の 実験 曲線 か 
| ら 求 め ら れる .。 な お , と の 値 は 管 訂 の 厚 さ を 0 と し た 
」 と き の 値 で ある. 
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2 3 
a 
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£8 図 3 亜鉛 形 Slot の 偏 極 率 の 値 


5 The value of polarizability of dumbbell slot. 


4 。 計 波 管 回 路 に お ける 双極 子 の 作用 と 
ーー 新 回 路 素子 の 定義 
開口 回 路 の 場合 の 近似 解析 
¥ ん mode と し て TE bi ra tn 
が 存在 する 場合 を 考え る . いま 一 方 向 の 磁気 
MT, obi ha 0 で あぁ る 小 
- 了 チ を 図 4 の ど と く 管 壁 の 近く M の 向き が 


図 4 2 開口 回 路 


Fig. 4—Two-port wave guide network,. 
を ぁ z=0 と すれ ば , と の 点 に お ける 一 次 界 
CD} ED 
p= Ha (A,+B;,) exp (jo 
= —jHan(A,—B,) exp (jon) } an 
た だ ly 0 aro は 双極 子 中 心 [a お け る 
肛 分 の 最大 値 で ある .。 し た が っ て 双極 子 能 


a 


Oe’ EY 0 
土屋 正 次 : MMF ENC 5 る EF OE っ Ce 


m=—k MH= ME os 0 * 夫 
ee 
と な り , 如 の を ,r 方 向 成分 は 
Mm;=MCOSD, NM,=mMsind. (‘1390 
と な る .。 さら に K 式 (8) の 万 Zw, 太 pc> は , と の 場 」 
合 一 次 , 三次 導 波 管 と も 同一 で ある 故 , i , 
Hes = Hass, Ho = —jHa, (14) 


と な る . し た が っ て 双極 子 に よっ て , ② お よび ①⑦ 側 7 


に 再 放射 され る 波 の 強 さ を 4:, BB。 と すれ ば , と れ は _ 


式 11)~(14) を 式 て 8) に 代入 し て , っ ¥ の EE く 


な る . 
A, Tw MH stl Hos 
7 a Fin 
(8 
Ha 
と と で 太 azo。 acz。 に つい て 条件 を 設け る ・ す な わ ち 
管内 波長 4。 に 対し て 双 季 子 中 心 が 円 信 波 磁界 の 中 心 
に な る よう に する , すなわち 
CHa: Hass) 1, = =1, 
(Ha Ha:,) 2 キー 1+39 


(eos に 


_ 


AB EA | (Sd 


las 


と し , 8 を 周波 数 特性 を 表わす パラ メー タ と する . 後 


述 す る ど ご とく, 大 約 18|<0.12 で ぁ る の で , の 以上 
の 項 を 省略 する と 式 (15) は つぎ の よう に な る . 

. $8 8° , 
= ali 5 eos20r Fa, 

a Ce | 


B= 人 e rsa — 3) +eos 20\4, 


+ ra 5) eos20+ FB 
と と で た は 二 次 波 の 強 さ を 示す 係数 で 
ph MHas,Has, oun MAP Park 0 ] せ る 
に 人 放 RN に 


x Msin™™ 
0 “ 短 形 TK の 場合 ( 図 1) Mt 


a8) 


きら に 円 伺 波 磁界 の 中 心 位置 は , 式 16) を 用 て 30 


We 


ーー 般 式 は Has, Ka ha a 
( J (a Ba ba y= 
より 求 ま り , 拓 形 導 波 管 TE,, で 0 A 
潤 ) を 上 式 に 代入 し て > 


i 3 


以上 の 項 を 無視 する と , 式 ②l) は 
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2 
I XZ,。= ーー tan 0 19) 


4a, Ws EN 
と な る . また 8 の 値 は 同様 に 式 (16) より 

i ee (20) 

2,。 

で ある . と と で 8 の 値 は 実際 に どの 程度 の 値 に な る か 
を 知る ため に , 4,6,11 Gc 帯 に お いて , 短 形 導 波 管 と 
し て "WRJ-4, 6, 10 を 用 い , その 帯域 の 中 心 近 くに 
2。。 を 仮定 し た 場合 に つい て 計算 結果 を 図示 する と 図 
の で と スス な る 


Fo=3920 Me, Xo=15.8 mm 
2 =11200 *», *=6.9 ぁ ヶ 


+*=6087 +*, %=11.5 ? 


tie 
図 5 邊 形 導 波 管 の 場合 の 周波 数 特性 を 表わす 9 の 値 


Fig. 5—Value of 8 which expresses the freq. characteristic 
jin the case of rectangular wave guide. 


と の 図 か ら 設 計 中 心 周波 数 22。 に 対応 する 周波 数 ) 
の ⑦ 10⑳ 周波 数 帯域 で 使用 する 場合 は , いずれ の 周波 
数 帯 の 場合 も 3 の 値 は 18|<0,12 以下 と な る こ と が 


割る . 
さて 式 QD は 偏 極 率 M な る 双極 子 に 一 次 電磁 界 
作用 し て 再 放射 され る 波 を 表わし て いる 故 , 図 4 の 
周 路 を 2 開口 回 路 と し た 場合 の S- 行 列 の 各 要 素 の 値 
ろ 式 7) を も と ど に として, つぎ の よう に 書き 下す と と 
の * で きき る. 
ーー 0 
Su=ikle ’ (1 + F029| 
Sa-ikler+ili-5) Fs 2 l 
。 (21) 
Sau= Su=ltjkliri(1-5)e0s20 


8° 
+ 


た だ し 。 其 稚 面 は 双 李 子 中 心から ヵ z= 


。 “ _ 862 
2…) と する : 上 述 の ご ど と く 18|<0.12 で あぁ る の で っ 


で OE 1+ キ + 次 (1+6cos 2 の 
1+7k(1+8 cos 2 0) ke +6) 
と な り , さら に 8=0 の 場合 は 
be-320 i 
Si=0) = We 2 : | (23) 
と な る : 式 (21)~(23y が 求め る 芽 で , これ に まり 図 
4 の 回 路 の 動作 が 完全 に 表わさ れ た わけ で ある 
と と で 式 (21) の 信 温 性 た に つい て 一 言 ふ れる と , 2:2 
の 仮定 G) で 述べ た ど と く , と の 場合 無 損失 回 路 を 考 
えて いる の で 式 (21) の 値 が 正しい な ら ば こと これら の 俺 
8S- 行 列 の 2 つの 条件 すなわち 
(a) Symmetry 条件 : ヴ ぶ =S すなわち 


| eo” 


Sry= 8 
(24) 
(b) Unitary 条件 : どっ *=1 すなわち 

¢ a F 

3 SS Cn 
を 満足 し な けれ ば な ら な いわ け で ある . まず 式 マ め 
が 満た され て いる と と は 直ちに 認め られ る . つっ つき に 式 

(25) の 条件 で ある が 式 (21) を 代入 する と , つぎ の 

PE NLD 
LS ポ 二 1S」 克 =1+2 だ 1+28cos 2 の 
2 ポ 二 S. ポ =1 キ 2 だ ユ +28cos2 の 


9 I St で 
=2k(e 3 +8) (+8 cos20 
た だ し 18|<0.1 と し て 96? 以上 の 項 を 省略 し た . 


式 (26) より つぎ の と と が 判る 。 すなわち 双極 子 の 
長 さ 7 が 充分 小さ く な れ ば , た る 1 と な り , し た が っ 
て だ っ 0 と な る 故 , 式 (26) は k が 無限 小 の 極限 に 
お いて , 式 (25) を 満足 する と こと に な る . 

換言 すれ ば , 式 (2@1) は を ぐ 1 な る 条件 の 下 に 近似 
的 に Unitary の 条件 を 満足 し , その 近似 度 は 2 性 の 
交 計 で ぁ る と な 言 る ご 式 GD TE 


く 同様 の と と が 言わ れる . な お 後述 の 4・ 表 2 に 示さ れ 


る よう に の 値 は 実際 上 も 0.005 程度 の 値 で あ る 故 
た と えば k<0.005 と すれ ば , 近似 度 は 非常 に 良い と 
語ら 5 と が で きる 

3.2 4 開 避 回路 の 場合 の 近似 解析 

前 節 と 同様 管 壁 近く に 円 偏 波 磁 界 の 存在 する mode 
に つい て の み 考 える ・ い ま , と の 点 を 互い に 接し て 図 6 
の で ど と く 2 つ の 導 波 管 を 交叉 させ 。, と の 共通 点 の 部 分 
に 一 方 向 の 磁気 偏 極 率 MM の ぁみ 存在 し て 他 の 方 向 の 偏 
極 率 が 0 で ある と と ろ の た と えば 前 述 の 亜 鈴 形 slot 


を 設け て 結合 させ た 場合 , 各 開口 を ⑰⑪~④ と し , 双 極 


SR ける 管 軸 方 向 お よび 管 壁 接線 方 向 界 成分 を 


(8 


i 
PR os の 


三 。 還 。 お よび 太 。。 本 slot の 長 二 方向 と Hl 
と な す 角 を 0。 万, と 万 :, と な す 角 を 々 と する . 
開口 ①, ②⑨ か ら の 入力 を A,, 記 。 と し て と れ が slot 

に 作用 し て , 二 次 お よび 一 次 導 波 管内 に 再 放射 され る 

| 波 の 強 さ を 図 の で と く 4。, Bj; 427。 B,/ と し て と れ 

ら の 値 を まず 求め る . 


$y 


図 6 4 開口 回 路 


Vig. 6—Four-port wave guide network, 


i 


玉 ucw は 前 と 同様 式 U1) で 
| i また , 一 次 導 波 管 側 か ら み た 双 李 子 能 率 

m は 式 (⑲ より m ニ ーー 々 MH と な り 式 12) と 同じ 
で る し か し て 如 の ご 次 導 波 管 に お ける を *。 お よ 


スッ 
F 


Ko が 0 を 0 と すれ は 


i と る ら 5 に 式 (8) の Oe ro(2) は と の 場合 
次 油 放 答 と も 同 一 断面 で それ ぞ れ 円 信 江 


5 潤 に な る と れ よ り 式 UD, 1 の 4, (27) 
) (CE し て 4。, B。 が 求まる 、。 す な わ ち 


科 0 (28) 


“2 | Se —@) 


て 半 


; Fcose} A,+ lor rsa — 3) 


A 


a os a + co0s(20— -@\B ’ 


| [f ja + (1 5 ees & 


Ce 


(29) 


*y 
* 


A 


+ CT 
“EN ぎ 
- て $3 >h 
s Fi 
RE 
a Cl 
4 ) 


“ ‘ 
ya 
« 
{ 
Re 


" 1 
! EA 
“ 


入選 正 次 : mamamexv entonne> 


も の と な る 。・ すなわち の 
a の ま a 
A, EC > Jcos20+ 2 a. 
+ lem +s(1-5) + 00s 2 | 
B= 放ち . Gy 


Su=ikle ral1- eosc20-® | 


; > 
” 
A Rt a 


A 


了 A, A 
2 a 
上 flere+ 8 6) 
6° 
+ っ C0 eB, | * 
つき ぎ に 4 選 ,′ を 求め る の で ある が , Slot を 一 次 導 : 
波 管 男 か ら み た 双極 子 能 率 は 式 (9) より m=z MH 
と な る の で , と の 式 と 式 ロ 2) を 比較 すれ ば 判る て 
く ’ 2 BB.. は 式 7) の a B, に 一 符号 を つけ た だ A 


+ cos 2 sa, + iral1-5 eos2 0 


8° 
+ ] 

3.1 の 場合 と 同様 式 (29),(30) より , と の 回 路 の S- 
行列 の 各 要 素 の 値 を , つぎ の よう に 書き 下す こと と が で _ 
きる . | 
Sr Pa CA 

fe A 
Sua= —jk{er +o(1-5) + eos29| 
ia Te kira(1-5 eos20+ 3 : 


cos 2 Rt ) A 


Sr ji ra(1- 5 eosc20 マ 
+ eos «| 
snes 
+ cos(20- -®} 
Sua=jkleren + es cos a 


osca0-a) 1 


" 6 S 注 の 値 は , ⑧ ④ 端 を 入力 端 と 
考え て 各 端 子 に 再 放射 され る 波 の 強 さ を 求め れ ば 良い 


の で ある が , と れ ら は 図 6 よ り 明 か な ど と く , Sw 

aC つい で は 式 C3) DS Ss Sai Su 
の 6 の 代わ り に (g-0) を , Sas。 Sa, Ss: に つい て は 
01) US Sa 8 OO の 代わ Ce-) <: な 
代入 すれ ば 良い わけ で ある . し た が っ て 


8 0 
S.-ijklerern + a3) | と な る 。 た だ し 聞 准 面 は 双極 子 中 心から た a * 
4 : 2 0,1,2…) と する た が び たび 述べ る で と く 13|<0.1 と 
弄 + 00s(20-2@) | し て 2 以上 の 項 を 無視 する と 式 3 (32) は つき の 
NE ER よう に な る . 0 
る ーjkCe +8) 1ー 浴 (1-+dcos 20) jkte "+8'cos(29— EY Fkle 1D +8 Cos} KX = 
= 1—jk(1+8 cos 2 0) — jkCe™" +8) jktei G0- L$cosd} jklel"+8cos(20— a)} | WY 
3 jkle +8 cos( 20—@)} jklei DN +8 cos Gy} —jkte’ 0 30} 1 一 涼 1+8 cos20) NR 
jk(e iN +8 Cos Ey Fklel"+8 cos(20—&)} 1— —jkll+8 cos20 =kte’ i) 3 A 
33 が 
| さら に 設計 中 心 周波 数 で は 8=0 と し て , ev 2 
ーー oe jke jke-100-° 3 
i て p020 poi (20—@) hei® i - 
” SG=0 = EE Cees iat C34) < 
て RD jkei 1C 湊 hg A 人 3 


Be - M 
Es GD~ GY が 求め る 式 で , と れ に より 図 6 の 回 路 
の 動作 が 完全 に 表わさ きれ た わけ で ある 2 つの 導 波 管 
| か 行 あ る い は 直角 の 特別 の 場合 は 。 上 式 に お いて 
rr | 0 あるいは c= と する と と に よっ て , 一 剛 簡 単 


な 式 と な る : 
* (31)> 4 の 信 泊 性 に つい て は 3.1 の 場合 RR 


i a tt 4 だ 程 
p を が 無限 小 の 極限 に お いて 誤差 0 と な る . 
前 と 同様 式 GD~ GY は ょ る 1 の 条件 - 


, 0 3) 


導き 出す と と が で きる に 
- 0 月 ら か に する た 


nt gion dre et de EE 


折 ie 久夫 に その 近 ー 


a 


N し た が , て れ か . ら 2 R 


Ri 


ec A ri(1- ラ 5) 
2 
ON 0 
! COS 40= ®) | 


Su=Su=l—jklira(1-5 eosC20 


06° i 7 交 
2 ‘ Cm 
+ . 


eR 。 
Gd) 2 開口 回 路 の 場合 。 導 波 管内 の 円 創 波 磁 界 の 

| | 中心 に その 面 内 に 磁気 双極 子 の 向き が ある ど と k 
! 子 を 挿入 し た 場合 ,Suu, Szz の 位相 は 双極 子 の 向き 0 
擬 還 し て 変化 する が , Su の 位相 は @ に 無 関 作 じ 一 定 。 
で ある . し じ か も , と と の て と は 波 管 所 画 の 形状 お よび 
伝 ぽ ん mode の いか ん に か か わら ず 成立 し , "また 式 
(229 よ り 判 る で と く 9x0 の 場合 に も 近似 交 に - 
と と が 成立 つ * < 
⑫ 4 開口 回 路 の 場合 2 SW を 
幅員 導 界 の 中 必 に 設け た Slot 形 玉 格子 で 結合 
た 場合 , そ の 8S- 行 列 の 対角線 上 の 要素 の 位相 は 
の 面 き 9 に 比 還 し て 変化 する が 。 その 他 の 要素 の 
相 は 9 K 無 関係 に 一 定 で ある し か し て , と の 
導 波 管 断 面 の 形状 お よび 2 つの 導 波 管 の 交叉 角 K 
A iia また 式 33) より を な で を 


nes ere 


‘; A 3 の : ) で 
i 


+ 3 i て ; nh- 
ame miatame sm: 0 
; REE TS 
放 路 素 子 と し て 定義 する と と も で きる 。 と な る これ に 対し て 図 4 の 回 放 は 式 5 で 
3.4 新 回 路 素子 の 定義 れ , Si Saz が 6 K 関 係 し , Ss は の に 押 関 人 0 
3.4.1 反射 形 移 相 器 の 定義 従来 の 移 相 器 は る すなわち 反射 波 の み 9 K 関 係 す る ・ そ と で 式 23) 「 
すべ て 通過 波 が 移 相 され る も の で あっ た . すなわち で 表わさ れる 回 路 を “反射 形 移 相 器 ” と 定義 し て み 」 
| S- 行 列 で 表 わ せ ば | た . つぎ に , と の よう な 回 路 の 等 価 回 路 だ どの よう に 
に OS | な る か 考え て いる . まず 式 (23) を つぎ の ど と く 変 形 
A s-| 0 (35) | 
Se | する . 


jhe + 9 0 PD Lh 引 0 | ¢ 
Sa=v= jkei™ 0 1+ A 0 ha 36) 


* \ (36) は 基準 面 の 移動 を 表わす 式 と な り , その 等 価 回 路 は 近似 的 に 図 7 の ど と く な る . これ より , 図 4 の 回 路 
‘0 を 変え る と と は , 中 央 に 大 き な 有 が 接続 され た 四 端 子 納 に お いて , 有 の 位置 を 左右 に d= ( 導 波 管 。 


- 


で は d= 2 FR だ け 移 動 す る と と に 等 価 で ある と と が 湖 る. し た が っ て , S31。 S22 の み 9 に K 関 係 し ; Ss は .@ # 
kc 抽 関 座 で みる こと も 容 兄 に 理解 きれ る 、 - 
0 3.4.2 位相 方 向 性 結合 器 の 定義 。 従来 の 方 向 性 結合 器 は , その 理想 状態 に お いて は 次 式 で 表わさ れる 。 
話 - だ し 太 寺 +g* 三 1, g : 結合 係数 


5 RE RO SO 
0 (37) る 
EC EE pn CUG rd =O 
一 方 図 6 の 回 路 の ぷ は 式 (34) で 与え られ る が ), SE es 
ec O13, S14> S25> S22 の 値 じ 着目 する と , Fig ei ts oe ot s 
- 辻 て Sis 3 9 0 ; 
37 含 : (8 
0 の 給 は 4 (38) 
9 jke-i“ jhe _ 
式 (34) の 場合 : 際 |- tae jkei* | (39) 


一次 沙 六 管 に 分 岐 する 流 に つい て 言え は 従来 の 方 向 性 結合 器 が 振幅 に 関し て 方 向 性 を 有する も の で あ :0 
対し て , 式 (39) の 場合 は 振幅 は すべ て 同じ で , 位相 項 が 6 に 関し て 方 向 人 性 を 有する も の で ある と 言え る . 
か ら 式 (39) で 表わさ れる 回 路 を “位相 方 向 性 結合 器 ” と 定義 し て みた な お 式 (3 の 8S, Sn, Sias = 
Ss に 着目 する と と れ は 式 (23) と @ に 関し て 同じ 関係 に ある の で , 図 6 の 回 路 の 各 導 波 管 は , その ま 8 
4 ; 5 し た 反射 形 移 相 喘 と な る と と が 判る . と れ は 非常 に 便利 な こと と で ある . > 
っ ぎ に 式 (34) の 等 価 回 路 を 求め て みる 、 ま ず 式 (34) を 変形 し て , 


< 
1 
0 


6 ar 0 "ーー 多 1- 涼 AT 0 0 
OO 0 0 1— —k Fk RO 0 0 Se 
EO 0 2 0 Ok Rk oN 0 0 
Ne 村 の 1 0 0 4 (0—a) 7k Rk tb ーー ーー 0 0 0 s ei0-m で 


0 舟 G0) も また 基 准 面 の 移動 を 表わす 式 と な り , その 等 価 回 路 は 近似 的 に 図 8 の ど と く な る .。 と れ よ ye 
路 で ) 0 を dry te を ゃ 非常 に 小さ な で C で 結合 し た 8 端子 綱 に お いて , C Es 


a ( 導 波 管 で は d=-2 邊 の だ け 移 動 す る と と KK 相 当 す る と と が 判る 、 と れ よ り Ss: GG=1,12, 3, 
5 2s の 位相 は 9 に 関係 し , Siaz。 Ss) Sa Ss の 位相 は 9 に 無関係 で ある と と が 府 衝 に 末 きれ る 


で \ 


広帯域 位相 方 向 性 結合 器 な 
いて 位相 方 邊 暫 結 合 を 定 議 し た が @ が いか な る 値 の と き 最 も FR RT cc cei 
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tr ' 
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図 8 図 6 の 等 価 回 路 


Fig. ‘8—Equivalent circut of Fig. 6. 


当 する . いま 一 次 導 波 管 に 分 岐 す る 波 の み に 着目 すれ 
] ば , と れ は 厳密 に は 式 (29) で 示さ れる の で , さら に 
B,=RA,=|Rle77・A。 として, 一 次 導 波 管 の 片側 に 自 
。 乗 検波 器 を 他 側 に 無 反 財 終 端 を 接続 し た 場合 の 検波 名 
出力 を 求め ある と つぎ の ど と く な る . た だ , と の 際 〆 の 
衣 任意 の 値 に つい て 求め る と と は 非常 に 複雑 で あり 。 ま 
| た , 位相 方 向 性 結合 器 の 物理 的 意味 か ら , c= の 
と き , 最も 広帯域 と な り , &¢==0 の と き 最 導 帯 域 と な 
る と と が 推 穴 され る の で , と の 2 つの 場合 を 特に 比較 
する . 
|] Gu c=0, すなわち 2 つの 導 波 管 が 平行 の 場合 : 
| 有 図 6 の ⑧ ぁ る い は ④ 側 に 自 乗 検波 器 を 接続 し た と き 
Pp の 出力 電圧 を それ ぞ れ Va.ac の . Vz.a= の » と すれ ば , 
式 (29) お よび Bj 一 RA, より つき ぎの ど と く な る . た 
] els iamu. hk tmaneT? 
ee = A a pp 
き a=0) = ki Bca-0 | EE GN 
“+2R|cos( 20+m +28|Rlcosn7 (41) 
+28cos 20+28|R|* cos 20 
ED 


sw” 


Kk a _ 
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Lk < 


I 
; Vea =2k A [Rlcost2 x(2 i 
ーー + 維 +8cos2 rz(2p)t 


(42) 
NE Rieos2aC2p 
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ur A 


"iy pa rr 
rn, 
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ー 放 管 を 下 交 きせ た 場合 に 。 最も 広和 折 信 を 有する と 3 


Me 地表 流 管 の 才 合 の 記章 
位相 方 向 性 


「y 


"hh 


+2|R|cos(209+m) 
—6°|R|sin 7*sin 2 0+0°sin’ 20 


i + RI* sin*20+28 (1-5) 


|R|sin 20-sin(20+m} (43)_ a 3 


Vann =2 kk lA IRlcost27(2DIAT 


ーー IR| sin nsin 2xz (2p) | (44) 0 

式 (42) と 式 (44) を 比較 すれ ば 83 の 影響 は 後者 の 方 上 
が は る か に 小さ いと と が 判る . すなわち 太 を 負荷 の 
複素 電圧 反射 係数 と し て Vea=o> Vea=x7a。 を 反 貢 係 数 
測定 に 用 いる 場合 を 考え る と , 式 (42) の 場合 は {} 
内 の 第 1 項 が 必要 項 で , 第 2 項 は 残留 反射 成分 大き" 
さめ と な り , 第 3 項 は 学際 準 (最大 で RIx1009%9) 
と な る . 2 
と れ に 対し て 式 (44) の 場合 は , () 内 の 第 
必要 項 で , 第 2 項 が 必 誤 差 (最大 で っ X100) ! } 
り , 残留 反射 成分 は 完全 に 0 で ある . すなわち 式 ( 
の 場合 は 18|=0.12 の と き で も わずか に 0. 72% ¢ 
誤差 を 生ずる の み で ; 残 劉 反射 成分 は 全く 0 で あ D 
で ぞ で , 理論 的 に 広帯域 と に わた っ て , VSWR が , 1.0 K 
NN 
以上 の と と か ら 位相 方向 性 結合 器 と し て は 2 つの 導 


が 着る.。 と の 広帯域 性 と 言う こと と こそ, 位相 方 
合 器 が 実用 さ 可 ま よら. に 好 特 た 最大 の ゆ えん で あ 


4. 実験 結果 ; 
前 述 の ご ど とく 位相 方 向 性 結合 器 は 2 つの 


=) 
i sphase directional-coupler for 
s _rectangular wave guide for 
Me: at wide freq. range. 


| Slot が 高速 
| 度 に 回 転 で き 
に る さよ うに な っ 
いい な お 
放 < この と さき の 結 
| 合 係 致 なの 
計 > 値 は 式 a8) 
| その まま で な 
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び Slot 御 

の 共振 の 影 
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py rt 


i V2 


} < く て , Slot の _ 


"a = 

ee 2 
ve)) 
4 
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4 Cmm) la 


数 碧 で の 設計 値 を 示す 1 の で は 
と も と づい て 6 Ge, 11 Ge 碧 で 試作 し 結合 係数 
| し た 結果 は 表 2 の ご で とく で ある .( 導 波 管 寸法 , 

本 よび z ヶ 。 の 値 は 図 5 に 示し た 通り で 
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図 10 図 9 の 回 転 Slot の 構造 
Fig. 10—Construction of rotatable 
slot of Fig. 9. 


To 
x M sin 


4 -20 log,sk = 20 lg 


(45) 


Gr > と ずる ) (46) 


Ce は Slot の 共振 波長 で 醒 錦 形 の 場合 は な を 
に 予測 する と と は 困難 で , 式 (46) の 値 は 大 約 の - 


表 1 結合 Slot 部 分 の 設計 値 
(mm)| v(mm) | Pu |M=gpul 


0.087 391.0 
0.09 
0.09 ; 


さき な も 4 


貸 値 ) は 式 (45) か ら 求 め た 値 で ある ・ 
a K の 値 は 計算 値 と 実 値 と 良く 合 


DS て 


。 土屋 正 次 : tne eeronne ov C 0 


” な お 文献 (10) の 式 ① 中 の i 54 の 値 は 1 
電 Q+8cos 2 の } に K 困 正す る. 


2,(mm)| rs(mm)| Dmm) _ 


RR 


# 
EE 
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表 2 CR 
結 合 係 - 数 KdB) = a 
FMco) 3,700 | 3,950 
K (計算 値 )GdQB) | 一 46.7 | 一 46.1 


f(Mc) 
た K (計算 値 )(dB) 
K (実測 値 )(dB) 


FM 


K (計算 値 )CdB) 
K (実測 値 )(dB) 


の < 


周波 数 帯 | 


4,000 Mc 


6,000 Mc 


10,700 
—44.9 
ーー44.7 ト 


アテ 舞 き れる 刀 りー 
が 確認 きれ た の . 本 
さら に , と の 位相 方 向 性 結合 器 を 用 いて 各種 の イ > 
ピー ダン ス 直 視 装 置 の 実験 を 行なっ た が , その 結果 の 
概要 は 既に 文献 ⑤) ~(10) に K 発 表し た ど と く で あぁ ある. 


5. 結 -. 言 < 
以上 論じ て 来 た で ごとく 2 直視 装置 の 実現 を 目的 と 
し た 研究 か ら 出 発し て , 導 波 管 回 路 に お ける 双極 子 の 
作用 に 関し て の 新しい 原理 を 見 出し , これ に 基づい て 
新 回 路 素 子 と し て 反射 形 移 相 器 お よび 位相 方 向 性 結合 
Cs つい て 理論 的 根拠 を 明らか に し 
・ そ し て , その 一 般 式 お よび 設計 式 を 述べ , また 実 
ds り 理論 的 結論 の 正しい こと を 確認 し た と と に つ 、 
いて も 記し た . の 
か く し て と の 新 回 中 素子 を 用 いる と と に よっ て 初 」 
期 の 目的 を 完全 に 達成 する と と lt 
が で きた わけ で ある が , と れ ら 5 ド 
新 素子 の 著しい 特徴 に よっ て 今 。 
0 後 。 きら に 多く の 利用 , cm | 
9.0 。 が 見 出さ れる も の と 思わ れる . 
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の 設計 規準 を うる た め に , 接点 チャ ッ タ の 起こ ちら な 

先 に 自由 度 1 に 近い 振動 系 が 固定 接点 に 
5 利用 し た 接点 ぼ ね , すなわち 曲げ 接点 ば ね, 
有 件 が 存在 する と と を 実験 的 に 確か め た 結果 , 


接点 ね が 実現 し うる 接点 チャ ッ タ の 起こ ら な い 上 限 は , ば ね 材料 に 
」 “ね の 寸法 に よっ て 定まる と と が 判明 し た . 振り 曲げ 接点 ば ね は 高速 継電器 に 
. で 了 大 近 括 速度 は 貼 げ 接点 ば ね に 比 し て は る か に 大 き くす る と を が で きる 


まき 
継電器 の 動作 , 復旧 時 に 生ずる チャ ッ タ は 接点 寿命 
を 短く し , また それ ら を 含む 回 の 信幸 度 を 低下 せ し 
て 有害 で ある ・ 継電器 の チャ ッ タ は 接点 ば ね , アマ 
の その 他 の 可動 部 分 の 衝突 振動 に 起因 し て 生じ 


で ある と と で は 特に 接点 ば ね の 衝突 振動 に より 


チャ ッ 2 タ に つい て 考察 する ・ 接点 チャ ッ タ を 少 
7 こめ に , 接点 ば ね に つい て 考察 し た 文献 が あ 


接点 チ ャ ッ タ の な い 継電器 を 実際 に 設計 2 


で あぁ る. と の 報 告 は 接点 チャ ッ タ の な 


SO 体 釣 設計 質 料 を うる た め に , リフ ト オ 


non 

), それ を 基 条 と し て , 接点 ば ね の 中 
3 Kk し た も の で あぁ る. と 
の 振動 系 と 固定 接点 と の 衝突 


次 式 で 定 壮 さ れる 近接 速度 係数 ーー 


度 1 
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要約 うさ 3 9 穫 の 抵 細い て 捧 大 チャッ を 防止 す る 立場 か ら 接点 ば ね を 到 計 する 老人 3 
、 限 界 条 件 を 実験 的 に 求め た も の で ある . 

メー ク す る と き の 接点 チャ ッ タ 
な ら び に 毛 り 復元 力 を 利用 し た 振り 曲げ 接点 ば ね に つい て も こと の よ うな 0 
自由 鹿 1 に 近い 振動 系 の 場合 と ほぼ 同様 の 結果 を 示し た -. 


ーー 様 の と と が 考え られ る 
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-k, 


終止 の 条件 を 示し た の . er 


と れ に より 曲げ 
よっ て 定まり , 振り 曲げ 接点 ば ね は ば ね 材料 と ば 
適し た 特性 を 有 し , 接点 チャ ッ の 起き な 


KK を 尺度 に と っ て 接点 チャ ッ タ を 考察 し た の . 
R= EE 5 
8 。: 振動 系 の 衝突 直前 の 速度 


I 
と て と に, 


Microwave antenna theory and 7 


“A { 
きま 


+ 
s* 


“Determination of aperture para- 


8 
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we 


fo : 振動 系 の 押付 距離 (振動 系 の 自然 平 


衡 点 と 固定 接点 の 距離 ) 
ーー : 振動 系 の 第 1 様式 振動 角速度 
実測 の 結果 に よれ ば , 1 自由 度 振 動 系 と し て , 
ブロ メー タ を 用 いた 場合 
っ が K<0.05 で あれ ば チャ ッ タ は 終止 し 
継電器 接点 ば ね の チャ ッ タ に つい て も 前 記 と : 
リフ ト オ フ 形 2 継電器 の 
ね の 例 と し て , 一 端 固定 円 形 一 様 断 面接 点 ば ね ¢ 
画 げ 接点 ば ね と 称す る ) お よび 一 端 固定 円 形 一 
銘 形 振り 曲げ 接点 ば ね (以下 振り 曲げ 接点 ば ね と ; 
る ) を 用 いて , リフ ト オ フ 形 動作 に お ける 技 点 ば ね の 
チャ ッ タ 終止 の 実測 を 行ない dE 
曲げ 接点 ば ね に お いて は Kr0.040° 
振 y 曲げ 接点 ば ね に お いて は 
(曲げ 接点 ば ね で 


0 ] 


CE と が 確か め られ た . 


-L 
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。 その 折 動 系 の 定数 に か か わ 


Kser=0. 0 , ンー 


i 
large "a 


継電器 の 接点 チャ ッ タ に つい て 0 
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いて 表わす , 以下 同様 と の Kc。, の 値 は 式 1①) か ら 
わか る よう に , リフ ト オ フ 形 接点 ば ね が チャ ッ タ な くさく 
閉じ る た め に と りう る 近接 速度 の 最大 値 を 与え る も の 
で , 接点 ば ね 設計 上 極め て 有効 な 最 で ある . と こと で は 
KA。, を 臨界 近接 速度 係数 , また K。, に 対応 する 近接 
速度 を 、 ぼ -。]w- と いう で ど と 記す る. 

実測 に よれ ば .KK。, は , ば ね の 形式 に より きま る 定 
数 で , その 寸法 材質 に ほとん ど 関 係 し な い . し た が っ 
て 了 臨界 近接 速度 [し 。]er を 大 きく する に は ば ね の wf£。 
を ゃ 大 きく し な けれ ば な ら 如 .- と の 値 は ば ね の 形式 お よ 
び ば ね 材料 の 疲労 上 の 許容 応力 q。 に 関係 し て きめ ら 
れる . 前 に 述べ た 曲げ 接点 ば ね お よび 振り 曲げ 接点 ば 
ね に つき 臨界 近接 速度 の 極限 値 を qg。 に 関連 し て 求め 
る と , 振り 曲げ ば ね の 方 が は る か に 有利 で ある . 

目 述 の 結果 は 実際 の 継電器 に も 有効 に 適用 する と こと 
が で きる . 

最近 , 高速 度 , 高 信 頼 度 の 継電器 が 要望 され た に も 
か か わら ず , 無 チ ャ ッ タ 接点 ば ね の 設計 法 が 確立 され 
て いない . と ここ と に 得 ち られ た 結果 は , それ ら の 目的 の た 
め 有 効 な 手段 を 提供 する も の で ある . 


2. 接点 ば ね の 基本 特性 


どこ と で は 図 1 (a) (b) に 示す 曲げ 接点 ば ね お よび 振 
》 り 曲げ 接点 ば ね の 基本 的 特性 を 簡単 に 述べ る ・. 


RY 


1 


(dQ) 曲げ 接 天 ば ね (b) 兵 り 曲げ 接点 は ね 
図 1 曲げ 接点 ば ね お よび 控 り 曲げ 接点 ば ね 


Fig, 1-Shape of cantilever spring and of 
torsional spring. 


2.1 曲げ 接点 ば ね 

周知 の ょ うに , 図 1 (a) に 示す 円 形 一 様 断 面 曲げ 接 
点 ば ね の 第 m 次 様式 の 規 准 定数 大 示 , 共振 角速度 op 
は つき ぎ に よ り 与 えら れる . 


cos km cosh ーー ー1 2 
ki=1.875, ky;j= 4:694, ド ) 
0 
pm = — (3) 
ea 全長 , see EE: ヤン ク グ 率 
ヵ : 密度 


また , ば ね の 接点 より みた 静 的 スチ フネ ス ss, 接点 


| の 変位 5 に 対し て ば ね の 固定 端 に 生ずる 最大 応力 
| <a は , それ ぞ れ つぎ に より 与え られ る . 


8 人 
Tt 2 yn 


Ir Ed 

a 6 Yo 

CK, ype=Zbells, 

zpe は 固定 端 よ り 接点 まで の 長 さ 

2.2 振り 曲げ 接点 ば ね 

図 1(b) に 示す , 直角 釣 形 円 形 一 様 断面 の 振り 曲げ 
接点 ば ね で は その 第 次 様式 振動 の 規準 定数 km。 共 
振 角 速度 oz 志 は つぎ の よう に 与え られ る *. 
tany kn 

Vk {93 
・ (cos ky sin h key — Sin k,n Cosh Rn) J 
=0 


i i LE- a A 


ーー 上 (4) 


1+cos kcosh +7 


: ¢: 剛性 率 ,。 ん, : ma 
0 E 
a A る 


規準 定数 km は 式 (5) の 根 で あっ て , > お よび 7 
の 関数 で あぁ ある. と これら は チャ ッ タ 考察 に 重要 で ある の 
で , ka, た a の 計算 値 を 図 2 に 示す .。 また の @zw の 計算 
値 と 実測 値 と の 比較 を 行ない , 両者 は よく 一 致し て い 
る こと と を 確か め た が と こと で は 省略 する . 

1.8 


1.6 
Ns 
束 
es 3 
R 42 8 
- 
\ a 
NI = s 
* N.S 
a NI 
ーー 時 電 Fー+ 二 H 1。 


0. a2 03 05 1 


図 2 振り 曲げ 接点 ば ね の 規準 定数 GD 
(7 と お よび ks の 関係 ) 
Fig 2—Eigenvalue of torsional spring. (computed) 


接点 より 見 た ば ね の スチ フネ ス sz,。 お よび ば ね の 接 
加 の 変位 4 を 与え た と き , 7 部 分 に 生ずる 最大 せん 
断 応 力 rm お よび 2。 部 分 に 生ずる 最大 垂直 応力 qs 
は それ ぞ れ 次 式 に より 与え られ る 

3x Ed! 
の | 
64 1 ye 上 | 


tc 


$+= 


4 dg dias tp ES ® に 
示さ れ て いる 
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i, Yie= Leclls 
zc : 接点 より 折り 曲げ た 部 分 まで の 長 さ 
( 図 1(b) に 示す ) 


* 
S 
に 
- 3. 接点 ば ね の 臨界 近接 速度 の 測定 
3 お よび 臨界 近接 速度 係数 
3.1 測 定 法 
普通 リフ ト オ フ 形 接点 ば ね が 閉じ る と き , 可動 接点 
放 こと 固定 接点 が 衝突 する まで は , 接点 ば ね は カー ド に 支 
えら れ て 一 緒 に 運動 し , 接点 が 衝突 する と 同時 に 両者 
和 は 離れ て 独立 な 運動 を する と と で は , と これ と 全く 同 
滞 様 な 状態 を バイ ブロ メー タ に より 実現 し , 接点 ば ね の 
測定 を 行なっ た . 測定 装置 お よび 測定 回 路 の 概要 を 図 
3 に 示す . 測定 用 バイ ブロ メー タ は 前 に 報告 し た も の 
| と 全く 同じ で ある の .。 図 3 に 示す よう に , 接点 ば ね を 
月 その 自然 平衡 位置 より , &。 だ け 押 付け て 取付 ける ・ 


oe- 


EO 図 3 実験 装置 の 概要 ; 
Fig. 3—Apparatus for spring vibration 
chatter measurement. 
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nn gah て 
下方 に 変位 する . つぎ た 駅 動 電流 を 切断 すれ ば , フッ 
3 接点 と 共に 上 昇 す る ・ 接点 ば ね と 固定 接点 が 衝突 
そ 寺 フック は 接点 ば ね を 残し て 上 方 へ 運動 し , 他 
ね は チャ ッ タ 振動 を 行なう . と の 際 パ イブ ワ ゥ 
自 四 打 動 に 近い 折 動 を 行なう が , を の 周 央 は 
Ce i フッ 


a 1 イル! 1 に 駅 動 電流 を 流し て バイ ブロ メー タ る 区 


ンー と の 全 実測 値 を 押付 距離 &。 に 対し i 


し た 初期 変位 の 電流 に より 変え る と こと が で きる . ま 
た , 衝突 直前 の 速度 の 測定 は バイ ブロ メー タ 々 の \ 
2 の 請 起 電圧 に より 行なわ れ た . コイ ル 1 の 電流 切断 7 
に より , コイ ル 2 に 誘起 する 過渡 電 圧 は , 実測 の 結果 7 
に よれ ば 約 400 zs 以内 に 消滅 し , 駆動 電流 切断 より 
接点 の 衝突 まで の 時 間 2~5ms) に 比 し て は る か に 
RA INDO 
を 生 し ない. 
チャ ッ タ に と も な う 接点 の 開閉 は 前 報告 の と 同様 に ー 
し て 接点 信号 の 測定 に より 行ない , 接点 の 電気 接触 を 々 
良好 に する た め 接 点 の 清浄 に は 充分 注意 し た . ‘4 
3.2 測定 結果 と バ 引 
3.2.1 曲げ 接点 ば ね 上 述 の 測定 法 に より , 図 こ 
1 Ga) に 示す 曲げ 接 点 ば ね に つき 定 し た 結果 を 述べ 
る . dg=0.05 cm, な =7.0 cm の 洋 白 ば ね に お いて , 抹 細 
点 位 置 ye : 0.77,0.97, &。 : 0.24cm, 0.32 cm, 0.4em 
の 場合 , 衝突 直前 の 速度 。 を 変化 させ て , 接点 ば ね 
の チャ ッ タ 回 数 5* お よび チャ ッ タ 時 間 凌 ぁ を 測定 g- 
し た 結果 を 図 4 示す. 図 の 各 点 は ye=0.77 の 場合 。 
の 実測 値 , 実線 は その ほぼ 平均 値 で ある ・ また %e デ 0 
0.97 の 場合 の 平均 値 を 点線 で 示す ・ 図 か ら 明 ら か な 3 
よう に , Ks が ある 値 KK5.er. 以下 で は 全然 < ツ 2 
RC RR EC RY 共に 増加 する 
点 位 置 が 異な っ た 場合 , Ks>K5.er. に お いて の は 
0c=0.77 (計上 選ば ね の 第 2 哲生 人 式 の 節 扇 の 方 が 
ye=0.97 に 比 し て 急激 に 増加 す る が が, 5 0 び 
Kp.er. は ほとん ど 同 じ 値 を 示し て いる ・. oR 
きら に ば ね の 寸法 諸 元 (4: 0.045~0.1cm。 な : 5 
cm, €, : 0:2;-0.3;, 0.4em, ype : 0.97, 0.77), 旨 
洋 白 ステ ン レ ス を 種々 か えて 同様 の 大 定 を 行 な ! 
界 近接 速度 [Jper を 求め , と これ に より Kser 
紅 b RN 


eZ EE RUNONRG LS 
材料 : 洋 白 , 図 (b) は ステ シン レ る で あ %73 図 中 実 
は 多め 変動 し て いる が , 材料 半 で は ほ と だ ど 療 
<, 両者 と も &。 の 増加 に 対し Kser は や ゃ や ゃ や 減少 
向 で あぁ る. また 線 径 @ に 対し Kser の 関係 は d 


_。* チャ ッ タ 回 数 は 接点 の 閉じ る 回 数 で 表わす - 嘆 ペ 
接点 ば ね が 全然 は ね 返り の な いと き は ヵ =1 (チャ ッ 
し ), は ね 返り 1 回 は ヵ z=2 以下 同様 . 
 ** チャ ッ タ 了 時間 は 第 1 回 の 衝突 時 刻 よ り 接 虚 チ ャ ッ タ 
_ わる まで の 時 間 に , 接点 ば ね の 第 1 ER oi 
GRY 以下 同様 . の 


Ct At PNG 
隊 A i 
> 3 

» 


。 加 に より Kjer も や や 増加 の 傾向 を 示す 。 し か し と れ 
|。 ら の 関係 は 実測 値 の 変動 の 割合 を 考え る と Kser は ほ 
| と ん ど 変 わら いと 考え て よい 。 さらに, 図 4 え か ら も わ 
EE Litt 
も , ng は 213 個 増 す 程度 で ある .。 し た が っ て , 曲げ 
接点 ば ね に お いて , ば ね の 寸法 , 材料 が 異な っ て も 
3 K;er=0.04 (8) 
と し て ※ し っ か えな い 
3.2.2 振り 曲げ 接点 ば ね 図 1 (も) に 示す 振り 
khicos. その 寸法 諸 元 を 変え て 前 と 
| 同様 な 別 定 を 行なっ た 結果 を 図 6 お よび 表 1 に 示 
]「 す ・ 図 6 は K, の 変化 に よる mr, 7, の 変化 の 様子 の 
一 例 を 示し , 表 エ は 各種 実験 条件 に つき 求め た Kye 


C99 


006 008 


ーー チャ ッ タ 回 二 Zz 


i a 
有 | 」 図 4 チャ ッ タ 回 数 お よび チャ ッ タ 時 間 
の 人 K 義 0 
Fig. 4—Number of contact closures and 
duration of contact chatter as a 
_function of Ky. (observed) 
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伊 導 義 一 , 凍 財 護 た 清水 = EEO? +» 2 


系 
図 6 チャ タス 回 数 お よび チャ ッ タ 時 間 と K, om Gao 


Fig. 6—Number of contact closures and duration 0 St 
as a function of Ky. hare oct ret 9) (observed) ¢ 
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3 6 pt 
の > 

SN 

と な る で 

OpiEo を 大 き く する と こと が で きる ろ る ので, Re が 小さ < 


ペペ も Es を ゃ 非常 に 大 き くす る と て と カ が > や で やき お その 


一 例 と し て , 表 1 に 示す 試料 番号 5 と に お いて 06= 


66.7°, の 場合 接点 信号 の 実測 例 を 図 7 (a) (b) に K 示 


す . (a) は 臨界 近接 速度 [6_。]zer=45 cm/sec で 衝突 
する 場合 で , ーー 


チャ ッ タ を 許せ ば 衝突 速度 を 著しく 大 きく する と と が 


| 
Er EE Sm ee 


医 菩 四 画 還 選 

mE に トド 
吉日 由 画 硬 画面 画 画 画面 画 

mm 時 還 男 画 琴 画面 画 画 
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(a) 貫 : 洋 白 
好ま :0045,005,00 
008 ,0.1cm 


006 


SS 恒 議 院 吾 御 
em 


直 半 : ルス v ' 
区 まま: 0045, 0055, ao8em a 3 St 
W y sw 


< 
図 5 押付 距離 と な の 関係 (実測 値 ) こ 


et spring. (observed) Cn 


ーー チャ ッ タ 時 向 Tt 


(寸法 諸 元 は 表 1 試料 番号 5) 


0 で ある . (b) は さら に 速度 を 増し A 
て [ば _。]+=69 cm/sec で 衝突 する 場合 で , 3 個 の 接点 
パル ス が 見 られ zz 一 3 で ある .。 し た が っ て 。, 数 回 の 


: 

画 器 較 器 紅 四 菩 中 旨 計 必 衝 トー 
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ek 


計 
Fig. 5—Coefficient of critical closing velocity of “ Re Nl 
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: 

, ) 

a 接点 ねじ り i 

| 補 線 征 長き | 失 位 上 棋 還 雷 還 Eee Kua 
号 | Cem) [aCem)| wie 190CR EoCem) @ a 

| 0.032 | 1.83 | 0.95 | 55.9 | 1.71| 4.2 28.6 | 0.022 

、 (150)+ 73.1|2.25| 5.4| 46.0 | 0.027 

に 

3 26.4|0.80| 4.8| 17.6 |0.024 

, 53.4 |1.63 | 9.7| 40:5 | 0.027 

3 1.87 | 0.95 i bya: 

0.026 

境 

0. 1.87 | 0.95 | 26.1 | 0.97 | 76.2 | 53.0 | 0.035 

“ 870) 

ああ" 

: 0032| 102| og6 |37.1| 0.56| 5.4| 22.5|0.021 

(1898) 66.7|1.00| 9.6 | 45.0 |0.024 
。 103|o0.g7 |30.9|0.48 | 10.8 | 31.3 | 0.027 
_ 56.8 | 0.88 | 19.9 | 54.3 | 0.026 
7| 0.05 | 1.02 | 0.88 | 36.8 | 0:58 | 31.6 | 60.3 

(2966) 


ey + : 第 1 共振 角 可 度 の Aa, *・ 計算 に よる 値 , 
材料 : 洋 白 ム =6 cm ( 各 試 料 ) 


ei 
ER 


: 3 (b) 近接 速度 69 cm/sec. 
] 図 7 振り 曲げ 接点 ば ね の 接点 チャ ッ タ 
に (実測 値 ) 


トト Fig. 7—Contact chatter of torsional spring when 
= closing velocity of spring is 45 and 69 
emlsec. (observed) 


i A 
! Ot 式 る よ ょ うに 莉 
速度 Cle を 大 きく する に は a@&。 を 大 きく 


:。 の 和 ct で あ 


> ト オ フ 形 接点 ば ね の 最大 。 


る 値 で , ほぼ 一 定 値 と 考え て 差し つか えな く , じ か も 
6。 る f。 で ある し た が っ て , 《。 を 無視 じ て , @ ゐ 6 の 
許容 最大 値 を 求め , [も 。]。, の 限界 値 を 求め る こと に 
する . Ms - 
4.1 曲げ 接点 ば ね 

ば ね 材料 の 疲労 耐力 上 の 許容 垂直 応力 を 95 と すれ 
ば 曲げ 接点 ば ね の os:&。 の と りう る 最大 値 は 式 ③) 3 
(4) より 求め られ る . と れ を 式 (1①) に 入れ る と ,! 臨界 
近接 速度 は つぎ の よう に な る . 


3 生生 (10) 


上 式 右 辺 は , ば ね の 寸法 に 無関係 な 定数 と な り , と 
れ が 実用 に 耐え る 曲げ 接点 ば ね の 近接 速度 の 理論 的 限 " 居 
界 を 与え る . 上 式 よ り 明 ら か な よう に 障 界 近接 速度 の 「 
改善 は ば ね 材料 の 改善 以外 に あり 得 な い . た と を た ば 洋 
白 の 曲げ 接点 ば ね に お いて , 材料 定数 を 戸 = a 
10'kg/mm’, p=8.48 g/cm’, 5=30 kg/mm’, と し 35e 1 
—1, Kier=0.04 と すれ は ば [Esoerea=20.8 cm/sec i 
な る . 
曲げ 接点 ば ね の 接点 に お ける 接点 荷 軍 Poe は 式 ④ 
に より 
P=€55= eg < 

と な る . 所 要 の Psp。 を 実現 し た と き ば ね の a 
gg。 に な る よう に ば ね の 設計 を 行ない さえ すれ ば 臨界 3 
近接 速度 の 限界 値 が 得 ら れる . 。 
4.2 振り 曲げ 接点 ば ね ・ 科 
"ば ね 材料 の 疲労 醒 力 上 の 許容 垂直 応力 を oa, 許容 
せん 断 応 力 を rz。 と すれ ば , @z:&。 の と り 得 る 最大 値 
は 式 (6⑥) お よび 式 ⑦ に より 求め あれ る 0 

9a く 2r。 な る 場合 は , 部 分 の 強 さ に よっ て 定 ま 
る か ら N 


4 I Mt (Ft 
: が 


< Er a 6 vyEp 


ue Co 


か ら 
Ta 7 Ye d ) 
あま 1+3 ; 13 

AE ti1 Ye I a 


TZ RS (2 UD) Ce 
あっ て , 部 分 と 部 分 と が 同時 に 禄 準 破 破 する と 
と に な る 、 通 常 金属 ) ば ね 材料 で は ga<2ra と 考え ら 

れる の で 式 (12) を と っ て よい . た と えば , 洋 自 製 捉 
ー り 曲げ 接点 ば ね に お いて , ム =6 cm。 = =lem, d= 
_0.032 cm, yre=0. 86, 材料 定数 を E=1. 35x10! kg/ < 


: 芝 0 ee 


A, 


978 伊藤 義一 , 高村 真 夫 , 清水 湧 一 大塚 猫 二 : 
mm’, 2==8.48 g/cm?’, ca=30 kg/mm* "と; Kjcr= 


0.025, G=5x10? kg/mm* と すれ ば , r=8.1, r=0.08 
で あぁ ある か ら 図 2 る より =0.77 と な り 式 (12) はり, 
と な る . と の 値 は 前 に 求め た 
曲げ 接点 ば ね の 場合 に 比 し て 2 倍 以上 に な る . 

振り 曲げ 接点 ば ね の 接点 に お ける 接点 荷重 は 式 7) 
0) 


| a ~ lcac 
tcp a 47 cm/sec 


x ad* 。 
P= St = g (14 
D7 カー ’ 

と な る したがって, 接点 ば ね の 設計 は , 2; 9g。 お 


よび yze を 与え て 式 12) (1 め を 用 いて 行なう と と に 
な なる. これ は yze 王 1 と し た 場合 ) の /Z。 を 与え て , 
(1 ユ 十 37) を 最大 な らし め る 問題 と な る . 

4.3 曲げ 接点 ば ね と 振り 曲げ 接点 ば ね の 比較 

接点 が 先端 に ある 場合 の 曲げ 接点 ば ね と 振り 曲げ 接 
点 ば ね の 臨界 近接 速度 の 限界 値 の 比較 を 行なう . 式 
ロ Q①⑪) こ と 式 12) の 比 を x と すれ ば , yzce 王 sc 王 1 で あ 
る か ら 

CS 6 

Er or x 

Ke/Kscer は 一 定 で ある か ら , 7 と R42( ユ +3 7)/kp1* 
と の 関係 を > が 小さ い <0.1) 場合 に つき 計算 すれ 
ば 図 8 の よう に な る . 図 8 か ら 7z が 大 きい ほど 振り 曲 


4) 


た | を 3 


005 01 


a2 03 05 1.0 0 5 10 20 30 


ーー—~ 7 
図 8 (1 二 37 う / 太 が と 7 の 関係 (計算 値 ) 
Fig. 8—Relation between kp?(1+37)/kys? and 7. 


げ ば ね は 有利 に な る 拓 り 曲げ 接点 ば ね は , 変位 の ポ 
デシ シャ ル エ ネル ギ か を 7, 部 分 に も た せ , 運動 の ェ ネ 
2 層 ギ が は ほとんど 7。 部 分 に し ある と こと を 利用 し た も の で , 
が 小さ く 7 が 大 きい 場合 に その 特徴 が 発揮 され る . 


5. 曲げ 接点 ば ね お よび 振り 曲げ 接点 ば ね 
を 用 いた 継電器 


正 述 の 結果 が 実用 の 継電器 に どの 程度 あて は まる か 
を 知る た め , 図 9 に 示す ど と き 振 り 曲 げ 接点 ば ね を も 
つっ 継電器 を 試作 し , その 特性 を WA 継電器 と 比較 し 
た 両者 の お も な 語 元 を 表 2 に 示す . 

試作 継電器 に は WA 継電器 と ほ ば 同じ 純 鉄 製 磁気 


継電器 の 接点 チャ ッ タ に つい て 


WA 継 利 始 試作 終 筆 傘 
図 9 試作 継電器 お よび WA 継電器 


Fig. 9—Trial made relay used torsional spring 


and present WA type Ielay. 


表 2 接点 チャ ッ タ の 試験 に 用 いた 継電器 の 諾 元 (実測 値 ) 


| 試作 継電器 | WA 弥 電 回 
最小 感動 電力 Cwatt) 0.33 | 0.26 
カー ド ト ラ ベル (mm) 1.5 dL 
接 点 間 隔 Cmm) 0.7 0.85 


接 点 


回 路 を 用 い , 振り 曲げ 接点 ば ね の 寸法 諸 元 と し て 表 1 
に 示す 試料 番号 5 を 用 いた . yre 王 0.7, .0。=40°, で 。= 
0.49 cm, 材料 は 洋 白 と すれ ば , Z。 先端 に お ける 負荷 
荷重 P=5.8g, Z。 部 分 の 最大 垂直 応力 csm=18 kg/ 
磁気 回 路 の 制約 上 , 接点 ば ね を 理想 的 
寸法 に と れ な か っ た が , 速度 と チャ ッ タ と の 関係 を 見 
る 目的 に は と これ で 充分 で あっ た . 試作 継電器 お よび 
WA 継電器 に つき 動作 時 に お ける メー ク 接 点 の チャ 
ッ タ の 実測 例 を 図 10 a) (b) に 示す . 図 か ら 同 程度 の 


組 数 8 トラ ンス ファ | 12 ト ラン ズ フ ァ 


mm* に な る . 


(a) 試作 継電器 の メー ク 接 点 が 閉じ る と き 
運動 時 間 : 3.8 m/sec 
接点 間隔 : 0.73 mm 


(b) "WA 継電器 の メー ク 接 点 が 閉じ る と き 
運動 時 間 : 3.6 m/sec 
接点 間隔 : 0.77 mm 
図 10 試作 継電器 お よび WA 継電器 の 動 
作 時 に お ける 接点 チャ ッ タ (実測 ) 


Fig. 10—Comparison of contact chatter in 


trail made relay and WA 
relay. (observed) 


type 


C 92 ) 


~- 


3 


TTTTTTTTTTTTTT TIT CGT 


昭和 36 年 6 月 電 気 通 


運動 時 間 * に 対し , 試作 継電器 で は ほとん ど 接 点 チ ャ 
ッ タ を 生じ し な いと と が わか る . 


6. あぁ あとがき 


リフ トト オフ 形 継電器 用 接点 ば ね の チャ ッ タ に つい て 
実験 的 お よび 理論 的 考察 を 行ない , 無 チ ャ ッ タ 接点 ば 
ね の 設計 に 有効 な る 指針 が 得 ら れ た . 
を 要約 すれ ば つぎ の 通り で ある . 

1) 接点 ば ね が チャ ッ タ な くく 閉じ る た め に は 式 (1) 

で 定義 され る 近接 速度 係数 太 が ある 一 定 値 

越え な いと と が 必要 で ある . Kcr Oo 

り 多 少 異 な る が , 寸法 諸 元 , 材料 に RRR 

て よい 定数 で , 曲げ 接点 ば ね で は 約 0.04, 振り 曲 

げ 接 点 ば ね で は 約 0:025 と し て よい . 

(2) 振り 曲げ 接点 ば ね の 無 チ ャ ッ タ の 臨界 近接 速度 

は 曲げ 接点 ば ね の それ より は る か に 大 きく する こと 

が が できる. 曲げ 接点 ば ね の 臨界 近接 速度 の 限界 値 は 


その お る も な る ろ る 束 


I i I 
* 運動 時 間 と は メー ク 接 点 が 運動 を 始め ら て か ら メ ー ク する 
まで の 時 間 . 
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材料 定数 より きま る 定数 と な る が , 振り 曲げ 接点 

ね の 場合 は 材料 定数 の 外 ! i . 

上 述 の 臨界 近接 速度 係数 太 。, は 実験 的 に 求め られ な だ 
も の で な お 検討 すべ き 点 も ある が , 無 チ ャ ッ タ 接点 ば 


ね の 設計 に 有効 な 目安 を 与え , また 振り 曲げ 接点 ば ね 
は 高速 度 継 電器 用 接点 ば ね と し て 極め て 重要 で ある 
筆 を おく にあたり, 熱心 な る 御 指導 を 賜 わ っ た 早坂 


寿雄 博士 , 実験 の 一 部 を 担当 され た 松本 社員 お よび 継 
電器 の 試作 に 協力 され た 東芝 富士 工場 の 諸氏 に 席 意 を 
表わす . 
Se 献 
CTRE Peesk,29r. HIN, Wager 
design”’, V. Norstrand (1955). 
(2) 篠原 : “電磁 継 電器 に 関す る 研究 ”, 通 研 実 報 8, 1, 
pil, (1959). ] 
(3) 高村 , 百合 野 , 大 塚 :“ 洞 衰 の ある 1 自由 度 振動 系 の 
チャ ッ タ に つい て "”, 信 学 誌 43, 12, p1440, (1960). 
(4) 高村 , 大 塚 , 清水 : “接点 ば ね の チャ ッ タ 現象 だ つ 
い ぃ て”, 東北 大 継電器 研 9, 1960). 
(5) 伊藤 , 清水 , 松本 : “振り 曲げ 復 合 ば ぱ ね の 振動 ", 昭 
35 信 学 全 大 34. 
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980 海外 論 文 " 紹 . 代 
= 一 一 海 外 論文 紹 介 


巴 s Codes for Non-Independent Errors"’, Trans. 
LRE IT-5,14;-p 150, (Dec. 1959); 


ミミ 隣り 合っ た 誤り を 訂正 する アア 進 符号 に つい て 


| Error-Correcting Codes”, Trans. I.R.E. IT-6, 1 


プ ブール 関数 か ら 多 数 決 論理 式 を 
求め る 誘導 公式 
R. Lindaman : “A Theorem for Deriving 
5 Majority-Logic Networks within an Augmented 
= Boolean Algebra”, Trans. I.R.E. EC-9, 3, p 338, 
= (Sept. 1960). 秋山 答 訳 [資料 番号 5142] 
本 文 は プー ル 代 数 式 と より 表示 され た 論理 回 路 式 か ら 多 数 
論理 回 路 式 を 導く 一 方 法 を 示し た も の で ある . と こ で は 多 
数 決 論 理 素子 と し て 3 入力 の も の を 対象 と し て いる . これ を 
記号 き #"” で 表 わ せ ば , プー ル 代 数 式 と の 関係 は 式 (1 う ) の 
よう に な る . 
AEB4C=AB+AC+BC RU 
を ある プー ル 関 数 , zx を ある プー ル 変 数 と する と 式 (2) 
に 示す 公式 を 導く こと と が で きる . こと の 関係 は 数 学 的 帰納 法 を 
用 いれ ば 容易 に 証明 され る . 


n-1 2n-2 
て プ ; 二 ぶ ll F; 
t=l t=n 


=mslz, CE CI RD 


Cf i Ef ] (2) 
た し 
Ma CVi, Ve; VD= Vi [mV Ve VDD]EV, 
(3) 
msCV;, Ve, Vs) = VV, $V #4V。 (4) 


式 (2) が ブー ル 関 数 か ら 多数 決 論理 関数 を 導く 変換 公式 
で ある . 一 般 に この 変換 公式 を 用 いて 多数 決 論理 回 路 を 設計 
する に は つぎ の 手順 に よれ ば よい . すなわち , 


指定 され た 最短 距離 を も つ 2 進 符 号 
M. Plotkin: “Binary Codes with Specified 
Minimum Distance”’, Trans. I.R.E. IT-6 4, 
=p 445, (Sept. 1960). 戸田 民 訳 [資料 番号 5143] 
「 相 異な る 2 個 の 符号 が , 少な く と も Hamming distance 


' 
ke 


2 を 有する ょ うな , 必ず し も 租税 特 呈 で は な い 一 般 の ヵ条 の 


2 進 符号 系 に つい て 論じ て いる . 

上 述 の 性 質 を も つ 全 て の 2 進 符号 系 の 中 で , 符号 点 の 個数 
が が 上 最大 な も の の , 符号 点数 を 4( ヵ , の で 示す . 組織 符号 に 限 
定 し た 場合 , と れ に 対応 する 数 Cz, の の 性 質 は Hamming 
交 若干 考察 し て いる . 本 論文 で は AC ヵ m, の の 上 , 下限 に 関 


有する 性 質 を 5 個 の 定理 に まとめ て 示し て いる . 定理 の 証明 は 


主として 構成 的 に 行なわ れ て いる か ら , ヵ ,@ が 与え られ た と 


| き - 定理 に 示さ れ た 個数 の 符号 点 を 有する 符号 系 を 実際 に 構 
| 成す る と と が で きる . | 


独立 で な い 誤 り を 訂正 する 符号 系 
N.M. Abramson : “A Class of Systematic 


E B. Elspas : “A Note on P-nary Adjacent- 


C94) 


(i) 与え られ た 要 求 に し た が っ て プー ルル 関数 を 求め ;」 こ と これ 
を 式 (2 う の 左辺 の 形 に 変形 する 

(ii) 式 (2 う を 適用 し て 右辺 の 形 に 変換 する . 

GG〕 求め あら れ た 式 の 部 分 項 が さら に 変換 可能 な ちば , その 
部 分 た に つい て 再び 式 (2 う を 適用 し , この 操作 を それ 
以上 は 変換 で き な ぐ な る まで 続け る : 

(iv) 最後 まで 残っ た And, Or 回 路 は 一 定数 入力 を も つ 多 
数 決 論 理 素子 を 用 いて お きか える . 

た と えば , Full Adder の Sum S$ と Carry だ は 

S=A(BC+BC)+A4A(BC+BC) 

=ACBC+BC)+ACB+C)CB+C) 

= A#(ABC+AB+AC)#C(ABC+AB+AC) 
=A#CA#E BAEC #(AEBEC) 
=A#CAEBEC ECAEBEO) 

K=C(A+B +CCAB) 

=C# (CA+CA)# (CB+CB) 
=A#B#C 
し た が っ て , 図 1 の 2 進 加 算 器 が 理論 的 に 求め られ た . 


1 多数 決 論理 素子 を 用 いた 2 進 加算 器 
(秋山 委員 ) 


また 求め られ た 定理 を 用 いて A(nz, の ⑦ の の 値 を 実際 に 定め 
る こと と が で きる 場合 が ぁ る : その よう に し て 求め た Alz, の 
の 値 を 表 に し て 示し て ある . “( 表 1). 対応 する BGz, @④② の 
値 も 表示 し て いる . 


線形 帰還 形 シ フト レジ スタ を 用 いて 発生 で きる 最大 周期 系 
列 に より , 1 誤り 訂正 符号 系 を 構成 する 問題 は , 2 進 符号 に 
対し て は Huffman① に より 論じ られ , 有 P 進 符号 に 対し て は 
Stern や の に より 拡張 され た 聞 , と と で 紹介 する 2 論文 は , ぞ 
れ ぞ れ 2 進 , PP 進 の 場合 に つい て 1 桁 の 誤り と , 隣接 せる 2 
桁 で の 2 誤り を すべ て 訂正 で きる 符号 の 構成 に つい て 論じ た 
も の で ある . 。 

Abramson の 符号 の 一 例 を 図 1 に 示す . こと れ は 情報 桁 数 


i 
を - \ 


EE Shunt-Peaked Transistor Amplifier'”’, elec- 
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m=10, 検査 桁 数 k=5 の 場合 で , 図 1 は その パリ ティ 検査 
表 で 図 中 zx と ある の 
は , そこ で パリ ティ 検 
査 を 行なう と と を 示 
る の . 表 の yy 
紅 叶 図示 た シマ 
ドジ ススメ で , (1 15 
1。 1) か ら 出 発し た 引き 続い た 15 個 の フリ ッ プ ・ フ ロッ プ の 
内 容 で 定め あめ られる. ws は 全て の 桁 に 対し て パリ ティ 検査 を 行 
な う も の で 容易 に 作れ る . 

と の 符号 系 で は 
誤り は つぎ の よう 
に し て 訂正 され 
る . 受信 し た 符号 


Zz 3 Ls ALe L718 0 Zh bY YY8 


3 | zl zl | zz [zlzlzl | | 


の ペリ ティ 検査 語 LL 芝 | 1zlzl zz| | 
を 作り 。 すさ て の 誠 Zzz|z|zzlz zz を jz 


将 が 0 な ら ば 誤り 図 2 

は な く , そ う で な い 場 合 に は ys が 1,0 で ある に し た が い , 1 
誤り か , 2 誤り か が 判別 で きる . 1 誤り の 場合 に は , 図 2 の 
シフ トレ ジス タ を すべ て 1 に セッ ト し て 動作 を 開始 させ, レ 


ジス タ の 内 容 と パリ ティ 検査 語 の 和 が 人 各 桁 | だ な る まで の シ 
フト の 回 数 を 数 えて , と の 回 数 に 相当 する 和 桁 の 情報 を 訂正 す 
れ ば よい , 2 誤り の 場合 に は シフ トレ ジス タ を 100:… で 動作 
させ , その 内 容 と パリ ティ 検査 語 が 一 致す る まで の 回 数 に 相 
当 す る 桁 と つぎ の 折 を 訂正 する . と の 符号 系 は , その 符号 化 ; 
復号 が 簡単 な 機構 で 実現 で きる と と が 特長 で ある .。 k 竹 の 検 
査 点 を 与え れ ば , 隣接 2 誤り 以下 を 訂正 で きる た め に は 符 写 
桁 数 々 は ヵ ゃ ヵ 2 ユー1 で ある と と が 必要 で ある が , と の 不 等 
式 が 符号 で 成立 する 符号 は 常に 構成 で きる . Abramson は 他 
に ,』 こ と の 種 の 符号 の 変換 法 , 個数 等 も 論じ て いる . 

Elspas は と の 符号 の PP 進 の 場合 へ の 拡張 を 行なっ て い 
る . と の 場合 , 符号 化 , 復号 は 前 述 と ほぼ 同様 な 機構 で 行 な 
うと と が で きる が , 最良 符号 が 常に 構成 で きる と は 限ら ちら ない 
と と が 特長 的 で ある . すなわち 符号 長 ヵ は 

A 
ーー は 素 奴 

で 制限 され る が , と の 式 が 等 号 で 成立 する た め の 必要 条件 が 
2 個 求 あら れ て いる . また ヵ ==3 の 場合 に つい て , 2 種 の 実 
例 が 与え られ て いる . 


n= 


(岩上 元 委 員 ) 


非線形 二 端 子 特性 の 解析 表示 

W. Béning : “Analytische Darstellung der 
Kennlinien nichtlinearer Zweipole”’, A.E.T., 45, 
ミ 4, p265, (1960). 八木 寛 訳 [資料 番号 5145] 
電気 工学 で は , 一 般 に 図 1 に し めす よう に , ある 値 以上 の 
ェ に 対し て は , わずか の 増加 を し めし , や が て 一 定 の 飽和 値 
応 近 づく と いう 非線形 特性 を も つ 回 路 素子 を 取扱 うこ と が 多 
ec し の よう ちな 
茜 性 を も つっ 回 路 素子 を 含 。 
お 回路 の 解析 は 非線形 微 
分 方 程 式 の 解 を 求め る と 
と に 帰 沙 する が , その 場 
- 合 , この 非線形 特性 が 適 
当 な 関数 で 近似 で きる な z 
, ら ば 便利 で ある こと が 多 0 

a で, 本 論文 で は 図 1 

と の よう な 非線形 特性 を 近似 関数 を 用 いて , 近似 する の に , 
いろ る いろ の 関数 形 を 提案 し て いる . と これ まで も , と の よう な 
特性 の 近似 関数 と し て , 王 , 三 発 表 さ れ て いる が , 本 論文 で 
は 多数 の 関数 形 に つい て , 実際 の 数 値 を 入れ て 近似 の 良さ を 
検討 し て いる . 仮り に , 一 例 を あげ る と , 
2 1) 


Xs Yb Yr 


tuniiiy 


0 ジグ 2 トラ フシ ジス タ 
増幅 器 の 設計 
R.S. Pepper and D.O. Pederson': “Designing 


iiiimuintiis, 
CILIA 


i 


こ 


= tronics, 33, 49, p 68, (Dec. 2, 1960). 柴山 博 訳 = 


C95) 


の 関数 で 近似 で きる . 式 (1 う は zs, yz, て >0: の 整数 う の 
3 未知 数 を 含む の で , 実際 の 特性 の 関数 形 を 求め ある に さい し じ 
て は , ヵ z を まず 仮定 し て , 特性 の 2 点 か ら z ヶ 5。 % ぁ を 求め る 
と と が でき る. 計算 する 場合 は 原点 に お ける 役 係 数 と 任意 の 
他 の 1 点 か ら 求 め る と よい だ ろう . また 他 の 関数 形 と し て は 
双曲線 で 近似 する と か 


ーー 十 cz 
指数 関数 に と よる と か , 

y=kzx! (A>0) 
対数 関数 に と よる と か , 


WM. 密 
in(1+-2-) 
その 他 , sinh 関数 や , arc tg 関数 に よる 近似 
i 
Yb に 
3 交 
RR 
に つい て 実例 を あげ , その 近似 の 良さ に つき 述べ で て いる, し 
た が っ て 場合 に 応じ て , と の 関数 の 中 。 適当 な も の を 選出 し 
で 用 いれ ば よい . 最後 ヒヒ ステ リ シ ス 曲線 に つい て 近似 関数 
に よる 値 と , 実際 の 値 に つい て 比較 され て いる が , 近似 が 非 
常に よく 行なわ れ て いる と と が うか が える . 
(柴山 委員 う 


ア 形 の ビデ オ 増 幅 器 の 設計 方 法 に つい て 述べ た も の で ある .- 
まず , 本 論文 で 設計 の 対象 と する 回 路 を 図 1Ca) に 示す . 
エミ ッ タ 接地 形 の トラ ンジ スタ は 1/rcc。 く の く の @ の z(@r は エミ 
交接 地形 トラ ンジ スタ の 短絡 電流 利得 6 が 1 に な る 角 周 波 
敷 ) が 成立 する 範 団 で は 図 1(b) に 示す よう な 1 方 向 通 渦 形 


回 路 で 表わさ れる か ら , 結局 1 段 の 増幅 器 の 等 価 回 路 は 図 1 


(ce うに 示す よう が る 


間 
= 


NR a 


こと の 図 1(c) の 回 路 に つい て 電流 利得 (の =uzia を 
求め あれ ば 次 式 の よう に な る . 
Bw RL 
TD = FFPRIL A - FRDILD} 
Em tS 
: CP 十 か (CP 十 か 2) 
た だ し , と ここ で R,=Rj 二 ry', Ri= bor,, D=l+@rceCte 


有 | 二 RD,a,: 8 が 3dB 下がる 角 周 波数 , 6 : 低 周 波 に お ける 


Cb) 
[| 


通過 帯域 内 に わた りり 一定 の 位相 を 
に 持つ 高 選択 性 回 路 に つい て 

A.W. Rihaczek : High Selectivity with Con- 
a t Phase Over the Pass Band”, I.R.E. 48, 10, 
= p 1756, (Oct. 1960). 柴山 博 訳 [資料 番号 5147] 
文 は , 通過 帯域 内 に わた り 一 定 の 位相 を 持つ 高 選 択 性 
f る 一 方 法 に つい て 述べ た も の で ある . と この よう な 回 
た と えば ミサ イル や 人 工 術 星 の 軌 道 を 測定 する た め の 
ler 形 の 測定 機器 に 必要 と な っ て くる 
最小 位相 推移 形 の 回 路 網 で は 位相 お よび 振幅 減衰 特 
関係 の 下 で 縛ら れ て いる か ら , ろ 波 回 路 網 の 減衰 


CE 


0 


> i ! 0 : 


6 の 値 で ある . 


本 論文 で は ,。 と の 式 で 1 を あ 基 とじ で て つき の 2 通り OE 


よる 設計 法 を 示し て いる ゃ る. 
(1I) う 式 (1 う で 雰 点 お よび 極 の 1 つ を 一 致 さ せ て 半 零 点 を 
消去 し て 設計 する 方 法 
(I) 式 (1 う ) を 基 に し て 振幅 平坦 特性 を 持た を る よう に 設 。 
計 す る 方 法 
そし て , 上 の 2 種類 の 方 法 に つき , "具体 的 に トラ テラ ン ジス 女 
を 与え た と き の 設 計 例 を 示し , さら に 入力 段 に ベー ス 


ー( 梨 山 寺 員 ) 


特性 を そ を と な うと こと な し に 通過 帯域 内 の 位相 変化 を 抑制 する 
どい うだ と は は できない;。 
ろ 波 回 路 網 と を 適当 に 組合 わせ る こと に より , 通過 帯域 内 に 
わた り , 一 定 の 位相 を 持つ 高札 択 性 回 路 を 実現 する こと が で 
きる . た と えば , 図 1 に 示す よう な 回 路 構 成 を 考え て みよ う . 

と の 回 路 で は , まず , 混合 器 7 で [チェ ー チ s] (びび 1 は 局部 発 
振 周 波数 , 太 は 信号 周波 数 を 示す ) な る 信号 を 作り , [ げ ェ ー 
プ s] を る ろ 波 回 路 網 エ お よび 了 に 通し 。 つぎ に 混合 器 TT で 


[ルー プ s]+[2 5]=[ プ ェ ト ナ s] を 作り , [た 二 プ 5] を る 波 回 路 ] 
網 T に 通し , さら に 混合 器 芽 で [チェ ナナ プ s]-[ 了 げ 1]=[ プ s] を 


作り ,[ げ プ s] を ろ 波 回 路 網 世 に 通し て や る. と の 場合 ろ 波 . 
回 路 網 I, 1', TE の 位相 特性 を 適当 に 選ん で お け ば 信号 


3 


体 の 位相 推移 午 は つぎ の よう に な る . Py 
tan =2 4 Ms 4f= = 


接地 形 回 路 を お き , 2 段 の シャ ント ピー キン グ 形 増幅 こ 
器 を 接続 し た と i RS 


し か し 非線形 特性 を 持つ 素子 と 帯域 ・ 


[7s] に 対す る 選択 度 を と り 。 か つ , 信号 [ げ s] に 対す る 


le 位相 回 転 を 抑 御 する と と が で 衣 * 
・ た と えば , 簡単 な 場合 と し て , ろ 波 回 路 網 に 並列 形 の 
pte: と すれ ば , 入力 端 か ら 出力 敵 ま で の 全 こ 


で 


4 


る 
> 


2 


t 
" 押 


"4 


sm 


. 
s 


| 宮 太 を と き , イン ビー ダン ス の 積分 表示 を あたえ て いる . 変 


本 ら こ で 


1 1 = 
+Qr Qn Om 


es a 
:=QTI の ーー 0] 


いい rt Et oe 
Ki;=—QIQr Qn (a—1D*CGa+1) QQr Om (a—1)* 


+Q1QnOm 1 +O Qn Om 
a=filfso 


a—1l 


で ある . 


し た が っ て , も し , 式 (1 う に お いて KK: 全 KK: 全 0 に な る 
よう に 4 つの ろ 波 回 路 網 の 2 と a と の 間 の 関係 を 定め あ で や 
れ ば , 全体 の 位相 推移 量 は 零 に なる. たとえ ば, Qr/Qm= 
(a—1D/I(a+1), QrlQm=a-1 に すれ ば よい : な お 靖 ろ 波 
回 路 網 と し て , 複 同調 形 回 路 網 を 用 いた 場合 も 全く 同様 に し 
て 】 位相 推移 量 を 零 に する とこ と が で きる . と の 論文 で は 』 図 
1 の 構成 を ょ より 簡略 化し た も の と し て , 図 2, 図 3 に 示す ま 
うな 回 路 構成 法 に つい て も 提案 し て いる . (柴山 委員 ) 


能動 選 C 回 路 に よる 伝送 関数 の 合成 

E.S. Kubh : “Transfer Function Synthesis of 
Active RC Networks”, Trans. I.R.E. CT-1, p 3, 
. 1960). 齋藤 正男 訳 [資料 番号 5148] 

能動 RC 回 路 に よ る 伝送 関数 の 実現 方 法 と し て , 能動 素子 
と し て は 理想 的 な eontrolled source を 使用 する が , 合成 
の 結果 と し て 能動 素子 の 入出 力 抵抗 を 老 慮 で きる 方 法 を 与え 
と いる. 基本 と な る 回 路 は 図 1 に 示す も の で , と の 回 路 の 伝 
送 関数 は 


i 
» 
! 

0a 


V2 Nt ( き ) 
Vi Yeea 二 Yap 1 十 TmY23 


で ある . いま 与え 


次 因数 の 積 D を 用 い yau=PD (2), yeratYyeap tl TY 


=Q/D ③⑬ と 半 く . あと は QID を 部 分 分 数 に 展開 し 人 名 項 
を (3) 圧 辺 の 各 項 に 割り 振れ ぼ ば よい の で ある が , と の 際 
が ある 程度 大 きく , また D が ある 程度 小さ く 選 ん で あれ ば , 
四 端 子 が 単なる 二 端 子 と な り , か つこ と れ を 展開 し た と き に 
能動 素子 の 出力 抵抗 を 取り 出せ る よう に する こと が で きる 
また こと の 展開 の 際 に , 必要 に 応じ て 能動 素子 に 含ま れる べき 
帰還 抵抗 を 取り 出す と と も 可能 で ある . て ( 図 2) 

例 と し て , 複素 極 1 対 を も つ LP 特性 , 実数 極 2 個 と 複素 
極 1 対 を も つ LP 特性 を 合成 し た 結果 を 与え て いる . 


(秋山 答 員 ) 


られ た 伝送 関数 を 

IQ (CP, Q は 実 

係数 多項式 ) と す 

る と き , 適当 な 一 

| 電 夏 泊 。 音波 の 区 収 体 (定数 化 の 
| 連続 形 ) の 反射 係数 3 
Walther : Reflection Factor of Gradual-s 
5 Transition Absorber for Electromagnetic and 
i Acoustic es taps. TIRE. AP-8; 6, 5 


608, (Nov. 1960). 内 藤 喜 之 訳 [資料 番号 5149] 
電磁 波 , 音波 の 双方 の 場合 に つい て , 平面 波 が 板 状 の 吸収 
体 に 垂直 入射 する 場合 に , 吸収 体 表面 か らち 工 離 < 入っ た 点 の 
反射 係数 太 は つぎ の 微分 方 程 式 で あたえ らち られる. 
RF CDU IR FAR 
; Z;(z)—Zo 
cie R= ーー 
ZCz) は 点 z で の 入力 イ ン ピ ー ダ ンス , Z。 は 自由 空間 の 
界 イ ン ピ ー ダ ンス (==377 9 
Ff) =u —30C(2) =u DDL) 
92) =s(2) —3tC2) =s (OLSKA) 
(と と に 了 ナ ,g は 電磁 波 の 場合 gg(z) ,sCz), 音波 の 場合 x), 


| 
ue) 


た ( ヶ z) で た と えば C= Cz) = 1' C2) の 形 を と る . 以下 
"同様 の 表示 ) IRCz ツ |= ィ (?) と お き , G⑪ 吸収 体 が 波長 に 対 


し て 薄い 場合 ZD E 7(⑰⑦ を 
= 3 (ES ) 衝 と お いて, 実際 の 電流 下 必 


by DED ッ ! : 
杯 を 償 波 吸収 休 に 見 られ る る う , 9 の 変化 に 対し て 7?) 
の 特徴 を 調べ て いる . つぎ に W.K.B. 法 を も ちい て 波動 方 


* 


s a = C97) 


数 z を 変換 $= ューCz/D で き に 代 を る と 。, 入力 イン ピー ダ 
ンス ZZ, は 


s(x») «1 
SOLID LINE { 10) m5 LO- 2) 1 
Rlo) =-1 


s(» =1 
DASHED LINE (1(2) «391- 20.9 
Ro) ==1 


(3) = 100(1- x/2) 
(3) melulx)-1] 


区 = WW CD 1 Cw Eas 


w= - の 9 

“と な る 、 こ の 結果 を 用 いて 一 般 的 な 吸収 札 の 特性 , 特に Gi 
| 政 収 休 が 波長 に 対し て 厚い 場合 (772>1) の 特性 を 与え て い 
| る 例 を あげ れ ば き =1 で ZZ=0, $=0 で es=k=1 で は , 
に 半 大 カプ ポポ ミタ ンマ は 

2 灰 iu H+ OD 
0 i 4kl 
と な り , @ っ oo の と き Y=Y。 と な り , 吸収 休 に は 周波 数 上 
。 限 の な いこ と を 証明 し て いる . つぎ に IBM 650 の digital 


Pb 周 定 周波 数 に 対す る 電離 層 吸 収 の 理論 
G. Pillet : “Contribution a L’étude de L’ab- 

Bsorprion Jonosphérigue sur une Fréquence Fize”, 

=Ann. Telecomm., 15,7-8, p 157, (July Aug. 

\ ミ 1960). 柴田 久 訳 [資料 番号 5150] 

電波 の 電 苑 居 伝 ば ぽん に お ける 見 掛け 上 の 反射 係数 は 

; p= E/E 

i C よ っ て 定 論 され る . た だ し こと と に 下 は 電波 が 電離 層 に よっ 

1 回 反射 され た 後に お ける その 振幅 を 表わし , Eme は 電離 
吸収 が な いと 仮定 し た と き 同 じ 高 さ で 反射 され る 電波 の 

表わす も の と する . と の 反射 係数 p の 値 は 一 般 に よく 

。 知 と られ て いる よう が 
| : < 


— jcotan CR vsp dé) 


p=e- Leds Cw 
で きる . た だ し , と の 積分 は 電波 の 全 通 路 に わた っ て 
る も の で あり , x は その 通路 上 の 各 点 に お ける 電波 
加 電子 密度 お よび 電子 の 衝突 回 数 等 に よっ て 定め ら 
る ] で ある . 電波 の 周波 数 と と れ ら の 値 と が 知ら れる な ら 
の 値 は 電磁 理論 に ょ っ て 計算 で きる の で ある が , x が 0 
. 0 計 ける 天白 に 電波 = ネル ギ を 吸収 する 領域 は ア 
層 並 びに D 層 で ある . 実際 に は と の 中 収 係数 は つぎ 
EF SR Eh の が 普通 で ある . 

L=-—201logio0 て も 
DB 実験 に よっ て 求め る た め に は つぎ の よう な 


間 電 衣 層 に お いて 明 収 が 存在 する 時 間 に 洲 ける 1 回 

の 振幅 と 吸収 が ほとん ど な いと 考え られ る 夜間 の 反射 
ogi fer 

5 ) 電離 層 の 1 回 お よび 2 回 反射 エ ュ ー の 振幅 を 比較 する 


と れ ら の 方 法 に よ り 反 射 係数 を 求め る 計算 の 基礎 
る 

な い 場 合 ある 基 誰 の 高き hp で 反射 され る 電波 の 強 
と お け ば 7C(=201og E) は 送信 機 出力 。 アンテナ 
用 され る 装置 の み に よ っ て 定め られ る 定数 で ある . 
昌 の 決定 に は すべ て と の 基準 の 高 さ 4。 に お ける 状 
し た 値 を 使用 する . 高き が で 反射 され る エコ ュー の 
を この 高 さ に 換算 する た め の 換 算 公 式 は 
{T=Imeasure+20log(h'/h) (3) 
・ と こと に measurs お よび 了 / は エ ュ ー の 振幅 の 測定 


t 算 値 を 1gV を 基準 に と と っ た デシ ベル 値 で 表わし 


者 


"| 
性 て さき 

る = 
* 
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computer を も ちい て , BR Se a 2 
0(z)=sC2) —3tCz), s(x)=at- ta, tC = Ng st 
と お き , @, ん ,d に い 、 ろ いろ の 値 を 入れ て 計算 を 行なっ た 結果 
の 一 例 を 図 1, 2 に 示す . 損失 材料 が 1 種類 の 場合 て (たとえ 
ば 誘電 体 材 料 だ け で 磁性 材料 が な い ) に は 損失 を 増す と は る 
ァ ー/2 curve の 振動 は な ダンプ さ れる が , 平均 値 が 上 が っ て く _ 
る の で , 特性 を 悪く する と こと が 結論 され て いる . と れ ら の 計 
算 の 結果 で は , 吸収 体 の 厚 さ は 少な く と も Z 且 0.352 に 選ぶ 
の が よく , と の 場合 の 反射 係数 は ヶ 太 102% で ある . V 
(末松 委員 ) 


た も の で ある . 

電波 の 反射 高 が た / で ある と き 1 回 お よび 2 回 反射 の = さ 3 
ー の 振 編 を それ ぞ れ 選 お よび 正 。 で 表 わ せ ば OF 
が 得 ら れる .・ 
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Eh'=p Evshs 0 
E22h'=pp Eh' = pp Eh (5) 

と と に Pp。 は 大 地 の 反 射 係数 を 現 わ す . と れ ら か ら 
L=h—L: (6) 
L=l—l-20log 2+20logp, ) C7 


等 を 得る . p。 の 値 と し て は われ われ の Domont の 観測 か ら 


ーー 


昭和 36 年 6 月 電気 通信 学会 雑誌 第 44 巻 6 号 985 


EE ーー 


は 一 20log p。=3dB を 得 て い る . 

われ われ の 実際 の 観測 で は 電波 を 鉛直 上 方 に 条 ち 上げ 電離 
層 か ら 帰 っ て 来る 1 回 お よび 2 回 反射 の と ュー の 強度 を オシ 
グラ フ で ュ ン トド ロール し な が ら 観測 し それ を 曲線 と し て 記 
録 し デシ ベル の 尺度 で 測定 する . そし て その 読み 取り は 30 秒 
に 区 切 っ た 測定 値 の 振幅 の 中 央 値 を 取っ て それ を “上 騰 時 値 ” と 
する と と と し た . と の よう に し て 1 回 お よび 2 回 反射 の 振幅 
の デシ ベル 値 7 お よび が 読み 取ら れる. この よう に 読み 
取ら れ た 刀 , の 値 か ら 吸 収 係数 民 の 値 が 計算 で きる . す 
な わ ち と の よう な 1 回 反射 と 2 回 反射 と の 強度 を 比較 する 方 
法 か ら 求 め ら れる L の 値 を 選 , と すれ ば 


Li=L—L—9 C= —I! —9) (8) 

な る 式 に よっ て 計算 さき れる. 
7。 の 値 は , この を 使っ て 次 式 に よる 計算 か ら 求 め る . 
hh= + (9) 


実際 に 7 と し て 使用 する 値 は 式 (9) に よっ て 計算 され る 
値 を 時 間 に 関 係 な く 1 か 月 の 値 全 部 を 集め て その 中 央 値 を 求 
め た も の で ある . 

と の よう に の 値 が 求め あら れる と も う 1 つの 方 法 に よっ て 
の 値 が 得 ら れる . と の 方 法 に よっ て 求め られ る L の 値 を 
ル 。 と お け ば それ は 次 式 に より 与え られ る . 

i= (10) 

Fort _de Domont に ある C.N.E.T. の 付属 研究 所 で は 

1955. 年 か ら 1958 年 に 至る 間 に 3 期 に わた っ て 以上 の よう な 


方 法 で 電離 層 に よる 電波 の 吸収 を 観測 し て 来 た だ . 使用 し た 電 
波 の 周波 炒 は 3.4 Mc/s で ある . つぎ に その 結果 を 述べ る -. 
まず 基礎 と な る 有 の 値 に つい て は 昼 と 夜 と で か な り の 差 を 
生ずる し , また 電 苑 層 面 の 曲がり に 起因 する 電波 の Facalisa= 
tion や 互 , 層 な ど に よる 散乱 現象 な ど に より か な り の 差異 が 
表 1 7 の 中 央 條 
下 基 E 自 乗 平 均 誤差 


観測 期間 : | 
1955 年 9 月 ~1956 年 10 月 。 | 
| dB | 


a 46.5 

昼夜 オペ て の 値 を 使用 し た と き | (G887 価 ) | 5:5 
+ . > 49 

夜 だ け の 値 を 使用 し た と き (314 個 ) 3.3 

夜 だ け の 値 で 。 お よび focali- 50 3.1 

sation の 影響 を 取 除 いた と き (153 個 ) 。 


ES 
ある の で , その 原因 と に つい て 詳細 に 検討 し た 上 無 減衰 の 場合 
の エコ ュー の 強度 ど し て の 有 の 値 を 求め な な け れ ば な ら な い . 種 
x の 状況 の 下 に 計算 し た 有 の 値 は 表 1 に 示す 通り で 万 の 値 
に 誤差 を 生ずる 原因 を 最も よく 取 除 いた と 思わ れる 表 の 最 下 
段 の 億 ム =50dB を 採用 する こと と し た . 

吸収 係数 し の 値 に 関し て は 2 つの 方 法 に よっ て 求め た 値 を 
日 変化 の 形式 で 図 1 に 示し た . 図 か ら 解 る よう に の 値 は 
ほとん ど 全 部 L。 の 値 よ り 小 さく , その 差 は と き に は 15dB 
に 達する こと も ある . と の よう な 差 の 生ずる 最大 の 原因 は 2 
回 反射 が 異常 に 強い た めで あっ て , 1 回 反射 お よび 7 と の 比 
較 を 充分 に する た め 。 層 の な い 状 態 で 一 層 有 効 な 吸収 の 測 
定 を 行なう と こと が 必要 で ある . (池上 委員 ) 


見 通 し 外 対 流 圏 伝 ば ピ ば ん に お ける 

大 気 屈折 率 の 影響 
R. Gray : “Refractive Indez of the Atmos- 
= phere as a Factor in Tropospheric Propagation 
i Far Beyond the Horizon’”’, El. Comm., 36, 1, 
ミ p60, (1959). 秋山 忠 訳 [資料 番号 51511 

対流 圏 見 通し 外 無 線 回 線 の 伝 ぽ ん 損失 中 央 値 天 よび 変動 を 
評価 する に は , その 回 線 に つい て 伝 ば ん 試験 を 行なう 必要 が 
あっ た が , 最近 の 測定 結果 か ら , 伝 ぽ ん 損失 と 大 気 屈折 率 と 
の 関係 が 明らか に な り , 気象 デー タ の み で 伝 ぱ ん 路 の 特性 を 
推定 で きる と と を 人 述べ て いる . 

伝 ぽ ん 路 の 地表 屈折 率 と し て は 伝 ば ん 路 の 両端 と , で 
きれ ば 中 間 地点 の 値 を 1 週間 以上 また は 4 週間 に わた り 
平均 し た 値 を 用 いる べき で ある . その 一 例 と し て Mi- 
ami と Havana に お ける デー タ に よれ ば , 各 日 の 地表 
屈折 率 MN の 相関 係数 は 0.6 で ある が , 各 月 の N の 
平均 値 を と れ ば 0.95 と な り よい 相関 を 示す ( 図 12. 
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nN 


nu Tt 


FREE-SPACE VALUE 


Miami-Havana 間 で 観測 され た 短 時 間 内 の 伝 ば ん 損失 が 
景 常 な と き は .N と 屈折 率 傾 度 と が 共に 正常 で な く , 凌 た , 
屈折 率 傾 度 が 標準 状態 で あっ て 伝 ぽ ん 損失 が 比較 的 小さ い 場 
合 は お も に NN の 平均 値 が 大 きい と こと が わか っ た . 

伝 ぽ ん 損失 の 季節 変化 に つい て Bean は 周波 数 100 Mc の 
各 月 の 伝 ぽ ん 損失 中 央 値 と 各 月 の NN の 平均 値 と の 間 に は よ 
い 相 関 が あ る と と を 報告 し て いる . と この NN の 平均 値 は 高 さ 
に 対す る 屈折 率 傾 度 を 評価 する 規準 と し て 考え た も の で あっ 
た が , Florida-Cuba 間 の 試験 で は 屈折 率 傾 度 が 標準 状態 の 
と き で も 中 央 値 レ ベル が 推定 値 よ り 約 15 dB も 高い 例 が し ば 
し ば 観測 され た . また , Mediterranean Islands (Minorea) 
Saridinia 間 の 238Mc の デー タ で は 月 間 の 伝 ぽ ん 損失 中 
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央 値 と N と の 相関 係数 は 0.76 で あぁ っ た ( 図 2 う . 伝 ぽ ん 損 
失 の 変動 量 は 伝 ば ぽん 距離 が 増加 すれ ば 減少 する 現象 が 報告 さ 
れ て いる が , これ は 高 さ に 対す る 局 折 率 変 動 の 特性 に より , 
地表 付近 で は な く 送受 信 ア ン テ ナ ・ ビ ー ム の 交点 付近 の 屈折 
率 変動 に 基 因 する も の と 思わ れる . 

伝 ぽ ん 距離 お よび 地表 屈折 率 N と 伝 ば ぱん 損失 と の 関係 に 
つい て は , 各種 の 伝 ば ん 路 , すなわち Florida-Cuba 間 (184 
マイ ル ), Dorado (Puerto Rico)-Ciudad Trujillo (Domi- 
nica) 間 (238 マイ ル ) お よび アル ゼン チン , 地中海 等 の 試 
験 結果 か ら , 伝 ぽ ん 損失 中 央 値 , 地表 屈折 率 平均 値 偽 よび 単 
位 屈 折 率 (N 単位 ) あたり の 伝 ば ん 損失 変化 割 食 等 に より 実 
験 的 に 推定 する こと が で きる . 図 3 は 海面 レベ ル の 屈折 率 平 


磁気 テー プ に よる 空 電 雑 音 の 記録 
C: Clarke : “Recording Atmospheric Radio 
ミ Noise”’, Electronic Tech’gy 31, 9, p 346, (Sept. 
ミ 1960). 柴田 久 訳 [資料 番号 5152] 

空 電 雑 音 の 妨害 の 問題 は 電池 通信 の 運営 上 極め て 軍 要 で あ 
る に も か か わら ず 雑音 の 性 質 を 調べ て いる と ころ は 非常 に す 
く な くく, その 詳し い 情 報 は まだ 一 般 に 流布 て と られ て いな い 状 
態 で ある . この よう に あま りり 研 究 さ れ な い 理 由 の 1 つ は 費用 
お ょ び 装 置 の 複雑 な 点 に ある . 磁気 テー プ に 雑音 を 記録 する 
手段 を 取れ ば この よう な 点 は か な り 解 決 で きる 上 さら に つぎ 
の よう な 利点 が ある . 

(1) この 方 法 に よれ ば 同じ サン プル を 繰返し 操作 で きる 
の で 相関 関数 や 振幅 確率 分 布 を 計算 する の に 便利 で ある . 
(2) 長 時 間 の 連続 記録 を 必ず し も 要 せ ず 統計 的 に 有意 な 
| と びと び の 短期 間 ご と に 区 切っ て 測定 し て も よい の で 測定 は 
名 観測 所 で 妨害 の な る べく 少な いと き を 選ん で 実施 で きる . 
ゼ ジ た が っ て 混信 に よる デー タ の 不純 度 は 非常 に 減少 する . 
(3) 比較 的 簡単 な 装置 で 別々 の 地点 の 記録 が 同時 に 1 か 


CE 


所 に 集め られ 詳細 な る 比較 検討 が 可能 で ある . 


空間 波 を 研究 する た め に テー プ 記録 を 使っ た の は と これが 始 


有 あて で は な く 10 kc/s 以下 の 比較 的 広い 周波 数 帯 の 窟 間 波 の 


波形 を 記録 する た め に 使っ て 好成績 を 挙げ た 例 も ある 。、 と れ 
と 遅 ら っ て 短波 空 電 雑 音 の 測定 に お いて は 他 電 波 の 混信 妨害 を 
避け る た め 周 波 麗 を で きる だ け 狭く し ぼら な けれ ば な ら な 


7 に いい . 実際 に Slough の Radio Research Station で は 15 


kc/s か ら 20 Mc/s の 間 の 空 電 を 300 c/s の 帯域 幅 で 測定 で 


誘き る ょ うに し 中 間 周 波 の 中 心 周 波数 は 10kc/s と し て ある. 
月 と の よう に 設計 され た 装置 に お いて は 周波 数 帯域 幅 が 狭い 
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で THAEshoL0 VOLTAGE IN DECIBELS 
図 1 24kcjs, 城 幅 300cls で 受け た 奄 電 雑 背 振 帆 確 素 分 布 の 比較 


均 値 を パラ メー タ と し た 900 Me 付近 の 伝 ぽ ん 損失 中 央 値 の 
距離 特性 を 示す . 
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(池上 委員 ) 


だ け に 周波 数 特性 の 問題 は 簡単 化 さ れ , 記録 で きる 振幅 範囲 
非常 に 広い も の と な っ て いる . 実際 に に と の よう な 方 法 で 記録 
する 場合 生ずる 問題 点 と し て は テー プ を 引張 る 機構 に 基 因 す 
る テー プ の 動き の 不 軸 お よび ヘッ ド と テー プ と の 間 の 接 鯉 具 
合 の 変化 並 びに テー プ を 構成 する 粒子 の 分 布 も し く は 大 き 
さ の 非 一 様 性 等 の た め ゐ に 誤 ま っ た 振幅 変化 が 生ずる こと こと で あ 
る . 高級 な half-track 形式 の 装置 を 使用 すれ ば この よう な 振 
幅 変 化 の 誤差 は 標準 偏差 5 な いし 1022 以内 に 押え る こと と が で 
きる . テー プ 記 録 に よる 空 電 測 定 が 直接 測定 に どの よう に マ 
ッ チ し て いる か を 見 る た め つ ぎ に 実 共 の 測定 例 を 示す . 

図 1 は 中心 周波 数 24 kc/s 周波 数 帯域 幅 300 c/s に お いて 
測っ た 空 電 雑 音 の 振 編 確率 分 布 (a.p.d.) で あぁ ある. と の 図 は 雑 
音 の ェ エン ベロ ー プ が ある threshold を 超過 する 時 間 の 百分率 
を dB で 表わし た threshold 電圧 の 関数 と し て プッ ト し た 
も の で ある . 図 か ら 解 る ま よ うに 時 間 率 .9928 か ら 0.00128 の 
間 に 78dB も の threshold range が ある 記 録 は この 範囲 

: を 充分 カバ パ バー で きる よ 
うに 行なわ れ た の で あ 
る . と の 結果 か ら 見 て 
直接 観測 と テー プ 記 録 
測定 と で は 厳密 に 同じ 
値 を 与え る と と ろ ま で 
いか な い に し て も 非常 
記 良 く 一 致し て いる と 
言え る . 

図 2 は 同じ ょ うに K 両 
測定 間 の 比較 を し た も 
の で ある が こと ん ど は 
crossing rate す な わ 
ち 雑 音 エ ン ベ ロ ー プ が 
ある threshold レベ 
“ルル を 毎秒 何 回 切る か そ 
図 2 24 keis, 帯域 幅 300 c/s で 受け た の 回 数 を 表わし た も の 

窟 電 雑音 crossing rate の 比較 で ある . 

この よう な 例 か ら 見 て 卒 電離 音 を 磁気 テープ に 記録 する 方 

法 に よっ て 研究 する こと が いか に 有効 で ある か が 解る も の と 


図 3 
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THRESHOLD VOLTAGE IN DECIBELS 


思う が , さら に 高周波 の 場合 に も 同様 に テー プ に 直接 記録 し 


て お き そ れ を 測定 の た め 種々 整理 し 操作 する と と は 非常 に 役 こ 
立つ も の と 思う . (池上 委員 ) 
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大 き な 空 中 線 列 内 の 相互 結合 効果 
§S. Edelberg and A.A. Oliner : “Mutual Coup- 
ling Effects in Large Antenna Arrays”, Trans. 
286,(May 1960). 大 橋 落 吾 訳 
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ミ [資料 番号 5153] 
二 次 元 配列 し た アン テ ナ 列 で は 各 素 子 間 の 相互 結合 が その 
動作 に 及ぼ す 影 響 大 な る た め , 設計 上 その 効果 を 明確 に する 
必要 が が ある. どれ に 関し て は 他 で も 論議 され て いる が , 本 文 
は その 理論 的 解明 の 一 方 法 と し て 伝送 回 略 的 取扱 に よる 方 法 
を 提示 し た も の で , その 一 例 と し て 平面 導体 上 に 等 間隔 に 配 
列 し た 長 孔 スピット 列 を と り , その 入力 アド ミタ ンス を 求め 
る 計算 式 を 示し , こと の 結果 か ら 得 られ る 興味 ある 種々 の 性 質 
を 説明 し て ある . 

容 中 線 列 中 の 各 素 子 が 受け る 相互 結合 の 影響 は 列 の 中 央 部 
と 周辺 部 で は 異な る が , と と で は 中 央 部 の 場合 と し , 各 素子 
は 別々 の 給電 線 で 等 振幅 に 。 か つ 隣 接 素子 と は 等 位相 差 で 励 
振 さ れる と する . 考え 方 の 基本 を スロット 列 に つい て 説明 す 
らら な き 図 1 た 示す まう 
と 遵 体面 上 の 放射 され 
る 空間 を スロ ドット を 中 
心 に と し た 単位 細胞 に 区 . 
分 する と き , スロット 
列 の 周期 性 か ら こ の 細 
胞 は それぞれ 相対 する 
電界 忌 と 磁界 壁 と で 囲 まれ た 一 種 の 伝送 路 と す る こと が で 
き , と の 中 の 伝送 波 を と これら の 電磁 界 忌 上 の 条件 を 満足 する 
ょ うに 沿 べ ば 他 の スロット か ら の 影響 を 除い て 考え る と と が 
で きる . し た が っ て 給電 
導 波 管 と 放射 領域 と の 伝 
送 条 件 は 図 2 に 示す よう 
に 2 竹 の 伝送 略 が スロ ッ 
RG よる ご 2 結 倉 と だ も の 
. と し て 伝送 回 路 的 解法 に 
よっ て 正確 に 求め る と と 
が で きる . こと の 方 法 に よ 
っ て 給電 導 波 管 よ りみ た 
有 剖 スロ ッ ト の 正規 化 入 力 
コン ダク タン ス GI/Y と , 
和 同じ く サ セ プ タ ン シス B/Y 
と を 求め る わけ で ある - 
が , 前 者 は と の 単位 細 胞 中 を 伝送 する 電力 を , 後者 は スロ ッ ト 
周辺 に 療 え られ る 電力 を それ ぞ れ 給電 導 波 管 よ り 与 えら れる 
電力 で 正規 化す る と と に よっ て 計算 され る ・ 以下 結果 を 示す ・ 

ング タク シス まず 各 ス ロッ ト が 同位 相 に 励 振 さ 


> 


図 2 


ロス アン ゼル ス 盆 地 に お ける 

36,000 Me の 伝 ば ん 

W.L. Flock, R.C. Mackey and W.D. Hersh- 
“Propagation "at 36,000 Mec in Los- 
Angeles Basin”’, Trans. LR:E., AP-8, 3, p 235, 
(May 1960). 秋山 忠 訳 [資料 番号 5154] 

大 気 汚染 と が 伝 ぽ ん 特性 に 及 


と の 伝 ば ん 試験 は 気象 諸 元 と 


れる 場合 に つい て 考え る に , スロット 間隔 4 万 が いずれ も 1 
波長 以下 の と き は 細胞 中 の 伝送 波 は 高 次 姿態 を 伝送 する と ご と 
な く EM 波 で あっ て , と の と き の コ ンダ クタ ンス と 導き の 
スロット が 無限 導体 面 上 に 単独 に ある 場合 の それ と の 上 比 は 次 
式 の よう に な る . 
i ーー [1—0.37(a’/2?*+0. 130(Ca'/D*]Tt 
多く の 場合 用 いら れ て いる よう に ス ド ッ ト 長 を 共振 長 (2a 
=2) に 選ぶ と き , 一 般 用 方 形 導 波 管 と 壁 を 密 落 し て 並べ そ 
の 使用 中 心 周波 数 付近 で 用 いれ ば , た また ま 幸 に も と の 比 は 
に 近く な る . A また は B が 2 を 超え る と , 細胞 中 の 波 は そ 
れ ぞ れ ア E また は 了 M の 高 次 姿態 が 起こ り 得る た め 。 マジ 
ダク タン ス は と れ ら の 項 を 含む 一 般 式 と し て あら わ さ れ る . 
と の 結果 か ら B= ヵ A( ヵ z 三 1,2,…) の と き G は 無限 大 と な り 
得る か ら 設 計上 注意 を 要する が , 4 に 関し て は この よう な と 
と は な いこ と こと が わか る . 

つぎ に こと の 空中 線 列 の 各 スロ ッ ト 聞 に 一 定 の 位相 差 を 与え 
て ビー ム を 走査 する 場合 を 考え る に , 単位 細胞 中 の 電磁 界 壁 
の 間 に 位 相差 を 生じ る た め , その 中 の 基本 波 は スロット 長 軸 
方 向 ( ヶ 軸 ) の 走査 に 関し て は 了 E 波 , 短 軸 方 向 て» 軸 ) に 
関し て は 了 M 波 と な り , 一 般 の 方 向 の 走査 に 対し て は 両者 の 
影 絡 が 同時 に あら われ る . 一 般 に は と の 場合 巨 形 姿態 と し て 
解け て , ビー ム の 放射 され る 方 向 を 極座標 0,% で あらわす と 
き (@⑩ は ぇ 軸 と な す 角 度 , ? は < を 軸 を まわ る 角度 で zz 面 
の 方 向 を 0 と する 〕) コン ダク タ ンス は 次 式 で 与え られ る 


(GIY) ss=(CGIY) a i od 


1—u'* v! cos 0 


u’'=(za'l2)sin0 cos$, v'= (rb'|2)sin 8 sin $ 
(2) サ セ プ タン ス スロ ッ ト 近 辺 に 著 え られ た 電磁 エネ 
ル ギ は 総 電導 波 管 側 と 単位 細胞 側 に 大 別 さ れる が , その テ ネ 
ル ギ は 側壁 の 状態 に ほとん ど 影響 され な いと いう 実験 的 事実 
か ら 。 細 胞 側 の 側壁 も 導体 忌 に 置き か えて 計算 で きる .。 と の 
よう に する と 正規 化 サ セ プ タ ン ス は 
(BIY) = BIY) + 5 Bl Yo 


と な る が , (Bi/Y) また は (Bta/Y。) は それ ぞ れ 2X 5 また 
は AXB の 方 形 導 波 管 が 同じ 寸法 導 波 管 同志 こ の スロ ッ ト に 
+ っ て 結合 し た と き の 値 で , すでに 著者 に よっ て 求め られ で 
いる 表現 式 が 用 いら れ , 変成 比 は 次 式 で 計算 で きる ・ 

AB 1—Q/2a)? M2 Feos(ra'l2a) 1—a}A? 
=| GA) 1 レー と a A) 1— Ga' Jo? | 
と の サ ャ セ プ タ ン ス は 走査 角 に は あま り 影 響 さ れ な い が 間 隔 A, 
B に は か な り 影 響 を うけ る 一般に は スロ ッ ト は 配列 中 に 置 
く < と と に より 誘導 性 に な る が , と の 誘導 性 は 4 を 増す と 増加 
し , を 増す と 減じ る 方 向 に 変化 する . (森永 委員 ) 


ほぼ す 影 絡 を 調べ , また 逆 に , 伝 ぽ ん 特性 に より 気象 状 租 お よ 
び 大 気 汚染 の 状態 を 推定 で き る か ど 9 か を 調査 する 選 と が 目 
的 で あっ た . 

ロス アン ゼル ス 焦 地 は 太平洋 高気圧 の 東端 と あっ て , 洗 降 


、 柏 の 低層 温度 逆転 が 比較 的 永続 性 を も っ て 存在 する の が 特徴 
で あり , と の 逆転 層 は 大 気 汚染 を トラ ッ プ させ る 効果 が が ある . 
送信 点 は Los-Angeles City Hall (送信 高 5990 ブ ィ ー うに , 


ca 
= 


a i 


988 海 外 論文 紹介 


受信 点 は California 大 学 屋 上 (受信 高 500 フ ィ ー ト ) に 設置 
CS 


FMS 11.4 > イル で る. 
温度 逆 の 7 ト 『 い 場 会 また こ は 逆 放電 の 商 さ が 900 フィ ー ト 以 
上 の 場 、 ェ ー ジ ング ・ レ ンジ は 一 般 に 小さ く , 0.5dB ま 
; | Fading Inv 
No. Date | Hour. |] Range—db | - Height® 
1 9-13 7 P.M 3 459 
2 9-14 1 A.M. 6.6 Surt 
$ 9-14 7 AM. 13 Surf 
9-14 1 P.M. 3 381 
5 9-14 7 P.M. 4 Surf 
6 9-15 7 P.M 6.6 Surf 
7 9-17 7 re.u. 15 Surf 
8 9-20 7 A.M. 0.6 1378 
9 9-26 7 A.M. $5.6 Surf 
10 9-27 7 A.M. 15 Surf 
11 9-28 7 A 15 Surf 
12 10-1 7 A.M. 0.5 2329 
13 10-2 7 A.M. 1 4836 
14 104 7 AM. 0.3 None 
15 10-5 7 AM, 0.4 None 
16 10-8 7 A.M. 1 1903 
17 10-9 7 A.M. 12 Surf 
18 10-10 TAME. 10 Surf 
19 | 10-i1 7 A.M. 0.4 4003 
20 10-15 7 A.M., 3 660 
21 10-18 7 AM. 0.5 2329 
22 10-19 7 A.Y. 0.2 2231 
23 10-22 7 A.M. 3 886 
24 10-23 7 A.M, 0.5 None 
25 10-24 7 AM, 0.6 5348 
26 10-25 7 A.M. 放 Surf 
27 10-26 7 A ” Surf 
28 11-13 7 A 0.2 2297 
29 11-14 7 A.M 0.5 Surf 
30 11i-15 7 AM Ww - 564 
31 11-16 7 A.M 0.5 Surf 
32 11-19 7 A.M 0.5 Surf 
33 11-20 7 A.M 0.5 Surf 
34 11-27 TAM. 0.5 Surf 


普通 の 通信 波 に よる COZI 
斜 入 射 電離 層 観 測 

L.C. Edwards and D.A. Hedlund : “Cosxi 
Obliqgue Incidence Tonospheric Soundings using 3 
Normal Conmmunication Transmissions”, Trans. 
sI.R.E. CS-8, 3, p 160, (Sept. 1960). 柴田 久 訳 ミ : 
ミ [資料 番号 5155] 

電離 層 観 測 を 行なう た め に 終 入 射 波 の backscatter 波 を 合 
うこ ご ど は 既に 古く か ら 行なわ れ て いる の で ある が , その た め 
に は 普通 バルス 波 を 使い そし て 特殊 の 装置 を 要 し た の で あっ 
た .。 と こと ころ が と こと に 紹介 する _AN/GPQ-3 伝 ぽ ん 周波 数 測定 
装 雇 (通称 COZI, Communieation Zone Indicator) を 
使う 方 法 に よれ ば , 普通 の 通信 波 も し く は 放送 波 を 使用 し て 
backscatter の 観測 を 行なう と こと が で きる の で ある . と の 論 
文 は その よう な 観測 の 方 法 に つい て 述べ た も の で ある が . を 
の 測定 の 原理 は 送信 波 と backscatter 波 と の 相互 相関 を 取る 
と と に より 行なわ れる の で あっ て 記憶 装置 と も 言う べき 遅 婚 
回 路 を 用 いる こと に より 連続 的 に 相互 相関 関数 を , し か も 相 
当 に 長 時 間 に わ た っ て 計算 され る よう に し て ある . また その 
相互 相関 関数 を A-Scope で 見 る よう に し て ある の で パルス 


図 1 バッ クス キャ ッ タ の 発信 源 に つい で の 説明 図 


た は それ 以下 で あっ た . 温度 逆転 が 地表 あぁ あるいは 900 フィー 
ト 以下 の 高 さ に 発生 し た 場合 の フェ ー ジ ング は 大 きく な る 例 
が 多かっ た . 表 は 逆転 層 の 状態 と フェ ー ジ ング ・ レ ンジ と 
の 関係 hi す . 煙霧 が 発生 し た と き の フ フェー ジン グ は 著しく 
大 きく な り , 通常 日 変化 が 現われ る . すなわち , フェ ー ジ ン 
y. レン ジ は 夜間 に 大 きく 日 中 小さ い . その 最大 値 は 早朝 
また は 午後 遅く 発生 する こと が 多い . 逆転 層 に よる 屈折 率 低 
下 に つい て は , 日 中 は 夜間 に 比較 し 1/2 また は それ 以下 に 減 
少 す る 場合 が 多く ,。 と これ は フェ ー ジ ング ・ レ ンジ が 日 中 小さ 

な る 傾向 と 一 致す る . また , 台風 お よび 強風 が ある と き の 
フェ ー ジ ング は 小さ く , 降雨 に よる 減 論 は 著しかっ た . 図 は 
台風 下 の 電 界 変 動 記録 例 で 、 横 軸 1 目盛 は 1 秒 , フェ ー ジ ン 
グ ・ レ edon 0.5dB で ある . 


匿 倒 
RE EDSEESSEREEES 
ene : 技 ば ん に 及ぼ す 影 捧 特に エネ ル ギ の 吸収 に じ つ 


いて は 測定 で きる も の と 思わ れ た . し か し , 大 気 の 汚染 に 関 
連 し た フェ ー ジ ング が 起こ っ て いる 場合 に , この 吸収 を 検出 
する の は 困難 で あり, 大 気 汚染 の 影響 に 関す る 明確 な デー タ 
は 得 ち られ な か っ た . また 、 伝 ば ん 機構 に つい て も 若干 の 検討 
を 行なっ て いる . (池上 委員 ) 


信号 の 場合 の A-Scope の 動作 を も 行なう こと が で きる の で 
ある . 

普通 の COZI 観測 に だ お いて は バル ス 変 調 波 を 使用 する . 1 
つの パル ス が 発射 され て か ら そ の エコ ュー が 戻っ て 来る まで 
要する 時 間 が 結局 は 電波 の 跳躍 (skip) 臣 離 を 示す わけ で あ 
る . その 関係 は 図 1 を 見 れ ば 明り ょ う で あろ う 。 そし て 図 2 
に この よう に パル ス を 使用 し た 測定 例 を 示し た . 


図 2 バル ス を 使用 し た 場合 の COZI に ょ る PPI 
お よび A-scope の 観測 結果 の 実例 

バルス 以外 の 普通 の 変調 波 を 使用 する 場合 に は つぎ の よう 
に する . すなわち 送信 波 お よび 受信 波 の 変調 包絡 線 は over- 
driven 増幅 器 を 通過 し て クリ ッ プ され 自 乗 され る . と の よう 
に し て 得 ら れ た 波形 を 2kce の 割合 すなわち 500gs ご ど と に 
抽出 され 1/2/s 幅 の パル ス と し て 有る か 無い か だ けが 表示 
され る . そし て と の よう に し て 得 ら れ た 送信 波 お よび 受信 波 
の 標本 パル ス 系 列 を 図 3 に 示す よう な 方 法 で 3 個 の 遅延 回 路 
に 入れ 貯蔵 し な が ら 比 較 し 相互 相関 を 求め る の で ある . す な 
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3 遅 婚 回 路 と 相関 の 計算 方 式 

‘J わ ち 172gs 幅 の バル ス は 遅延 回 路 で 499.5 gs だ け 貯 蔵 さ 
Fr れる . バル ス は 500ks に 1 回 の 割合 で 起こ る の で 各 遅 延 回 
放 路 に は 1000 個 の サン プル すなわち 1/2 秒 分 の 変調 波 テ ン ベ 


計 計 ドー ブ が 時 基 され る 草 定 と な る - し た が っ て と と で 1000 分 の 
1 の 時 間 短縮 が で きた と と と な る の で ある . 遅 延 回 路 1 の 内 
衣 容 は 500ms ご ど と に 遅延 回 路 2 に 移 き れ 遅 延 回 路 3 に 貯蔵 さ 
放 れ た 受信 波 エ テン ベ ロー プ の サン プル と 比較 され 相互 相関 が 計 
| 算 ミ れる. と の 場合 2 と 3 と で は 1/2 ums だ け 長 さ を 違 を て 
剛 ぁ る の で 机 者 の 相関 は , 1/2g s ずつ ずれ て 行く と と と な り 
) A-scope の 上 に 相互 相関 関数 が 描け る の で ある . 
放 四 4 は 放送 波 を 使っ て 実験 し た 例 で ある . と これ は マサ チュ 
有 | セッ ン 州 の Scituate に ある 短波 放送 局 WRUL か ら 大 西 
放 潤 . 方 位 100° に 向っ て 発せ られ た 21.5Mc を South Dart- 


mouth に お いて 受信 し Scituate か ら 電 話 線 で 送ら れ て 来 た . 
発射 波 と 比較 し て 得 ら れ た も の で 充分 目的 に 沿い 得る と と 聞 
解る の で ある . 


TRIGGER (ZERO TIME} 
TRIGGER (ZERO TIME) 


ONE HOP SKIP 


TwO HOP Str ONE HOP SKIP 


APPLAUSE voicE 


MUSIC MUSIC WITH PROMINENT 
PERIODIC COMPONENTS 


図 4 COZI 装置 で 観測 し た 場合 4-scope 
に 現われ た 相関 関数 の 形 の 実例 
以上 COZI に よる backscatter の 観測 I に つい て 述 べた が 。 . 
まだ その 方 法 に は 林 多 の 問題 点 が 残っ て いる が 今後 さ ら kK 検 8 
討 を 加え て 改良 し て 行き た いと 思う . Gb 上 委員 ) 


フィ ルム バレ ッ タ を 用 いた 


"a マイ クロ 波 電 力 計 
ES I. Lemco and B. Rogal : “Resistive-Film 
‘ 3 Milliwattmeters for the Frequency Band 


0919.4 (Gc, 12:4~18 Gcand 26.5~40 Ge”, 
PLE.E. 107, 35, pt B, p 427, (Sept. 1960). 稲富 
= 高 思 訳 [資料 番号 5156] 

8.2-12 Gc に お いて 用 いら れる 導 波 管内 に 電界 に 並行 に マ 
イオ ル タ バ レッ タ に よる 電力 計 に つい て 述べ 
て ある . 測定 範囲 は ユー100mW で 22 以上 の 確度 を 有 す 
rs また 同一 測定 原理 に よる 12.4~18 Gc お よび 26.540 


RRR 


WD 


I ポ 
TTIITTITINLLLLIITIT TT 


i Bend Pass Filter PR 
RE 0 ue 1960). 


D.C. CALIBRATION 
TERMINALS 


to 


 。 


Gc の 電力 計 に つい て も 記し て ある . 
構造 は 図 1 に 示す 通り で ある . 内 径 0.9X0.4 イ ンチ の 必 波 a 
管 の 中 央 に , 直流 抵抗 が 導 波 管 の wave impedance k 等 し SN 
く 作 られ た 狭い プ ブ ィ ルム バレ ッ タ が マッ ント され て いる - ES Ww 
れ を 約 2。/4 後方 で 短絡 する た め に , non-contact om 
短絡 器 が 設け られ て いる . バレ ッ タ は 真 蒸 着装 置 の 中 で , ] c* 
crown glass 基板 上 に 最初 金 端 子 を つぎ に = ニク グセ ド ム を 蒸着 し ー 
た も の で . 直流 抵抗 値 は 480~5202 で ある . と の よ うな 覆 
造 で ある と , 直流 と 高周波 の 電流 分 布 は 折 同一 と みな し 得る の i 
で , 直流 に より 電力 を 較正 する とこ と が で きる . その た め ペ ポレ 
ッ タ の 一 方 の 端子 は 直流 的 に 絶縁 され , DC 軟 正 端子 に 導 び 
i バレ ッ タ の 中 央 【 に 熱電 対 が 接 着き され て お 
。 リ ー ド 線 の 一 方 は 剖 波 管 に , 他 他 の 一 方 は 宮 度 補 代 * 
バレッタ と 直列 に RF 電力 端子 に 接続 され て いる SN 


に ガル ペ ノ メー RA る 5 


本 装置 の 最低 感度 は 10x V/mW で 電圧 定 在 波 比 ぽ ) 
信 整 城 に わた っ て 1.25 以下 で あっ た . 標準 と な る 0 
種類 の 電力 計 と 比較 し た と ころ , 測定 確度 が 2 
で ある と と が た し か め ら れ た . 周囲 温度 に よ よる ババ 


、 タタ の 鬼 抗 変化 は , 15~70°C に お いて 1% 以内 で あ B 


た . 0 y < 
i 
広 芝 域 分 布 増 同 器 は 従来 VHF tomie+ S71) i 


形 の 振幅 特性 を も っ た も の に 限ら れ て き と れ は 使用 真 古 4 
管 の 電子 走行 時 間 効果 , 格子 リー ドイ ンダ の タン ス , 湊 前 誠 3 
リー ドイ ンダ クタ ンス の 影響 伝送 線 の 分 布 容量 に 基づく 自 } 
己 共 振 が 原因 で 全体 の レン スポ ンス が 満足 され な か っ た た めで 
る る 本 論文 で は UHF 帯 で 動作 する 芝 域 フィ ル タ 形 分 布 :8 


(i i KO ) 


Ny 


ニー 


_ 昼 器 を 真空 管 と トラ ンジ スタ で 試作 し た 実験 例 を 掲げ , その 
問題 点 を 明らか に し て ある . 
UHF 帯 で は 使用 インダクタ ンス が 数 ター ン に な る の で , 


| 伝送 線 の 自己 共振 は 問題 な く , 真空 管 の 入出 力 リー ドイ ンダ 
4 「 ク タタ ンス も 格子 お よび 陽極 伝送 線 に 挿入 し た ダミ ミィ ル タ な 


どの 使用 に ょ り 補 償 で きる の で , 格子 に お ける 損失 が 一 番 大 
「 き な フ ァ ク タタ で あり , これ を 避け る の に 演 慮 し た 二 , 三 の 点 に 
NC る まず 1 ステ ー ジ あたり の 増幅 段数 で 格子 伝送 
析 相 人 失 を 最小 に る よう で きる だ け 少な くせ ね ば な ら な い . 
テー ジ 利 得 を 上 ! # る た め に は 多少 振幅 特性 に リッ プル を 生 
玖 る が , 陽極 伝送 線 出 を 開放 する か 短絡 すれ ば よい し , ズ テ 
, SR siE HIRO < 比例 する の で , 格 
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パラ メト リッ ク 高 調 波 発生 器 
の 大 信号 論 
M. Johnson : “Large Signal Analysis of a 
ic Harmonic Generator”, Trans. I.R.E. 


26。 (Sept. 1960). 渡辺 宅 治 記 [資料 


Rowe の 電力 関係 式 は 非 直 線 容 晶 索 子 に より , 無 

数 変換 が で きる と と を し めす . 逆 方 向 に パイ アス 

導体 ダイ オー ド が 非 直 線 容 量 を 示す の で , と れ に よっ 
4 率 の 高調 波 発 生 器 を 遇 計 で きる 、 

論文 で は パラ メト リッ ク 高 調 波 発生 器 が パラメトリック 

悦 っ て 大 信号 で 動作 する の で , と これ を 考慮 し て 変換 

算 し , 最大 能 素 を うる の に 必要 な 信号 電圧 、 ダ イオ 

アス 電圧 ダイ オー ド に 対す る 電源 お よび 負荷 の 結 

求め て いる . その 結果 小 信 号 理論 に お ける より ゃ も 

牙 通 倍 を 行ない うる と と に 落 目 し , 従来 の 2 な 

数 通 倍 ま で 高め て ダイ オー ド お よび フィ ル タ 々 の 


ー ュー 
子 側 と 陽極 側 で 異な っ た 映像 イ ン ビ ピー ダン ス の 送 1 
る こと も ゃ も 考え られ る . 一 般 に 帯域 特性 は 平坦 で な い の で ‘ W 
子 伝送 線 へ の 入力 結合 回 路 に 高 性 能 の 三 極 管 を 格子 接地 で 使 
用 すれ ば , 振 炉 特性 を 改善 する 上 に も 入力 イン ピー ダン ス 整 
合 と 雑音 指数 の 点 で も よい . 特に 格子 損失 が 大 きい 場合 。 利 
得 と 帯域 編 の 点 で 分 布 増 坊 喘 ステ ー ジ を 終 続 すれ ば よい 結果 
を うる . 

図 1 は 500 Mc か ら 1000 Mc まで の 帯域 で 入力 結合 回 路 
に 三 極 管 GL 6280 を 用 い , 中 間 段 に 三 極 管 GL 6299 を 用 い 
た 分 布 増幅 器 の 一 例 で , 図 2 は 同じ 考え 方 を トラ ンジ スタ に 
適用 し た 例 で UHF トラ ンジ スタ 々 2N 700 を 対 記 に し た 分 布 増 
幅 喘 ステ ー ジ を 3 段 終 続 し た も の の 特性 を し めし て いろ. 
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な い , 非 直線 容量 Cp に 印加 直流 バイ アス 電圧 , 自己 直流 バ 
イィ アス 電 圧 , 周波 数 ゅ i な る 信号 電圧 お よび rz @: な る 高調 波 
電圧 の み が 加 わる と し , 貯え られ る 電荷 g を 

ao 

2 
な る フー リ テ 級 数 で 求め て , a, を 超 機 何 級数 また は 数 値 積 分 
で 与え た : 

最大 能率 は , 電源 と 入力 回 路 が 刺 合 し , 出力 回 路 が 負荷 と 

多少 窓 結合 する 条件 で 得 ら れ , 動作 点 で の ダイ オー ド の @%, 
Qn と , 信号 電圧 と 動作 点 で の ダイ オー ド 接 合 容量 C。 で 
正規 化し た フー リ ェ テ 係 数 = ニ = Ck: よっ て 

P= v1+Qn*6 ーー1 

Op bt 
で 与え えら れる. pr は Qns, bn の 大 な る ほど 大 きい . Qn: を 


oo 
+ Vacos(n ot—Y) 
n=1 


第 44 巻 6 号 991 


大 きく する の に は , パイ アス 電圧 を 深く すれ ば よく , ダイ オ 
ー ド 逆 耐 電圧 Vxs の 高い も の を 使用 し , 図る 2 で Vo= Vaal2 
に バイ アス すれ ば よい . た だ し V。 は 接触 電位 差 V。 と 実効 
直流 バイ アス 電圧 と の 差 で ある . また と , を 大 た する た め に は 
フー リエ 解析 か ら VW:= Ve な る よう 信号 を 加 を れ ば よい が , 
ダイ オー ド の 順 方 向 損失 が 増加 する の で ダイ オー ド 〇 Q が 12 
に な る Vx な る 電圧 まで 信号 を 加え る と と に し た .) そ の 結果 
Vaal2 Vx が 大 な る ほど と 。 が 大 と な る の で Vz の 小さ ざい 
イオ ォ ー ド を 滞 ぶ べき で ある . 図 3 は Cs=lpF, Vgs/2 Vz==40' 
の ダイ オー ド に つい て 計算 し た 変換 損失 の 理論 曲線 で , 小 信 
号 理 論 で うる より も 高い 次 数 の 高調 波 ま で 能率 よく 発生 する 
と と が 分 か っ た . と の 理論 に よる と , K.K.N. Chang が 行 な な 
っ た 2 授 倍 実験 の 変換 能率 22 に よく 一 致す る . 
(森永 委員 ) 


パラ メト リッ ク 増 幅 器 と ミク サ 


= の 雑音 指数 に つい て 
= RD. Haun : “Sunmmary of Measurement 
= Technigues of Parametric _ Amplifier and 


5 Mizer Noise Figure”’, Trans. I.R.E. MTT-8, 4, 
ミ p410, (Tuly 1960).- 中 村 嘉 男 訳 [資料 番 写 5159] 

パラ メト リッ ク 増 編 器 や 非 直 線 抵抗 ミク サ は つぎ の 3 種 の 
方 法 で 使用 され る . すなわち , (1) 単 側帯 波動 作 一 入力 信号 
も 出力 信号 も 共に の @: の 周波 数 帯域 内 の 場合 , (2) 両側 帯 波 
ラジ オメ ー タ 動作 一 入力 信号 は @ と の @z の 両 葵 域 , 出力 は 
の の 帯域 の み の 場 合 , (3) 可 王 渉 性 両側 帯 波動 作 一 帯域 
内 の それ ぞ れ の 入力 に 対し て の z= の s 一 の 帯域 内 の 可 和 干渉 性 
ス 入力 (すなわち @ 内 入力 の イメ ー ジ ) が あり , 出力 は @ 帯 
域 の み の 場 合 . 本 文 で は これ ら 3 種 の 動作 状態 に お ける 雑音 
指数 の 性 質 を 明らか に し て いる . 5 

伝送 形 Ctransmission type) 回 路 に お いて 入力 信号 @ が 
局部 発振 周波 数 と 混合 され て @, と & Os=Ws— Wi の 出力 を 生 
じ る 場合 , 図 の よう に 4 つの 雑音 源 が 考え られ , 雑音 出力 は 
次 式 で 与え られ る . 


Image (wg) 
Source 


Signal (oj) 
Source 


Nar=kBCGaTi+ GaTs+ GuT.) 


EL 
G 
T= Tat Ta 


上 式 を 使っ て それ ぞ れ の 場合 の 雑音 指数 が 求まる . 
C1) 単 側帯 波動 作 の 場合 Wz 側 温 度 と で 


テレ ビジ ョ ン 信 号 記録 用 
磁気 ドラ ム 蓄 積 装置 
J.H. Wessels : “4 Magnetic Wheel Store for 
Recording Television Signals”’, Philips Tech. 
Re TCL960/61) 横山 克哉 訳 [資料 番号 . 
5160] i 
磁気 ドラ ム の 一 同上 に, 1 フレ ー ム の テレ ビジ ョ ン 信 号 を 


TTT 


2 人 ーー (C105) 


ek 
で 
(2) 両側 帯 波 テ ジオ メー タ 動 作 の 場合 
GE 
ass Gii+Gs Ts» 
特に Gu=Gzr の と き (Ts;=To) Fsss=1/2 Fsss で ある - 
(3) 両側 帯 波 可 和 王 渉 性 動作 の 場合 の と @ の の 回 路 に 
同一 振幅 の 可 壮 渉 性 信号 が 入る と する と , 利得 は @ と @z の 
位 引 差 の 関数 で ある が , 最適 位相 で Gu 全 Gzr の と き 
_SinlNin Ee te 
SN an Fe A 
すなわち , 了 。<2 7。 の と き 入 力 に お ける より も 大 き な 出 罰 
信号 対 雑 音 比 を 得 ら れる. この こと こと は 一 見 入力 か ら 吸 収 し た 
熱 雑 娠 に つい て 熱 力 学 の 法則 に 反する よう に 見 える . し か が し 
と の 装置 は 入力 に 雑音 を 加え る ( 了 。>0) が 雑音 の 振幅 は 信号 
の 振幅 と 同 程度 に 増加 せ ず 可 干 渉 性 に より 信号 が 選択 的 に 増 
幅 さ れる か ら で あ る : 


Fsss=1+ 


1 
= fsss 


交 源 と 回 路 入 力 端 の 間 に 可 変 減衰 器 (有効 温度 8 5) を | 


挿入 し て , と の 雑音 源 の 有 効 雑 音 温度 を 変え 増 弓 器 の 出力 雑 
温度 を 2 倍 に する 雑音 指数 測定 法 を と る 場合 単 側 淀 波 受 
信 の 場合 も ラジ オメ ー タ 両側 帯 波 受 信 の 場合 も F=c(8 一 リ 
な る 式 で 与え られ (&« は 電力 減衰 係数 ),@ と @a の 柄 周 波数 
巻 城 に 信号 が ある か どう か を 考慮 し な けれ ば , Fsss と Fsss 
は 区 別 が つか な く な る . 

前 側 敵 波 雑音 指数 は 。 広帯域 雑音 源 に よる 測定 か ら も 求め 


られ , 


fess= (1+ EE )« (A—D 


特に Gna=Gu (高利 得 の 進 縮退 パラ メト リ ッ グ クン ラリ の 
場合 , 測定 され た ラジ オメ ー タ 両側 帯 波 雑 音 指数 は 単 側 淀 波 
の 1/Z で ある. (森永 委員 う ) 


記録 する 薔 積 装置 に つい て , 構造 , 伝送 方 式 , 制御 方 式 等 の 


庄 問 題 に つい て 説明 し て ある . 

信号 の 伝送 方 式 は ビデ オ 信号 の 広 帯 城 性 か ら 周 波数 変調 方 
式 が 用 いら れ , 白 ピ ー ク 7 Mc, 黒 レ ベル 5.5 Mc, 同期 信号 の 
ピー ニク 5Mc の 搬送 波 が 磁気 ドラ ム 上 に 記録 され る . 信号 素 
統 図 は 図 に 示す 通り で , FM 伝送 系 の 帯 城 は 0.5Me~8Mc 


で bY, Fi,Fs ※ イ スズ スラー ブル ジブ リッ ジブ ロビ ッ プ で FM 
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信号 を 1 フレー ム ゲ ー ト し て 記録 する : また フェ ライ ト 製 の 
記録 再生 用 ヘッ ド は ドラ ム の 回 転 に よる 空気 の 流れ を 利 
用 し た 一 種 の 制動 装置 に と より, ドラ ム 面 上 の 磁性 体 塗 布 層 か 


VHF お よび UHF 帯 テ レビ ジョ ン 

の 電界 強度 の 測定 法 

H.T. Head and O.L. Prestholdt : “The 
Measurement of Television Field Strengths in 
the VHF and UHF Bands”, I.R.E. 48, 6, p 1000, 
Part I, June 1960). 伊藤 士郎 訳 [資料 番号 5161] 

テレ ビジ ョ ンチ ャ ネル の 効果 的 な 割当 に は 電界 強度 の 正確 
な 推定 が 必要 で , その 資料 を 得る た め の 電界 強度 の 測定 法 を 
述べ て いる . 

測定 法 を 目的 に より 2 つ に 分け る. 1 つっ は 伝 ぽ ん 特性 の 解 
析 を 目的 と する も の で , 送信 空中 線 か ら 代表 的 な 地勢 を 含む 
よう に 引い た 放射 状 の 直線 上 10 マ イル か ら 2 マイ ル お き に 
測定 点 を 決め ゐる. 各 測 定点 で は 受信 高 30 フ ィ ー ト で 自動 車 を 
100 フィ ー ト 徐行 し て 連続 記録 する . 測定 結果 か ら 電界 強度 
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対 距 離 特性 が 得 ら れる . 


Rolling Rough 
illy Terrain Terrsin 
7 db 
5 db 
2 db 


つぎ は サー ビス 秀 囲 の 測定 潜 で , FCC で 規定 する 方 法 を 一 
部 修正 する か , ある い は 全く 新しい 方 法 を 採用 する と と を 失 
案 す る . FCC の 規定 で は 送信 補 中 線 か ら 放 射 状 に 主要 地 を 含 
な よう に 選ん だ 測定 路 に 沿っ て 自動 車 を 走ら せ 受 信 高 10 フ ィ 


】 一 ト で 連 統 記録 する . チャ ネル 制 当 の 際 基 準 と な る 受信 高 30 


有 有 フィート へ の 恋 換 法 に つい て は 特に 規定 し て いな い . と れ を 


ら 約 1 ミク r ン の 距離 に 保 た れ , 
うに 設置 され て いる . 

精密 加工 され た 磁気 ドラ ム は 幅 30 mm, 直径 40cm で 3000 
r.p.m. の 回 転 速度 で 虹 動 され る が , 管 に ビデ オォ 信号 と 同期 回 
転 さ せる と と が 必要 で ある . と の 装置 で は , 商用 電源 で 駆動 
され る 非同期 モー タ と 磁気 ドラ ム と を 渦 電 流 結 合 装置 で 結合 
し , と の 装置 の 界 磁 電流 を , ドラ ム の 回 転 を 示す パル ス 信 号 
と ビデ オ の 同期 信号 と の 位相 差 で 制御 する こと で 同期 を と る 
方 式 を 採用 し て お り , 本 文 た は , と の 結合 装置 の 構造 , 制御 
方 式 , 回 路 等 詳細 に 説明 され て いる . 

また , 本 蓄積 装置 を X 線 装置 と 組合 わせ た 応用 に つい て 人 述 
べべ てい る. (吉田 ( 順 ) 委員 ) 


ドラ テム 面 に は 接触 し な いよ 


改 る て , 測定 路 は 代表 的 な 地勢 を 含 如 よ うに 純 技 術 的 に 選び , 
10 フィ ー ト か ら 30 フィ ー ト へ の 変換 に は 奏 1 に 示す 値 を 採 
用 する . また 新しい 方 法 と 言う の は 図 1 の よう に 円 線上 に 測 
定点 を 選び , 受信 点 30 フィ ー ト で 100 フィ ー ト 移動 し て 連 
続 記 録 す る . 測定 点 は 半径 の 平方 根 に ほぼ 比例 する よう に 分 
配 す る . 


1 

都市 内 で は 別 の 方 法 で 測定 する . 都市 を 千 形 の 格子 に 区 分 
し , 格子 の 各 変 点 を 測定 点 と し 、 受信 高 30 フィ ー ト で 測定 
する . 格子 の 網目 の 大 き さ は 測定 点数 が 千 単 位 で 表 わ ね し た 都 
市 人 口 の 平方 根 の 少な く と も 3 倍 に な る よう に 選ぶ . 測定 結 
果 か ら 電 界 強度 が ある 値 以 上 の 場所 率 が 求め られ る . 

測定 用 受信 空中 線 と し て UHF で は 利得 6~10dB VHEF 
用 と し て は 半 波 長 ま た は それ より 短い ダイ ポ ボール 空中 線 を 使 
用 する . (吉田 ( 順 ) 委員 ) 


| テレ ビジ ョ ン 電 界 強 庶 の 推定 法 
\ A.H. LaGrone : “Forecasting Television Ser- 


vice Fields”, I.R.E. 48, 6, p 1009, (Part I, June 
1960). 伊藤 士郎 訳 [資料 番号 5162] 


及 有 VHF 3 ぉ ょ び UHF の 伝 ば ん に 影響 を 与え る お も な 要 雪 に 
つい て 説明 し 。 電界 強度 の 推定 法 に つい て 述べ て いる . 


周波 数 , 送受 信 高 , 大 気 の 屈 折 素 を 考え た 地球 の 実効 半径 , 


】 大 地 党 数 な ど は 大 地 常 数 を 除い て テレビ ジョ ン 周波 数 帯 の 伝 
|「 有 は ん に 大 き な 影 幼 を 与え る 要 控 で ある 。 消 か な 球面 大 地 に 対 
| する 理論 式 に , 実際 の 条件 に 一 致し た 値 を 入れ て 求め た 理論 


て いな い 要 素 , た と えば 測定 点 の 地形 の 影響 、 測 定点 付近 の 樹 
木 の 影 響 な ど に よる も の と 考え る . 理論 値 で は 考慮 し て いな 
い 要 素 に よる 減 誤 を 多く の 実測 値 か ら 経験 的 に 決定 する と , 
Low VHF 1dB high VHF 4dB 
UHF で は 22 dB と な る . 周波 数 , 送受 信 高 , 地球 の 実効 半 
径 , 大 地 常 数 な ど に 実際 の 値 を 入れ て 計算 し た 消 か な 球面 大 
地 に 対す る 理論 値 か ら 。、 上 記 の 補正 値 を 差引 いた 値 が 電界 
度 の 中 央 値 を 与え る . ! 
測定 点 が 丘 な ど だ よ りさ え ぎ られ て いる と き に は , 実測 の ・ 
電界 強度 は , 前 述 の よう に し て で て 推 室 し た 中 央 値 よ り も 低下 す 
る . その 損失 の 大 き さ は , 測定 点 と 丘 と の 関係 が 図 と 示す よ 
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うな 場合 と に は, 次 式 に より 簡単 に 計算 で きる . 
dB=c[—|h— he-dir—| he— hs [t/2e- dar 
+ hh edsr] 
高き 友 , か か, た の 単位 は フィ ー ト 
距離 みみ rr ァ r, dar の 単位 は マイ ル と する . 
c=1.6 (VHF) 
c=2.2 (UHF) 


と の 方 法 で 推定 し た 結果 は 実測 値 と よく 一 致し た . 
hi 


UHF テレ ヒジ ョ ン の 電界 強度 に 
及ぼ す 樹 木 の 影響 

H.T. Head : “The Influence of Trees on Tele- 
vision Field Strength at Ultra-High Frequen- 
H cies”’, I.R.E. 48, 6, p 1016, (Part I, June 1960). 
=: 伊藤 士郎 訳 [資料 番号 5163] 

Maryland 州 Salisburg に お ける 482 一 488 Mc の 実験 結 
果 と その 結果 の 応用 に つい て 述べ て いる . 典 形 的 な 森 は UHF 
と 対し て は し ゃ へ い 物 で あり , 森 の 後ろ で 受信 され る 電波 は 
主として 樹木 に よる 回 折 波 で ある . 実験 を 行なっ た 森 の 平均 
高 さ は 55 フィ ー ト , 受信 高 30 フィ ー ト で , 森 の 後方 で 森 
か ら の 距離 を 変え て 測定 し た . 

受信 電界 の 滑ら か な 球面 大 地 に 対す る 理論 値 か ら の 損失 
4。。 と 森 か ら の 距離 の 関係 は , 0.01 mile まで は ほぼ 距離 に 
無関係 で 損失 約 30 dB, それ 以上 の 距離 で は 大 体 距 離 の 対数 
に 反比例 し て 損失 が 減少 し た . 

森 の 後ろ の 受信 電界 の 自由 空間 値 か ら の 損失 は , 森 の 極 く 
近く を 除い て 半径 が 地球 半径 の 4/3 の 妨害 物 に 予想 され る 値 
と よく 一 致し た . 森 の 極 く 近く で は 回 折 波 が 弱く , 樹木 の 間 
を 通っ て きた 電波 が 受信 され た も の と 考え る . 

測定 の 結果 を 単純 化し ; 4ss は 森 の 前 方 で 0dB, 森 の 中 は 
30 dB, 森 の 後ろ で は 距離 の 対数 に 反比例 し て 減少 する も の と 
する . 広い 範囲 を 考え その 面積 の うち 樹木 の 占め る 割合 Py 
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と その 範囲 で の 平均 の 4sg の 関係 を 求め る と 図 ま + の よう に な 
る . PP ょ が 一 定 で も 樹木 が 前 方 に と 集 っ て いる 場合 に は 平均 の 
4sz は 大 きく な り , 後方 に あれ ば 逆 に 小さ く な る . 図 中 の 破 
線 と 実線 は それ ぞ れ 上 限 と 下限 を 示し , 点線 な 両者 の 平均 値 
を 表わす . 全面 積 中 で 樹木 の 占め ある 率 P, が 与え そえ られ る と と 
の 図 に より その 範囲 で の 平均 の 損失 が 求め られる. La Grone 
は UHF に 対す る 補正 値 と し て 22dB を 与え て いる が , こと 
の 図 と 考え 合わ せる と , UHF 帯 で は 樹木 の 影響 に よる 損失 
が 大 き な 因 子 に な っ て いる も の と 考え る . 
(吉田 ( 順 ) 委員 ) 


対流 圏 伝 ば ん 界 強 度 の 長期 間 変 動 
PL. Rice : “Tropospheric Fields and Their 
3 Long-Term Variability as Reported by TASO”, 
EL.R.E. 48, 6, p 1021, (Part I, June 1960). 吉田 
= 順 作 訳 [資料 番号 5164] 
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where d is poth distance in stotule miles 

he, h, ore effective onfenna heights in feet 


ds IN STATUTE MILES 


1 平均 界 強度 (50) 


米国 内 外 に お ける 595 の 伝 ぽ ん 路 (うち 546 の 見 通し 外 区 
間 を 含 &t) に つい て 40 Mc 一 1000 Mc 帯 界 強度 の 長期 間 記 録 
デー タ に も と づき , と れ ら の 周波 数 帯 に お ける 平均 電界 強度 
互 (50) お よび フェ ー ジ ング 幅 E10) 一 E50) の 距 離 お よび 送 
受信 アン テ ナ 高 に 対す る 予知 曲線 を 求め た も の で あっ て , 100 


RANGE OF TRANSMITTING 
ANTENNA HEIGHT 

に 填 = * 

z 軒 0 575'< ht 4 1200 

8 + |« 1200'< hte $s 1700° 
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2 100Mc に お ける 長期 間 変 動 (88 Mc < 了 Mc < 108 Mc) 


Ot・ (107) 
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Mc 帯 に お ける 一 例 が 図 1, 図 2 で ある . 

し か し , 結 諭 と し て は , 特定 の 区 間 に お ける デー タ の パラ 
ツキ の 最も 大 な る 原図 は 地形 の 影響 で あり , 特定 の 地域 に お 
ける テレ ビ 局 の 割当 を 行なう と き ば は, 適当 な サン プリ ング で 


FM 副 搬 送 波 系 の スレ シホ ー ル ド の 改 癌 

B.D. Martin : “Threshold Improvement in 
an FM Subcarrier System”. Trans. I.R.E. SET 
-6, 1, p 25, (March 1960). 倉 掛 泰 治 訳 [資料 番号 
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FM 副 搬 送 波 の 検波 に 使用 する パル スカ ウン タ 形 お よび 位 
相同 期 形 の スレ シホ ー ル ド の 原因 と 特性 に つい て 述べ た も の 


選定 し た 受信 点 に つき , 希望 局 お よび 妨害 局 と の 間 の 地形 断 
面 図 を 作成 し , それ ぞ れ の 伝 ぽ ん 損失 を 計算 する こと に よっ 
て SI 比 分布 を 求め て か ら 検 討 す べき で ある .- 

(吉田 ( 順 ) 委員 ) 


正弦 波 変 調 の と き の ル ー プ の 位相 誤差 は 
64 lfo: 
ia TT FT TT 
で 与え られ る . 変調 指数 4 ガ プ ==1 で , 40..。.:=z/6 と す 
る と き , カプ mm デ BBW/2 と な り , 2 Bp>BW で , ルー プ の 
雑音 は 2 Br。 に 無関係 に 決定 され る . 2 Brr く BW で は , 7。 
一 定 の と き , スレ シホ ー ル ド は 5z。 に 逆 比 例 し て 改善 され 


る . 
で ある ・ a 2 X 1 
ポル スカ ウン タタ 形 で は スレ シホ ー ル ドレ ベル は 出力 信号 が B80 ス 訂 ct 
音 に より 抑圧 され 始め る 点 と すれ ば 変調 指数 に 無関係 に 決 光 SIN ぉ および 位 
定 さ れ , 理 論 的 に は 検波 器 の 前 に つけ る 帯 城 ろ 波 器 ( 幅 =BW) を 相同 期 ル ー プ の 
の 実力 で SIN は 十 6dB と な る . お 後に 2 種類 の る 
他方 位相 同期 形 の スレ シホ ー ル ド は , ルー プ の 同期 内 失 な Ww 法 器 を つけ た £ 
われ 始め る 点 で , 変調 信号 と 雑音 に よる 時 時 位相 誤差 が z/2。 や か 40 き の (SIN 
を 越え る 点 で ある . 信号 が 正弦 波 で 変調 され , の 3 
越え b 号 が 正弦 波 で 変調 位相 性 ts を 示す 。 た だ 過 
が ガウ ス 分 布 を する 白色 雑音 の と き は YCe 記 * 十 (z7。)*= テ 渡 状 態 を 問題 に 
4 
放 で 表わさ れる . ここ と で e, は 変調 信号 に よる 誤差 rad.r.m.、 20 3 Ee する と き は ルー 
較 s う で あり , cz。 は ルー プ の 雑音 に よる 誤差 rad.r.m.s.), z 1 で プ の み の と き 最 
に 許容 誤 着 を 越える, し た が っ て 同期 が 失 な われ る 確率 を 決 ed に 叶 良 の 結果 が 得 ら 
直す る 信頼 レベ ル で ある . e, の 許容 値 は 検波 器 の 非 直線 性 を jn-lock れる . 
放 ] 才 席 し て ヶ z/6 に 選ぶ . 理論 的 な スレ シホ ー ル ド は z=2 の と 0 (吉田 WD 
\ き 2.6dB で あり , z=3 の と き 十 4.5dB と な る . YEA SN dB 科 員 ) 
スレ シン ホー ルド レベ ル で の ルー プ の 雑音 帯域 幅 2 Brs は 変 図 1 変調 指数 M25 の と きま の 理想 的 な バル ス 
用 調 帯 域 編 た の 6.66 倍 で ある . カウ ンタ 形 と 位相 同期 形 検波 器 の 生 作 比較 
ョ ディ ジタル 技術 を 用 いた 低 周 波数 分 析 ぇ x ヵ と いて 述べ て い 
5 B. Grand, L. Packer and J.L. West : “Using 3 る 。、 こ の 装置 の 
0 4 - - 3 = Et el ep WE Pt 3 BE | 
3 sDigital Techniques in L-F Spectrum Analysis”, y ッ プル 周波 数 分 解 能 は 
electronics, 33, 46, p 78, (Nov. 11, 1960). 3 テディ 私 最高 周波 数 に 対 
放 = 東口 実 訳 [資料 番号 5166] : fr.. SPEEDUP し て .0.25%8 で 
放 1.000 c/s ょ で の 信 ラ っ を 図 1 に 示す よう な 方 式 で , 時 間 軸 を ge 7 ls もり,dynamic 
届 変更 し て 通常 の 周波 数 分 析 器 で 周波 数 分 析 を 行なう 渋 置 に つ (A) range は 48dB, 
RR A 
max t 」 
イド AV A a 下 に お さえ て あ 
(8) る . 各部 分 たつ 
図 2.(A) サン プリ ング 周波 数 変換 過 得 。 いて 説明 すれ ば 
(B) 記憶 装置 出力 波形 入力 か ら 加 えら 
れ た 信号 は 約 
5 40 V』-。 の レベ 
- ル に 増幅 され た 
20 ] 後 ま ず 所 要 の 周 
0 波数 範囲 の み 
8 
喘 決 数 CS が る 波 器 で と り 
図 3 6cls 正弦 波 と 1.5 cls 短 形 流出 され た 後 , 帰 
ed と の 軍 ね 合せ 波形 の 分 析 例 還 形 の D-A 変 
(108) 
, a ga \ 
eb LT A 4 
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0 換 器 で 各 サ ンプ ル 値 ご 
「 ら に , これ を 磁 わ い 遅 延 線 路 で 構成 され た 4;,000 grs (2;000 
語 ) の 長 さ の 並列 形 記憶 装置 と た たくわえ 500 kc/s の 割合 で 出 


- ” > EE す な わ 


と に 2 進 8 桁 の 信号 に 変換 され る . さ 


力 を 読み 出し て , 電流 を 合成 する 方 式 に よる D-A 変換 器 に 
よっ て 再び 250 c/s~100 kc/s に ある アナ ド グ 信号 に 変換 す 


トン ネル ダイ オー ド ・ カ ー ブ プ ト レ ー サ 
H.G. Dill and M. R. McPherson : “Tracing 
Tunnel Diode Curves”, electronics 33, 32, p 62, 
(Aug. 5, 1960). 垂井 忠明 訳 [資料 番号 5157] 
トン ネル ダイ オー ド の 負 抵 抗 部 分 を 直視 する と と は , 回 路 
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不安 定 が 発生 する 点 お よび 高 プ ドミ タン ス 素 子 で ある 点 問 題 


が ある . 回 路 安 定 化 に は 
(C1) 直流 条件  R,<1/gr. 
(2) 交流 条件 R;>L;gr/Cr. 


| が 必要 で ある . 上 


記 条 件 1。 2, よ 
9 Linas=Crl Ce ] 
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な ら ぬ . そこ と で 図 1 
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witching”’, 392, 

稔 訳 [資料 番号 5168] 。 

れ ば 一 種類 の 素子 で すべ 


mm 


る . と れ は 図 2 に 示す よう な 過程 で 行なわ れ 大 力 選 択 周 波数 
秀 囲 の いずれ に つい て も 同じ で ある . 図 3 は と この 装置 に よっ 
て 分 析 さ れ た 一 例 で ある . さら に 本 文 に は D-A 変換 器 と に つ 「 
いて か な りく わし く 解 説 し て ある . ” 
(東口 元 委員 ) 


導 
た . 容量 Cp は L, の イン ダク タン ス を 除く た め に 必要 で あ 導 
る . それ で る も に よる 不安 定 が 生ずる 場合 に は 人 為 的 に 直 科 | 
列 に 無 誘導 抵抗 Rus を 入れ る と れ は ゲル マ = ッ ツ ム プ r ッ クリ 
Cn Cm で で き て いる . ホル ダダ 

2 72 » の 図面 を 図 2 に 全 回 路 ) 
を 図 3 に 示す . 3 

図 中 の Cp,Cm Cr 
等 の 容量 は 真 鑑 プ ドッ 
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ININCHES ー nor VER マイ カ と 真人 箇 の 間 に シ a 
図 2 リュ コン オイ ル を 入れ て 「 * 葛 


圧力 の 均一 化 と 室 げ き に よる C の 低下 を 防い で いる .。 
スイ ー プ 電源 は 半 正 弦 波 で ある が ダイ オー ド 中 の 電力 損失 

が 問題 と な る と き (往復 で カー プ が ずれ て くる ) は 半 波 の 立 7 

も ち 上 が り の 部 分 の み を 切 出し て 用 いる . と の 回 路 も 示さ れ て ) 
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ど に 対す る 考察 も 述べ て ある . A 
図 1 に トラ ンジ スタ を 用 いた 基本 的 な Sheffer Stroke 

INPUT ーー 理 素 子 を 示 
a \—— | 


。 図 1 Sheffer Stroke 素子 


に 対応 きせ た の が NAND 回 路 Ge=a 6 
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で ある . 図 1 の よ ょ うに, 入力 が 6 端子 位 で , 出力 に 5 端子 位 を 
接続 で きる よう な 回 路 が 一 般 の 応用 に は 便利 で ある . 出力 に 
エミ ッ タ ホビ ロワ を つけ れ ば :50 出力 程度 の も の も 可能 で ある . 

図 2 に Sheffer Stroke 素子 を 用 いた 基本 論理 回 路 の 構成 
法 を 示す . も し NAND と NOR を 組合 わせ れ ば 全体 と し 
て の 論理 回 路 の 所 要 構 成 素 子 数 は 少な く て すむ . か ヵ ゃ -? トラ 
ンジ スタ の 代わ り に ヵ - か - 々 トラ ンジ スタ を 用 いれ ば 互い に 双 
対 な 関係 の 回 路 が 得 ら れ , し か も 両者 を 両立 させ る こと ゃ も 容 
易 で ある . 

と の 論理 素子 を 用 いて 論理 回 路 を 設計 する に は , プー ル 代 
数 を 用 いて 機能 を 否定 の 組合 わせ の 形 に 表示 し , な る べく 多 
く の 入 力 端 子 を 使用 する 形 に 数 式 を 変換 し て 回 路 の 簡単 化 を 
行なえ ば 良い . 


分 布 雑 音源 を 含む 負 抵 抗 伝送 線路 
増幅 器 の 理論 
Ns, Chang, : 
Resistance Transmission Line Amplifier with 
Distributed Noise Generators”’, J.A. Phys. 31, 
; ミ 5, p871, (May 1960). 垂井 忠明 訳 [資料 番号 5169] ミ 
EN 三 端 子 の 負 抵 抗 素子 ,。 すなわち パラ メト リッ クダ イオ ー ド 
や トン ネル ダイ オー ド 等 を 分布 定数 的 に 含む 伝送 線路 増幅 器 
を 一 般 的 に 取扱 っ た も の で , 図 1 の よう に 雑音 電圧 源 , 電流 
源 が 分 布 し て 存在 する と し , 線路 損失 お よび 入出 力 端 で の 不 
3% 整合 を 考慮 し て いる . 


“Theory of a Negative- 


eurnneserenseeesrceets 
CTT 


3 その 解析 

"9 法 は まず 分 

' 布 雑音 の な 2。 
い 場 合 を 取 


) 扱い , 線形 
_ 伝 送 線路 の 
M8 計 | 半 P。 (実効 電力 ), P。 (無効 電力 ) に つい て 共通 に 
成立 する 伝送 方 程 式 を 求め , と これ に 終端 条件 を 与え て 解い て 
いる . 
つぎ に 臣 離 に よら ず ー 様 に 分 布 す る 雑音 電圧 源 , 電流 源 を 


静 電 集 束 形 進行 波 管 の 小 信号 理論 
' W.W. Siekanowicz : “A Small RF Signal 
| Theory for an Electrostatically Forcused Travel- 
ing Wave Tube”, I.R.E. 48, 11, p 1888, (Nov. 
| 1960). 宮川 達夫 訳 [資料 番号 5170] : 
有 有 】 この 論文 は 前 電 集 束 さ れ た 進行 波 の 小 信号 理論 を 修正 され 
放 た レベ リン ・ ビ ピーター ソン (し -P) の 方 程 式 を 用 いて 導き , 
実験 結果 と 比べ た も の で ある . 

有 有 大 電力 用 の 前 電 集 束 (S.F) 進行 波 管 の 構造 の 一 例 を 図 1 に 
| 示す, 集束 電 析 は RF 回 路 の ボディ (電圧 V。) に プレ イ 
放さ きれ た R-F チョ ー ク を 通し て 保持 され , 電圧 V。 を 与え 
る . RF 回 路 は 周期 的 に 装荷 され た 伝送 線路 と みな され , 
RR:F 電界 は 四方 向 の み を 考え て , ヵ 番 目 の 間 げ き で Eeit, 
( ヵ m 寺 ヵ ) 番目 の 問 げ き で 下 ,eit*r? の と する . 直流 電圧 は 電極 


i i 


‘rere 


も 
2 基本 天 理 回 路 ( 図 中 HAND は NAND の こと ) 
(秋山 委員 ) 


考慮 し た 場合 の 基礎 方 程 式 を 立て て 雑音 の 伝送 増幅 状態 を 考 
察し て いる . その 結果 雑音 電力 に つい て は 変数 を 多少 変更 す 
れ ば 信号 電力 に つい て と 全く 同一 の 伝送 方 程 式 に 到達 し , 結 
局 入 出力 端 条件 が 信号 と 異な る 他 は 同じ 表 式 で 示さ れる こと 
と な る し か し 実効 終端 条件 も 雑音 電力 に 関係 する の で , 雑 
音 電力 が 陰 に 含ま れる 解 と な り 一 般 的 な 条件 で は 簡単 な 形 の 
解 は 得 ら れ な い . 

そこ で 両端 整合 , = 入力 端 の み 整 合 , 
に つい て 解い た 結果 を 表 に まとめ , 
の 傾向 を 論じ て いる . 

結論 と し て 低 雑音 増 弓 を 行なう 条件 は : 

(1) 線路 は 高利 得 の も の で ある こと 

(2) 入出 力 端 共 よ く 整 合 が 取れ て いる こと 

(3) 単位 長 辺り の 利得 が 大 きい と と. と な る ., 

(2) の 条件 を 広帯域 で 得る に は 無 ひ ずみ 伝送 条件 が 線路 に 
要求 され る . また 負荷 が アイ ッ レ ー ト され て いな いと き は , 
出力 端 の 雑音 が 入力 端 で 反射 増幅 され る 結果 一寸 の 入力 不 整 
含 も 全体 の 雑音 指数 を 著しく 低下 させ る こと と な る . (線路 利 
得 20dB の と き 10% 不 整 合 で 雑音 指数 は 3 dB 劣化 する .) 
し か し 進行 波形 の バラ メト リッ クア ンプ 等 で は 線路 が 一 方 向 
増幅 性 を 有 し て いる か ら 特 に アイ ッ レ ー タ の 必要 は な い .、 

(垂井 委員 う 


さら に 数 値 例 に よっ て そ 


間 で は 直線 的 に 変化 し て いる と 考え , 電子 ビー ム と RF 回 
路 の 相互 作用 を 解析 する の に , 空間 電 和 荷 波 理 論 と ビア ー ス の 


出力 敵 の み 整 合 の 場合 
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理論 を 組合 わせ た L-P 方 程 式 を 用 い , ヵ 々 番目 の 区 間 の 出力 
を 求め る と 4 個 の 線形 連立 微分 方 程 式 が 得 ら れ , その 定数 よ 
9 一 区 間 の 小 信号 利得 , し た が っ ぅ て 全 区 間 の 利得 を 求め る とこ 
と が が できる. 本文 に は 以上 の 計算 で 求め られ た 直流 速度 比 ( ド 
リフ ト 空 間 と 集束 電極 部 分 の 速度 比 〉 の 変化 に 対す る 利得 パ 
ラメ ー タ , 空間 電荷 パラ メー タ 等 の 関係 が 図示 し て ある . 


以上 の 理論 を 確か め ある た め に , 損失 を 塗ら な い 1 区間 か ら 
な る 短い 大 電力 用 SF 進行 波 管 を 作り 実験 を 行なっ た . その 
結果 , ドリ フト 空間 の 直流 電圧 が 集束 電極 より 低い と き は を そ 
の 反対 の と きよ り 増幅 の 利得 は 大 きく , 同じ よう な 動作 が 大 
信号 時 で も 得 ら れ , 理論 と 実験 の 結果 は ょ よく 一 致す る と と が 
確か め あら れ た . (末松 委員 ) 


空間 電荷 制限 二 極 管 の 理論 

H. Potzl and K. Richter : “Zur Theorie der 
raumladungsbegrenzten Diode"”, EU. 145 5 
=p 225, (Mai 1960). 長谷 川 幸雄 訳 [資料 番号 5171] 
粒子 密度 お よび 運動 量 に 関す る 巨視 的 な 輸送 方 程 式 に 基 づ 
いて 一 次 元 電子 流 に 対す る 簡易 理論 を 導い た . 解析 の 基礎 を 

密度 関数 法 に 置き 流体 力学 の 基礎 方 程 式 に 対し て 電子 の 速度 

分 布 の 影 緒 を 考慮 し , か つ 運 動 量 の 代わ り に 流れ の 方 向 の 和 電 

A 子 の 特性 温度 =m/) u⑩-* を 導入 する と つぎ の 基礎 方 


ue 
: sens 


程 式 を 得る - 
6, J=00 7, rs + 
Tn | 


9 EE 
=ー ラ zoo の すけ 


空間 電荷 
制限 二 極 管 
の 場合 に 
は , 8 領域 
た に お いて は 
J。<7, で 陽 
極 の 充分 近 
傍 で は 速度 
分 布 は ( 笠 と 
ん ど 無 視 で 
き TT*= 
Gorsts。 まま 
た <« 領域 
Gh 7" は 
密度 p と 
と も に ゆる 
や か に 減少 
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図 f ーー 圭 管 紀 -26 MD の 電子 アド ミタ シン スネ 
(一 実測 値 ) …… 単 一 速度 理論 に よろ 

; 計算 値 , --- 関口 の 近似 理論 に よる 計 

っ する か とら 等 、 算 値 , ム A 一 4 本 理論 に よる 計算 値 , い 

。 温 近似 が 成 1 ずれ も ナチ =4.3 GHz) 

評 す る と 考え て , Parzen の 理論 を 適用 する と , 定常 状態 に 

到 け る 非線形 方 程 式 が 得 ら れ , と れ を 最小 電位 点 に お ける 示 

許 ペ ラメ ー タ @ お よび プラ ズ マ 周波 数 の pm を 用 いて 表現 す 


ドド A oe / 2 3 
0 


| なり, と の 結果 は Langmuir の 理 葵 式 と 一 致す る こと が 


| 有 』 表 きれる. 一 方 間 電 知 制限 に よる 非 定 党 状態 に 対す ター 


DC (111) 


般 解 は 正規 化 周波 数 Q=w@/w を 用 いて つぎ の よう に 表わさ 
れる (J』 お よび 7s は 複素 積分 常 数 ). 
= UMw + TCA+R VI wD +d Iw) 
(YBIDCVY DL NZ} rexp(—32 V2 0] 
どど で 境 次 
条件 と し て 
J ョ =07"$ 
NE 
対し て は 険 
極 表 面 に お 
ける 空間 電 
荷 密度 の 時 
間 に 関 係 す 
る 項 を 無視 
ず な 管 族 好 
の 
極 管 の 電子 
アテ アドミ さき 々 マン 
の 
= {Uilwa) 
—U; (we)} 
バーU) か 
ら 求 あめ られ 
る を 自 0 
C4 まで 
発表 され た 
種々 の 三 極 
管 の 電子 ア 
ドミ タン ズ 


と 本 理論 に 
よる 計算 企 
と を 比較 し 
た 結果 定性 
的 に は か な 
り 良 い 傾向 
の 一 致 が み ら れ だ た だ. 例 と し て 図 1 に B-26* に 関す る 関口 の 
測定 お よび か れ の 近似 理論 に よる 計算 結果 洗 と の 比較 を , ま 
た 図 2 (a) お よび 図 2 (b) に Hennings の 実験 結果 が * と 


(b) f=4GHz 


図 2 Hennings の 試作 管 の 電子 アド ミタ ンズ 
(--- 実測 値 , 一 一 本 理論 に よる 計算 値 , 
ee Paucksch の 計算 値 


Paucksch の 示し た 密度 関数 法 の 須 密 な 適用 に よる 計算 結果 


と の 比較 を 示す ・. 小山 元 奏 員 ) 
* 通 研 成 果報 告 第 1533 号 , 
** 信 学 誌 '38, 6,.p 453 お よび 7, Pp 542, 
*** 信 学 誌 析 , 6, p 728, ( 昭 35 一 06) に 紹介 


の 測定 結果 こ 
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は し ご 形 遅 波 回 路 に よる 板 状 電子 
ビー ム の 集束 
W.E. Waters : *‘Electron Sheet Beam Focusing 
5 with Tape Ladder Lines”’, J.A. Phys., 31, 10, 
ミ p 1814, (Oct. 1960). 小山 次 郎 訳 [資料 番号 5172] 
図 ユ の よう に 対向 する 一対 の は し ご ど 回 路 で 構成 され た 遅 波 
回 路 は , 後進 波 管 用 に 
非常 に 有用 で ある 。 こ と 
の は し ご 板 に リッ ジ を 
対向 させ る と 周波 数 幅 
は 広がり , は し ご ど 板 に 
対し て リッ ジ の 直流 的 
電圧 を 高く する と , とこ 
の 対向 する は し ご 板 間 
に 板 状 電 子 ビ ー ム を 集 
東 す る と と の で きる 静 
電 周 期 レ ンズ 系 が 構成 
され る . この 論文 で は 
と の よう な 周期 集束 系 OD 
の 特性 を 理論 的 に 取扱 
、 っ て いる . 
有朋 この 集束 系 で 板 状 ビ 図 1 
ー ム の リッ プル が 最小 と な る パー ビア ンス は , リッ ジ の 電圧 , 
da し 0 し L お よび c など で 変わ る . た と えば , こと この パー ビア 
ン シン ス ア は ご に 逆 比例 し , @ み L に 対し て 指数 関数 的 に 減少 し , 


8 


END 
TERMINATION 


カド ミウ ム - テ ル ラ イド 結 品 の 
表面 層 の 研究 

Yu.A. Bodakov, G.A. Lomohina, G.P. Nau- 
mov and Yu.P. Maslakovets : “Tnvestigation 3 
i Cadmium-Telluride 3 
s Crystals”, Soviet Phys. Solid State, 2, 1, 
| =p 49, uly 1960). 神谷 行雄 訳 [資料 番号 5173] 
| 回 体 表面 の 吸着 ガス 層 , クラ ッ ク あ る い は 空 格子 点 等 は 結 
| 品格 子 の 周期 を 乱 し , エネ ル ギ 帯 中 に 表面 準 位 を 作る . 半 問 
| 体 で は その ょ うな 進 位 が 存在 する と 表面 近く に パル クト 異な 
に ラ た 性 質 の 層 を つく る . 空気 中 で は , さら に 表面 に 酸化 層 が 
放 で きる で あぁ ろう. 2 成分 以上 より な る 物質 で は 酸化 に よっ て 
肥大 の 組成 が 変わ る と 考え られ る 。 また 半 導 休 中 に 原子 が 拡 
i 敢 し じ た り , 表面 か ら 逃げ だ し た り し て 表面 の 不純 物 党 度 に 個 
| 冬 を 生ずる で あろ う . 
放 】 ニニ っ の ヶ - 形 の CdTe を 接触 させ る と , どちら を 正 に し て 
講 も , 牧 流 特性 は 逆 方 向 の カー プ に な る , と れ は 表面 に ヵ - 形 
請 の 大 が で き て いる と し て 説明 で きる . 
有 】 を - 形 の 高い 比 抵抗 (107~10°' ohm cm) の CdTe を 空気 中 
に 長期 間 放置 する と , 表面 に 伝導 層 が で きる . また 空気 中 で 
i 加 府 す る と 特に 大 き な 抵 抗 の 変化 が 見 られ る . ヵ - 形 CdTe の 

場合 は 表面 に P-N 接合 は 見 られ な い . 
放 と 形 の CdTe を 200°C' で 短 財 間 加 熱し , 宏 温 で 電気 伝導 
| 度 を 光 定 する . これ を 繰 返 す と 伝導 度 の 増加 は 層 の 厚 さ に 比 
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記 人 する こと と は , 層 が 拡散 に よっ て 生ずる と と を 示し て いる . 


5/L に 比例 し て 増加 する . は し ご 回 路 を 後進 波 管 使用 する 
場合 電子 ビー ム と 回 路 波 と の 結合 力 は 刀 , dL な ど に よっ - 
て あま り 変 わら な い の で , と れ ら の 値 は 電子 ビー ム の 集束 。 
機械 ・ 熱 的 観点 か ら 決 め る こと が で きる . た だ 集束 力 を 強 ぐ 
する た め 4/L を あぁ まり 大 きく する と 平均 ビー 電圧 が 下 が な 
り , は し ど 板 に 相当 高い 電圧 を 加え ね ば な ら な いよ うに た な: 
る . 
電子 ビー ム の パー ビア ンス (Zl Ve*5) が 上 に 述べ た 最適 パ : 
ー ビ ア ンス と 一 致し , ビー ム の 入射 条件 も 適当 で ある と き の , 
ビー ム の 有 販 動 の 周期 は は し ご 板 の 周 期 と 一 致し , その 振幅 は 
きわ め て 小さ い . し か し 入射 条件 が 適当 で な か っ た り , 電子 - 
ビー ム バ パー ビア ンス が 集束 系 の それ と 一 致し て いな いと き 
は , ビー ム の 厚み は 大 き な 周 期 で 脈動 する . そし て と の と き : 
の 周期 は ビー ム の プラ ズ マ 周波 数 と 同じ で ある . 
こと の よう な 静 電 的 周期 集束 
oi を 用 いた X- 帯 の 後進 波 管 を - 
設計 する と , その 断面 は 図 2: 
の よう た た な る > る tk 
得 ら れる パー ビア ンス は 1.# 
ーーgdle2 AP で , 相当 高い 電荷 密度 の 
ビー ム を 集束 で きる と こと が ね 


rr 
0.762 
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電子 ビー ム か る . て これ を 実際 に 応用 する 
較 2 場合 は この よう に 高い バー 
ビア ンス の ビー ム を 作る 電子 銃 の 設計 に むし ろ 問 題 が ある . 


C 小 山元 委 員 ) 


長 時 間 加熱 し た CdTe は 数 x の 層 の 表面 層 が CdTe の 
組成 と 異な る こと が X- 線 に よる 研究 で 分 か っ た . 必 が 拡散 に . 
よっ て で きる こと と を 証明 し , 拡散 係数 を 求め る た め に , た 形 : 
の g=1.10-'ohmicm* の CdTe を 空気 中 で 200°C. で 1r 
時 間 熟 処理 を し て 総 伝導 度 を 5.10*ohmicm コ に 増加 し た . 
こと の 試料 の 三 つ の 面 を 1 mm の 深 さ だ け 取 除き , 第 四 の 面 を - 
次 第 に 取 除 いて 行き な が ら , 取 除 いた 層 の 厚 さ と 残っ た 層 の - 
抵抗 を 測定 し た . 取 除 いた 層 の 中 心 の 表面 か らち の 深き さと, そ - 
の 層 の 電気 伝導 度 の 関係 は 図 1 の よう に な る . こと の 分 布 よ ゆい 
求め た 拡散 係数 は 4.10-!!cm*/sec で あっ た . 


4 CdTe の 表面 の 伝導 層 は 熱 起 : 
a ゝ 電力 の 値 も 変え る . た か た 形 の Cd 
こ Te で は 表面 層 が 存在 する と 熱 . 
® 起 電力 が 減少 し , x- 形 の CdTe- 

£ で は 無 起 電力 の 符号 まで も 変わ 


る . 7.10-“ohm-lcm コ の ほ と 
ん ど 化学 量 論 的 組成 の CdTe- 
We es で , 貢 起 電力 は 120 gzV/deg- 
A で あり , 電気 伝導 度 の 温度 依存 - 
1 表面 層 の 深 さ に ょ る 性 log 1/R=/(1/ 了 ) の 直線 の 
電気 伝 問 分 布 傾斜 より 禁制 帯 の 幅 に 等 し い ・ 
1.48eV の 値 が 得 ら れ た 。 こ の 試料 を 熱処理 し て 伝導 度 が 4 
桁 大 きく な っ た も の は log 1/R と 1/ 了 7 の 傾斜 が 0.2eV と 
な り , 表面 層 の 活性 化 エ ネル ギ を 与え る . 熱電 力 は 420gV~ 
/deg に な っ た . 


(三宅 元 委員 ) 
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昭和 36 年 6 月 電 気 通信 学会 雑誌 第 44 巻 6 号 999 
s sy = トー s ~ , お > re * i 天 i 
& 磁気 薄膜 の スイ ッ チ ング 速度 の 測定 . 助け られ て 速く な る が , と の 直角 磁界 は 図 1 の ょ よう に 1 対 の I 
: W. Dietrich, W.E. Proebster : “Measuring ヘ へ ヘルムホルツ コイ ル で 作ら れる . と れ は 地球 磁界 を 打 消 す な だ i 
日 Switching Speed of Magnetic Films’”, electronics ミ め に も 用 いら れる . * 
1 ゆ ) =' Db [| … 下 = ロ t 
= RO p79, (June 3, 1960). 川 叉 晃 訳 [資料 番号 = 200 Oureur CABLE A \ 科 
3 = INPEDANCE Z} た め ! < ] と i « J 
スイ ス の IBM に お いて 数 ナ ーー で の 7 拓 芝 還 の イレ = 本 : 6 ーー 0 
3 と お いて 数 ナノ セカ ンド の 磁気 薄膜 の 磁化 向 の 反転 科 束 を 図 2 の よ 4 
皮 転 速度 を スト リッ プラ イン と サン プリ ング オシ ドス コー うに し て 取出 し て いる . 
プ に より 測定 し た 結果 と , その 測定 法 に つい て の べ て ある . A) (A) は 長き 方 向 の 税 束 唱 7 


印加 磁界 は 50Q の 特性 イン ピ ニ = ダン ス を も つ ス トリ ッ プ 
ライ ン に , 50Q の 同軸 ケー プル に 落 え られ た 電荷 を 放電 する 
と と に よっ て 作り , 約 lns の パル ス 状 磁界 を 作成 する . 試料 
は 80% Ni の パー マビ ドイ 藻 膜 で 厚 さ 0.1g 直径 1cem の も 
の で , 図 1 と し めす よう に 終端 を 短絡 し た スト リッ プラ イン 


P TRANSMISSION LiNE 


の 中 部 に お く . 同軸 ケー プル に 著 え られ た 電荷 は , 50 c/s で 


働く 同軸 形 水 銀 ス イッ チ を 通し て スト リッ プラ イン を 流れ 
る . 終端 が 短絡 し て あり , パル ス 幅 と 遅延 時 間 を 合わ せ て あ 
る か ら , こ の 電流 に よる 磁界 は 試料 の と と ころ で 2 倍 と な る . 
パル ス 電 流 の 使用 最大 値 は 充電 回 路 の ダイ オー ド の の 言 圧 
で 定まり , この 例 で は 600 V で その と き の 発 生 磁界 は 7.50e 
で ある . 磁性 薄膜 は 直角 方 向 に 磁界 が ある と その 磁 区 回 転 が 


の 変化 を 検出 する も の 
で , と の よう に し て 3 おく 党 
と 磁性 膜 の な いと き の 発 mm 
生 磁 束 に 相当 する 誘起 電 - 吉 
正 な , 互い に 打 消 し 合う 
て 生じ な い . (B ツ 〕 は 直角 
方 向 の 磁束 変化 を 検出 す 
る . 図 2 の (A),(B〕) の 
出力 波形 の 一 例 を 図 3 の 
(A), (B) と し あず : 四 
3 の (A) は 図 2 の (CA) 
。 記 対応 する この 出力 波 誠 主 
形 か ら , 磁化 反転 の 機構 : 
は 磁 区 の 回 転 が 主体 で あ 
る と と が 判明 する . 図 3 
の 1 目盛 は 横 軸 が 0.4ns」 
で 縦 軸 は (A) が 0.6V, 
(B) が 0.3V で ある . 
上 記 の 方 法 に より 測定 ” 
し た 直角 方 向 の 磁界 の 強 


F, "さと , 印加 磁界 の 強 さ の 


変化 に よる ペイ ッ チ マグ 
速度 の 関係 を 図 4 に と しめ. 
す 。 とれ か ら 磁 区 回 転 の 
機構 が 判明 する : 
図 4 な お こと の 論文 と ほぼ 同 

し よう な と と が , 同一 著者 に より IBM ジャ ー ナ ル , 1960: 
4 月 号 に 出 て いる . (洋上 元 委 員 ) 
ti 
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誘電 体 装 告 トラ フラ イン の 了 E 波 
TOOhn RE Modes of the Dielectric 
= Fae Rs MTT-8, 
ミ 4, p449, (July 1960). 中 村 二 郎 訳 [資料 番号 5175] 

図 1 の よう に 誘電 体 を 入れ た トラ フラ イン は , トラ フ の 底 
板 の た め に Esp Mode が 最も 安定 に 伝送 され る . と の 場合 
の 界 分 布 , 管内 波長 , 電力 伝送 容量 , 減衰 量 等 の 設計 資料 
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を , 2al25, Ak=(ss—$/Eo を パラ メー タ と し て 図示 し て , “ 
設計 に 便利 な 資料 を あげ て いる . な お 措 分 布 お よび 管内 波長 
の 測定 を 行ない , その 装置 を 述べ , また 実測 値 が 計算 と よく WY 
so 1 i 


TE4o CUT-OFF 


.50T 


LP -(DIMENSIONLESS RATIO) 


.60I 


2,0 50 19,.0 
2y, ~ (DIMENSIONLESS RATIO} 
° 


図 2 


i .2 5 0 


' (114) 


1000 


海外 論文 紹 外 ’ 


一 赦 し て いる と と を 述べ て いる . 
界 分 布 は ela-? の 形 で 示さ れ , 


ある . 
電力 伝送 容量 は , 最大 許容 電位 傾 度 が 15kV/cm と し て 計 
ee" 
s 
8 § 
回 x 
s TE4o CUT-OFF 4 a 
s 40 es a 
a SE ITTS 
CY ES I SF 


’ 2 : 10 : 
2 ~ (DIMENSIONLESS RATIO) 


図 3 
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且 拍 似 ロロ に よる 音 卑 放射 の 測定 i 
5 J. L. Flanagan : “Analog Measurements of : 
Sound Radiation from the Mouth”, J.A.S.A. i 
| 32, 12, p 1613, (Dec. 1960). 山崎 新 一 訳 [資料 特 号 ミ 
5176] 


品 を 通過 する 体積 加 度 と 音 場 音 圧 の 関係 を 。 球 音 源 ゃ 式 状 


バフ ル を 持っ ピス トン で 類 挫 し た , 理論 的 解 白 は し ば し ば 行 


な われ る が , こと の 論文 は , それ ら の 類推 を 実験 的 に 裏付け る 


語 放 に と を ぉ も な 目的 と し た も の で ある . 


に の 種 の 問題 は スピ ー チ 合成 な ど に 電 要 で ある . 

等 身 大 の マネ キン を 使っ て , 口 か ら 放 射 さ れ た 自由 音 場 測 
eg 
| 9cm) を 持つ 微少 ピス トン の 場合 の 比較 を し て お り ,。 また 
| 会 話 の 際 の 窟 圧 分 布 と の 対応 , ある い は , 口 の 放射 イン ピー 
| ンス の 近似 表示 に 対す る 検討 な ど , 比較 的 平易 に 論じ て あ 


使用 する マネ キン に 入れ る 音源 は , Altec 730 A の 先端 に 


2a/2。 に 対し て , 4k を 
バ パラメータ と し た ka, ka を 示し た の が 図 2 お よび 図 3 で 


算 し て あり 。 図 4 の 通り で ある . _ 
減衰 量 は 導体 損 と 誘電 体 損 が あり , 銅 の 場合 に つい て ," 二 
つの 平行 する 側板 の 損失 が 図 5 で , 誘電 体 損 は tan 8=0.001 


と し て 図 6 の よう に な っ て いる . ご の 場合 , 底板 に よる 導体 
損 は 小さ い の で 省略 し て いる が , 
a;,a’ 0.01455 Chioa)* 
pd 7 i rr EE 
3 NV Tw / ztK, ( 学 ) — Ckioa): (kioa—tan koa) 
LJ 
と な る 
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\ 
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\ ne 
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c RT 
MN] 2 EK: 20 so 0 £200 
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Rk - (OIMENSIONLESS RATIO) 
図 6 (中 村 委 員 ) 


パイ プ を 設け , 内 部 に 多数 の 線 を 充満 し て そこ と に 生ずる すき 
間 を 利用 し て ,、 周波 敷 特性 を 適当 に 制御 し た も の を 用 い , と 
れ を ロロ の 中 に 備え 、 頭 の 空 胴 は が ガ が ラス ファ イ バ を 満 し て お 
く 。 マ ネ キ ン の 口 の 開き は 2 cm* で ある . 

測定 点 の 距離 お よび 空間 的 角度 を 変え て , 音 正 と その 位相 
関係 を 測定 し た 、 そ の 結果 , 音 圧 に 関し て で は, マネ キン の 音 
圧 分 布 は 球状 バフ ル を 持つ 微少 ビス トン で 近似 する 場合 と 
同様 に , 点 音 源 で も 充分 近似 的 に 表現 可能 で ある と と が 判っ 
た . こ の 近似 成立 の 範 暑 は 一 定 の 立体 角 以内 , 周波 数 は 4kc 
まで で ある 、 また 位相 の 測定 結果 も 音 圧 と 同じ 成立 範囲 で , 
音源 か ら 充 分 離れ た 一 定 距離 (た と えば 12 inch) は , 30° 以 
内 で 同相 面 と みな せ , さら に 同じ 周波 数 で は 位相 の 絶対 値 は 
30” 以内 で 点 音 源 の それ と 一 致す る . 図 1 は 普 圧 分 布 の 測定 
例 で ある . これ ら の 結果 は 音 圧 - 速 度 の 変換 が , 点 音 源 に よ 
っ て 比較 的 良く 記述 され る こと を 意味 し て いる の で , 口 の 体 
積 度 と 蝶 離 の 点 の 音 圧 は ラブ ラス 座 換 に よっ て , ぁ を 複 
素 周 波数 と a 


^ 評 Pr()/Qs(s)=(Cs pl4 x ne-sre 
| の 形 で 表わす こと が で きる . 

さら に Dunn お よび Farnsworth に よ っ て 求め られ た ス 
ゼー チ の 場合 の 音 圧 分 布 と 比較 し た 結果 , 両者 の 高圧 分 布 が 


t cis a | 


非常 に よく 一 致す る こ と が わか っ た . 

ロロ の 放射 イン ピー 
バフ ル を 持つ 微少 ビス トン で 近似 する の が 合理 的 で ある る が 7 
か か る 音源 に よっ て 放射 され る 音 は も ちろ ん , 半球 に 制限 き 


PNG 


ダン ス に 対す る モデ ル と し て は , 無限 犬 


れ , 頭 の 回 り に 見 出さ 
れる と と ろ の も の と は 
異な っ た 音 圧 分 布 を 示 9 罰 
す . 一 方 点 音 大 は 前 述 
の よう に 口 の 前 面 に 散 放 
乱 し て 行く 様相 選 関し 
て は , 近似 と し て 合理 | 
的 で ある が , 品 の 放射 | 
イィ インピーダンス を よく 
表現 する と こと は で き な 
いい 


(富田 要員) 


: 肖 0 
て 1 マネ キン の 品 か ら 12in. の 下 離 の 音 圧 分 布 (a) 水平 面 (b) 乗 直 面 …! EY: 
7 ~ (odB は 0.3d/cm?; ロ の 体積 速度 は 30-c«elsec) 3 
: ; Ne 
” 日 指名 , 藩 払い, "レジ ジッ トカ ー ド 日 の 概要 に こ に ついては; 既に 下記 文献 で 発表 され て いる ._ 

i 日 通話 用 特殊 台 = G.H. Peterson : “Current Experiments in Person-to-Person_ 

| ミ L.Ereericks:“Special Bositions for Person-§ DDD", Bell Lab. Rec. 38, 8, p299, (Aug. 1969. 
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’ ミ Engng. 19, 10, p814, (Oct. 1960). 近藤 貞 吉 訳 ミ cc LiNK FA Link FR 人 CR : 
日 に 4 c= Li oFFicE VIA 


ミ [資料 番号 5177] 
過去 数 年 間 , = ェ ー ヨ ミー ク 市 で は 平均 726 の 市 外 ト ラ ヒ ッ 

有 9 が 見 られ また 市 外 呼 の 大 半 が 指名 通話 方 式 に よっ て い 
衣 る 指名 , 着払 い , クレ ジッ トカ ー ド 通話 に は 扱 者 の 介 和 を 
計 し 、 本 応 り 長 叶 間 扱 者 を 保 亡 する の が 一 般 で ある . か か る 
| 原 因 に よる 座席 数 の 増加 を 緩和 する た め , ATT お よび ペル 
| 2cAt で は DDD に ょ る 指名 , 着払 い , クレ ジッ トカ ー『 
用 を 実用 化し , 束 79 番 街 の 5 号 ク セス ペー 局 で 実験 を 行 
な っ た . 接続 方 式 は 図 の 通り で 特殊 台 の 介入 を 要する と き 

| 有 は, 被 呼 加入 者 番号 の 前 に 0” を 付加 ずる 。. 0 や ダイ ヤル 
| の と きだ け 図 の 2 重 枠 の 庄 装 置 が 関与 する 接続 は 通常 の 叶 
和 と 同一 で ある が , た だ 接続 完結 前 に 扱い 者 の 介入 する 点 が 異 
有 有 な る. 発 呂 加入 者 と 扱 者 の 交 方 に 信号 音 が 送出 され 必要 な 
| を 抜 者 に 与え る . た と えば 指名 通話 に 際 し て は 相手 の 名 前 
を 通知 する . 被 呼 者 が 応答 し た と き , 扱 者 が 聴 話し て いて , 
< 該当 者 で ある と と を 確認 する と 課金 クラ スキ ー, お よ 
起動 キー を 駆動 し LAMA テー プ に 通話 の 詳細 記 狂 を 
る と 共に 特殊 台 の 出 セ ンダ と の 接続 を 解く . 発 呼 者 
接続 は 終 話 時 まで 保持 され る .・ 終 話 テン トリ は 加 


。 出 ト ラン タ で 検出 し 出 トラ ンク の 制御 で テ 
る . な お CAMA を 使用 し た グロ スバ パー タ 


レン ジット カー ド 通 話 方 式 


FOREIGN AREA 
TRANSLATOR 


FAT. 
conn 
¥ | 
MF Fa 
RECEIVER に 
MF 
RECEIVER 
CONN 


2 。 着払 い , ク 
ey 


LZ 素 へ 
rhermoelectric Microphone 
Waves”’, J.A.S.A. 


uit 


する 温度 の 周期 的 変化 を 測定 で きる も の で あっ て 。 
失 向 性 で 約 3X10-C の 温度 容 動 を 記録 する こと が て で 
そし て と の 種 の マイ グセ ホン の 設計 に 関す る 熱 的 
頭 に つい て 解析 を 行なっ て いる . 

熱 的 解析 は すべ て 


= a 


と の thermal microphone は 振幅 変調 音波 に eS 
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形 , 4 
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図 1 に 示す モデル に つい て 行なわ れ 
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る , すなわち I の 部 分 は ハン ダ 付 ある い は 閣 接 さ きれ た 熱電 
対 サー ミス タ element で あり , I の 部 分 は ワッ クス また 
は プラ スチ ッ ク 
の よう に 音 を よ 
く 吸 収 す る 材料 
の 層 で ある . そ 
し て こと れ ら の 司 
応 部 は 媒質 廿 の 
中 に 設置 され 
る . 熱 伝導 の 式 
を も と に し て II 
の 部 分 で 変調 音 
が 吸収 され た 場合 の 1 の 部 分 の 温度 変動 が つぎ の よう に 求め 
られ る . 


U 


図 


1 


NR 3 
sjNGpC: T(zcoth sz—1) +Kz*(a z+ 1 


w: 座 調 周波 数 。 dg: 欧 収 され た 音符 エネル ギ 
KK: I,TT の 熱 伝 着 度 比 


z:( = 
また 周囲 の 温度 変化 と に よっ て 感応 する 熱電 対 の 能率 ある い 
は 感度 に 関係 する 減衰 関数 7 が つぎ の よう に も と め ら れる . 


r= Us=5 cd=d 


Nyquist Plotter”, Trans. I.R.E. CT-1, p130 
ミ (Aug. 1960). 八木 寛 訳 [資料 番号 5179] 
自動 制御 系 で は アナ ョ グ 計 算 機 な ど に より , 伝達 関数 の 時 
| 間 平 面 で の 過渡 応答 を 求め て いる と と が 多い が , 安 定 度 解析 
) や 設計 に は 周波 数 平面 で の それ が 得 ら れれ ば 便利 な と と が 多 
い 。 本 論文 で は アナ r グ 計算 機 回 路 と 特殊 な 電子 管 回 路 を 
| 用 いて , 伝 剛 関 数 の 周波 数 平面 に お ける 情報 すなわち ナイ 
キス トド 情報 を 自動 的 に 得る よ ょ うに 工夫 し た も の で ある . 図 1 
の プロ ッ ゥ ッ ク ダ イヤ グラ ム で 設定 値 a(⑦ を 正弦 波 に する と , 
| 誤差 s⑦=A,sinot, 出力 0( の =A,sin(otー8) に な る で 
】 あろ り . と と ろ で , 図 1 の よう に ょ (⑦ の 一 部 を 移 相 喘 に 入 
| れ , 90° ぉ くれ させ た 出力 を 得る . それ ぞ れ の 出力 を 0⑰d, 


SvsTeu_ be e 
ーー EN MM 


» 


(b=0)(a=™) 
=: アナ ログ 計算 機 を と 用 いた ナイ キス ト 
=: ブ プロッタ = 
= E.A. Goldberg : “An Analog Computer 3 


a(s+Dz \ 
a zcoshas z+sinh es xz 
1 ( x’ Ka ) 
zcotz—l «zcothasz+l 
0 ーー 


{3[1- 
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b 


実際 に ュ ン スタ ンタ ンー マン ガニ ン 和 熱電 対 に だ お いて を 
計算 する と 図る 2 の ご と く な る . そし て と の の 値 を も と に し 
て 電気 入力 回 路 の オプ チマ ム 変 調 周波 数 が 決定 され る . 

(富田 委員 ) 


(の) と する . 図 2 の よう に , サン プラ 1 に 入れ た *“(①⑦= 
4,. sin( ゅ tz 一 90°) を =( カ の ==0 に な る と き , すなわち st =03 
人 |., <0 で サン プル し て 得 ら れ た 出力 (5 と 0⑭ 


を それ ぞ れ 分 割 器 に 入れ , 比 。 一 60( ヵ ④⑦/s*(txs) を 得 , さら に そ 
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れ を , 図 3 の サン プラ 2 た 入れ て , 同じ 時 間 t= で サン プ 
. ‘(ti a A 

ルナ すれ ば ーー Sin 》 が 得 ら れる . 他方 図 4 に 
示す よう に , 図 2 で 得 た 情報 を サン プラ 3 の 1 入力 端子 に 
入れ , それ を ee( の =A,sin (@ tzt-90)==0 に な る t 三 な 
ds Gn _ A 


0 (Go る CE SP が 


得 ら れる , と れ は , 誤差 <⑦=4,sin wt, 出力 0⑦=4: 
sin(⑩ の tzー) と し た と き の 伝 達 関 数 の 周波 数 % の と き の 情 報 
FC = (cos 6 sin ゅ ) を 得 た こ ど に な り , これ を を 
周波 数 を 走査 する と ナイ キ 
と に な る . 図 5 は ば そ の 一 例 で 
(柴山 委員 ) 


れ ぞ れ メーY プロ ロッタ に 入れ , 
スト 情報 が 自動 的 に 得 ら れる こ 
ある . 


座 電 子 発電 器 に お ける 磁場 の 影響 

A. Schock : “Effect of Magnetic Fields on 
s Thermionic Power Generators”’, J.A. Phys. 31, 
ミ 11, p1978, (Nov. 1960). 今井 哲二 訳 [資料 番号 
= 5180] 

熱電 子 発電 器 は 低い 直流 電圧 発生 装置 で る ある た め , 高 出 力 
を 得る た め に は 非常 に 大 き な 電 流 を 取り 出し 得る も の で な け 
れ ば ば ならない. この よう な 装置 で は 電流 の 流れ と 直角 方 向 に 
か な り の 磁場 が 生じ , この 磁場 に より カソード か ら 放出 し た 
電子 の 相当 部 分 が カソード に 再び 戻っ て し まう と と に な り , 
装置 の 効率 は 閉 し く 低下 し て し まう . と の 論文 で は 熱電 子 発 
電器 で 生ずる と の 自己 誘導 磁場 の 影響 を 論じ , つい で 外部 磁 
場 を 与え て 逆 に 効率 を 上 げ 得 る 可能 性 を 論じ , 最後 に 外部 磁 
場 を 備え た 熱電 子 発電 器 の 一 構造 を 提案 し て いる . 
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ELECTRON TRANSMISSION FRACTION 


陰 
NN 
NN 
Si 
eR 
i 10 100 
ELECTRODE RADIUS f,cm 
Er Dc=Da + Vo の 場合 (0 0 Ve。 は それ ぞ れ カカ ソ 
ーー ド の 仕事 負数, コレ クタ の 仕事 関数 , 出力 電圧 ) 
図 1 電極 寸法 と 平均 電流 透過 率 
図 1 は 飽和 電流 み =10 A/cm*, カソード 温度 T=1500°K 
の 場合 , 電流 に よる 自己 磁場 で カ ツー ド か ら コ レク タ に 達 す 
る コレ クタ 電流 (お よび 電子 の 透過 率 カカ が 減少 する 様子 を 
電極 半径 太 の 関数 と し て 示し た も の で , カソード , コレ クタ 
間 距 離 D を パラ メー タ に し て ある . 電極 寸法 が 小さ い ほ ど 
自己 磁場 の 影響 は 頭 著 に な る と と が 判る . 図 2 は 電子 流 の 方 
高 に 磁場 B。, と れ と 直角 方 向 に 磁場 B, が 存在 し た 場合 の 透 
過 麻 を B./B, の 関数 と し て 示し た も の で , と の 比 が 2 を 越す 


TD-2 無線 シス テム 数 を 2 信 に 
する た め の 間 げき まき チャ ネル 
H.E. Curtis, T.R.D. Collins and B.C. Jamison 
"Tnterstitial Channels for Doubling TD-2 
Radio Capacity”’, B.S.T.J. 39, 6, p 1505, (Nov. 


T =1500° K 
ue =10 omp/cm* 


AVERAGE COLLECYOR CURRENT , amp/cme 
Lb 


と 透過 率 は 90% を 越す こと が 知れ る 。、 な お 選 ,, 選 。 が 存 存 すず 
る と き の 透 過 率 / は 簡単 に ナ =B./(B? +B. の 2 で 与え られ 

る 
図 8 た 示し な た 
も の は 電子 流 方 
向 に 磁場 を 与え 
効率 を 向上 させ 
る 目的 で 設計 さ 
れ た 熱電 子 発電 
器 の 一 例 で あ 
る . この 構造 で 
は 外部 磁場 を 与 
な いい 場合 7.6 
6 ほど の 効率 で 
あぁ る が , 外部 磁 
場 (1130 ガウ 
ト 誠 8 ス ). を 与え る と 
% 05 "1s 1L5 2.0 2.5 3.0 3.5 と に よ り と れ が 
28.49%6 に 向上 で 


3 EXTERNALLY PRODUCED LONGITUDINAL FIELD COMPONENT 
SELF-INDUCED TRANSVERSE FIELD COMPONENT a 
きる こと を 示し 


ELECTRON TRANSMISSION FRACTION 7 


き 上 


2 電子 の 遂 過 率 に 及ぼ す 磁 場 の 影響 


Cs 


FIELD COIL 
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よ #0.0. TUBING 


EMITTERS (50) 
T= 1491* K 
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COLLECTORS (100) 
T=500°K 
&= ll VOLT 


3 外部 磁場 を 与え そる 構造 の 熱電 子 発電 回 
(三宅 元 委員 う 


TD-2 マイ ク ョ 波 中 継 方 式 は 現在 3700~4200 Mc の 間 に 
両 伝 淡 方 向 に 各 6 広帯域 チャ ネル を も っ て いる が , 本 論文 は 
有 既設 回 線 に 大 き な 障害 を 与え そる こと な し に いか に し て 広 芝 城 、 
チャ ネル を 倍増 する か その 方 法 に つい て 述べ て いる . TD2 
方 式 は 他方 式 に 比 し て 優れ た 伝送 特性 と 経済 的 利点 を 有 し て 
いる の で 1950 年 来 8 年 間 に お ける Bell Syst. 市 外 回 線 増 の 
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大 部 分 と 長 距離 映像 伝送 の ほとん ど 全 部 を まかなっ て きた . は 40 Mc で 送受 次 互 の 周波 数 配置 と に な っ て いる . この チャ 
と の 方 式 は 1 無線 チャ ネル で 600 ch の 音声 を 伝送 する が , ネル 間 に は 結合 が あぁ る が 主要 な も の に 近 端 結合 GG 送 受 間 ) ど 
それ 以上 に 増す こと は 雑音 と ひずみ の 点 で 若干 無理 が ある . 達 端 結合 (受信 相互 間 ) が ある . ホー ン 反射 室 中 線 の 近 端 結 
1958 年 末 に は 6 無線 チャ ネル で は 不足 に な っ て 来 た . また 合 は 95 dB 以下 で ある が , 97 例 の 実測 で は 図 1 の 分 布 を 示 
TV の 回 線 要 求 は 方 向 に より 異な る . 新しい TD-2 回 線 ル し て いる 


ー ト を 作る こと は 鉄塔 , 建物 , 電力 設備 , 千 を 避け る た め 
の 回 線 長 の 増加 で 高価 に つく , 一 方 新 周波 帯 , 高 品質 の TH 
方 式 は 1960 年 末 に 実用 に な り 容 量 が 大 きく 高価 に な っ て も よ 
ゆい ルー ト に 建設 され る . それ で 正規 の TD-2 チャ ネル の 間 
げき に 他 の チャ ネル を 入れ る こと を 考え た が , デレ イレ ンズ 
空中 線 と 生 形 導 波 管 で は 無理 な こと が 判明 し , 1955 年 より ホ 
ー ン 反射 形 空中 線 と 円 形 導 波 管 方 式 を 新 標準 施設 と し た . こ 
れ に より 隣接 チャ ネル 間 は 変 叉 偏 波 に よる 信号 の 分離 が 可能 
と な っ た . 

TD-2 方 式 は IF は 70Mc, 各 マ イク ド 波 チャ ネル 間隔 
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間 げ ぱげ き チ ャ ネル 周波 数 配置 を 図 2 に 示す , 隣接 チャ ネル 間 
隔 は 20 Mc で と これ に 対す る 中 継 機 の 選択 度 は あぁ まり 大 きく 
な いか ら 分 離 度 を 改善 する 手段 を 見 つけ た . それ は 達 端 千 渉 
に 対し て は 図 2 に 示す ご ど ご とく 水平 , 乗 直 の 別々 の 偏 波 で 送信 
する こと と で ある . 交叉 偏 波 分 離 は 23 マイ ル の 区 間 で 測定 し て 
図 3 に 示す 値 を 得 た . 

王 渉 理論 : 干渉 波 が 弱い と き FM 波 の 各 成 分 の ビー ト が べべ 
ーー スバ ンド に 表 わ れ る 后 渉 理論 に つい て 考察 , TD-2 方 式 で 
は 20 Mc 離 調 し た 干渉 波 は 常に 6 一 10dB 被 干渉 波 よ り 低 
いこ と と が 必要 で ある . 1952 年 より の 実験 の 経過 を 述べ 結果 
は ほ は, て (1) 王 渉 出力 周波 数 は 他 の チャ ネル の 変 調 周波 数 と 同じ 
で あぁ る. (2) 搬送 波 比 1dB の 変化 は ベー スバ ンド 出力 に は 


2dB の 変化 で 現われ る . (3) ベー スバ ンド 1dB の 変化 は 
王 渉 出力 1dB の 変化 に な る . (4) 両 搬送 波 比 が 一 定 な ら 
ば 搬送 波 強 度 に 無関係 また 生 渉 波 に 対し て 選択 度 を 増す た め 
IF る 波 器 が 作ら れ , 搬送 波 (70 Mc) か ら 16~24 Mc の 邊 
囲 で 約 25 dB 分 離 度 を 増大 し , 各 中 継 機 に 挿入 する . 

も うぅ 一 つの 干渉 は 搬送 波 が 断 に な っ た と き 中 継 機 の 利得 映 
大 に よる 隣接 チャ ネル へ の 雑音 の 漏れ で ある . と れ の 対策 と 
し て は 深い フェ ー ド の 間 中 継 機 の 利得 を 下げ る と こと に し な た 

設計 目標 値 は 自由 空間 伝 ぽ ん 時 に 近 端 漏 話 で は 35dB, 達 
端 漏 話 で は 20 dB 干渉 波 を 低く する と こと で ある . 

図 4 は 正弦 波 干 渉 出力 の 代表 例 で ある .-. 

(森永 委員 ) 


: 月 の 中 継 に よる 世界 通信 
: L.P. Yeh : “Use of Moon or Satellite Relays 
5 for Global Communication'”', Comm & Electro- 
snics 51, p 607, (Nov. 1960). 森永 隆広 訳 [資料 
番号 5182] s 
本 論文 は 月 の 辰 射 を 利用 する 中 継 方 式 と 人 工 衛星 に よる 中 
継 方 式 に つい て 理論 的 検討 を 加え て いる が , ここ とこ で は 前 者 の 
場合 で つい て 紹介 する . 

月 と 地球 の 相対 位置 関係 に よ > 地球 上 の 2 点 か ら 同 時 に 
月 を 見 る とこ と が で きる 時 間 は 日 に より , また , 経緯 度 に よっ 
て も 異な る , 図 1 は 地上 の 2 点 間 の 距離 と , とこ の 2 点 間 で 通 
信 可 能 な 時 間 の 関係 を 示す . 月 を 利用 し た 中 継 方 式 で まず 問 
題 と な る の は 月 より の エコ ュー で ある . 月 の 実効 的 エコ ー 面 積 
は ェ ヶ (月 の 半径 )*==3.66X10 平方 マイ ル で ある . 月 は 完全 反 
射 体 で な い ゆ を, つぎ の 2 つの 係数 を 考 應 し な けれ ば な ら な 
い . すなわち (1) 表面 の 反射 係数 を » と すれ ば ヵ ゃ =(1— 
7/5* リ G+ VE で 与 そ られる. と と で 正 は 月 表面 の 誘電 
率 で ある. 過去 数 回 に わた り 測定 され た 値 は , 誘電 率 5~6, 
反射 係数 に し て 0.15~0.18 で ある . (2) と し て 月 の 表面 は 
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RANGE IN MILES (GREAT CIRCLE PATH) 
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ミ 
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滑 か で な い の で , その 発散 係数 .g を 導入 し な けれ ば な ら な 
い . と れ ら の 他 に (3) パル ス の 伸長 効果 , C4) 周波 数 の 拡 
散 効 果 を 考慮 する 必要 が ある . パル ス の 継 継 時 間 は 月 の 反射 
に より 字 秒 だ け 延 びる . =2X 月 半径 /c=0.0116, 秒 で あ 
る . と の 伸長 効果 に よる 電力 損失 係数 如 は m= りり と な 
る . も ちろ ん t>7 の 場合 , 電力 の 損失 は な い . 「 最 近 の 理論 
に よる と 伸長 効果 は 11.6 ms より 短く 600 gs 程度 で ある と 
言わ れ , と これ は 実測 値 と も 合致 し て いる . つぎ に 月 が 回 転 し 
て いる と 周波 数 の 広がり を 生じ る . 月 の 表面 の 速度 w, に 比例 
し て エコ ュー の スペ クト ラム に 広がり を 生じ る -. 最大 の 広がり 
は プッ =40/2, v=4.8 m/s で あり 300Mc で 20 c/s, 3000 
Mc で は 200 c/s の 周波 数 の 広がり に な る . も し 受信 機 の 帯 
域 幅 BB が 周波 数 の 広がり より 狭い と , エネル ギ の 全部 は 受 
信 さ れ な いと と に な る . この た め の 電 力 の 損失 係数 を s らら 
ut ss Br FE る 

以上 の 名 効 果 に よっ て 実効 的 な 月 の 反射 面積 4。 は つぎ の 
よう に な る . A。=x( 月 の 半径 )* pq ・ 

過去 7 人 の 科学 者 に よっ て 測定 され た 結果 で は か g=0.1。, 
=1000 zs で あり , 予測 され た 電界 の 平均 値 は 実測 値 と 土 
2dB の 範囲 で 合っ て いる . 

以上 の よう に 長い 幅 の パル ス , お よび CW 波 で は 実効 面 
積 は 月 の 投影 面積 の 0.1 と 考え られ る . 1000 gs より 短い パ 
ルス で は 伸長 効果 が 加わ る . すなわち た と えば 1xks の ペル 
ス で は 30dB の 損失 が 加わ る . 

伝 ぽ ん 損失 は 100 Mc で 250 dB で ある . 実際 月 を 使っ で 
中 継 を 行なう 場合 , 表面 が 平滑 で な い の で 狭 帯 域 電信 が 適し 
て で て いる. フェ ー ジ ング は 20dB 程度 で あり , ゆ る や か な フェ ー 
ジン グ と 速い フェ ー ジ ング より な り , 前 者 は ブ ァ ラ デ ー 効 果 
に よる も の で , 400 Mc 以上 で は 無視 で きる . 速い フェ ー ジ ン ソン 
グ は Rayleigh 分 布 を な す . この 他 , ド プ ラシン フト が あり 9 
最大 シフ ト ds は ds=3.5x10 つ "c/s と 区 だ だ で 
搬送 波 周 波数 で ある . た と えば 10,000 Mc で は 35kc の 
ツン フ ポ 人 E な る 月 を 使っ た 中 継 方 式 の 欠点 は 使用 で き る 時 間 
が 限ら れ て お り , また 伝達 に 2.5 秒 か か る Ew PE 
る : (森永 委員 ) 


この 論文 は 太陽 画 反 射 を 利用 し た 中継 方 式 の 可能 柏 を 入射 、 
訪 号 の 反射 。 吸収 。 太陽 の 放 各 雑音 。 送信 機 出 力 な どの 点 か 


ら 最 適 SIN を うる 送信 周波 数 を きめ て 論じ た も の で ある . 
太陽 は イオ ジン 化 し た 熱 ガ ス の 塊 で ある か ら , 反射 面 お よび 
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地球 か ら の 距離 の 点 で 受信 信号 は 月 反射 の それ に 比 し て は な 
は だ 低く な る . 太陽 は 肉眼 で 感ずる 不透明 の “photosphere” 
と それ を 囲む 透明 な イオ ン 化 し た 水素 お よび へ リウ ッ ウム の 1 万 
km に お よど 厚い 層 "“Chromosphere” と これ を さら に 囲む イ 
ォ ン 化し た ガス “Corona” より 成っ て いる . これ ら の 層 の 単 
位 体積 の 自由 電子 の 数 は プラ ズ マ 周波 数 と プ »=9 VN 
な る 関係 が あり, イオン化 し た 太陽 ふん 囲 気 は 電波 に 対し =,= 
V1 ュー の * な る 誘電 体 と し て 働く , ナ 。 に 等 し いか それ よ 
り 低 い 送 信 周 波数 げ に 対し s, は 実数 部 が な く な る の で 電波 
は 反射 され る . 低い VHF 周波 数 で は “Corona” 以前 で 反 
将 す る が 200 Mc 以上 と なると“'Chromosphere” まで 侵入 
する の で 太陽 の 実効 半径 R。 は より 小さ く な る . と れ を 図 1 
た に し めす . ま た 太陽 ん 囲 気 中 に お ける 電波 の 減 論 々 は ナ 。 と 
コリ ジョ ン 周 波数 が 大 きい ほど 大 で , 図 2 に 送信 周波 数 
と の 関係 を し めす . げ が 高い 場合 , 電波 の 侵入 が 深い か ら げ プ 。, 
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EFFECTIVE RADIUS OF SUN (km.x i085} 
3 Nn 


ATTENUATION IN SOLAR ATMOSPHERE (dob) 


ミ に 関係 ある 下記 の 3 編 を まとめ た も の で ある ろ る. 


海外 論文 紹介 


ナ 。 が 高く な り , し た が っ て « が 急 に 大 と な る . 受信 雑音 電 
力 は な アンテ ナビ ー ム の 媒質 の 雑音 温度 て お よび 受信 機 帯 域 
幅 B に より KTB で し あめ あさ れ る が , アア は 送信 周波 数 が 低 
いと き は 大 気 の 雑音 温度 , 高い と き は 太陽 の 雑音 温度 に な る 
アン テ ナ の 雑音 温度 は は な は だ 商 く , 受信 機 の 雑音 温度 は 問 
に な ら ず , むし ろ ド プラ 効果 に よる 帯域 幅 の ひろ が り 4 プ 
が 重要 で この 関係 も し めし て ある . 
以上 の 諸点 を 考慮 し 太陽 反射 の 電波 の SIN は , 
sRe A 1 
SIN= ET» a X ETB 
で 表わさ れる . Pz は C.W 送信 電力 , Gr は アン テ ナ 和 利得, 
d は 太陽 地球 間 距 離 , 4 は アン テ ナ の 実効 面積 で ある . 現今 
仙 計 可能 な 太陽 トラ テッ キ ン グ ア テ アンテナ, 送信 出力 を 考 床 し 
SIN を 周波 数 の 関数 と し て 図 3 に し あす . これ に よる と 了 げ = 
40 Mc 付近 に SIN の 最高 点 が あり , その 値 は な 一 25 dB で 実 
際 の 通信 に 利用 する の に は まだ 低い -. 
終り に これ を 改善 する 手段 , 通信 速 
度 , 信頼 度 な ど が 述べ て ある . 


S/N (db) 


黒 と カラ ー と の 違い に よる 影響 は 少な か っ た . 
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ws ( 誠 氷 委員 ) 
"pe 
jj = Reportof the Television Allocations : び , 6 段階 評価 に よっ て 測定 を 行なっ た 。 デー タ は 統計 的 に 
: | Study Organization ミ 処理 し て 確 紙 に 記 舞 し て ある ・ 白 時 と カラ ー と に つき VHF 
日 I.R.E. 48, 6 (June 1960) ミ 試験 信号 を 用 いて 測定 を 行なっ た が , その 精度 は SI で 土 
3 と の 抄訳 は TASO の 調査 報告 の う ち 直 接 受像 機 ミ 1dB 以内 で あり , 被験 者 の 性 別 、 フ レー ム 周 波数 の 違い 、 白 
ミ 
: 


山根 三郎 訳 [資料 番号 5184] 
4 C.E. Dean : “Measurements of the Subjective 
| Effects of Interference in Television Reception’”, 
p 1035. 

C.M. Braun and W.L. Hugles : “Studies of 
| Correlation between Picture Quality and Field 
k | Strength in the United States”, p 1050. 
WO. Swinyard :“‘VHF and UHF Television 
| Receiving Equipment”, p 1066. 


| テレ ビジ ョ ン の 主要 な 受像 妨害 の 測定 

|| これ は 画 拭 に 関す る 各種 必 害 に つい て 延 38,000 回 の 測定 を 
| 行なっ た 結果 の 報告 で ちあ る. 協 害 と し て は 上 下 隣接 チ ャ ネル 
| め め 寄 , ラン ダム 雑音 , 同一 チャ ネル 導 寄 だ お よび ラン ダム 雑音 
有 有 と 同一 チャ ネル 妨害 と の 組合 わせ に より 63 の 試験 条件 を 濃 


で 


ca 


上 下 隣 接 チ ャ ネル 妨害 に つい て は , 許容 SJ7 の 50% 値 は 
トラ ッ プ の ある 良質 の 受像 機 で は 一 27dB と な っ た . ラン ダ 
ム 雑 音 に よる SN の 50% 値 は , 画面 の 内 容 で 多少 異な る 
が 27dB 程度 で ある . 

同一 チャ ネル 妨害 に は 特に 重点 を お き , 種々 の オフ セッ ト 
周波 敷 に つき 条件 を 変え て 測定 を 行なっ た . 精密 オフ セッ ド 
に つい て は その 付近 で 最良 の 周波 数 と 最悪 の 周波 数 と を 切 類 
え 上 比較 し て 測定 し た . 最低 オフ セッ ト 周 波数 は 360 サイ タル 
(最良 と 640 サイ クル ( 最 陸 ) で あり , その 改善 度 は 許容 
S/7 の 50% 値 で 19 dB で ある . 9.985 サイ クル と 10.010 サ 
イク グル, 19.995 サイ クル と 20.020 サイ クル ゃ も 同様 の 関係 に 
あり , その 改善 度 は フレ ー ム 周波 数 29, 97 サイ クル の 場合 を 
れ ぞ れ 7.4dB と 10.6 dB, 30 サイ クル の 場合 それ ぞ れ 4.0 
dB と 9.4dB で ある . 精密 オフ セッ ト に よる 改善 の 傾向 の 
一 例 は 図 1 に 示す と お り で , 8/7 値 の 大 きい 方 で 著しい . 

同一 チャ ネル と ラ ンダ ム 雑 疹 と の 同時 妨害 に つい て は , ラ 
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ンダ ム 雑 音 の 量 を パラメータ と し て 同一 チャ ネル 妨害 を 測定 
し た . SIN 30 dB 程度 まで は ラン ダム 雑音 の 存在 に と にょ っ て 同 
ーー チャ ネル 妨害 は 目立た な く な る が , S/N 20dB 位 に な る と 
その 効果 は 認め られ ず , ラン ダム 雑音 が 問題 と な っ た . 

以上 の デー タ は 各種 妨害 の 許容 S/7 を 求め , また 妨害 が あ 
る 場合 の 画質 を 推定 する の に 利用 し 得る . 


I-inferior 


( 多 ) 渦 只 避 園 


M-marginai 
P- passable F-fine 
E= xCellert. < 
標準 カラ ー ス ライ ド " 台 所 風早 ) 
セッ ト フレ ー ム 周波 数 29.97 


co 
G 


BEN OR TE TA 88 
同一 チャ ネル 妨害 Ss/1(dB) 
図 1 精 客 オフ セッ ト に よる 画質 改善 特性 


米国 に お ける テレ ビジ ョ ン の 画質 と 
電界 強度 と の 関係 の 研究 


テレ ビジ ョ ン 局 の サー ビス ・ エ リヤ を 求め る に は , 電界 強 
度 の 測定 だ け で は 不 十 分 で , つぎ の よう な 種々 の ファ クタ 々 を 
考慮 し な けれ ば ぼ ば ならない. 

(1) マル チ ・ パ ス の 影響 , (2) 受像 機 の 特性 , (3) アン 
テ ナ の 状態 , (4) 電波 伝 ぽ ん の 季節 的 変化 , (5) 短 時 間 の 
伝 ぽ ん 状況 の 変化 , (6) 受像 機 の 調節 状態 , これ ら に 関し 戸 
別 訪 問 に よる 画質 評価 と 電界 強度 測定 と を 併行 し て 実施 し た 
結果 を 報告 し て ある . 

と の 調 柚 は VHF と UHF に つい て 行なわ れ , 全国 に わた 
り , 1,100 回 の 戸別 訪問 と 3,500 回 の 電界 強度 測定 が 行なわ れ 
た . 置 局 計画 を た て る の に 電界 強度 と 実際 の 状態 の 画質 と の 
関係 を 求め る の が が 調査 の 有 目的 で ある が , 電界 の 測定 は アン テ 
チ ナ 高 3m と 10m と で 行なわ れ , 画質 の 評価 に つい て は 受像 
機 の 調節 は 聴 視 者 が 行ない , 聴 視 者 と 調査 員 と の 両方 の 平均 
を と っ た . その 基本 デー タ を 図 2《a), (b) に 示す . 電界 強度 
に 対す る 画質 の 関係 は 受信 設備 の 性 能 に 左右 され る が , 周波 
数 が 高く な る ほど 一 般 に アン テ ナ 利 得 が 低く , 伝送 線 損失 が 
多く , 雑音 指数 と 感度 と の 受信 機 特性 が 劣る 点 で , UHF 受信 
設備 は VHF 受信 設備 に か な は な い . また 電界 強度 と 画質 と 
の 関係 は 理想 的 に は 図 3 の よう に な り , 電界 の 強い と ころ で 
は 画質 は 一 定 と な り , 電界 が 弱い ほど 画 賀 が お ち て くる か ら , 
実際 に は 放送 局 か ら 遠 ざか る ほど 受像 機 の 特性 は よ く 保 た れ 


リ て いる . 結論 と し て つぎ の デー タ が 得 ら れ た . 


画質 「 可 」 の 電界 強度 画質 「 優 」 の 電界 強度 


低 VHF 40~45dB 50dB 以下 
高 VHF 50~55 dB 60dB ? 
低 UHF 55~60 dB 65dB » 
高 UHF 62~67 dB 72dB » 


| VHF お よび UHF テレ ビジ ョ ン 受 信 装 昼 


VHF お よび UHF テレ ビジ ョ ン 受 信 装 置 に 関 じ で , アン 
ナ , フィ ー ダ の 製造 会 社 。 受像 機 の 製造 会 社 ~ の 質問 状 の 
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(b) 測定 アン テ ナ 高 3m 
2, 面 質 一 電界 強度 特性 デー タ 
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ww 


電界 強度 dB) 
3 画質 - 電 界 強 度 特 性 の 理想 曲線 


回 答 デ ー タ を まとめ て ある . また 受像 機 に 用 いる 真空管 お よ 
び 半 導体 , 並び に 共同 受像 用 アン テ ナ お よび 分 配 装置 に つい 
て の デー タ ゃ も 集め られ た . 音声 減 力 に 関し て も 実験 デー タ な が 
集め られ て いる . 

テン テ ナ 利 得 は 実際 に は 低 VHF に 比べ 高 VHF で は 一 
5.9dB, UHF で は 一 15.6 dB で あり , と れ に 伝送 線 の 損 
失 が が 加わる. 受像 機 の 多く は VHF 専用 で あり , 外 付 の UHF 
ュ コン バー タ を 有 し 二 重 ス ー パ の 形 に し た も の が 多い. UHF 
ュ ン バー タ の ミク サ す の 損失 が 10 dB, その 後 の 増 過 器 の 雑音 
指数 が :6~7 dB で ある の で , UHF コン バー タ の 雑音 指数 は 
16~17 dB で ある . 受像 機 の 六 も な 性 能 を 次 表 に 示す . UHF 
受信 機 は , (1) 雑音 指数 , (2 う ) イメ ー ジ 幼 害 比 。 (3) チュ 
ー ナ 帯域 幅 , (4〕 局 発 安定 度 の 4 点 で VHF 受信 機 に 劣る - 
最も 問題 と な る の は RF 増 司 を 行なわ な い の で UHF の 雑 


合 指 数 が 悪い こと で ある . 各種 の 電気 的 妨害 が 少な い 点 は 


UHF の 方 が 勝っ て いる . 
チェ ー ナ に 使用 する 真空 管 お よび 半導体 の 性 能 を 示し て あ : 
る が , その 要点 と し て 利得 帯域 幅 積 , 雑音 指数 , 入力 抵抗 , 
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受像 機 性 能 表 
チ x ネル 2—6 
性 世 P A B 
堆 間 指 数 dB 9.7 6.5 4.6 
感 度 zxV |156 40 4 |270 


46 10 29 44 6 

88 43 65+ |82 43 
8.0 | 34.0 | 18.5 9.0 | 60.0 
15 178 59 16 247 
0.09| 0.50| 0.22 | 0.06 0.70 
0.12| 2.5°| 0.61| 0.14 1.142 
1.0 5.0 | .2.4 1.0 5.0 

58 16 41 58 10 


イメー ジン 妨害 比 dB | 41 73+ |80.5 |45 

中 間 周 波 防 害 比 dB | 36 57+ |76 |53.5 

チュ ー ナ 和 帯域 幅 (3dB)Mc | 10.5 | 7.5 | 4.0 

» (20dB)Mc | 22.5 |14.8 | 6.0 |37.0 

局 発 漂 動 (5 分 後 ) Mc 0.52| 0.09| 0.015| 0.05 

* て (1 時 間 後 ) Mc 0.45| 0.21| 0.03 | 0.40 

A SR O00 RZ 0 60 
下 例 隣接 音声 減衰 AB | 14 40 60 20 

上 処 隣 接 時 像 減衰 dB | 26 40 56 


ア P: 最低 4: 平均 B: 最高 
棒グラフ の 中 の 数 字 は 受信 可能 チャ ネル の 数 


等 価 雑 音 抵抗 , 帰還 容量 , 等 を あぁ あげ て ある . UHF 増幅 は 受 


120 を 
” : § 像 機 に は 用 いら れ て いな い . チュ ー ナ に 用 いる に は つき ぎの 各 
に 項 を 満た さ な け れ ば な ら な い . (1) 雑音 指数 (2) 載 幅 度 , 
| (3 発振 安定 度 , で 4) 利得 制御 範囲 , (5 ) 混 変調 特性 , C6) 
es: 能率 . VHF 帯 で は ほぼ とこ とれ を 満足 し て いる が きき UHF で 
| RF 増幅 を 付す る こと は 経済 的 に 成立 た な い . 共同 受像 設備 は 
’ 数 40 トー 半 全米 に 広がり , 加入 者 は 49 万 位 で 1 系統 あたり 約 1,000 名 で 
a | ある . VHF の 他 , UHF や ゃ や マイク rk 波 を 利用 する も の も あ 
20 上 - ーー る - 放送 局 か ら の 距離 と 設備 数 と の 関係 を 図 4 (a),(b) に 示 
誠 トー す . UHF の 設備 は VHF の 約 半 分 位 の 近い 現 離 で 使用 さ 
2S 50. 5 : 100 ‘125 180 .115 れ , 75 マイ ル を 越す と ,。 チャ ネル の 数 の 少な い VHF お よ 
放送 局 か ら の 定 離 (マイ ル ) び UHF の 設備 は 急激 に 小 少 し て いる . 
ロロ 利用 を れ で て いな い 共 同 品 信 設 備 の 数 音声 減 力 に 関し て は , 各種 の 音声 回 路 方 式 の 受像 機 じ に よっ 
2 利用 され て いる 共同 所 信 設備 の *\ て SIN, パル ス 雑 音 , サー ビス ・ エ リヤ , 隣接 チャ ネル 坊 客 , 
微 調 特性 , フェ ー ジ ング ダグ 、 同一 チャ ネル 妨害 に つい て 検討 し 
共 20 て ある . 
“= ベ フリ ンジ ・ エ リヤ で は 音 が 比較 的 よく 受信 で きる の で , 音 
信 表 減 力 を 行なえ ば 完全 に その 地域 の サー ビス が で き な く を な 
EP る 。、 ま た ラン ダム 雑音 に よる S/N の 劣化 が 急激 に あら われ 
2. hl る 。 バ ルス 雑音 に よる 妨害 は 音声 電界 の 強い と きも 弱い と き 
| も 同 程度 に 生ずる . 役 調 調節 が むず か し くく なる. フェ ー ジ ン 
Ed , グ が 増え る 。 な どの 不利 が あり , 下 側 隣 接 チ ャ ネル 妨害 の 減 
“中 記 少 だ け で は 減 力 の 効果 が 少な い 。 また 同一 チャ ネル 妨害 は 
E00 dR フ セ ッ ト な ど に より 改善 され て いる が , 音声 減 力 を 行なえ ば , 
放送 局 か ら の 距離 (マイ ル ) その 効果 が 無 に な る . 
(E) VHF (TF) UHF (吉田 ( 順 〕 委員 ) 


図 4 共同 受話 設備 の 放送 局 か ら の 距離 に 対す る 分 布 
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! 局 に お いて ルー ト 切 替 を 行なう 今回 


昭和 36 年 6 月 電 気 通 


@ 高柳 博士 ITU で て 表彰 さる 


ITU (国際 電信 電話 機構 ) 後援 , スイ ス 放送 協会 主催 の 第 
1 回 国際 テレ ビ ・ フ エス ティ ッ ント ル は 5 月 15 日 か ら 27 日 ま 
で 』 ス イズ モン トリ ー ル 市 で 開か れ た . この フェ ステ ィ ン ド ル 
は テレ ビ ・ プ rr グラ ム の コン クー ル お よび テレ ビ 技術 の シン 
ポジ ウム が 開か れ , わが 国 か ら は NHK・ 民 放 ・ 東 芝 ・ 日 電 ・ 
日 立 ・ ビ クタ ー・ 東 京 タ ワー な どか ら 多数 代表 が 参加 し た , 
と くに テレ ビ 技 術 発展 に 功績 の あぁ っ た , つぎ の 6 氏 が 表彰 さ 
れ 記 念 講 演 を 行なっ た . 


英 国 Sir Noel Ashbridge (BBC 前 技師 長 ) 
A A Pr. G. A. Goutry € 3 
スエ ェ エー デン Erik Esping も 
0 David Sarnoff (RGAS 会 長 - ) 
y 連 Pr.P.V.Shmakov C ) 
目 本 高柳 健次 郎 (日 本 ゼクター ) 


高柳 氏 は 6 月 6 日 帰国 され た . 
世界 交換 綱 研 究 委 員 会 開催 さる 


去る 4 月 10 日 か ら 19 日 まで , ジ ュ ネ ー ブ プ に お いて , 世界 
半自動 お よび 全 自 動 交 換 網 に 関す る CCITT の 3 っ の 研究 委 
員 会 が 開催 され , 参加 国 は 21 か 国 , 80 余 名 に の ぼっ た .. 日 
本 か ら は 竹内 , 熊谷 以上 国際 電電 う , 伊佐 , 広田 (以上 電電 
公社 〕 の 4 氏 が 出席 し た . 

と の 会 議 は 昨年 12 月 の ニュ ェ ュー デリ の 総会 で 新た に 結成 され 
た 特別 研究 委員 会 B の 第 1 回 会 合 お よび これ に 関連 する 第 11, 
第 13 研究 委員 会 の 会 合 で あっ て , 現在 , ヨー ドッ 中 心 に 定 
め ら れ て いる 国際 ダイ ヤル 接続 に 関す る CCITT 勧告 を 修正 
し じ し , 全 世 界 ダ イヤ ル 化 を 考え る 場合 に お こる 問題 を 設定 し , 
それ を 討議 する 予定 線 素 の 検討 が 中 心 と な っ た . 

今回 の 会 合 の 結果 , 20 項目 角 の 新しい 問題 が 設定 され た 
が , 大 部 分 は 電話 交換 に 関す る も の で あり , 全 世 界 番号 計 
画 , 同 回 線 網 計画 , 信号 方 式 お よび 各種 信号 音 の 統一 の 問 
題 , テコ ュー サ プ レ ッ サ 挿 入 の 問題 , 料金 計算 方 法 な ど が お も 
な も の で ある ” 

と れ ら の 問題 は 1964 年春 に モス クワ で 義 か れる 次 期 総 会 ま 
で に 検討 を 済ま せる と と を 目標 に , この 時 期 ま で に 23 回 の 
関係 研究 委員 会 が 開か れる 予定 で あり , さ し む き 本 年 11 月 に 
最初 の 討議 が 行なわ れる が , 今回 この た め に 新た に 設定 され 
た 5 つの 部 会 の うち , 回 線 網 計画 部 会 に は 日 本 が 副 議長 に 選 
出さ れ た . な お , 特別 研究 委員 会 に 新た に 設け られ た Coordi- 
nating Commitee に も 9 名 の メン バ の 中 , 日 本 代表 が 名 を 
連ね わる こと と に な っ た . 今回 の 会 議 を 契機 と し て , 従来 , 比較 
的 国内 的 視野 の みか ら 検 討 さ れ て いな た 日 本 の 電話 交換 技術 も 
今後 は 急激 に 国際 的 視野 に 立 っ た 検討 が 要請 され る に いた っ 
Rk 


@ 公社 11 Gc 電話 回 線 着 工 さ る 


電電 公社 の 全国 通信 網 の 中 , 中 心 局 一 集中 局 間 の 大 束 な 伝 
送 路 に 用 いる た め SF- 本 1 方式 と し て 早く か ら 開発 中 で あっ 
た 11 Gc に よる 商用 回 線 の 建設 工事 が , 今春 名 古屋 一 四日市 


「 一 津 間 に お いて 始 あ られ た . 使 用 周波 数 は 10,700 Mec~11,700 


Mc の 1000 Mc を 使用 し 。 ベル の 隊 J 方式 に な ら っ て , 1 ル 
ー ト 4 周波 を 使用 し , 全 帯 域 で 往復 6 ルー ト を 作成 し 得る も 
の で あぁ る. 6 ルー ト の 内 1 ルー ト を 予備 と し , 障害 時 は 両端 
設 さ れる の は 現用 1, 
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予備 1 の 計 2 ルー ト で , 名 古屋 , 四日市 , 婦 の 各市 内 を 端末 
と し 名 古屋 , 四日市 間 の 愛知 , 三重 の 県 境 に 無人 中 継 局 を 1 
局 配 し て いる . 回 線 長 は 3 区 間 合 わ せ て 約 75 kM で あり , 
回 線 障 害 時 の 自動 切替 , 無人 中 継 局 の 表 報 表示 等 は 特に 制御 
回 線 を 設け ず , 商用 回 線 に 自 蔵 の 制御 系 に より 行なわ れる . 

方 式 設 計上 の 最大 伝送 通話 路 数 は 960 回 線 , 最大 回 線 長 は 
120 km, 許容 雑音 量 は 評価 2000 pW で ある . 無線 装置 は 日 
本 電気 製 で あっ て , 端 局 送 信 機 の 変調 方 式 は 70 Mc 芝 に お け 
る リア クタ ンス 管 変調 , 11 Gc の 発振 並び に 増幅 は 。 それ ぞ れ 
進行 波 管 11W 17 A を 1 本 ずつ 用 い 出 力 800 mW を 得 て い 
る . 中 間 中 継 局 に お ける 中 継 器 は 従来 の 公社 に お ける 4Ge 
方 式 と 同じ 形態 の へ テロ ダイ ン 中 継 で あっ て , . 局 発 , 増幅 は 
端 局 送信 機 と 同一 で ある. 端 局 受信 機 は 11W 17A に よる 
局 発 , Xtal ミク サ , 70 Mc 増幅 器 , 振幅 制限 器 , FM 復調 
器 , 低 周 波 増 幅 器 等 で 構成 され る . 空中 線 は 3.3 m ゅ 中 の パ 
ラボ ラ 形 で あり , 名 古屋 , 四日市 両 局 で は 反射 板 を 用 いて い 
る . 工事 は 順調 に 進ん で お り , 今年 12 月 に は 商用 が 開始 さ 

る 予定 で ある , 5 


搬送 装置 の トラ ンジ スタ 化 進 む 


搬送 装置 の トラ ンジ スタ 化 は , 主として シス テム 信頼 度 の 
向上 , 電力 消費 量 の 極端 な 節減 , 製造 工程 の 合理 化 に よる ヌコ 
スト 低減 , 機器 の 小形 化 等 に 効果 的 で ある と し て 実用 化 が 乱 
ピッ チ で 続け られ て いる : 昭和 33 年 に 初め て トラ ンジ スタ 化 
を 適用 し た 短 距 離 搬 送 の 実績 が よい の で , その 後 約 100 kc 
以下 の 搬送 機器 が すべ て トラ ンジ スタ 化 さ れ , 量産 実用 され 
て いる . と の よう な 実績 は 諸 外 国 を 完全 に リー ド セ て いる 
が , 先般 トラ ンジ スタ 化 さ れ , 550 kc まで を 扱う 群 変換 装置 
お よび 超 笑 変換 装置 が 日 本 電気 (株 お よび 富士 通信 機 株 う ) 
で 試作 納入 され , 電電 公社 の 東京 と 高崎 局 で 現場 試験 が 行 な 
われ た . 両者 と も カー ド プ ラグ イン 式 に 組立 て られ , 真空管 
形 の 約 172 に 小形 化 さ れ た . また トラ ンジ スタ に は し ゃ 断 周 
波数 100 Mc 程度 の スー パ ・ グ ロウ ン 形 マイク セア セイ 形 
等 が 使用 され て いる . と の 試作 は , 昨年 現場 試験 が 実施 され 
た 上 3 Me 帯 細心 同軸 中 継 器 と 同じ く 世 界 と 先がけ て 行なわ 
れ た も の で 注 上 月 を 浴び て いる . な お , 昭和 33 年 来 実用 され て 
いる 前 記 ト ラン ジス メタ 短 距 離 搬送 に つい て , その 概要 と 信頼 
度 を 勝 れ た 実用 成績 が 本 年 2 月 の 米国 電気 学会 総会 で 発表 さき 
れ , 各国 に 多大 の 感銘 を 与え た と いわ れる . 


③ 医用 エコ ー カ プ セ ル 開 発 さ る 


. 日 本 電気 (株 〕 で は か ね て か ら 東大 工学 部 南雲 研究 室 の 研 
究 を 引継 ぎ 医 用 エモ エ ュー カプ セル の 開発 を 進め て いた が , この 
ほど 温度 お よび 水素 イオ ン 渡 度 を 計測 する カプ セル の 試作 を 
完成 し , 目下 東大 医学 部 木 本 外科 で 臨床 実験 中 で ある . この 
カプ セル は 人 体 の 消化 管内 の 状態 を 知る た め に 用 いる も の で 
ある が , 体外 か ら 高 周波 の 電力 を 間欠 的 に お くり , カプ セル 
内 に 組 込 ん だ 発振 回 路 の トラ ンジ スタ で これ を 整流 し , コン 
デン すす に 其 積 し て 情報 発信 の そ エネル ギ と する と いう 新しい 方 


カプ セル の 主要 要 目 

| 活 ー ラ 訂 へ 用 | 水素 イオ ン 濾 度 用 
寸 法 8¢x23(mm) 8¢x25(mm) 
軍 量 1.9g 2.4g 
測定 範囲 35°Cx45°C p 耳 値 1~14 
肛 こ っ 感 ・ ? 体 デー トラ ンジ スタ Sb-AgCl 電極 
情報 伝送 方 式 - ニュ プロ ッ キ ング 発振 を 開始 する まで の 時 間 
甚 本 叶 波 数 約 700 kc/s 


、 (123) 


1010 = = 


式 を 採用 し て いる の で , 電池 の 寿命 に ね わ ず ら わ さ れず , 長 時 


間 の 測定 ヵ っ 消化 管 以 外 へ の 応用 は も ちろ ん , 医 
学 以 外 の 分 野 に 1 く 使用 され よう . 試作 品 の 概要 は 表 の と 
お り で , 写真 a 出 用 の カプ セル で ある . 


る 世界 最初 の マー ス メ ー カ 公開 さる 


芝 (株 で は 国立 競技 場 の 依頼 に より ペー ス メ ー カ ( 陸 

上 計 の 走 = る ペー ス を 指導 する 装置 ) を 製作 し て いた が と の 
ほ で ど 完 成 し , 4 月 4 日 i こ 同 競技 場 で 公開 され た 。. こと の 装置 は 
特に 長 距離 競走 の 選手 の 練習 に 役立て よう と する も の で 志 界 
で も 初め て の 試み で ある . 競技 場 の トラ ッ ク (1 周 400 m) 
に 深 っ て , 内 側 に レー ル を 敷設 し , その 上 に 小形 の 電車 を 乗 
て 選手 と 一 緒 に 走ら せ , 速度 を 任意 に 変え られ る よう に な 
っ て いる . ペー ス メ ー カ の 駆動 は サイ モト ドー ル に より 直流 
電動 機 に トド rm a じ て 給電 し て 行なう が , 速度 は 車体 内 
部 の 回 転 計 に より トラ ンジ スタ の FS 送信 機 (搬送 波 50 ke 
ょ 50.5kc) を 変調 し , ト r リ 線 に 乗せ て 制御 室 に 送ら れ 指 


店 電圧 と 比較 され る . ペー ス は あら か じ め 6 単位 の パン チ テ 
hr 一 定 区 間 ご と に プロ グラ ム し て お き , と れ を 光電 式 テ 

プ 詩 取 機 (200 字 / 秒 ) と に か ける と その プロ グラ ム に し た が 
生生 制御 され る . 速度 の 最高 は 10 m/s 
で ある . レー ル の 下部 に 25m 凡 き に 位置 検出 器 (特殊 な り リ 
> ヤス イッ チ ) を お き ペ ー ス メー カ の . ト ラッ ク 内 の 位置 を 
表示 する と と も に これ に より プロ グラ ム と の 時間 的 な ずれ を 
rE Si np 
ね る と ど と と が か できる. プ ァ グラ ム 制 御 に トラ ンジ スタ の デ 
ィ ジ タル 回 路 と 真空 』 管 に よる アナ ログ 演算 回 路 が 混合 使用 さ 
れれ で いる 車体 内 部 に は ワイ ヤレ スマ イク 受信 機 が 入っ て お 
り ; ュー チッ ャ が 送信 機 を 持っ て 「 ゃ べべ る と 選 牛 に 開 え る よ y) 
だ な っ て いる . 周波 数 40. 68 Mc の 下 。 波 を 使用 し て いる . 
と の 肖 置 に 来る ご き オリ ン ビ ピック に 備え て 陸上 長 下 離 部 門 
の 強化 に 役立つ も の と 思わ れる . 


を 列車 自動 制御 装 罰 実 用 化 さ る 


商 都 高速 度 2 陣営 団 で は 日 比 谷 線 義 業 に 伴い , 保安 装置 と 
て 連続 誘導 式 列車 自動 制御 装置 を 採用 し た , 地上 信号 機 の 
き 号 現 示 は 音声 周波 帯 の FS 式 信 号 電 流 を 軌条 に 流し て 制御 
, 他方 列車 は 軌条 を 流れ る 信号 電流 を 受電 器 に より 車 上 へ 
8 受 : 電 し , 受信 装置 で 選択 増 組 し , これ に 列車 の 走行 速度 
< 件 を 加え て 列車 速度 を 地上 信号 機 の 現 示 に 相応 する 速度 に に 
自動 制御 する も の で ある 
搬送 波 は 2700 お よび “3100 c/s で, 信号 波 は 10,15。 2%。 
35,63 お よび 85 の 6 種類 で ある 継 電 義 置 は 無 接点 弥 電 方 
式 , 速度 照査 装置 は 周波 数 検出 方 式 で ある . 
日 比 谷 線 は , 東急 電鉄 お よび 東武 鉄 ) 首 と 相互 乗入れ を 行 な 
う の で 地上 区 間 の 運転 に 備え ATC の 切換 装置 が 設備 され で 


Ww 
いる . 


る アラ ビ ヤ 石 油 へ 装荷 海底 ケー ブル 輸出 


アラ ビ ャ ネ ヤ 石 油 株 式 会 社 が ベル シア 湾 油 田地 帯 で の 石油 発掘 
に 成功 し , 本格 的 な 採 油 設 備 を 行なう こと に な っ た . 

こと の 工事 は 米国 の マク ダー モッ ト 。 イン タナ ショ ナル に 請 
負わ せ ,、 そ の 内 電気 設備 は 米国 の IGE が , さら に サウ ッ ウジ アテ 
ラビ ヤ と クエ イト と の 中 心地 帯 に ある ラス アル ・ カ プ ジ 基 地 
か ら 海 上 の ギア ザ リ ン グ , ステ イシ ョ ン へ の 電力 輸送 用 の 海 
底 ケ ー プ ル と コン トド ロール ケー プル と を 日 本 で 製造 する と と 
に 1961 年 4 月 24 日 に 決定 し た . 

ュ コン トロ ドー ルケ ー プ ル の 人 条 長 は 約 27 マイ ル で 2 条 を 敷設 
する と と に な っ て いる 、 と の ケー プル は 導体 AWG* 16 相当 
の 畔 銅 線 に ボリ エチ レン 絶縁 し , 7 対 集 合 , ポリエ ェ チ レン シ 

oe- (BWG* 10) 外装 ケー プル で 90007 ご と に 44 mH 

装荷 線 輪 を 内 蔵 させ る も の で , 電話 用 コン トド ロー ル の 2 
eis 使用 され る . 

ケー プル は 古河 電工 , 住友 電工 , 藤倉 電線 お よび 昭和 電線 

の 4 社 に て 協同 製造 する こと に な っ た . 


る 紫外 線 通信 の 研究 進む 


宇宙 空間 を 飛 交 す る ロケ ッ ト や 人工 術 星 相 互 間 に お け る 通 
信 に 紫外 線 を 用 いる 研究 が , 米国 ウェ スチ ング ゲハ ウス 社 で 進 
め ら れ て いる . また 一 方 地上 の 2 点 間 を 結ぶ ぶ 簡 易 な 携帯 形 多 
陳 通 信 装 置 に も 紫外 線 の 利用 が 考え られ , LT.T. フェ デラ 
ル 人 研究 所 に お いて 進め られ て いる . 

W/H 社 の 方 式 は “Ultracom” と 称し , けい 光 EL 膜 を 
持つ 特殊 電子 管 が 開発 され た 結果 可能 と な っ た も の で , 電子 
ビー ム を けい 光 膜 に あて て 紫外 線 ピ ビーム を 放射 させ , と れ を 
利用 し て 宇宙 通信 を 行なう も の で ある と いわ れ , こと の 方 式 に 
よる と 到達 距離 2 借 km すなわち 従来 の 電波 に よる も の の 50 
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EN し か も 局 外 者 に よる 検出 , 傍受 , 干渉 ドア イラ ンド 州 Providence 市 の 全 オ 
; s > オー トメ 化 郵便 局 の 開局 
は 全く 不可 能 と され て いる . 受信 アン テ ナ の 所 要 面 積 は 現在 式 た に 際 じ , お 目 見 得 し た も の . i News お よび 


の 方 式 た 比 b て その 1/5,000 に する とこ と が で きる と いう -. I.T.T. News Release より ) 
: PO I.T. 下 . 系 の 開発 し た 携帯 用 多重 通信 機 は 送信 機 の 重 
2 が 0.45Tkg, 受信 機 は その 2 倍 0.9kg に 過ぎ ず , 極め て を 変換 効率 の 高い 熱電 
, f “ 区 の し い 和 熱電 GdSe 
| 小形 な が ら 100 組 の 通話 その 他 の 情報 を 乗せ る こと が で きる eke 
と いわ れる 。 と の 携帯 用 紫外 線 多 重 電話 装置 は , 昨年 秋 ロ ー 抽 電 談 検 索 子 と し て 金属 間 化合 物 半 導体 は ます ます 注目 を Cs 
浴び て いる が ,, 最近 3 oe te Corp. に お いて で Vick= 
0 : | ery, Muir, isher の 3 博士 が 発見 し た 新 素子 カド 必 二 次 
標準 電波 の 偏差 表 ム ・ セ レナ イド は その 変換 効率 の 高い こと と で と くに 注 月 され 
郵政 省 電 波 研 究 R いよ 
に 波 研 究 所 | と の 化合物 は 1200°C の 高温 お i P 形 の 半導体 の 
* | 性 質 を 失わ な いと ど と いわれ, 800°C に お ける 和 熱電 気 変換 指数 
4 JJY STANDARD-FREQUENCY 現在 まで に 判明 し た どの 物質 より Cs AB XI 
, TRANSMISSIONS び , と き に は 6x10* に な る と と も ある と いう . 
y _ (The Radio Research Laboratories) . 現在 多く 使わ れ て いる BizTes の 変 換 指 数 は 1. 5x10* の 
‘ Frequencies | 程度 で ある が 500°C 以上 で は ほとん ど 使 えな い . 
; 2.5 Mcls, 5 Mcls,10 Mcls, 15 Mc/s Vickery 博士 に よる と GdSe の 比 抵抗 は 400x10%Q.em 
sh Frequency [Lead of JJY Date Frequency [Lead of JJY 熱 伝導 率 は 0.02 Wcm で 最高 温度 は 1500°C KC 引上げ る 見 
’ } Deviation limpulses on Deviation impulses on 込み も ある と いう “N 
BO Sparta ny J.S.T. in |1960| Parts in | JS.T. in | な お Vickery, Ma の 両 博士 は 昨年 12 月 独立 し て 新 会 2 


eh 0° 0900 me eri 109 0900 [|milliseconds 設立 し 
. 2 0 J.S.T. |0900 J.S.T. | 社 Electronic Materials Corp. を 設立 し , と の 材料 の 企業 NS 


化 を 図っ て いる . の 


で = 3 3 + 3 + 9 0 
3 放 細 昌 放電 話 揚 導 っ 
可 録 ; 例 ; a 
A る 所 採録 決定 論文 ON 
の 0 4 4 8 月 編集 会 分 [ 。] 内 は 寄稿 月 日 a 
+2 #% eh 8 河津 祐 元 , 菅原 英彦 , 石井 秀男 : マイ ク ド 湊 人 波 剖 の 伝 | | 
0 0 寺 滞 お A 送 特性 と その 設計 [36.4.4] が 
+2 + 8 の + 8 三井 信雄 : テレ ビジ ョ ン パ ルス AFC ( 己 其 の 解析 放 a 
+ 3 HE 3 ーー 3 + 8, .| 
8 析 H  6 = 3 Rt | [36.3.9] 
i dd a 8 熊谷 信昭 : 導体 球 列 の 後方 散乱 白 面積 [36. 1.30, 5. 29] 
0 Tre values are based on the Time Service Bulletin 熊谷 尚 , 大 村 吉 元 ; 永瀬 一 雄 : 無 バ イ アス 磁気 録音 の 破 | 
3 A from the Tokyo Astronomical Observatory. 化 機構 [35.12.16] RC 計 4 


Adjustment were 誤 3a on the days indicated by* 


0 応用 定価 150 ム A フィ ャ スマ リン グ 継 電 問 

A 負 帰 還 増 幅 器 [理論 と 実際 」 180 A ムダ デイ ャ ルイ シン ペ ル ヌ の 伝送 
半生 7 凍 答 た て め 記 作 1 半 - 人 交 潜 人 人 別 寺 半 な よど 基 和 : 

家村 本 放 折 の 凍 六 閣 0 i160 一 継電器 回 路 の 手引 

同上 3) [動作 ペラ メー タ 設 計 法 } 200- 4 人 号 形 電 話 機 


ON ni 


本 替 、」) 230 A 共 電 式 棒 内 交換機 
OE 朗 送 式 多重 電信 
NE St 無 Ea 
0 科 120 = 電信 機器 の 防湿 処 環 30 
! 1 ) Amz40 _@ 趣 は 50 円 いぶ 
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ーー 所 娠 < て で 4 


EE 1 1 車 会 (昭和 36 年 5 月 25 日 ( 木 ) 0 A = 園 弘和 君 ( 東 エ 大 ) 
引 1 回 理事 会 (30 pm. 学会 事務 所 会 識 ) 4 : tp a re 
広田 会 長 , 三 般 , 小島 , 内 田 各 一 会 長 , 二条 理事 , 入 谷 , 青 RO Rr Es 
野 両 監事 , 柳井 , 田中 両 庶務 幹事 , 柿田 , 香西 両 会 計 幹 事 , 小 記載 生 C0 
西 , 末 武 , 関口 , 猪瀬 各 編 集 幹 事 , 宇都 宮 , 岡 登 両 調査 幹事 , 4, (調査 幹事 ) 字 都 宮 畑 男 君 ( 東 大 ) 
高木 編集 長 , 森田 技術 委員 会 会 長 だ お よび 肥 土 主事 出席 . ヶ ( を ) 岡 . 登 博 美 君 ( 電 液 監理 局 ) 
; ヶ 、( 理 - っ 答 ) 平山 コ 放 理 君 (時 大 
議 事 の 三 R 系 0 
ヶ (放電 物理 ) 関 ロロ 員 君 ( 東 。 大) 
> 議事 に 先立ち , 広田 新 会長 か ら 挨拶 が あり , 特に 理事 会 の > で つう 全 " 葛 っ = 夫 あお 拓 べ て 大 ) 
0 運営 に つい て は , 定刻 開会 を 励行 し 大 体 8 時 ご どろ に 終る よう > ( 計 測 ) 宣 井 芳 治 娠 ( 通 コ 研 ) 
に し た い 引 の 発言 が あぁ ちり これ を 本 了承 し た . ゃ いこ で て n>) ププ 還 - 村 っ 天天 千葉 二 が 
ヶ (計算機) 大 島 信 太郎 君 ( 国 除 電電) 
1. 昭和 36 年 度 電気 通信 学会 全国 大 会 に つい て 6 大 ) 
. 1) 委員 会 の 設 ヶ (自動 制御 ) 高 井 安 幸 君 ( 東 工大) 
放っ ぎの 通り , 委員 長 , 幹事 委員 を 決定 し た . 
幹事 析 井 久 義 君 ( 麻 務 幹事 ) EE ar see 
隊 ~ 怖 田 、 潔 君 (会 時 幹 事 ) > (を ) 犬 京 部 理 ( 東 北大 ) 
5 * 小 西 一 婦 君 (編集 幹事 う ゃ (アンテナ) 仲 上 符 君 (神戸 大) 
_ 倍 護 % 大 CE + CC < ) 下 表 豆 和 信 午 (東北 大 
a 科 員 香西 貸 君 (会 計 幹 事 ) を (マイ クロ 波 ) 池 上 流 一 君 ( 京 大) 
” 田中 浩太 郎 君 ( 庶 務 幹 事 ) ( > ) 牧 本 利 夫君 ( 匠 大 ) 
の を 関口 良 矯 君 (編集 幹事 ) 。 (電子 管 ) 中 山 良明 君 ( 東 。 を) 
3 Yr i te < ( <) う 齋 沢 和 男 君 ( 神 戸 大 ) 
2 « ER ヶ (半導体) 新 美 達也 君 ( 通 研 ) 
衝 , NR i: > (2 柏野. 正美 佑 日 立 
» ’ 学 都 宮 令 男 娠 (調査 幹事 ) + (電子 回 路 ) 田 宮 = 油 君 (東大 熱 研 ) 
- 4 由 式 志 、 桂 須 (こう を 0 う 補 、 馬 < 一 っ 男 革 は 折 
に ” 川 村 光 男 君 (技術 委 則 事 ) の 
CR う 会場 に つい て "が:) 島木 っ : 検 へ る 計 江頭 拓 まま Rk 
| つっ ぎの 通り 交渉 を 進め その 結果 に よっ て 第 1 回 委員 会 で 決 * (電子 応用 ) 三 宅 康友 君 ( 昌 大 ) 
定 す る . (電気 通信 ) 拓 崎 狼 作 君 ( 通 。 研 ) 
早 大 ( 客 西 委員 ), 東工 大 ( 末 武 委員 ) sy 小 ご 和 打 " 皿 。 枯 豆 ( 話 倉 ) 
x 日 大 (三宅 氏 ), 電機 大 (河野 氏 ) 2 堪ら 計 交 球 生 3 

‘ ご つ ) 期日 に つい て 以上 所 名 

諾 記 会 場 の 都合 と に よって, 委員 会 で 決定 する . 4. 会 長 指名 の 評議 員 に つい て 


(= ジン ポジ ウム に つい て 2 < 
用 前 年 の 例 に ょ っ て 名 研 宛 専門 委員 会 に 開催 希望 の 有無 お よ 定款 第 22 条 に よる 会 長 指名 本 議 員 を つぎ の 通り 選定 し た . 


| meme その 結果 に よっ て 委員 会 で 決定 する 、 北陸 支部 京 衣 上 陸 電 姓 ( 新 支部 長 ) 
LE 2. 連合 大 会 委員 会 の 設置 に つい て 四国 支部 黒部 久 挫 君 ( 新 支 部 長 ) 
” < 関東 電通 局 。 妻 藤 達 夫君 (前 庶務 幹事 ) 
有 || つき の 通り 本 会 溢 出 委員 を 選定 し た . 通 研 新堀 達也 符 ( 前 調査 幹 事 ) 
ER TY 閣 君 GH 研 ) 著 = 臣 : 訂 - 福井" そ 矯 
KM 田中 浩太 郎 大 (電電 公社 ) 5. 理 の 担 務 に つい 
放 会 由理 を 千本 宙 天 ( 早 。 大 ike 
; ) 坊 集 幹事 猪瀬 博 君 ( 東 大 ) つぎ の 通り , 各 理 事 お よび 幹事 の 担 務 を 決定 し た . 
和紀 集 幹事 駒井 又 二 君 (N H K) 理 「 事 


1 a oN 
"a 4. 稲田 記念 学術 研究 奨励 金 委 員 会 の 設置 に つい て 


昭和 3 年 度 前 提 田 記念 学 休 夫 成金 和 員 会 表 員 を つぎ の 退 
ike し た . 小島 理事 Gua 1 een 


0 R) 君 ( 通 研 ) 「 
RY 委員 ( 理 事 ) 二 条 紀 基 君 (電波 監理 局 ) 
2 > 「 ( 雇 務 幹事 ) 田中 治 太 郎 君 (電電 公社 ) 


測 間 束 岡 谷 朝敵 知 (電波 理 局 ) = a Brn 
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事業 計画 に 関す る 事項 
木村 理事 ( 会 長 ) | 寺 と の 運 絡 協調 に 関す る 事項 
財務 会 計 に 関す る 事項 
野 村 理 事 | 旨 基 全 員 全 委員 長 
関係 学 協 会 学術 機関 海外 含 ) と 
に 示 の 了 *} 人 
広告 委員 会 委員 長 
] 庶務 幹事 
; 、 材 非 遍 務 幹事 | 康 李 お よび 他 韓 事 の 所 常に 属し な 
田 中 ” い 事 項 
会 計 幹 事 
3 出版 委員 会 の 委員 
: 和田 会 計 幹事 攻 書 和 員 全 の 間 
調査 幹事 
| 「 縛 唱和 計 絆 Rn 
x 宮 庫 本 電 4 上 』 表 白雪 ご こ ほ 関す る 
宇都宮 沿 査 幹事 1 関 作 学 陣 全 学 人 後半 ( 浴 外 人 
と の 連絡 に 関す る 事項 
規格 調査 会 に 関す る 事項 
1 岡 登山 査 則 事 全学 会 洒 隊 
と の 連絡 に 関す る 事項 
編集 埋 事 
四 人 評 m1 議 市 
関口, 猪瀬, 西 幹事 海外 論文 委員 会 


« 

E 小西 。 胞 井 。 両 韓 事 。 ニ =ー ズ 委員 会 
Pe 小 西 幹事 広告 委員 会 

攻 末 武 幹事 出版 委員 会 

a 相田, 幹事 サイ エン ス ・ レ ビュ ー 
6. 前 年 度 理事 会 より の 申 継 事項 の 処理 に つい て 


引継 理事 会 で 退任 理事 か ら 申 継 の あっ た 各 項 に つい て 協議 
の 結果 , それ ぞ れ つぎ の 通り 措置 する こと と し た . 
(1) 昭和 37 年 度 か ら の 本 会 事業 活動 の 推進 に つい て 
「 事 業 拡 臣 時 委員 会 」 の 2 回 に わた る 審議 の 経過 に か ん が 
婦 , 委員 に 地方 在住 副 会 長 お よび 編集 長 を 加え , 研究 専門 奏 
員 会 (電子 計算 機 , トラ ンジ スタ , オー トマ トン ) 委員 長 は 
削除 し , Transaction の 刊行 , 英文 号 の 刊行 を 含め た 一 般 会 
計 お よび 特別 事業 会 計 に 関連 する 事業 拡充 の 具体 策 検 討 を 推 
進 す る . 
(2) 会 費 の 億 上 げに つい て 
前 項 の 結論 と に ら み 合わ せ て , 必要 が あれ ば 会 費 値上げ の 
た め の 定 款 改正 を 本 年 度 中 に 検討 する . 同時 に 現行 定款 に あ 
る 若干 の 不備 に つい て も 改正 方 を 検討 する . 
(3) 維持 員 増強 の 推進 方 継続 に つい て 
庶務 幹事 に お いて 一 案 を 作成 し , 今後 の 理事 会 で 検討 する ・. 
(4) 選奨 関係 事項 に つい て 
(4.1) 論文 賞 , 著 ニ 述 賞 両 委員 会 の 構成 
申 継 通り 両 委 員 会 を 一 本 化す る こと に 決定 . た だ 
9  」 し, 本年度 は 著述 賞 な し . 
|「 G4.2 稲田 記念 学術 敵 盛 金 委 員 会 の 構成 


と 議 す る - 

| (4.3) 岡部 賞 の 推 せ ん 母体 の 解釈 
。 「 本年度 の 委員 会 成立 を まっ て , と の 委員 会 で 協議 
計 する . ; 

(5) 国際 会 識 出 席 者 に 対す る 措置 C に つい て 

揚 当 調査 電 事 に お いて 申 継 通り 措置 する .。 た だ し , 出席 巴 
変更 また は 取消 に な っ た と き は 遅 漠 無 く 学 術 会 識 へ 連 
旅費 , 潜在 費 等 の 調達 に あたり , 本 会 が 一 時 的 に 他 


議題 3 で 委員 会 が 成立 し た の で , その 委員 会 で 協 
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の 配 出 機関 か ら 寄 付 と し て 受入 れ , 出席 者 に は 旅費 と し で 本 
会 か ら 支 給 す る 場合 の 事務 処理 要領 を 確立 し て 赴く 必要 が あ 
り , 会 計 幹 事 が 具体 的 方 法 を 立案 する . 
(6) う 大 会 関係 事項 に つい て 
座長 の 選定 , 論文 集 の 価格 , シン ポジ ウム の 運営 方 法 等 に 
つい て 申 継 が あっ た が , 議題 (U①) で 委員 会 が 成立 し た の で 
と の 委員 会 で 充分 検討 する . 
(7) 職員 給与 の 改定 に つい て 
下記 の 通り 「 職 員 給 与 改 定 小 委 員 会 」 を 設置 し , 知 与 改 洪 
案 を 検討 する . 
委員 長 小島 条 ( 副 会 長 ) 
徐 員 野 村 達治 (理事 ・ 財 務 担当 ) 
7 和 柳 井 久義 (庶務 幹事 ) 
” 田中 浩太 郎 ( 護 務 幹 事 ) 
” 柿田 潔 (会 計 汽 事 ) 
” 香西 寛 (会 計 幹 事 ) 
” 考 藤 達夫 (評議 員 ・ 前 庶務 幹事 う 
7. 各種 委員 会 の 発足 に つい て 
議 古 1・ 本 国 大 会 , 議題 2. 議 古 3. お ょ び 議 題 6 の (① 
の 各 委 員 会 の ほか は , 大 体 前 年 通り で その 活動 を 継続 する き 
と と し , 今後 委員 会 の 新設 , 改廃 の 必要 が 生じ た と き は ぞ の 
都度 理事 会 で 審議 する ・. 
8. 国際 シン ポジ ウゥ ウム の 日 本 招致 に つい て 
国際 シン ポジ ウム 日 本 招致 に つい て の 打 合 会 に お ける dis 
cussion の 概要 を , 森田 技術 委員 会 会 長 お よび 宇都 宮 調 査 幹 
事 か ら 報 告 が あぁ あり, これ に 基づい て 各 役 員 と の 間 に 質 疾 討 論 
が 行なわ れ た が , 引継 理事 会 の と き の , 「IR・E 主催 一 学会 
後援 」 から, 「 学 会 主催 一 1・R*E 後援 」 に 方 針 が 転換 され な た 
に つい て は 簡単 に O・K の 返事 は 出せ な い の で , 関係 者 の 拘 
合 会 で も っ と 具体 案 を 検討 し , 経費 お よび 事務 局 に つい て の 
見 通し を 得 た 上 で さら に その 案 に 基づい て 理事 会 で 審議 する 
だ 


9. 人 入会 承認 に つい て 


つぎ の 通り 新規 入会 を 承認 し た . 
走 〒 員 今 井 恒明 君 他 "36 衝 
絡 そ 井 症 。」 違 考 - 他 2 名 
生 員 青木 康浩 莉 他 202 名 
殊 員 池上 通信 機 株 式 会 社 設計 課 
超 音 波 工 業 株 式 会 社 砂川 工場 
東洋 レー ョ ン 株 式 会 社 滋賀 工場 庶務 課 
大 田地 区 電話 局 計画 課 2 
な お , 維持 員 の 退会 希望 1・ 品 数 減額 申出 1 に 対し て は , 
議 呈 6 の ⑬③) で 合わ せ て 考慮 する と こと と し た . 
10. スト ルツ ト 教 授 の 講演 に つい て 
本 会 , 電気 学会 お よび エレ クト ロニ クス 協議 会 の 三 者 共同 
で 所有 購 し た スイ スズ ス ,。 チェ ー リ ッ ヒ 工科 大 学 教授 M.J.O スト 
ルツ ッ ト 博 士 は 6 月 5 日 来 目 され , 6 月 13 日 午後 3 時 か ら 東 京 ” 
大 学 で 両 学会 東京 支部 お よび エレ クト ロニ クス 協議 会 共催 の 
講演 会 お よび パー テイ が 行なわ れる 旨 柳 井 幹事 か ら 報 告 が あ 」 | 
有 | 
三 1 コ ぞ 生 の ラ 他 i 
小島 副 会 長 か ら , 日 本 工学 会 理事 会 で の 協議 事項 に つい て 


准 
学 
特 


報告 が あり ,』 4 年 ど と に 行なわ れる 日 本 工学 会 大 会 の 講演 会 


懇談 会 お よび 西本 工学 会 雑誌 の 内 容 充実, 改善 に つい て 協力 
せら れ た い 編 失 拶 が あ る 


“| 
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昭和 36 年 3 月 
末 会 員 数 
入 会 
昇格 転入 
追 会 
死 2 
4 月末 会 員 敷 
増 減 


2) 会 計 別 収支 状況 (昭和 36 年 4 月 30 日 現在 ) 
村人 列 


収入 二 雲 7 出馬 の な 状 2 


ーー 上 明 会 " 計 852,915 | 1,448,552 | A. 595,637 
' n | 特別 事業 会 計 | 3,893,779 785,277 | 3,108,502 
選 半 資 金 会 計 a 7,034 | A 7,034 
| 艇 田 記念 資金 会 計 = 2,136 | A 2,136 

岡部 記念 資金 会 計 ー 740 | 人 740 


雇 員 妃 惑 積立 金 会 計 - = < 

補 収益 事業 会 計 | 2,253,533 | 2,062,611 190,922 
: 仮 受 払 金 ・ 預 り 金 844,578 841,676 2,902 
yy 


「"- 谷 征 | 7,844,805 5,148,026 | 2,696,779 


年 5 月 で 生 会 ap 


| 正 具 今井 恒明 , 岩 部 昭 , 梅 共 豊 二 , 梶浦 英男 , 片桐 
衣 除 齋 納 専 英 , 河村 孝 夫 , 木 代 稔 . 草 果 春 義 , 小松 徳 哉 , 
| 基本 代 座 , 佐古 勝彦, 佐藤 正吉 , 汐見 修三 , 清水 富 次 , 志村 
| 有 | 二 正 , 杉森 窓 一 , 鈴木 称 , 田尾 一 彦 , 田所 深 , 玉井 勝 太 
衝 達 山 鍵 次 郎 , 中 村 彰 , 中 村 正雄 , 西川 正明 , 羽根 率 久 , 
「 浜野 駿 朗 , 林 満寿 雄 , 平岡 吉 山 , 平 紗 多賀 男 , 広田 俊 箇 , 


| HR, 御子 柴 児 一 , 宮田 康 三 栓 修 。 木野 順 三 , 
大 疾 典 
| 浴 貞 井上 軌 . 大 友 元春 , 大 休 壮 , 川田 陽一 , 木嶋 博 


| 縮 ) 公 平良 三 , 及 菩 貞夫 , 中 勝 司 , 橋本 注 仁 , 林 和裕 , 
」 診 田 秦 弘 , 本 村 忠 巡 

| 学生 員 会 田 相 三 , 青木 康浩 , 赤塚 守 , 載 廊 和彦 , 浅野 
| る , 容 傍 益 一 , 阿部 光夫 , 阿部 吉雄 綾 塔 氏 , 新井 利 油 , 


衛 , 池田 攻 己 , 石黒 武彦 , 石原 信 美 , 石原 光 護 , 石丸 孝一 , 

隊 | 市 来 容 史 , 一ノ瀬 友 次 , 和泉 清 昭 , 伊藤 貴 康 。 井上 定 邦 , 井 
詳 原信 一 , 区 木 供 秀 , 今田 忠彦 , 岩井 前 明 , 岩松 正彦 岩見 基 
| 弘和 字 竹 正 閑 , 上 西 勝 孔 , 上 野 文平 , 植松 赤 奴 , 紛 伺 齋 , 

| 右近 忠 郎 , 白田 三雄 , 内 田 頼 利 , 宇津 功 , 内 橋 一 雅 , 太田 
| 成 線 , 大 縮 区 象 , 大 坪 証 , 大 坪 弘 昌 , 岡本 隆 礁 , 岡林 頼 , 
有 還 絡 一 邊 , 大 聡 夫 , 知 川 清 , 柿本 元 , 片 木 孝 至 , 加 


ヤ 亀岡 秋 男 , 川原 幸男 , 河本 信彦 , 中 上 彰 , 菅田 一 博 , 

有 神 析 紀 率 。 北川 喧 一 郎 , 城戸 中 郎 , 鬼頭 貞夫 。 容 田 爺 雄 , 久 
, 倉光 正己 , 胡桃 沢 序 好 , 小池 索 作 , 河内 正臣 , 河 

記 通 , 河本 浩 ご , 後藤 秀男 , 小林 明 , 小林 常 清 , 小林 光 
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(3) 資金 月 末 現 在 高 (昭和 36 年 4 月 30 日 (は 減 う 


36.3. 
竹 | 宮上 半 | 月 308 | 年 度 初 と の 差 


5,518,554 
103,991 


合 計 | RE 8§,319,324 2,696,779 
各種 委員 会 開催 状況 
(1) 編集 関係 
海外 論文 委員 会 5 月 9 日 2.00 p.m. 
ニス 浴 員 半生 


論文 委員 会 5 月 10 日 2.00 p.m. 学会 会 議 室 
(2) 第 35 回 通常 総会 

5 月 13 日 1.30 p.m. 東条 会 人 秋 
(83) 国 導 シンポ ボ ジ ウ ネム 打 合 会 

・ 5 月 18 日 5.30 p.m. "電気 ケ クラブ プ 
(4) 広告 委員 会 5 月 19 日 那須 温泉 石 雲 荘 
(5) 昭和 36 年 電気 四 学会 連合 大 会 委員 会 (最終 回 ) 

5 月 29 日 "5.30 p.m レス トラ ン と うき ょ う 


彦 , 近藤 健 , 近藤 英明 , 近藤 幹郎 , 斎藤 智徳 , 酒井 忠 贅 , 
酒井 匠 郎 , 酒井 護 之 坂野 公 一 , 坂本 孝雄 , 佐々 木 興 亜 , 佐 
々 木 修 太 , 佐々 木 伝 , 佐々 木 哲郎 , 佐藤 清治 , 佐藤 匠 也 , 
島田 幸男 , 清水 宏一 、 菅 居 正 道 、 杉 本 錦 司 , 鈴木 英太郎 釣 
木 孝 , 鈴木 富 造 、 関口 紀 昭 、 瀬戸 巡 也 、 高岡 久 , 高倉 臣 
則 , 高 東 進 、 高橋 中 夫 , 竹 居 拍 夫 , 田中 栄一 、 田中 光 妊 , 
田辺 番 , 谷 弘 次 , 谷野 閉 照 、 谷本 房 夫 , 田畑 孝一 , 田 漏 
義彦 , 玉 代 問 和 也 , 田 里 誠 , 津山 下 生 , 堆 木 慈 郎 , 寺田 楊 
平 , 戸田 七 夫 、 中 島 恒 彦 , 中 島 正行 、 中島 康 夫 , 中 瀬 正彦 , 
中 田 良 知 , 中 村 癌 , 中 村 和 信朗 中 村 英 士 , 永山 福 二郎 , 新 
美 康 永 。 西沢 彰 , 西村 統一 郎 、 西 本 冬 弘 , 西村 英昭 , 西山 
洋 , 沼倉 正博 , 根 本 志 一, 野 水 雅行 , 野 村 精 志 , 長谷 場 英作 。, 
楽 俊一 , 畑 征 座 , 波多 末 和 明 , 羽根 田 博 正 , 馬場 約 彦 , 
林 諸 三 、 速水 和夫 , "針谷 桂 一 , 平島 正芳 , 平松 米 治 郎 , 福 
丸 際 文 , 福山 俊作 、 藤井 国 久 、 藤 井 洋 三 、 藤田 赴 夫 , 宋 目 人 誠 
郎 , 藤本 幸生 , 二見 寿 之 , TF TC チリ ププ タ ペ バテ ンド . 
古 浜 洋 治 , 堀江 咲 夫 , 本 間 三 郎 、 増田 宗 敏 , 松尾 浩之 , 松 
崎 到 宏 。 松波 弘之 松本 恵一 , 松本 修 文 。 弓 和 四 , 丸 林 富 ' 
久 , 丸山 昌樹 、 水 谷 滋 孝 , 水戸 部 準 治 , 光 島 渉 , 宮田 光 居 。 
宮本 正夫 , 向井 功 , 武藤 昭弘 。 村上 進 治 、 森 光 灯 雄 , 森本 
直樹 , 保井 貞 夫人 入 杉 博久 , 山内 興 太 郎 。 山口 勝久 , 山崎 興 
ーー 山下 幸男 , 山下 陽 司 , 山本 茂山 本 除 也 , 山本 英雄 , 

横田 能 治 , 吉岡 道雄 , 吉 下 忠 雄 , 米 須 清栄 , 若林 息 , 和 和田 
英 一 , 和田 治 , 脇 阪 際 夫 , 渡辺 道生 
特殊 員 池上 通信 機 株 式 会 社 設計 課 

超 音 波 工 業 株 式 会 社 砂川 工場 

東洋 レー ヨン 株 式 会 社 滋賀 工場 庶務 課 

大 田地 区 電話 局 計画 課 


RR 電気 通信 学 会 
昭和 35 年 度 事 務 お よび 事業 報 涯 
| | 全長 米 記 滋 
副 会 長 高木 昇 ・ 三 態 文雄 ・ 松 本 秋 男 ・ 内 田 英 成 
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お 二 の * > さ 


有 | 前 年 度 に 比較 し て , 昭和 35 年 度 中 に お ける お も な 

| る ろ 事 業 は つぎ の 通り で ある . 

) 1.1 維持 員 の 増強 を 推進 し た こと 

痢 あと に 述べ る よう に , 各種 の 新しい 事業 計画 が 考え 
「 ゥ られ た の で , と れ に 充当 する 経費 と し て 前 年 度 に 引 続 

| き 持 員 増 強 に 努力 し た . 特に 本 年 度 は 大 口 維持 員 

| 6 社 (に, その 負担 口数 倍額 増加 を 依頼 し た と と ろ 各 

。 社 共 増 加 を 快諾 され , 昭和 35 年 第 4・ 四 半期 分 会 費 

| seoikaesdr 外 に 新規 入会 4 社 (21 口 ) あ 

1 , 34 年 度 末 の 174 社 (1,140 口 ) に 対し ,35 年 度 


を 340 万 円 の 増収 と な る 見 込 で ある . 

有 1.2 電気 通信 学会 大 学 講座 が 軌道 に 乗っ た こと 
本 会 教科 書 委員 会 で 計画 し た 大 学 講座 が 軌道 に 等 
2 年 席 内 に 9 冊 の 発行 を 見 た 。 な お 引続き 昭和 36 


生計 は 年 月 1 な いし 2 國 穫 誠也 行 され る 見 込 で ある 
1.3 事業 拡充 計画 に つい て 

員 増強 に 伴っ て 事業 拡充 計画 を 検討 する た め , 

誠 充 障 時 委員 会 を 設置 し 検討 し た . お も な 事 

り で ある . 

文 呈 の 発行 計画 に つい て 

は か る た め 。 突 半 を 区 行 し て 海外 に 大 市 す 

と の 意見 が あり て の 計画 を 実現 する た め 
の 

a i に つっ 8 9 最近 急流 


ht a mn zz, 3 Fm 


RR の 和 


文 を きま は ばく た め 


E TE 
tt 博 も ある の 
| を 一 縮 と し 生 


雑話 の 内 容 を 政 才 す る 実 料 と し て ; また 技術 委員 会 } 
の 在り 方 に つい て 再 検討 を a 
に , 昭和 35 年 3 月 世論 調査 を 行なっ た . まず ラン ダ 
ム サ ン ブリ ング 法 に よっ て 716 名 の 会 員 を 提出 し 』 雑 7 
誌 お よび 技術 表 員 会 の 在り 方 に つい て 73 項目 に わた } 
る 回 答 を 求め た と と ろ 544 (76 滋 ) の 回 答 が あり 竹 
の 鎧 味 あ る 資料 が 得 ら れ た 目下 種々 の 角度 か ら と 4 
れ を 分 析 , 検討 し て いる が , まとまり 次 第 旋 下 発表 
同時 に , 実施 を 可 と する も の は 着 々 実施 に 移 レ 前 < 
お よび が 技術 委員 会 の 一 層 健 全 な 発展 , a 
か っ て 前 進 す る と こと と な る で あろ う . : 


2. 会 員 の 異動 が 


2.1 ea MRR 
種別 


“34 年 度 末 会 員数 8 
i 会 4 ‘447 
准 つ 正 1 a \ 

種 別 

変 ge Dh 

死 Es —14 

人 退 会 | —251 

除 名 ー173 a 
35 年 度 末 会 員数 9| 174|8,627| 1,831| 1,859| 1! 
増 減 1 4| '611| 371| "288. 12) 
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各 支 部 会 員数 の 百分率 は , 前 年 度 と 大 差 な い が 相 変 
わら ず 東 京 支部 が 過半 数 を 占め て いる . 大 企業 の 東京 
集中 と 大 企業 へ の 技術 者 集中 が と の 傾向 を 助長 し て い 
る よう に 思わ れる . 


3. 出版 物 に 関す る 事項 


3.} 本 会 雑誌 の 発行 状況 

昭和 35 年 の 本 会 雑誌 は , 第 43 巻 第 4 号 (半導体 
特集 号 ) か ら 第 11 号 (測定 器 特集 号 ) を 含め て 第 44 
巻 第 3 号 ま で , 12 冊 148,850 部 を 発行 配布 し た . 


記事 内 容 の 件 数 及び ペー ジ 数 は , つ ぎの 通り で ある 


"EC RC 


技術 委員 会 報告 
規格 調査 会 報告 
事 業 報告 
全国 大 会 論文 目次 


PF» 


0) 


並 税 諾 整 


攻 上 串 六 江 lh 


た, わが国 の 電気 通信 技術 を 海外 に 紹介 す る た 
め , 英文 醒 概 を 本 会 雑誌 に 付 し た も る の 毎月 約 220 部 
ど , 英文 梗概 の み を 毎月 約 550 部 を 海外 各国 36 か 国 
] の 通信 関係 機関 約 225 か 所 に 交換 また は 寄贈 し て い 
4 訂 お も な る 国 別 に 見 る と , つぎ の 通り で ある . 


U.S.A 61 か 所 India 14 か 所 
. を Germany 32 か 所 Denmark 7 か 所 
England 23 か 所 Holland 5 か 所 
放 France 19 か 所 その 他 70 か 所 
USSR 3 か 所 
| 3:2 図書 の 発行 状況 


この M 内 に 発行 し た 新刊 また は 陳 版 の 図 音 は , つ 

ぎの 通り で ある. 

宙 新刊 

| (7) 実用 通信 工学 粒 書 

フイ ヤス プリ ング 継 電 員 

| 伝送 回 路 網 お よび 汽 波 叶 (その 3) 

¢ (=m) 単行 本 

"最新 の 半導体 工学 1,000 
通信 工学 の た め の オ ペレ ーション ズリ ザー チ 1,000 

つぎ の 新刊 が 目下 印刷 進行 中 で ある 

mm イ 2p ホン と スピ ー カ 

目下 計画 中 の も の に つぎ の 2 点 が ある 

A 形 自 動 交換 機 回 路 図 (改訂 計画 中 ) 

了 H 形 自動 次 換 機 回 路 図 (同上 


1,500 
1,000 


(130) 


年 度 事 務 お よび 事業 報告 


SE 名 | 発行 年 月 日 | 執 入 者 


(2) 軍 版 


ダイ ヤル イン パル ス 伝 送 

ク ド ス バー スイ ッ チ 

最新 の テレ ビジ ョ イン 技術 

パラ メト ドン と その 応用 
継電器 回 路 の 手引 

共 電 式 構内 交換 機 

通信 理論 と その 応用 
最新 の バルス 技術 

電話 トラ フィ ッ グ ク 理 論 と その 応用 
伝送 回 路 網 お よび 洲 波 器 (DD 

4 号 電 話 機 , 

通信 線路 伝送 理論 

A 和 形 自 動 交 換 機 回 路 図 
手動 電話 装置 回 路 図 (1) 
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(3) 電気 通信 学会 大 学 講座 (電気 通信 学会 編 ・ コ 
ロナ 社 発 行 

昭和 33 年 以来 教科 書 委員 会 で 計画 を 進め て いた が , 
に お いて , つぎ の 通り 発刊 を 見 る に 至っ た . 


今季 


基礎 電気 回 路 
マイ ク r ド 波 回 路 
電子 回 路 CD 
電気 音 動 振動 学 
電子 管 工学 (TI) 
無線 通信 工学 

有線 通信 工学 
電子 工学 基礎 実験 
アン テ ナ ・ 電 波 伝 ば ん 


OE 1 i LD pg ii 


以上 9 冊 の うち , 1 は 3 版 , 3 は 再版 発行 2 お よ 
び 4 は 再版 準備 中 で ある 、 発 行 部 数 は いずれ も , 初版 : 
2,000 部 , 再版 1,000 部 で ある . 


4. 講演 会 に 関す る 事項 
4.1 昭和 35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 (本 会 事務 担当 )。 
期日 昭和 35 年 7 月 25 日 7 月 29 日 
会 場 北海道 大 学 工学 部 (札幌 市 ) 
日 程 特別 講演 4 件 7 月 25 日 午前 
一 般 講 演 。 1,833 件 RB 
シン ボ ジ ッ ウム is ” 27 日 
衣 親 会 7 月 25 日, 参加 者 454 名 
見 学 A.B.C 斑 28 日 玉 よ び 29 日 
D 斑 28 日 ; 
展示 会 。 7 月 26 日 ~31 日 (札幌 市 立 創 成 小学 校 体育 館 > 
論文 集 発行 


合 本 I. 相 .IV 各 .300. ‘1 650 


¢” 


¢ > 
TI CR Tg 


昭和 36 年 6 月 通 信 第 44 巻 6 人 号 1017 


分 摘 ユー21 150 部 400 部 
シン ポジ ウム 1~8 300 部 一 450 部 
参加 者 (講演 者 を 含め ) 約 2,200 名 

4.2 昭和 35 年 度 電気 通信 学会 全国 大 会 


56.2 電気 通信 技術 委員 会 会 長 森田 


清 君 


と の 委員 会 は , 本 委員 会 の ほか 下 表 に 示す 研究 専 問 
委員 会 お よび 調査 専門 委員 会 を 置き , 電気 通信 お よび 
電子 応用 に 関す る 技術 の 健全 な る 発達 を 期す る た め 調 


EA SR 有朋 査 研究 を お と な っ て いる . 
会 場 ) 早稲 田 大 学 
日 程 特別 講演 2 件 18 日 午前 Rk to mi 
村人 っ 48 は や 秩 症 お 委員 会 名 | 委員 長 名 | 会 合 数 件 吉 生 約 規 備考 
シン ポジ ウム 93 件 19 日 ・20 日 i | > 
懇親 会 11 月 18 旦 (参加 者 118 名 ) 1 電子 計 衝 機 後藤 以 紀 君 | 9 ①⑪| 25、 257 
給 文 集 2 トラ ンジ スタ | 岡部 豊 比 古 君 | _ 10 (3 う | 50 275 
3 マイ クセ 波 真 | 小池 脅 二 郎 ‘ 
分 舞 1) 300, 分 麗 2) 550, 分 肛 (3) 400 g 波 真 | 小池 青 二 郎 者 | 10 (3| 32| 150 
合 本 500 4 電気 音 久 富 田 義男 君 | 83| 29 95 
参加 者 (講演 者 を 含む ) 850 ith A EE : 0 
% 磁 直線 理論 | 高木 純一 
| 4.3 第 3 回 自動 制御 連合 講演 会 eR i pi が 7 
“ 35 年 11 月 , 自動 制御 研究 連絡 委員 会 その 他 12 団 8 電波 伝 ぽ ん 上 田 引 之 君 | -6 ①| 境 69 
体 と 共 借 で 第 '3 回 自動 制御 連合 講演 会 を 開催 し た -. 9 イケ rr 液 伝 | 岩 片 秀雄 君 | 8 CD| 24 129 
4.4 第 2 回 原子 力 研究 総合 発表 会 10 航空 電子 機器 | 小林 正 次 者 | 9 (①| 23| 9436 年 度 よ 
x 36 年 2 月 , 日 本 原子 力学 会 その 他 28 団体 と 共 條 で a 
第 2 回 原子 力 研究 総合 発表 会 を 開催 し た . 姓 に 交替 
4 11| 世 用 電子 装置 阪本 反 房 莉 | 9 (D| 15 114 
“ rT 会 12| ォ ー ト マト ソン | 高橋 秀俊 君 | 8 (①| 17| 212 
5. 巡回 専門 講習 会 ーー 3 
3 信 期 に お いて は 諸般 の 都合 と より 準備 整わ ず , 実施 | ュ ン 理論 コジ | 大 泉 部 中 D8 
放 に 至ら な か っ た ・ 14 磁 性 材料 博 田 笠 太 看 | 8 CD 8 127 
15 超 音波 態 本 乙彦 君 | 11 CD 30 135 
6. 各種 委員 会 等 の 活動 GW 信 方 式 絢 谷 悪者 | 9①| 2 181 
: 17 信頼 性 と 品質 芋 野 。 健 君 | 9 ②| 17 122 
2 昭和 34 年 中 と お ける 各種 委員 会 等 の 開催 回 数 は i 
次 表 の 通り で ある . 計 17 149(22)| 409| 2,416 


6.1 総会 合 数 


(て) 内 は 地方 支部 開催 回 数 (会 合 数 に 含む ) 


大 阪 市 (15 回) 仙台 市 (3 回) 京都 市 (3 回 ) 尼 崎 市 (1 回) 


本 
名 称 回 数 名 称 回 数 計 22 回 

a 扶 術 安 員 会 | 4 発表 件 数 は 34 年 度 よ り 69 件 増加 し て いる . 

理 事 会 | 12| 同 調査 専門 委員 会 | 10 (調査 専門 委員 関係 ) 

評 議 上 員 会 | 3| 同 研究 専門 委員 会 | 149 

A 計 | 6 委員 会 名 | 委員 長 名 | 叙 合 数 社 了 備考 

編 集 幹事 会 | 12 | 規格 調 宜 会 4 ・ 

綱 文 嗣 | 12| 同 専門 委員 会 電力 標準 国際 比較 SORE 10 | | 

海外 論文 奏 員 会 | 12 小 計 173 

人 迄 導き 科 者 委 抽 『 会 | 1 計 1 10 

編集 頁 問 会 議 | 1| 同 幹事 会 | 3 

疑 集 号 編集 委員 会 | 2| 出 版 計 誠 員 共 会 3 て 
0 NS RA 5 6.3 電気 通信 規格 調査 会 会 長 丹羽 保 次 郎 下 
功績 賞 委 員 会 | 2| 全 国 大 会 委 " 引 会 4 と の 調査 会 は , 本 委員 会 の ほか 下 表 に 示す 各 専 門 座 
用 拉 x メ ネ a る | 2 会 信 人生 全 | 大 会 お よび その 下部 柏 枯 と し て の 小 委 員 会 が あり * そ 

基 流 賞 委員 会 | 2|。 
EE a 員 | 2 - れ ぞ れ 正 C (国際 電気 標準 会 議 ) の 国際 標準 規格 の 審 

岡部 賞 委員 会 | 3 as 議 ち お よび JIS.( 理 本 工業 規格 ) 原案 の 作成 に 活動 し て 」 
rt: rs «ts 計 ーー ンー 
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昭和 35 年 記 事 務 お 


C19 


計 | 10 


IEC 関係 は 34 年 度 よ り 


(JIS 関係 ) 


委員 会 名 | 委員 長 名 


1 二 和 1S 
幸 7 菩 


CIEC 関係 ) 


66 | 72 


1EC: TE YB: 
SC12 A 


RC 1 }, 
SC 12 A. SC 50B 


IEC. TC 39 ” 
IEC. TC 47 ” 
IEC. TC 39/48 2 
IEC. TC 40; TC 48» 


IEC. TC 46. 
SC46 A.B.C.D. 


IEC. TC 49 7 


IEC, TC50: 
SC50 AB 


TEG SEGSY 2 


| 担当 


会 合 数 は 51 回 増加 し て いる . 


備 考 
テン 用 テテ ビビ 
22 | 用 個別 規格 の 作成 


* 半導体 JIS, クリ スタ ル JIS, 計算 機 用 語 の 各 専 門 委 員 
会 は JIS 原案 の 作成 が 終了 し た の で 35 年 度 で 解散 し た . 


(2) EC の 専門 委員 会 (TC) お よび 分 科 委 員 会 
SG) は 下 表 の よう に 変更 に な っ た . 


旧名 称 


TC 12 
SC 12-1 
SC 12-2 
SC 12-6 
SC 39-1 
SC 39/40 
SC 40-1 
SC 40-2 
SC 40-2 
SC 40-2 
SC 40-2 
SC 40-2 
SC 39-2 
SC 40-4 
SC 40-3 
SC 40-5 
SC 40-5 
SC 12-7 
SC 40-6 


Tr 
EE" 


電子 管 の ソケット お よび 付属 品 
抵抗 端 お よび コン デン サ 
高周波 搬送 線 お よび 付属 品 
高周波 ケー プル 


導 波 管 


通信 用 ケー プル 


巻 線 


半 沙 体 装置 


コネ クタ お よび スイ ッ チ 


水 卓 


電子 部 品 機器 の 基本 的 試験 法 
電子 部 品 の 基本 的 試験 法 


電子 機器 の 


LJ 


酸化 強 物 性 体 
プリ ント 配線 


電子 計算 機 


C132) 


ょ よび 事業 報告 


(3) 昭和 35 年 度 中 に 工業 技術 院 お よび 日 本 規格 


協会 か ら の 委託 に よっ て 調査 を 行ない , 


は つき ぎの 通り で ある . 
(IEC 関係 ) 


報告 し た 題目 


| 調査 委託 願 目 | 隊 旗 貸 壇 出 千 担当 委員 会 


1 -! 


2 res i ” 


3| コン デン サ , 抵抗 器 , コネ カク 
タタ ,。 ス イッ チ に 関す る ヶ 


4 水上 井 に 関す る ” 


管 に 関す る 国際 規格 回 答 エ " 技 ^ 院 ト 電 了 チ 
調査 作成 


ヶ | 半導体 
” 部 品 
” クリ スタ ル 


| re ER | 


(JIS 関係 ) 


5| 受信 用 真空 管 個別 規格 | 二 巡 | 電子管 JIS 


RE EE A 


Rt 


17. 選奨 関係 


と の 年 度 に お ける 各 賞 お よび 各 奨 励 金 の 受領 者 選定 


結果 は ,。 つぎ の ど と く で ある. 


7.1 功績 賞 (第 22 回 ) (本 号 887 ペー ジ 参 照 ) 
7.2 論文 賞 (本 号 889 ペー ジ 参 ) 
7.3 著述 賞 (本 号 890 ペー ジ 参 照 ) 


7.4 稲田 記念 学術 拓 金 


(本 誌 36 年 2 月 号 


(本 誌 36 年 4 月 号 


7.5 岡部 記念 研究 奨励 金 (第 3 回 ) (本 誌 890 ペー 


(1) 35 年 前 期 (第 12 回 ) 
180 ペー ジ 有 参照 ) 

(2) 35 年 後期 (第 13 回 ) 
478 ペー ジ 妥 昭 ) 
ジ 参 照 ) 

8. その 他 の 事項 


(1) 昭和 36 年 電気 祭 を 共催 36 年 3 月 25 日 
の 電気 記念 日 に お ける 電気 祭 に , 日 本 電気 協会 外 28 


団体 と 共に 有 参加 共 信 し た . 
(2) スト ルッ ト 教 授 招 待 


エレ クト ロウ 区 示 


議会 主唱 に 係る スイ ス , チュ ー リ ッ ヒ 科 犬 学 教授 , 

M.J.O. ス トル ッ ト 博 士 招へい 委員 会 に 参加 , 協 力 し た. 
同 教授 は 6 月 1 日 に 来 日 , 各 大 学 , 会 社 工場 , 研究 所 

等 見 学 と 共に 東京 , 大 阪 , 仙台 等 で 講演 を 行なう 予定 . 


9. 昭和 35 年 度 収 支 決算 報告 (別掲 ) 
10. 昭和 36 年 度 事業 計画 ( 案 ) お よび 収支 巴 
算 ( 案 ) (別掲 ) 
11. 役員 ・ 幹 事 お よび 評議 員 改選 報告 


昭和 36 年 の 役員 ・ 幹 事 お よび 評議 員 の 改選 は 所 定 


昭和 36 年 6 月 電 気 通信 


の 手続 に よっ て 行なわ れ , 昭和 36 年 3 月 25 日 締切 
(投票 用 紙 発送 数 8,633, 投票 数 3,772, 投票 率 43.8 
⑳) 開票 の 結果 , 次 表 の 通り 決定 し た . 

と れ に よっ て , 理事 米沢 滋 君 は 辞任 , 高木 昇 君 , 松 
本 秋 男 君 , 新川 浩 君 は 満期 退任 , 新た に 広田 友 生 君 , 
小鳥 哲 君 。 木村 六郎 君 , 二条 嗣 基 君 が 理事 に 就任 され 
EE 


竹 別 | 退任 | 留任 | 新任 
会 、 長 米沢 滋 君 | 広田 友 義 寿 
副 会 長 ( 在 京 ) | 高木 。 昇 在 三 態 文 礁 君 小 島 。 親和 寿 

ヶ GB 方 ) 松本 秋 男 君 | 内田 英 成 君 木村 太郎 看 
理事 新川 導 君 革 村 達治 君 | 二条 弱 共 君 
監事 岡部 豊 比 古 君 染谷 。 勲 君 青野 雄一 郎 在 
庶務 旨 事 藤 達夫 和 君 醒 井 久 導 寿 田中 衝 太 郎 大 
会 計 韓 事 志村 静 一 君 | 柿田 。 潔 君 | 香西 客 
編集 幹事 伊藤 義一 君 | 小西 一 郎 君 相 田 実用 

” 河津 祐 元 君 | 末 武 国 弘 君 猪瀬 博 看 

” 副島 光 積 君 関口 良 雅 者 駒井 又 二 
調査 幹事 新堀 達也 君 | 宇都 宮 拓 男 君 | 岡 登 博美 大 
評議 上 員 (在京 ) 川上 正光 君 混 半 廊下 行 松 看 

” 見 目 正道 君 | 大 友 和 蔵 君 | 伊藤 義一 君 
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” 近藤 精 一 君 | 販 崎 賢治 君 | 河津 祐 元 看 
" 中 村 幸雄 君 田 中 未 雄 君 | 安田 一 次 看 
" 平山 ~ 博 看 古 橋 好夫 看 副島 光 積 邊 
評議 員 (地方) 大 野 克郎 君 秋 永 良一 君 宇 田川 針 久 莉 
" | 小沢 保 知 君 | 谷口 久夫 有 君 | 今村 徳 輔 者 
2 | 太原 彦 一 看 北 原 容 定 看 | 坂 井 」 利之 腹 
" | 三戸 左 内 君 清 野 武 君 黒 部 貞一 若 
" 杉山 達郎 玉 喜連川 了 君 


評議 員 ( 会 長 指名 う | 新 太一 郎 君 小池 田 二 郎 寿 | 
" 杉 正男 君野 島 正義 契 | 
” 杉山 智也 君 | 田島 一 郎 君 | 
” 橋本 一 郎 書 | 木村 瑞 雄 君 
” 来 豊平 君 市 川 真人 莉 

備 考 

1. 昭和 34 年 選出 会 計 幹 事 , 林 実 君 地方 に 転出 の た め 
人 退任, 後任 と し て 次 点 者 志村 静 一 君 が 補欠 就任 . 

2. 暇 和 34 年 選出 評 識 員 (地方 ) 川原 田 安夫 君 , 森元 和 
君 は , 東京 に 転出 され た の で 次 点 者 谷中 久夫 君 , 杉山 達郎 痢 
が , それ ぞ れ 補欠 就任 . 

3. 昭和 33 年 選出 評 謙 員 (地方 ) 真野 国 夫 君 が 長期 海外 
滞在 の た め 辞 任 , 次 点 者 吉村 克彦 君 が 補 欠 任 され た が その 後 
東京 へ 転出 の た め 欠 員 の まま と な っ て いた . 


昭和 35 年 度 収 支 決 算 書 


( 自 昭和 35 年 4 月 1 日 在 昭 和 36 年 3 月 31 日) 


収 入 支 出 
科 目 金 額 科 目 金 額 
雑 誌 費 | 9,840,864 
発 送 費 850,359 
別 刷 費 134,180 
支 部 費 800,000 
他 ! 学会 四 57,448 
旅 費 27,500 団体 会 費 扱 料 | 284,765 
剰余 金 143,575 171,075 | 事 務 費 | 3,217,032 
全 下 大 会 収入 132,914 | 職員 退職 積立 分 担 金 60,000 
OE 収 A 49,105| 連 合 大 会 支出 

右 収 不能 準備 金 繰 戻 60,989| 旅費 156,100| 
取 益 事業 ょ り 振替 | 1,147,458| 分担 金 30,000 186,100 
| 革 所 る 科 キ | 2457753 
| 雑 Pk 26,893 
減価 償却 費 6,000 
" 計 15,709,394 
開 欠 損 金 |A 724,112 


公益 事業 特別 事業 会 計 


収 入 NR 出 
科 目 金額 | 科 明 | - 交 = 裕 
維 持 員 会 費 | 6;097,500| 技術 委員 会 婁 , 
資 料 代 | 2,073,662 | 委員 会 費 150,810 
規格 調査 委託 費 | 41,000| 資料 費 2,247,157 | 2 592,967 
IEC 資料 代 107,1201|| 旅 費 195,000 } 
ー 雑 収 入 30,000| 規格 調査 会 費 ; 
委員 会 費 800,034 
資料 費 331,810 
IEC 資 料 289,740 | 1,421,5e4 
維持 員 資料 費 | 819,523 
会 告 費 | 412,093 
事 務 費 | 2;368,587 
了 戦 員 退職 積立 分 担 金 40,000 ~ 
雑 旨 21,561 
減価 償却 費 4,000 
回 収 不 能 準 備 金 繰 入 | 145,000 
選奨 資金 会 計 繰 入 169, 855 
計 
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公益 事業 選奨 資金 会 計 職員 退職 積立 金 会 計 
取 入 | 支 出 収 入 褒 出 
科 目 | 金 観 | 科 目 人 金 。 打 科 邊 を UN 衝 目 / ド を 禄 
前 年 度 よ り 繰 超 Of 委 人 会 費 56,343 前 年 度 ょ より 繰越 941,214 | 選 職 金 支 - 払 138,000 
特別 事業 会 計 よ り 繰 入 | 169,8551| 賞 有 牌 ・ 賞 金 103,400 受取 利 上 息 75,8321| 差引 翌年 度 へ 繰越 | 1,079,046 
| 雑 癌 10,112 一 般 会 計 ょ り 線 入 pad 
. " | 
合 計 169,855 | 。 合 計 | 169,855 特別 事業 会 時 eg 
収益 事業 会 計 々 100,000 | 
合 計 1,217,046| 合 tt | 1,217,046 


収 入 | 交 出 
科 目 | を 撤 | 和 目 | 金額 
前 年 度 よ り 繰 越 | 1,498,7161| 委 婦 33,136 
RR 利 。 食 106,4141| 賞 人 金 220,000 
雑 費 15,710 
差引 翌年 度 へ 繰越 | 1,336,284 
谷 計 1,605,130| 合 計 | 1,605,130 


公 半 事 業 岡部 記念 資金 会 計 
収 の 出 


に 生 上 | 多額 | 科 上 | 金額 


前 年 度 よ り 繰 越 


942,8291| 委 員 会 費 52,252 
Nk 利 宮 63,507 | 洛 金 200,000 
鶴 乾 4,998 
差引 翌年 度 へ 繰越 749,086 
4 合 計 1,006,336 | 合 計 +,006,336 
・ 
= 
に 公益 事業 損 益 集 計 


15,709,394 
7,995,170 


ム 724,112 
724,112 
0 


示 そ 計 w | 100,000 
途 積立 を | 8,535,266 
田 記念 資金 | 1,336,284 
部 記念 資金 749,086 
員 有 刀 職 積立 金 | 1,079,046 

納 会 費 | 2,103,139 

受 金 813,790 
受 金 681,958 


17,482,070 


図書 3,268,276|13,902,979| 2. 刊 行 物 
受入 広告 料 9,626,2 | 期 音 仕掛 存 高 72,031 


受 入 - 送 料 21,496] 期中 仕 描 高 1692, 
印 税 | 579,318| 期末 仕 指 在 高 116,0 
雑 収 入 20, 療 引 完成 高 1648,461| 


価格 変動 玲 備 金 線 | 227,698| 期首 刊行 物 在 高 2,774,184 

諾 益 期末 ” A ム A2,206,408| 

| | 開 20,22 
差引 売上 原価 2,236,457|12,077,321 


発 送 提 969,401 
雑誌 広告 掲載 費 4,459,511 
行 物 広告 費 100, 300, 

料 56,960 

務 要 4,948,017 

税 180,390 

紀 13,980 

蘭 積立 金 分 反 100,000 
格 変 動 玲 備 金 線 入 抽 185,796 

さ 益 事業 へ 折 夫 1,147,458 
当期" 本 利益 138,779 
合 計 Fees nd] 合 計 [at.377,913 


収益 事業 貸借 対照 表 


次 産 の 部 | 負債 ・ 資 本 の 部 


目 金額 


剰余 金 処 分 ( 案 ) 
摘 要 金 額 


I , 公益 事業 繰越 利益 剰余 金 
前 年 度 細 越 利益 剰余 金 
本 年 度 利益 剰 祭 金 
T 収益 事業 線 越 利益 刑 余 金 
前 年 度 繰 越 欠 損金 
本 年 度 利 益 剰 祭 金 
差引 翌年 度 繰越 欠損 金 
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仮 。 払 金 | 41070| 健 康 保 険 印紙 1,070 
技術 委員 会 資料 40,000 
商 1 | 2,206,408- 図 書 覆 爺 高 
、 議 本 夫 連 - 116,030 | > 仕掛 聞 
散 金 | 1,500,000 | 事 務 所 借用 分 
保 古 金 | 1,500,000 » 
[資産 合計] | 16,953,484 
稲田 記念 資金 | 1,336,284 
岡部 記念 資金 | 749,086 
職員 退職 積立 金 | 1,079,046 | 
紅 金 50,000 | 通信 工学 大 匂 3 金 
予納 会 費 | 2.103,139 | 会員 会 費 前 受 分 2,053,139 
| | 維持 員 .* 50,000 
前 受 金 | 813,790| 資料 予約 金 
人 僅 こ ) 全 』 681,958 | 維 持 員 仮 受 562,500 
| 大" 学 講 。 夏 81,600 
| 連合 : き 天 、- 僚 37,858 
[ 負 債 合計]| 6,813,303 


昭和 36 年 央 事業 計画 


( 自 昭 和 36 年 4 月 1 日 至 昭 和 37 年 3 月 31 日 ) 


和 36 年 6 月 電 気 通 
財 産 目 録 
科 上 | 金額 | 摘 要 
現 103,991 | 手 」 許 有 高 
振替 貯 金 578,106 | 振 替 上 貯 金 584 
3 穫 き 本 き 受 ” 、 金 577,522 
銀 行 預 金 | 4,940,448 | 第 一 銀行 普通 預金 800,141 
同 当 殿 預金 38,251 
三井 信託 銀行 4,102,056 
有 価 証 券 | 1,527,766 | 日 立 製 作 所 株 式 32,000 株 
来 収入 金 | 4i363;373| 会 " 長 会 費 -1:858,501 
維 持 員 会 費 225,000 
規格 調査 依 託 費 299,000 
壮 代 82,472 
雑 誌 代 76,800 
広 告 料 1,821,600 
前 拡 費用 7,726 | 火 淡 保険 料 未 経過 分 
仕 回 備 上 品 68,566 | 机 ・ 宮 名 男 刷 機 他 
1. 一 般 会 計 
1.1 会 員 増 加 見 込 年 間 1,450 名 
正 員 350 名 , 准 員 230 名 , 学生 員 850 名 


特殊 員 20 名 
1.2 会 誌 総 頁 数 年 間 1,800 頁 
発行 部 数 年 間 165,000 部 
毎月 平均 13,750 部 
5 月 : 新しい 伝送 技術 特集 
11 月 : 特集 号 (題目 末 定 ) 
1.3 全国 犬 会 の 開催 10 月 中 旬 予 定 , 
計 を 編成 する ・ 
1.4 連合 大 会 の 開催 事務 担当 , 
編成 する ・ 


別途 独立 会 


別途 独立 会 計 を 


1:5 会員 名 簿 の 発行 11 月 予定 


発行 部 数 13,000 部 


2. 特別 事業 会 計 

2.1 技術 委員 会 本 委員 会 開催 年 間 4 回 

(@ 調査 専門 奏 員 会 委員 会 数 ! 
委員 会 開催 年間 4 回 

(2) 研究 専門 委員 会 委員 会 数 17 


委員 会 開催 。 年 間 137 
(内 地方 開催 "25 回 ) 
発表 件 数 年間 444 件 


| (3) 12% 専門 委員 会 資料 の 予約 前 年 度 に 同じ 
*8 Ct Transaction の 発行 葉 備 研究 専門 委員 会 


資料 と 会 誌 投稿 論文 と の 組合 
0 


2.2 規格 調査 会 本 委員 会 開催 。 年間 4 回 

(1) IEC 関係 専門 委員 会 数 10 
委員 会 開催 年 間 134 回 

(2) JIS 関 係 専門 委員 会 数 Tt 


用 語 委員 会 (仮称 ) の 発足 
前 年 に 引続き 行なう 


(3) 新規 委員 会 

(4) IEC 和 行 物 

2.3 巡回 専門 講習 会 
する 


2.4 英文 号 の 発行 準備 学術 研究 成果 の 国際 交 
流 に 資す る た め , 英文 号 を 発 


行 し て 海外 に 頒布 する と こと と 


し ’ そ の 具体 染 に つり ヽ て 検討? 


する 
3. 選奨 資金 会 計 功績 賞 2 名 , 論文 賞 3 禄 
4. 稲田 記念 資金 会 計 
連合 大 会 論文 発表 者 約 10 名 , 全国 大 会 
約 10 名 
5. 岡 午 記念 資金 会 計 
6.- 収益 事業 会 計 
6.1 図書 出版 重版 10 種 6,500 部 
新刊 8 種 13,000 部 
6.2 教育 書 出版 。 重版 4 種 4000 部 
新刊 12 種 24,000 部 - 


補 誠 幸 員 の 培 


2 名 以内 


事業 拡 売 な ら び に 事務 量 の 自然 増加 に 伴う 要員 の 培 


加工 名 な いし 2 名 
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地方 支部 と 連絡 し て 決定 : 


論文 発表 者 - 


~ 
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昭 和 36 年 


( 自 昭 和 36 年 4 月 1 日 至 昭 和 37 年 3 月 31 日 ) 


昭和 36 年 度 会 計 別 収 支 予算 一 表 柚 


会 ( 計 史 | 収入 | 支出 | 差額 | 記 


一 般 会 計 |14,110,00016,934,000| 人 A 2,824,000| 別途 積立 金 
より 受入 


K 


別 資金 会 計 12,062,500[11,802,500| 260, 選奨 資金 会 
特別 資 5 


選奨 資金 会 計 | 260, 260,000| 
小 計 上 6,432,500|28,996,500|A 2,564, 
穏 田 資金 会 計 | 1,429,824| 255,000| 1,174,824| 翌年 度 繰越 
岡部 資金 会 ョ 801,522| 153,000 648,522| 翌年 度 繰 越 
歌 員 退 歌 積 立 金 会 計 | 1,454,57 翌年 度 繰 越 
収益 事業 会 計 l27,725,00027,725,000 


洪 明 財 


1,454,579| 


ーー: 般 こ 会 "人 計 
収 Rr 負 
科 | 人 金 折 | し 「 和 目 金額 
入 会 金 157,0001| 雑 誌 内 | 9,110,000 
会 費 |13,200,000| 発送 費 | 1,766,000 
, 別 刷 代 | 170,0001| 別 届 費 | 145,000 
利子 ・ 配当 | 483,000| 支 部 費 | 800,000 
雑 隊 収入 | 100,000| 会 谷 費 | 200,000 
小 生 14,110,000| 名 冬 作 成 費 810,600 
: 別途 積立 金 より 受入 | 2,824,000| 他 学 会 雪 50,000 
> | 男 体 会 費 扱 料 | 250,000 
Mf 事務 費 | 3,333,000 
職員 人 妃 職 積立 金 | 90,000 
4 連合 大 会 分 担 金 30,000 
。 連合 大 会 旅費 | 100,000 
wn 雑 費 50,000 
< FF 備 費 200,000 
培 特別 事業 会 計 
と 収 入 相 出 


A | を | 目 | を 視 


半 持 貞 会 所 1,617,000 


A 員 人 金 提 2,650,000 
s , 3 
や eel) 140,000 


ィ 2,200,000 
放 | 塊 格 加 枯 託 偶 


310,000 
商科 民 1,500,000 


1,150,000 
300,000 
50,000 
1,593,500 
820,000 
800,000 
和樹 200,000 

専門 騰 習 会 費 200,000 
事 務 費 | 2,222,000 
職員 退 潤 積立 金 60,000 
約 紅 100,000 
Pp 備 費 300,000 
小 " 計 11,802,500 
選奨 資金 会 計 線 入 260,000 


12,062,500 


2 
更 


py. 4 ' re の ト " 


= 
に 


菩 
に < 


A 


き * 


宏 
謙 
し あー 才 - す 人 = 衝 - 衝 - 誠 = あ - 考 - 衝 ・ 短 ・ 短 = 


i id 
洗 - 謙 芋 
翌 


= 


で 


at 


C136) 


度 予 拭 


選奨 資金 会 計 
収 入 支 出 
科 上 | を 客 | 和 上 且 | 金額 
特別 事業 会 計 ょ り 受 入 | 260,000 邊 拉 相 | 45,00) 
* 。 


普 目 多額 

際 EC 9,110,000 誌 、 費 |11,427,.00" 
# 習 1,617,000 昼 集 質 | 1,574,000 

a (収益 ) 700,000 成 質 | 9,853,000 

刊 行 物 売 上 | 3,550,000 告 旨 | 5,179.000 
委託 売 | 150,000 ま 員 会 費 | 280.000 
申 税 | 220,000 成 費 | 4,899,000 
告 料 金 |10.768,000| 刊行 物 発 行 費 |2,560.000 
を 会 本 0000 
堆 収 涼 50,000 江 作 條 11560,000 
広 160,000 

送 費 | 884,000 

4 質 | 5,555,000 

員 退 3 150,000 

,000 

備 ,000 


] 


EE も 
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小型 (19%x37.5), 軽量 (30 g) 
長寿 命 5000 時 間 以 上 ) 

広い 温度 範囲 (30°C~+85°C) 
耐 振 性 良好 

完全 密封 ・ 不 活性 ガス 充填 
広い 応 動 周波 数 範囲 


- 計 証人 江 蒲江 蒲 | 


ea 


FF 
振 
動 
お 
向 


で ええ は MT ニー テラ ヒ ピ シ ン ソ ケラ ト に 辿 含 。 ジー ルド ケー ス で サポ ー ト 可能 。 
外観 は ライ トク グレイ 色 


電話 (473) 2131" 
話 元 連 - 9 3 1 4 (6 


= 


回 転 形 同軸 定 在 波 測 定 器 3S95 形 準 司 斬 形 周波 数 計 28B 


本 器 は 100 一 1.000Mc 帯 に | 
お いて 、 同 軸 回 路 の イン ピー タダ 、 
ンス を 測定 する も の で 、 敵 社 製 
定 在 波 増幅 器 (3EO1 形 ) と 
併用 し て 、 負荷 の VSWR お よ 
び 位 相 角 を 回 転 ダ イヤ ル 上 で 直 
読 す る こと が で き 、 従 来 の 、 

定 在 波 測 定 器 に 比 し は る か に 小 


形 軽 量 で 取扱 いも 便利 で あり ま 
3 
(規格) 
周波 数 倍 囲 1001,000Mc Ee 
残 久 定 在 波 比 1.03 以 下 租 330Me 06 
詳 棋 160 Mo に て カカ! VI 以下 」/ 革 人 夫人 で 束 奉 深 0 Sem 8 
000Mc に て 入力 0d4V 以 下 し を ラル ニル に (規格 ) 7 
振ら せる 入力 * 。 て 芝 

失 波 器 SD 一 15 周波 数 男 囲 250~1.000Mc 虹 氷 読 
接 栓 RF 入力 _ BNC 一 J 負荷 時 の Q 600 以上 } 

< 出力 5S 形 また は N 形 一 J 確 度 0.5 % 
征 法 長 さ 約 200mm 幅 約 130mm 高 さ る 約 190mm 感 度 
重 量 8:.5k 挿 入 損 失 一 10db 以 下 


| 同軸 形 方 向 性 結合 器 5D93 天 


本 器 は 450-900Mc 帯 の 同軸 形 方 向 性 結合 問 で 、 

電力 ・ 周 波数 等 の 監視 に 便利 で あり ます 。 
(規格 ) ; eS 
周波 数 範囲 450-900Mc | 
結 合 度 10db, 20db、 30db, の 3 程 。 - 
方 向 性 20db 以 上 * 


接 検 入出 力 と も N= 
| 有 | + 法 全長 約 135> 軍 
重量 1.5kg 以下 


9 島田 理 師 エ 業 株 式 剣 赴 ) 


本 社 ・ 本 社 工 場 東京 都 調布 市 柴崎 町 415 番 地 電話 調布 (0229) 4101 一 6 
大 阪 販売 部 大 阪 市 北 区 伊勢 町 1 番地 電話 大 阪 (36) 618 0 7 


to 


後 一 


a “As 


角 』 業 80 周 年 


20000mc=75, POOME ま で 


衝 波 営 シ i 完成 ./ 


3 

財 
- 半 
和 
a 


Re 


テレ コ ーション と ニレ クト ロー 
タス の トッ プ メ ー カ ー 沖 電気 で は 炊 波 
管 シ リ ー ズ の 完成 を 急い で いま し た が 

直 の 図 泰 に 示す よう に 。 10 種 の クラ イズ 
トロ ン に より 20,.000 Mc 一 75,000 Mc ま 
ot 


出 カ (mW) 


四 画 気 所 工業 株 式 合 証 OO mend 


東京 都 港 区 芝 高 浜町 10 TEL 東京 (451)2191.9271 


常時 計数 状態 で 使用 
する 。 高速 計数 装置 
の 初段 用 、 次 段 以 降 
は DK18 が 適当 

一 般 計 数 用 、 小 型 G 
T 管 型 、 新 規 設計 に 
は 本 管 種 を 推奨 


ノノ パルス 
単 出力 型 
4 : 一 般 計 数 用 、 
人 | 小型 GT 管 型 
ダブ プル 


ィ パルス 


全 上 出力 型 


DK15 の 全 出 力 型 


シン グル 


パル ス 2 1.5 ~135 50 N DK 18 の 全 出 力 型 
全 出 力 型 


, 7 t 一 般 計 数 用 、D K13 
ィ ョ ルス ’ 
: Nd き し か ょ 7" 
単 出力 弄 & え 可 能 


表示 板 お ょ び D K16, D K17 に は ッ ヶ ケッ ト 際 属 


Re 日 六 無 線 株 式 會 訪 


東京 都 港 区 芝田 村 町 1 の 7 第 3 森 ビ ピッ 電話 東京 591)( YY Oh ( 代 )9321 
特約 店 大 央 電気 株 式 会 社 。 吾 包 M2 i 


孤 区 堂島 中 1 の 22 電話 大 阪 (36) 
東京 都 千 代田 区 神田 旅 秀 町 2 の 6 富山 ピル 福岡 市 新聞 町 3 の 53 立石 ピル 電話 福 剛 06) 27: 1 
電話 291) 9404 ・(⑫51) 5963 札幌 市 北 一 条 西 4 の 2 札 商 ピル 電話 札幌 (2)6161・(4)6336 


後 一 4 


SS i 


mt te ev ts A 


1 TV 映像 の 


| ! 
I TV の 映像 は 、 撮 像 管 の 性 能 と 品質 
が 決定 し ます 。 
ナル ビジ コン 68236 は 1 TY 
h メー カー の 皆さま の 設計 目的 を 十分 に 
F 組み と ん で 造ら れ た 高 性 能 型 で す 。 
: 和 エ 業 用 、 学 術 研 究 用 、 事 務 用 と 、 ま すず 


ます 応用 分 野 の ひろ が る I TV 
hE ER IO 6 


ナシ ョ ナル ビジ コン の 特長 
e 解像度 は すばらし く 、 中 心 で 600 本 以上 。 
@ 感度 は 鋭敏 、100LX 


p まで 使 を ます 5s 
i e 分 光波 長 感度 は 視 感 度 


と ホ ボ 同じ 、 肉眼 で 直 
i 視 し た と お り の 自然 の 
まま の 像 が 得 ら れ ま す 


Rl 基 | i e 小型 ・ 軽 量 で 、 ウ ォ = 
A | . ー・ ル ッ キ ー に も 最適 。 
影 に も すぐ れ た 撮像 が 


a 
で きま す 。 松下 電器 産業 株 式 会 社 


技術 ・ ご 上 購買 の ご 相談 は ee… 
東京 都 中 央 区 西 銀座 1 ノ 3 実業 ピル 内 電 話 東京 (561) 8461,847T- 松下 電器 東京 特 機 営業 所 電子 部 
大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 北詰 ナン ジラ ナル ビル 内 電話 大 阪 -⑮ 9131,9551 和 松下 電器 大 阪 特 機 溶 業 所 
名 古屋 市 中 村 区 笹 町 1 ノ 221 電話 名 古屋 ⑲ 3221,8116 松下 電器 名 吉屋 特 機 営業 所 
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(1) " 可 扶 性 に 富ん だ 接続 の 
な い 長 尺 の ケー プル で 
あぁ る 。 

(2) 品質 が 極め て 均一 で あ 
る 。 

低 損失 で あぁ る 。 

(4) 電気 持 人 性 の 経年 変化 が 
な い 。 

(5) 軽量 且つ 強 導 で ぁ る 。 

(6) 建設 及び 保安 が 容易 で 

; 極め て 経済 的 で あぁ る 。 


用 途 
各種 放送 : 
TV 放送 FM 放送 短波 
放送 ST リン ク 共同 聴 視 
各種 無線 通信 : 
マイ ク で ウエ ニー ナナ リク 
V.H.F 帯 無線 通信 レー ダー 
宇宙 通信 見 居 外 伝播 通信 


※ 


Styrolex は Norddeutsche. Seekabelwerk AG. の 登録 商標 で あり ます 


大 日 電線 株 式 会 社 


本 社 ょ < 尼崎 市:「/7 箇 に 人 軸 相 さす 液 っ 困 税 8 全 稚 生 地 
大 阪 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅田 (梅田 ビル ) 


支 社 東京 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 工場 尼崎 ・ 和 歌 山県 箕島 


後 一 6 


as esd ee 


隊 和 株 し 折 い 羽生 
ヨロ 33= ジ = 


] 
" 


Em 
Rt nj RE ds ri fr 
ーー 
は 特に 量産 し て お に 訂 
ぇ の 他 小型 モー ター と 人 鐵 電 機 に つい て は 
御 相 談 下 きい eo 必ず 御 期待 に そい ます 。 


日 本 
LE 
電 P (525 


( 旧 社 名 花塚 電機 産業 株 . 式 会 社 ) 


コロ ナブ モー ラー 棒球 信和 


東京 都 中 悪 区 東町 5 2 番地 電話 且 黒 (712) 代表 31 46ー つ 


後 7 
' a 
a A i t 
っ Cn 
« de 


NITPPON DEMPA ELECTRO INSTRUMENT 


較 7 柏 デジ タル カウ ンタ 下 バ ルス 発生 比 
OY 画 簿 形 波 部 生 器 
画 プ ラグ イン テニ ユニ テニ ニット 各 箇 画 超 低 周 波 発 生 器 
久 各 種 信 号 る 画 直 流 増 巾 器 


4 父 切 。 怒 カ 
技術 ・ 設 計 ・ 製 造 の 
総力 を 結集 し て 完成 し た 


の 
DIGITAL COUNTER 


肘 政 省 型 式 認 定 W 第 1131 号 


10c/s~220M C. 1ks~10"sec 


ex OR 
某 『「 軸 品 
N-511 広 部 域 分 布 増 巾 器 


周波 数 帯域 幅 1.5ke~150Me 
利 得 約 3 5db 

人 遅延 時 間 約 0.1kgs 
立上り 時 約 0.005gs 


N-I4 実効 値 真空 管 電圧 計 


波形 に 関係 な く 実 効 値 が 直読 で きま す 。 
周波 数 範囲 は 。 30c/s~12Me 

測定 電圧 緒 囲 は 3mV~300v 

國 特 許 出 願 中 


東京 都 品 川 区 東 中 邊 4- 


1402 TEL (782) 10.18 “0055“00:5 6 


1 
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3 
すす 語 高 
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eX 
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定 器 か ら > RR 


テン トラ ンジ スタ は 最新 の 技術 : と 完全 な 品質 管 
きれ て いま すか ら 、 い つま で も 安心 じ て 
っ ュ ソ ンジ スタ は 小型 に で き て いる か ら 、 ミ ニア チ ュ ア セ ッ ト に 適し て いる 。 
高温 高 質 テス ト に より 特殊 な 用 途 に も 使用 可能 i 
0 あら ゆる 種類 の トラ ンジ スタ が 揃っ て いる の で 測定 器 、 ハ イフ ァ イ セ ッ ト を は 
じ め 各 種 の 電子 機器 に 使用 で きる 。 


ン 硬 用 頂け 


Dn 


万 万 員 ww 洒 
* 貴 河 I 臣 


E08 
京 (50178431( 代 ま )ー9 
広 島 . で 福 " 岡 、 


MA NSON 


LABORATORIES 


When an electron tube in a computer, pulse generator, and similar inter- 
mittent-service device remains in standby condition for long periods with 
its heater energized but no current passing, its sensitivity is decreased un- 
predictably by an oxide that forms on the surface of the cathode under the 
coating; consequently, the tube may fail to pass-on a weak pulse. For the 
measurement of this “interface resistance”, the most accurate commereially 
available instrument to date is Manson Laboratories’' Model No. 186. 
The test set employs the Wagner two-frequency method, with a sensitive 
VTVM circuit to compare interface resistance against known precision 
resistances. Signals of 5 kc and 10 me are alternately applied to the tube 
under test and to the comparison resistances, which are adjusted to 
a give equal readings on the VTVM. The cathode interface re- 
sistance is then read directly from the dials of the precision decade 
resistances. , 
Cathode interface resistance can be measured with an accuracy of エ 2 
ohms or 十 3%, whichever is greater, over a range from 0 to 1110 ohms. 
Designed for benchtop use, the equipment is completely self-contained 
wilh all power supplies regulated, and comes equipped with adapter sockets 


MODEL No. 1 86 for octal, loctal, miniature 7- and 9-pin tubes. 


SPE CIF LCAT. ENS 


Filament Supply : 0 to 8 volts AC @ 2.5 amps ; 御 希 望 の 方 に は 
0 to 16/32volts AC @ 1 amp. 3 1 
] Plate Supply : 300 volts @ 0 to 20 milliamperes. 現品 を 御覧 に 入 _ 
Bias Supply : 0 to 200 volts @ 1 milliampere. れ ま す . まな だ | 
| た ’ i cians vn PR 実際 に 御 使 用 い 
ut-off Supply : —50 volts to+50 volts @ 0 to 20 milliamperes. 。 “ 
に EA た ゞ ける よう 準 
| Meters : Filament voltage (in three ranges) ;plate voltage; plate 
current; grid voltage; vacuum tube voltmeter. 備 し て ご ざし いま 
Oscillators : 5 kilocycles, 0 to 1 volt continuously adjustable amplitude ; 
} ’s & と © - * | 
10 megacycles, 0 to 1 volt continuously adjustable amplitude. す の て 御 利用 下 
Interface Substitution 3 decades adjustable, 0 to 1110 ohms さい. 
Resistance (Rx) : in one ohm steps, 0.5% accuracy. 
Plate Substitution Non-reactive, adjustable from 30 to 1200 ohms 
Resistance (Rp) : | by means of a 6-step range selector switch _ 
Intereace Resistance (coarse control) and potentiometer (fine control). 
Measurement Accuracy : +2 ohms or 土 3g, whichever is larger. 
| Input : 115 volts, 60 cps. or 50 cps. 
Overall Dimensions : | 16/,“H x24"W x 32%D. 


日 本 総 代 表 者 

1 イン ダス トリ アル : イ ン ボ ポー ツ 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 銀座 2 一 4 米 井 ビ ボル TEL (561) 1171 

後 一 10 


SSB 装置 の 試験 較正 に 好適 


2 to 34 Mc 
CRYSTAL SYNTHESIZER 


MANSOIN 


LABORATORIES 


T A VE 


i Model N317 


甘 同 波 炒 安定 度 .: 0.00000001 久 (1 日 当り 9 う ・5c/s (3 ヶ月 周期 ) 
力 周波 数 レンジ: 2~34 Mec(4 バン ド ) 

Ie dNic. 25:c/sy テテ ) 

4~8 Mc (250 c/s OS 

8~16 Mc(500 c/s A 

16 き 34Mcd000¢/s 7 ) 


; A EAD 
繰り 返し に よる 誤差 : な し 
押 取 計 誤差 : な し 
人 恒 な —80 db (出力 信号 の 高調 波 を 除く うこ 
容 周 囲 温度 : 40C~+60°C 


ーー カ : 100mW (最小 ) 
2 光 イン ピー ダン ス : 509 (不平 衡 ) 

還 出 壮 力 っ 減衰 器 : 0~100mW 調整 可能 
. 源 : 105/125 V, 50/60 cps ( 単 相 ) 
0 (400 cps 用 も 御 注 文 に 応じ ます ) 
及 重量: 450x150x500mm 約 36kg 


日 本 総代 理 店 


朝 日 通商 株 式 会 社 。 営業 第 二 部 機械 護 


“ HPT mM 2 2 TEL (301) 43 21 (代表 ) 


We RE 
フラ ジオ に ぜひ 
お りり 全 け す きぬ 


日 本 短波 放送 が 楽に 受信 で きる 


NSB ク リス ター 


短波 放送 を 受信 する 時 , ダイ ヤル の 幅 が 狭く て 調節 す る の が 少し 面 
倒 な こと は , 皆様 ご 経験 の こと で す 。 

この 短波 受信 の 時 の な や み を 一 挙 に 解決 し た の が , NSB ク リス タ 
ーー で す 。 

これ は , 日 本 短波 放送 (NSB) の 周波 数 に 合わ せ た 三 つの 水 品 発 
振子 の 働 ら き を 利用 し た も の で , 受信 状態 も 安定 し , 感度 も あがり , 
混信 も な く な る ほか , 雑 次 は 減少 する し , フェ ー デ ィング も 少な く な 
) ま nt 


⑧ どん な 受信 機 に も 取り 付け られ ます 

この NSB ク リス ター は 2 バン ド 以 上 の スー ペー 受信 機 な を ら ば 真 空 
で トラ ンジ スタ 区 で むち 取 りつ けら ちら を i 

NSB ク リス ター に は , P 形 と S 形 の 二 種 類 が あっ て 取り 付け 方 法 
か が ちょ っ と 人 直 い ます が , どなた に で も 人 簡単 な ハン 付け で 取り 付け ら 
れ て , 充分 効果 的 な 性 能 を 発揮 し ます 。 


A 明 四 金 / 東京 、 大 阪 、 名 古屋 、 福 岡 、 札 幌 、 金 沢 、 仙 台 、 高 松 、 広 席 、 和 信販 


Ne , 


iT 


電線 。 


ケー フル 


ニン 


本 社 ・ 東 京都 時 田 区 寺島 町 2 の 8 611 局 101~7 


電 

営 業 所 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 超 和 会 館内 電 (541) 2021~9 
大 阪 販 売店 ・ 大 阪 市 北 区 梅田 町 7 新 阪神 ピル 7 階 704 号 室 電話 大 阪 88 3658-1171 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ビ ピル 電 本 局 (23) 0284 
福岡 出張 所 ・ 福 岡 市 上 添 崎 町 42 電 東 (3) 4397 
仙台 蓄 在 員 事務 所 ・ 仙 台 市 名 掛 丁 38 電 仙 台 _ 3515 
札幌 吐 在 員 事務 所 ・ 札 幌 市 北 三条 西 四 丁目 (第 一 生命 ビル ) 電話 札幌 (4)1768 


各層 明和 汗 品 時 


レー ダー 用 アテ 
放 る 5 で 用 っ の ジン 


サテ ライ ト 局 各種 

方 向 性 結合 器 ・ 分 流 

。 - - , テン ピジョン 受像 用 アテ アンテナ 
座 屋 サテ ライ ト 局 コー ナー アン テ ナ 特 陸 アテ 
(ラジ オ 南 日 本 殿 ) ァ ン シン テ ナ 杜 ・ 鉄 塔 ・ 製 作 工 事 


テレ ビビ 据 付 ・ 共 聴 工事 及 サ ービス 


" 環 sms 安 展 工業 株 戒 彰 


本 社 ・ 工 場 川崎 市 中 丸子 川 向 1 2 0 2 番地 電話 中 原 (647) 代 表 6183 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 ー ツ 橋 2-9 電話 九段 (331) 代 表 0566 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 夫 根 崎 上 ュー5 0 電話 大 阪 (34 56971 一 3 ,(86 )7684 


後 一 13 


クダ 心 電 計 
新しい 時 代 を ま 計 TY 


医用 電子 装置 
工業 用 計測 器 


@ カ タロ グ は 広報 課 ま で 御 請求 下さ い 。 


フク タタ 医療 電機 株 式 会 社 
東京 都 台東 区 池 ノ 端 七 軒 町 7 (821)4096, 6576 ご 7, 6868( 夜 


畔 出 :- 張 所 画 出 張 所 園 フ クダ 医療 電 補 販 売 株 式 会 社 
札幌 市 き 北 填 四 条 西 4 丁目 "し 3.) 718677 "熊本 市 坊 町 23 2759 大 阪 市 西区 統 南 通 4 ノ 11 岡 崎 ビ ピル 4 2102 
仙台 市 北 四 番 丁 9.4 2.) 4291 鹿児島 市 山下 町 4:7 4817, "京都 市 上 束 区 今出川 通 寺 町 西入 3) 4472 
金沢 市 | 中 石 引 町 .5“8 (2).5950 。 新潟 市 - 白山 浦 12401 (2 3) 7828 徳島 市 幸 町 3 一 5 3 2) 8644 
広島 市 忌 宝 町 4'3;2 G3:) 2304 水戸 市 ~ 鉄砲 町 11 36 2381 搭 浜 市 西区 杉山 町 2 扇田 ビル 44 6875 , 6947 
岡山 市 =. 大 供 素 町 2- ノ "253 .(:3 ) 5466- 宇和 島 市 本 町 4 1469 静岡 市 : 氷 町 4 一 2 2#2297 
福岡 市 大 学 前 町 + ツタ 1116.(65)*2144 - 前橋 市 岩神 町 2212 ク 12 6563 名 古屋 市 ! 中 区 補 橋 町 1 >32 24) 9089 


の 絶縁 を 完全 に する 


: 念 浸 置 


・ コンパ ウン ド 含 肖 江 十 ) 
用 知 間 欄 中 国電 力 ・ 安 川 電機 
主 な る a rE: 
納入 先 沖 電 機 ・ 三 葵 電機 ・ 北 辰 電機 住友 機械 
東洋 レー ヨン ・ オ リ チ ン 和 電機 三洋 電 


日 空 工業 株 式 会 計 


本 社 大 阪 市 西区 江戸 堀 南 通 3 の 18 

電話 叶 佐 其 (44 う 181. 9512~4 
東京 東京 都 台 東 区 二 長 町 1 ( 東 神 ビル 1 
出張 所 電話 下谷 (831) 2161 (代表 


後 一 14 


を お も な 特徴 多 

e 最も 効果 的 な 波形 補正 回 路 を 採用 し て お り ま すか ら 
弥生 奏 が 従来 の 鉄 共 振 型 の 以 下 で 、 波 形 率 に よる 
誤差 を 実用 上 無視 で きま す 。 
出 カ イン ピー ダン ス を 従来 の 入 程 度 に 低下 し て いる 
た め 最 適 負 荷 範 囲 を 50 一 100% に 拡げ 無 負 荷 に お け 
る 出力 電圧 上 昇 及び 変化 する 電流 に 対す る 電圧 変動 
を 大 きく 改善 し て いま す 。 
波形 補正 回 路 が 高調 波 発 生 を 押え る た め 入 方 電圧 が 
目 定 純 囲 を 多少 オー バー し て も 、 ま た 無 負 荷 時 に お 
いて も 乱調 を 生じ る こと が あり ませ ん 。 


' 多 規 衝 金 

周波 数 50%,60%( 一 2%%ー 十 1% の 間 調 整 可能 ) | : ご 

中 力 電圧 100V, 117V 瑞 市 x 各行 > 

安定 精度 。 入力 電圧 85 一 110 V の 変動 に お いて 8 
遇 力 電圧 100V 二 2% 以 内 ( 全 負 荷 ) 本 a 2 

波形 歪 10% 以 下 ( 全 負 荷 ) DO hr 4 20kg 

応 答 時 間 0.05 秒 以下 £ 0 2 SA 

効率 70% 以 上 ( 全 負 荷 ) 


x‘ 


請求 は 宣伝 課 ま で - 下京 都 柳 並 区 和泉 町 4 6 0 番地 電話 (328) 代表 0111 番 一 0 
党 た 阪 市 都島 区 都島 南通 り 4ー8 電話 昨 川 (35)8009 ・ 7819 番 
名 お 屋 市 中 区 宮 出 町 34 番 地 和 電話 中 (24) 6240 番 


最小 の 体 で 最大 の 力 を 出す _ 
i 


東京 電器 株 式 会 社 


東京 東京 者 中央 区 日 本 橋 了 4 一 9 (東山 ビ w) TEL (1) 9494 (代表 ) 
大 阪 大 阪 市 北 区 絹 穫 町 50( 堂 島 ビ y) TEL (34) 8720 
R600 TEL ( 長 井 ) 2131~4 


日 本 の 量産 を 誇る 
タン タル コン デン サ 


精密 控 線 抵 損 容 


ーー 


トー ew 


ES i100 | i109 
sia [ein [oan 
wo I 
> A - 
定格 電力 W he | 0.75 | 
最大 加 電 圧 V 
仕 切 トー 


Rmax 最大 抵抗 徒 。Rmin 最小 a に 拓 抗 温度 係数 十 1.3X10-*/C'(0.1% 以 下 2 X10*),Ra 士 0.2 X10-*/ で ご 、W40 温度 上 昇 40*C,W20 温 話 上 昇 20*C 
ee ステ ケア タイ ト ボ ビン は ST と 型 名 に 記入 下 き い 


: 0 カタ ログ 賠 呈 
事 作 用 ekki1 TIS 電 計 (461) 0712, 8037 


新 製品 


本 器 は オー トメ ーション に お ける 圧力 の 検出 
部 に 広く 利用 きれ つつ みあ ぁ る 電気 変換 凌 軒 で 、 

Bellows な よび Coil spring か ら な る 受 圧 部 
の Stroke を 直接 linear motion Potentiomet 
er に 連 動 せしめ た も の で Frictionless Sup 


port に より Hysterises を 極度 に 減じ た 構造 と 
な っ て いる 。 


Continuous 
Potentiometer 
CP-5S 


RR 緑 測 器 研 究 所 東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 の 927 


TEL(321)7941・(328)1269 


0 明 立 技研 株 式 会 Bart の 25 


TEL 大 阪 (54) 101・2461 


後 一 16 


測定 用 可変 減衰 器 
高周波 低 周 波 減衰 器 
廻 転 切 換 器 
0 ト オ ー ム 


(0) Na 7104. 
NDS XC 6442 
XXC 6441 


3 光 音 電波 株 式 会 社 

= ee 

3 東京 光 音 電 ? エ 去 

導 本 社 ・ 工 場 東京 都 世田谷 区 上 馬 町 3 一 1043 TEL 代 表 (414) 103・9150 
1 渋谷 ・ 工 場 東京 都 渋 谷 区 宇田 川町 5 3 TEL(461)1573・9635・1018 り 
二 


| “アル ミニ ウム 表面 処理 専門 


放 oO( 特 許 ) ア ル ミニ ウム 超 硬質 処理 ( 調 約 性 , 耐容 触 性 , 耐 麻 衝 性 ) 等 に 最適 
0 白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , ペール, 
1O ア ル し ミラ イ NRE る ROME (ois m7 ッ き 及び 村 地 仕上 ) 


塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 
特殊 導通 処理 


Om を 処理 (アル * ニ ウ ム 及 び ア ルミ 合金 に 各種 電気 メッ キ ) 


下 電化 皮 肛 エエ 業 


2 a 731) 3169 
6 二 8l 際 溢 還 09 才 旧 ーー C138) 0825 


RL LS kr 


理 丘 . 利 衝 X, 先 板 各 


あな た 方 の エレ クト ロニ ックス の 応用 、 即 ち 選 択 呼出 
し 、 遠 陣 制 御 、 更 に オー トメ ーション その 他 の 剖 方 面 の 
周波 数 選択 制御 に 新 分 野 を 拡げ 、 そ し て 希望 と コス ト ダ 


ウン を も た ら す で し ょ う 。 


De 放 / 放 款 人 入 トト 特に 時 提 性 に 低 才 重用 に 0 
BA342D 小型 音 所 発振器 : トラ ンジ スタ ー と 共に 小型 ク ケース に 収容 』 移動 用 に 連 。 
FA344_D 小型 音叉 発振 器 : ラン ジス ター と 共に 小 \ 型 テース に 収容 , 周波 数 呼出 発振 器 に 適 。 
FU341_D 音叉 発振 回 ユ ニッ ト 真空 穫 の 回 路 部 + 修了 小 型 音叉 を 小 展 ケ ー ス 内 に 収 容 , 周波 数 選択 呼出 
名 半 352 一 D7 音叉 ユー ーッ. トド 補 そ リン ペー 製 斉 を 電 避 = 1 ャ と 共に 小型 ケー ス に 収容 。 
4 リー ド . も レク ーー の ン 式 リー ドモ レク ター, 車輌 無線 その 他 あ お あら ゆる 通 


上 記 D 型 の 他 に EE 型 が あり , これ は 常温 だ け の 場合 の 成績 書 附 で 廉 価 に な っ て お ちり ます 。 カ タロ グ 御 請求 下さ い 。 


本 社 ・ 工 場 仙台 市 原町 小田 原 庶 申 前 9 3 
電話 仙台 3 一 2200 3 一 8963 


(€) 通 研 協 宮 人 る 超 式 貸 詩 本 玉堂 末 所 東京 区 導 机 各 士 見 町 47 秋 電 


電 話 東 京 473 一 2538 


hsss krc tka 


較 フル スケ ー ル 0.35 秒 , 最高 の 
「 応 動 速 度 を 持つ X 軸 田 サ ー ボ 機 
構 一 時 間 送 り 相 互 の 瞬時 切替 自 
由 な Y 軸 も 園長 時 間 の 記録 が 行 な 
える スト リッ プチ ャ ー ト 園 用 途 に 
応じ て 選択 で きる 4 種 の 増幅 器 


万 能 的 な 用 途 を 持つ 、 高 性 能 の メー Y レコ ー ダ ー を 完成 し まし た 


興 ) 
抵抗 株 寿 計 と 応用 計器 一 一 新興 通信 工業 株 式 会 社 ー 


本 社 ・ 工場 神奈 川 県 和 忌 子 市 桜山 760 


( 誌 名 記入 の 上 カタ ログ ご 請求 下さ い 話 ( 損 子 ) 3511 
請求 下さ い ) 営業 所 電 . ) 代表 
; 後 一 18 


TATEIX! 


ィ ン ス タン ト ・ コ ンタ クト (特許 申請 中 ) 
わずか 2 分 間 で と りか え が か で きま す 

ダス ト ・ カ バー (実用 新案 申請 中 ) 

現在 商品 の 盲点 を つい た 新しい アイ デア で す 


。 上下 3 個 に 分 か れる フレ ー ム は 2 本 の ネジ で 簡単 に 組 
み を 立て られ 牌 みや 変 珍 の お それ が あり ませ 人 ん 

。 接点 の 容積 が 大 きい の で 温 震 上 昇 が 少な となり ま (1 
た 


* AC 6 一 440V ま で 各種 と り 揃 え 15A の 開 陸 が 
が で きま す 


15(4a・4'b) 形 MA 4 1 0 4 
カバ ー つ きも あり ます 
立石 電機 販売 株 式 会 社 
ほか に 、 無 接点 近接 ス et 系 穫 全 人 9 隊 大 阪 (3 
ィ イッチ 、 マ イク ロ ・ ス イ を 友 屋 駅 前 ト ib 


レ 
RT wr ネリ 市 彼 地 T 冬 花 ビ 
ロ 軍 ンス イム ・ リ レー、 自 詳 軸 県 三島 市 款 

AL 


3 動 制御 可 な どど 製作 福岡 営業 所 福岡 市 中 島 


絶 軍 器 = 巨 動 制御 


東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 司 町 2 の 5 電話 (231) 3684-3784 


よ 孤 業 所 大 阪 市 北 区 太融寺 町 8 アト ラス ヒル 電話 (36) 8176~8 


工場 東京 都 板橋 区 志村 本 運 泊 町 1 07 電話 QO1)4906 


渡辺 


東京 都 渋谷 区 神宮 


48,000 円 


WMR -65N (可動 コイ ル 型 ) 


WCR-65N ( 履 流 


癌 型 ) 


WSR-65N (可動 鉄 語 型 ) 


外 型 81X79mm 


が 気 計 器 
折 


胴 径 65% 


電機 工業 株 式 会 社 


長 
©o 並 列 T 型 回 路 を 利用 し て 新 


し く 設 計 き れ た 亜 率 測定 導 で わり ます 。 


© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 麻 で すか が 性能 は 高価 な も ゃ も の と 少し も ゃ 座 


り ま せん 。 


支 用 人 逢 
Oo© 現 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測定 


© 広帯域 高 感度 真空 管 電 圧計 。 


壇 性 能 

© 牌 率 測 定 藩 本 周波 数 範囲 
© 答 率 測定 箇 囲 、 及 指示 値 
© 栓 率 測定 に 必要 な 入力 0. 
O 〇 © 克 空 管 和 電圧 計 周 波数 特性 


lac er 
ーー 
OW 費 電 カ 


30% 一 30 ks 連続 可変 。 

30% 0.2% 、db 及 % 直読 。 
65V( 和 入力 イ ン ビ ピー ダ ンス 100Kg ) 
30%%g —100 K% (0.5db ) 

20% —150 Kk%s ( ldb) 

2mV —10V 

100V 交流 50~-60% 

電源 変動 上 15% に 対し て 指示 誤 
0.2db 以内 

25VA 


大 主 な る 納入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 そ の 他 主 メー ター 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 (312)0125( 代 表 )~0130 


ーー ノ 三 六 番 地 


後 一 20 


(401) 


65 型 計器 と 取付 寸法 が 全く 同じ で 
すか ら そ の ま ・ す 取付 が で きま す 。 
外観 は 新しい デザ イン で 美しい 着 
色 が し て あり 機器 に 取付 けた 場合 
製品 が 一 層 引 立ち ます 。 

目盛 窓 が 一 段 と 広く な っ で お り ま 
す の で 指示 が 読取 り 易 く な っ て お 
り 民 まる 

電気 的 特性 は 高度 な 品質 管理 に よ 
9 り 一段と 向上 し て な り ま す 8 
量産 態 符 に より 納期 迅速 いつでも 
御 要 望 に 応じ られ ます 。 


の の の oN 
ーーーN 


6 i 】 
| | 温度 測定 、 温 度 稲 } 御 、 トラ ンジ スズ タク 
に 温度 補償 、 超 高周波 電力 測定 、 発 振 
A \ 3 器 振 巾 安室 、 通 信 回 路 自 動 利 得 調整 
: | NE 
TT その 他 


ese DO 


も 安定 度 の 高い 石塚 電子 の 半導体 製品 
火花 消去 に I A 
SC ーー 

(SiC バ リス ター) @2 a 


(カタ ログ 進呈 火花 消去 、 サ ー ジ 電圧 所 和 制 )、 


定 電 圧 用 その 他 a *“ 


都 江 巻 負 区 和風 殺 2 の 2916 信 電話 均 志 川 (651} 1633 番 } 


マー キュ リー パル サー 
PG-IV 型 


補 で りら 時 間 104S 
i 
ioov 連 # 祥 可 訟 


\ 代理 店 


東京 原子 工業 株 式 会 計 TC ee TE 
味 原 x 大 阪 市 東 区 今 人 TE EE 
東京 都 品川 区 五反田 1 の 429 TEL (4 や 1176 代 表 示さ 東京 志和 代 田 区 大 手 町 1 の 4 3 33 216 


後 一 21 


計測 器 ・ 

電話 機 ・ 交 換 楼 ・ 講 部 分 上 品 
架線 用 ・ 諸 材 将 

ケー プル 電線 ・ 工 事 用 諸 材 料 


選 誤 \ 意 民 式 和志 


大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 2 7 番地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・6 番 ・7 番 -18 番 ・19 番 
< 島 


在 
庫 
艶 
(= 
即 
赦 
綴 


J ケー シー シー ワイ ヤー マー ク の 用 途 
各種 計器 内 部 結線 附 号 標 字 に …… 
各種 配電 盤 お よび 自動 制御 表 裏 面 配線 の 結線 に …… 
発 ・ 変 電 所 又は 機械 器具 等 の 自動 化 に よる 配線 の 結線 に …… 
電話 局 線 又 は 信号 回 路 等 の 結線 附 号 の マー ク と し て …… 
テレ ビ お よび 工作 機械 電気 配線 標 字 マー ク に …… 
電気 計算 機 用 配線 に ……. 


作 上 江上 の 利点 
確 来 の 配線 附 号 を つけ る に は 「 ア ルミ 板 」 


"フラ ファイバ ー 打 抜 で 概 
等 に 数 字 又 は 英字 マー ク を 打っ て 電線 に 控 き また は 麻糸 な ど で 付 け て 
お り ま し た が 非常 に 手間 を 取り 且 ま た 誤り を 生じ 落し た 附 号 の と れ て 
後 の 点 検 等 に 非常 に 作業 また メン テ ナ ン ス の 直 便 を 生じ て いま し た か 
KCC WIRE MARKER は それ ら の 下 便 を 取り 去り 誤り を な く Sn 
人 性. に り も し で 一 見 し て 判明 し メン テ ナ ン ス 等 で も 非常 に 楽に な り 旧 
コス ト を 突く 出来 ます の で 基 非 と も 御 推 奨 致 し ます 。 


カタ ログ 贈 早 
下 救 制 逢 用 部 品 発 売 元 


株 式 “= » ~~ 
神戸 市 警 区 灘 北 通 4 丁目 71 電話 神戸 ⑧ 6258 番 


RE 
RE 


| パラ ボラ 遠隔 制御 装置 


TP18 一 1 型 NHK 納 入 
東京 タワ ーー 鉄塔 150m 上 上 に 
取付 けら みれ た 回 転 ラ 8 統 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


索 
本 装置 は TV 放送 感 お お いて, “ V 映像 の 移 
騙 。 中 継 局 よ り の 受信 に 使用 す * ラ ボラ 空中 
線 装 置 で - 組 又は 四 組 の バ cg ポラ 装 連 を 鉄 塔 上 
に 設備 し 遠隔 製 御 に より 任意 の 移 馬 中 継 局 より 
の 映 1 象 受信 を A バー する こと カ か で きる 。 
灯 格 
Ga) 使用 周波 数 6875Me 一 7125Mc 
(2) 利 得 35db 
(3) VSWR. 1.1 以 下 
(4) 了 義 ロロ 径 4 器 (開口 径 6 吹 に も 使用 山 
来る ) 


量 
ポラ , 回 転 装置 を 信 み 1 組 の 重量 は 約 450kg 
で ある 。 


震 加 藤 電 気 工業 所 


HS 
電話 王子 (911D) 3672・0093・(91922230 


TT PTTTTTTTTT OPTTI UTDTT TIT TITCUTIOUUUND DLT 


加工 機 


©⑤③ ス ライ シン グマ シン 


次 手動 式 ・ 油 
Type 8—SCTH 次 半自動 式 ・ 油 圧 操作 
次 自動 式 ・ 油 圧 操作 ラジ ェ ッ ト 方 式 


使用 ブレ ー ド 径 75 mm t0.4, 
100 mm t0.4, 125 mm t0.4 


| 

E 

1 ©⑤③ ラ ッ ピ ング マン ン 

] ラッ プ マ スタ ー タ イプ 

s_ 仕様 タイ マー・ 自 動 所 捧 装置 ・ 電 磁 パ ルプ 付 
1 ラッ プ 磐 径 12 吐 ミ ハ ナ イト 鋳鉄 使用 

§ 
€ 
: 
| 


(スラ イシ ング マジ シン ) 


三池 理化 工業 株 式 会 社 


東京 都 新宿 区 番 衆 町 12 
TEL (351) 5 2 0 7 


ROTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT OOOO OTTO OOO 


TT Raine gogo io sen Dougananv wwe nto n-ne ur were i 
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タカ ラサ ー ミ スタ 完全 互換 型 精密 温度 調節 器 
(STR." シ リー 2) 


昨年 度 に お いて サー ミス タ 計 測 器 の 唯一 の 欠点 
と され て いた 感熱 部 の 互換 性 問題 を 解決 し , 完全 
互換 型 温 度 計 (S.P.D. シリ ー ズ ) を 発売 し て , 絶 
養 を 拍 し た 宝 工 業 は , 続い て 待望 の 精密 温度 調節 
器 の 完全 互換 性 を 取 揃 え S.T.R. シリ ー ズ と し て 
発売 する こと に な っ た . 


温度 調節 器 は 現場 の 工業 計器 と し て , 温 許 計 よ 
り 大 量 に 使用 され て いる か ら , その 互換 性 は 温度 


計 以 上 の 要求 で ある . 今回 発売 され る タカ ラ の 
S 穫 記 . シリ ー ズ は これ ら の 要望 を 全く 満足 させ る 
も の で , 完全 互換 型 温 調 器 の 出現 に ke 急速 
タカラ サー ミス タ が 工業 計器 と し て 現場 で 大量 
に 採用 され る こと に な っ た . 

な お 互換 型 温度 計 (S.T.M. シリ ー ズ ) と 互換 型 
過 調 器 (S.T.R. シリ ー ズ ) と の 間 の 互換 性 は , 回 
路 の 都合 上 それ ぞ れ の サー ミス タ 素 子 の 抵抗 値 が 
全 ぐ 異 る の で 不可 能 で ある が , タカ ラサ ー ミ スタ 
記録 計 と 互換 型 温 調 器 (S.T.R. シリ ー ズ ) と の 感 
熱 部 は 温度 範囲 が 一 致し て いれ ば 相互 に 完全 な る 
豆 換 性 を 持た を たせ て あぁ あります. 右 表 を ご 検討 上 適 
切な る 目盛 の 種類 を 事業 所 別に 計測 系 と し て ご 了 層 
守 願 か まし て この 点 も 充分 に ご 活用 下さ る よう 
に 期待 致し て お り ま す . 

な なお, フォ トト ラン ジス タタ 温度 調節 器 の 完全 互 
換 型 は 第 一 表 の ご と く S.PH 一 110 で あぁ る が , こ 
れ ば 第 二 表 を 標準 と せ ず , 前 に 発売 し た 完全 互換 
型 遍 庶 計 (S.P.D. シリ ー ズ ) の 標準 目 成 か ら ご 選 
択 願い ます -・. c 


S.T.R.—22 


S.T.R.—31 


タカ ラサ ー ミ スタ 精密 温度 調節 器 の 新旧 対比 表 (第 一 表 ) 
um 頑 護 | mkome | wm | 二 4 
| rr 一 22 | 直読 目盛 | Pp 
T.R.—21 | タイ ャ 目盛 , | 35,000 
um | SIR | TEM-H 
選 届 | S.T.R: 一 32 | T.R:M. 一 12 | 同 上 


温 調 | S.T.R. 一 22 
生 S.T.R.—21 


県 
sh 1ーーー 
度 計 S. PH—110 


PH 一 110 | フォ トト ラン ジス タ 式 | 79,000 


完全 互換 型 温度 調節 圭 及 記録 計 の 標準 温度 (第 二 表 ) 
© 印 標 玲 型 ) 他 は 的 標 玲 弄 


| El =] 
目盛 の 名 称 温 調 , 記録 の 温度 範囲 (*C) | 理 壮 及 ま 緑 幅 
ーー75 の 1 ー75~ 0 75 
ー75 の 2 75~ 50 125 
ー50 の 1 ー50~ 0 | 50 
ー50 の 2 | ー50~ 50 | 100 
ー50 の 3 ー50~100 | 150 
0 の 1 s 0~ 50 | 50 
0 の 2 E 0~100 | 100 
0 の 3 QO 0~150 150 
0 の 4 0 0~200 200 
0 の 5 0~250 | 250 
50 の 1 50~100 | 50 
50 の 2 50~150 100 
50 の 3 50~200 150 
50 の 4 'e 50~250 200 
50 の 5 50~300 250 
100 の 1 100~150 50 
100 の 2 © 100~200 100 
100 の 3 100~250 150 
100 の 4 100~300 200 
100 の 5 100~350 250 
150 の 1 150~200 で 
150%2 150~250 100 
150 の 3 150~300 150 
150 の 4 3 150~350 200 
200 の 1 | 200~250 | 凍 
200 の 2 | 200~300 100 
200 の 3 | 200~350 150 
250 の 1 | 250~300 | 0 
250 の 2 | 250~350 | 100 


( 計 ) 標準 目 臣 10 種 類 準 標準 月 19 竹 類 


完全 互換 型 の 特長 を 売 分 に 発揮 する 商 に も ,。 成る べく この 温度 目 盛 か ら 箇 
選択 下さ い . 


S.PH—110 


宝 工 」 薬 。 株 式 詳 会 7. 社 


TAKARA THERMISTOR INSTRUMENTS CoO., LTD. 


本 社 ・ 電 気 工場 東京 都 大 田 区 原町 90 番地 TEL 蒲田 (731) 1335 .4005 .7210 東 京 (738) 0333 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 堂山 町 127 番地 TEL 大 阪 (312)1986 
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nC RNMC *| 
中 アア) DP ILVELRS 
これ が 61 年 型 の 

S828 の スス コー フ "です お 


E/E 4 


国内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 癌 メー 

カー の 岩崎 通信 機 は 、 い よい に いよ DC S 8-5602 

6 0 MC の 広帯域 型 シ ソン クロス コー プ 

SS-56"2 の 販売 を 開始 し まし た 。 
Ss 一 5602 の 性 能 

ムラ ウジ 管 5BHP2 

感 度 


0.05V/cm ~0.2V/cm 


周波 数 特性 DC~60MC-34B 
掃引 速度 拡大 回 を 含め 
0.02gsec/cm~12sec/cm 

較正 電圧 0.15mv~50V 

寸 法 。 350WX450HX720L 

叉 、 新 製品 と し て 、5 叶 プラ ウッ ウン 管 を 

使用 し た 、DC~5MC の S 8S 一 5051 
DCcC~2MC の SS—5022 
も 加わ り ま し た 。 

と の ほか 、 次 の 種類 の レン クロ スコ ー 


プ が あり ます 。 

DC~4MC SS~3041 ミゼット タイ プ 
DC~5MC SS~5052 ポー タブ ル テ レ ヒレ 用 
DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
DC~15MC SS~5151 スタ ンダ ー ド 


CC 


” 8SS~5152 スタ ンダ ー ド テレ ビ 用 
” SS~5154 南方 向 
4 DS=5155 2 ビー テム. プラ グイ ン 


DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン | シス テム 

DC~1MC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 
ェ レ クト ロニ クス の 万 ゆ る 分 野 で 活躍 , 
し て いる 岩崎 の シン クロ スコ ー プ を 御 8 §—5051 
用 命 下 さい 。 0 B 


ーー > = — 東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 り 1 の 6 浅野 不動 産 ピ ビル 
突 崎 通 倍 機 株 直 六 社 仙 電 3 0461~8・0471~7 
大 阪 営業 所 大 - 阪 市東 区 淡路 和民 5 の 2 長谷 川 ピ ル 

電話 (23) っ 1761 6 (代表 

カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 本 社 及 工 場 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁 目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 

お 願い し ます 。 出 張 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 


The Journal of the Institute of Electrical Communication Engineers of Japan. 
Vol. 44, No. 6, June 1961 . (Published Monthly by Denki Tsushin Gakkai 


2-8 Fujimicho, Chiyodaku, Tokyo, Japan 


“y+ § 


小 日 ブ 
て 革 
場 和 的 ノ 
に A 
学 メ 追 ・ — 
校 ラ 従 T 


r っ > 
cn 


rT 


天 


i 


r= 
に ラー いい けさ 


= こ 褒 ※ 吾 圭 了 つ づき オー 后 いす ・ て で て で @ 
Nu ペ wn トー キキ で ヨー 主 持寺 で 


こ < ゴー 絆 


.0e 下 洛 で 北 当 で < 慰 聞 る に r ペ 直 中 
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a Fa wo | TV- Homevision 


性 能 は つき の と お り で す 


1. 必要 居 度 500 ル クス 以上 (! ベ ド :1.9 の と さき) 

2. 使用 撮像 シバ デン 帳 ピ ジコ ン 7038 

3. 使用 レン ズ EE(Electric Eye) 機 構 つ き 
fT VBan ER LO 


4. 之 審 方 洪 ラン タム ・ イ ンタ 5 

5. 水平 周波 数 15.75kc、 垂直 周波 数 江 09%% 

6. 毎秒 像 数 25 枚 (50%% の と き &).30 枚 (609s の と きき ) 

7 . 映像 帯 幅 5Mec」 

8. 水平 解像度 。 340 木 (中 心 部 ) 王 枚 角 本 300 林 (中 心 部 ) 

9. 出 カー 1-3 チャ ネル VHF 変調 25m V ノ 750 

10. 同期 方 式 電 六 間 其 

11. 消費 電力 AC100V 50/<60%s 10W 

12. 寸法 ・ 重 量 昼 75※/ 並 さ 135>※ 奥行 210mm・2. 5kg 

13. 附 属 品 特 吊 三 服 , 吊 力 ヶ r ル 1.7C2 V10m 
i J FF5m 

14. カメ ラ と 像 機 間 の ケー プル 
3C2V で 4 斉 の 流 像 機 を 200m ま で て で 
使用 可能 


rie ーー 4 
っ zs 芝 電 気 株 式 会 社 
本 社 東京 作 下 代田 内 町 2T 是 20 普 地 


旧記 簡 会 館 ビル 6 隊 電 話 (591)4241 -8( 代 大 ) 
商品 事業 部 販売 部 事 京 分 話 区 記 新橋 4 HN42 (501)8441 3 


本 誌 の 転載 は 自由 で す が 出 所 を 明記 する と 共に 転載 誌 を 2 部 学会 へ 送付 し て 下さ 定価 1 部 250 円 
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